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● 001 『モノ学・感覚価値研究』第８号刊行に際して

　

モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
会
を
立
ち
上
げ
て
は
や
八
年
に
な
る
。こ
の
間
、「
モ
ノ
」は
ど
の
よ
う
に
揺

れ
動
い
て
い
っ
た
だ
ろ
う
か
？　

ま
た
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
か
反
発
し
て
か
、
わ
た
し
た
ち
の「
コ
コ
ロ
」

は
ど
の
よ
う
に
揺
れ
動
い
て
い
っ
た
だ
ろ
う
か
？　

ま
た「
カ
ラ
ダ
」は
？ 

　

さ
て
、本
『
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
』第
八
号
は
、二
〇
一
一
年
四
月
に
立
ち
上
げ
た
東
日
本
大
震
災

に
か
か
わ
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
震
災
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

─
こ
こ
ろ
の
再
生
に
向
け
て
」の
第
四

回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
一
三
年
七
月
九
日
開
催
）
を
収
め
た
。同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は「
震
災

と
語
り
」で
あ
っ
た
。プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
第
一
部

　

趣
旨
説
明　

鎌
田
東
二
（
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
／
宗
教
哲
学
・
民
俗
学
）

基
調
報
告
１　
「
震
災
後
の
幽
霊
の
語
り
と
民
俗
」鈴
木
岩
弓
（
東
北
大
学
教
授
／
宗
教
民
俗
学
）
＋
高

橋
原
（
東
北
大
学
准
教
授
／
宗
教
学
） 

基
調
報
告
２　
「
喪
失
の
語
り
」や
ま
だ
よ
う
こ
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
立
命
館
大
学
特
別
招
聘
教

授
／
生
涯
発
達
心
理
学
・
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
心
理
学
） 

基
調
報
告
３　
「
震
災
と
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
語
り
」島
薗
進
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
上
智
大
学
グ
リ
ー

フ
ケ
ア
研
究
所
所
長
／
宗
教
学
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
河
合
俊
雄
（
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
／
臨
床
心
理
学
）
＋
井
上
ウ
ィ

マ
ラ
（
高
野
山
大
学
教
授
／
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
学
）

　
第
二
部
　
討
議

金
子
昭
（
天
理
大
学
教
授
／
倫
理
学
）
＋
稲
場
圭
信
（
大
阪
大
学
准
教
授
／
宗
教
社
会
学
）
＋
上
記
基

調
報
告
者　

司
会
：
鎌
田
東
二

　

こ
れ
に
関
連
し
て
先
行
し
て
行
な
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
東
日
本
大
震
災
と
宗
教
者
・

宗
教
学
者
」（
二
〇
一
三
年
三
月
二
日
開
催
。場
所
：
東
北
大
学
川
内
北
キ
ャ
ン
パ
ス 

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

ホ
ー
ル
。主
催
：
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
実
践
宗
教
学
寄
附
講
座
・
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研

究
セ
ン
タ
ー
震
災
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
宗
教
者
災
害
支
援
連
絡
会
、共
催
：
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
・
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日
本
委
員
会
・
心
の
相
談
室
）
の
全
記
録
は
、本
年
中
に
創
元
社
よ
り
出

版
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

さ
て
、本
号
で
は
、こ
の
震
災
関
連
の
記
録
以
外
に
、鎌
田
東
二「『
こ
こ
ろ
の
練
り
方
』探
求
事
始
め　

そ
の
四
─
─
井
上
円
了
と
元
良
勇
次
郎
か
ら
福
来
友
吉
ま
で
の『
心
理
学
』探
究
を
中
心
に
」、ト
マ
ス
・

ジ
ョ
ン
・
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ス「
賀
川
豊
彦
─
─
科
学
的
な
神
秘
主
義
者
」、秋
丸
知
貴
「
近
代
絵
画
と
近

代
照
明
─
─
近
代
技
術
に
よ
る
心
性
の
変
容
」、藤
木
不
二
人
「
宗
教
的
態
度
に
お
け
る
光
の
比
喩
」、大

西
宏
志
「
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
会
ア
ー
ト
分
科
会
／
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
連
携

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
三
年
度
活
動
報
告
」、青
木
三
郎
「〈
こ
こ
ろ
〉
の
多
義
性
と
多
様
性
」、髙
橋

洋
成
「
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の

（
こ
こ
ろ
）
を
め
ぐ
っ
て
」、Shakil A

hm
ed “T

he Convergence of 
Civilization through Language: Cultural and Religious Identities of M

odern Bangladesh ”

の
各
論
考
を
収
め
た
。こ
の
内
、大
西
論
文
も
東
日
本
大
震
災
と
関
わ
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
出
て

き
た
論
考
で
あ
る
。秋
丸
論
文
と
鎌
田
論
文
は
こ
れ
ま
で
の
両
者
の
論
考
の
継
続
・
展
開
で
あ
り
、藤
木

論
文
は
光
と
祈
り
の
関
係
、青
木
論
文
は
心
と
言
葉
に
関
わ
る
新
視
点
を
切
り
拓
く
論
考
で
あ
る
。

　
「
３
・
11
」後
、
ま
る
三
年
が
経
っ
た
。
こ
の
三
年
間
で
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
？ 　

モ
ノ
も
こ
こ
ろ
も
ま
す
ま
す
貧
弱
に
な
っ
て
き
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
？　

モ
ノ
学
的
創
造
が
、モ
ノ
学

的
生
存
戦
略
が
必
要
で
あ
る
。「
３
・
11
」の
一
カ
月
後
、わ
た
し
た
ち
は「
モ
ノ
学
と
ア
ー
ト
的
思
考
か

ら
観
る
日
本
の
再
生
計
画
」を
発
表
し
た
（「
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
会
」
H
P
「
研
究
問
答
」欄 

二
〇
一
一
年
四
月
一
九
日　

鎌
田
東
二
＋
近
藤
髙
弘
＋
山
本
豊
津
）。そ
こ
に
、こ
う
記
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
の
身
体
は
、「
こ
の
身
こ
の
ま
ま
」で
し
か
な
い
の
で
、多
様
で
多
彩
な
情
報
空
間
の
中

で
拡
大
・
拡
散
し
が
ち
な「
非
等
身
大
の
情
報
的
自
己
」と
、こ
の「
等
身
大
の
身
体
的
自
己
」と
の
分

裂
や
齟
齬
や
断
裂
が
ま
ま
起
こ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。「
今
こ
こ
の
こ
の
身
」と
か「
等
身
大
」と
い

う
自
覚
は
、「
生
態
智
」と
い
う
具
体
的
で
身
体
的
な
知
恵
と
も
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。そ
う
し
た
自
分

の
身
体
拠
点
か
ら「
支
援
」と
い
う
よ
り
も
、「
こ
れ
ま
で
の
ご
縁
の
生
か
し
方
」と
い
う
意
味
で
の「
支

縁
」の
在
り
方
を
考
え
、実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
／
さ
て
、人
が
新
し
い「
モ
ノ
」を

生
む
時
、ど
の
よ
う
な「
思
考
」か
ら
計
画
を
進
め
る
か
が
そ
の
内
容
に
影
響
を
与
え
る
と
す
る
と
、既

存
の
思
考
方
法
で
は
新
し
い
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
観
え
て
く
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。
／
二
十
世
紀
の
近

代
合
理
主
義
と
産
業
文
明
は
、い
う
ま
で
も
な
く
、科
学
・
技
術
（
サ
イ
エ
ン
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）
と

経
済
（
エ
コ
ノ
ミ
ー
）
が
思
考
方
法
の
中
心
を
占
め
て
い
ま
し
た
。科
学
は
と
も
か
く
も
、経
済
（
数
量

的
）
の
思
考
は
現
代
産
業
文
明
の
構
造
の
中
で
す
で
に
破
綻
し
て
い
ま
す
。既
存
の
宗
教
の
思
考
も
原

理
主
義
の
隘
路
に
落
ち
入
り
が
ち
で
、対
立
と
自
縄
自
縛
の
中
で
行
き
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。／
そ
こ
で
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
い
く
つ
か
を
踏
ま
え
て
、「
モ
ノ
学
・
ア
ー
ト
的
思
考
」と
い
う
新
し
い
文
化
的

思
考
を
架
構
し
て
、日
本
の
再
生
を
構
想
し
て
み
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。／
で
は
、そ
の「
モ
ノ
学
・
ア
ー

ト
的
思
考
」と
は
ど
の
よ
う
な
思
考
で
し
ょ
う
か
？　

そ
れ
は
、「
モ
ノ
」と「
美
」と
い
う
概
念
を
中
心

と
す
る
考
え
方
で
す
。「
モ
ノ
」は
存
在
世
界
の
多
層
性
に
目
を
見
開
か
せ
、「
美
」は
人
々
の
心
を
潤
わ

せ
、
浄
化
し
、
俗
か
ら
聖
へ
導
く
力
が
あ
り
ま
す
。
俗
と
は
人
々
の
欲
望
で
あ
り
、
欲
望
こ
そ
生
命
を

維
持
す
る
契
機
で
あ
っ
て
、も
ち
ろ
ん
そ
れ
な
く
し
て
い
か
な
る
生
存
も
あ
り
ま
せ
ん
。
／
し
か
し
、

ど
う
い
う
原
理
と
傾
向
か
ら
か
、人
類
の
抱
く
欲
望
は
限
り
な
く
肥
大
す
る
の
で
、何
か
し
ら
抑
制
す

る
手
段
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
時
、「
モ
ノ
」観
と「
美
」の
意
識
に
よ
っ
て
、
そ
の
欲
望
（
俗
）
を
聖

へ
と
変
換
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
わ
た
し
た
ち
は
考
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な「
変
換
」は
達
成
で
き
て
い
る
か
？　

忸
怩
た
る
も
の
が
あ
る
が
、
精
進
努
力
は
当
然
で

あ
る
が
、同
時
に
、ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。本
年
を
そ
の「
変
換
」元
年
に
し

て
い
こ
う
！

　

謝
辞　

本
『
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
』第
八
号
は
、
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
上
廣
こ

こ
ろ
学
研
究
部
門
の
助
成
を
得
て
刊
行
さ
れ
た
。
上
廣
倫
理
財
団
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

『
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
』
第
８
号
刊
行
に
際
し
て
──
─	

鎌
田
東
二



002 ●第 1 部　モノ学の展開とこころのワザ学

　

本
論
文
で
は
、「
こ
こ
ろ
の
練
り
方
」
の
日
本
思
想
史
と
い

う
観
点
か
ら
、
前
号
に
引
き
続
き
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十

世
紀
初
頭
の
わ
が
国
の
「
心
理
学
」
へ
の
関
心
と
導
入
と
定

着
の
過
程
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

明
治
期
の
学
問
的
達
成
に
つ
い
て
考
え
る
際
、そ
れ
ま
で

の
伝
統
的
な
学
問
と
輸
入
さ
れ
た
西
洋
の
「
科
学
」
と
の
ぶ

つ
か
り
合
い
の
様
相
を
十
分
に
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。そ
の
際
、科
学
な
い
し
学
問
の
担
い
手
と
な
っ

た
科
学
者
・
研
究
者
の
「
世
代
」
の
こ
と
を
考
え
て
み
る
こ

と
は
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
、
東
洋
大
学
を
創
立
し
た
哲
学
者
で
「
妖

怪
博
士
」
と
呼
ば
れ
た
井
上
円
了
が
面
白
い
こ
と
を
言
っ
て

い
る
。
井
上
円
了
（
一
八
五
八
─
一
九
一
九
）
は
、
明
治
三
十

五
年（
一
九
〇
二
年
）に
哲
学
館
か
ら
出
版
し
た『
圓
了
茶
話
』

の
第
二
十
六
話
に
「
明
治
の
三
代
目
」
と
い
う
短
文
を
記
し

て
い
る
が１

、そ
の
中
で
、

明
治
元
勲
第
一
世
と
第
二
世
代
と
第
三

世
代
の
中
の
学
術
思
想
―
―
井
上
円
了

の「
世
代
」
論
に
基
づ
い
て

1

①	

明
治
元
勲
第
一
世
─
─
維
新
の
大
業
を
成
し
遂
げ
た

世
代
＝
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
～
一
八
四
四
）
～
嘉
永

年
間
（
一
八
四
八
─
一
八
五
四
年
）
ま
で
の
間
に
生
ま
れ

た
人

②	

明
治
元
勲
第
二
世
─
─
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
か
ら

文
久
年
間
（
一
八
六
一
─
一
八
六
四
年
）
に
生
ま
れ
た
人

③	
明
治
元
勲
第
三
世
─
以
降

と
い
う
区
分
を
立
て
て
い
る
。

　

こ
の
見
解
に
従
う
な
ら
ば
、安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
生
ま

れ
の
井
上
円
了
は
「
明
治
元
勲
第
二
世
」
に
属
す
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
「
明
治
元
勲
第
二
世
」
の
こ
と
は
後
で
考
察
す

る
と
し
て
、ま
ず
最
初
に
、「
明
治
元
勲
第
一
世
」
に
つ
い
て

考
え
て
お
こ
う
。

　

井
上
は
、「
明
治
元
勲
第
一
世
」と
は
、「
天
保
～
嘉
永
年
間
」

ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人
と
す
る
。こ
の「
嘉
永
年
間
」と
は
、

一
八
四
八
年
か
ら
一
八
五
四
年
ま
で
、元
号
で
い
え
ば
弘
化

と
安
政
の
間
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
は
、
世
界
史
的
に
見
て
、

大
激
動
期
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
二
月
革
命
、
ド
イ
ツ
の

三
月
革
命
が
起
こ
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
一
八
四
八
年
革
命
」

の
年
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
ウ
ィ
ー
ン
体
制
は
崩
壊
し
、

「
諸
国
民
の
春
」（Printem

ps des peuples, V
ölkerfrühling, 

Prim
avera dei popoli

）
が
訪
れ
た
。フ
ラ
ン
ス
で
は
、憲
法

制
定
の
後
、
第
二
共
和
制
に
移
行
し
、
十
一
月
に
大
統
領
選

挙
が
行
な
わ
れ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
が
大
統
領
に

就
任
し
た
。日
本
で
は
、こ
れ
以
前
の
天
保
年
間
（
一
八
三
〇

─
四
四
）に
、大
塩
平
八
郎
の
乱
、生
田
万
の
乱（
天
保
八
年〈
一

八
三
七
〉）
が
起
き
、天
保
四
年
か
ら
天
保
十
年
に
は
天
保
の

大
飢
饉
が
起
き
、
伊
勢
の
お
蔭
参
り
が
流
行
し
た
。
嘉
永
年

間
で
特
筆
す
べ
き
事
件
は
、何
と
い
っ
て
も
、嘉
永
六
年
（
一

八
五
三
）
の
ペ
リ
ー
提
督
率
い
る
黒
船
の
来
航
に
よ
る
開
国

騒
動
で
あ
る
。江
戸
時
代
の
泰
平
の
夢
を
根
底
か
ら
撃
ち
破

る
事
態
の
勃
発
で
あ
っ
た
。そ
れ
か
ら
の
変
化
は
目
ま
ぐ
る

し
い
。
翌
嘉
永
七
年
に
は
、
伊
賀
上
野
地
震
の
後
、
安
政
に

元
号
が
変
わ
っ
た
年
の
暮
れ
に
、
東
海
・
南
海
・
豊
予
海
峡

地
震
が
連
続
し
て
起
き
、
大
き
な
混
乱
と
不
安
に
陥
っ
た
。

こ
う
し
た
激
動
の
時
代
に
生
ま
れ
た
の
が
、「
明
治
元
勲
第

一
世
」
で
あ
る
。

　

井
上
の
言
う
嘉
永
年
間
ま
で
に
生
ま
れ
た
こ
の
「
明
治
元

勲
第
一
世
」
の
著
名
な
人
物
を
列
挙
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に

な
る
（
元
号
は
生
年
）。

　

桂
小
五
郎
（
木
戸
孝
允
、
天
保
四
年
）、
近
藤
勇
、
岩
崎
弥
太

第
一
章

「
こ
こ
ろ
の
練
り
方
」
探
究
事
始
め　

そ
の
四

井
上
円
了
と
元
良
勇
次
郎
か
ら
福
来

友
吉
ま
で
の「
心
理
学
」探
究
を
中
心
に

鎌
田
東
二 

京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
／

宗
教
哲
学
・
民
俗
学

モ
ノ
学
の
展
開
と
こ
こ
ろ
の
ワ
ザ
学	

第
１
部 
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郎
、福
沢
諭
吉
（
以
上
、天
保
五
年
）、井
上
薫
、山
岡
鉄
舟
（
以

上
、天
保
六
年
）、榎
本
武
揚
（
天
保
七
年
）、三
条
実
美
、板
垣

退
助
（
以
上
、
天
保
八
年
）、
島
地
黙
雷
、
大
隈
重
信
、
山
形
有

朋（
以
上
、天
保
九
年
）、高
杉
晋
作（
大
正
十
年
）、渋
沢
栄
一（
天

保
十
一
年
）、伊
藤
博
文
（
天
保
十
二
年
）、伊
藤
忠
兵
衛
（
天
保

十
三
年
）、新
島
襄
（
天
保
十
四
年
）、井
上
毅
（
天
保
十
五
年
）、

千
家
尊
福
（
弘
化
二
年
）、
森
有
礼
、
中
江
兆
民
、
桂
太
郎
（
総

理
大
臣
）、
東
郷
平
八
郎
（
海
軍
大
将
・
東
郷
神
社
祭
神
、
以
上

弘
化
四
年
）、
外
山
正
一
（
英
文
学
者
・
東
京
大
学
の
日
本
人
初

の
教
授
・
東
京
帝
国
大
学
総
長
・
文
部
大
臣
。
以
上
、
嘉
永
元
年

生
ま
れ
）、平
田
東
助（
内
務
大
臣
）、西
園
寺
公
望（
総
理
大
臣
）、

乃
木
希
典
（
陸
軍
大
将
・
学
習
院
院
長
・
乃
木
神
社
祭
神
）、
小

泉
信
吉（
慶
応
義
塾
塾
長
。以
上
、嘉
永
二
年
）岩
崎
弥
之
助（
三

菱
二
代
目
総
帥
・
日
銀
総
裁
。嘉
永
四
年
）、寺
内
正
毅
（
陸
軍
大

将
、総
理
大
臣
）、高
村
光
雲
（
彫
刻
家
・
東
京
美
術
学
校
教
授
）、

児
玉
源
太
郎
（
陸
軍
大
将
・
陸
軍
大
臣
・
文
部
大
臣
・
内
務
大
臣
・

児
玉
神
社
祭
神
）、
明
治
天
皇
、
山
本
権
兵
衛
（
海
軍
大
将
・
総

理
大
臣
。以
上
、嘉
永
五
年
）、北
里
柴
三
郎
（
医
学
者
・
慶
應
義

塾
大
学
医
学
科
創
設
者
・
日
本
医
師
会
創
設
者
／
初
代
会
長
。以

上
、
嘉
永
六
年
）、
山
川
健
次
郎
（
物
理
学
者
・
東
京
帝
国
大
学

総
長
・
京
都
帝
国
大
学
総
長
・
九
州
帝
国
大
学
初
代
総
長
）、
高

橋
是
清
（
総
理
大
臣
）、下
田
歌
子
（
女
子
教
育
者
・
歌
人
）、辰

野
金
吾
（
建
築
家
・
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
学
長
。
以
上
、
嘉

永
七
年
）。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
か
ら
「
明
治
元
勲
第
一
世
」
の
特
徴
を

浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
は
っ
き
り
言

え
る
の
は
、幕
末
維
新
期
と
い
う
体
制
転
換
の
大
激
動
期
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
軍
人
が
多
い
こ
と
と
、
幕
末
維
新
期

の
い
く
た
の
戦
争
を
二
十
歳
前
後
で
戦
っ
た
実
戦
経
験
を

持
っ
て
い
る
人
が
多
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、

体
制
転
換
の
後
の
混
乱
期
に
、次
の
新
体
制
を
打
ち
立
て
る

次
代
の
実
戦
部
隊
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
登
場
と
大
括
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
次
の
井
上
円
了
自
身
が
属
す
る
「
明
治
元
勲
第
二

世
」
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
？　

彼
ら
は
み
な
江
戸
時
代
の
終

わ
り
を
元
服
前
に
、つ
ま
り
十
四
、五
歳
前
に
迎
え
て
い
る
。

井
上
円
了
以
前
に
生
ま
れ
た
著
名
人
を
挙
げ
る
と
、次
の
よ

う
に
な
る
。

　

杉
浦
重
剛
（
思
想
家
・
教
育
者
）、頭
山
満
（
玄
洋
社
設
立
者
・

総
帥
）、犬
養
毅
（
総
理
大
臣
）、井
上
哲
次
郎
（
哲
学
者
・
東
京

帝
国
大
学
文
科
大
学
学
長
・
日
本
人
初
の
東
京
帝
国
大
学
の
哲
学

教
授
。
以
上
、
安
政
二
年
生
ま
れ
）、
高
橋
順
太
郎
（
薬
理
学
者
・

東
京
帝
国
大
学
初
代
薬
理
学
教
授
）、
浅
井
忠
（
洋
画
家
・
東
京

美
術
学
校
教
授
）、
海
老
名
弾
正
（
牧
師
・
思
想
家
・
熊
本
英
学

校
創
立
者
）、
田
中
舘
愛
橘
（
地
球
物
理
学
者
・
東
京
帝
国
大
学

教
授
。以
上
、安
政
三
年
生
ま
れ
）、植
木
枝
盛
（
思
想
家
・
自
由

民
権
運
動
家
）、
三
浦
守
治
（
病
理
学
者
・
東
京
帝
国
大
学
医
科

大
学
初
代
病
理
学
教
授
。以
上
、安
政
四
年
生
ま
れ
）。

　

実
質
的
に
、日
本
人
と
し
て
最
初
期
の
哲
学
や
薬
学
や
病

理
学
や
地
球
物
理
学
や
民
権
思
想
や
キ
リ
ス
ト
教
神
学
を

担
っ
て
い
っ
た
人
が
多
い
の
が
見
て
と
れ
る
。日
本
の
学
術
・

思
想
の
勃
興
期
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
で
あ
る
。

　

安
政
五
年
生
ま
れ
の
井
上
円
了
以
後
に
生
ま
れ
た
「
明
治

元
勲
第
二
世
」
に
は
、次
の
よ
う
な
人
た
ち
が
い
る
。

　

坪
内
逍
遥
（
小
説
家
・
劇
作
家
・
翻
訳
家
・
早
稲
田
大
学
教
授
）、

片
山
潜
（
思
想
家
・
社
会
主
義
者
。
以
上
、
安
政
六
年
生
ま
れ
）、

加
藤
高
明
（
総
理
大
臣
）、
三
宅
雪
嶺
（
思
想
家
）、
嘉
納
治
五

郎
（
柔
道
家
・
講
道
館
創
設
者
・
東
京
高
等
師
範
学
校
校
長
・
旧

制
五
高
校
長
。以
上
、安
政
七
年
＝
万
延
元
年
生
ま
れ
）、内
村
鑑

三
（
キ
リ
ス
ト
教
思
想
家
）、
落
合
直
文
（
国
文
学
者
・
國
學
院

大
學
教
授
。以
上
、万
延
二
年
＝
文
久
元
年
生
ま
れ
）、森
鴎
外（
陸

軍
軍
医
総
監
・
小
説
家
）、牧
野
富
太
郎
（
植
物
学
者
）、箕
作
元

八（
歴
史
学
者
・
東
京
帝
国
大
学
教
授
）、新
渡
戸
稲
造（
農
学
者
・

教
育
者
・
東
京
帝
国
大
学
教
授
。以
上
、文
久
二
年
生
ま
れ
）、岡

倉
天
心
（
思
想
家
・
東
京
美
術
学
校
校
長
）、
坪
井
正
五
郎
（
人

類
学
者
・
東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
教
授
）、徳
富
蘇
峰（
思
想
家
・

国
民
新
聞
主
宰
）、
清
沢
満
之
（
浄
土
真
宗
大
谷
派
僧
侶
・
宗
教

哲
学
者
）、
志
賀
重
昂
（
地
理
学
者
・
早
稲
田
大
学
教
授
。
以
上
、

文
久
三
年
生
ま
れ
）、二
葉
亭
四
迷
（
小
説
家
）、吉
田
東
伍
（
歴

史
学
者
・
早
稲
田
大
学
教
授
）、伊
藤
左
千
夫
（
歌
人
・
小
説
家
）、

津
田
梅
子
（
教
育
者
・
津
田
塾
大
学
創
立
者
。
以
上
、
文
久
四
年

＝
元
治
元
年
生
ま
れ
）。

　

こ
れ
ら
の
人
々
も
ま
た
、各
界
の
最
初
期
の
パ
イ
オ
ニ
ア

た
ち
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

さ
て
、
こ
れ
以
降
の
世
代
を
、
井
上
円
了
は
「
明
治
元
勲

第
三
世
」
と
す
る
が
、
そ
の
区
分
に
従
え
ば
、
江
戸
時
代
最

後
の
慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）
生
ま
れ
の
南
方
熊
楠
や
夏
目

漱
石
や
正
岡
子
規
は
、
こ
の
「
明
治
元
勲
第
三
世
」
に
属
す

る
こ
と
に
な
る
。明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
生
ま
れ
の
西
田
幾

多
郎
と
鈴
木
大
拙
も
、明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
生
ま
れ
の
出

口
王
仁
三
郎
も
、明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
生
ま
れ
の
柳
田
國

男
も
み
な
、
ほ
ぼ
「
明
治
元
勲
第
三
世
」
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
大
き
く
捉
え
れ
ば
、
彼
ら
は
日
本
独
自

の
独
創
的
な
思
想
や
文
学
を
展
開
し
て
い
っ
た
改
革
者
た
ち

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
明
治
元
勲
第
一
世
・
第
二
世
代
・
第

三
世
代
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
と
世
代
の
課
題
や
役
割
や

特
色
が
あ
っ
た
と
見
え
て
く
る
。

　

こ
の
よ
う
な
明
治
世
代
論
を
念
頭
に
入
れ
つ
つ
、安
政
五

年
生
ま
れ
の
井
上
円
了
と
同
じ
頃
に
生
ま
れ
た
「
明
治
元
勲

第
二
世
」
の
各
界
の
主
要
人
物
を
生
ま
れ
た
順
に
列
挙
す
る

と
、
植
村
正
久
（
牧
師
・
神
学
者
）、
箕
作
佳
吉
（
動
物
学
者
・

日
本
人
初
の
東
京
帝
国
大
学
動
物
学
教
授
・
東
京
帝
国
大
学
理
科

大
学
学
長
）、御
木
本
幸
吉
（
事
業
家
）、成
瀬
仁
蔵
（
牧
師
・
日

本
女
子
大
学
創
設
者
）、尾
崎
行
雄
（
政
治
家
）
な
ど
が
い
る
が
、

後
に
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
の
初
代
心
理
学
教
授
と
な
る
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元
良
勇
次
郎
（
一
八
五
八
─
一
九
一
二
）
も
同
じ
安
政
五
年
の

生
ま
れ
で
あ
っ
た
。

　

摂
津
国
（
現
在
の
兵
庫
県
三
田
市
）
生
ま
れ
の
元
良
勇
次
郎

は
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
か
ら
三
年
間
、同
志
社
英
学
校
で

学
ん
だ
同
校
第
一
期
生
で
あ
っ
た
が
、当
時
の
同
志
社
英
学

校
で
は
「
性
理
学
」
を
い
う
名
で
「
心
理
学
」
の
授
業
が
開
講

さ
れ
、ヘ
ブ
ン
の
心
理
学
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

こ
の
明
治
八
年
に
、
西
周
訳
で
ヘ
ヴ
ン
の
『
心
理
学
』（
文
部

省
刊
）
が
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
も
心
理
学
の
受
容
史
に
と
っ
て

は
特
筆
す
べ
き
出
来
事
で
あ
っ
た
。
元
良
は
同
十
六
年
（
一

八
八
三
）
に
米
国
に
留
学
し
、ボ
ス
ト
ン
大
学
や
ジ
ョ
ン
ズ
・

ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
で
哲
学
・
心
理
学
・
社
会
学
を
学
び
、

Ph.D
.

の
学
位
を
受
け
た
。
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学

留
学
中
に
は
、心
理
学
の
ホ
ー
ル
教
授
の
下
で
研
究
を
行
な

い
、『
ア
メ
リ
カ
心
理
学
雑
誌
』
に
「
圧
の
漸
次
変
化
に
対
す

る
皮
膚
の
感
受
性
（D

erm
al Sensitiveness to Gradual 

Pressure Changes

）」
と
題
す
る
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

こ
れ
が
日
本
人
初
の
心
理
学
の
学
術
論
文
発
表
で
あ
っ
た２

。

　

同
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）、
帰
国
後
、
キ
リ
ス
ト
教
系
の

総
合
雑
誌『
六
合
雑
誌
』に
、「
米
国
心
理
学
の
近
況
」を
発
表
、

ま
た
『
哲
学
会
雑
誌
』
に
「
精
神
物
理
学
」
を
連
載
し
た
。そ

し
て
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
で
「
精
神
物
理
学
」
を
講

義
し
始
め
、
同
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）、
同
大
学
教
授
に
就

任
し
、
同
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）、「
心
理
学
・
倫
理
学
・
論

理
学
第
一
講
座
」の
担
当
と
な
り
、以
降
、日
本
の
初
期
の「
心

理
学
」
の
研
究
と
教
育
に
お
け
る
中
心
人
物
と
な
っ
た
。
元

良
は
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
大
学
で
ジ
ョ
ン
・
デ
ュ
ー
イ

の
講
義
を
受
け
て
お
り
、
帰
国
後
の
「
精
神
物
理
学
」
の
講

義
で
デ
ュ
ー
イ
や
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
心
理
学
を

取
り
上
げ
て
い
る
。「
精
神
物
理
学
」
と
は
、元
良
の
言
に
よ

れ
ば
、「
精
神
の
現
象
を
物
理
的
よ
り
学
ぶ
も
の
な
り
」
と
い

う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、い
わ
ゆ
る
実
験
心
理
学
の
方
法
論

に
立
脚
し
て
い
る
。

　

元
良
勇
次
郎
の
心
理
学
実
験
と
し
て
は
、「
月
の
錯
視
実

験
」（
地
表
か
ら
と
上
空
か
ら
と
で
は
、
月
の
大
き
さ
が
異
な
っ

て
見
え
る
こ
と
の
心
理
学
的
実
験
）、「
国
字
問
題
に
つ
い
て
の

実
験
的
研
究
」（
子
供
を
被
験
者
に
し
て
縦
書
き
と
横
書
き
の
ど

ち
ら
が
読
み
や
す
い
か
を
実
験
）、「
片
仮
名
・
平
仮
名
読
み
書

き
の
難
易
度
に
関
す
る
実
験
」（
実
験
結
果
は
、片
仮
名
の
読
み

書
き
の
ほ
う
が
容
易
）、「
児
童
の
注
意
力
と
そ
の
訓
練
に
つ

い
て
の
実
験
的
研
究
」（
注
意
練
心
機
・
視
覚
練
心
機
・
聴
覚
練

心
機
等
の
開
発
を
行
な
い
、
明
治
四
十
二
年
、
遅
性
児
童
教
育
研

究
会
設
立
提
案
を
行
な
う
）、「
白
内
障
患
者
の
視
覚
に
関
す
る

実
験
」、「
神
経
伝
達
の
実
験
」
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。
著

作
に
は
、『
心
理
学
概
論
』『
教
育
新
論
』『
倫
理
学
』
な
ど
が

あ
る
が
、
こ
の
没
後
に
出
版
さ
れ
た
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）

刊
行
の
『
心
理
学
概
論
』（
宝
文
館
）
は
「
幻
覚
」
な
ど
に
つ
い

て
言
及
し
て
お
り
、宮
沢
賢
治
に
も
影
響
を
与
え
た
も
の
で

あ
る
。

　
「
こ
こ
ろ
の
練
り
方
」
と
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、明
治
二
十

七
年
（
一
八
九
四
）
十
二
月
二
十
三
日
か
ら
三
十
日
ま
で
鎌

倉
の
円
覚
寺
に
滞
在
し
て
一
週
間
参
禅
体
験
を
し
て
い
る
点

で
あ
る
。
東
慶
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
る
『
宗
演
老
師
居
士
名

簿
』
に
は
、二
二
三
番
目
に
「
文
学
士　

夏
目
金
之
助
」
つ
ま

り
夏
目
漱
石
が
、
そ
し
て
続
く
二
二
四
番
目
に
「
文
学
博
士

　

元
良
勇
次
郎
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う３

。

　

夏
目
漱
石
は
こ
の
時
の
参
禅
体
験
を
元
に
、明
治
四
十
三

年
（
一
九
一
〇
）
に
小
説
『
門
』
を
朝
日
新
聞
に
連
載
し
た
。

そ
こ
で
漱
石
は
、主
人
公
宗
助
が
円
覚
寺
に
行
っ
て
参
禅
し
、

「
父
母
未
生
以
前
」
と
い
う
公
案
に
取
り
組
む
が
悟
り
を
得

る
こ
と
が
で
き
ず
に
家
に
戻
る
姿
を
描
い
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、元
良
勇
次
郎
は
、「
隻
手
の
声
」
の
公
案

を
解
き
、
次
の
段
階
に
進
ん
だ
が
、
参
禅
日
誌
を
公
開
し
た

こ
と
が
思
わ
ぬ
波
紋
と
批
判
を
巻
き
起
こ
し
、そ
の
頃
円
覚

寺
に
住
み
こ
ん
で
参
禅
修
行
し
て
い
た
鈴
木
大
拙
か
ら
「
一

知
半
解
」「
甚
だ
軽
浮
」「
少
分
の
省
各
」
と
手
厳
し
い
批
判

を
受
け
て
い
る３

。

　

佐
藤
達
哉
は
『
日
本
に
お
け
る
心
理
学
の
受
容
と
展
開
』

の
中
で
、
こ
の
元
良
勇
次
郎
の
参
禅
体
験
を
、
元
良
自
身
が

二
つ
の
方
向
、
す
な
わ
ち
、
心
理
学
理
論
と
教
育
も
し
く
は

修
養
の
方
法
の
二
つ
の
方
向
に
発
展
さ
せ
た
と
位
置
づ
け
、

「
禅
は
東
洋
に
於
け
る
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
で
あ
る
」（「
顕
心
義

に
就
い
て
」『
哲
学
雑
誌
』
第
二
十
五
号
、一
九
一
〇
年
）
と
い
う

元
良
の
言
葉
を
引
い
て
い
る
が３

、今
日
の
観
点
か
ら
見
て
元

良
勇
次
郎
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
先
駆
的
な
冒
険
性
が
あ
る
と

評
価
で
き
る
。禅
の
み
な
ら
ず
、仏
教
が「
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム
」

と
相
通
ず
る
こ
と
は
、
今
日
の
欧
米
で
の
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル

ネ
ス
瞑
想
」
の
隆
盛
と
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。「
こ
こ
ろ

の
練
り
方
」
と
し
て
、
禅
も
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
も
プ
ラ
グ

マ
チ
ズ
ム
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

本
稿
の
立
場
か
ら
見
て
興
味
深
い
の
は
、こ
の
本
格
的
な

わ
が
国
最
初
の
心
理
学
者
元
良
勇
次
郎
と
、同
年
生
ま
れ
の

哲
学
者
井
上
円
了
の
「
心
理
学
」
へ
の
関
心
と
そ
の
違
い
で

あ
り
、そ
こ
に
割
っ
て
入
り
込
ん
で
く
る
か
の
よ
う
な
明
治

二
年
生
ま
れ
の
「
明
治
元
勲
第
三
世
」
福
来
友
吉
（
一
八
六
九

─
一
九
五
二
）
や
、そ
の
後
の
明
治
二
十
二
年
生
ま
れ
の
「
明

治
第
四
・
第
五
世
代
」
と
も
い
え
る
柳
宗
悦
（
一
八
八
九
─
一

九
六
一
）
の
「
心
理
学
」
の
特
異
性
で
あ
る
。こ
の
あ
た
り
の

消
息
に
触
れ
る
前
に
、も
う
少
し
迂
回
路
を
巡
っ
て
お
こ
う
。

　

よ
く
も
あ
し
く
も
、明
治
維
新
の
若
き
担
い
手
で
あ
っ
た

「
明
治
元
勲
第
一
世
」
は
、政
治
経
済
文
化
な
ど
す
べ
て
の
方

「
明
治
元
勲
第
二
世
」
井
上
円
了vs.

「
明

治
元
勲
第
三
世
」
南
方
熊
楠
・
出
口
王
仁

三
郎
・
柳
田
國
男

2
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面
の
地
な
ら
し
を
し
、
文
明
開
化
・
殖
産
興
業
・
富
国
強
兵

と
い
う
近
代
国
民
国
家
戦
略
を
強
力
に
推
し
進
め
る
先
兵
と

な
っ
た
。
そ
の
基
本
路
線
を
踏
ま
え
て
、
続
く
「
明
治
元
勲

第
二
世
」
は
、
文
化
や
教
育
や
学
術
や
宗
教
の
外
殻
（
形
式
）

と
コ
ン
テ
ン
ツ（
内
容
）を
作
る
作
業
を
行
な
っ
た
。そ
し
て
、

「
明
治
元
勲
第
三
世
」
以
降
は
、そ
れ
を
批
判
し
つ
つ
、日
本

独
自
の
思
想
や
学
術
や
文
学
・
芸
術
を
模
索
し
、
多
様
化
し

た
。

　

井
上
円
了
は
、越
後
国
長
岡
藩
の
浄
土
真
宗
大
谷
派
慈
光

寺
に
生
ま
れ
、京
都
の
東
本
願
寺
の
教
師
学
校
に
学
ん
だ
後
、

そ
の
優
秀
さ
を
買
わ
れ
て
、明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
か
ら

同
十
八
年
（
一
八
八
五
）
ま
で
、開
校
さ
れ
て
間
も
な
い
東
京

大
学
予
備
門
と
東
京
大
学
文
学
部
に
派
遣
さ
れ
た
逸
材
で
あ

る
。
い
ま
だ
「
心
理
学
」
と
い
う
学
科
が
な
か
っ
た
東
京
帝

国
大
学
で
「
哲
学
」
を
学
ん
だ
井
上
円
了
は
、
文
明
開
化
と

伝
統
文
化
・
伝
統
宗
教
（
特
に
仏
教
）
と
の
接
合
点
の
中
で
、

迷
妄
を
破
り
、合
理
性
に
基
づ
く
知
の
刷
新
を
果
た
す
こ
と

を
第
一
の
課
題
と
し
た
。そ
の
窮
理
の
作
業
が
井
上
円
了
に

と
っ
て
の
「
哲
学
」
で
あ
り
、そ
の
応
用
編
と
し
て
の
「
妖
怪

学
」
で
あ
っ
た
。

　

東
京
大
学
卒
業
後
の
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
「
哲
学

館
」（
東
洋
大
学
の
前
身
）
を
創
立
し
た
井
上
円
了
は
、「
妖
怪

学
」
と
い
う
一
大
体
系
の
中
に
、「
理
学
」
も
「
医
学
」
も
「
哲

学
（
純
正
哲
学
）」
も
「
心
理
学
」
も
「
宗
教
学
」
も
「
教
育
学
」

も
、
す
べ
て
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
井
上
円
了
は
、「
妖
怪
」

を「
物
怪
」と「
心
怪
」と
に
分
け
、ま
た「
妖
怪
現
象
」を「
自

然
現
象
・
人
為
現
象
・
心
理
現
象
」
と
区
分
し
つ
つ
、「
妖
怪

現
象
」
の
合
理
的
説
明
を
、
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に

著
し
た
『
妖
怪
学
講
義
』
で
は
、①
理
学
部
門
、②
医
学
部
門
、

③
純
正
哲
学
部
門
、
④
心
理
学
部
門
、
⑤
宗
教
学
部
門
、
⑥

教
育
学
部
門
、⑦
雑
部
門
と
、全
方
位
に
展
開
し
て
い
く
。

　

晩
年
の
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
の
著
作
『
迷
信
と
宗
教
』

で
は
、こ
れ
ら
の
全
方
位
体
系
性
を
、「
妖
怪
学
は
万
学
に
関

係
し
、こ
れ
を
研
究
す
る
に
は
万
学
に
通
ず
る
を
要
す
れ
ば

な
り
。ま
ず
、天
文
、地
質
、気
象
に
関
す
る
妖
怪
は
、天
文
学
、

地
質
学
、気
象
学
に
関
係
し
、禽
獣
、草
木
、人
身
に
関
係
す

る
妖
怪
は
、動
物
学
、植
物
学
、生
理
学
に
関
係
し
、精
神
の

変
態
を
論
ず
る
と
き
は
、
精
神
病
学
、
心
理
学
に
関
係
し
、

鬼
神
、
霊
魂
の
有
無
を
論
ず
る
と
き
は
、
宗
教
学
、
純
正
哲

学
に
関
係
し
、
知
力
の
変
態
に
関
し
て
は
、
教
育
学
、
論
理

学
に
関
係
す
る
こ
と
あ
り
、偽
怪
、誤
怪
に
関
し
て
は
、政
治
、

法
律
に
関
係
す
る
と
こ
ろ
あ
り
。
ゆ
え
に
、
余
は
妖
怪
学
を

も
っ
て
全
知
全
能
の
学
と
な
す
」
と
位
置
づ
け
、「
脱
苦
与
楽

の
道
は
実
に
妖
怪
学
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
に
し
て
、ま
た

諸
学
の
終
極
の
目
的
な
り
」
と
そ
の
「
目
的
」
を
記
す４

。

　

こ
の
あ
た
り
を
井
上
円
了
の
『
妖
怪
学
講
義
』
に
沿
っ
て

見
て
お
こ
う
。

　
『
妖
怪
学
講
義
』「
純
正
哲
学
部
門
第
一
講　

偶
合
編
」
冒

頭
に
は
、「
世
間
の
い
わ
ゆ
る
前
知
、
予
言
、
暗
合
、
偶
中
等

の
類
を
、
今
、
純
正
哲
学
の
部
門
に
入
る
る
ゆ
え
ん
は
、
第

一
に
、こ
れ
ら
の
原
理
は
み
な
吾
人
経
験
の
範
囲
外
に
属
し

て
、
経
験
上
よ
り
知
る
こ
と
あ
た
わ
ざ
る
こ
と
、
第
二
に
、

こ
れ
ら
の
事
項
は
み
な
宇
宙
万
有
の
一
部
よ
り
説
明
す
る
こ

と
あ
た
わ
ず
し
て
、全
体
上
よ
り
説
明
す
る
の
み
な
る
こ
と

の
二
つ
の
理
由
あ
り
。
か
つ
、
こ
れ
を
他
の
諸
学
の
上
に
比

考
す
る
も
、
理
学
に
入
る
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
、
医
学
に

入
る
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
、さ
り
と
て
心
理
学
に
属
す
べ

き
も
の
に
も
あ
ら
ず
、そ
の
他
い
ず
れ
の
学
も
み
な
確
か
に

こ
れ
に
適
す
る
も
の
あ
る
を
見
ず
。
ゆ
え
に
、
今
は
し
ば
ら

く
純
正
哲
学
の
部
〔
門
〕
に
加
え
て
、
こ
れ
が
解
説
を
な
さ

ん
と
す
る
な
り
」
と
あ
り
、
偶
合
編
、
陰
陽
編
、
占
考
編
、
卜

筮
編
、鑑
術
編
、相
法
編
、暦
日
編
、吉
凶
編
の
八
題
目
を
講

義
し
て
い
く
。

　

そ
し
て
続
い
て
い
よ
い
よ『
妖
怪
学
講
義
』「
心
理
学
部
門
」

で
は
、心
象
編
、夢
想
編
、憑
付
編
、心
術
編
の
四
講
義
が
行

な
わ
れ
、付
録
と
し
て
、心
象
編
付
講
、仏
教
夢
説
一
斑
、狐

論
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
に
は
、「
余
、

す
で
に
妖
怪
を
分
か
ち
て
、
心
理
的
、
物
理
的
の
二
種
と
な

せ
ば
、
今
こ
こ
に
論
ず
る
と
こ
ろ
は
、
い
わ
ゆ
る
心
理
的
妖

怪
に
属
す
る
も
の
な
り
。し
か
し
て
、予
の
『
妖
怪
学
講
義
』

は
、心
理
学
を
も
と
と
し
て
説
明
を
与
う
る
も
の
な
る
が
ゆ

え
に
、
本
部
門
は
講
義
中
最
も
眼
目
の
あ
る
と
こ
ろ
と
す
」

と
そ
の
意
義
を
宣
揚
す
る
。
そ
し
て
、
講
義
を
、
先
に
記
し

た
よ
う
に
、①
心
象
編
、②
夢
想
編
、③
憑
付
編
、④
心
術
編

の
四
段
に
分
か
つ
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、「
第
一
は
、外
界
に
対
し
て
現
ず
る
心
理
上
の

妖
怪
に
し
て
、
お
も
に
感
覚
、
知
覚
の
上
に
現
ず
る
も
の
な

り
。
こ
れ
を
名
付
け
て
心
象
編
と
い
う
。
し
か
し
て
、
そ
の

い
わ
ゆ
る
心
象
と
は
、正
式
的
心
象
に
あ
ら
ず
し
て
変
式
的

心
象
に
属
す
る
も
の
、す
な
わ
ち
異
状
、変
態
の
心
象
な
り
。

／
第
二
は
、
外
界
の
関
係
を
ま
た
ず
、
内
界
の
み
に
て
起
こ

る
と
こ
ろ
の
精
神
作
用
に
し
て
、す
な
わ
ち
夢
想
の
ご
と
き

こ
れ
な
り
。
こ
れ
を
夢
想
編
と
い
う
。
／
第
三
は
、
外
物
の

人
心
に
憑

ひ
ょ
う

付ふ

し
て
種
々
の
変
態
を
現
ず
る
狐
憑
き
、犬
神
の

類
に
し
て
、
こ
れ
を
憑
付
編
と
い
う
。
／
第
四
は
、
人
為
の

媒
介
も
し
く
は
工
夫
に
よ
り
て
き
た
す
と
こ
ろ
の
種
々
の
現

象
、
す
な
わ
ち
催
眠
術
、
降
神
術
の
類
に
し
て
、
こ
れ
を
心

術
編
と
い
う
。
／
こ
の
四
者
は
、み
な
そ
の
部
類
に
応
じ
て

区
別
し
た
る
も
の
に
し
て
、
そ
の
理
由
は
、
精
神
そ
の
も
の

の
作
用
に
よ
り
て
起
こ
る
こ
と
を
説
明
せ
ん
と
す
。す
べ
て

か
く
の
ご
と
き
心
理
上
の
変
態
、
異
状
は
、
従
来
に
あ
り
て

は
、
外
よ
り
し
て
わ
れ
に
及
ぼ
す
も
の
と
思
惟
し
た
る
も
、

今
日
、
心
理
学
の
研
究
進
歩
す
る
に
及
び
て
、
は
じ
め
て
人

心
そ
の
も
の
の
起
こ
す
と
こ
ろ
に
ほ
か
な
ら
ざ
る
を
知
る
に

至
れ
り
」
と
し
、「
予
が
こ
れ
よ
り
講
述
す
る
と
こ
ろ
は
、心

性
そ
の
も
の
の
不
思
議
を
開
現
す
る
に
あ
り
」
と
述
べ
て
、
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続
け
て
具
体
的
な
論
述
に
入
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、「
心
象
編
」
の
「
変
式
的
心
象
論
」
で
は
、

　
　

変
覚
（
主
観
的
）
…
…
変
象
（
客
観
的
）

　
　

幻
覚
（
主
観
的
）
…
…
幻
象
（
客
観
的
）

　
　

妄
覚
（
主
観
的
）
…
…
妄
象
（
客
観
的
）

と
分
類
し
、認
識
主
観
の
「
変
覚
・
幻
覚
・
妄
覚
」
に
対
す
る

認
識
対
象
を
「
変
象
・
幻
象
・
妄
象
」
と
す
る
。

　

次
の
『
妖
怪
学
講
義
』「
宗
教
学
部
門
」
で
は
、
幽
霊
編
、

鬼
神
編
、冥
界
編
、触
穢
編
、呪
願
編
、霊
験
編
の
六
講
義
が

講
ぜ
ら
れ
、付
録
と
し
て「
幽
霊
談
」が
付
く
。『
妖
怪
学
講
義
』

「
教
育
学
部
門
」
で
は
、知
徳
編
、教
養
編
の
二
講
義
が
展
開

さ
れ
、「
付
録
」
と
し
て
、「
記
憶
術
批
評
、
記
憶
術
私
見
、
失

念
術
方
法
」
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、
知
の
曼
荼
羅
と
し
て
の
「
妖
怪
学
」
が
全
方

位
展
開
さ
れ
、
そ
の
中
に
、
重
要
部
門
の
一
つ
と
し
て
「
心

理
学
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く
。こ
の
「
心
理
学
」
が
東
京

大
学
の
正
規
の
授
業
科
目
と
な
っ
た
の
は
、井
上
円
了
の
卒

業
後
の
こ
と
で
あ
る
。
井
上
円
了
は
、
い
ま
だ
ア
カ
デ
ミ
ズ

ム
心
理
学
が
成
立
す
る
前
に
、心
理
学
と
妖
怪
学
と
哲
学（
純

正
哲
学
）
を
結
び
つ
け
て
、
妖
怪
学
を
展
開
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

　

と
に
か
く
、
全
方
位
か
つ
大
風
呂
敷
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る

も
の
を
詰
め
込
み
な
が
ら
、
森
羅
万
象
を
分
類
・
区
分
け
し

関
連
づ
け
な
が
ら
全
体
の
中
に
位
置
づ
け
る
。

　

明
治
人
が
や
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、あ
ら
ゆ
る
場

面
で
の
「
建
設
」
で
あ
る
。「
建
設
」
に
は
「
設
計
図
」
が
欠
か

せ
な
い
。そ
の「
設
計
図
」な
し
に
は
、物
事
が
始
ま
ら
な
い
。

こ
う
し
て
、
彼
ら
は
知
の
設
計
士
と
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て

そ
の
設
計
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
建
物
が
、
理
に
お
い
て
も
、

実
に
お
い
て
も
、
快
適
で
理
に
叶
っ
て
い
る
か
を
「
検
証
」

す
る
の
は
次
の
時
代
の
生
活
者
の
仕
事
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
設
計
的
体
系
的
合
理
性
や
分
類
好
き
は
、円

了
よ
り
も
わ
ず
か
二
歳
年
上
の
初
代
東
京
帝
国
大
学
哲
学
教

授
の
井
上
哲
次
郎
な
ど
も
含
め
、「
明
治
元
勲
第
二
世
」
の
大

き
な
特
徴
で
あ
ろ
う
。
間
口
を
広
く
取
り
、
大
き
な
門
構
え

の
中
で
、
万
物
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
、
位
置
づ
け
る
。
そ
う
し

た
設
計
的
知
が
、
こ
の
時
代
の
、
い
や
こ
の
世
代
特
有
の
知

の
力
と
機
能
で
あ
り
、活
躍
の
場
で
あ
っ
た
。だ
か
ら
こ
そ
、

こ
の
稀
代
の
「
妖
怪
学
者
」
は
、実
に
啓
蒙
的
で
、迷
信
的
な

妖
怪
撲
滅
を
掲
げ
る
合
理
主
義
者
で
も
あ
っ
た
の
だ
。だ
が

そ
れ
は
、迷
信
的
な
「
妖
怪
」
現
象
を
暴
き
つ
つ
も
、「
真
怪
」

（
実
際
に
あ
る
不
思
議
現
象
）
を
認
定
す
る
と
い
う
合
理
性
で

あ
っ
た
。

　

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
著
し
た
『
お
ば
け
の
正
体
』
の

「
諸
言
」
に
は
、「
ほ
と
ん
ど
妖
怪
の
八
、九
分
ど
お
り
は
、迷

信
よ
り
起
こ
る
と
断
定
し
て
可
な
る
ほ
ど
な
り
」
と
主
張
し

つ
つ
も
、「
今
日
の
学
理
を
も
っ
て
解
説
し
難
き
、い
わ
ゆ
る

真
の
不
思
議
と
称
す
べ
き
事
項
も
夥
多
あ
れ
ば
、
他
日
、
別

に
こ
れ
を
集
成
し
て
『
真
怪
論
』
を
発
行
す
る
予
定
な
り
」

と
付
け
加
え
る
の
を
忘
れ
な
い
。

　

同
様
に
、「
世
間
に
は
妖
怪
が
あ
る
と
も
い
い
、な
い
と
も

申
し
て
、議
論
が
一
定
し
て
お
ら
ぬ
。妖
怪
あ
り
の
論
者
は
、

な
に
も
か
も
み
な
妖
怪
と
き
め
て
、毫ご

う

も
疑
い
を
起
こ
さ
ぬ
。

こ
れ
に
反
し
て
妖
怪
な
し
の
論
者
は
、
た
だ
い
ち
ず
に
、
神

経
で
あ
る
、妄
覚
で
あ
る
、誤
伝
で
あ
る
、詐
偽
で
あ
る
、迷

信
で
あ
る
と
速
断
し
て
し
ま
う
。
余
の
考
え
に
て
は
、
い
ず

れ
も
極
端
に
し
て
信
ず
る
に
足
ら
ぬ
論
と
思
う
。ど
う
し
て

も
実
際
上
、
十
分
に
探
検
し
て
後
に
、
そ
の
有
無
を
判
定
せ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
で
余
は
、
数
十
年
前
よ
り
妖
怪
研

究
会
を
設
け
、現
在
世
間
に
あ
る
妖
怪
を
実
地
に
つ
い
て
調

査
し
た
の
で
あ
る
」
と
、
独
断
的
な
決
め
つ
け
で
は
な
く
、

真
偽
正
邪
を
見
分
け
る
「
妖
怪
研
究
」
の
要
を
説
く
の
で
あ

る
。

　

と
は
い
え
、「
多
年
研
究
の
結
果
、迷
信
は
一
片
の
迷
心
よ

り
起
こ
る
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
迷
心
は
畢ひ

つ

竟き
よ
う

す
る
に
、
吉

凶
禍
福
の
道
理
に
暗
き
と
、世
態
人
情
の
意
の
ご
と
く
な
ら

ざ
る
と
の
二
者
よ
り
起
こ
る
と
考
え
ま
す
。言
葉
を
換
え
て

申
さ
ば
、
知
識
に
乏
し
き
と
、
意
力
の
弱
き
と
に
起
因
す
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す5

」
と
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
無
知
と
不

安
や
恐
怖
を
引
き
起
こ
す
「
迷
心
」
か
ら
生
ず
る
と
結
論
づ

け
て
い
る
。

　

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
合
理
性
で
世
界
を
覆
い
尽
し
、
解
明

し
尽
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
？

　

事
実
、
こ
の
「
明
治
元
勲
第
二
世
」
の
井
上
哲
次
郎
や
井

上
円
了
や
元
良
勇
次
郎
よ
り
も
少
し
後
に
生
ま
れ
た
「
明
治

元
勲
第
三
世
」
の
南
方
熊
楠
や
福
来
友
吉
や
出
口
王
仁
三
郎

や
柳
田
國
男
は
、井
上
円
了
流
の
合
理
主
義
「
哲
学
」
や
「
心

理
学
」
に
は
飽
き
足
ら
ず
、
勇
猛
果
敢
に
そ
れ
を
一
歩
も
二

歩
も
深
化
さ
せ
る
「
変
態
心
理
」
や
「
幽
霊
」
や
「
民
俗
」
の

研
究
に
突
き
進
ん
だ
。
先
号
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
南
方
熊

楠
に
と
っ
て
は
、そ
の
「
変
態
心
理
学
」
は
、熊
野
・
那
智
の

地
に
根
付
い
た
「
生
態
学
」
や
「
民
俗
学
」
と
結
び
つ
い
た
根

源
的
思
考
の
探
究
で
あ
っ
た
。そ
し
て
そ
の
探
求
の
基
盤
に
、

彼
の
生
家
の
新
義
真
言
宗
根
来
派
と
い
う
、真
言
密
教
の
コ

ス
モ
ロ
ジ
カ
ル
な
世
界
観
が
大
き
な
指
針
と
な
り
影
響
力
と

な
っ
て
い
た
。そ
の
「
真
言
密
教
」
は
、井
上
円
了
的
合
理
性

を
内
面
突
破
す
る
「
大
日
如
来
の
不
思
議
」
を
内
包
し
て
い

た
こ
と
は
、す
で
に
先
回
検
討
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

南
方
熊
楠
は
、井
上
円
了
の
『
妖
怪
学
講
義
』
を
読
み
、意

識
し
て
い
た
こ
と
は
、明
治
四
十
四
年
三
月
二
十
一
日
付
の

柳
田
國
男
あ
て
書
簡
（
こ
れ
が
柳
田
あ
て
の
最
初
の
書
簡
で
あ

る
）
の
中
で
、「
井
上
円
了
氏
の
『
妖
怪
学
講
義
』
な
ど
見
ば

手
が
か
り
有
之
べ
く
と
存
じ
候
え
ど
も
、そ
の
書
手
許
に
な

く
困
り
お
り
候
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で

あ
る
。
南
方
熊
楠
は
、
間
違
い
な
く
、
先
行
研
究
と
し
て
井

上
円
了
の
『
妖
怪
学
講
義
』
を
意
識
し
参
照
し
て
い
た
。
そ
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の
こ
と
は
、ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
の
土
宜
法
竜
と
の
書
簡
の
や

り
取
り
の
中
に
も
出
て
く
る
。「
故
に
予
は
、真
言
で
古
え
行

な
い
し
ま
じ
な
い
、
祈
禱
、
神
通
、
呪
詛
、
調
伏
等
は
、
決
し

て
円
了
な
ど
の
い
う
ご
と
き
無
功
比
々
火
と
し
て
法
螺
ば
か

り
の
も
の
と
思
わ
ず
」、「
た
だ
し
前
年
、
井
上
円
了
先
生
が

妖
怪
学
を
立
て
た
と
聞
き
、大
英
博
物
館
で
予
は
先
生
の
講

義
の
序
文
を
述
べ
、な
ん
と
欧
州
に
は
ま
だ
化
け
物
の
学
問

は
な
か
ろ
う
が
と
威
張
っ
た
が
、
あ
る
人
が
『
そ
れ
そ
れ
、

お
前
の
肘
の
辺
り
の
常
備
参
考
架
を
見
よ
』
と
言
う
か
ら
、

見
て
み
る
と
、
ず
っ
と
以
前
に
出
版
し
た
『
妖
怪
学
書
籍
総

覧
』
と
い
っ
て
、
化
け
物
学
の
一
切
の
書
籍
の
索
引
だ
っ
た

か
ら
、
日
本
人
が
気
が
付
く
こ
と
の
ほ
ど
は
、
大
抵
西
洋
で

は
す
で
に
古
臭
く
な
っ
て
い
る
と
気
付
き
、赤
面
し
て
退
い

た
こ
と
が
あ
る
。
思
う
に
西
洋
で
は
、
千
里
眼
な
ど
は
今
日

古
臭
く
て
、学
者
は
も
っ
ぱ
ら
死
の
現
象
を
研
究
す
る
最
中

か
も
し
れ
な
い６

」。

　

こ
の
よ
う
に
、南
方
熊
楠
は
井
上
円
了
の
『
妖
怪
学
講
義
』

を
参
照
し
つ
つ
、
そ
の
先
の
「
秘
密
」
に
踏
み
込
も
う
と
し

て
い
た
の
だ
。
そ
の
こ
と
は
、
平
田
篤
胤
に
端
を
発
す
る
と

い
え
る
「
霊
学
」
や
「
民
俗
学
」
の
探
究
者
で
あ
っ
た
出
口
王

仁
三
郎
や
柳
田
國
男
か
ら
の
井
上
円
了
批
判
と
も
共
通
す
る

視
点
と
問
題
意
識
で
あ
る
。

　

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）、
二
十
五
歳
の
出
口
王
仁
三

郎
（
こ
の
時
は
上
田
喜
三
郎
）
は
精
乳
館
を
設
立
し
て
搾
業
販

売
業
に
乗
り
出
し
た
が
、
こ
の
頃
、
井
上
円
了
の
妖
怪
学
を

研
究
し
始
め
た
。
そ
の
こ
と
が
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）

に
執
筆
さ
れ
た
出
口
王
仁
三
郎
の
『
本
教
創
世
記
』
に
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
一
先
ず
医
学
の
研
究
を
中
止
し

て
、
神
道
の
方
面
よ
り
研
究
を
始
め
ん
と
し
、
東
京
哲
学
館

よ
り
発
行
す
る
井
上
円
了
氏
の
『
妖
怪
学
』
を
研
究
す
る
事

と
な
れ
り
。
さ
れ
ど
井
上
氏
の
説
に
て
は
、
一
か
所
も
余
の

満
足
す
る
所
と
成
ら
ざ
り
し
が
、只
其
文
中
に
、『
妖
怪
学
は

仮
怪
を
開
き
て
真
怪
に
入
る
の
門
路
で
あ
る
か
ら
、此
の
妖

怪
学
を
目
標
と
し
て
真
理
の
方
面
に
向
か
つ
て
進
ま
ば
、終

に
心
天
の
中
に
智
光
の
日
月
を
仰
ぎ
、心
海
最
も
深
き
所
に

真
如
の
月
を
浮
ぶ
る
を
得
ん
』
と
あ
る
の
一
事
で
あ
つ
た
。

故
に
余
は
井
上
博
士
の
『
妖
怪
学
』
を
以
て
足
れ
り
と
せ
ず
、

只
参
考
ま
で
に
止
め
て
置
い
て
、他
の
方
面
に
研
究
の
弓
を

向
け
た
の
で
あ
つ
た
が
、早
く
も
明
治
三
十
年
の
一
月
で
あ

つ
た
。
／
余
の
主
眼
と
す
る
所
は
、政
教
慣
造
の
調
和
に
在

つ
て
、現
世
と
幽
界
の
親
和
を
鼓
吹
せ
ん
と
す
る
の
で
有
る
。

暗
黒
社
会
の
燈
台
な
ら
ん
事
欲
す
る
の
で
あ
る７

」。

　

出
口
王
仁
三
郎
は
、
は
っ
き
り
と
、「
明
治
元
勲
第
二
世
」

の
井
上
円
了
の
「
妖
怪
学
」
の
仕
事
に
対
し
て
不
満
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
表
明
し
、そ
の
先
を
探
究
す
る
ポ
ス
ト
円
了

妖
怪
学
を
志
向
し
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、「
明
治
元
勲
第
三
世
」
の
最
後
の
世
代
と
い

え
る
柳
田
國
男
も
同
様
で
あ
る
。
柳
田
國
男
は
、
明
治
三
十

八
年
（
一
九
〇
五
）
に
行
な
っ
た
講
演
記
録
「
幽
冥
談
」
の
中

で
、「
僕
は
井
上
円
了
さ
ん
な
ど
に
対
し
て
は
徹
頭
徹
尾
反

対
の
意
を
表
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
」
と
か
、「
井
上
円

了
さ
ん
な
ど
は
色
々
の
理
窟
を
つ
け
て
い
る
け
れ
ど
も
、そ

れ
は
恐
ら
く
未
来
に
改
良
さ
る
べ
き
学
説
で
あ
っ
て
、一
方

の
不
可
思
議
説
は
百
年
二
百
年
の
後
ま
で
も
残
る
も
の
で
あ

ろ
う
と
思
う８

」
と
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、
戦
後
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
に
刊
行
し
た

『
妖
怪
談
義
』「
自
序
」
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
ど
う

し
て
今
頃
こ
の
様
な
本
を
出
す
の
か
と
、不
審
に
思
っ
て
く

だ
さ
る
人
の
た
め
に
、言
っ
て
置
き
た
い
こ
と
が
幾
つ
か
あ

り
ま
す
。
第
一
に
は
こ
れ
が
私
の
最
初
の
疑
問
、
問
へ
ば
必

ず
誰
か
ゞ
説
明
し
て
く
れ
る
も
の
と
、あ
て
に
し
て
居
た
こ

と
の
最
初
の
失
望
で
も
あ
っ
た
事
で
あ
り
ま
す
。私
の
二
親

は
幸
ひ
に
、
あ
の
時
代
の
田
舎
者
の
常
と
し
て
、
頭
か
ら
抑

へ
付
け
よ
う
と
も
せ
ず
、又
笑
ひ
に
紛
ら
し
て
し
ま
お
う
と

は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。ち
ょ
う
ど
後
半
の
井
上
円
了
さ
ん
な

ど
と
は
反
対
に
、『
私
た
ち
に
も
ま
だ
本
と
う
は
わ
か
ら
ぬ

の
だ
。
気
を
付
け
て
居
た
ら
今
に
少
し
づ
ゝ
、
わ
か
っ
て
来

る
か
も
知
れ
ぬ
』
と
答
へ
て
、
そ
の
代
わ
り
に
幾
つ
か
の
似

か
よ
っ
た
話
を
聴
か
せ
ら
れ
ま
し
た
。平
田
（
篤
胤
）
先
生
の

古
今
妖
魅
考
を
読
ん
だ
の
は
、ま
だ
少
年
の
時
代
の
こ
と
で

し
た
が
、あ
れ
で
は
お
寺
の
人
た
ち
が
承
知
せ
ぬ
だ
ろ
う
と

思
っ
て
、
更
に
幾
つ
も
の
天
狗
、
狗
賓
に
関
す
る
実
話
と
い

う
も
の
を
、聴
き
集
め
て
置
こ
う
と
心
が
け
ま
し
た９

」。

　

柳
田
國
男
が
幼
少
期
か
ら
、
父
親
の
影
響
も
あ
り
、
平
田

篤
胤
の
『
古
今
妖
魅
考
』
を
読
み
解
き
、
長
じ
て
は
井
上
円

了
の
『
妖
怪
学
講
義
』
を
批
判
的
に
読
ん
で
い
た
こ
と
も
明

ら
か
で
あ
る
が
、柳
田
の
場
合
も
円
了
的
な
合
理
性
に
収
ま

り
切
ら
な
い
不
合
理
や
非
合
理
や
「
わ
か
ら
な
さ
─
─
不
思

議
」
に
、
円
了
と
は
異
な
る
も
う
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
仕

掛
け
た
。そ
れ
が
、柳
田
民
俗
学
で
あ
る
。

　

柳
田
は
そ
の
民
俗
学
的
な
妖
怪
研
究
の
目
的
を
、『
妖
怪

談
義
』
の
序
で
、「
わ
れ
わ
れ
の
畏
怖
と
い
う
も
の
の
、最
も

原
始
的
な
形
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
か
。何
が
い
か
な

る
経
路
を
通
っ
て
、
複
雑
な
る
人
間
の
誤
り
や
戯
れ
と
、
結

合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。幸
か
不
幸
か
隣
の
大

国
か
ら
、久
し
き
に
わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
の
文
化
を
借
り
て

お
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、そ
れ
だ
け
で
は
ま
だ
日
本
の
天
狗

や
川
童
、
又
は
幽
霊
な
ど
と
い
う
も
の
の
本
質
を
、
解
説
す

る
こ
と
は
で
き
ぬ
よ
う
に
思
い
ま
す
。国
が
自
ら
識
る
能
力

を
具
え
る
日
を
、気
永
く
待
っ
て
い
る
よ
り
他
は
な
い
よ
う

で
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

明
治
元
勲
第
二
世
と
明
治
元
勲
第
三
世
と
の
対
立
・
対
決

と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、ど
ち
ら
が
正
し
い
と
い
う
よ
り

も
、課
題
設
定
と
役
割
と
目
的
意
識
が
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。後
続
の
者
は
先
人
と
の
緊
張

関
係
を
通
し
て
自
己
の
課
題
を
見
出
し
、探
究
の
歩
を
進
め
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て
い
く
。
同
じ
課
題
選
択
で
あ
れ
ば
進
展
は
な
い
。
だ
が
必

然
的
に
時
代
は
動
い
て
お
り
、課
題
も
次
な
る
段
階
に
移
行

し
て
い
る
。
そ
の
次
な
る
課
題
設
定
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
っ
た
知
と
実
践
の
冒
険
家
た
ち
。
そ
の
彼
ら
は
、
彼
ら
自

身
の
中
で
は
明
治
元
勲
第
一
世
と
か
第
二
世
代
と
か
第
三
世

代
と
か
の
区
別
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、百
年
後
の
わ

た
し
た
ち
か
ら
見
れ
ば
、み
な
そ
れ
ぞ
れ
に
魅
力
的
で
個
性

的
な
明
治
の
大
冒
険
家
た
ち
に
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

日
本
人
と
し
て
最
初
の
東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
物
理
学

教
授
と
な
り
、二
度
目
の
東
京
帝
国
大
学
総
長
を
務
め
て
い

た
山
川
健
次
郎
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
八
月
十
九
日
、

第
六
代
京
都
帝
国
大
学
総
長
に
就
任
し
、翌
大
正
四
年
六
月

十
四
日
ま
で
二
つ
の
帝
国
大
学
の
総
長
を
兼
務
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

二
〇
一
三
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
八
重
の
桜
』
に
も

登
場
し
た
こ
の
会
津
白
虎
隊
の
生
き
残
り
で
あ
っ
た
物
理
学

者
は
長
岡
半
太
郎
ら
を
育
て
た
教
育
者
で
、ア
メ
リ
カ
留
学

時
に
船
中
で
日
本
人
と
し
て
初
め
て
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食

べ
、
現
在
の
京
都
大
学
の
「
総
長
カ
レ
ー
」
の
先
達
と
な
っ

た
人
物
で
も
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
「
千
里
眼
事
件
」
に
お
い

て
は
、福
来
友
吉
の
主
張
す
る「
千
里
眼
」（
透
視
）や「
念
写
」

に
対
し
て
は
慎
重
か
つ
懐
疑
的
な
態
度
を
崩
す
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　

こ
の
「
千
里
眼
＝
透
視
」
や
「
念
写
」
な
る
も
の
を
大
真
面

目
に
精
神
物
理
学
＝
実
験
心
理
学
と
し
て
物
理
的
に
証
明
し

よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
た
の
が
、
元
良
勇
次
郎
の
弟
子
で
、

東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
助
教
授
の
福
来
友
吉
（
一
八
六
九

─
一
九
五
二
）
で
あ
っ
た
。

「
明
治
元
勲
第
三
世
」の「
心
理
学
」の
冒

険
家
・
福
来
友
吉

3

　

千
里
眼
＝
透
視
実
験
と
は
、肉
眼
で
見
る
こ
と
な
し
に
そ

の
物
の
存
在
を
言
い
当
て
る
実
験
で
あ
り
、念
写
実
験
と
は
、

厳
重
に
隔
離
さ
れ
た
写
真
の
乾
板
に
特
殊
能
力
を
持
つ
被
験

者
が
抱
い
た
イ
メ
ー
ジ
を
焼
き
付
け
る
実
験
で
あ
る
。こ
れ

ら
の
実
験
は
、特
殊
能
力
を
持
つ
御
船
千
鶴
子
や
長
尾
郁
子

を
被
験
者
と
し
て
行
な
わ
れ
た
。福
来
は
こ
の
千
里
眼
実
験

や
念
写
実
験
の
引
き
起
こ
し
た
波
紋
と
批
判
に
よ
り
、東
京

帝
国
大
学
助
教
授
の
職
を
休
職
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、大

正
四
年
（
一
九
一
五
）、同
職
を
辞
職
し
た
。

　

元
良
勇
次
郎
は
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
か
ら
大
正

元
年
（
一
九
一
二
）
ま
で
東
京
帝
国
大
学
教
授
を
務
め
、在
職

中
に
没
し
た
た
め
、後
継
者
と
し
て
目
し
て
い
た
で
あ
ろ
う

弟
子
の
福
来
友
吉
を
護
る
こ
と
が
で
き
ず
に
世
を
去
っ
た
。

　

そ
し
て
、大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
休
職
し
同
四
年
に
辞

職
し
た
福
来
の
後
を
受
け
て
、東
京
帝
国
大
学
の
心
理
学
教

授
に
就
任
し
た
の
が
、
元
良
勇
次
郎
の
弟
子
で
も
あ
り
、
ヴ

ン
ト
の
下
で
実
験
心
理
学
を
学
ん
で
帰
国
し
、京
都
帝
国
大

学
の
初
代
心
理
学
教
授
に
就
任
し
て
い
た
松
本
亦
太
郎
で

あ
っ
た
。松
本
亦
太
郎
は
、大
正
二
年
か
ら
大
正
十
五
年
（
一

九
二
六
）
ま
で
東
京
帝
国
大
学
の
心
理
学
教
授
を
務
め
、
日

本
心
理
学
会
の
初
代
会
長
に
も
就
任
し
た
日
本
心
理
学
界
の

重
鎮
で
あ
る
。

　

福
来
友
吉
は
、明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
岐
阜
県
高
山
に

生
ま
れ
、明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
東
京
帝
国
大
学
を

卒
業
後
、
大
学
院
に
進
み
、
元
良
勇
次
郎
の
下
で
心
理
学
を

学
ん
で
、明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）、『
催
眠
術
の
心
理
学

的
研
究
』
に
よ
り
文
学
博
士
の
称
号
を
受
け
、
明
治
四
十
一

年
（
一
九
〇
八
）
に
東
京
帝
国
大
学
助
教
授
に
就
任
し
、元
良

の
後
継
者
と
目
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）、福
来
友
吉
は
、京

都
帝
国
大
学
医
科
大
学
精
神
病
学
教
室
の
今
村
新
吉
博
士

（
後
に
精
神
科
の
初
代
教
授
と
な
る
）
と
と
も
に
透
視（
千
里
眼
）

公
開
実
験
を
行
な
い
、山
川
健
次
郎
や
藤
教
篤
ら
に
そ
の
真

偽
の
ほ
ど
を
疑
わ
れ
、同
年
十
一
月
に
行
な
っ
た
念
写
実
験

で
は
藤
に
手
品
と
批
判
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、休
職
・

辞
職
に
追
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
、福
来
は
高
野
山
宝
城
院
で
真
言
密
教
の
修
行
に

励
み
、大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
は
高
野
山
大
学
教
授
に

就
任
、昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
は
財
団
法
人
大
日
本
心
霊

研
究
所
所
長
と
な
り
、同
年
九
月
に
ロ
ン
ド
ン
で
行
な
わ
れ

た
国
際
心
霊
学
大
会
に
日
本
か
ら
浅
野
和
三
郎
と
共
に
参
加

し
、
念
写
の
研
究
発
表
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
昭
和
十
五
年

（
一
九
四
〇
）
に
は
高
野
山
大
学
教
授
を
辞
職
し
、
心
霊
研
究

に
集
中
し
た
。
戦
後
は
、
東
北
心
霊
科
学
研
究
会
顧
問
に
就

任
し
た
が
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）、
八
十
二
歳
で
没

し
た
。

　

著
作
に
は
、『
心
理
学
精
義
』（
明
治
三
十
五
年
）『
催
眠
心

理
学
概
論
』（
明
治
三
十
八
年
）『
催
眠
心
理
学
』（
明
治
三
十
九

年
）『
心
理
学
講
義
』（
明
治
四
十
年
）『
教
育
心
理
学
講
義
』（
明

治
四
十
一
年
）『
心
理
学
教
科
書
』（
明
治
三
十
八
年
）『
透
視
と

念
写
』（
大
正
二
年
）『
心
理
学
審
義
』（
大
正
三
年
）『
心
霊
の
現

象
』（
大
正
五
年
）『
生
命
主
義
の
信
仰
』（
大
正
十
二
年
）『
観
念

は
生
物
な
り
』（
大
正
十
四
年
）『
精
神
統
一
の
心
理
』（
大
正
十

五
年
）『
心
霊
と
神
秘
世
界
』（
昭
和
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。

　

福
来
は
、精
神
物
理
学
（
実
験
心
理
学
）
か
ら
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
心
理
学
へ
の
共
感
を
経
て
催
眠
研
究
へ
分
け

入
り
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
透
視
（
千
里
眼
）・
念
写
研
究
・
心

霊
研
究
へ
と
参
入
し
て
い
っ
た
。そ
し
て
明
治
三
十
九
年（
一

九
〇
六
）
か
ら
東
京
帝
国
大
学
で
「
変
態
心
理
学
」
の
講
座
を

担
当
し
た
。

　

そ
の
福
来
が
、透
視
や
念
写
の
研
究
に
入
る
前
に
著
し
た

『
心
理
学
講
義
』（
明
治
四
十
年
）
に
は
、ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー

ム
ズ
と
元
良
勇
次
郎
の
影
響
下
、「
緒
論
・
精
神
の
機
関
・
連

合
・
本
能
・
習
慣
・
類
化
と
応
化
・
注
意
・
感
覚
・
観
念
・
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認
識
・
推
理
・
情
念
・
欲
念
・
精
神
と
身
体
と
の
関
係
」
の

十
四
章
で
構
成
さ
れ
、「
附
録
」
と
し
て
「
苦
悶
と
救
済
と
無

我
」「
聖
者
を
論
ず
」「
幻
覚
的
神
」「
聖
者
の
見
魔
」「
催
眠
術

の
原
理
及
実
験
」
が
論
述
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、第
十
五
章
「
精
神
と
身
体
と
の
関
係
」
で
は
、丹
田

や
白
隠
や
白
隠
の
師
の
白
幽
子
に
言
及
し
て
、「（
白
隠
）
禅

師
は
、当
時
白
河
の
山
深
き
所
に
住
せ
る
白
幽
先
生
の
許
を

訪
ひ
、
是
に
初
め
て
回
生
の
妙
法
を
得
た
り
。
回
生
の
妙
法

と
は
結
局
精
心
を
丹
田
に
凝
ら
し
て
、無
念
無
想
の
境
に
入

る
こ
と
に
外
な
ら
ず
」
と
述
べ
、「
附
録　

其
の
三　

幻
覚
的

神
」
に
お
い
て
は
宗
教
的
経
験
が
「
実
在
の
感
得
」
で
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
、「
宗
教
的
経
験
は
厚
生
の
経
験
な
り
生
命

な
き
所
に
生
命
を
得
る
の
経
験
な
り
」「
宗
教
的
実
在
は
無

我
を
以
て
感
ず
べ
き
も
の
な
り
無
分
別
智
を
以
て
証
す
べ
き

も
の
な
り
」
と
主
張
し
、「
日
本
的
霊
性
」
が
「
無
分
別
智
」

で
あ
る
と
説
い
た
鈴
木
大
拙
に
も
通
じ
る
見
解
を
示
し
て
い

る
。

　

ま
た
、同
書
の
「
附
録　

其
の
四　

聖
者
の
見
魔
」
に
は
、

釈
迦
成
道
時
の
「
魔
王
」
の
解
脱
妨
害
の
出
来
事
に
つ
い
て

言
及
し
、「
精
神
の
分
裂
」
や
「
複
重
人
格
」
な
ど
の
視
点
か

ら
の
考
察
を
試
み
、
そ
れ
を
「
第
二
人
格
の
悪
魔
と
し
て
現

出
」
な
ど
と
し
、「
精
神
病
者
の
悪
性
第
二
人
格
」
と
比
較
し

て
い
る
。
さ
ら
に
は
、「
止
観
」（
座
禅
・
瞑
想
）
の
修
行
中
に

現
れ
る
「
悪
魔
」
に
つ
い
て
、「
悪
魔
の
大
部
分
は
、
旧
来
の

悪
心
悪
念
の
悪
性
第
二
人
格
と
な
り
て
現
出
せ
る
も
の
と
推

断
し
て
差
支
え
な
き
が
如
し
」
な
ど
と
考
察
し
て
い
る
。

　

福
来
は
、後
に
詳
述
す
る
が
、こ
の
頃
、宗
教
新
聞
の
「
中

外
日
報
」
紙
上
で
、「
面
白
い
心
」
と
し
て
、「
セ
ン
チ
メ
ン
タ

ル
・
ポ
シ
ビ
リ
チ
ー
」
あ
る
い
は
「
メ
ン
タ
ル
・
ポ
ッ
シ
ビ

リ
チ
ー
」
に
つ
い
て
触
れ
、具
体
的
に
は
「
千
里
眼
」
と
「
根

本
識
」（
識
原
）
を
取
り
上
げ
、「
精
神
現
象
固
有
の
研
究
法
に

よ
り
て
出
来
た
る
心
理
学
は
科
学
者
の
定
義
す
る
科
学
に
な

ら
ぬ
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、そ
れ
は
精
神
其
物
の
本
性
よ
り

生
ず
る
結
果
で
、
已
む
を
得
ざ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
か
「
超

個
人
的
な
る
精
神
原
理
の
存
在
」
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
う

し
て
福
来
は
、千
里
眼
＝
透
視
や
念
写
の
研
究
か
ら
心
霊
研

究
や
神
通
力
や
念
力
の
研
究
に
向
か
い
、
つ
い
に
は
「
霊
の

存
在
と
そ
の
活
動
」に
つ
い
て
論
じ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
九
月
に
福
来
友
吉
に

よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
御
船
千
鶴
子
の
透
視
実
験
に
立
ち
会
っ

た
東
京
帝
国
大
学
の
当
代
き
っ
て
の
学
者
た
ち
は
次
の
面
々

で
あ
っ
た
。山
川
健
次
郎
（
物
理
学
）、井
上
哲
次
郎
（
哲
学
）、

呉
秀
三（
精
神
医
学
）、三
宅
秀（
医
学
）、片
山
国
嘉（
法
医
学
）、

入
沢
達
吉（
内
科
学
）、大
沢
謙
二（
生
理
学
）、田
中
舘
愛
橘（
物

理
学
）、
丘
浅
次
郎
（
生
物
学
）。
そ
こ
に
、
も
と
も
と
共
同
実

験
者
と
も
い
え
る
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
の
精
神
医
学
者

の
今
村
新
吉
も
い
た
。
実
験
は
二
回
行
な
わ
れ
、
二
回
目
に

は
、
上
記
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
、
福
来
の
師
の
元
良
勇
次
郎

（
心
理
学
）、姉
崎
正
治
（
宗
教
学
・
東
京
帝
国
大
学
初
代
宗
教
学

教
授
）、後
藤
牧
太
（
物
理
学
）
も
参
加
し
た
。こ
の
実
験
に
立

ち
会
っ
た
面
々
は
納
得
し
な
か
っ
た
。

　

福
来
は
、
そ
の
後
さ
ら
に
、
長
尾
郁
子
を
被
験
者
に
念
写

実
験
を
企
て
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
疑
惑
を
深
め
る
ば
か
り

だ
っ
た
。明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
一
月
十
七
日
に
藤
教

篤
が
報
知
新
聞
紙
上
で
超
能
力
実
験
は
手
品
だ
と
主
張
し
た

た
め
に
騒
ぎ
が
大
き
く
な
っ
た
。こ
の
直
後
に
御
船
千
鶴
子

が
服
毒
自
殺
し
、二
カ
月
後
に
念
写
能
力
を
持
つ
と
話
題
と

な
っ
て
い
た
長
尾
郁
子
も
病
死
し
た
。こ
の
二
人
の
能
力
者

の
死
に
よ
っ
て
、千
里
眼
と
透
視
の
実
験
に
終
止
符
が
打
た

れ
た
。

　

こ
の
福
来
友
吉
の
透
視
実
験
の
さ
中
に
、「
白
樺
」
同
人
の

柳
宗
悦
は
「
新
し
き
科
学
」
と
題
す
る
論
考
を
世
に
問
い
、

透
視
や
念
力
な
ど
の
超
能
力
や
心
霊
研
究
な
ど
の
研
究
を
新

科
学
の
到
来
と
歓
迎
し
、柳
は
明
治
四
十
三
年
九
月
に
東
京

帝
国
大
学
哲
学
科
に
入
学
し
て
心
理
学
を
学
ぼ
う
と
希
望
に

燃
え
て
い
た
。

　

し
か
し
こ
の
事
件
の
結
果
、福
来
友
吉
の
よ
う
な
実
験
研

究
は
実
質
的
に
タ
ブ
ー
と
な
り
、東
京
帝
国
大
学
で
の
心
理

学
は
い
わ
ゆ
る
実
験
心
理
学
一
辺
倒
に
な
り
、柳
宗
悦
は
大

学
に
行
く
の
も
い
や
に
な
る
ほ
ど
、ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
雰
囲

気
を
嫌
う
こ
と
に
な
っ
た
。そ
し
て
実
験
心
理
学
か
ら
遠
ざ

か
り
、芸
術
を
通
し
て
「
神
秘
主
義
」
の
森
か
ら
「
民
藝
」
の

世
界
に
分
け
入
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

井
上
哲
次
郎
は
、明
治
四
十
四
年
二
月
、「
中
外
日
報
」
に

「
千
里
眼
と
宗
教
家
」
と
題
す
る
記
事
を
寄
稿
し
て
、「
千
里

眼
」
を
有
す
る
者
が
観
音
信
仰
と
関
係
が
深
い
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
が
、
こ
の
時
す
で
に
御
船
千
鶴
子
は
自
殺
し
、
長

尾
郁
子
も
窮
地
に
立
た
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
福
来
友
吉

は
こ
の
実
験
の
真
偽
を
疑
わ
れ
、
詐
欺
呼
ば
わ
り
さ
れ
て
、

つ
い
に
は
東
京
帝
国
大
学
を
辞
職
す
る
羽
目
と
な
っ
た
。

　

後
年
福
来
は
、『
心
霊
と
神
秘
世
界
』
の
中
で
、「
御
船
千

鶴
子
嬢
は
私
の
研
究
し
た
第
一
番
目
の
透
視
能
力
者
で
あ
る

と
同
時
に
、心
霊
研
究
界
に
最
も
豊
富
に
し
て
確
実
な
る
実

験
を
遺
し
た
人
で
あ
る
」「
私
の
研
究
し
た
二
番
目
の
神
通

力
者
は
、
丸
亀
市
の
長
尾
郁
子
夫
人
で
あ
る
。
彼
女
は
透
視

能
力
者
と
し
て
よ
り
も
、念
写
実
験
の
元
祖
と
し
て
心
霊
研

究
史
上
に
不
朽
の
名
を
留
む
べ
き
人
で
あ
る
」
と
顕
彰
し
て

い
る
。

　

福
来
友
吉
の
取
り
組
ん
だ
「
変
態
心
理
学
」
は
近
代
日
本

の
大
学
や
学
会
の
「
心
理
学
」
の
枠
組
み
を
大
き
く
逸
脱
し

て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
し
か
し
、
今
な
お
未
解

決
の
「
こ
こ
ろ
」
の
諸
領
域
と
諸
機
能
に
対
す
る
ま
っ
と
う

な
好
奇
心
に
基
づ
く
勇
猛
果
敢
な
る
開
拓
で
あ
っ
た
。

　

福
来
友
吉
は
東
京
帝
国
大
学
休
職
中
、「
中
外
日
報
」
紙
の

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
七
月
一
日
と
二
日
に
、「
余
が
信
仰

の
経
歴
」
と
題
す
る
上
下
二
回
の
連
載
エ
ッ
セ
イ
を
寄
稿
し
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て
い
る
。福
来
の
「
中
外
日
報
」
初
登
場
は
、こ
れ
に
先
立
つ

四
年
前
の
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
五
月
二
十
七
日
に

「
面
白
い
心
」
と
題
す
る
連
載
を
五
回
に
分
載
し
て
い
る
。同

年
十
一
月
に
は
「
メ
ン
タ
ル
・
ポ
ッ
シ
ビ
リ
チ
ー
」
を
二
回

に
分
け
て
連
載
し
、
以
後
、
三
十
数
回
に
及
ぶ
エ
ッ
セ
イ
や

論
考
を
寄
せ
て
い
る
。

　
「
面
白
い
心
」
は
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
ポ
シ
ビ
リ
チ
ー
」

と
題
し
た
講
演
録
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
福
来
の
千

里
眼
実
験
が
行
な
わ
れ
て
話
題
に
な
っ
て
い
た
。そ
の
講
演

録
で
福
来
は
「
千
里
眼
」
に
つ
い
て
言
及
し
、そ
れ
を
「
仏
教

で
い
ふ
根
本
識
、
自
分
は
識
原
と
名
け
る
。
吾
々
の
五
感
は

な
く
と
も
、
識
原
に
か
へ
れ
ば
ち
や
ん
と
見
い
も
し
、
問
い

も
す
る
の
で
あ
る
。近
頃
熊
本
の
女
が
来
て
い
る
の
を
実
験

し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、彼
の
女
は
ハ
ン
カ
チ
フ
を
四
枚
も

五
枚
も
重
ね
て
包
ん
だ
名
刺
を
上
か
ら
だ
ん
だ
ん
読
む
こ
と

が
で
き
る
」
と
言
っ
て
い
る
。

　

興
味
深
い
の
は
「
千
里
眼
」
を
仏
教
の
「
根
本
識
」
す
な
わ

ち
ア
ー
ラ
ヤ
識
と
結
び
つ
け
て
、さ
ら
に
そ
れ
を
自
分
の
言

葉
で
「
識
原
」、つ
ま
り
認
識
の
根
源
と
位
置
づ
け
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
福
来
に
と
っ
て
、「
千
里
眼
」

と
は
単
な
る
超
能
力
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。千
里

眼
＝
透
視
能
力
の
研
究
は
、認
識
の
根
源
に
あ
る
も
の
を
探

り
、
そ
の
人
間
の
潜
在
能
力
の
可
能
性
、
す
な
わ
ち
、「
セ
ン

チ
メ
ン
タ
ル
・
ポ
シ
ビ
リ
チ
ー
」
や
「
メ
ン
タ
ル
・
ポ
ッ
シ

ビ
リ
チ
ー
」
を
探
求
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

　

こ
こ
で
、
福
来
は
「
千
里
眼
」
を
得
る
た
め
に
は
「
無
我
」

に
な
ら
な
け
れ
ば
達
成
で
き
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。「
平

生
の
習
慣
に
依
る
所
の
五
官
の
力
を
仮
り
ず
に
、真
の
無
我

に
入
れ
ば
、
或
る
一
種
の
能
力
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
」
と

述
べ
て
い
る
。「
千
里
眼
」
と
瞑
想
、ま
た
無
我
な
ど
の
悟
り

の
境
地
と
天
眼
通
な
ど
の
神
通
力
と
は
切
り
離
す
こ
と
の
で

き
な
い
人
間
の
潜
在
能
力
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
上
記
の
「
余
が
信
仰
の
経
歴
」
は
、
福
来
の
学
問
と

宗
教
の
遍
歴
を
告
白
し
た
も
の
で
、「
中
学
時
代
に
於
け
る

余
は
物
質
主
義
者
無
神
論
者
で
あ
つ
た
。此
は
余
が
生
来
実

験
的
事
業
を
重
ん
ず
る
の
性
質
を
具
へ
居
る
所
か
ら
来
た
結

果
で
あ
る
と
思
ふ
」
と
い
う
文
章
か
ら
始
ま
る
。

　

福
来
は
自
分
の
「
物
質
主
義
者
」
ぶ
り
を
次
の
よ
う
に
回

顧
す
る
。
当
時
の
学
問
で
「
実
験
的
事
業
」
を
重
視
す
る
自

分
の
性
質
に
合
致
し
た
の
は
「
唯
物
理
学
」
と
「
数
学
」
の
二

科
目
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
卒
業
後
は
物
理
学
を
専
攻

し
て
み
よ
う
か
と
も
思
っ
て
い
た
。
中
学
卒
業
後
、
デ
カ
ル

ト
や
ス
ピ
ノ
ザ
の
「
神
に
関
す
る
理
論
」
を
読
ん
で
、「
能
く

も
斯
ん
な
空
論
に
耽
る
こ
と
が
出
来
る
も
ん
だ
」
と
呆
れ
、

哲
学
者
は
な
ん
て
「
つ
ま
ら
ぬ
も
の
」
か
と
思
っ
た
。た
だ
、

ス
ペ
ン
サ
ー
の
社
会
学
や
心
理
学
は
、「
多
数
の
実
例
を
列

挙
し
て
一
歩
一
歩
理
論
を
証
明
し
て
ゐ
る
の
で
、実
に
面
白

い
も
の
で
あ
る
と
感
じ
た
」。
特
に
心
理
学
は
哲
学
よ
り
よ

ほ
ど
「
確
実
な
も
の
」
と
思
い
、
物
理
学
と
心
理
学
の
両
方

に
関
心
を
抱
き
、東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
に
入
学
後
は「
精

神
物
理
学
（
実
験
心
理
学
の
名
）
に
惚
れ
込
ん
で
、
是
非
夫
れ

を
研
究
し
て
見
よ
う
と
決
心
し
た
」
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
福
来
は
、「
精
神
上
の
事
実
が
物
理
学
的
方
法

で
、最
も
確
実
に
研
究
出
来
る
の
で
あ
る
と
思
つ
て
非
常
な

る
希
望
を
抱
い
て
夫
れ
に
手
を
着
け
た
」
が
、結
果
は
、「
斯

る
研
究
は
精
神
の
極
め
て
皮
相
な
る
部
分
に
触
れ
る
丈
の
も

の
で
、道
徳
や
宗
教
や
芸
術
の
如
き
重
要
な
る
精
神
問
題
と

没
交
渉
で
あ
る
と
感
じ
た
」
の
で
あ
る
。

　

大
学
卒
業
後
、
福
来
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
心

理
学
を
熟
読
し
、
精
神
現
象
に
は
そ
れ
「
固
有
の
研
究
法
」

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。そ
し
て

そ
の
よ
う
な
「
精
神
現
象
固
有
の
研
究
法
に
よ
り
て
出
来
た

る
心
理
学
は
科
学
者
の
定
義
す
る
科
学
に
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う

け
れ
ど
も
、そ
れ
は
精
神
其
物
の
本
性
よ
り
生
ず
る
結
果
で
、

已
む
を
得
ざ
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
に
至
り
、
さ
ら

に
「
超
個
人
的
な
る
精
神
原
理
の
存
在
」
に
行
き
当
た
る
。

ま
さ
に
福
来
は
今
日
に
言
う
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学

の
問
題
に
直
接
し
、
そ
こ
か
ら
「
心
霊
現
象
を
研
究
す
る
」

道
に
突
入
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

福
来
友
吉
は
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
、
写
真
機

を
使
わ
ず
に
た
だ
心
の
中
で
イ
メ
ー
ジ
を
念
ず
る
こ
と
に

よ
っ
て
写
真
の
フ
ィ
ル
ム
に
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
感
光
し
写
し

出
す
「
念
写
」
を
発
見
し
た
。
こ
の
「
念
写
」
の
「
発
見
」
に

は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

も
ち
ろ
ん
、そ
れ
ま
で
長
い
間
、「
霊
力
」や「
法
力
」や「
神

通
力
」
に
つ
い
て
の
概
念
と
信
念
と
信
仰
は
あ
っ
た
。だ
が
、

福
来
の
「
念
写
」
の
研
究
は
、
そ
の
「
信
念
」
を
「
実
験
」
に

よ
る
「
科
学
的
認
識
」
に
変
え
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
新
し

い
意
義
と
時
代
的
価
値
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
の
悲
劇
は
、

強
力
な
抵
抗
勢
力
に
阻
ま
れ
て
、彼
が
企
図
し
た
コ
ペ
ル
ニ

ク
ス
的
転
換
と
も
言
え
る
「
科
学
的
認
識
」
へ
の
「
転
換
」
が

起
こ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。福
来
友
吉
は
パ
イ
オ

ニ
ア
が
常
に
曝
さ
れ
る
世
の
中
の
「
常
識
」
と
い
う
抵
抗
勢

力
の
猛
反
撃
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
今
も
昔
も
、
世
の
中
に

も
科
学
や
学
問
に
も
「
常
識
」
や
「
定
説
」
が
あ
り
、そ
れ
を

疑
い
、破
壊
し
よ
う
と
す
る
も
の
を
撲
滅
し
に
か
か
る
。

　

だ
が
福
来
は
自
分
の
獲
得
し
た
「
認
識
」
を
曲
げ
る
こ
と

な
く
、
生
涯
保
ち
続
け
、
さ
ら
な
る
探
究
を
続
け
、
昭
和
七

年
（
一
九
三
二
）
に
は
詳
細
な
「
念
写
」
研
究
の
跡
付
け
を
含

む
『
心
霊
と
神
秘
世
界
』
と
題
す
る
集
大
成
的
大
著
を
心
交

社
か
ら
上
梓
し
た
。興
味
深
い
の
は
そ
の
「
制
作
」
が
「
現
代

霊
学
研
究
会
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
福
来
は
ま

さ
に
「
現
代
」
の
「
霊
的
認
識
」
の
探
究
と
し
て
の
「
霊
学
」

を
究
め
よ
う
と
格
闘
し
た
。

　

福
来
は
『
心
霊
と
神
秘
世
界
』「
序
」
の
冒
頭
で
、「
私
は
明
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治
四
十
三
年
以
来
の
心
霊
研
究
に
よ
り
て
、神
通
力
の
存
在

を
実
験
的
に
証
明
す
る
こ
と
が
出
来
た
。神
通
力
と
は
物
理

的
法
則
を
超
越
し
て
活
動
す
る
力
で
あ
る
。而
も
此
の
力
は

人
間
の
心
と
感
応
し
て
知
的
に
働
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、之

を
物
理
的
法
則
に
従
っ
て
器
械
的
に
働
く
物
質
力
か
ら
区
別

す
る
為
め
に
霊
と
名
け
ら
れ
て
居
る
。併
し
更
に
徹
底
的
に

研
究
を
進
め
て
行
く
と
、物
質
力
其
物
も
結
局
霊
の
念
力
に

よ
り
て
顕
現
さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
ぬ
と
言
ふ
結
論
に
達
す
る

こ
と
が
出
来
る
。だ
か
ら
宇
宙
は
霊
の
活
動
か
ら
成
っ
て
居

る
。
霊
の
外
に
何
物
も
な
い
。
吾
人
の
日
々
認
識
し
て
居
る

物
理
的
現
象
は
霊
の
活
動
の
一
小
部
分
に
す
ぎ
ぬ
。霊
の
活

動
の
大
部
は
吾
人
の
認
識
を
超
越
す
る
不
可
知
の
世
界
と

な
っ
て
居
る
」
と
述
べ
て
い
る11

。

　

つ
ま
り
、「
心
霊
研
究
→
神
通
力
→
念
力
→
霊
の
存
在
と

そ
の
活
動
」
と
い
う
方
向
で
福
来
の
研
究
は
深
化
発
展
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
が
、
こ
れ
は
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
猛
烈

な
反
撥
を
食
っ
た
。
不
思
議
な
こ
と
に
今
も
昔
も
「
霊
」
の

存
在
を
認
め
な
い
「
科
学
的
立
場
」
が
あ
る
の
だ
。だ
が
、そ

れ
を
「
科
学
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
？　

ま
さ
に
福
来
が
や

ろ
う
と
し
た
探
究
が
「
科
学
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

　

問
題
は
、
そ
の
「
実
験
」
や
「
証
明
」
で
あ
る
が
、
こ
の
点

で
福
来
は
「
心
」
の
領
域
の
研
究
の
微
妙
さ
と
難
し
さ
に
行

き
当
た
っ
た
。
福
来
は
「
理
知
主
義
の
認
識
論
者
」
の
誤
り

と
浅
薄
さ
を
指
摘
し
、「
理
知
主
義
者
の
謂
ふ
認
識
な
る
も

の
は
人
間
の
霊
の
ほ
ん
の
上
皮
の
浅
薄
な
る
働
き
に
す
ぎ

ぬ
。
精
神
統
一
し
て
三
摩
地
に
入
る
と
、
神
秘
智
が
働
き
出

し
て
認
識
以
上
の
認
識
を
す
る
。即
ち
眼
に
よ
ら
ず
し
て
一

切
を
見
、
耳
に
よ
ら
ず
し
て
一
切
を
聞
き
、
手
を
延
ば
さ
ず

し
て
物
に
触
れ
る
と
言
ふ
神
通
の
働
き
を
な
す
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
理
知
主
義
の
認
識
論
か
ら
見
て
認
識
超
越
の
不
可
知

の
世
界
も
神
秘
智
か
ら
見
れ
ば
可
知
の
世
界
で
あ
る
」
と
主

張
す
る
。
こ
う
し
て
福
来
は
、果
敢
に
「
神
秘
智
」
や
「
心
霊

学
説
」
や
「
神
秘
主
義
」
の
世
界
に
参
入
し
、「
神
秘
主
義
を

調
べ
て
行
く
間
に
、従
来
會
て
思
は
な
か
つ
た
こ
と
を
発
見

し
た
。私
は
以
前
に
は
神
秘
主
義
な
る
も
の
は
西
洋
で
も
東

洋
で
も
、凡
て
同
一
な
も
の
で
あ
る
や
う
に
想
像
し
て
居
た
。

所
が
能
く
調
べ
て
見
る
と
決
し
て
さ
う
で
な
い
。神
秘
主
義

に
は
二
つ
の
大
な
る
型
類
が
あ
る
。
一
は
基
督
教
型
で
、
一

は
仏
教
型
で
あ
る
。基
督
教
型
の
神
秘
主
義
は
人
間
と
神
と

を
対
立
さ
せ
、人
間
が
神
秘
意
識
に
よ
り
て
全
知
全
能
の
神

を
直
覚
し
得
る
と
説
く
の
で
あ
る
。然
る
に
仏
教
型
の
神
秘

主
義
に
は
顕
教
型
と
密
教
型
と
あ
る
が
、顕
教
型
で
は
神
秘

世
界
に
は
無
盡
の
仏
が
あ
り
て
、孰
れ
も
菩ぼ

提だ
い

智
、慈
悲
心
、

神
通
力
を
具
へ
て
居
り
、而
し
て
人
間
は
誰
で
も
修
行
に
よ

り
て
自
ら
仏
と
な
る
と
説
く
の
で
あ
る
」と
述
べ
る
に
至
る
。

　

福
来
は
、①
菩
提
智
、②
慈
悲
心
、③
神
通
力
を
「
仏
の
三

大
本
性
」
と
し
て
、「
仏
教
型
の
神
秘
主
義
」
の
内
奥
に
迫
り
、

そ
こ
か
ら
「
現
代
霊
学
」
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
よ
う
と
挑
戦

し
続
け
た
。
不
完
全
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
福
来
の
先

駆
的
な
勇
猛
心
と
孤
立
無
援
の
果
敢
な
る
「
認
識
」
の
闘
い

を
再
評
価
し
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

　

実
は
、福
来
友
吉
が
御
船
千
鶴
子
の
実
験
を
す
る
き
っ
か

け
を
作
っ
た
の
は
、京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
の
精
神
医
学

者
の
今
村
新
吉
で
あ
っ
た
が
、そ
の
今
村
新
吉
に
御
船
千
鶴

子
の
存
在
を
教
え
た
の
は
、京
都
帝
国
大
学
の
初
代
総
長
を

務
め
た
木
下
広
次
で
あ
っ
た
。

　

木
下
は
、明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
京
都
帝
国
大
学
総

長
を
辞
職
し
、
そ
の
後
、
明
治
四
十
二
年
に
御
船
千
鶴
子
を

京
都
の
自
宅
に
招
き
、
千
里
眼
実
験
を
行
な
っ
た
。
こ
の
背

景
に
つ
い
て
は
現
在
調
査
中
で
あ
る
が
、そ
こ
か
ら
京
都
帝

国
大
学
医
科
大
学
の
精
神
医
学
者
の
今
村
新
吉
に
つ
な
が

り
、
今
村
か
ら
福
来
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
こ
の
流
れ
を
見
て

い
る
と
、学
問
研
究
と
い
う
も
の
に
も
「
時
」
と
「
縁
」
と
い

う
も
の
が
大
き
な
作
用
を
す
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。福
来

友
吉
の
将
来
を
大
き
く
変
え
て
し
ま
う
そ
の
「
時
」
と
「
縁
」

を
福
来
は
運
命
的
な
も
の
と
し
て
甘
受
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

福
来
失
脚
の
遠
因
を
作
っ
た
初
代
京
都
帝
国
大
学
総
長
の

木
下
広
次
は
、明
治
四
十
三
年（
一
九
一
〇
）
八
月
二
十
二
日
、

五
十
九
歳
で
死
去
し
た
。東
京
帝
国
大
学
で
の
福
来
友
吉
の

千
里
眼
実
験
が
行
な
わ
れ
る
前
で
あ
っ
た
。木
下
が
死
去
し

た
そ
の
日
、韓
国
併
合
条
約
が
締
結
さ
れ
た
。

　

そ
の
前
日
の
八
月
二
十
一
日
、南
方
熊
楠
が
神
社
合
祀
反

対
運
動
に
よ
り
逮
捕
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
八
月
二
十
四

日
に
は
、南
方
熊
楠
と
東
京
大
学
予
備
門
で
同
級
生
で
あ
り
、

元
良
勇
次
郎
と
円
覚
寺
の
参
禅
体
験
を
共
に
し
た
夏
目
漱
石

が
伊
豆
の
修
禅
寺
で
大
喀
血
し
た
。

　

そ
の
二
日
後
の
八
月
二
十
六
日
、元
良
勇
次
郎
や
福
来
友

吉
や
夏
目
漱
石
が
多
大
な
影
響
を
受
け
た
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム

の
心
理
学
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
が
享
年
六
十
八
で

死
去
。
そ
の
数
日
後
の
八
月
三
十
一
日
、
学
習
院
の
教
師
で

あ
っ
た
西
田
幾
多
郎
が
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
助
教
授
に

就
任
し
て
倫
理
学
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。そ
し
て
翌

九
月
、
柳
宗
悦
が
東
京
帝
国
大
学
に
入
学
す
る
と
と
も
に
、

『
白
樺
』
に
「
新
し
き
科
学
」
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
時
」
と
「
縁
」
と
い
う
も
の
は
、
実
に
不
思
議
な
模
様
を

描
く
も
の
で
あ
る
。

＊
本
稿
は
、本
誌
の
姉
妹
誌
と
い
え
る『
身
心
変
容
技
法
研
究
』第
三
号（
二

〇
一
四
年
三
月
刊
）に
掲
載
し
た
拙
論
「
芸
術
・
芸
能
と
シ
ャ
ー
マ
ニ

ズ
ム
─
─
柳
宗
悦
の『
神
秘
主
義
』論
と
岡
本
太
郎
の『
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ

ム
』論
を
中
心
に
」と
密
接
に
連
関
し
て
い
る
。あ
わ
せ
て
お
読
み
い
た

だ
け
る
と
幸
い
で
あ
る
。

注１　

井
上
円
了
『
圓
了
茶
話
』
二
六
−
二
八
頁
、
哲
学
館
、
一
九
〇
二
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年
。
菊
地
章
太
『
妖
怪
学
の
祖　

井
上
圓
了
』（
角
川
選
書
、
二
〇
一

三
年
）、
三
三
頁
。
こ
の
点
に
つ
い
て
菊
地
章
太
氏
よ
り
ご
教
示
い
た

だ
い
た
こ
と
を
感
謝
し
た
い
。

２　

佐
藤
達
哉
・
溝
口
元
編
著
『
通
史　

日
本
の
心
理
学
』（
北
大
路

書
房
、
一
九
九
七
年
）、
七
八
頁
。「
東
大
心
理
学
研
究
室
の
歴
史
」

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
心
理
学
研
究
室
Ｈ
Ｐ
：

http:// w
w

w
.l.u-tokyo.ac.jp/ psy/ rekishi.htm

l

３　

佐
藤
達
哉
『
日
本
に
お
け
る
心
理
学
の
受
容
と
展
開
』（
北
大
路

書
房
、
二
〇
〇
二
年
）、
一
七
〇
、
一
七
八
、
一
八
五
、
一
八
八
頁
。

４　
『
井
上
円
了・妖
怪
学
全
集
』
第
五
巻
（
柏
書
房
、二
〇
〇
〇
年
）、

二
七
一
─
二
七
二
頁
。

５　

同
上
一
五
、
一
七
、
一
一
九
頁
。

６　
『
南
方
熊
楠
全
集
（
書
簡
一
）』
第
七
巻
（
平
凡
社
、一
九
七
二
年
）、

六
頁
。

７　
「
本
教
創
世
記
」『
出
口
王
仁
三
郎
著
作
集
』
第
一
巻
（
読
売
新

聞
社
、
一
九
七
二
年
）。

８　
「
幽
冥
談
」「
新
古
文
林
」『
柳
田
國
男
集　

幽
冥
談
』（
ち
く
ま

文
庫
、
一
九
〇
五
年
）。

９　

柳
田
國
男
『
妖
怪
談
義
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
七
七
年
）。

10　

福
来
友
吉
『
心
霊
と
神
秘
世
界
』（
原
著・昭
和
七
年
刊
）に
、「
私

は
明
治
四
十
三
年
以
来
の
心
霊
研
究
に
よ
り
て
、
神
通
力
の
存
在
を

実
験
的
に
証
明
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
神
通
力
と
は
物
理
的
法
則
を

超
越
し
て
活
動
す
る
力
で
あ
る
。
而
も
此
の
力
は
人
間
の
心
と
感
應

し
て
知
的
に
働
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
之
を
物
理
的
法
則
に
従
つ
て

器
械
的
に
働
く
物
質
力
か
ら
区
別
す
る
為
め
に
霊
と
名
け
ら
れ
て
居

る
。
併
し
更
に
徹
底
的
に
研
究
を
進
め
て
行
く
と
、
物
質
力
其
物
も

結
局
霊
の
念
力
に
よ
り
て
顕
現
さ
れ
た
も
の
に
す
ぎ
ぬ
と
言
ふ
結
論

に
達
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
だ
か
ら
宇
宙
は
霊
の
活
動
か
ら
成
つ
て

居
る
。
霊
の
外
に
何
物
も
な
い
。
吾
人
の
日
々
認
識
し
て
居
る
物
理
的

現
象
は
霊
の
活
動
の
一
小
部
分
に
す
ぎ
ぬ
。
霊
の
活
動
の
大
部
は
吾
人

の
認
識
を
超
越
す
る
不
可
知
の
世
界
と
な
つ
て
居
る
。
／
併
し
此
の

不
可
知
の
世
界
が
永
劫
に
不
可
知
と
し
て
残
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
な

ら
、そ
れ
は
カ
ン
ト
の
説
く
本
体
界
の
や
う
な
も
の
で
、
唯
在
り
と
仮

定
さ
れ
る
だ
け
で
、
確
に
在
る
も
の
と
し
て
学
的
に
証
明
出
来
ぬ
も

の
で
あ
る
。
併
し
私
の
言
ふ
不
可
知
の
世
界
と
は
決
し
て
そ
ん
な
仮

定
的
な
も
の
で
な
い
。
不
可
知
と
は
理
知
主
義
の
認
識
論
者
の
謂
ゆ

る
認
識
に
よ
り
て
は
不
可
知
で
あ
る
と
言
ふ
に
す
ぎ
ぬ
。
理
知
主
義

の
認
識
論
者
は
彼
等
の
認
識
す
る
世
界
以
外
の
も
の
は
到
底
知
る
こ

と
が
出
来
ぬ
と
定
め
て
居
る
の
だ
か
ら
、
斯
る
論
者
か
ら
言
ふ
と
吾

人
の
説
く
不
可
知
の
世
界
は
永
劫
に
不
可
知
の
世
界
で
あ
る
。
併
し

斯
る
考
へ
は
根
本
的
に
間
違
つ
て
居
る
。
理
知
主
義
者
の
謂
ふ
認
識

な
る
も
の
は
人
間
の
霊
の
ほ
ん
の
上
皮
の
浅
薄
な
る
働
き
に
す
ぎ
ぬ
。

精
神
統
一
し
て
三
摩
地
に
入
る
と
、
神
秘
智
が
働
き
出
し
て
認
識
以
上

の
認
識
を
す
る
。
即
ち
眼
に
よ
ら
ず
し
て
一
切
を
見
、
耳
に
よ
ら
ず
し

て
一
切
を
聞
き
、
手
を
延
ば
さ
ず
し
て
物
に
触
れ
る
と
言
ふ
神
通
の
働

き
を
な
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
理
知
主
義
の
認
識
論
か
ら
見
て
認
識

超
越
の
不
可
知
の
世
界
も
神
秘
智
か
ら
見
れ
ば
可
知
の
世
界
で
あ
る
。

明
目
者
が
盲
目
者
の
全
く
知
ら
ぬ
世
界
を
見
て
居
る
や
う
に
、
神
秘

智
を
得
た
人
は
理
知
主
義
の
認
識
論
者
の
全
く
知
ら
ぬ
世
界
を
認
識

し
て
居
る
わ
け
で
あ
る
。
私
は
斯
る
世
界
を
神
秘
世
界
と
名
け
る
。

此
の
世
界
で
は
無
尽
の
霊
が
神
通
的
に
活
動
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
／

右
の
如
く
私
は
神
秘
世
界
の
存
在
を
認
め
た
の
で
あ
る
が
、
併
し
唯

そ
れ
だ
け
で
は
満
足
出
来
ぬ
。
更
に
私
は
其
の
世
界
の
光
景
、
即
ち

無
尽
の
霊
が
如
何
に
存
在
し
、
如
何
に
活
動
し
て
居
る
か
に
就
い
て

研
究
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
を
研
究
す
る
に
就
い
て
、
吾
人
の
相
談
相

手
と
し
て
先
づ
調
べ
て
見
た
の
が
西
洋
の
心
霊
研
究
家
の
学
説
で
あ

る
。
所
が
之
は
相
談
相
手
と
す
る
に
は
足
ら
な
い
。
第
一
、ま
だ
学
説

ら
し
き
も
の
が
出
来
て
居
な
い
。
偶
に
稍
学
説
ら
し
き
も
の
が
あ
り

て
も
、
其
の
思
想
が
科
学
の
理
知
主
義
に
ね
ば
り
付
い
て
居
て
、
心

霊
独
爾
の
神
通
と
言
ふ
こ
と
を
殆
ん
ど
全
く
理
解
し
て
居
ら
ぬ
。
神

通
を
理
解
し
な
い
や
う
な
心
霊
学
説
は
心
霊
学
説
と
し
て
の
資
格
な

き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
斯
る
も
の
は
全
然
吾
人
の
相
談
相
手
と
す
る

に
足
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
／
其
の
次
ぎ
に
私
の
目
を
付
け
た
の
は
神
秘
主

義
で
あ
る
。
神
秘
主
義
と
は
神
秘
意
識
を
以
て
認
識
超
越
の
世
界
を

実
覚
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
此
の
主
義
こ
そ
吾
人
の
研
究
の
相
談

相
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
段
々
神
秘
主
義
を
調
べ
て
行
く
間

に
、
従
来
曾
て
思
は
な
か
つ
た
こ
と
を
発
見
し
た
。
私
は
以
前
に
は
神

秘
主
義
な
る
も
の
は
西
洋
で
も
東
洋
で
も
、
凡
て
同
一
な
も
の
で
あ
る

や
う
に
想
像
し
て
居
た
。
所
が
能
く
調
べ
て
見
る
と
決
し
て
さ
う
で

な
い
。
神
秘
主
義
に
は
二
つ
の
大
な
る
型
類
が
あ
る
。
一
は
基
督
教
型

で
、
一
は
仏
教
型
で
あ
る
。
基
督
教
型
の
神
秘
主
義
は
人
間
と
神
と
を

対
立
さ
せ
、
人
間
が
神
秘
意
識
に
よ
り
て
全
知
全
能
の
神
を
直
覚
し

得
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
然
る
に
仏
教
型
の
神
秘
主
義
に
は
顕
教
型

と
密
教
型
と
あ
る
が
、
顕
教
型
で
は
神
秘
世
界
に
は
無
尽
の
仏
が
あ

り
て
、
孰
れ
も
菩
提
智
、
慈
悲
心
、
神
通
力
を
具
へ
て
居
り
、
而
し

て
人
間
は
誰
で
も
修
行
に
よ
り
て
自
ら
仏
と
な
る
と
説
く
の
で
あ
る
。

然
る
に
密
教
型
の
神
秘
主
義
に
な
る
と
、
無
尽
の
仏
の
実
在
を
説
く

上
に
、
更
に
進
ん
で
宇
宙
は
仏
を
容
る
ゝ
単
な
る
空
間
で
な
く
し
て
、

無
尽
の
仏
を
差
別
功
徳
智
印
と
し
て
自
内
証
中
に
統
一
す
る
所
の
絶

対
識
性
即
ち
絶
対
心
王
如
来
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
基
督
教
型

の
神
秘
主
義
で
は
神
を
全
知
全
能
と
見
る
け
れ
ど
人
間
自
身
に
神
と

同
一
の
菩
提
智
や
神
通
力
が
あ
る
と
は
説
か
な
い
。
然
る
に
仏
教
の
神

秘
主
義
で
は
人
間
は
本
来
仏
性
に
し
て
菩
提
智
も
、
神
通
力
も
具
へ

て
居
る
か
ら
、
修
行
に
よ
り
て
之
を
顕
発
し
て
成
仏
す
べ
し
と
説
く

の
で
あ
る
。
／
神
秘
主
義
に
は
右
の
如
く
基
督
教
型
と
仏
教
型
と
の

二
種
あ
る
内
で
、
其
の
孰
れ
が
神
秘
世
界
の
研
究
の
相
談
相
手
と
な

る
か
と
言
ふ
に
、そ
れ
は
勿
論
仏
教
型
で
あ
る
。
心
霊
研
究
か
ら
言
へ

ば
、
人
間
の
霊
は
本
来
菩
提
智
と
神
通
力
と
を
具
へ
た
も
の
で
あ
る

け
れ
ど
、
肉
身
の
繫
縛
に
囚
は
れ
て
居
る
為
め
に
之
を
失
つ
て
居
る
。

だ
か
ら
人
間
は
修
行
に
よ
り
て
肉
身
の
繫
縛
を
脱
し
て
無
罫
礙
三
昧

に
入
れ
ば
、
本
来
具
有
の
菩
提
智
と
、
慈
悲
心
と
、
神
通
力
と
を
恢

復
し
て
仏
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
仏
は
其
の
身
は
認
識
世
界

に
住
し
て
居
り
な
が
ら
、
其
の
心
は
神
秘
世
界
に
通
つ
て
居
る
の
で
あ

る
。
仏
教
の
経
典
は
人
間
が
斯
る
修
行
に
よ
り
て
成
仏
す
る
ま
で
の

転
勝
過
程
並
に
成
仏
後
の
安
楽
地
た
る
神
秘
世
界
の
記
録
で
あ
る
。

心
霊
研
究
の
事
実
と
経
典
の
記
録
と
は
互
に
相
待
つ
て
神
秘
世
界
を

語
る
も
の
で
あ
る
。
斯
る
理
由
に
よ
り
て
、
私
は
心
霊
研
究
の
事
実

に
よ
り
て
仏
典
を
解
釈
し
、
其
の
解
釈
に
基
き
て
神
秘
世
界
の
光
景

を
叙
述
す
る
こ
と
に
し
た
。
／
最
後
に
特
に
読
者
の
諒
解
を
得
て
置

き
度
い
こ
と
は
、
仏
典
に
対
す
る
解
釈
に
於
て
、
私
は
或
る
点
に
於

て
先
輩
学
者
に
追
従
し
て
行
か
れ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
私
の
主
張
す
る

所
で
は
菩
提
智
と
慈
悲
心
と
神
通
力
と
が
仏
の
三
大
本
性
で
あ
る
。

従
つ
て
仏
の
境
界
た
る
神
秘
世
界
を
叙
述
す
る
経
典
を
解
釈
す
る
の

に
は
、
此
の
三
大
本
性
を
基
礎
と
す
る
神
秘
主
義
を
以
て
す
べ
き
で

あ
る
。
理
知
主
義
の
論
理
を
当
て
嵌
め
て
之
を
解
釈
せ
ん
と
す
る
の

は
一
種
の
方
便
に
す
ぎ
ぬ
。
然
る
に
先
輩
学
者
の
大
多
数
は
菩
提
智

や
神
通
力
を
そ
つ
ち
の
け
に
し
て
、
理
知
主
義
の
論
理
に
よ
り
て
思
索

さ
へ
す
れ
ば
、
唯
そ
れ
だ
け
で
仏
菩
薩
の
実
際
地
が
把
握
さ
れ
る
と

思
つ
て
居
た
や
う
に
見
え
る
。
例
へ
ば
龍
樹
論
師
の
中
論
と
十
二
門
論

と
の
如
き
は
理
知
主
義
の
論
理
を
極
端
ま
で
押
し
進
め
て
万
法
皆
空

を
証
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
馬
鳴
の
起
信
論
、
護
法
の
唯

識
論
の
如
き
は
そ
れ
程
で
も
な
い
け
れ
ど
、そ
れ
で
も
矢
張
り
理
知
主

義
の
弊
竇
を
脱
し
た
も
の
と
は
謂
は
れ
ぬ
。
斯
く
多
数
の
先
輩
学
者

は
理
知
主
義
を
採
つ
て
居
る
の
に
、
私
は
何
処
ま
で
も
神
秘
主
義
で

行
か
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
従
つ
て
仏
典
に
封
す
る
解
釈
に
於
て
自

然
大
な
る
相
異
を
来
す
こ
と
は
已
む
を
得
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で

私
は
先
輩
学
者
の
意
見
如
何
に
拘
泥
せ
ず
し
て
、
私
は
神
秘
主
義
の

立
場
か
ら
自
由
に
仏
典
を
解
釈
し
た
所
が
多
い
の
で
あ
る
。
併
し
私

の
解
釈
は
仏
教
学
者
の
意
見
と
は
異
つ
て
居
り
て
も
、
菩
提
智
を
開

い
て
神
秘
世
界
に
直
到
さ
れ
た
仏
菩
薩
の
実
際
経
験
と
は
反
り
て
一

致
し
て
居
る
に
近
い
と
私
か
に
信
じ
て
居
る
」
と
記
し
て
い
る
が
、

考
え
さ
せ
ら
れ
る
記
述
で
あ
る
。
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導
入
─
─
料
理
の
た
と
え

　

 

料
理
を
つ
く
る
と
き
、い
ろ
い
ろ
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
大
き
く
分
け
る
と
、
あ
る
人
は
す
で

に
冷
蔵
庫
に
「
あ
る
も
の
」
か
ら
始
め
、
ま
た
あ
る
人
は
冷

蔵
庫
に
「
な
い
も
の
」
か
ら
料
理
を
考
え
始
め
る
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
、冷
蔵
庫
を
開
け
て
、「
あ
る
も
の
」
を
も
っ
て
自
分

で
考
え
模
索
し
、「
あ
る
も
の
」
か
ら
新
し
い
何
か
を
つ
く
ろ

う
と
す
る
人
が
い
れ
ば
、そ
れ
に
対
し
て
信
頼
さ
れ
る
料
理

法
に
従
っ
て
、
買
い
物
に
行
っ
て
、
適
切
な
、
必
要
な
も
の

を
買
っ
て
帰
っ
て
く
る
人
も
い
ま
す
。

　

前
者
は
料
理
の
世
界
の
み
な
ら
ず
、広
い
領
域
で
考
え
る

場
合
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
「
芸
術
家
」
と
呼
ん
で
も
い
い

か
も
し
れ
な
い
が
、後
者
の
方
は「
職
人
」と
呼
び
ま
し
ょ
う
。

　
「
芸
術
家
」
と
「
職
人
」、
世
の
中
で
は
両
方
が
同
様
に
求

め
ら
れ
て
い
る
し
、
両
方
か
ら
の
貢
献
が
大
事
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、料
理
が
出
来
上
が
っ
た
と
き
、「
芸
術
家
」
に
つ
く

ら
れ
た
も
の
、「
職
人
」
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
、そ
れ
ぞ
れ
を

い
た
だ
く
と
、印
象
、反
応
、応
答
が
違
っ
て
、あ
る
人
は
「
職

人
」
の
料
理
の
方
が
美
味
し
く
て
、あ
る
人
は
「
芸
術
家
」
の

料
理
の
方
が
美
味
し
い
と
考
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

両
方
と
も
、だ
い
た
い
同
じ
よ
う
な
味
を
出
せ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、「
芸
術
家
」
の
場
合
、そ
の
作
品
を

味
わ
っ
て
み
て
も
、
ど
う
い
う
材
料
で
出
来
た
か
、
な
か
な

か
す
ぐ
に
言
葉
で
言
い
尽
く
せ
な
い
こ
と
が
多
い
で
し
ょ

う
。「
職
人
」
の
場
合
、
メ
ニ
ュ
ー
を
見
る
と
、
材
料
が
ち
ゃ

ん
と
一
覧
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、直
ち
に
何
を
い
た
だ
い
た

か
が
は
っ
き
り
分
か
っ
て
、
味
（
感
覚
）
と
言
葉
（
表
現
）
の

関
係
が
整
頓
さ
れ
や
す
い
で
す
。

　

い
わ
ば
、「
職
人
」
は
そ
の
都
度
そ
の
都
度「
納
得
が
い
く
」

も
の
を
提
供
し
て
く
れ
る
が
、「
芸
術
家
」
は
、解
く
の
に
ず
い

ぶ
ん
時
間
が
か
か
る「
謎
」あ
る
い
は「
秘
密
」を
残
し
て
く
れ

る
の
で
す
。執
筆
に
つ
い
て
い
う
と
、前
者
は「
散
文
的
直
接
伝

達
法（prosaic m

ethod of direct com
m

unication

）」
を
、
後

者
は
、「
詩
的
間
接
伝
達
法（poetic m

ethod of indirect 

com
m

unication

）」
を
選
択
し
ま
す
。

　

賀
川
豊
彦
（
一
八
八
八

─

一
九
六
〇
）
は
、明
治
後
期
、大
正

期
、昭
和
初
期
を
生
き
抜
い
た
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
者
と
し

て
、
近
代
日
本
の
精
神
文
化
の
偉
大
な
る
「
芸
術
家
」
の
一

人
で
す
。

　

と
い
う
の
は
、賀
川
豊
彦
は
書
斎
で
ゆ
っ
く
り
勉
強
し
た

り
、
専
門
書
を
書
い
た
り
す
る
学
者
で
は
な
く
て
、
電
車
に

乗
り
、
本
を
急
い
で
読
み
な
が
ら
次
の
説
教
、
講
演
、
交
渉

の
準
備
を
し
て
い
た
巡
回
伝
道
者
で
あ
り
社
会
活
動
家
で

あ
っ
た
の
で
す
。つ
ま
り
、先
ほ
ど
の
た
と
え
で
考
え
る
と
、

「
あ
る
も
の
」
か
ら
考
え
て
次
の
料
理
を
提
供
す
る
宗
教
的

な「
芸
術
家
」で
し
た
。い
ろ
い
ろ
な
聴
衆
を
想
像
し
な
が
ら
、

次
の
話
の
準
備
を
な
さ
っ
た
人
で
す
。
で
す
か
ら
『
賀
川
豊

彦
全
集
』
は
二
四
巻
あ
る
け
れ
ど
、
実
際
に
は
そ
れ
以
上
、

第
二
章賀

川
豊
彦

─
科
学
的
な
神
秘
主
義
者

ト
マ
ス
・
ジ
ョン
・ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ス 

日
本
国
際
基
督
教
大
学
財
団
主
任
研
究
員
・
キ
リ
ス
ト
教
と
文

化
研
究
所
研
究
員
・
国
際
基
督
教
大
学
研
究
員
・
賀
川
豊
彦
記

念
松
沢
資
料
館
研
究
員
・
元
東
京
神
学
大
学
教
授

モ
ノ
学
の
展
開
と
こ
こ
ろ
の
ワ
ザ
学	
第
１
部 

賀川豊彦（1888―1960 年）
　─科学的な神秘主義者─
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そ
の
倍
ぐ
ら
い
あ
る
よ
う
で
、生
前
に
三
百
冊
以
上
が
賀
川

の
名
前
で
出
版
さ
れ
た
ら
し
い
で
す
。
そ
の
大
半
は
、
同
志

た
ち
に
書
き
起
こ
さ
れ
た
講
演
、講
義
、演
説
、説
教
、座
談

会
な
ど
の
記
録
で
す
。

　

先
ほ
ど
の
た
と
え
で
い
う
と
、賀
川
に
記
さ
れ
た
著
作
を

読
ん
で
も
、す
ぐ
に
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
な
か
な
か
は
っ

き
り
分
か
り
ま
せ
ん
。ず
い
ぶ
ん
時
間
が
か
か
る
の
で
す
が
、

し
か
し
賀
川
が
残
し
た
断
片
的
な
文
章
を
読
め
ば
読
む
ほ

ど
、ど
の
宗
教
概
念
、哲
学
、科
学
論
に
影
響
さ
れ
て
い
た
か
、

だ
ん
だ
ん
と
彼
の
意
図
が
明
確
に
な
り
ま
す
。

　

賀
川
豊
彦
は
、
一
九
五
四
年
、
一
九
五
五
年
、
一
九
五
六

年
の
戦
後
の
時
代
に
、ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
候
補
に
三
回
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。ど
う
し
て
受
賞
さ
れ
な
か
っ
た
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
今
年
の
三
月
に
私
は
、
現
在
のN

orw
egian 

N
obel Institute

のD
irector

で
あ
るProfessor Geir 

Lundestad

と
メ
ー
ル
を
交
換
し
た
結
果
、
残
念
な
が
ら
も

そ
の
理
由
は
当
時
の
記
録
に
記
さ
れ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
三
回
候
補
に
挙
げ
ら
れ
た
の
は
当
時
の
日

本
人
と
し
て
唯
一
の
こ
と
で
す
。ま
ず
そ
れ
を
一
つ
の
史
実

と
し
て
お
伝
え
し
て
お
い
て
、賀
川
豊
彦
に
つ
い
て
お
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

科
学
的
な
神
秘
主
義
者　

　

賀
川
豊
彦
は
戦
後
五
年
間
ほ
ど
G
H
Q
に
待
た
さ
れ
て
か

ら
、米
国
に
「
帰
り
」
ま
し
た
。本
人
は
わ
ざ
わ
ざ
「
帰
っ
た
」

と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
す
。
賀
川
は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
神
学

校
と
大
学
で
勉
強
し
た
一
九
一
四

─

一
九
一
六
年
の
後
に
何

度
も
米
国
と
カ
ナ
ダ
の
各
地
で
伝
道
、演
説
旅
行
を
さ
れ
た

こ
と
が
あ
っ
て
、特
に
日
本
に
宣
教
師
を
派
遣
し
た
ア
メ
リ

カ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
主
流
教
会
に
お
い
て
非
常
に
有
名
人

と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。一
九
五
〇
年
に
米

国
に
帰
っ
た
と
き
、自
分
に
つ
い
て
こ
う
い
う
意
義
深
い
言

葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
科
学
的
な
神
秘
主
義
者
だ
。自
分
が
科
学
的
に
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
、深
く
神
の
領
域
を
貫
い
て
い
る
感
じ
が

す
る
。
特
に
生
物
学
の
分
野
に
お
い
て
、
ま
る
で
顔
と
顔

と
を
合
わ
せ
て
神
と
対
話
し
て
い
る
よ
う
だ
。機
械
的
な

世
界
に
お
い
て
さ
え
も
、
生
命
を
通
し
て
、
私
は
目
的
を

発
見
す
る
。
科
学
は
神
秘
の
神
秘
、
天
よ
り
の
啓
示
の
啓

示
だ
。　
　

I am
 a scientific m

ystic. T
he m

ore scientific I 
am

, the m
ore I feel that I am

 penetrating 
deeply into G

od ’s w
orld. E

specially in the 
dom

ain of biology do I feel as though I am
 

talking face to face w
ith God. T

hrough life, I 
discover purpose even in a m

echanical w
orld. 

Science is the m
ystery of m

ysteries. It is the 
divine revelation of revelations

1.

　
「
科
学
的
な
神
秘
主
義
（scientific m

ystic

）」
と
い
う
二

つ
の
言
葉
が
並
ん
で
、ち
ょ
っ
と
矛
盾
を
感
じ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
し
て
ご
存
じ
と
思
い
ま
す
が
、
神
秘
主
義

（m
ysticism

）
は
、
積
極
的
な
意
味
合
い
が
あ
る
け
れ
ど
も
、

そ
う
で
は
な
い
意
味
合
い
も
あ
り
ま
す
。

　

と
い
う
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
の
み
な
ら
ず
、
ユ
ダ

ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
歴
史
に
も
、
神
秘
主
義
者
（m

ystic

）

と
い
う
「
神
と
の
一
体
（unio m

ystica

）」
を
達
成
し
よ
う
と

す
る
人
が
い
ま
す
が
、
し
か
し
英
語
で
はm

ysticism
と
い

う
言
葉
を
使
う
と
、時
々
軽
蔑
語
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
の

で
す
。

　

ど
う
し
て
軽
蔑
語
に
な
る
の
か
と
言
う
と
、
こ
の

m
ysticism

あ
る
い
はm

ystic

と
い
う
人
は
、
曖
昧
な
、
不

明
な
、む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
な
思
想
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の

持
ち
主
と
い
う
よ
う
な
定
義
も
辞
書
に
は
出
て
き
ま
す
。

1. F
req. derogatory. R

eligious belief that is 
characterized by vague, obscure, or confused 
spirituality; a belief system

 based on the 
assum

ption of occult forces, m
ysterious 

supernatural agencies, etc.

２２

　

西
洋
思
想
史
に
お
い
て
ど
う
神
秘
主
義
を
と
ら
え
る
か
と

い
う
難
解
な
議
論
は
、教
会
や
修
道
院
の
内
外
で
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

賀
川
は
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
れ
に
「
科
学
的
な
」
と
い
う
言
葉

を
付
け
加
え
ま
す
。そ
れ
に
は
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。少
な
く
と
も
賀
川
の「
科
学
的
な
」神
秘
主
義
は
、

前
近
代
的
、
い
わ
ゆ
る
中
世
型
の
神
秘
主
義
で
は
な
く
、
む

し
ろ
近
代
的
神
秘
主
義
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。近
代

的
な
神
秘
主
義
者
と
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
。こ
れ
か
ら

の
話
で
な
る
べ
く
明
確
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

賀
川
豊
彦
と
そ
の
時
代
（
一
八
八
八

─

一
九
六
〇
年
）

　

東
京
の
賀
川
記
念
松
沢
資
料
館
に
お
い
て
賀
川
に
関
す
る

資
料
が
保
管
さ
れ
、ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
た
写
真
の
コ
ピ
ー
を

資
料
館
や
神
戸
に
あ
る
賀
川
記
念
館
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の
場
面
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

ま
ず
地
元
の
徳
島
中
学
、
東
京
の
明
治
学
院
、
神
戸
神
学
校

と
神
戸
新
川
の
ス
ラ
ム
街
住
居
の
時
代
の
少
年
青
年
期
の
賀

川
の
表
情
に
焦
点
を
絞
り
ま
し
ょ
う
。

　

明
治
学
院
の
と
き
、ど
ち
ら
か
と
い
う
と
当
時
流
行
の
若

者
文
化
の
モ
ダ
ン
ボ
ー
イ
の
格
好
を
し
て
い
ま
す
。一
九
〇

五
年
か
ら
、
二
年
間
明
治
学
院
に
通
っ
た
あ
と
、
神
戸
神
学

校
に
転
校
し
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
暗
い
顔
を
し
て
い
ま
す
。
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次
の
神
戸
の
ス
ラ
ム
街
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
い
る
写
真

は
、一
九
一
〇
年
ご
ろ
で
す
。

　

賀
川
豊
彦
は
神
学
校
で
勉
強
す
る
中
で
、一
九
〇
九
年
一

二
月
二
四
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に
、思
い
き
っ
て
非
常
に

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
行
動
を
し
ま
し
た
。新
川
と
い
う
残
酷
な

ス
ラ
ム
街
に
自
分
の
身
を
投
じ
た
の
で
す
。そ
し
て
学
生
寮

を
出
て
か
ら
一
四
年
ぐ
ら
い
、
明
治
後
期
、
大
正
期
、
日
本

で
当
時
い
ち
ば
ん
貧
し
く
て
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
と
共
に

生
活
を
さ
れ
ま
し
た
。
先
ほ
ど
の
写
真
は
、
賀
川
と
子
ど
も

た
ち
、ス
ラ
ム
街
の
新
川
の
住
居
前
の
も
の
で
す
。

　

ま
た
ス
ラ
ム
街
で
、妻
の
芝
ハ
ル
と
い
う
一
生
で
最
も
大

事
な
協
働
者
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。次
は
一
九
一
三
年
の
結

婚
式
の
写
真
で
す
。若
々
し
い
二
人
が
貴
重
な
着
物
と
袴
を

着
て
、
昼
に
神
戸
の
栄
光
教
会
で
式
を
挙
げ
ら
れ
て
か
ら
、

夜
、新
川
に
戻
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

ス
ラ
ム
街
の
活
動
に
多
忙
だ
っ
た
賀
川
は
、身
体
的
に
も

精
神
的
に
も
疲
れ
果
て
、宣
教
師
た
ち
の
紹
介
で
米
国
の
プ

リ
ン
ス
ト
ン
神
学
校
に
入
学
さ
れ
ま
し
た
。左
下
は
プ
リ
ン

ス
ト
ン
神
学
校
の
仲
間
た
ち
、白
人
ば
か
り
に
囲
ま
れ
た
賀

川
の
写
真
で
す
。プ
リ
ン
ス
ト
ン
で
は
神
学
を
勉
強
す
る
つ

も
り
で
し
た
が
、彼
は
明
治
学
院
と
神
戸
神
学
校
で
す
で
に

十
分
に
神
学
を
勉
強
し
た
と
思
っ
て
、プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学

の
大
学
院
で
は
特
に
進
化
生
物
学
の
授
業
を
履
修
し
て
、神

学
の
授
業
に
は
ほ
と
ん
ど
出
な
か
っ
た
ら
し
い
の
で
す
。一

九
一
七
年
日
本
に
戻
っ
た
と
き
、い
ろ
い
ろ
と
就
職
の
話
が

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、賀
川
は
驚
く
こ
と
に
ハ
ル
と
共

に
も
う
一
度
ス
ラ
ム
街
で
の
活
動
を
再
開
す
る
の
で
す
。

　

一
九
三
六
年
の
ア
メ
リ
カ
に
伝
道
旅
行
中
の
写
真
を
見
る

と
分
か
る
よ
う
に
、
自
信
が
つ
き
、
だ
ん
だ
ん
と
賀
川
の
顔

つ
き
が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。今
日
の
話
で
は
あ
ま
り
触

れ
な
い
の
で
す
け
れ
ど
、
戦
時
中
は
、
賀
川
は
日
本
に
留
ま

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
右
側
に
あ
る
の
は
、
戦
争
の
直
前
に
、

戦
争
を
避
け
ら
れ
な
い
か
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
平
和
使
節
団

の
一
員
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
撮
ら
れ
た
写
真
で
す
。

戦
争
が
始
ま
っ
た
一
九
四
一
年
の
も
の
で
、
一
九
四
五
年
、

終
戦
時
の
顔
に
な
る
と
、た
っ
た
四
年
で
二
〇
歳
ぐ
ら
い
歳

を
と
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。
日
本
の
全
国
民
と
同
じ
く
、

ぎ
り
ぎ
り
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。賀
川
は
反

戦
争
主
義
者
で
、
二
回
ほ
ど
憲
兵
隊
に
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
晩
年
の
賀
川
の
顔
で
す
。

母
菅
生
か
め
と
父
賀
川
純
一

　

賀
川
は
神
戸
で
生
ま
れ
ま
し
た
。お
父
さ
ん
は
賀
川
純
一

と
言
い
ま
す
。お
父
さ
ん
は
徳
島
阿
波
藩
の
士
族
の
養
子
で
、

当
時
神
戸
で
回
漕
店
を
運
営
し
、
国
と
の
関
係
も
あ
り
、
当

時
の
エ
リ
ー
ト
の
一
人
で
し
た
。左
は
賀
川
の
お
母
さ
ん
で

す
。菅
生
か
め
と
い
う
方
で
、お
父
さ
ん
の
妾
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
賀
川
は
非
常
に
不
幸
な
現
実
に
直
面
し
ま
し
た
。四

歳
の
と
き
両
親
を
つ
づ
け
て
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。そ

う
す
る
と
、
お
父
さ
ん
の
実
家
に
、
つ
ま
り
法
律
上
の
妻
が

い
る
徳
島
に
送
ら
れ
、そ
の
下
で
ず
っ
と
大
変
苦
し
い
少
年

期
を
送
っ
た
と
い
う
賀
川
豊
彦
の
話
が
続
き
ま
す
。

現
鳴
門
市
大
麻
町
に
あ
る
純
一
の
生
家
と
旧
吉
野
川

　

左
は
鳴
門
市
大
麻
町
の
純
一
の
生
家
で
す
。そ
こ
で
長
い

間
生
活
し
、
後
に
賀
川
が
い
う
「
愛
な
き
家
庭
」
に
育
て
ら

れ
ま
し
た
。特
に
吉
野
川
に
遊
び
に
行
く
こ
と
が
大
好
き
で
、

自
然
界
の
中
に
身
を
置
き
、自
分
の
居
場
所
を
得
た
よ
う
で

賀川豊彦とその時代（1888─1960 年）

（C．1902）
徳島中学校

（C．1915）
ブリンストン神学大学

（C．1905）
明治学院

（C．1922）
書斎

（C．1907）
神戸神学校

（1936）
米国伝道旅行

（C．1910）
神戸の新川

（1941&1945）
戦争直前と

終戦時

（C．1913）
結婚式

（C．1955）
晩年

母　菅生かめ 父　賀川純一
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す
。吉
野
川
の
古
い
写
真
が
あ
り
ま
す
。

豊
彦
の
神
道
の
名
付
け
と
禅
寺
で
の
漢
学
の
学
び

　

賀
川
の
小
さ
い
と
き
の
宗
教
的
な
背
景
に
つ
い
て
少
し
だ

け
お
話
し
し
ま
す
。賀
川
豊
彦
は
神
道
、仏
教
、儒
教
、三
つ

の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
す
。

　

賀
川
の
父
純
一
は
自
分
が
信
心
し
て
い
た
故
郷
の
大
麻
比

古
神
社
の
祭
神
か
ら
「
豊
彦
」
と
い
う
名
前
を
付
け
ま
し
た
。

「
豊
」
は
、『
古
事
記
』
に
出
て
い
る
伊
勢
神
宮
の
外
宮
の
神

様
「
豊と

よ

受う
け

大
神
」
か
ら
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
彦
」
は
猿

田
彦
命
か
ら
、『
古
事
記
』で
は「
猿
田
毘
古
神
」と
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、神
社
と
『
古
事
記
』
か
ら
取
っ
て
「
豊
彦
」
と

な
り
ま
し
た
。

　
『
教
育
勅
語
』（
明
治
二
三
年
発
布
）
後
の
話
で
す
か
ら
、
明

治
二
〇
年
代
に
豊
彦
は
地
元
の
小
学
校
に
通
い
な
が
ら
、臨

済
宗
妙
心
寺
派
の
正
因
寺
と
い
う
禅
寺
で
和
尚
か
ら
「
四
書

五
経
」
を
学
び
ま
す
。
阿
波
は
儒
教
的
な
伝
統
が
強
か
っ
た

よ
う
で
す
。た
と
え
ば
、父
純
一
は
芳
川
顕
正
、『
教
育
勅
語
』

の
創
起
者
の
下
で
、エ
リ
ー
ト
教
育
機
関
で
あ
っ
た
藩
校
長

久
館
で
学
ん
だ
よ
う
で
あ
り
ま
す3

。

　

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、徳
川
時
代
は
ず
っ
と
朱
子

学
派
、
陽
明
学
派
、
古
学
派
な
ど
の
儒
教
的
学
派
の
発
展
が

あ
り
、寺
院
と
神
社
に
お
い
て
漢
学
塾
が
全
国
に
散
ら
ば
っ

て
あ
り
ま
し
た
。明
治
期
に
な
る
と
近
代
教
育
制
度
が
受
容

さ
れ
、
漢
学
塾
で
勉
強
す
る
機
会
が
な
く
な
り
ま
す
。
賀
川

は
、「
四
書
五
経
」
に
触
れ
る
最
後
の
世
代
と
言
っ
て
も
い
い

で
す
ね
。
ど
こ
ま
で
勉
強
し
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
と

に
か
く
中
国
の
古
典
に
触
れ
ま
し
た
。後
に
こ
の
教
育
経
験

が
本
人
に
と
っ
て
大
事
な
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

進
化
生
物
学
へ
の
関
心
と
一
つ
の
疑
問

　

徳
島
中
学
校
の
時
代
に
、
賀
川
は
「
武
装
せ
る
蟹
」
と
い

う
論
文
を
書
き
ま
し
た
。吉
野
川
か
ら
九
種
類
の
カ
ニ
を
拾

い
、
家
に
持
っ
て
帰
っ
て
、
そ
れ
を
解
剖
し
て
、
論
文
を
書

き
ま
し
た
。次
の
よ
う
に
興
味
深
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
に
蟹
は
群
集
的
動
物
の
癖
に
、生
存
競
争
の
激
烈

な
殺
戮
な
個
人
的
生
活
を
好
む
動
物
で
あ
る
。茲
に
吾
人

人
類
の
考
ふ
べ
き
事
は
、人
類
も
又
蟹
と
同
じ
く
群
衆
を

好
む
が
、生
存
競
争
の
激
烈
な
殺
戮
的
個
人
生
活
好
き
な

動
物
と
し
て
終
る
の
で
あ
ら
う
か
。進
化
論
者
は
生
存
競

争
の
結
果
が
、唯
吾
人
人
類
を
産
ん
だ
と
云
ふ
事
を
の
み

主
張
す
る
が
、我
等
は
又
他
愛
的
進
化
を
見
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
下
等
動
物
よ
り
、
他
愛
的
意
識
を
増
し
て
、
人
類

に
至
つ
て
極
点
に
達
し
た
様
で
あ
る4

。

　

中
学
生
で
あ
っ
た
賀
川
は
、進
化
論
に
対
し
て
非
常
に
積

極
的
な
態
度
を
と
っ
た
が
、同
時
に
人
類
の
歴
史
を
見
る
と
、

た
だ
激
し
い
生
存
競
争
の
み
で
説
明
で
き
る
か
と
い
う
疑
問

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。一
八
五
九
年
の
ダ
ー
ウ
ィ
ン

の
『
種
の
起
原
』
の
出
版
か
ら
、生
存
競
争
の
み
な
ら
ず
、「
協

力
」
と
「
他
愛
的
進
化
」
に
対
す
る
研
究
が
ロ
シ
ア
の
生
物

学
者
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
な
ど
に
見
ら
れ
ま
す
。人
間
の
み
な
ら

ず
、ほ
か
の
下
等
動
物
も
何
ら
か
の
絆
を
つ
く
っ
て
協
力
し
、

互
い
の
た
め
に
犠
牲
を
さ
さ
げ
る
と
い
う
よ
う
な
他
愛
的
な

協
力
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
中
学
生
の

賀
川
は
、
自
分
な
り
の
直
感
で
、
す
で
に
そ
の
疑
問
に
敏
感

豊彦の神道の名付けと禅寺での漢学の学び

賀川の父「純一は自分が信心していた
故郷の大麻比古（おおあさひこ）神社の
祭神、豊受大神（『古事記』では豊宇気）
と猿田彦命（『古事記』では猿田毘古神）
より豊彦としたのである。」（雨宮、51）。

小学校に通いながら、地元の徳島県鳴
門市の正因寺（臨済宗妙心寺派）で、「四
書五経」*を和尚より学ぶ。四国の阿波
は、儒教的伝統の強い地域で、父純一は、
おそらく芳川顕正（後の文部大臣で教
育勅語の起草者）のもとで、エリート教
育機関であった藩校長久館で学んだよ
うである。（雨宮、46−49）
*　四書：「論語」「大学」「中庸」「孟子」
　 五経：「易経」「書経」「詩経」「礼記」「春秋」

旧吉野川

現鳴門市大麻町にある純一の生家
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で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
大
事
な
こ
と
な
の
で
す
。

　

賀
川
は
、プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
生
物
学
を
深
く
勉
強
し

ま
し
た
し
、ま
た
こ
の
「
協
力
論
」
と
「
他
愛
的
進
化
論
」
の

概
念
を
彼
の
「
相
互
扶
助
」
に
基
づ
く
組
合
経
済
論
と
実
践

の
根
拠
と
し
て
用
い
ま
す
。
興
味
深
い
こ
と
と
し
て
、
今
現

在
、進
化
生
物
学
に
お
い
て
「
他
愛
的
進
化
論
」
と
「
協
力
論
」

は
、再
び
ホ
ッ
ト
な
ト
ピ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。た
と

え
ば
、ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
のM

artin N
ow

ak 

な
ど
は
、
学

際
的
な
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
こ
れ
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す5

。

　

青
年
賀
川
は
、競
争
の
激
し
い
面
だ
け
で
地
球
の
生
命
進

化
を
説
明
で
き
な
い
と
気
づ
き
ま
し
た
。な
ぜ
あ
れ
ほ
ど
に

敏
感
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
彼

は
「
武
装
せ
る
蟹
」
を
書
く
直
前
に
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し

た
と
い
う
事
実
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
青
年
と
し
て
、
自
分
の

中
で
の
「
競
争
」
と
「
協
力
」
と
い
う
二
つ
の
方
向
の
葛
藤
と

緊
張
の
間
に
、一
種
の
統
合
を
探
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
、非
戦
、反
戦
主
義

　

明
治
三
七
年
（
日
露
戦
争
中
）、
徳
島
中
学
校
で
軍
事
教
練

否
定
事
件
が
起
こ
り
ま
す
。
当
時
全
男
子
中
学
生
は
、
軍
事

教
練
の
場
で
ラ
イ
フ
ル
銃
を
持
っ
て
訓
練
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
あ
る
日
突
然
、
賀
川
は
ラ
イ
フ
ル
銃
を
捨
て
て
、「
訓
練

に
行
か
な
い
」
と
告
知
し
た
の
で
す
。教
諭
は
非
常
に
困
り
、

「
行
き
な
さ
い
」
と
命
令
し
た
の
で
す
が
、そ
れ
で
も
賀
川
は

断
り
ま
す
。
そ
の
瞬
間
教
諭
は
、
賀
川
を
地
面
に
投
げ
倒
し

た
ら
し
い
の
で
す
。

　

こ
の
事
件
は
賀
川
の
思
想
的
形
成
に
お
け
る
き
わ
め
て
大

事
な
出
来
事
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。当
時
彼
は
ト
ル
ス
ト
イ

と
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
で
あ
る
安
部
磯
雄
と
木

下
尚
江
な
ど
の
文
章
を
読
ん
で
い
て
、
そ
の
非
戦
、
反
戦
主

義
に
強
く
影
響
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

米
国
の
南
長
老
教
会
宣
教
師
と
の
出
会
い

　

一
四
歳
の
賀
川
は
、ど
の
よ
う
に
し
て
海
外
の
宣
教
師
と

出
会
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。当
時

保
守
的
な
米
国
南
長
老
教
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ハ
リ
ー
・
マ

イ
ア
ー
ス
と
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ロ
ー
ガ
ン
と
い
う
二
人
の
宣
教

師
は
、徳
島
で
伝
道
活
動
を
開
始
、賀
川
が
英
語
を
勉
強
す
る

た
め
に
彼
ら
を
訪
ね
て
だ
ん
だ
ん
と
親
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

体
の
弱
い
賀
川
は
、
一
三
歳
の
と
き
、
胸
部
疾
患
（
結
核
）

キリスト教社会主義、非戦、反戦主義

日露戦争中の軍事教練否定事件、明治 37 年
（トルストイ、安部磯雄、木下尚江などの影響を受けて）

米国の南長老教会宣教師との出会い
（H. W.マヤス、賀川の受洗の頃、明治 37 年）

進化生物学への関心と一つの疑問

「一般に蟹は群集的動物の癖に、生存競争の激烈な殺戮な個人的生活を好む動物である。
茲に吾人人類の考ふべき事は、人類も又蟹と同じく群衆を好むが、生存競争の激烈な殺戮
的個人生活好きな動物として終るのであらうか。進化論者は生存競争の結果が、唯吾人人
類を産んだと云ふ事をのみ主張するが、我等は又他愛的進化を見なければならぬ。下等動
物より、他愛的意識を増して、人類に至つて極点に達した様である。」

「武装せる蟹」（徳島中学校時代の論文）『賀川全集』24 巻、361−67
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と
い
う
厳
し
い
診
断
を
受
け
、
後
に
発
病
し
た
際
、
宣
教
師

た
ち
に
親
切
に
さ
れ
た
こ
と
が
入
信
す
る
一
つ
の
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
が
い
な
い
代
わ
り
に
、「
マ
イ

ア
ー
ス
と
ロ
ー
ガ
ン
先
生
は
私
の
父
と
な
っ
た
」
と
、
賀
川

は
後
に
言
い
ま
す
。宣
教
師
た
ち
と
ま
っ
た
く
同
じ
信
仰
理

解
を
持
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、こ
の
人
格
的
な

出
会
い
を
通
し
て
一
五
歳
の
と
き
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
、

洗
礼
を
受
け
た
の
で
す
。牧
師
に
な
る
志
が
与
え
ら
れ
た
賀

川
は
、一
六
歳
の
と
き
東
京
の
明
治
学
院
に
入
学
し
ま
し
た
。

イ
エ
ス
の
自
然
観
へ
の
憧
れ

　

一
九
三
五
年
の
英
語
版
の
「
賀
川
カ
レ
ン
ダ
ー6

」
で
、
自

分
が
ど
う
し
て
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
た
か
を
、イ
エ
ス
の

言
葉
を
引
用
し
て
書
い
て
い
ま
す
。

　

野
の
花
の
こ
と
を
考
え
て
見
る
が
よ
い
。
紡
ぎ
も
せ

ず
、織
り
も
し
な
い
。し
か
し
、あ
な
た
が
た
に
言
う
が
、

栄
華
を
き
わ
め
た
時
の
ソ
ロ
モ
ン
で
さ
え
、こ
の
花
の
一

つ
ほ
ど
に
も
着
飾
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。（
ル
カ
に
よ
る
福

音
書
一
二
章
二
七
節
）

　

こ
の
言
葉
は
、
若
い
賀
川
に
と
っ
て
圧
倒
的
な
、
目
が
開

く
よ
う
な
意
義
を
も
ち
、「
神
の
愛
は
こ
の
宇
宙
全
体
を
巻

き
込
ん
で
い
る
と
い
う
緊
要
な
発
見
を
し
た
」
と
言
っ
て
い

ま
す
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
非
常
に
や
や
こ
し
い
、
難
し
い

神
学
的
教
義
で
は
な
く
て
、む
し
ろ
イ
エ
ス
の
自
然
界
に
対

す
る
温
か
い
慰
め
の
言
葉
を
通
し
て
、キ
リ
ス
ト
を
信
じ
た

わ
け
で
す
。彼
の
生
物
界
に
対
す
る
興
味
と
つ
な
が
っ
た
大

事
な
宗
教
的
洞
察
の
一
つ
で
す
。

「
世
界
平
和
論
」
徳
島
毎
日
新
聞
（
一
九
〇
六
年
）

　

こ
の
後
賀
川
は
だ
ん
だ
ん
と
、よ
り
広
い
世
界
に
対
し
て

目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
て
、明
治
学
院
の
一
年
目
の
夏
の

間
に
徳
島
に
帰
っ
て
き
て
、地
元
の『
毎
日
新
聞
』
に
七
回
連

載
し
て
「
世
界
平
和
論
」
を
書
き
ま
し
た
。当
時
、賀
川
は
一

八
歳
で
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
偉
そ
う
な
青
年
の

若
々
し
い
精
力
に
あ
ふ
れ
る
発
表
で
あ
り
、し
か
も
素
晴
ら

し
い
文
章
で
す
。非
常
に
理
想
的
な
、考
え
さ
せ
ら
れ
る
よ
う

な
も
の
で
す
。当
時
の
日
本
人
の
キ
リ
ス
ト
者
と
教
会
は
ご

く
小
さ
な
少
数
派
で
、な
ぜ
賀
川
は
世
界
に
ま
で
目
を
開
け

た
の
で
し
ょ
う
か
。「
世
界
平
和
論
」
は
、賀
川
に
と
っ
て
、一

つ
の
公
の
自
己
主
張
で
あ
る
と
言
っ
て
も
い
い
も
の
で
す7

。

少
年
青
年
期
に
お
い
て
、生
き
る
価
値
を
脅
か
す

ト
ラ
ウ
マ
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
るhom

o 
religiosus

の
工
夫
を
求
め
る

　

今
ま
で
の
話
を
少
し
整
理
し
ま
す
。少
年
青
年
期
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
内
的
次
元
に
お
い
て
、賀
川
豊
彦
の
生
き
る
価
値

が
脅
か
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
賀
川
は
、hom

o 
religiosus

と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
と
積
極
的
な
精
神
的
工
夫

を
求
め
つ
つ
、直
面
し
て
い
た
ト
ラ
ウ
マ
を
乗
り
越
え
よ
う

と
し
ま
す
。

　

ラ
テ
ン
語
のhom

o religiosus

は
、「
宗
教
的
人
間
」
と

訳
し
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
心
理
学
者
の
エ
リ
ク
・
エ
リ
ク

ソ
ン
の
意
味
合
い
で
、hom

o religiosus

と
い
う
の
は
、

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
宗
教
性
が
人
生
全
体
に
と
っ
て
決
定
的
要

素
に
な
る
場
合
」
と
言
っ
て
い
ま
す8

。

　

賀
川
は
、
四
歳
の
と
き
に
両
親
を
二
人
と
も
失
い
、
少
年

期
を
「
愛
な
き
家
庭
」
で
育
ち
、
一
三
歳
の
と
き
に
結
核
の

診
断
を
さ
れ
、一
四
歳
の
と
き
兄
の
せ
い
で
賀
川
家
が
破
産
、

一
五
歳
で
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
、一
八
歳
で
「
世
界
平
和
論
」

執
筆
、一
九
歳
の
と
き
、結
核
が
深
刻
と
な
り
ま
す
。

　

結
核
が
回
復
し
た
二
一
歳
の
明
治
四
二
年
は
、
賀
川
に

と
っ
て
禍
々
し
い
年
な
の
で
す
。
一
月
の
日
記
で
、
自
殺
思

考
を
言
い
表
し
、九
月
に
な
る
と「
無
の
哲
学
」を
書
き
ま
す
。

多
少
長
い
引
用
で
す
が
、
こ
の
文
章
は
、
生
き
る
意
味
を
求

め
よ
う
と
す
るhom

o religiosus

で
あ
る
青
年
賀
川
の
哀

「野の花のことを考えて見るがよい。紡ぎもせず、
織りもしない。しかし、あなたがたに言うが、栄華
をきわめた時のソロモンでさえ、この花の一つほど
にも着飾ってはいなかった。」ルカによる福音書12
章 27 節

「世界平和論」徳島毎日新聞、明治 39 年
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歌
の
生
の
声
と
気
持
ち
を
は
っ
き
り
言
い
表
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
数
学
が
研
究
し
た
い
。
そ
れ
か
と
云
ふ
て
、
今
持

つ
て
ゐ
る
本
を
売
つ
て
ま
で
、数
学
の
本
を
買
ふ
勇
気
も

無
い
。
哲
学
で
あ
れ
ば
、
不
健
康
な
身
体
で
も
面
白
い
か

ら
、
ず
ん
ず
ん
読
め
る
。
然
し
数
学
は
さ
う
は
行
か
ぬ
。

そ
し
て
私
は
、
そ
ん
な
に
学
問
し
て
何
に
な
る
か
と
思

ふ
。唯
、私
に
疑
惑
を
加
へ
る
計
り
だ
。

　

私
は
、
人
類
の
快
楽
に
も
美
に
も
飽
い
た
。
苦
痛
に
も

勿
論
あ
い
た
。
従
つ
て
生
存
に
も
飽
い
た
。
唯
、
鉄
線
を

延
長
し
た
様
な
生
存
に
飽
い
た
。
私
は
恋
愛
で
、
此
苦
痛

の
一
瞬
を
取
返
さ
う
と
し
て
居
る
。
然
し
、
恋
な
ど
で
、

勿
論
私
の
疑
惑
が
取
れ
る
筈
は
あ
る
ま
い
。

　

私
は
今
恐
ろ
し
い
疑
惑
に
這
入
つ
て
ゐ
る
。昔
は
三
位

一
体
論
や
、
謝
罪
で
困
つ
た
。
一
昨
年
は
、
霊
魂
は
社
会

の
運
命
的
進
化
の
上
に
、何
の
関
係
が
あ
る
か
と
云
ふ
の

で
苦
し
ん
だ
し
、
昨
年
は
社
会
は
ど
う
で
も
善
い
、
個
人

の
霊
魂
は
死
後
に
連
続
す
る
か
と
云
ふ
の
で
、
苦
し
ん

だ
。
そ
し
て
結
論
は
、
現
在
の
価
値
あ
れ
ば
十
分
だ
と
云

ふ
の
で
す
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
現
在
は
果
し
て
、
価
値

あ
る
か
と
云
ふ
こ
と
に
な
つ
た
。

　

ア
ゝ
現
在
は
果
し
て
価
値
あ
る
か
？　

空
中
飛
行
機

を
作
る
の
が
、果
し
て
現
在
の
価
値
で
あ
ら
う
か
？　

此

の
価
値
の
無
い
世
界
を
、果
し
て
神
が
造
つ
た
の
で
あ
ら

う
か
？　

我
等
の
生
存
は
、神
の
行
為
だ
ら
う
か
？　

人

間
の
肉
的
行
為
の
結
果
で
あ
ら
う
か
？

　

私
は
私
に
さ
へ
価
値
の
精
神
が
あ
れ
ば
、世
界
は
墓
の

様
で
も
、
生
き
て
ゐ
る
と
云
ふ
た
が
、
生
き
て
ゐ
る
価
値

は
実
際
あ
る
で
あ
ら
う
か
？　

こ
ん
な
価
値
の
無
い
生

活
は
、果
し
て
神
の
恩
寵
に
よ
る
生
活
で
あ
ら
う
か
？　

こ
ん
な
生
活
な
ら
、
私
は
亡
ぼ
し
て
頂
く
方
が
善
い
。
私

は
コ
ロ
ロ
ホ
ル
ム
に
か
か
つ
た
時
の
嬉
し
さ
が
忘
れ
ら

れ
ぬ
。死
ぬ
積
り
で
生
き
て
居
れ
ば
な
ど
と
昔
は
云
ふ
た

が
、
今
は
生
き
て
居
ら
れ
ぬ
程
苦
が
多
い
。
神
様
が
、
お

造
り
に
な
つ
た
と
思
へ
ば
「
い
や

く
」
の
生
存
だ
し
、

仏
だ
と
云
へ
ば
、「
面
倒
臭
い
」
と
思
ふ
し
、生
存
の
価
値

は
根
本
か
ら
疑
は
れ
た
。ア
ゝ
生
存
の
価
値
は
根
本
か
ら

疑
は
れ
た
。
人
間
は
何
故
生
存
す
る
で
あ
ら
う
か
？　

ア
ゝ
唯
、解
決
は
之
だ
…
…
死
だ
…
…
死
、死
、死
…
…
。

　

霊
魂
が
断
滅
す
る
か
せ
ぬ
か
は
、
問
題
で
は
な
い
。
兎

に
角
、
人
間
の
一
大
事
業
は
、「
死
」
だ
。
人
間
は
凡
て
価

値
な
い
者
だ
。
最
も
価
値
あ
る
者
は
死
だ
。
死
に
比
較
す

る
な
ら
、
生
存
は
比
較
的
価
値
は
な
い
。
然
し
死
に
た
く

な
い
人
が
あ
る
。
其
人
は
幸
だ
。
其
人
は
神
様
が
、
亡
ぼ

し
た
く
な
い
人
だ
か
ら
生
き
て
居
り
た
い
の
だ
。こ
ん
な

無
価
値
な
人
生
は
神
様
で
な
け
れ
ば
造
り
は
せ
ぬ
。神
様

は
此
処
が
豪
い
の
だ
。神
様
は
こ
ん
な
無
価
値
な
人
生
の

中
に
も
住
ん
で
ゐ
ら
つ
し
や
る
。神
様
は
全
智
全
能
で
ゐ

ら
つ
し
や
る
の
に
、よ
く
ま
あ
こ
ん
な
無
価
値
の
世
界
に

住
め
る
こ
と
だ
。神
様
は
無
価
値
で
も
生
き
て
ゐ
ら
つ
し

や
る
。

　

神
様
は
自
殺
な
さ
る
事
が
な
い
の
で
あ
ら
う
か
？　

神
様
も
奮
闘
し
て
ゐ
ら
つ
し
や
る
。

　

ア
ゝ
私
も
神
様
の
様
に
奮
闘
し
よ
う
。

　

ア
ゝ
神
様
も
苦
し
ん
で
ゐ
ら
つ
し
や
る
。
神
様
、
神
様

…
…
。

（「
無
の
哲
学
」明
治
四
二
年
七
月
、神
戸
神
学
校
時
代
の
一
文
。

『
セ
レ
パ
ン
』〈
第
一
書
房
〉
に
掲
載
）

　

い
わ
ば
、ゲ
ー
テ
の
名
作『
若
き
ウ
ェ
ル
テ
ル
の
悩
み
』（
一

七
七
四
年
）
の
よ
う
な
文
体
で
、
二
一
歳
の
賀
川
は
こ
れ
ほ

ど
自
分
の
考
え
、感
じ
て
い
る
こ
と
を
文
章
で
暴
露
し
ま
す
。

賀
川
は
、
真
剣
に
自
分
の
悩
み
を
小
説
化
し
て
、
そ
の
と
き

ま
で
の
人
生
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
生
き
る
こ
と
も
、
キ

リ
ス
ト
教
も
、
社
会
奉
仕
も
、
世
界
平
和
も
含
め
て
、
す
べ

て
の
意
味
を
問
う
の
で
す 

。

　

し
か
し
、
同
じ
年
の
一
二
月
に
、
突
然
二
一
歳
の
賀
川
豊

彦
は
、
日
本
の
近
代
史
に
忘
れ
が
た
い
静
か
な
、
し
か
も
画

期
的
な
行
動
を
し
ま
す
。神
学
校
の
寮
か
ら
新
川
と
い
う
当

時
最
も
悲
惨
な
ス
ラ
ム
街
に
自
分
の
身
を
投
げ
る
わ
け
で

す
。こ
の
劇
的
な
出
来
事
に
対
す
る
解
釈
は
ま
ち
ま
ち
で
す
。

た
と
え
ば
賀
川
は
結
核
を
患
い
、も
う
死
に
た
か
っ
た
と
い

う
可
能
性
が
十
分
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

と
に
か
く
、
暗
い
三
畳
の
部
屋
で
、
誰
に
も
注
目
さ
れ
な
い

貧
し
い
人
た
ち
の
間
に
身
を
引
き
込
む
の
で
す
。
こ
れ
は
、

と
て
も
大
き
な
飛
躍
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

４歳（明 25）：両親喪失

少年期：「愛無き家庭」での育ち

13 歳（明 34）：結核の診断

14 歳（明 35）：家の破産

15 歳（明 36）：キリスト教洗礼

18 歳（明 39）：「世界平和論」毎日新聞

19 歳（明 40）：結核の深刻化

21歳（明 42）：自殺思考（１月の日記）、『無の哲学』（９月）、新川に身を投げる（12月）

『無の哲学』、プリント参照

* Erik Erikson's sense of “figures for whom a generic religiosity becomes definitive for 
the totality of their lives.” 「ジェネリック宗教性が人生全体にとって決定的要素になった
場合」

少年青年期において、生きる価値を脅かすトラウマを
乗り越えようとする homo religiosus* の工夫を求める
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四
つ
の
領
域
に
体
験
さ
れ
た
危
機
感　

　

さ
ら
に
整
理
す
れ
ば
、賀
川
は
同
時
に
四
つ
の
領
域
で
危

機
感
を
経
験
し
て
い
た
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
「
自

己
（Self

）」
と
い
う
領
域
に
お
い
て
、
自
分
自
身
の
存
在
理

由
と
生
き
る
価
値
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

次
に
彼
が
生
き
て
い
た
「
世
界
（W

orld

）」
に
対
し
て
も

危
機
を
感
じ
る
の
で
す
。
当
時
の
日
本
は
、
開
発
途
上
の
近

代
国
家
と
し
て
産
業
化
と
軍
備
化
と
い
う
目
標
を
目
指
し
て

い
ま
し
た
が
、
賀
川
は
、
近
代
社
会
的
問
題
に
対
し
て
も
非

常
に
敏
感
に
な
り
、
そ
し
て
よ
り
広
い
世
界
に
対
し
て
も
、

帝
国
主
義
と
植
民
地
主
義
の
台
頭
を
懸
念
し
て
い
ま
し
た
。

日
露
戦
争
の
と
き
、自
分
の
愛
す
る
母
国
が
危
な
い
方
向
に

動
き
始
め
て
い
る
の
だ
と
彼
は
早
め
に
警
戒
を
促
し
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど
の
「
無
の
哲
学
」
が
言
っ
て
い
る
よ

う
に
、存
在
を
脅
迫
す
る
よ
う
な
わ
け
の
分
か
ら
ぬ
、ブ
ラ
ッ

ク
ホ
ー
ル
の
よ
う
な
、自
分
を
飲
み
込
む
よ
う
な
不
条
理
で

あ
る
「
虚
無
（V

oid

）」
と
い
う
領
域
に
お
い
て
も
、
賀
川
は

深
く
悩
む
の
で
す
。

　

同
時
に
、
賀
川
は
ど
う
し
て
も
「
神
聖
（H

oly

）」
と
い
う

領
域
か
ら
も
逃
が
れ
ら
れ
な
いhom

o religiosus

で
あ
っ

て
、
神
と
一
体
と
な
り
た
が
る
の
で
す
。
理
屈
を
越
え
た
と

こ
ろ
で
確
か
な
魂
の
慰
め
を
求
め
る
の
で
す
。

失
わ
れ
た
「
顔
」
の
経
験
と
賀
川
の
心
の
形
成　

　

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、小
さ
な
子
ど
も
に
と
っ
て
、

母
、あ
る
い
は
保
護
者
（caregiver

）
の
存
在
は
非
常
に
大
事

で
す
。
六
カ
月
ご
ろ
に
乳
児
は
、
母
や
保
護
者
が
部
屋
か
ら

出
て
い
く
こ
と
に
初
め
て
気
づ
き
ま
す
。こ
れ
は
、「
顔
を
喪

失
す
る
体
験
」と
言
い
ま
す
。母
か
保
護
者
は
、子
ど
も
に「
宇

宙
的
秩
序
を
与
え
、愛
す
る
他
者
と
し
て
自
己
を
確
認
す
る

存
在
で
あ
る
（cosm

ic ordering, self-confi rm
ing presence 

of a loving other

）」
と
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ロ
ー
ダ
は
言
っ
て
い

ま
す9

。

　

大
正
一
一
年
に
創
刊
し
た
雑
誌『
雲
の
柱
』に
、賀
川
は「
神

に
溶
け
行
く
心
」
と
い
う
巻
頭
言
を
書
き
ま
し
た
。
一
部
を

引
用
し
ま
す
。「
全
て
を
振
り
捨
て
て
、
神
に
帰
っ
て
行
け
、

私
の
魂
よ
、
全
て
の
底
の
底
に
、
神
は
ひ
と
り
お
ま
へ
を
待

つ
。
神
は
最
後
の
決
勝
点
で
あ
る
。
最
後
の
母
で
あ
る
。
苦

し
み
を
越
え
て
帰
っ
て
ゆ
け
、彼
は
お
園
（
茜
屋
）
よ
り
も
貞

淑
な
愛
と
、
変
ら
ざ
る
慈
悲
を
持
っ
て
、
お
ま
へ
を
待
っ
て

ゐ
る11

」。

　

生
母
を
失
っ
た
賀
川
は
、
神
に
「
最
後
の
母
」
を
再
発
見

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
「
最
後
の
母
」
と
い
う
表

現
は
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
史
に
お
い
て
、
特
に
大
正
期
の

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
考
え
ら
れ
な
い

ほ
ど
に
珍
し
い
表
現
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

豊
彦
と
ハ
ル
と
新
川
の
子
ど
も
た
ち
の
遠
足

︵
一
九
一
三
年
︶
　

　

豊
彦
と
そ
の
妻
ハ
ル
は
、よ
く
ス
ラ
ム
街
の
子
ど
も
た
ち

を
遠
足
に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
子
ど
も
の
時
期
、
賀
川
自

身
が
徳
島
の
川
辺
に
癒
や
さ
れ
た
よ
う
に
、
川
、
海
、
山
の

大
自
然
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、新
川
の
子
ど
も
た
ち
も

再
生
さ
れ
る
と
信
じ
ま
す
。

豊
彦
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン
、ハ
ル
は
横
浜
共
立
で
勉

強
す
る
（
一
九
一
四
─

一
七
年
）

　

結
婚
し
て
か
ら
一
年
後
、
二
人
と
も
新
川
を
離
れ
、
プ
リ

豊彦とハルと新川の子どもたちの遠足、大正２年

４つの領域に体験された危機感

self world

voidholy

world
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ン
ス
ト
ン
と
横
浜
に
行
き
ま
す
。（
二
列
目
右
か
ら
三
番
目
が

豊
彦
。プ
リ
ン
ス
ト
ン
神
学
校
の
仲
間
た
ち
と
。） 

豊
彦
が
ア
メ

リ
カ
に
い
る
間
ハ
ル
は
横
浜
共
立
学
園
、い
わ
ゆ
る
牧
師
婦

人
を
養
成
す
る
学
校
で
勉
強
し
ま
し
た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
の
履
修
科
目
表

（
一
九
一
五
─
一
六
年
）　

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
行
っ
た
と
き
、神
学
よ
り
も
科
学

の
授
業
の
方
が
は
る
か
に
面
白
く
て
、
彼
は
、
脊
椎
動
物
の

比
較
解
剖
学
、
脊
椎
動
物
の
発
生
学
、
脊
椎
動
物
の
古
生
物

学
、
遺
伝
学
と
い
う
大
学
院
の
授
業
を
履
修
し
て
い
ま
す
。

賀
川
は
一
生
科
学
に
つ
い
て
強
烈
な
関
心
を
も
っ
て
い
ま
し

た
。
中
学
校
時
代
の
「
武
装
せ
る
蟹
」
の
論
文
以
降
ず
っ
と

科
学
書
を
よ
く
読
み
、本
格
的
に
勉
強
す
る
機
会
が
プ
リ
ン

ス
ト
ン
大
学
で
与
え
ら
れ
ま
し
た
。厳
密
に
言
う
と
彼
は
科

学
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、当
時
最
新
の
科
学
説
を

よ
く
知
っ
て
い
た
宗
教
家
で
あ
り
ま
し
た
。

近
代
社
会
改
造
運
動
の
拡
張　

　

ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
っ
て
き
た
賀
川
は
、
新
た
な
精
力
を

も
っ
て
早
速
い
ろ
い
ろ
な
社
会
改
造
事
業
に
専
念
し
ま
す
。

大
正
民
主
主
義
の
た
だ
中
に
お
い
て
、日
本
の
社
会
全
体
を

改
造
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。た
と
え
ば
、

現
在
の
コ
ー
プ
こ
う
べ11

を
設
立
し
、鈴
木
文
治
と
共
に
キ
リ

ス
ト
教
労
働
者
運
動
隊
で
あ
る
「
友
愛
会
」、一
般
労
働
運
動

（
た
と
え
ば
、川
崎
、三
菱
造
船
争
議
の
際
）、日
本
農
民
組
合
（
現

在
の
農
協
）
の
結
成
に
指
導
力
を
発
揮
し
ま
す
。
間
も
な
く
、

賀
川
の
非
暴
力
主
義
の
姿
勢
と
「
相
互
扶
助
」
理
念
は
、
一

般
の
労
働
運
動
の
指
導
者
か
ら
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

宗
教
的
美
学
、
哲
学
、
社
会
的
倫
理
と
科
学
を
統

合
す
る
『
宇
宙
修
正
論
』
の
芽
生
え

　

神
学
校
時
代
の
「
無
の
哲
学
」
の
痛
ま
し
い
告
白
書
の
執

筆
か
ら
、
賀
川
は
、
想
像
し
が
た
い
も
の
す
ご
い
精
神
力
が

あ
ふ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、社
会
改
造
事
業
と
と
も
に
文
筆

／
演
説
活
動
に
も
全
力
を
注
ぎ
始
め
ま
す
。次
頁
の
一
覧
は

翻
訳
を
除
い
て
、賀
川
の
名
前
で
大
正
期
に
出
版
さ
れ
た
も

の
の
み
で
す
け
れ
ど
も
、文
筆
／
演
説
活
動
に
お
け
る
爆
発

的
な
生
産
性
と
幅
広
い
多
様
性
（
宗
教
、
哲
学
、
教
育
、
心
理
、

社
会
、経
済
、科
学
、小
説
と
詩
集
）
を
は
っ
き
り
と
物
語
っ
て

い
ま
す
。 

プリンストン大学での履修科目表（賀川が履修した 1915−16 年
の学年）

（脊髄動物の比較解剖学、脊髄動物の発生学、脊髄動物の古生物学、
遺伝学）

「友愛会」、労働運動指導、神戸コープ設立、日本農民組合の結成

近代社会
改造運動の拡張

（大正期より

	 豊彦、プリンストン	 ハル、横浜共立
（大正３−６年）
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伝
道
者
で
あ
る
賀
川
は
、キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
贖
罪
愛

を
基
軸
に
し
つ
つ
、し
か
も
そ
れ
を
た
だ
単
に
個
人
の
魂
に

お
け
る
内
的
な
救
い
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、む
し
ろ
贖
罪

愛
の
恵
み
に
伴
う
「
生
命
宗
教
」「
生
命
芸
術
」
や
「
連
帯
責

任
の
意
識
」
と
し
て
、必
然
的
に
個
人
、社
会
、国
、自
然
界
、

世
界
を
包
括
す
る
と
い
う
宇
宙
論
を
構
築
し
よ
う
と
し
ま

す
。
つ
ま
り
、
キ
リ
ス
ト
の
贖
罪
愛
を
、
宇
宙
を
修
正
す
る

実
践
的
原
理
と
し
て
と
ら
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
キ
リ
ス

ト
が
草
創
さ
れ
た
宇
宙
修
正
運
動
に
我
々
も
参
与
す
る
よ
う

に
招
か
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
、生
命
、人
格
、共
同
体

と
世
界
を
統
合
す
る
宇
宙
的
修
正
論
（
贖
罪
論
）
と
実
践
倫

理
は
、お
そ
ら
く
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
教
会
史
の
中

で
賀
川
豊
彦
の
み
に
見
ら
れ
ま
す
。

『
死
線
を
越
え
て
』
の
印
税11　

　

賀
川
の
自
伝
的
小
説
『
死
線
を
越
え
て
』（
大
正
九
年
）
は
、

意
外
に
も
大
正
期
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
ま
し
た
。賀
川

は
、突
然
思
い
が
け
ず
大
金
が
手
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、右
下
の
表
を
見
る
と
印
税
を
ど
の
よ
う
に
用
い
た
か

が
分
か
り
ま
す
（
神
戸
労
働
争
議
後
始
末
費
用
、日
本
農
民
組
合

費
用
、
鉱
山
労
働
運
用
費
用
、
友
愛
救
済
所
基
本
金
、
消
費
組
合

設
立
費
用
、
労
働
学
校
基
金
、
そ
の
他
社
会
事
業
）。
自
分
の
た

め
に
は
一
円
も
使
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、こ
れ
は
非
常

に
革
命
的
な
行
動
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。有
名
な
小

説
家
と
な
っ
て
も
、社
会
事
業
の
た
め
に
お
金
を
捧
げ
ま
す
。

今
日
の
消
費
論
理
と
消
費
倫
理
で
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
、
我
々
は
、
自
分
の
実
力
で
も

う
か
っ
た
ら
、当
然
自
分
の
た
め
の
お
金
に
し
ま
す
。

　

と
に
か
く
、賀
川
の
ス
ラ
ム
街
で
の
生
活
と
芽
生
え
つ
つ

あ
る
社
会
的
活
動
は
、日
本
派
遣
宣
教
師
を
通
し
て
海
外
に

ま
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
い
ま
や
、
モ
ハ
ン
ダ
ス
・
ガ

ン
ジ
ー
と
ア
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ツ
ァ
ー
と
と
も
に
、

賀
川
豊
彦
の
名
前
も
世
界
の
舞
台
に
並
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。た
と
え
ば
、当
時
の
米
国
新
聞
記
者
で
あ
るFrazier 

H
unt

は
、
一
九
二
二
年
に
ス
ラ
ム
街
の
賀
川
を
訪
ね
、

“Gandhi and H
is India ”

と
い
う
一
章
と
と
も
に
、
賀
川

と
の
面
談
の
記
録
を“K

agaw
a of K

obe: T
he Story of 

the N
ew

 Japan ”

と
い
う
一
章
と
し
てT

he Rising Tem
per 

of the East

と
い
う
本
に
載
せ
ま
し
た11

。そ
し
て
賀
川
へ
の
言

及
は
、
生
涯
に
百
回
く
ら
い
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
』

大 1：『友情』

大 2：『基督伝論争史』『預言者エレミヤ』

大 4：『貧民心理の研究』

大 8：『精神運動と社会運動』『労働問題とキリスト
教』『労働者崇拝論』『涙の二等分』

大 9：『イエス伝の教え方』『イエスの宗教とその真
理』『人間苦と人間建築』『主観経済の原理』

『地殻を破って』『死線を越えて』

大 10：『聖書社会学の研究改題』『自由組合論』『太
陽を射るもの』

大 11：『生命宗教と生命芸術』『人間として見たる使
徒パウロ』『生存競争の哲学』『星より星への
通路』『空中征服』「雷鳥の目醒むる前」

大 12：『イエスと人類愛の内容』『イエスの日常生活』
『イエスと自然の黙示』『苦難に対する態度』

大 13：『愛の科学』『イエスの内部生活』『福音書に
現れたるイエスの姿』『地球を墳墓として』

『壁の声きく時』

大 14：『神との対座』『神による解放』『神の懐にあ
るもの』『永遠の乳房』

大 15：『残されたる刺』『魂の彫刻』『賀川豊彦大講
演集』『雲水遍路』『暗中隻語』『社会病理』

『死線を越えて』の印税の使途

大正時代に出版された賀川豊彦の主な著作
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に
登
場
し
ま
し
た
が
、
出
始
め
た
の
は
こ
の
こ
ろGardner 

L. H
arding

が
書
い
た“Pow

erful Spiritual Leaders 
W

ake Japan from
 M

aterialism
”

と
い
う
一
九
二
三
年

の
記
事
か
ら
で
す12

。

キ
リ
ス
ト
の「
贖
罪
愛
」と「
連
帯
責
任
」に
あ
っ

て
、「
内
界
」
と
「
外
界
」
を
一
つ
に
す
る 

 

―
―
近
代
精
神
に
お
け
る
主
観
と
客
観
の
分
裂
を
乗
り

越
え
よ
う
と
す
る
試
み

　

体
系
的
で
あ
る
よ
り
も
断
片
的
な
形
で
、大
正
期
に
お
い

て
賀
川
の
思
想
形
態
が
す
で
に
明
確
に
な
っ
て
き
た
の
で

す
。
賀
川
は
、
近
代
精
神
に
お
け
る
主
観
と
客
観
の
分
裂
を

乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
試
み
と
し
て
、（
１
）
人
格
に
お
け
る

宗
教
的
美
学
、（
２
）
共
同
体
に
お
け
る
社
会
的
改
造
、（
３
）

宇
宙
に
お
け
る
科
学
的
探
求
と
い
う
三
領
域
に
お
け
る
総
合

を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
分
析
が
可
能
で
す
。

　

以
上
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、キ
リ
ス
ト
の
贖
罪
愛
と
そ
れ

に
伴
う
連
帯
責
任
は
伝
道
者
賀
川
の
思
想
の
軸
で
あ
り
ま
す

が
、し
か
も
彼
の
贖
罪
の
理
解
は
個
人
の
救
い
だ
け
に
重
点

を
置
く
の
で
は
な
く
、宇
宙
的
贖
罪
愛
の
理
解
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
一
世
紀
の
ア
ン
セ
ル
ム
ス
の
「
代
理
的
充
足
論

（substitutionary satisfaction

）」
よ
り
も
、
む
し
ろ
二
世
紀

の
エ
レ
ナ
イ
オ
ス
に
帰
せ
ら
れ
て
い
る
「
勝
利
者
キ
リ
ス
ト

論
（Christus V

ictor

）」
と
一
一

─

一
二
世
紀
の
ア
ベ
ラ
ー

ド
の
「
道
徳
的
模
範
論
（m

oral exem
plar

）」
の
両
論
を
反

映
し
て
、い
わ
ば
近
代
科
学
的
な
意
味
合
い
に
お
い
て
の「
生

命
」
と
「
再
生
」
を
強
調
す
る
き
わ
め
て
積
極
的
な
贖
罪
の

理
解
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
賀
川
は
、
キ
リ
ス
ト
の
贖
罪

愛
に
対
す
る
「
理
論
」
よ
り
も
贖
罪
愛
の
「
実
践
」
に
焦
点
を

合
わ
せ
る
の
で
す
。

　

賀
川
の
思
想
の
も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
連
帯
責
任
」

で
す
。連
帯
責
任
の
意
識
と
い
う
の
は
、キ
リ
ス
ト
に
倣
い
、

人
が
何
か
悪
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
も
、自
分
が
そ

の
悪
い
こ
と
を
し
た
よ
う
に
責
任
を
持
っ
て
補
っ
て
い
く
と

い
う
、
か
な
り
目
標
の
高
い
、
し
か
も
日
本
の
「
思
い
や
り

文
化
」
に
沿
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
社
会
倫
理
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、キ
リ
ス
ト
の
贖
罪
愛
と
そ
れ
に
伴
う

連
帯
責
任
を
中
心
に
し
て
、賀
川
が
近
代
的
な
主
観
と
客
観

の
認
識
論
的
分
裂
を
懸
念
し
な
が
ら
も
、な
お
近
代
精
神
で

認
め
る
べ
く
複
雑
性
と
矛
盾
に
耐
え
う
る「
内
界
」と「
外
界
」

の
関
係
をperson

（
人
）、society
（
社
会
）
とnature 

and ultim
acy

（
自
然
／
究
極
）
を
包
括
す
る
大
総
合
と
合
目

的
論
を
追
求
し
よ
う
と
し
ま
す
。
簡
単
に
言
い
ま
す
と
、
人

格
（
宗
教
的
美
学
）、
共
同
体
（
社
会
的
改
造
）、
宇
宙
（
科
学
的

探
求
）
の
全
体
を
一
元
的
に
把
握
す
べ
き
と
い
う
主
張
で
す
。

　

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
近
代
の
大
学
に
お
い
て
、

宗
教
、
社
会
と
科
学
の
解
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
学
問
分
野

に
細
分
化
さ
れ
、人
間
の
意
識
と
知
識
に
あ
る
べ
き
相
互
補

完
関
係
性
を
失
い
か
け
て
い
る
、と
賀
川
は
鋭
く
気
づ
き
ま

し
た
。
こ
の
意
識
と
知
識
に
お
け
る
断
片
化
は
、
人
格
、
共

同
体
、さ
ら
に
自
然
界
に
対
し
て
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
で

は
な
い
か
と
直
観
し
た
賀
川
の
総
合
的
な
試
み
が
、大
い
に

今
日
の
学
際
的
研
究
に
示
唆
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。近
代
日

本
思
想
史
に
お
い
て
賀
川
の
独
自
性
は
、彼
が
人
間
と
社
会

の
課
題
の
み
な
ら
ず
、キ
リ
ス
ト
の
「
贖
罪
愛
」
と
「
連
帯
責

任
」
と
い
う
軸
か
ら
常
に
「cosm

os

（
宇
宙
）」
ま
で
も
目
を

開
い
て
い
た
と
い
う
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
に
あ
る

の
で
す
。「
賀
川
豊
彦
こ
そ
日
本
で
た
だ
ひ
と
り
の
宇
宙
思

想
家
で
あ
る
」
と
岸
英
司
が
言
っ
て
い
る
と
お
り
で
す11

。
も

ち
ろ
ん
、
徳
川
時
代
に
お
い
て
貝
原
益
軒
（
一
六
三
〇

─

一
七

一
四
）
や
三
浦
梅
園
（
一
七
二
三

─

一
七
八
九
）
な
ど
の
日
本
の

儒
者
た
ち
は
、思
想
と
自
然
科
学
を
調
和
さ
せ
る
宇
宙
論
を

追
求
し
ま
し
た
が
、
賀
川
は
、
同
世
代
の
ピ
エ
ー
ル
・
テ
イ

ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
（Pierre T

eilhard de Chardin, 

1881

─1955

）
と
同
様
に
、
唯
一
、
二
〇
世
紀
前
半
の
キ
リ
ス

ト
教
思
想
史
に
お
い
て
、
宗
教
、
哲
学
と
進
化
論
の
立
場
か

ら
積
極
的
な
宇
宙
論
を
考
察
し
よ
う
と
し
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
も
の
を
全
体
か
ら
見
る
姿
勢

　

自
分
の
大
変
つ
ら
い
人
生
経
験
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
な

が
ら
、賀
川
は
、人
と
神
、人
と
人
、そ
れ
か
ら
人
と
自
然
と

い
う
視
点
か
ら
、あ
ら
ゆ
る
も
の
を
全
体
か
ら
見
る
姿
勢
を

身
に
つ
け
ま
し
た
。私
た
ち
現
代
人
に
は
こ
の
よ
う
な
広
い

姿
勢
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
は
近
代
の

思
想
で
奪
わ
れ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
賀
川
は
、

こ
れ
を
整
理
し
て
、体
系
的
に
書
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、し
か
し
、賀
川
の
文
章
を
読
め
ば
読
む
ほ
ど
、こ
の「
あ

ら
ゆ
る
も
の
を
全
体
か
ら
見
る
姿
勢
」
を
摑
む
こ
と
が
で
き

キリストの「贖罪愛」と「連帯責任」にあって
「内界」と「外界」を一つにする

ー近代精神における主観と客観の分裂を乗り越えようとする試みー



024 ●第 1 部　モノ学の展開とこころのワザ学

ま
す
。 

　

近
々
、
賀
川
の
合
目
的
論
で
あ
る
最
後
の
著
作
『
宇
宙

の
目
的
』（
一
九
五
八
年
）
を
英
訳
し
、
二
〇
一
四
年
に

C
osm

ic Purpose

（Cascade, V
eritas Series

）
と
し
て
出

版
し
ま
す
。
そ
の
中
で
、
賀
川
が
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
示

し
た
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
全
体
か
ら
見
る
姿
勢
に
触
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、

　

自
然
界
に
は
、
人
間
か
ら
み
れ
ば
、
拙
い
点
、
不
完
全

な
部
分
が
数
多
く
発
見
さ
れ
る
。
し
か
し
、
全
体
か
ら
み

る
と
そ
の
不
完
全
な
部
分
が
存
外
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る12

。

　
「
全
体
か
ら
見
る
」
と
い
う
言
葉
は
非
常
に
大
事
で
す
。こ

の
言
葉
こ
そ
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
賀
川
の
「
科
学
的
神
秘
主

義
」
の
自
己
定
義
を
言
い
表
し
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
む
ろ

ん
自
然
界
の
現
象
を
「
近
代
科
学
的
」
に
研
究
す
べ
き
だ
と

い
い
な
が
ら
も
、「
科
学
的
」
な
角
度
の
み
か
ら
み
る
の
で
は

な
く
て
、
同
時
に
「
宇
宙
の
意
思
」、
つ
ま
り
「
究
極
」
次
元

か
ら
も
把
握
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
す
。そ
う
す
る

と
、「
不
完
全
な
部
分
が
存
外
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
」
と
言
え
ま
す
。

　

賀
川
は
、次
の
一
九
二
四
年
の
『
愛
の
科
学
』
で
、出
現
し

て
い
た
宗
教
、思
想
と
科
学
を
統
合
す
る
宇
宙
論
を
仄
め
か

し
ま
す
。「
進
化
の
法
則
は
善
の
所
在
地
と
し
て
の
『
我
』
の

み
に
発
見
せ
ら
れ
、『
我
』は
進
化
の
法
則
と
連
絡
を
取
つ
て
、

始
め
て
そ
の
宇
宙
と
の
連
絡
が
理
解
出
来
る
の
で
あ
る11

」。

『
東
洋
思
想
の
再
吟
味
』（
一
九
四
九
年
）
１

　

こ
こ
で
は
、
あ
ま
り
表
に
は
出
ま
せ
ん
が
、
し
か
も
非
常

に
大
事
な
も
う
一
つ
の
思
想
的
背
景
の
柱
を
紹
介
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
小
さ
い
と
き
に
地
元
の
正
因
寺
で
「
四
書

五
経
」
を
勉
強
し
た
わ
け
で
す
が
、
大
人
に
な
っ
て
も
ず
っ

と
、彼
は
ア
ジ
ア
と
日
本
の
宗
教
と
思
想
に
つ
い
て
深
い
関

心
を
示
し
て
い
ま
す
。
戦
後
間
も
な
く
出
た
『
東
洋
思
想
の

再
吟
味
』（
一
九
四
九
年
）
の
序
が
賀
川
の
関
心
を
証
す
る
の

で
す
。

　

私
は
道
徳
心
理
学
を
精
神
分
析
の
立
場
よ
り
、三
十
数

年
間
に
至
つ
て
研
究
し
て
来
た
。そ
し
て
そ
の
間
に
読
み

散
ら
し
た
書
物
の
多
く
の
中
か
ら
、ノ
ー
ト
し
て
来
た
も

の
、又
話
し
て
来
た
も
の
を
こ
こ
に
綴
つ
て
私
の
同
志
達

に
読
ん
で
貰
は
う
と
思
つ
て
こ
の
書
を
編
輯
し
た12

。

　

も
ち
ろ
ん
、
キ
リ
ス
ト
教
の
牧
師
、
伝
道
者
で
あ
る
か
ら

一
所
懸
命
『
聖
書
』
を
日
々
読
ん
で
い
ま
し
た
が
、
し
か
し

賀
川
は
、
中
国
、
イ
ン
ド
、
日
本
の
諸
宗
教
と
哲
学
思
想
を

キ
リ
ス
ト
教
と
比
較
し
な
が
ら
、そ
の
諸
伝
統
に
対
し
て
非

常
に
積
極
的
な
関
心
と
敬
意
を
持
っ
て
い
ま
す
。日
本
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
神
学
の
目
立
つ
特
徴
の
一
つ
と
し

て
、日
本
の
伝
統
的
宗
教
や
思
想
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
り

合
え
る
か
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
面
倒
臭
い
の
で
避
け
た
方

が
す
っ
き
り
す
る
と
い
う
傾
向
が
き
わ
め
て
強
い
で
す
。し

か
し
、
賀
川
は
そ
う
で
は
な
い
。
エ
リ
ー
ト
の
教
養
人
階
層

の
み
で
な
く
て
、
大
衆
を
伝
道
す
る
賀
川
は
、
日
本
人
の
心

の
文
化
を
避
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

『
東
洋
思
想
の
再
吟
味
』
２　

　

彼
の
東
洋
思
想
理
解
の
根
拠
の
一
つ
に
あ
る
の
は
、当
然

日
本
で
受
容
し
た
儒
学
の
伝
統
で
す
。『
東
洋
思
想
の
再
吟

味
』
で
賀
川
は
、孔
子
、王
陽
明
、ま
た
王
陽
明
の
教
え
を
日

本
で
紹
介
し
た
中
江
藤
樹
に
触
れ
ま
す
。
賀
川
は
、
王
陽
明

の
「
知
行
一
説
」「
良
知
」
ま
た
は
「
致
良
知
」
の
諸
説
を
強

あらゆるものを全体から見る姿勢

「自然界には、人間からみれば、拙い点、不完全な部分が数多く発見さ
れる。しかし、全体からみるとその不完全な部分が存外よくまとまって
いると考えられるのである。」『宇宙の目的』、360。

『東洋思想の再吟味』の「序」、1949 年

「私は道徳心理学を精神分析の立場より、三十数年間に至つ
て研究して来た。そしてその間に読み散らした書物の多くの
中から、ノートして来たもの、又話して来たものをここに綴つ
て私の同志達に読んで貰はうと思つてこの書を編輯した。」
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調
す
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
で
す
。

　

王
陽
明
の
「
知
行
一
説
」
を
高
く
評
価
す
る
理
由
の
一
つ

は
、当
時
の
教
会
を
批
判
す
る
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。賀
川
は
、よ
く
「
口
先
だ
け
」
の
教
会
の
傾
向
を
批
難

し
ま
す
。「
知
」
っ
て
い
る
こ
と
と
「
行
」
っ
て
い
る
こ
と
は

一
つ
で
あ
る
は
ず
だ
と
賀
川
は
固
く
信
じ
る
の
で
す
。キ
リ

ス
ト
教
的
範
疇
で
言
う
と
、「
言
葉（w

ord

）」と「
行
動（act

）」

は
、
表
裏
一
体
で
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
キ
リ
ス

ト
の
「
贖
罪
愛
」
を
信
じ
る
人
は
、
隣
人
に
対
し
て
も
贖
罪

愛
を
実
行
す
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、「
信
仰
（faith

）」
と
「
倫

理
（ethics

）」
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
は
ず
だ
と
い
う
立

場
で
す
。
長
い
間
ス
ラ
ム
街
で
生
活
し
た
賀
川
の
「
知
行
一

説
」
の
主
張
に
は
人
格
的
な
説
得
力
と
権
威
が
あ
り
ま
し
た

が
、神
学
論
と
し
て
も
二
〇
世
紀
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
弁
証

法
神
学
の
キ
リ
ス
ト
論
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
知
行
一

説
」
の
立
場
が
ナ
イ
ー
ブ
な
も
の
と
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
賀
川
が
王
陽
明
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
概
念

は
、「
良
知
」ま
た
そ
れ
に
関
連
し
た「
致
良
知
」で
す
。「
良
知
」

と
は
、
凡
人
か
ら
賢
者
ま
で
、
す
べ
て
の
人
が
預
か
っ
て
い

る
先
天
的
な
「
知
」
で
あ
っ
て
、「
致
良
知
」
と
い
う
の
は
、

そ
の
「
良
知
」
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
儒
教
の
古
典
『
大
学
』
が
記
す
よ
う
に
、「
良
知
」

を
「
知
」「
意
」「
心
」「
身
」「
家
」「
国
」「
天
下
」、宇
宙
の
隅
々

に
ま
で
拡
張
し
て
い
く
こ
と
が
大
人
（
哲
人
）
の
最
大
の
道

で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。こ
の
「
良
知
」
と
「
致
良
知
」
の
関

係
は
、「
源
流
」
と
「
川
」
の
関
係
の
よ
う
で
、
賀
川
が
主
張

す
る
「
贖
罪
愛
」
と
「
連
帯
責
任
」
の
関
係
に
似
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
王
陽
明
の
教
え
が
朱
子
学
派
の「
先
知
後
行
説
」

の
一
種
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
す
。朱
子
に

よ
る
と
、
哲
人
は
ま
ず
古
典
に
示
さ
れ
る
「
知
」
を
身
に
つ

け
て
か
ら
初
め
て
正
し
く
「
行
」
わ
れ
る
と
い
う
の
で
す
。

そ
の
い
わ
ゆ
る「
論
」か
ら「
実
践
」へ
と
い
う
順
に
対
し
て
、

陽
明
は
、「
知
」
が
「
行
」
の
先
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
誰

に
で
も
「
良
知
」
が
普
遍
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
故
に
、「
知
」

と
「
行
」
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
相
互
関
係
に
あ
る
と
主
張

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
ま
た
社
会
改
造
者

で
あ
る
賀
川
の「
贖
罪
愛
」と「
連
帯
責
任
」、つ
ま
り「
知（
信

仰
）」
と
「
行
（
実
践
）」
の
統
合
と
い
う
主
要
点
に
ぴ
っ
た
り

調
和
し
ま
す
。 

　

賀
川
は
中
江
藤
樹
（
一
六
〇
八

─

一
六
四
八
）
の
宗
教
思
想

を
取
り
上
げ
な
が
ら
、東
京
大
学
宗
教
学
の
初
代
教
授
で
あ

る
姉
崎
正
治
の
『
日
本
宗
教
史
』
を
引
用
し
て
、「
中
江
藤
樹

が
キ
リ
ス
ト
教
の
感
化
を
受
け
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
」

と
注
目
し
ま
す
。そ
の
姉
崎
の
主
張
の
根
拠
を
証
明
す
る
キ

リ
シ
タ
ン
時
代
の
文
章
は
探
し
て
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
が
、

藤
樹
は
鎖
国
時
代
の
た
だ
中
に
生
き
て
い
た
の
で
、は
っ
き

り
し
た
証
明
が
な
く
て
も
、当
時
中
国
か
ら
の
キ
リ
シ
タ
ン

文
献
な
ど
を
知
る
可
能
性
は
充
分
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

山
下
龍
二
の
「
中
江
藤
樹
の
宗
教
的
思
想
と
実
学
思
想
と
の

関
係
」
と
い
う
論
文
の
中
で
、
直
接
藤
樹
の
キ
リ
ス
ト
教
の

「
感
化
」
と
い
う
疑
問
に
は
触
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、彼
の
陽
明

学
派
的
な
明
確
な
「
一
神
教
的
」
傾
向
に
触
れ
て
い
る
の
で

す11

。
賀
川
の
み
な
ら
ず
、
内
村
鑑
三22

も
そ
う
で
す
が
、
日
本

の
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
に
キ
リ
ス
ト
教
の
感
化
を
受
け
た
藤
樹

の
よ
う
な
偉
い
哲
人
が
い
た
と
い
う
主
張
そ
の
も
の
が
大
切

で
す
。
つ
ま
り
、
日
本
に
も
一
神
教
の
思
想
の
伝
統
が
あ
る

と
言
い
た
い
の
で
す
。

　

面
白
い
こ
と
に
、明
治
期
に
お
い
て
陽
明
学
派
が
い
わ
ゆ

る
反
体
制
の
人
た
ち
、
た
と
え
ば
西
郷
隆
盛
、
新
島
襄
、
内

村
鑑
三
な
ど
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
、と
賀
川
は
指
摘
し

ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、
賀
川
自
身
は
、
当
時
の
多
く
の
日
本

人
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
指
導
者
や
神
学
者
と
違
っ

て
、た
だ
欧
米
の
最
新
神
学
論
を
日
本
語
に
翻
訳
す
る
こ
と

に
心
を
配
る
よ
り
も
、絶
え
ず
日
本
の
大
衆
文
化
を
念
頭
に

お
き
な
が
ら
、自
分
の
信
仰
体
験
と
東
洋
思
想
の
理
解
と
い

う
二
つ
の
解
釈
の
レ
ン
ズ
を
通
し
て
創
造
的
に
キ
リ
ス
ト
教

の
教
え
を
解
釈
す
る
の
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、賀
川
に
よ
る
人
格
―
共
同
体
―
宇
宙
を
総

合
す
る
試
み
は
、
ま
ず
キ
リ
ス
ト
教
、
さ
ら
に
陽
明
学
派
と

い
う
儒
学
伝
統
か
ら
の
影
響
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。も
の

を
断
片
的
に
分
析
す
る
近
代
的
姿
勢
と
合
理
性
に
対
し
て
、

複
雑
性
と
矛
盾
を
認
め
つ
つ
も
、
絶
え
ず
「
あ
ら
ゆ
る
も
の

を
全
体
か
ら
見
る
姿
勢
」と
い
う「
科
学
的
な
神
秘
主
義
」は
、

日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
み
な
ら
ず
、日
本
の
近
代

思
想
史
に
お
い
て
も
、一
つ
の
例
外
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

「東洋思想の再吟味」、1947 年

儒学伝統

１．孔子（550−479 B.C.E.）の「仁」とキリストの「贖
罪愛」の比較

２．王陽明（1472−1529 C.E.）の「知行一説」、「良知」
と「致良知」 （＝良知を最大限に発揮させること）、朱
子（1130−1200 年）の「先知後行説」へのアンチ
テーゼ（知と倫は切っても切れない）

３．中江藤樹（1608−1648 C.E.）の宗教思想を取り上
げながら 、姉崎正治の『日本宗教史』を引用して、「中
江藤樹がキリスト教の感化を受けたことが書かれて
いる」という。（山下龍二「中江藤樹の宗教的思想と
実学思想との関係」をも参照）



026 ●第 1 部　モノ学の展開とこころのワザ学

一
九
世
紀
の
唯
心
論
と
唯
物
論
の
対
立
を
越
え

よ
う
と
す
る
「
人
格
主
義
」　

　

し
か
し
、
誤
解
の
な
い
よ
う
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
賀
川

は
た
だ
単
に
東
洋
的
、あ
る
い
は
日
本
的
な
キ
リ
ス
ト
教
を

展
開
す
る
の
で
は
な
く
て
、同
時
に
当
時
の
欧
米
の
思
想
傾

向
に
対
し
て
も
強
い
関
心
を
表
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
若
い

頃
か
ら
、
一
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
唯
物
論

（M
aterialism

）
と
唯
心
論
（Idealism
）
の
対
立
を
乗
り
越
え

よ
う
と
す
る
人
格
主
義
（Personalism
）
に
対
し
て
共
感
を

示
し
ま
す
。ア
メ
リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン
大
学
の
神
学
部
で
教
え

て
い
た
ボ
ー
デ
ン
・
パ
ー
カ
ー
・
ボ
ウ
ン
（Borden Parker 

Bow
ne

）
と
い
う
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
の
哲
学
者
は
、
唯
物
論

と
唯
心
論
の
両
極
端
を
避
け
な
が
ら
、人
格
の
中
で
一
種
の

両
論
の
統
合
を
試
み
ま
し
た
。ド
イ
ツ
の
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン

大
学
で
勉
強
し
た
ボ
ウ
ン
は
、
新
カ
ン
ト
派
の
ロ
ッ
チ
ェ

（Rudolf H
erm

ann Lotze

）
の
強
い
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

ロ
ッ
チ
ェ
は
、一
九
世
紀
の
中
頃
の
非
常
に
有
名
な
哲
学
者

で
あ
り
、
ま
た
医
者
で
、
唯
心
論
と
唯
物
論
は
完
全
に
分
け

ら
れ
な
い
は
ず
だ
と
い
っ
て
、体
系
的
な
形
而
上
学
を
提
唱

し
て
い
ま
す
。
ボ
ウ
ン
は
、
ロ
ッ
チ
ェ
の
哲
学
を
米
国
で
紹

介
し
ま
し
た
。賀
川
は
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
て
間
も
な
く
、

ボ
ウ
ン
の
書
物
を
通
し
て
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
ボ
ス
ト
ン
の
人

格
主
義
」
思
想
に
触
れ
た
よ
う
で
す22

。

　

多
少
矛
盾
が
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、次
の
ボ
ウ
ン
の
文
章
が

「
ボ
ス
ト
ン
の
人
格
主
義
」
の
立
場
を
表
し
て
い
ま
す
。

「
自
然
界
の
無
神
性
と
神
界
の
無
自
然
性
（T

he 

undivineness of the natural and the unnaturalness 

of the divine

）」
と
い
う
の
は
、
宗
教
に
関
す
る
大
衆
的

な
思
想
の
偉
大
な
る
異
端
で
あ
る
。こ
の
理
神
論
的
か
つ

機
械
論
的
な
哲
学
に
基
づ
い
た
誤
り
は
、次
第
に
宗
教
的

ま
た
非
宗
教
的
な
思
想
を
脅
か
す
誤
解
の
大
部
分
を
つ

く
り
出
し
て
し
ま
う
。
こ
の
過
ち
を
追
い
出
し
て
、
よ
り

優
れ
た
道
を
示
す
こ
と
が
、こ
の
小
さ
な
書
の
目
的
で
あ

る22

。

　

大
変
興
味
深
い
こ
と
に
、ボ
ウ
ン
の
弟
子
に
そ
の
後
任
と

し
て
同
じ
ボ
ス
ト
ン
大
学
の
神
学
部
で
哲
学
を
教
え
て
い
た

ブ
ラ
イ
ト
マ
ン
（Edgar Sheffi

eld Brightm
an

）
が
い
ま
す
。

ブ
ラ
イ
ト
マ
ン
の
最
も
有
名
な
学
生
に
は
、公
民
運
動
の
第

一
の
指
導
者
で
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
マ
ー
テ
ィ

ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
（M

artin Luther 

K
ing, Jr.

）
が
い
ま
す
。
キ
ン
グ
牧
師
は
、
ブ
ラ
イ
ト
マ
ン
か

ら
伝
え
ら
れ
た
ボ
ウ
ン
の
人
格
主
義
は
、
自
分
の
「
基
本
的

哲
学
的
ス
タ
ン
ス
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
す
べ
て
の
人
の
人

格
へ
の
威
厳
と
価
値
の
形
而
上
学
的
な
根
拠
」
を
与
え
て
く

れ
た
と
述
懐
し
て
い
ま
す22

。と
い
う
の
は
、賀
川
豊
彦
と
マ
ー

テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
・
ジ
ュ
ニ
ア
は
、
同
じ
「
ボ

ス
ト
ン
の
人
格
主
義
」
思
想
に
影
響
さ
れ
つ
つ
も
、
賀
川
の

場
合
は
自
分
の
少
年
青
年
期
の
経
験
、日
本
の
諸
伝
統
と
現

代
社
会
問
題
、キ
ン
グ
牧
師
の
場
合
は
米
国
奴
隷
制
の
歴
史
、

黒
人
の
諸
伝
統
と
現
代
社
会
問
題
と
関
わ
り
な
が
ら
、二
人

と
も
人
格
主
義
の
道
を
歩
み
続
け
て
、日
米
両
国
の
社
会
に

計
り
知
れ
な
い
貢
献
を
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、人
格
主
義
の
立
場
と
対
照
的
な
二
〇
世
紀
の
キ

リ
ス
ト
教
神
学
に
つ
い
て
一
言
紹
介
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
当
然
、
近
代
的
神
学
論
は
、
近
代
哲
学
が
提
供
す
る
諸

課
題
を
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、「
本
体

（noum
enon

）」
と
「
現
象
（phenom

enon

）」
の
間
の
溝
と
い

う
近
代
哲
学
の
認
識
論
的
な
限
界
の
中
で
、神
は
ど
の
よ
う

に
し
て
人
間
に
語
り
か
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か
と
い
う
難

問
を
論
ず
る
と
、厳
密
に
何
を
言
え
る
か
と
い
う
の
は
簡
単

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
死
活
問
題
で

あ
る
い
わ
ゆ
る
「
啓
示
論
」
で
あ
り
ま
す
。
二
〇
世
紀
の
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学
の
中
で
、大
き
な
存
在
の
一
人
で
あ
る

ス
イ
ス
の
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
は
、
近
代
的
認
識
論
を
突
破
す

る
形
で
、
神
の
自
己
啓
示
は
、
神
の
み
言
で
あ
る
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
（
厳
密
に
い
う
と
、
キ
リ
ス
ト
自
身
、
キ
リ
ス
ト
を
証

言
す
る
聖
書
、
キ
リ
ス
ト
を
告
知
す
る
教
会
）
に
厳
し
く
限
定

す
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
バ
ル
ト
以
降
、
神
と
自
然
界
の
関
係
は
ど
う
な

る
か
と
い
う
課
題
が
な
お
残
っ
て
い
ま
す
。伝
統
的
な
啓
示

論
に
お
い
て
、神
は
自
然
を
通
し
て
も
人
間
に
語
っ
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
と
い
う
確
信
（confidence

）
を
失
い
つ
つ
、
バ

ル
ト
の
立
場
と
異
な
る
が
、人
格
主
義
が
も
う
一
つ
の
近
代

哲
学
を
突
破
す
る
道
を
開
拓
し
ま
す
。
こ
の
人
格
主
義
は
、

19 世紀の唯心論と唯物論の対立を越えようとする「人格主義」

From The Immanence of God, 1905　　　
Boston Personalism: Hermann Lotze, Borden P. Bowne, Edgar Sheffield 
Brightman, Martin Luther King, Jr. ： 雨宮栄一『青春の賀川豊彦』（新教出版社）、
200

「自然界の無神性と神界の無自
然性というのは、宗教に関する
大衆的な思想の偉大なる異端で
ある。この理神論的かつ機械論
的な哲学に基づいた誤りは、次
第に宗教的また非宗教的な思想
を脅かす誤解の大部分をつくり
出してしまう。この過ちを追い
出して、より優れた道を示すこ
とが、この小さな書の目的であ
る。」（ボウンの『神の内在性』、序文）
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自
然
界
の
中
で
の
人
間
の
現
実
性
、ま
た
そ
の
大
事
な
役
割

を
強
調
し
ま
す
。「
自
然
主
義
（naturalism

）」
と
「
実
証
主

義
（positivism

）」
と
い
う
極
端
な
傾
向
を
否
定
し
な
が
ら

も
、人
格
主
義
は
、信
じ
る
こ
と
の
意
志
的
（volitional

）、ま

た
実
践
的
（practical

）
な
側
面
を
含
む
「
超
越
論
的
経
験
主

義
（transcendental em

piricism

）」
を
主
張
し
ま
す
。
自
然

界
を
た
だ
単
に
物
質
的
に
と
ら
え
る
立
場
に
反
対
し
て
、人

間
に
は
魂
、意
思
、直
観
、良
心
な
ど
が
あ
る
が
故
に
、高
い

威
厳
と
価
値
が
あ
る
と
い
う
立
場
で
す
。ボ
ウ
ン
の
人
格
主

義
は
、米
国
の
自
由
主
義
神
学
の
思
想
的
根
拠
の
一
つ
で
あ

り
ま
す
。バ
ル
ト
の
論
敵
で
あ
っ
た
シ
ュ
ラ
イ
ア
マ
ハ
の
流

れ
と
多
少
異
な
る
米
国
型
の
自
由
主
義
神
の
立
場
は
、賀
川

と
キ
ン
グ
牧
師
二
人
の
社
会
的
運
動
に
大
き
な
力
を
与
え
た

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

『
生
命
宗
教
と
生
命
芸
術
』（
一
九
二
二
年
）		



―
―
直
感
的
「
生
命
体
験
」
に
基
づ
い
た
宗
教
的
美
学

　

大
正
一
一
年
に
出
版
さ
れ
た
『
生
命
宗
教
と
生
命
芸
術
』

に
お
い
て
、
賀
川
は
、
自
分
の
直
感
的
生
命
体
験
に
基
づ
い

た
宗
教
的
美
学
論
を
言
い
表
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
は
っ
き
り

と
ボ
ウ
ン
の
人
格
主
義
、
ま
た
は
ベ
ル
ク
ソ
ン
の
「
生
気
論

（vitalism

）」
の
影
響
も
受
け
て
い
ま
す
。

生
命
と
し
て
の
神

私
の
敬
虔
感
覚
は
私
に
こ
ん
な
に
教
え
る—

—
—

—

「
私
」
は
「
生
」
き
て
居
る
こ
と
を
「
信
」
ず
る
。

—
—

「
私
」
の
「
生
」
き
て
居
る
の
は
私
の
「
力
」
だ
け
で

は
無
い
。

—
—

「
私
」以
上
の「
生
命
」の「
力
」は
私
の
神
で
あ
る
。

私
は
之
を
拝
む
。

こ
れ
は
理
屈
で
も
な
ん
で
も
な
い
。私
は
信
ぜ
ざ
る
を
得

な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
さ
ら
に
、

生
命
そ
の
も
の
が
宇
宙
の
表
現
で
あ
る
と
云
う
こ
と
を

見
る
の
が
宗
教
で
あ
る
。

私
の
芸
術
は
科
学
が
直
に
芸
術
に
な
り
得
る
よ
う
な
観

照
的
心
境
を
指
し
て
居
る
の
で
あ
る
。そ
れ
は
生
命
芸
術

で
あ
る22

。

　

戦
後
に
な
る
と
、こ
の
「
生
命
宗
教
」
と
「
生
命
芸
術
」
は
、

賀
川
が
言
う「
科
学
的
神
秘
主
義
」に
進
化
し
ま
す
。や
は
り
、

賀
川
は
、き
わ
め
て
早
い
段
階
で
自
分
の
見
方
を
少
な
く
と

も
自
分
の
中
で
定
め
ま
し
た
。つ
ま
り
、 

キ
リ
ス
ト
の
贖
罪

愛
と
連
帯
責
任
を
中
心
に
し
て
、日
本
の
陽
明
学
派
の
伝
統
、

ボ
ス
ト
ン
の
人
格
主
義
、さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
の
生
気
論
を
融

合
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
近
代
日
本
と
い
う
危
機
に
満
ち
た

文
脈
の
中
で
、
人
格
の
た
め
の
宗
教
的
美
学
、
共
同
体
の
た

め
の
社
会
的
改
造
と
宇
宙
の
目
的
を
理
解
す
る
た
め
の
科
学

的
探
求
と
い
う
三
角
の
福
音
理
解
を
も
っ
て
、賀
川
は
キ
リ

ス
ト
教
伝
道
に
全
身
全
霊
を
注
ぎ
ま
し
た
。

賀
川
自
身
の
修
練
（
瞑
想
と
胎
生22

）

　

一
九
三
〇
年
の
『
神
に
就
て
の
瞑
想
』
の
序
で
、
賀
川
は

自
分
の
瞑
想
理
解
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　

瞑
想
の
森
に
分
け
入
る
こ
と
を
覚
え
た
私
は
、露
の
や

う
な
滴
り
を
そ
の
森
か
ら
受
取
る
や
う
に
な
つ
た
。真
夜

中
に
、白
昼
に
、曙
に
、黄
昏
に
、私
は
何
処
に
も
瞑
想
の

扉
が
開
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
電
車
の
中
、
汽
車

の
中
、
待
合
室
、
獄
房
、
路
上
、
到
る
処
で
、
私
は
瞑
想
の

休
息
所
を
与
へ
ら
れ
、
そ
こ
で
沁
々
と
、
私
の
胸
に
宿
り

給
ふ
、
大
能
の
神
に
就
て
静
思
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

ア
ッ
シ
シ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
は
白
日
の
太
陽
を
仰
い
で
、瞑

想
し
祈
を
し
た
と
伝
へ
ら
れ
、ソ
ク
ラ
テ
ス
は
弟
子
達
と

歩
い
て
ゐ
て
、突
然
数
分
間
路
上
に
佇
立
し
て
瞑
想
を
し

た
と
、
弟
子
プ
ラ
ト
ー
が
伝
へ
て
ゐ
る
。
阿
含
経
を
見
る

と
、
釈
迦
も
ま
た
同
じ
習
慣
が
あ
つ
た
ら
し
い
。
イ
エ
ス

大正11年

賀川自身の修練
 瞑想と胎生＊

『神に就ての瞑想』、昭和 5 年
＊胎生（たいせい、英語：viviparity）とは、動物において、

雌親が体内で卵を孵化させ、子は親から栄養を供給され
て成長した後に体外に出るような繁殖形態のことであ
る。
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は
、
四
十
日
四
十
夜
、
荒
野
に
退
い
て
瞑
想
し
、
あ
る
時

は
ま
た
ガ
リ
ラ
ヤ
の
山
地
に
徹
宵
し
て
、祈
と
瞑
想
に
送

ら
れ
た
。
瞑
想
の
泉
を
汲
む
も
の
に
は
、
神
が
我
々
の
胸

に
密
接
し
て
住
み
給
ふ
こ
と
を
経
験
す
る
。け
た
ゝ
ま
し

く
忙
し
い
機
械
文
明
の
今
日
に
住
ん
で
ゐ
て
、
猶
、
太
古

の
静
寂
を
発
見
し
た
い
も
の
は
、瞑
想
の
領
域
に
辿
着
く

よ
り
仕
方
が
な
い
。
私
は
、
視
力
を
失
つ
て
後
、
こ
の
聖

域
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
て
、新
し
い
泉
を
発
見
し
た
や

う
に
喜
ん
で
ゐ
る
。

　

無
為
の
と
き
も
、
無
策
の
日
に
も
、
瞑
想
は
先
方
か
ら

私
を
訪
問
し
て
く
れ
て
、神
殿
の
と
ば
り
を
高
く
あ
げ
て

く
れ
る
。私
は
、芝
居
の
舞
台
裏
に
、台
風
の
夜
に
、忙
し

い
熱ね

っ

鬧と
う

の
巷
に
、瞑
想
を
通
し
て
神
を
讃
美
す
る
。神
は
、

私
の
安
息
所
で
あ
り
、
私
の
蓄
電
池
で
あ
り
、
瞑
想
の
前

に
、
死
も
青
醒
め
て
消
え
去
り
、
苦
痛
も
、
そ
の
威
力
を

痲
痺
さ
せ
る
。
無
学
な
私
に
も
、
大
能
の
神
は
、
瞑
想
の

裡
に
安
ん
じ
て
憩
ふ
べ
き
こ
と
を
教
へ
て
下
さ
る
。

　

私
は
、
神
経
衰
弱
に
疲
れ
た
現
代
人
が
、
見
る
前
に
、

読
む
前
に
、
歌
ふ
前
に
、
戦
ふ
前
に
、
ま
づ
本
然
の
瞑
想

に
帰
ら
ん
こ
と
を
要
求
す
る
。
胎
児
は
母
胎
の
十
カ
月

に
、
読
む
こ
と
な
く
、
走
る
こ
と
な
く
、
瞑
目
し
て
安
居

す
る
。
瞑
想
の
工
夫
は
神
の
懐
に
倚
る
胎
生
で
あ
る
。
私

は
静
か
に
神
の
脈
博
を
瞑
想
の
う
ち
に
感
じ
、神
の
血
に

肥
ら
さ
れ
、
瞑
目
の
う
ち
に
、
光
の
世
界
へ
踊
り
出
づ
る

日
を
待
つ
。
私
は
呼
吸
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
生
き
、
動

き
、且
在
り
得
る
。あ
あ
、不
可
思
議
な
胎
生
よ
、地
球
は

大
き
な
母
胎
で
あ
り
、
ま
た
乳
房
で
あ
る
。
私
は
人
類
の

凡
て
が
、
も
う
一
度
こ
の
大
き
な
母
胎
に
復
帰
し
、
神
の

血
脈
に
、自
分
を
繫
が
ん
こ
と
を
祈
つ
て
止
ま
な
い
。

（
一
九
三
〇
・
五
・
二
九　

武
蔵
野
の
森
の
一
隅
に
て22
）

　

こ
の
文
章
の
中
に
あ
る
「
瞑
想
の
工
夫
は
神
の
懐
に
倚
る

胎
生
で
あ
る
」
と
「
地
球
は
大
き
な
母
胎
で
あ
り
、
ま
た
乳

房
で
あ
る
」
と
い
う
言
い
方
は
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
も
の

で
す
。
つ
ま
り
、
賀
川
が
言
う
宗
教
体
験
は
、
身
体
的
な
側

面
を
も
っ
て
い
て
、
ま
た
そ
の
神
認
識
が
「
母
子
」
の
最
も

親
し
い
密
接
な
身
体
関
係
と
し
て
描
写
さ
れ
る
の
で
す
。

　

多
く
の
著
作
の
中
で
賀
川
は
、
自
然
は
「
神
の
生
き
る
衣

で
あ
る
」
と
い
う
カ
ー
ラ
イ
ル
の
「
衣
服
哲
学
（Sartor 

Restartus 22
）」
か
ら
の
、
し
か
も
元
々
ゲ
ー
テ22

に
帰
せ
ら
れ
る

比
喩
を
用
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
神
、
自
然
界
と
人

の
親
密
な
神
秘
的
体
験
を
主
張
す
る
賀
川
は
、
一
見
、
伝
統

的
キ
リ
ス
ト
教
理
解
を
離
れ
た
自
然
主
義
（naturalism

）
か

ロ
マ
ン
主
義
（rom
anticism

）
の
立
場
に
あ
る
、
と
い
う
ふ

う
に
あ
ま
り
に
も
簡
単
に
片
付
け
ら
れ
や
す
い
で
す
。し
か

し
、こ
の
ゲ
ー
テ
と
カ
ー
ラ
イ
ル
の
比
喩
の
背
景
に
は
旧
約

聖
書
の
詩
篇
の
一
〇
四
篇
の
二
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
は
神

が
「
光
を
衣
と
し
て
身
を
被
っ
て
お
ら
れ
る22

」
と
同
じ
よ
う

な
比
喩
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
宗
教
改
革
者
ジ
ャ
ン
・
カ
ル
バ
ン
は
、
一
五
三

六
年
の
『
キ
リ
ス
ト
教
綱
要
』
第
一
篇
の
「
創
造
主
な
る
神

に
関
す
る
認
識
に
つ
い
て
」
の
第
三
章
で
、
こ
の
詩
篇
一
〇

四
篇
の
二
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
い
ま
す
。「〔
…
…
〕
預
言

者
は
、神
が
光
を
衣
と
し
て
身
を
被
っ
て
お
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
を
的
確
に
告
知
す
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
そ
の
後
に
主

な
る
神
は
、ご
自
身
を
そ
の
衣
の
見
え
る
栄
華
に
お
い
て
表

し
始
め
て
下
さ
る
」
と
言
っ
て
い
ま
す33

。

　

結
局
、
カ
ル
バ
ン
中
心
の
改
革
神
学
を
明
治
学
院
、
神
戸

神
学
校
、そ
し
て
プ
リ
ン
ス
ト
ン
神
学
大
学
で
勉
強
し
て
き

た
賀
川
の
母
子
瞑
想
論
に
表
現
さ
れ
て
い
る
神
認
識
は
、二

〇
世
紀
の
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
か
ら
は
物
珍
し
い

も
の
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、し
か
し
よ
り
古
い
改
革

神
学
の
伝
統
か
ら
み
る
と
、そ
れ
ほ
ど
奇
妙
な
も
の
で
は
な

い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

王
陽
明
の
動
中
静
、静
中
動
の
「
定
」

　

さ
ら
に
賀
川
の
修
練
の
も
う
一
つ
の
源
流
と
し
て
、王
陽

明
が
言
っ
て
い
る
「
静
坐
」
が
あ
り
ま
す
。『
東
洋
思
想
の
再

吟
味
』
に
お
い
て
、
賀
川
は
、
王
陽
明
の
静
坐
論
の
特
徴
で

あ
る
「
動
中
静
」「
静
中
動
」
の
「
定
」
に
触
れ
ま
す
。

　

王
陽
明
は
又
修
養
の
工
夫
を
説
い
て
ゐ
る
、そ
し
て
第

一
に
静
坐
を
あ
げ
て
ゐ
る
、こ
れ
は
坐
禅
と
は
趣
き
を
異

に
し
た
動
中
静
、
静
中
動
の
「
定ぢ

や
う

」
で
あ
る
。
徒
ら
に
逃

避
的
の
静
坐
は
い
け
な
い
が
、
心
を
鎮
め
、
天
を
発
見
す

る
た
め
の
静
坐
が
よ
い
の
だ
と
言
つ
て
ゐ
る33

。

　

や
は
り
、非
常
に
多
忙
な
伝
道
活
動
と
社
会
活
動
に
従
事

し
な
が
ら
、観
照
的
宗
教
生
活
（contem

plative

）
と
活
動
的

宗
教
生
活
（active

）
を
一
つ
に
す
る
賀
川
は
、
出
家
型
仏
教

の
坐
禅
よ
り
も
「
動
中
静
」「
静
中
動
」
の
王
陽
明
の
静
坐
の

「
定
」
へ
の
憧
れ
を
も
っ
て
、「
真
夜
中
に
、
白
昼
に
、
曙
に
、

黄
昏
に
、〔
中
略
〕
電
車
の
中
、
汽
車
の
中
、
待
合
室
、
獄
房
、

路
上
、
至
る
処
で
ど
こ
に
行
っ
て
も
」
神
と
の
交
わ
り
を
持

つ
こ
と
が
で
き
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。

宇
宙
悪
よ
り
の
解
脱
救
済
の
道
（
イ
ン
ド
の
虚
無

思
想
、西
欧
の
有
神
的
救
済
の
道
と
近
代
科
学
思
想
）

　

時
間
の
関
係
で
今
日
は
賀
川
の
最
後
の
著
作
で
あ
る『
宇

宙
の
目
的
』
に
つ
い
て
話
が
で
き
ま
せ
ん
が
、そ
こ
か
ら
の
二

つ
の
興
味
深
い
引
用
を
紹
介
し
て
お
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

宇
宙
悪
よ
り
の
解
脱
救
済
の
道
を
、昔
か
ら
人
間
は
三

つ
の
角
度
か
ら
考
え
た
。
第
一
は
イ
ン
ド
の
宗
教
の
形
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式
、
す
な
わ
ち
、
虚
無
思
想
で
あ
る
。
第
二
は
西
欧
思
想

と
し
て
発
達
し
た
有
神
的
救
済
の
道
で
あ
る
。第
三
は
近

代
科
学
思
想
に
よ
る
宇
宙
悪
の
追
放
で
あ
る
。

　

私
は
、こ
の
三
つ
の
思
想
は
た
が
い
に
対
立
す
る
も
の

で
な
い
と
考
え
る
。こ
れ
ら
は
人
間
の
意
識
の
上
に
発
生

す
る
も
の
で
あ
る
。西
田
幾
多
郎
博
士
は
、「
無
」
の
思
想

の
意
識
的
効
用
を
認
め
た
。代
数
学
的
に
中
世
紀
の
ク
ザ

の
ニ
コ
ラ
ス
も
こ
の
「
零
」
を
認
め
た
。
近
代
量
子
力
学

の
ハ
ー
マ
ン
・
ウ
ィ
ル
も
ク
ザ
の
ニ
コ
ラ
ス
と
同
じ
思

想
を
も
っ
て
い
る
思
想
家
で
あ
る
。虚
無
は
排
除
し
て
よ

い
が
「
零
」
を
選
択
と
し
て
使
用
し
、
思
想
と
し
て
の
宇

宙
悪
を
除
去
せ
よ
と
私
は
い
う
。ま
た
第
三
の
科
学
的
悪

の
追
放
も
、近
代
的
意
味
に
お
い
て
極
力
努
力
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う33

。

　

さ
ら
に
、

　

全
意
識
的
に
発
達
し
て
、
全
人
類
が
、
世
界
平
和
に
協

力
し
、戦
争
に
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
世
界
協
同
体
の

組
織
運
動
に
回
し
、余
剰
勢
力
を
発
明
発
見
に
回
す
こ
と

が
で
き
る
な
ら
ば
、人
類
の
幸
福
こ
れ
に
す
ぐ
る
も
の
は

な
い
と
私
は
思
う33

。

お
わ
り
に

　

結
局
、賀
川
豊
彦
が
一
九
六
〇
年
に
亡
く
な
っ
て
か
ら
す

ぐ
に
日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
に
忘
れ
ら
れ
た
の
は
、

理
解
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。導
入
の
料
理
の
た

と
え
に
戻
る
と
、
信
頼
さ
れ
る
料
理
法
に
従
う
「
職
人
」
に

対
し
て
、「
芸
術
家
」
で
あ
る
賀
川
の
話
を
聞
い
て
も
、ど
う

い
う
材
料
で
で
き
た
か
、な
か
な
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
反

応
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
た
と
え
ば
、
武
田
清
子
の
よ
う

な
優
秀
な
学
者
で
も
、学
生
時
代
に
賀
川
の
演
説
を
聞
い
て

か
ら
、次
の
厳
し
い
評
価
を
し
ま
す
。

　

私
は
学
生
時
代
、有
名
な
キ
リ
ス
ト
者
、賀
川
豊
彦
が

学
校
に
来
る
と
い
う
の
で
、学
友
た
ち
と
胸
と
ど
ろ
く
期

待
を
も
っ
て
講
演
を
き
い
た
の
で
あ
る
が
、生
物
学
か
ら

宗
教
哲
学
ら
し
い
領
域
に
ま
で
体
系
な
し
に
と
び
歩
く
散

漫
な
話
は
、
ど
う
考
え
て
も
、
何
を
き
い
た
の
か
わ
か
ら

ず
、ど
う
し
て
こ
の
人
が
そ
ん
な
に
え
ら
い
人
な
の
か
わ

か
ら
な
く
て
戸
惑
っ
た
思
い
出
は
い
ま
だ
に
印
象
深
い33

。

　

賀
川
は
、
少
年
青
年
期
の
深
い
傷
、
ト
ラ
ウ
マ
と
挫
折
を

キ
リ
ス
ト
の
贖
罪
愛
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
、そ
し
て
伝
道
者

と
し
て
日
本
の
大
衆
の
心
を
と
ら
え
よ
う
と
し
、近
代
社
会

の
諸
問
題
と
正
面
か
ら
取
り
組
み
、そ
し
て
宗
教
思
想
家
と

し
て
最
新
の
近
代
科
学
の
発
見
を
解
釈
し
よ
う
と
し
な
が

ら
、生
前
な
か
な
か
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

宗
教
、
思
想
、
と
自
然
科
学
を
統
合
す
る
宇
宙
論
的
な
道
を

開
拓
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。賀
川
の
人
格
―
共
同
体
―
宇
宙

を
総
合
す
る
三
角
福
音
理
解
と
「
科
学
的
神
秘
主
義
」
は
、

日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
史
に
お
け
る
き
わ
め
て
珍
し
く
独
自
な

も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

私
の
分
析
が
、
賀
川
に
対
す
る
よ
り
冷
静
、
公
平
な
再
評

価
に
少
し
で
も
お
役
に
立
つ
な
ら
幸
い
で
あ
り
ま
す
。ご
清

聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

付
記

こ
の
原
稿
は
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
九
日
、
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来

研
究
セ
ン
タ
ー
で
行
な
っ
た
講
演
を
も
と
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

　

近
代
照
明
は
、近
代
絵
画
に
一
体
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
た
の
だ
ろ
う
か
？　

本
稿
は
、こ
の
問
題
に
つ
い
て
屋
内

照
明
を
中
心
に
考
察
す
る
。

　

一
八
世
紀
以
後
の
急
速
な
科
学
技
術
の
発
達
は
、照
明
技

術
に
お
い
て
も
「
近
代
技
術
」
の
性
格
で
あ
る
「
有
機
的
自

然
の
限
界
か
ら
の
解
放1

」
を
も
た
ら
す
。
つ
ま
り
、
太
陽
光

や
天
然
燃
料
に
よ
る
単
な
る
「
自
然
照
明
」
と
は
質
的
に
異

な
る
、
脱
自
然
的
で
革
命
的
な
「
近
代
照
明
」
が
次
々
に
発

明
さ
れ
る
。

　

古
来
、西
洋
で
は
、天
然
燃
料
に
よ
る
人
工
照
明
（
ロ
ウ
ソ

ク
・
松
明
・
灯
油
ラ
ン
プ
等
）
は
、
光
度
が
非
常
に
微
弱
で
不

安
定
な
上
に
燃
焼
時
間
も
極
め
て
短
か
っ
た
。
ま
た
、
建
築

は
側
壁
で
天
井
や
壁
面
自
体
の
荷
重
を
支
え
る
た
め
に
窓
の

大
型
化
に
は
一
定
の
限
界
が
あ
り
、太
陽
光
の
採
光
は
そ
れ

に
応
じ
て
減
少
さ
れ
不
均
等
に
な
る
上
に
日
照
時
間
も
非
常

に
限
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
た
め
、
日
没
後
は
世
界
全

体
が
暗
闇
に
沈
む
こ
と
に
な
り
、特
に
屋
内
は
日
中
で
も
閉

鎖
的
で
不
均
斉
な
陰
影
空
間
と
し
て
知
覚
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、ま
ず
屋
内
照
明
を
革
新
し
た
の
が
ガ
ラ
ス

建
築
で
あ
る
。一
九
世
紀
半
ば
に
登
場
し
た
ガ
ラ
ス
建
築
は
、

大
量
生
産
に
よ
る
鉄
材
を
支
柱
に
用
い
て
天
井
や
壁
面
に
透

明
ガ
ラ
ス
を
張
り
巡
ら
せ
る
こ
と
を
可
能
に
し
、太
陽
光
を

全
面
的
に
射
入
さ
せ
る
こ
と
で
日
中
の
屋
内
照
明
を
改
善
す

る
。つ
ま
り
、旧
来
の
建
築
構
造
以
上
に
射
入
光
を
増
量
化
・

均
一
化
す
る
こ
と
で
、従
来
の
屋
内
に
巣
食
っ
て
い
た
暗
い

不
均
斉
な
陰
影
を
追
放
す
る2

。

　

し
か
し
、
ガ
ラ
ス
建
築
は
、
そ
の
光
源
を
主
に
未
だ
太
陽

に
依
存
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
ガ
ラ
ス
建
築
で
は
照
明
光

の
増
加
は
開
口
部
の
拡
大
限
界
が
上
限
と
な
る
上
に
、時
間
・

天
候
・
立
地
条
件
に
も
大
き
な
制
約
を
受
け
て
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
や
が
て
光
源
自
体
に
お
い
て
「
有
機
的
自

然
の
限
界
か
ら
の
解
放
」を
招
く
近
代
照
明
が
開
発
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
近
代
照
明
は
、
建
築
条
件
や
日
照
条
件
の
様
々

な
制
限
か
ら
も
徐
々
に
自
律
し
、人
為
的
な
技
術
革
新
の
み

で
自
然
照
明
以
上
に
照
射
光
を
増
量
化
・
均
一
化
す
る
。
そ

れ
に
よ
り
、
そ
の
明
る
く
眩
し
い
照
明
光
は
、
屋
内
全
体
を

さ
ら
に
隈
な
く
照
ら
し
出
す
こ
と
は
勿
論
、夜
間
の
屋
外
に

も
展
開
す
る
。
そ
の
結
果
、
近
代
照
明
は
、
先
行
す
る
ガ
ラ

ス
建
築
と
連
携
し
つ
つ
よ
り
日
常
生
活
の
隅
々
ま
で
浸
透

し
、次
第
に
人
々
の
形
態
と
色
彩
や
時
間
と
空
間
に
関
す
る

心
性
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

例
え
ば
、レ
イ
ナ
ー
・
バ
ナ
ム
は
『
快
適
環
境
の
建
築
』（
一

九
六
九
年
）
で
、
ガ
ラ
ス
建
築
と
近
代
照
明
に
つ
い
て
、「
非

常
に
豊
富
な
光
量
は
、大
面
積
の
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
素

材
と
結
合
し
て
、そ
れ
ま
で
に
確
立
さ
れ
て
い
た
建
築
を
見

る
際
の
全
て
の
視
覚
的
習
慣
を
実
際
に
覆
し
た3

」
と
し
、「
利

用
し
う
る
光
や
、
使
用
さ
れ
た
光
の
総
量
は
、
そ
れ
自
体
人

間
の
生
活
に
お
け
る
主
要
な
革
命
を
構
成
す
る
に
違
い
な

い4

」
と
示
唆
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、近
代
照
明
と
は
一
体
何
だ
ろ
う
か
？　

こ
こ

で
言
う
近
代
照
明
は
、ガ
ス
灯
と
電
灯
で
あ
る5

。

　

ガ
ス
灯
を
編
年
的
に
辿
る
と
、ま
ず
石
炭
を
乾
留
し
て
生

じ
る
ガ
ス
を
用
い
る
裸
火
ガ
ス
灯
は
、一
七
九
二
年
に
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
マ
ー
ド
ッ
ク
が
発
明
し
、
一
八
六
〇
年
代
に
火
口

を
平
た
く
し
た
魚
尾
ガ
ス
灯
と
し
て
普
及
し
て
い
る
。ま
た
、

装
着
し
た
マ
ン
ト
ル
を
発
光
さ
せ
る
白
熱
ガ
ス
灯
は
、一
八

八
六
年
に
カ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ス
バ
ッ
ハ
が
開
発
し
て
い
る
。

　

一
方
、
電
灯
を
編
年
的
に
辿
る
と
、
電
池
に
よ
る
炭
素
棒

近
代
照
明
に
つ
い
て

1

第
三
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技
術
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容

秋
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史
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ザ
学	
第
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間
の
電
気
放
電
を
利
用
す
る
ア
ー
ク
電
灯
は
、一
八
〇
八
年

に
ハ
ン
フ
リ
ー
・
デ
ー
ヴ
ィ
が
成
功
し
、一
八
七
六
年
に
パ
ー

ヴ
ェ
ル
・
ヤ
ブ
ロ
チ
コ
フ
が
発
電
機
を
用
い
る
「
電
気
蠟
燭
」

と
し
て
改
良
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
発
電
機
に
よ
る
電
流
で

炭
素
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
を
発
光
さ
せ
る
白
熱
電
灯
は
、一
八
七

九
年
に
ト
ー
マ
ス
・
エ
デ
ィ
ソ
ン
が
実
用
化
し
、
タ
ン
グ
ス

テ
ン
・
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
を
発
光
さ
せ
る
白
熱
電
灯
は
一
九
一

一
年
に
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
が
商
用
化
し
て

い
る
。
な
お
、
水
銀
灯
は
一
九
〇
一
年
に
ピ
ー
タ
ー
・
ク
ー

パ
ー
・
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
ト
が
発
案
し
、
ネ
オ
ン
灯
は
一
九
一
〇

年
に
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ク
ロ
ー
ド
が
公
表
し
、
蛍
光
灯
は
一
九

三
八
年
に
ジ
ョ
ー
ジ
・
イ
ン
マ
ン
が
実
現
し
て
い
る
。

　

後
に
ガ
ス
灯
は
電
灯
に
駆
逐
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、二

〇
世
紀
初
頭
ま
で
は
競
合
状
況
が
続
い
て
い
た
。蠟
燭
が
一

燭
光
で
あ
る
の
に
対
し
、
魚
尾
ガ
ス
灯
は
約
一
六
燭
光
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
一
八
八
二
年
に
は
一
六
燭
光
以
上

出
せ
る
上
に
よ
り
安
全
な
白
熱
電
灯
が
優
勢
に
な
る
が
、一

八
八
六
年
に
登
場
す
る
白
熱
ガ
ス
灯
は
約
四
〇
燭
光
出
せ
る

よ
う
に
な
り
盛
り
返
し
て
い
る
。
な
お
、
ア
ー
ク
電
灯
は
一

〇
〇
〇
燭
光
か
ら
三
〇
〇
〇
燭
光
の
高
輝
度
で
あ
り
、光
を

分
割
し
て
一
五
〇
燭
光
か
ら
二
〇
〇
燭
光
に
抑
え
た
電
気
蠟

燭
も
や
は
り
烈
光
な
の
で
、
主
に
灯
台
・
軍
事
用
の
投
光
機

や
広
場
・
街
路
用
の
屋
外
灯
や
舞
台
用
の
特
殊
照
明
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
た
。

　

一
般
に
、
ガ
ス
灯
も
電
灯
も
、
ま
ず
屋
外
照
明
と
し
て
登

場
し
た
後
、技
術
革
新
に
よ
る
改
良
を
経
て
次
第
に
屋
内
照

明
に
適
用
さ
れ
て
い
く
。た
だ
し
、二
〇
世
紀
初
頭
ま
で
は
、

電
灯
は
高
価
な
た
め
に
事
業
施
設
以
外
で
は
裕
福
な
家
庭
に

し
か
広
ま
ら
ず
、一
般
家
庭
の
近
代
照
明
は
ガ
ス
灯
が
主
流

で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
、
従
来
の
天
然
燃
料
に
よ
る
灯
明
に
対
し
、
ガ
ス
灯

は
照
明
の
光
度
や
安
定
性
を
強
力
に
増
す
。
そ
の
た
め
、
ガ

ス
灯
は
脱
自
然
的
で
抽
象
的
な
光
源
に
な
り
、屋
内
は
旧
来

の
石
造
建
築
・
木
造
建
築
よ
り
は
勿
論
、
ガ
ラ
ス
建
築
よ
り

も
一
層
明
る
く
な
る
。

　

た
だ
し
、
ガ
ス
灯
は
、
光
源
に
未
だ
火
炎
を
用
い
る
点
で

相
対
的
に
自
然
的
要
素
を
残
留
さ
せ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

そ
の
光
に
は
若
干
の
揺
ら
ぎ
や
騒
音
が
残
存
す
る
と
共
に
、

常
に
発
熱
・
引
火
や
換
気
の
問
題
が
あ
り
、
煤
煙
や
悪
臭
等

の
弊
害
も
伴
っ
て
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、電
灯
は
照
明
の
光
度
や
安
定
性
を
よ
り
強

力
に
増
し
、揺
ら
ぎ
を
持
た
ず
静
か
な
発
光
を
達
成
す
る
一

方
で
、
危
険
性
や
汚
染
性
を
減
少
さ
せ
る
。
こ
の
傾
向
は
、

技
術
革
新
に
よ
る
改
良
が
加
え
ら
れ
る
に
つ
れ
て
一
層
進
展

す
る
。
そ
の
結
果
、
電
灯
は
よ
り
脱
自
然
的
で
抽
象
的
な
光

源
に
な
り
、屋
内
は
ガ
ス
灯
と
同
程
度
か
そ
れ
以
上
に
明
快

で
快
適
に
な
る
。

　

例
え
ば
、ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
シ
ヴ
ェ
ル
ブ
シ
ュ
は『
光
明
』

（
一
九
八
三
年
）
で
、
近
代
照
明
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。「
往
時
の
ガ
ス
灯
が
達
成
し
た
こ
と
を
、電
灯
は
一

段
と
高
度
な
技
術
で
反
復
し
た
。ガ
ス
灯
は
ロ
ウ
ソ
ク
や
灯

油
ラ
ン
プ
に
対
し
灯
芯
を
廃
止
す
る
こ
と
で
前
進
し
た
が
、

電
灯
は
火
炎
を
廃
止
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
一
歩
前
進
し
た6

」。

　

事
実
、
ジ
ュ
ー
ル
・
ジ
ャ
ナ
ン
は
一
八
三
九
年
に
、
ガ
ス

灯
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
喩
え
て
い
る
。「
ガ
ス
灯
が
、太
陽

に
取
っ
て
代
わ
っ
た7

」。

　

ま
た
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ア
プ
ト
ン
は
一
八
八
〇
年
に
、
電

灯
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
形
容
し
て
い
る
。「
太
陽
光
が
、い

ず
れ
石
炭
の
森
と
化
す
繁
茂
す
る
植
物
に
降
り
注
ぎ
、集
め

ら
れ
、
蓄
え
ら
れ
、
幾
世
紀
も
の
間
、
再
び
光
へ
転
化
さ
れ

る
の
を
待
ち
続
け
て
い
た
。今
や
、原
始
時
代
に
蓄
積
さ
れ
、

炭
層
に
貯
蔵
さ
れ
た
潜
在
力
は
、蒸
気
機
関
に
お
け
る
化
学

的
、
分
子
的
、
機
械
的
な
力
の
諸
段
階
を
経
た
後
、
電
気
に

転
換
さ
れ
、
発
明
家
の
天
才
に
助
け
ら
れ
、
百
万
の
家
庭
用

太
陽
と
化
し
て
、無
数
の
家
々
を
照
明
す
る
の
を
待
つ
ば
か

り
で
あ
る8

」。

　

そ
れ
で
は
、近
代
照
明
は
人
間
の
心
性
を
一
体
ど
の
よ
う

に
変
容
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
？　

ま
ず
、近
代
照
明
に
よ
る

形
態
・
色
彩
感
覚
の
変
容
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、ア
ラ
ン
・
コ
ル
バ
ン
は
、ア
ラ
ン
・

ベ
ル
ト
ラ
ン
と
パ
ト
リ
ス
・
カ
レ
の
共
著
『
妖
精
と
女
召
使
』

（
一
九
九
一
年
）
の
序
文
で
、
近
代
照
明
に
関
し
て
次
の
よ
う

に
指
摘
し
て
い
る
。「
明
ら
か
に
、照
明
の
革
命
は
視
覚
の
優

位
を
か
つ
て
以
上
に
広
範
に
展
開
さ
せ
た
。
同
時
に
、
照
明

の
革
命
は
ま
な
ざ
し
の
仕
組
を
変
え
た9

」。

　

ま
ず
、近
代
照
明
は
、そ
の
強
力
で
豊
富
な
発
光
に
よ
り
、

ガ
ラ
ス
建
築
以
上
に
、従
来
は
陰
翳
に
沈
ん
で
い
た
対
象
の

形
態
を
明
白
に
呈
示
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
そ
の
時
間
的
に

も
空
間
的
に
も
一
様
な
照
射
は
、対
象
の
奥
行
を
平
板
化
す

る
。ま
た
、近
代
照
明
は
、そ
の
強
烈
で
豊
満
な
発
光
に
よ
り
、

ガ
ラ
ス
建
築
以
上
に
、旧
来
は
暗
く
く
す
ん
で
い
た
対
象
の

色
彩
を
鮮
明
に
露
呈
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
そ
の
規
則
的
で

強
制
的
な
照
射
は
、
対
象
の
色
彩
を
多
様
に
変
調
す
る
。
こ

う
し
た
近
代
照
明
に
よ
る
対
象
の
形
態
や
色
彩
の
変
容
は
、

屋
内
は
勿
論
、夜
間
の
屋
外
で
も
生
じ
る
。こ
れ
ら
の
結
果
、

人
々
の
形
態
・
色
彩
感
覚
は
文
字
通
り
一
新
さ
れ
る
。

　

事
実
、
ア
ラ
ン
・
コ
ル
バ
ン
は
先
述
の
序
文
で
、
近
代
照

明
に
よ
る
形
態
の
明
瞭
化
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い

る
。「
電
灯
の
眩
し
い
光
に
よ
り
、明
瞭
な
輪
郭
が
即
座
に
現

れ
る
。電
灯
は
、パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
革
命
を
冷
酷
に
補
強
す
る
。

電
灯
と
パ
ス
ト
ゥ
ー
ル
革
命
が
、今
や
同
一
視
さ
れ
る
無
秩

序
と
不
衛
生
を
追
い
詰
め
る
よ
う
に
働
き
、両
者
は
そ
の
両

近
代
照
明
に
よ
る

形
態
・
色
彩
感
覚
の
変
容

2
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方
を
強
力
に
少
し
ず
つ
ツ
ル
ピ
カ
に
し
て
い
く11

」。

　

ま
た
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ハ
ウ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
一
九

四
四
年
九
月
一
六
日
付
の
日
記
で
、近
代
照
明
に
よ
る
形
体

の
平
板
化
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
最
近
、よ

く
電
灯
が
故
障
す
る
。
そ
こ
で
、
私
達
は
予
備
の
僅
か
な
ロ

ウ
ソ
ク
に
頼
る
こ
と
に
な
る
。
何
し
ろ
、
あ
ら
ゆ
る
物
の
有

難
味
が
二
倍
に
も
三
倍
に
も
感
じ
ら
れ
る
時
局
を
迎
え
て
い

る
の
で
、私
達
は
ロ
ウ
ソ
ク
の
『
か
弱
い
』
光
の
中
で
は
、全

て
の
対
象
が
全
く
別
物
に
、
つ
ま
り
遥
か
に
彫
り
深
く
際

立
っ
た
起
伏
を
帯
び
る
こ
と
に
気
付
い
た
─
─
こ
れ
こ
そ
正

に
真
の
対
象
性
で
あ
る
。
電
灯
で
は
、
そ
れ
は
失
わ
れ
て
い

た
。
つ
ま
り
、
確
か
に
電
灯
の
下
で
は
対
象
は
（
一
見
）
よ
り

明
瞭
な
の
だ
が
、
し
か
し
実
際
に
は
、
電
灯
は
対
象
を
平
板

に
す
る
。
電
灯
は
明
る
過
ぎ
る
の
で
、
対
象
は
厚
味
を
、
隈

取
を
、質
感
を
、す
な
わ
ち
本
質
を
全
く
喪
失
し
て
し
ま
う
。

ロ
ウ
ソ
ク
の
光
の
下
で
は
、陰
影
が
遥
か
に
大
き
な
意
味
を

孕
み
、対
象
に
対
す
る
正
当
で
適
切
な
造
形
力
を
持
っ
て
い

る
。
ま
た
明
る
さ
も
、
対
象
が
─
─
詩
情
を
内
に
秘
め
た
ま

ま
─
─
（
言
わ
ば
最
高
度
に
）
あ
る
が
ま
ま
の
姿
で
存
在
す
る

の
に
必
要
な
程
度
で
照
ら
す
の
で
あ
る11

」。

　

さ
ら
に
、
一
八
七
八
年
の
『
衛サ

ニ
タ
リ
ア
ン生

』
誌
は
、
近
代
照
明
に

よ
る
色
彩
の
鮮
明
化
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

「
花
々
は
生
々
し
く
、木
々
は
鮮
や
か
な
緑
色
で
あ
る
〔
…
…
〕

あ
ら
ゆ
る
衣
服
と
帽
子
が
、白
昼
の
よ
う
に
そ
の
本
来
の
色

彩
で
明
瞭
か
つ
明
確
に
浮
き
出
て
い
る11

」。

　

そ
し
て
、ギ
ー
・
ド
・
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
は
「
悪
夢
の
夜
」（
一

八
八
七
年
）
で
、
近
代
照
明
に
よ
る
色
彩
の
変
調
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。「
私
は
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
に
着
い

た
が
、
そ
こ
で
は
コ
ン
サ
ー
ト
・
カ
フ
ェ
が
樹
葉
の
内
の
炉

辺
の
よ
う
に
見
え
た
。
黄
色
い
光
を
浴
び
た
マ
ロ
ニ
エ
は
、

色
を
塗
ら
れ
た
よ
う
で
、燐
光
を
発
す
る
木
々
の
よ
う
に
見

え
た11

」。

　

さ
ら
に
、近
代
照
明
は
、形
態
・
色
彩
感
覚
の
み
な
ら
ず
、

時
間
意
識
も
変
容
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、
近
代
照
明
は
、
光
源

を
太
陽
か
ら
切
り
離
し
、照
明
光
を
自
由
に
強
力
か
つ
安
定

的
に
供
給
す
る
こ
と
で
、ま
る
で
夜
を
昼
の
よ
う
に
明
る
く

す
る
。
こ
う
し
た
近
代
照
明
に
よ
る
夜
と
昼
の
曖
昧
化
は
、

屋
内
は
勿
論
、
屋
外
で
も
成
立
す
る
。
そ
の
結
果
、
人
々
に

は
夜
間
も
昼
間
の
よ
う
に
感
じ
る
新
し
い
時
間
意
識
が
現
出

す
る
。

　

例
え
ば
、
ア
ラ
ン
・
コ
ル
バ
ン
は
前
述
の
序
文
で
、
近
代

照
明
に
よ
る
時
間
意
識
の
変
容
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
い

て
い
る
。「
夜
を
容
易
に
追
放
し
つ
つ
、電
灯
は
時
間
を
再
編

す
る
。〔
…
…
〕
電
灯
に
よ
り
、昼
夜
の
リ
ズ
ム
と
、時
間
生
物

学
に
属
す
る
全
て
が
転
覆
さ
れ
る11

」。

　

こ
う
し
た
夜
間
を
昼
間
化
す
る
近
代
照
明
は
、社
会
生
活

を
慢
性
的
に
不
夜
城
化
す
る
。そ
の
た
め
、人
々
に
と
っ
て
、

も
は
や
日
出
と
共
に
起
床
し
日
没
と
共
に
就
寝
す
る
こ
と
は

絶
対
的
な
約
束
事
で
は
な
く
な
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
生
活

様
式
の
脱
自
然
化
は
、人
間
の
自
然
な
生
理
本
能
を
大
い
に

狂
わ
せ
る
。
そ
の
一
方
で
、
そ
の
強
烈
な
発
光
の
増
加
は
、

夜ナ
イ
ト
ラ
イ
フ

の
娯
楽
に
祝
祭
的
な
興
奮
状
態
を
蔓
延
さ
せ
る
。

　

例
え
ば
、ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
シ
ヴ
ェ
ル
ブ
シ
ュ
は
『
光
・

輝
き
・
眩
惑
』（
一
九
九
二
年
）
で
、
近
代
照
明
に
よ
る
昂
揚

感
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。「
大
都
市
特
有
の

生
活
、文
学
や
芸
術
に
お
い
て
繰
り
返
し
主
題
化
さ
れ
る
大

都
市
生
活
の
ほ
と
ん
ど
麻
薬
じ
み
た
昂
揚
は
、自
然
光
が
消

え
、近
代
照
明
が
そ
れ
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
時
に
始
ま
る11

」。

　

事
実
、ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ゼ
ン
パ
ー
は
『
学
問
・
産
業
・

芸
術
』（
一
八
五
二
年
）
で
、
近
代
照
明
に
よ
る
昂
揚
感
に
つ

近
代
照
明
に
よ
る

時
間
・
空
間
意
識
の
変
容

3

い
て
次
の
よ
う
に
賛
し
て
い
る
。「
ガ
ス
灯
は
、何
と
素
晴
ら

し
い
発
明
だ
ろ
う
！　

何
と
い
う
方
法
で
こ
の
ガ
ス
灯
は
、

（
生
活
の
必
要
上
の
限
り
な
い
重
要
性
は
さ
て
お
き
）
私
達
の
祝

祭
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
こ
と
か11

！
」。

　

ま
た
、ド
ル
フ
・
シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
ガ
ー
は
『
パ
ノ
ラ
マ
、

あ
る
い
は
一
九
世
紀
の
風
景
』（
一
九
三
八
年
）
で
、
近
代
照

明
に
よ
る
昂
揚
感
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。「
都

会
の
夜
自
体
が
、遍
在
す
る
照
明
に
よ
り
一
種
の
永
続
的
な

昂
奮
状
態
の
祝
祭
に
な
っ
て
い
る11

」。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
近
代
照
明
は
、
時
間
意
識
の
み
な
ら
ず

空
間
意
識
も
変
容
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
近
代
照
明
は
、
ガ

ラ
ス
建
築
以
上
に
、照
明
光
の
質
と
量
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

で
、光
源
か
ら
の
隔
た
り
に
よ
り
生
じ
る
屋
内
の
明
暗
の
疎

密
性
を
一
層
均
一
化
す
る
。
ま
た
、
屋
内
を
明
光
で
充
満
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、屋
内
と
屋
外
の
差
異
を
一
層
曖
昧
化
す

る
。
そ
の
結
果
、
人
々
に
は
屋
内
も
日
中
の
屋
外
の
よ
う
に

感
じ
る
新
し
い
空
間
意
識
が
登
場
す
る
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
谷
崎
潤
一
郎
は
「
陰
翳
礼
讃
」（
一
九

三
三

─

三
四
年
）
で
、「
西
洋
人
」
は
「
部
屋
の
中
も
成
る
可
く

隈
を
作
ら
な
い
や
う
に
、
天
井
や
周
囲
の
壁
を
白
つ
ぽ
く
」

す
る
と
し
、近
代
照
明
に
よ
る
屋
内
の
屋
外
化
に
関
し
て
次

の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
蠟
燭
か
ら
ラ
ム
プ
に
、ラ
ン
プ

か
ら
瓦
斯
灯
に
、
瓦
斯
灯
か
ら
電
灯
に
と
、
絶
え
ず
明
る
さ

を
求
め
て
行
き
、僅
か
な
蔭
を
も
払
ひ
除
け
よ
う
と
苦
心
を

す
る11

」。

　

実
際
に
、ジ
ュ
ー
ル
・
ミ
シ
ュ
レ
は
『
民
衆
』（
一
八
四
六
年
）

で
、ガ
ス
灯
に
よ
る
屋
内
の
屋
外
化
に
関
し
て
次
の
よ
う
に

叙
述
し
て
い
る
。「
光
の
氾
濫
す
る
こ
れ
ら
の
巨
大
な
新
築

の
工
場
は
、薄
暗
い
住
居
の
陰
影
に
慣
れ
た
目
を
痛
め
つ
け

る
。
そ
こ
に
は
思
索
に
浸
れ
る
薄
暗
さ
が
な
く
、
夢
想
に
耽

れ
る
隅
の
暗
が
り
も
な
い
。
こ
の
照
明
は
、
い
か
な
る
幻
想

も
許
さ
な
い
。
絶
え
ず
冷
酷
に
、
現
実
を
忘
れ
る
な
と
警
告
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す
る11

」。

　

ま
た
、
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
は
『
獲
物
の
分
け
前
』（
一
八
七

一
年
）
で
、
ガ
ス
灯
に
よ
る
屋
内
の
屋
外
化
に
関
し
て
次
の

よ
う
に
描
述
し
て
い
る
。「
ガ
ス
ラ
ン
プ
の
炎
は
、弱
く
さ
れ

て
い
た
。〔
…
…
〕
し
か
し
、
ボ
ー
イ
の
親
指
の
一
押
し
で
ガ

ス
の
炎
は
強
く
な
っ
た
。
天
井
の
陰
影
は
消
え
去
り
、
部
屋

は
強
烈
な
光
で
満
た
さ
れ
、若
い
娘
の
頭
の
真
上
に
降
り
注

い
だ22

」。

　

さ
ら
に
、
ポ
ー
ル
・
ヴ
ィ
リ
リ
オ
は
『
不
動
の
極
』（
一
九

九
〇
年
）
で
、
電
灯
に
よ
る
屋
内
の
屋
外
化
に
関
し
て
次
の

証
言
を
引
用
し
て
い
る
。「
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
た
時
、最
も
奇

妙
だ
っ
た
の
は
、光
が
私
の
背
後
で
溢
れ
出
し
た
こ
と
で
し

た22

」。

　

そ
し
て
、
ピ
エ
ー
ル
＝
ジ
ャ
ケ
ス
・
エ
リ
ア
ス
は
『
誇
り

の
馬
』（
一
九
七
五
年
）
で
、
電
灯
に
よ
る
屋
内
の
屋
外
化
に

関
し
て
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。「
母
親
が
初
め
て
ス

イ
ッ
チ
を
押
し
た
晩
は
、私
達
は
ほ
と
ん
ど
食
事
ど
こ
ろ
で

は
な
か
っ
た
。そ
れ
ほ
ど
、電
灯
は
家
の
中
を
明
る
く
し
た
。

家
自
体
が
非
常
に
大
き
く
見
え
、石
油
ラ
ン
プ
を
囲
ん
で
仕

事
を
す
る
習
慣
を
持
つ
私
達
に
は
大
き
過
ぎ
る
よ
う
に
見
え

た22

」。

　

こ
う
し
た
近
代
照
明
は
、従
来
の
自
然
照
明
に
馴
染
ん
だ

古
い
心
性
の
持
主
に
は
非
常
に
不
評
で
あ
る
。
彼
等
は
、
ま

ず
近
代
照
明
自
体
の
発
光
の
苛
烈
性
や
、旧
来
の
素
朴
な
火

焔
や
そ
れ
が
作
り
出
す
陰
翳
に
よ
る
情
緒
が
失
わ
れ
る
こ
と

を
批
判
す
る
。
そ
の
非
難
は
、
屋
内
は
勿
論
、
屋
外
で
近
代

照
明
が
用
い
ら
れ
る
場
合
に
も
向
け
ら
れ
る
。

　

事
実
、エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
は
『
家
具
の
哲
学
』（
一

八
四
〇
年
）
で
、
ガ
ス
灯
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
嫌
っ
て
い

近
代
照
明
に
よ
る
美
意
識
の
変
容

4

る
。「
私
達
は
、
ガ
ス
灯
や
ガ
ラ
ス
に
酷
く
狼
狽
す
る
。
ガ
ス

灯
は
、
屋
内
で
は
全
く
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。
ガ
ス
灯
の
震

え
る
強
烈
な
光
は
、
不
快
感
を
催
さ
せ
る
。
脳
と
目
を
持
つ

人
な
ら
誰
で
も
、そ
ん
な
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
は
拒
絶
す

る
だ
ろ
う22

」。

　

ま
た
、ロ
バ
ー
ト
・
ル
イ
ス
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン
は
「
ガ

ス
灯
の
弁
」（
一
八
七
八
年
）
で
、
電
灯
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
嫌
悪
し
て
い
る
。「
今
や
、電
気
と
い
う
言
葉
は
危
険
な
響

き
を
持
つ
。
今
や
パ
リ
で
は
、
パ
サ
ー
ジ
ュ
・
デ
・
プ
ラ
ン

ス
の
入
口
、
オ
ペ
ラ
座
の
玄
関
前
、
フ
ィ
ガ
ロ
新
聞
社
の
あ

る
ド
ル
オ
通
り
に
、人
の
目
に
と
っ
て
不
快
で
不
気
味
で
醜

悪
な
新
種
の
都
会
の
星
が
夜
毎
に
輝
い
て
い
る
。悪
夢
の
光

だ
！　

こ
ん
な
光
は
、
殺
人
犯
や
国
賊
の
頭
上
、
あ
る
い
は

精
神
病
院
の
廊
下
だ
け
で
輝
く
べ
き
だ
。
こ
れ
は
、
恐
怖
を

高
め
る
恐
怖
の
光
だ22

」。

　

こ
れ
に
対
し
、
こ
う
し
た
近
代
照
明
は
、
そ
れ
に
順
応
す

る
新
し
い
心
性
の
持
主
に
は
極
め
て
好
評
で
あ
る
。彼
等
は
、

ま
ず
近
代
照
明
の
強
力
で
自
由
自
在
な
照
明
能
力
や
、清
潔

で
中
性
的
な
明
澄
性
を
賞
賛
す
る
。
そ
の
賛
美
は
、
や
は
り

屋
外
は
勿
論
、屋
内
で
近
代
照
明
が
用
い
ら
れ
る
場
合
に
も

向
け
ら
れ
る
。

　

実
際
に
、ギ
ー
・
ド
・
モ
ー
パ
ッ
サ
ン
は
「
悪
夢
の
夜
」（
一

八
八
七
年
）
で
、
ガ
ス
灯
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
誉
め
て
い

る
。「
星
々
か
ら
ガ
ス
灯
に
至
る
ま
で
、軽
や
か
な
大
気
の
中

で
全
て
が
明
る
か
っ
た
。上
空
で
も
街
中
で
も
多
く
の
光
が

輝
い
て
い
た
の
で
、
暗
闇
さ
え
も
明
る
く
見
え
た
。
煌
め
く

夜
は
、太
陽
の
真
昼
よ
り
も
楽
し
げ
で
あ
る22

」。

　

ま
た
、
エ
ミ
ー
ル
・
ゾ
ラ
は
『
ボ
ヌ
ー
ル
・
デ
・
ダ
ム
百

貨
店
』（
一
八
八
三
年
）
で
、
電
灯
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
称

え
て
い
る
。「
六
時
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
。屋
外
で
は
日
が

傾
き
、回
廊
は
既
に
暗
く
、ホ
ー
ル
の
奥
は
薄
闇
に
染
ま
り
、

次
第
に
暗
闇
に
包
ま
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
こ
の
夕
暮
の
中

に
、
一
つ
ず
つ
電
灯
が
灯
り
、
そ
れ
ら
の
不
透
明
な
白
い
電

球
は
売
場
の
遥
か
奥
ま
で
幾
つ
も
の
強
烈
な
月
の
よ
う
に
輝

い
た
。
そ
れ
ら
は
固
定
さ
れ
た
眩
し
く
白
い
光
で
、
脱
色
し

た
星
の
反
射
の
よ
う
に
広
が
り
夕
闇
を
消
し
去
っ
た
。や
が

て
、
全
て
の
電
球
が
白
熱
す
る
と
、
こ
の
新
し
い
照
明
の
下

で
、
群
集
は
喜
び
に
満
ち
て
ざ
わ
め
き
、
白
の
大
展
示
会
は

お
伽
噺
の
よ
う
な
輝
き
を
放
ち
最
高
潮
を
迎
え
た22

」。

　

さ
ら
に
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
は
「
清
潔
な

照
明
の
良
い
場
所
」（
一
九
二
六
年
）
で
、
電
灯
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
賞
揚
し
て
い
る
。「
こ
こ
は
、
清
潔
で
快
適
な
カ

フ
ェ
だ
。〔
電
気
〕
照
明
が
十
分
だ
。
こ
の
照
明
が
、
と
て
も

良
い
〔
括
弧
内
引
用
者
〕22

」。

　

こ
こ
で
興
味
深
い
こ
と
は
、こ
う
し
た
近
代
照
明
が
現
実

に
対
象
の
外
観
を
変
調
し
た
事
実
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
シ
ヴ
ェ
ル
ブ
シ
ュ
は『
光
明
』

で
、近
代
照
明
に
よ
る
対
象
外
観
の
変
調
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
考
察
し
て
い
る
。「
電
灯
が
解
消
し
た
の
は
、家
庭
の
団

欒
の
場
だ
け
で
は
な
い
。
電
気
の
光
の
灯
る
、
と
い
う
よ
り

電
気
の
光
の
溢
れ
る
部
屋
の
見
え
方
全
体
も
変
化
さ
せ
た
。

第
一
に
、従
来
の
明
か
り
の
強
さ
に
合
わ
せ
た
内
装
が
変
色

し
て
見
え
た22

」。

　

ま
た
、ラ
ズ
ロ
・
モ
ホ
リ
＝
ナ
ギ
は『
運
動
に
お
け
る
視
覚
』

（
一
九
四
六
年
）
で
、
近
代
照
明
に
よ
る
対
象
外
観
の
変
調
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
洞
察
し
て
い
る
。「
今
日
、私
達
の
生
活

の
大
部
分
は
電
灯
で
営
ま
れ
て
お
り
、電
気
光
線
の
組
成
と

ス
ペ
ク
ト
ル
は
太
陽
光
線
の
そ
れ
と
は
異
な
る
の
で
、良
く

知
ら
れ
て
い
る
古
典
的
な
色
彩
調
和
の
効
果
は
様
々
な
変
容

を
被
ら
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。色
彩
の
あ
る
も
の
、衣
服
、

襞
、
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
陰
影
は
、
電
灯
の
影
響
に
よ
り
変

調
さ
せ
ら
れ
た22

」。
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こ
の
よ
う
に
、
近
代
照
明
は
、
そ
の
光
源
の
技
術
革
新
に

よ
る
発
光
の
強
力
化
・
規
則
化
に
よ
り
、
屋
内
外
の
自
然
で

不
均
斉
な
具
象
的
陰
影
空
間
を
追
放
し
、光
の
充
溢
す
る
脱

自
然
的
で
均
斉
な
抽
象
的
照
明
空
間
を
創
出
す
る
。
ま
た
、

近
代
照
明
は
、屋
内
外
の
対
象
の
形
体
を
よ
り
一
層
抽
出
し

平
坦
化
す
る
と
共
に
、そ
の
色
彩
を
よ
り
一
層
単
純
化
し
変

調
す
る
。
こ
う
し
た
抽
象
的
・
脱
自
然
的
な
近
代
照
明
に
よ

る
視
覚
の
変
容
は
、
近
代
絵
画
に
お
け
る
抽
象
的
・
脱
自
然

主
義
的
な
形
態
・
色
彩
表
現
と
非
常
に
呼
応
的
で
あ
る
。

　

現
に
、
近
代
絵
画
に
お
け
る
素
描
・
彩
色
の
抽
象
化
・
脱

自
然
主
義
化
を
促
進
し
た
、印
象
派
の
先
輩
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・

マ
ネ
（
図
1
）、
印
象
派
の
エ
ド
ガ
ー
・
ド
ガ
（
図
2
）、
後
印

象
派
の
フ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
（
図
３
）、
新
印

象
派
の
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ス
ー
ラ
（
図
４
）、
一
九
世
紀
末
の
画

家
ア
ン
リ
・
ド
・
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
＝
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
（
図
5
）、

未
来
派
の
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
（
図
6
）
等
は
、近

代
照
明
に
よ
り
照
出
さ
れ
た
屋
内
空
間
を
描
い
て
い
る
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
が
い
ず
れ
も
、

近
代
照
明
が
演
出
す
る
夜
の
歓
楽
的
な
盛
り
場
の
祝
祭
的
昂

揚
感
を
表
現
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
画
家
達
は
全
て
、既
に
近
代
照
明
に
よ
る
心
性
の
変
容

を
経
験
し
、そ
れ
を
肯
定
的
に
受
容
し
て
い
る
と
推
測
で
き

る
。

　

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
で
は
、
対
象
は

全
て
、色
彩
が
明
瞭
に
強
調
さ
れ
る
と
共
に
多
様
に
変
調
し

て
い
る
事
実
で
あ
る
。
特
に
、
ド
ガ
の
《
カ
フ
ェ
・
ア
ン
バ

サ
ド
ゥ
ー
ル
の
ベ
カ
嬢
》（
一
八
八
五
年
）（
図
2
）
と
、ト
ゥ
ー

ル
ー
ズ
＝
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
《
ム
ー
ラ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
》（
一

八
九
二
年
）（
図
5
）
で
は
、ど
ち
ら
も
画
面
右
手
前
の
女
性
の

近
代
絵
画
と
近
代
照
明

5

顔
色
が
、近
代
照
明
の
照
明
効
果
に
よ
り
け
ば
け
ば
し
い
緑

色
に
変
色
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
ラ
ズ
ロ
・
モ
ホ
リ
＝
ナ
ギ
は
『
運
動

に
お
け
る
視
覚
』
で
、
近
代
照
明
に
よ
る
視
覚
の
変
容
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
。「
例
え
ば
、赤
い
光
で（
も

し
上
手
に
使
わ
れ
れ
ば
白
い
光
で
も
）
照
ら
さ
れ
た
対
象
は
、

緑
色
の
影
を
落
と
す
。〔
…
…
〕
今
日
、私
達
の
目
は
、蛍
光
灯

や
ネ
オ
ン
管
で
照
ら
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
や
、

ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
・
シ
ョ
ー
や
、サ
ー
カ
ス
や
、バ
ー
や
、ナ
イ

ト
ク
ラ
ブ
や
、
屋
外
広
告
の
照
明
で
、
同
様
の
効
果
に
出
会

う33

」。

　

な
お
、
こ
の
モ
ホ
リ
＝
ナ
ギ
の
指
摘
に
加
え
て
、
特
に
白

熱
ガ
ス
灯
は
、マ
ン
ト
ル
に
含
ま
れ
る
セ
リ
ウ
ム
の
青
い
光

と
炎
の
黄
色
い
光
の
混
色
に
よ
る
緑
が
か
っ
た
光
で
対
象
を

染
め
上
げ
る
。
こ
れ
に
は
さ
ら
に
、
光
を
随
意
に
着
色
す
る

照
明
器
具
用
色
ガ
ラ
ス
の
普
及
も
加
味
さ
れ
る
こ
と
を
付
言

し
て
お
こ
う33

。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、こ
う
し
た
ド
ガ
や
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ

＝
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
一
見
非
現
実

0

0

0

的
な
色
彩
表
現
は
、正
に

現
実

0

0

の
近
代
照
明
に
よ
る
視
覚
の
変
容
の
反
映
と
推
定
で
き

る
。
特
に
、
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
一
見
異
常
で
脱
自
然
主
義

的
な
彩
色
が
、
画
家
の
単
な
る
空
想
の
産
物
で
は
な
く
、
同

時
代
の
日
常
的
な
客
観
世
界
に
出
現
し
た
新
し
い
視
覚
現
象

の
反
映
で
あ
る
点
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、こ
う
し
た
近
代
照
明
に
よ
る
視
覚
の
変
容
に
基

づ
き
、
彩
色
・
素
描
の
反
客
観
化
・
主
観
化
を
大
き
く
発
展

さ
せ
た
の
が
、フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ズ
ム
と
考
え
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
、ポ
ー
ル
・
ヴ
ィ
リ
リ
オ
は『
今
起
き
て
い
る
こ
と
』

（
二
〇
〇
二
年
）
で
、
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ズ
ム
と
近
代
照
明
の
影
響

関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
示
唆
し
て
い
る
。「
同
様
に
、明

敏
な
美
術
愛
好
家
な
ら
ば
、フ
ァ
ン
・
ゴ
ッ
ホ
（
シ
ニ
ャ
ッ
ク

は
「
狂
気
の
奇
才
」
と
呼
ぶ
）
や
、
そ
の
後
の
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ズ

ム
の
創
始
者
達
は
、も
し
ガ
ス
灯
や
電
灯
と
い
う
工
業
照
明

の
光
─
─
地
中
海
の
燦
々
た
る
陽
光
と
競
い
合
う
よ
う
な
光

─
─
が
な
け
れ
ば
一
体
ど
の
よ
う
に
絵
を
描
い
た
だ
ろ
う

か
、と
自
問
す
る
だ
ろ
う33

」。

　

事
実
、
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ズ
ム
の
ア
ン
リ
・
マ
テ
ィ
ス
は
、
光

に
対
す
る
自
ら
の
感
受
性
の
鋭
敏
さ
と
そ
の
自
作
へ
の
反
映

に
つ
い
て
、「
常
に
、私
は
光
と
そ
の
詩
情
に
心
惹
か
れ
て
い

る33

」
と
証
言
し
、「
常
に
、私
は
自
分
が
熟
視
す
る
画
題
に
降

り
注
ぐ
光
の
性
格
に
強
く
心
惹
か
れ
て
い
る33

」
と
公
言
し
て

い
る
。

　

そ
の
上
で
、実
際
に
マ
テ
ィ
ス
は
近
代
照
明
に
照
ら
し
出

さ
れ
た
屋
内
の
対
象
や
人
物
を
、《
読
書
す
る
女
》（
一
八
九

四
年
）（
図
7
）
や
、《
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
の
あ
る
室
内
》（
一
八
九

六
年
）（
図
8
）
等
で
描
写
し
て
い
る
。そ
う
で
あ
れ
ば
、そ
の

後
に
制
作
さ
れ
た
《
果
実
と
コ
ー
ヒ
ー
ポ
ッ
ト
》（
一
八
九
九

年
）（
図
9
）
等
に
お
け
る
対
象
の
脱
自
然
主
義
的
な
原
色
的

変
調
に
、そ
う
し
た
近
代
照
明
に
よ
る
視
覚
の
変
容
が
影
響

し
て
い
る
可
能
性
は
決
し
て
皆
無
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
同
じ
く
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ズ
ム
の
キ
ー
ス
・
ヴ
ァ
ン
・

ド
ン
ゲ
ン
に
つ
い
て
、ギ
ョ
ー
ム
・
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
は
「
ヴ
ァ

ン
・
ド
ン
ゲ
ン
」（
一
九
一
八
年
）
で
、「
あ
の
宝
石
の
よ
う
に

貴
重
な
電
光
の
奇
妙
な
輝
き
を
、あ
の
官
能
的
詩
情
と
自
然

主
義
の
混
合
を
、
い
か
に
定
義
す
べ
き
か33

？
」
と
問
い
、
次

の
よ
う
に
讃
美
し
て
い
る
。「
こ
の
色
彩
画
家
は
、初
め
て
電

灯
か
ら
鋭
い
輝
き
を
抽
出
し
、そ
れ
を
色
合
い
に
加
味
し
た
。

こ
こ
か
ら
、陶
酔
や
、眩
惑
や
、震
動
が
生
ま
れ
、色
彩
は
異

常
な
個
性
を
保
持
し
つ
つ
、
昂
揚
し
、
熱
狂
し
、
恍
惚
と
し
、

蒼
白
に
な
り
、
失
神
す
る
が
、
陰
影
と
い
う
観
念
だ
け
は
決

し
て
失
わ
な
い
の
で
あ
る33

」。

　

現
実
に
、
ヴ
ァ
ン
・
ド
ン
ゲ
ン
は
、
近
代
照
明
に
照
出
さ

れ
た
煌
び
や
か
な
夜
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
や
そ
の
参
加
者
達
を

多
数
描
出
し
て
い
る
（
図
10
・
図
11
・
図
12
）。
そ
う
で
あ
る
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図1 エドゥアール・マネ
《フォリー・ベルジェールの酒場》

1882 年

図 4 ジョルジュ・スーラ
《シャユ踊り》

1890 年

図 7 アンリ・マティス
《読書する女》

1894 年

図 9 アンリ・マティス
《果実とコーヒーポット》

1899 年

図 2 エドガー・ドガ
《カフェ・アンバサドゥールのベカ嬢》

1885 年

図 5 アンリ・ド・トゥールーズ＝ロートレック
《ムーラン・ルージュ》

1892 年

図10 キース・ヴァン・ドンゲン
《シャンデリア、

ムーラン・ド・ラ・ギャレット》
1905-06 年

図 8 アンリ・マティス
《シルクハットのある室内》

1896 年

図13 アンリ・マティス
《帽子を被った女》

1905 年

図14 キース・ヴァン・ドンゲン
《大きな帽子の女》

1906 年

図 3 フィンセント・ファン・ゴッホ
《アルルのダンスホール》

1888 年

図 6 ウンベルト・ボッチョーニ
《大笑い》

1911年

図11 キース・ヴァン・ドンゲン
《ムーラン・ド・ラ・ギャレットの

マッチシュ踊り》
1905 年

図12 キース・ヴァン・ドンゲン
《ムーラン・ド・ラ・ギャレット》

1906 年
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以
上
、こ
れ
ら
の
作
品
に
お
け
る
対
象
の
脱
自
然
主
義
的
な

原
色
的
変
調
に
、や
は
り
そ
う
し
た
近
代
照
明
に
よ
る
視
覚

の
変
容
が
反
映
し
て
い
る
可
能
性
は
決
し
て
皆
無
で
は
な

い
。

　

さ
ら
に
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
描
か
れ
た
、
マ
テ
ィ
ス
の
《
帽

子
を
被
っ
た
女
》（
一
九
〇
五
年
）（
図
13
）
と
、ヴ
ァ
ン
・
ド
ン

ゲ
ン
の《
大
き
な
帽
子
の
女
》（
一
九
〇
六
年
）（
図
14
）等
で
は
、

ド
ガ
や
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
＝
ロ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
作
例
と
同
じ

く
、
描
か
れ
た
女
性
の
顔
色
が
、
人
間
本
来
の
肌
色
で
は
な

く
毒
々
し
い
緑
色
に
変
色
し
て
い
る
。
既
に
、
マ
テ
ィ
ス
や

ヴ
ァ
ン･

ド
ン
ゲ
ン
が
近
代
照
明
に
照
射
さ
れ
た
対
象
や
人

物
を
描
き
、確
か
に
近
代
照
明
に
よ
る
視
覚
の
変
容
を
経
験

し
て
い
る
と
判
定
さ
れ
る
以
上
、
こ
こ
で
も
や
は
り
、
そ
う

し
た
一
見
異
常
で
脱
自
然
主
義
的
な
彩
色
が
、画
家
の
単
な

る
妄
想
の
所
産
で
は
な
く
、同
時
代
の
一
般
的
な
客
観
世
界

に
現
出
し
た
新
し
い
視
覚
現
象
の
感
化
で
あ
る
可
能
性
は
決

し
て
皆
無
で
は
な
い
。

　

そ
し
て
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
従
来
ほ
ぼ
全
く
指
摘
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
が
、一
九
〇
五
年
に
台
頭
す
る
フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ズ

ム
は
、
そ
の
様
々
な
成
立
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
こ
う
し
た

0

0

0

0

近
代
照
明
に
よ
る
対
象
の
脱
自
然
的
な
原
色
的
変
調
を
客
観

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

的
に
描
写
す
る
中
で

0

0

0

0

0

0

0

0

、
画
面
の
表
面
上
の
反
客
観
的

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

・
脱
自

0

0

然
主
義
的
な
色
彩
効
果
に
触
発
さ
れ
て
次
第
に
彩
色
の
主
観

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

化
を
促
進
し

0

0

0

0

0

、そ
れ
に
伴
い
素
描
の
主
観
化
も
推
進
し
た
可

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

能
性
を
指
摘
で
き
る

0

0

0

0

0

0

0

0

。

　

ち
な
み
に
、フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ズ
ム
と
同
時
代
の
画
派
で
あ
る
、

未
来
派
の
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
（
図
6
）、カ
ル
ロ
・

カ
ッ
ラ
、ル
イ
ジ
・
ル
ッ
ソ
ロ
、ジ
ャ
コ
モ
・
バ
ッ
ラ
、ジ
ー

ノ
・
セ
ヴ
ェ
リ
ー
ニ
も
ま
た
「
未
来
派
絵
画
技
術
宣
言
」（
一

九
一
〇
年
）
で
、
近
代
照
明
に
よ
る
人
間
の
顔
色
の
脱
自
然

的
な
原
色
的
変
調
を
次
の
よ
う
に
称
揚
し
て
い
る
こ
と
を
付

記
し
て
お
こ
う
。「
私
達
に
は
、
一
人
の
人
間
の
苦
痛
は
、
電

灯
の
苦
痛
と
同
じ
ほ
ど
興
味
深
い
。
電
灯
は
、
色
彩
の
最
も

悲
痛
な
表
現
で
、
苦
悶
し
、
煩
悶
し
、
叫
喚
す
る
。〔
…
…
〕
私

達
の
生
活
は
、紛
れ
も
な
く
夜
間
で
二
倍
化
さ
れ
て
い
る
の

に
、ど
う
し
て
未
だ
に
人
間
の
顔
を
薔
薇
色
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
？　

人
間
の
顔
は
、
黄
色
で
あ
り
、
赤
色

で
あ
り
、緑
色
で
あ
り
、青
色
で
あ
り
、紫
色
で
あ
る33

」。

お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、
近
代
照
明
は
「
有
機
的
自
然
の
限
界
か

ら
の
解
放
」
を
発
生
さ
せ
、
人
間
に
様
々
な
心
性
の
変
容
を

生
起
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
脱
自
然
的
な
近
代
照
明

に
よ
る
心
性
の
変
容
は
、近
代
絵
画
に
お
け
る
脱
自
然
主
義

的
な
形
態
・
色
彩
表
現
と
極
め
て
照
応
的
で
あ
る
。

　

勿
論
、
改
め
て
強
調
す
る
ま
で
も
な
く
、
絵
画
表
現
の
成

立
背
景
を
唯
一
つ
の
要
因
だ
け
に
機
械
的
・
決
定
論
的
に
還

元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。し
か
し
、他
に
も
複
数
あ
る
様
々

な
成
立
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
近
代
絵
画
に
お
け
る
素
描
・

彩
色
の
脱
自
然
主
義
化
に
、同
時
代
に
出
現
し
た
新
し
い
視

覚
的
現
実
で
あ
る
脱
自
然
的
な
近
代
照
明
に
よ
る
視
覚
の
変

容
の
反
映
を
推
論
す
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
。そ
の

こ
と
か
ら
、
ま
ず
近
代
絵
画
に
お
け
る
形
態
の
抽
象
化
・
自

由
化
や
色
彩
の
純
粋
化
・
恣
意
化
に
は
、
現
実
に
普
及
す
る

強
烈
で
規
則
的
な
近
代
照
明
が
直
接
的
・
間
接
的
に
影
響
を

与
え
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。

　

少
な
く
と
も
、近
代
照
明
が
一
般
社
会
に
広
ま
る
に
つ
れ

て
、自
然
状
態
よ
り
も
鮮
明
な
照
明
空
間
が
人
々
の
日
常
生

活
に
浸
透
し
、全
体
的
に
よ
り
明
瞭
な
色
彩
を
欲
求
す
る
心

性
が
幅
広
く
涵
養
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。そ
う
で
あ

れ
ば
、次
第
に
固
有
色
に
固
執
す
る
旧
来
の
陰
鬱
な
ア
カ
デ

ミ
ズ
ム
的
色
彩
表
現
が
不
自
然
で
時
代
遅
れ
と
し
て
敬
遠
さ

れ
る
一
方
、原
色
を
多
用
す
る
自
由
で
明
快
な
新
し
い
前
衛

的
色
彩
表
現
が
、広
く
人
々
に
新
た
な
環
境
適
合
的
絵
画
表

現
と
し
て
支
持
さ
れ
る
状
況
が
現
実
に
到
来
し
た
こ
と
も
疑

い
な
い
。そ
う
し
た
多
様
か
つ
複
層
的
な
様
相
に
お
い
て
こ

そ
、
近
代
照
明
は
近
代
絵
画
に
お
け
る
抽
象
主
義
・
脱
自
然

主
義
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
高
い
と
主
張
で
き
る
。

付
記

　

本
稿
は
、
二
〇
一
一
年
二
月
一
二
日
に
京
都
精
華
大
学
で
開
催
さ
れ

た
意
匠
学
会
第
二
〇
五
回
研
究
例
会
で
口
頭
発
表
し
た
「
抽
象
絵
画

と
近
代
照
明
─
─
Ｓ
・
ギ
ー
デ
ィ
オ
ン
、
Ｌ
・
モ
ホ
リ
＝
ナ
ギ
、
Ｇ
・

ケ
ペ
ッ
シ
ュ
、
Ｒ
・
バ
ン
ハ
ム
、
Ｗ
・
シ
ヴ
ェ
ル
ブ
シ
ュ
を
手
掛
り
に
」

の
前
半
部
分
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
稿
は
筆
者
が
連
携
研
究
員
と
し
て
研
究
代
表
を
務
め

た
、
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
一
年
度
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン

タ
ー
連
携
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
近
代
技
術
的
環
境
に
お
け
る
心
性
の

変
容
の
図
像
解
釈
学
的
研
究
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
同
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
は
、
次
の
拙
稿
を
参
照
。
秋
丸
知
貴
「
近
代
技

術
的
環
境
に
お
け
る
心
性
の
変
容
の
図
像
解
釈
学
的
研
究
」
『
こ
こ
ろ

の
未
来
』
第
五
号
、
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇

一
〇
年
、
一
四

─

一
五
頁
。
（http:// kokoro.kyoto-u.ac.jp/ jp/ ko

koronom
irai/ pdf/ vol5/ K

okoro_no_m
irai_5_02_02.pdf

）

注引
用
は
全
て
、
既
訳
の
あ
る
も
の
は
参
考
に
し
て
拙
訳
し
て
い
る
。

1　

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ゾ
ン
バ
ル
ト
は
、
「
近
代
技
術
」
の
性
格
を
「
有

機
的
自
然
の
限
界
か
ら
の
解
放
」
と
定
義
す
る
。
こ
れ
は
、
古
来｢

科

学｣

と
「
技
術
」
は
分
離
し
て
い
た
の
に
対
し
、
い
わ
ゆ
る
科
学
革
命

以
後
の
「
有
機
的
自
然
の
限
界
か
ら
の
論
理
的

0

0

0

解
放
」
を
特
徴
と
す

る
「
近
代
科
学
」
が
技
術
と
結
合
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
技
術
と
は
異

質
な
「
有
機
的
自
然
の
限
界
か
ら
の
物
理
的

0

0

0

解
放
」
を
特
徴
と
す
る

「
近
代
技
術
」
が
成
立
し
た
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。W

erner 
Som

bart, D
ie Z

ä hm
ung der Technik, Berlin, 1935, p. 10. 

邦
訳
、
Ｗ
・
ゾ
ン
バ
ル
ト
「
技
術
の
馴
致
」
『
技
術
論
』
阿
閉
吉
男

訳
、
科
学
主
義
工
業
社
、
一
九
四
一
年
、
一
四
頁
。

2　

秋
丸
知
貴
「
印
象
派
と
ガ
ラ
ス
建
築
─
─
近
代
技
術
に
よ
る
心

性
の
変
容
」
『
デ
ザ
イ
ン
理
論
』
五
八
号
、
意
匠
学
会
、
二
〇
一
一

年
、
五

─

一
八
頁
。

3　

Reyner Banham
, The Architecture of the W

ell-Tem
pered 

Environm
ent, London, 1969, p. 70. 

邦
訳
、
レ
イ
ナ
ー
・
バ
ン
ハ
ム
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の
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築
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─
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デ
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イ
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と
環
境
技
術
』
堀
江
悟

郎
訳
、
鹿
島
出
版
会
、
一
九
八
一
年
、
七
一
頁
。

4　
Ibid., p. 55. 

邦
訳
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同
前
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五
六
頁
。

5　
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稿
の
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題
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、
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ス
灯
と
電
灯
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光
の
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質
の
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を
論
じ

る
こ
と
で
は
な
く
、
古
来
の
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然
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明
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新
式
の
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代
照
明
の
光
の
性

質
の
画
期
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革
命
的
変
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明
ら
か
に
す
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こ
と
で
あ
る
。
そ
の
目

的
に
限
定
す
る
た
め
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本
稿
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は
ガ
ス
灯
と
電
灯
を
共
に
近
代
照
明

と
し
て
範
疇
化
し
て
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る
。
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eschichte 
der kü nstlichen H
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ü nchen, 
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闇
を
ひ
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光
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世
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に
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る
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小
川
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え
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、
法

政
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、
一
九
八
八
年
、
五
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頁
。
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Q
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邦
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、
シ
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ェ
ル
ブ
シ
ュ
『
闇
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ら
く
光
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一
四
頁
に
引
用
。
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、
シ
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ブ
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『
闇
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光
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頁
に
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A
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IX
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X
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Ａ
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ル
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ラ
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／
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Ａ
・
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レ
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気
の
精
と
パ
リ
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ア
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コ
ル
バ
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序
文
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松
本
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寿
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浜
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訳
、
玉
川
大
学
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、
一
九
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九

年
、
四
頁
。

10　

Ibid., p. 7. 

邦
訳
、
同
前
、
二─

三
頁
。

11　

Q
uoted in Schivelbusch, Lichtblicke, p. 171. 

邦
訳
、
シ

ヴ
ェ
ル
ブ
シ
ュ
『
闇
を
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ら
く
光
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一
八
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頁
に
引
用
。

12　

Q
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邦
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、
シ
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ブ
シ
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闇
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光
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二
一
頁
に
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13　

Q
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alter Benjam
in, “D
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in G
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m
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, F

rankfurt am
 M

ain: 
Suhrkam
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ritte A

uflage, 1989, pp. 706-707. 

邦
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ル
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・
ベ
ン
ヤ
ミ
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パ
サ
ー
ジ
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（
Ⅲ
）
』
今
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司
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三

島
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代
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、
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波
書
店
、
一
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年
、
二
七
六
頁
に
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用
。

14　
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訳
、
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電
気
の
精
と
パ
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ア
ラ
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コ
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バ
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文
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ahn: 
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光
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の
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二
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世
紀
に
お
け
る
電
気
照
明

の
登
場
』
小
川
さ
く
え
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法
政
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学
出
版
局
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一
九
九
七
年
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一
四

〇
頁
。

16　

Q
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enjam
in, “D

as Passagen-W
erk, ” in 

G
esam

m
elte Schriften, V

⑵
, p. 706. 
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訳
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
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パ

サ
ー
ジ
ュ
論
（
Ⅲ
）
』
二
七
五
頁
に
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用
。

17　

Q
uoted in B

enjam
in, “D

as Passagen-W
erk, ” in 

G
esam

m
elte Schriften, V

⑵
, p. 706. 

邦
訳
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
『
パ

サ
ー
ジ
ュ
論
（
Ⅲ
）
』
二
七
五
頁
に
引
用
。

18　

谷
崎
潤
一
郎
「
陰
翳
礼
讃
」
『
谷
崎
潤
一
郎
全
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（
第
二
〇

巻
）
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中
央
公
論
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一
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六
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年
、
五
四
七
頁
。

19　

Jules M
ichelet, Le peuple, Paris, 1846, p. 85.

20　

Em
ile Zola, “La Curé e ”

（1871

）, in Œ
uvres com

plè tes, 
V

, Paris: N
ouveau m

onde, 2003, p. 120. 
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、
エ
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ー
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ゾ
ラ
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獲
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の
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伊
藤
桂
子
訳
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四
年
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頁
。
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Paul V
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訳
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ポ
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ル
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ヴ
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リ
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界
の
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屋
進
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新
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〇
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三
年
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九
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Pierre-Jakez H
é lias,  Le cheval d’ orgueil: m

é m
oires d’ un 

Breton du pays bigouden, Paris, 1975, p. 480.

23　
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enjam
in, “D

as Passagen-W
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G
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m
elte Schriften, V

⑵
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ベ
ン
ヤ
ミ
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パ

サ
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ジ
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（
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）
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頁
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用
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24　

Robert Louis Stevenson, “A
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）, in The W
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Y

ork, 1974, p. 206. 
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訳
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ス
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瓦
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燈
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二
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25　
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ベ
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ミ
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Ⅲ
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二
七
六
頁
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26　

Em
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Œ

uvres com
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訳
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エ
ミ
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ル
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ゾ
ラ
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訳
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、
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〇
〇
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年
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頁
。

27　

Ernest H
em
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ay, “A
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）, in The C
om
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em

ingway, 
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ew
 Y

ork, 1987, p. 290. 
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訳
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ア
ー
ネ
ス
ト
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ヘ
ミ
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グ
ウ
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潔
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年
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頁
。
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Q
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邦
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光
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国
屋
書
店
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一
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、
八
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頁
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Ibid., p. 449. 
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訳
、
同
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37　
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o B
alla, G

ino Severini, “La pittura 
futurista: M

anifesto tecnico ”

（1910

）,『
未
来
派
：1909

─1944

』

展
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、
エ
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リ
コ
・
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テ
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関
正
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・
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諸
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春
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翻
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（
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頁
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。
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は
じ
め
に

　

光
は
そ
れ
自
体
日
常
生
活
に
お
い
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
な

く
、し
か
し
我
々
の
視
知
覚
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
場
面
の
基

礎
と
し
て
あ
る
。
こ
れ
が
特
に
話
題
に
上
が
る
の
は
、
た
と

え
ば
建
築
、
絵
画
な
ど
芸
術
に
お
い
て
で
あ
る
。
ル
・
コ
ル

ビ
ュ
ジ
ェ
（Le Corbusier, 1923

）
が
「
建
築
と
は
光
の
下

に
集
め
ら
れ
た
立
体
の
、精
通
し
た
正
確
な
素
晴
ら
し
い
操

作
で
あ
る
」
と
述
べ
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
絵
画
が
明
暗
を
強

調
し
た
ル
ミ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
注
目
さ
れ
た
よ
う
に
、光
は

し
ば
し
ば
そ
の
用
法
に
お
い
て
重
視
さ
れ
る
。現
代
の
研
究

に
お
い
て
も
、環
境
心
理
学
で
室
内
環
境
に
お
い
て
明
る
さ

の
も
た
ら
す
心
理
的
効
果
の
研
究
が
、照
明
工
学
や
色
彩
学

で
人
工
照
明
や
色
彩
の
心
理
的
印
象
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い

る
。ま
た
美
学
で
は
象
徴
性
と
い
う
観
点
か
ら
光
の
考
察
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、光
の
比
喩
は
、「
光
が
差
す
」「
光
を
当
て
る
」
な
ど

の
慣
用
表
現
の
ほ
か
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
に
も
、
形
而
上
学
的

な
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。た
と
え
ば
キ
リ
ス
ト
教

に
お
い
て
は
、創
世
記
で
世
界
創
造
に
あ
た
っ
て
光
が
ま
ず

作
ら
れ
、
ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
で
、
神
へ
の
信
仰
を
勧
め
る
う

え
で
光
の
喩
え
が
用
い
ら
れ
る
。
近
年
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教

に
お
け
る
光
の
表
現
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
著
述
研
究

（
樋
笠
、一
九
八
四
）や
ア
ト
ス
静
寂
主
義
の
資
料
研
究（
久
松
、

二
〇
〇
九
）、ほ
か
聖
書
学
に
お
け
る
資
料
研
究
（Bultm

ann, 

1948

／
大
貫
、二
〇
〇
〇
）な
ど
に
お
い
て
見
出
さ
れ
て
き
た
。

こ
こ
で
光
は
、神
や
奇
跡
な
ど
超
越
的
存
在
や
そ
の
属
性
を

表
す
こ
と
が
多
い
。

　

ま
た
光
が
形
而
上
学
的
に
、す
な
わ
ち
実
体
性
な
く
特
に

意
味
を
持
っ
て
立
ち
現
れ
る
の
は
宗
教
に
限
ら
な
い
。臨
死

体
験
の
研
究
（
ベ
ッ
カ
ー
、一
九
九
二
な
ど
）
で
は
、死
に
直
面

し
た
人
々
の
体
験
で
光
を
見
た
と
い
う
報
告
が
見
出
さ
れ

る
。
と
き
に
、
幻
視
や
妄
想
症
状
と
し
て
光
が
現
れ
る
こ
と

も
あ
る
（Schreber, 1903

）。

　

こ
の
な
か
で
も
特
に
着
目
し
た
い
の
は
、比
喩
表
現
と
し

て
の
光
で
あ
る
。本
稿
は
光
が
宗
教
的
態
度
の
も
と
で
ど
の

よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
か
を
資
料
か
ら
検
討
す
る
こ
と

で
、
光
と
宗
教
性
と
の
関
わ
り
に
着
目
し
、
そ
の
意
義
を
探

る
も
の
で
あ
る
。

　

光
と
宗
教
性
の
関
連
を
探
る
に
あ
た
っ
て
、ま
ず
光
に
関

す
る
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
概
観
す
る
。

　

認
識
論
に
お
け
る
光
の
比
喩
の
使
用
は
、プ
ラ
ト
ン
に
始

ま
る
。『
国
家
』（plato, BC375

）
で
は
、「
変
化
す
る
存
在
者

を
ど
の
よ
う
に
し
て
正
し
く
認
識
す
る
か
」と
い
う
問
い
に
、

イ
デ
ア
論
の
観
点
か
ら
洞
窟
の
比
喩
を
用
い
た
。プ
ラ
ト
ン

に
よ
れ
ば
、
太
陽
は
善
の
イ
デ
ア
、
す
な
わ
ち
イ
デ
ア
の
中

の
イ
デ
ア
で
あ
る
。「
そ
れ
は
知
識
と
真
理
の
原
因
な
の
で

あ
っ
て
、た
し
か
に
そ
れ
自
体
認
識
の
対
象
と
な
る
も
の
と

も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、し
か
し
認
識
と
真
理
と
は

ど
ち
ら
も
美
し
い
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、こ
れ
ら
よ
り

更
に
美
し
い
も
の
と
考
え
て
こ
そ
、君
の
考
え
は
正
し
い
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
人
間
は
そ
の
認
識

の
原
理
・
根
源
た
る
光
を
見
よ
う
と
し
て
も
、
結
局
そ
の
光

の
現
れ
を
見
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
以
降
、
光
の
比
喩
は
哲
学
や
形
而
上
学
、
神
学
に
お

い
て
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
が
、そ
の
い
ず
れ
も
が
プ

ラ
ト
ン
の
認
識
論
か
ら
展
開
し
て
い
る
。新
プ
ラ
ト
ン
主
義

光
を
め
ぐ
る
議
論

1

第
四
章宗

教
的
態
度
に
お
け
る
光
の
比
喩

藤
木
不
二
人 

臨
床
心
理
士

モ
ノ
学
の
展
開
と
こ
こ
ろ
の
ワ
ザ
学	
第
１
部 
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の
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
は
プ
ラ
ト
ン
の
論
を
修
正
し
、範
型
因
と

し
て
の
光
の
働
き
が
、質
料
的
世
界
に
お
い
て
物
体
的
存
在

者
に
形
相
を
与
え
る
と
し
た
。ま
た
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
は

「
プ
ラ
ト
ン
派
の
書
物
」
と
聖
書
を
読
み
比
べ
た
結
果
、自
己

の
内
省
に
至
り
光
を
見
る
と
い
う
体
験
を
し
た
と
い
う
。樋

笠
（
一
九
八
四
）
は
、ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
示
し
た
光
は
そ

れ
自
体
が
真
理
で
あ
り
、こ
の
真
理
の
発
見
と
い
う
認
識
の

固
有
性
を
「
光
を
把と

ら

え
る
」、そ
し
て
「
光
に
よ
っ
て
把と

ら

え
る
」

と
い
う
位
相
差
を
も
っ
て
表
し
て
い
た
と
す
る
。
光
は
、
対

象
と
し
て
認
識
す
る
の
で
は
把
捉
も
分
節
化
も
で
き
な
い
無

限
定
な
性
質
を
持
つ
真
理
で
あ
る
と
同
時
に
、照
明
の
よ
う

な
解
釈
の
根
拠
と
し
て
の
真
理
の
性
質
を
持
つ
。そ
し
て
光

は
、真
理
と
い
う
本
来
は
言
表
不
可
能
な
も
の
を
捉
え
る
際

に
、
位
相
差
を
変
え
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
表
象
を
と
る
。
ま

た
ブ
ル
ー
メ
ン
ベ
ル
ク 

（Blum
enberg, 1957

）
は
、光
の
比

喩
が
た
ど
る
歴
史
的
変
遷
を
概
観
す
る1

。
光
は
、
古
代
ギ
リ

シ
ア
か
ら
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
を
経
て
キ
リ
ス
ト
教
中
世
に
い
た
る

時
代
が
所
有
し
て
い
た
、真
理
の
比
喩
と
し
て
変
化
し
て
き

た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、現
象
学
で
は
光
を
直
接
に
扱
う
こ
と
は
な
い
も
の

の
、
視
覚
を
用
い
た
説
明
が
散
見
さ
れ
る
。
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
が

「
光
は
こ
う
し
て
内
部
に
よ
る
外
部
の
包
摂
を
可
能
た
ら
し

め
る
。そ
れ
が
コ
ギ
ト
と
意
味
の
構
造
そ
の
も
の
な
の
で
あ

る
」（Lévinas, 1978

）と
述
べ
る
よ
う
に
、現
象
学
で
の
光
は
、

自
己
意
識
と
密
接
に
関
わ
る
も
の
と
も
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

　

光
の
比
喩
は
、時
代
的
に
真
理
や
神
的
存
在
な
ど
の
超
越

的
な
も
の
、あ
る
い
は
そ
の
現
れ
を
捉
え
る
も
の
と
さ
れ
て

い
た
。こ
こ
で
は
光
は
こ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
表
象
を
と
る
と

い
う
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
論
や
、
現
象
学
の
観
点
、
ま
た

「
あ
る
個
人
の
極
め
て
主
観
的
な
体
験
」（
河
合
、
一
九
九
一
）

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
定
義
を
参
照
し
、光
の
比
喩
は
個
人
の

主
観
的
な
体
験
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
と
す
る
。

　

宗
教
的
態
度
に
お
け
る
光
の
比
喩
の
検
討
に
あ
た
り
、小

林
康
夫
の
論
考
「
祈
り
の
コ
ロ
ナ
」（
二
〇
〇
〇
）
を
用
い
る
。

　

小
林
は
宗
教
的
な
も
の
の
一
つ
に
「
祈
り
」
を
挙
げ
、
行

為
論
を
展
開
さ
せ
る
。そ
の
際
に
祈
り
を
、「
コ
ロ
ナ
」
を
直

視
し
よ
う
と
す
る
こ
と
だ
と
表
現
す
る
。
ま
た
、
祈
り
の
体

験
を
叙
述
す
る
と
き
に
「
暁
光
」
と
い
う
表
現
を
も
用
い
る
。

こ
の
二
語
は
小
林
が
引
用
し
た
も
の
で
は
な
く
、独
自
に
表

現
し
た
も
の
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
光
の
比
喩
が
言
表
不
可
能

な
も
の
の
間
接
表
現
に
供
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、実

際
の
体
験
に
基
づ
か
な
い
独
自
の
表
現
と
し
て
の
光
も
同
様

の
構
造
的
特
徴
を
も
つ
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。こ
こ
で
は
論

考
内
で
の
光
の
表
現
を
通
じ
て
、宗
教
性
と
の
関
連
を
考
察

す
る
。

論
考
の
概
観

　

小
林
は
『「
光
」
の
解
読
』（
二
〇
〇
〇
）
に
論
考
「
祈
り
の

コ
ロ
ナ
」
を
寄
せ
て
い
る
（
以
下
、小
林
の
論
考
は
「
本
論
考
」、

筆
者
の
研
究
を
「
本
稿
」
と
呼
ぶ
）。ま
ず
本
稿
を
進
め
る
に
あ

た
り
、本
論
考
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

本
論
考
は
、宗
教
的
な
も
の
の
行
為
論
的
な
本
質
の
見
極

め
を
目
的
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
小
林
は
、
個
人
の
経

験
と
一
般
的
な
主
体
性
の
経
験
が
共
約
可
能
で
あ
る
こ
と
を

保
証
す
る「
自
然
的
世
界
」の
文
法
で
は
規
定
で
き
な
い「
超

越
世
界
」
を
「
信
じ
る
」
こ
と
に
宗
教
的
な
も
の
が
あ
る
と

す
る
。特
に
人
間
を
限
界
づ
け
る
も
の
と
し
て
他
者
を
挙
げ
、

こ
の
他
者
と
同
じ
世
界
を
過
去
・
現
在
・
未
来
に
わ
た
っ
て

分
有
す
る
可
能
性
へ
と
向
き
合
う
こ
と
に
「
宗
教
的
な
も
の

の
根
源
的
な
倫
理
性
の
地
平
」
が
あ
る
と
言
う
。
な
か
で
も

「
祈
り
」は
そ
の
根
源
的
な
行
為
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、「
超

「
祈
り
の
コ
ロ
ナ
」再
考

2

越
世
界
」
へ
と
開
か
れ
た
、す
な
わ
ち
自
身
の
「
非
力
」
の
も

と
で
他
者
と
の
分
有
を
た
だ
「
祈
る
」
こ
と
に
こ
そ
、
限
界

領
域
を
超
え
た
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
分
有
の
地
平
が
コ
ロ
ナ
の

よ
う
に
見
出
さ
れ
る
、と
し
て
い
る
。

　

小
林
は
『「
光
」
の
解
読
』
の
序
文
を
、「「
光
」
の
解
放

─
そ
れ
こ
そ
、あ
ら
ゆ
る
宗
教
的
な
も
の
が
目
指
す
た
っ

た
ひ
と
つ
の
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
一
文
で
始
め
る
。
本

論
考
が
「
コ
ロ
ナ
」
と
い
う
光
の
比
喩
を
用
い
る
の
は
、

所
収
の
著
書
名
が
「
光
」
を
冠
す
る
こ
と
と
も
関
連
す
る
。

ま
た
宗
教
的
な
も
の
の
様
相
を
捉
え
る
に
は
、
光
は
単
な
る

比
喩
表
現
で
あ
る
以
上
に
、
一
連
の
宗
教
的
な
も
の
を
示
す

重
要
な
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
論
考
は
祈
り
の
行

為
論
的
な
本
質
を
論
ず
る
こ
と
に
加
え
て
、「
光
」
を
も
そ

の
主
題
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
が
も
う
一
つ
の
目

的
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

祈
り
の
行
為
論
の
検
討

　

小
林
は
本
論
考
の
主
題
に
「
祈
り
」
を
挙
げ
、「
コ
ロ
ナ
」

と
い
う
表
現
で
そ
の
あ
り
方
を
示
す
。こ
の
表
現
は
、「
祈
り
」

を
通
じ
て
見
出
す
出
来
事
を
言
い
表
し
た
も
の
で
あ
る
。こ

こ
で
は
「
コ
ロ
ナ
」
へ
着
目
す
る
前
に
、「
祈
り
」
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
る
。

　

小
林
は
、祈
り
を
宗
教
的
な
も
の
の
根
源
的
な
行
為
と
し

て
位
置
付
け
る
。「
祈
り
の
な
い
と
こ
ろ
に
、宗
教
な
ど
あ
り

は
し
な
い
」（
二
八
頁
）
し
、「
人
間
が
生
き
る
と
こ
ろ
ど
こ
に

も
…〔
中
略
〕
…
祈
り
は
あ
る
」（
同
上
）。こ
の
こ
と
は
、棚
次

（
二
〇
〇
九
）
の
示
す
「
人
間
の
自
然
本
性
」
と
「
宗
教
経
験

の
原
点
」
と
い
う
祈
り
の
特
徴
と
も
共
通
す
る
。
本
論
考
で

取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、自
身
の
願
望
の
延
長
や
補
強
と
し

て
の
祈
り
で
も
、ま
た
超
越
世
界
の
神
秘
に
ま
っ
す
ぐ
向
か

う
祈
り
で
も
な
い
。我
々
を
限
界
づ
け
る
そ
の
場
に
お
い
て

世
界
を
他
者
と
分
有
し
、
さ
ら
に
は
「
主
観
性
と
死
と
を
超
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え
て
他
者
と
の
、
世
界
を
超
え
た
、
世
界
の
分
有
へ
と
開
か

れ
る
路
」（
二
九
頁
）
と
し
て
の
祈
り
で
あ
る
。
彼
は
論
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
大
江
健
三
郎
の
講
演
を
収
録
し
た
『
あ
い

ま
い
な
日
本
の
私
』（
一
九
九
五
）
か
ら
、「
井
伏
さ
ん
の
祈
り

と
リ
ア
リ
ズ
ム
」
で
語
ら
れ
た
挿
話
を
紹
介
す
る
。

　

そ
の
夏
、北
軽
井
沢
の
山
の
な
か
に
行
っ
た
私
は
息
子

を
肩
車
し
て
森
の
な
か
を
歩
い
て
い
ま
し
た
。そ
の
う
ち

向
こ
う
で
ク
イ
ナ
が
鳴
い
た
ん
で
す
。ト
ン
ト
ン
と
鳴
い

た
。そ
う
す
る
と
頭
の
上
の
息
子
が
「
ク
イ
ナ
、で
す
」
と

言
っ
た
。
私
は
幻
聴
か
と
思
い
ま
し
て
ね
、
自
分
が
何
か

空
想
し
た
の
か
な
と
思
っ
た
。し
か
し
鳥
が
も
う
一
度
鳴

い
た
ら
い
い
と
思
っ
た
。
そ
し
て
息
子
が
も
う
一
度
「
ク

イ
ナ
、
で
す
」
と
い
っ
た
ら
ば
、
注
意
し
て
聞
く
ん
だ
か

ら
そ
れ
は
本
当
で
、そ
う
し
た
ら
私
の
子
供
は
人
間
の
言

葉
を
話
す
可
能
性
が
あ
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
て
ね
。そ
の

と
き
ど
う
し
た
か
と
い
う
と
、私
は
祈
っ
て
い
た
わ
け
な

ん
で
す
。

　

私
は
無
信
仰
の
も
の
な
ん
で
す
。カ
ト
リ
ッ
ク
も
信
じ

な
い
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
も
信
じ
ま
せ
ん
し
、
仏
教
も
信

じ
な
い
。
神
道
も
信
じ
て
い
な
い
。
信
じ
る
こ
と
が
で
き

な
い
。だ
け
ど
も
祈
っ
て
い
た
。祈
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、

集
中
し
た
と
い
う
ほ
う
が
正
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け

ど
。
目
の
前
に
一
本
の
木
が
あ
り
ま
し
て
ね
。
ま
だ
若
い

ダ
ケ
カ
ン
バ
の
木
な
ん
で
す
け
ど
、そ
の
木
を
見
て
い
ま

し
た
。
い
ま
自
分
が
こ
の
木
を
見
て
集
中
し
て
い
る
、
ほ

か
の
こ
と
を
考
え
な
い
で
コ
ン
セ
ン
ト
レ
ー
ト
し
て
い

る
。
こ
の
い
ま
の
一
刻
が
、
自
分
の
人
生
で
い
ち
ば
ん
大

切
な
時
か
も
し
れ
な
い
ぞ
、
と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
。
そ

し
て
も
う
一
度
ク
イ
ナ
が
鳴
き
ま
し
て
ね
、
息
子
が
「
ク

イ
ナ
、で
す
」
と
い
っ
た
ん
で
す
。（
大
江
、一
九
九
五
）

　

大
江
の
言
う
「
祈
り
」
と
は
特
定
の
宗
教
的
な
も
の
に
向

か
う
行
為
で
は
な
い
。
大
江
自
身
が
こ
の
行
為
を
「
見
て
集

中
し
て
い
る
、
ほ
か
の
こ
と
を
考
え
な
い
で
コ
ン
セ
ン
ト

レ
ー
ト
し
て
い
る
」
と
だ
け
補
足
し
、
言
い
換
え
る
こ
と
か

ら
、か
つ
て
小
林（
一
九
九
六
）は
こ
の「
祈
り
」の
基
盤
を「
注

意
力
」
と
し
て
も
言
及
し
て
い
た
。
か
つ
て
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

（Benjam
in, 1934

）
は
、マ
ル
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の
著
書
『
基
督
者

の
瞑
想
』（M

alebranche, 1863

）
か
ら
「
注
意
と
は
精
神
の

自
然
な
祈
り
」
と
い
う
語
句
を
取
り
上
げ
た
。
宗
教
的
文
脈

か
ら
切
り
取
ら
れ
た
語
句
は
「
魂
の
自
然
な
祈
り
」
と
な
り
、

小
林
（
一
九
九
六
）
が
こ
の
語
を
挙
げ
る
。こ
の
注
意
力
と
し

て
の
祈
り
は
、大
江
の
「
祈
り
」
と
同
じ
で
あ
る
、と
指
摘
が

な
さ
れ
る
。
連
な
る
援
用
の
な
か
で
、
特
定
の
宗
教
に
向
か

う
態
度
は
「
人
間
の
自
然
本
性
」
と
い
う
非
宗
教
的
で
根
源

的
な
心
性
へ
と
翻
訳
さ
れ
て
ゆ
く
。「
無
信
仰
の
も
の
」
で
あ

る
大
江
の「
祈
り
」と
は
、「
超
越
者
へ
の
祈
り
で
は
な
く
」「
人

間
の
魂
が
お
の
ず
か
ら
備
え
て
い
る
あ
の
注
意
、
心
遣
い
、

集
中
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
」（
小
林
、一
九
九
六
）
行
為

の
こ
と
だ
と
さ
れ
る
。

　

大
江
は
「
若
い
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
木
」
に
祈
る
。
若
い
ダ
ケ

カ
ン
バ
の
木
を
見
つ
め
、息
子
の
「
ク
イ
ナ
、で
す
」
を
も
う

一
度
聞
く
こ
と
へ
お
の
ず
と
注
意
力
を
傾
け
る
。す
な
わ
ち
、

い
ま
現
に
存
在
し
て
い
る
も
の
へ
の
集
中
が
あ
っ
て
こ
そ
、

現
に
不
在
な
も
の
、つ
ま
り
「
人
間
の
言
葉
を
話
す
可
能
性
」

と
い
う
「
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、ま
だ
起
き
て
い
な
い
」

（
同
上
）
未
来
の
時
間
へ
と
向
か
う
集
中
が
可
能
と
な
る
。そ

し
て
こ
れ
が
祈
り
と
な
る
、と
述
べ
る
。

　

そ
し
て
小
林
は「
祈
り
の
コ
ロ
ナ
」に
至
り
、「
我
」と「
汝
」

の
交
換
的
対
話
の
不
在
を
初
め
て
指
摘
し
、祈
る
者
と
超
越

的
な
も
の
と
の
位
置
付
け
を
よ
り
詳
細
に
示
す
。

　

息
子
が
言
葉
を
発
す
る
と
保
証
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
大
江
は
祈
る
。
そ
れ
は
、
自
ら
の
力
の
及

ば
な
い
圏
域
に
向
け
、因
果
的
な
体
験
を
顧
み
る
こ
と
な
く
、

超
越
世
界
へ
自
ら
が
純
粋
に
「
開
か
れ
る
」
よ
う
に
す
る
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ゆ
え
に
祈
る
者
は
非
力
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。「
激
し
く
そ
れ
を
願
う
が
、し
か
し
願
い
祈
る

以
外
の
い
か
な
る
世
界
内
的
可
能
性
も
絶
た
れ
て
い
る
者
に

と
っ
て
の
み
、
は
じ
め
て
祈
り
は
可
能
に
な
る
」（
三
三
頁
）。

こ
の
非
力
は
ま
た
、他
者
と
の
世
界
の
分
有
と
い
う
き
わ
め

て
具
体
的
な
願
い
に
対
す
る
も
の
だ
が
、し
か
し
同
時
に
私

が
そ
れ
を
可
能
に
し
え
な
い
と
い
う
点
で
、私
と
い
う
現
存

在
の
根
源
的
な
非
力
へ
と
も
つ
な
が
る
。
こ
こ
で
、
自
分
の

た
め
に
だ
け
で
は
な
く
他
者
の
た
め
に
、す
な
わ
ち
自
分
と

他
者
の
世
界
の
分
有
の
た
め
に
「
祈
り
」
が
な
さ
れ
る
。

　

こ
こ
に
見
ら
れ
る
他
者
と
の
関
わ
り
に
は
、ブ
ー
バ
ー
と

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
対
比
が
示
唆
さ
れ
て
い
よ
う
。ブ
ー
バ
ー
が

「
我
と
汝
」
の
対
比
を
も
っ
て
他
者
と
の
対
話
的
関
係
を
強

調
し
た
の
に
対
し
、
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
「
絶
対
的
に
他
な
る
も

の
」（Lévinas, 1961

）
と
し
て
他
者
を
定
義
し
た
。
共
通
性

や
相
互
性
を
見
出
す
こ
と
の
で
き
な
い
他
者
は
、「
神
」
に
も

似
た
存
在
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
同
上
）。こ
の
観
点

か
ら
見
れ
ば
、
本
論
考
で
の
他
者
と
は
「
世
界
の
限
界
が
露

呈
し
て
い
る
」（
三
一
頁
）若
い
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
み
と
な
ろ
う
。

し
か
し
こ
こ
で
は
、大
江
の
息
子
も
他
者
と
呼
ば
れ
る
。「
人

間
の
言
葉
を
話
す
可
能
性
」
が
あ
る
と
思
わ
れ
な
か
っ
た
ゆ

え
に
、彼
の
息
子
に
も
他
者
性
を
見
出
し
た
と
捉
え
る
こ
と

も
で
き
る
。ま
た
は
他
者
概
念
を
広
義
に
用
い
て
い
た
と
も

考
え
う
る
。
し
か
し
、
小
林
の
述
べ
る
他
者
が
レ
ヴ
ィ
ナ
ス

の
そ
れ
に
近
い
と
す
る
な
ら
ば
、各
々
の
文
脈
に
宗
教
的
背

景
が
抜
き
が
た
く
共
通
し
て
あ
る
こ
と
も
勘
案
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
世
界
の
分
有
を
願
わ
れ
る
息
子
も

ま
た
他
者
で
あ
れ
ば
、他
者
と
は
必
ず
し
も
そ
の
存
在
の
属

性
に
依
ら
な
い
。他
者
の
現
れ
に
自
ら
の
祈
り
の
仕
方
が
関

連
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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大
江
は
息
子
が
言
葉
を
話
す
こ
と
を
願
い
、「
ほ
か
の
こ

と
を
考
え
な
い
で
コ
ン
セ
ン
ト
レ
ー
ト
」
す
る
。
祈
る
者
自

身
が
あ
た
か
も
そ
の
身
を
捧
げ
る
か
の
よ
う
に
、能
動
性
と

の
対
置
を
超
え
た
受
動
性
、非
力
性
の
も
と
で
超
越
的
に
自

ら
を
差
し
だ
す
行
為
が
行
わ
れ
る2

。信
仰
者
の
多
く
が
十
字

架
や
仏
像
と
い
っ
た
象
徴
性
や
媒
介
性
を
帯
び
た
存
在
と
相

対
す
る
こ
と
を
通
じ
て
祈
る
よ
う
に
、大
江
は
若
い
ダ
ケ
カ

ン
バ
の
木
へ
と
そ
の
集
中
を
向
け
る
。
し
か
し
「
祈
る
」
こ

と
が
「
世
界
内
的
可
能
性
」（
三
三
頁
）
へ
と
向
か
う
以
上
、

祈
る
対
象
は
私
の
世
界
の
限
界
、
そ
の
場
所
と
な
り
、
す
な

わ
ち
単
な
る
事
物
に
と
ど
ま
ら
な
い
他
者
と
し
て
現
前
す
る

こ
と
に
な
る
。
祈
り
の
場
所
で
、
祈
る
者
は
自
ら
の
非
力
を

通
じ
て
、「
現
前
の
原
理
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
た
世
界
の
文

法
を
超
え
て
、
あ
る
い
は
決
定
的
に
過
ぎ
去
っ
た
人
へ
、
あ

る
い
は
来
た
る
べ
き
出
来
事
へ
、あ
る
い
は
現
前
の
原
理
を

超
え
た
超
越
的
な
神
的
な
存
在
へ
、す
な
わ
ち
非
常
の
不
在

へ
と
注
意
を
集
中
す
る
」（
三
六
頁
）。彼
は
た
だ
純
粋
に
「
見

続
け
る
」
こ
と
し
か
で
き
な
い
。
祈
る
者
は
そ
こ
に
可
能
性

と
不
可
能
性
の
は
ざ
ま
に
あ
る
ほ
ん
の
少
し
の
可
能
性
を
目

指
し
て
祈
る
。

　

か
り
に
そ
の
祈
り
に
対
す
る
応
答
は
訪
れ
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
そ
れ
は
「
こ
の
世
界
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
よ
う

な
ひ
と
つ
の
力
が
働
く
こ
と
を
願
う
」（
三
四
頁
）
こ
と
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。「
祈
り
の
聞
き
届
け
は
、向
か
い
合
い
の
状

況
に
お
け
る
交
換
的
対
話
と
し
て
で
は
な
く
、こ
の
世
界
の

関
係
性
を
超
え
た
、超
越
世
界
を
通
し
た
神
秘
と
し
て
回
帰

し
て
く
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
三
一
頁
）。
こ
れ
は

も
ち
ろ
ん
、祈
り
の
聞
き
届
け
が
神
秘
と
し
て
回
帰
す
る
と

い
う
私
の
認
識
が
条
件
な
の
で
は
な
い
。祈
り
は
聞
き
届
け

ら
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。ダ
ケ
カ
ン
バ
か
ら
直
接
に
祈
り

へ
の
応
答
が
な
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。そ
れ
で
も
な
お
祈

る
者
は
「
見
続
け
」、そ
し
て
世
界
内
の
出
来
事
と
し
て
た
ま

さ
か
に
起
こ
っ
た
こ
と
を
「
聞
き
届
け
ら
れ
た
」
と
捉
え
る

だ
け
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
示
さ
れ
る
「
祈
り
」
と
は
、「
他
者
」
と
の
こ
の
世

界
の
分
有
を
目
指
し
、自
分
の
力
を
超
え
た
超
越
世
界
か
ら

の
応
答
を
目
指
し
て
「
他
者
」
た
る
非
常
の
不
在
に
向
き
合

い
続
け
る
行
為
で
あ
る
と
さ
れ
る
。世
界
内
的
可
能
性
が
絶

た
れ
た
願
い
に
は
現
存
在
の
根
源
的
な
非
力
さ
が
あ
り
、そ

れ
を
待
ち
続
け
る
と
い
う
こ
と
に
徹
底
的
な
受
動
性
が
あ

る
。つ
ま
り
祈
り
は
徹
底
的
な
受
動
性
と
非
力
性
の
も
と
で

他
者
と
の
「
向
き
合
い
」
を
可
能
に
し
、
超
越
世
界
か
ら
の

応
答
に
向
か
っ
て
そ
の
到
来
を
待
ち
続
け
る
も
の
と
な
る
。

こ
れ
が
小
林
の
示
し
た
「
祈
り
」
で
あ
る
。

表
現
さ
れ
た
光
の
検
討

　

ⅰ　
「
コ
ロ
ナ
」
と
し
て
の
光

　

本
論
考
の
最
後
で
、小
林
は
祈
り
を
コ
ロ
ナ
に
た
と
え
て

表
現
す
る
。「
信
と
は
、こ
の
世
界
の
光
と
け
っ
し
て
別
の
も

の
で
は
な
い
こ
の
光
へ
の
根
づ
き
を
信
じ
る
こ
と
だ
。祈
り

と
は
、世
界
の
金
環
食
が
は
じ
め
て
見
え
る
よ
う
に
し
て
く

れ
る
こ
の
燃
え
上
が
る
コ
ロ
ナ
を
直
視
し
よ
う
と
す
る
こ
と

な
の
だ
」（
四
七
頁
）。

　

小
林
が
述
べ
た
「
祈
り
」
と
は
、
私
に
と
っ
て
の
世
界
内

的
「
限
界
」
で
あ
る
他
者
と
の
世
界
の
分
有
を
願
っ
て
行
わ

れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。そ
し
て
自
ら
の
非
力
と
徹
底
し
た
受

動
性
を
通
し
て
、超
越
的
な
神
秘
の
回
帰
と
し
て
自
ら
の
祈

り
に
応
答
が
な
さ
れ
る
の
を「
直
視
」し
続
け
る
こ
と
が
、「
信

じ
る
」
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

本
論
考
の
「
コ
ロ
ナ
」
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
整
理
す
る
と
、

ま
ず
祈
り
の
聞
き
届
け
と
し
て
現
れ
る
も
の
で
あ
り
、そ
し

て
祈
り
と
交
換
的
に
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な
く
超
越
世
界
か

ら
の
神
秘
と
し
て
回
帰
し
て
く
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。す
な
わ
ち
、一
般
的
な
経
験
と
「
共
約
」
で
き
な
い
出
来

事
で
あ
り
、そ
の
超
越
的
で
あ
る
も
の
を
表
現
し
た
の
だ
っ

た
。

　

コ
ロ
ナ
は
「
祈
り
」
に
対
し
て
直
接
的
な
応
答
で
は
な
く
、

必
ず
起
き
る
と
保
証
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。だ
か
ら

と
い
っ
て
見
続
け
る
こ
と
を
放
棄
し
て
は
、見
出
す
こ
と
が

ま
っ
た
く
不
可
能
と
な
っ
て
し
ま
う
。
祈
り
は
、「
コ
ロ
ナ
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
超
越
的
な
出
来
事
を
待
ち
続
け
る
こ
と

に
そ
の
意
義
が
あ
る
、
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

実
際
に
大
江
（
一
九
九
五
）
は
講
演
で
自
身
の
体
験
を
述
べ

る
に
あ
た
っ
て
「
光
」
と
い
う
表
現
を
一
度
も
用
い
て
い
な

い
。つ
ま
り
小
林
は
大
江（
同
上
）の
語
っ
た
出
来
事
を「
光
」

を
見
出
す
も
の
と
し
て
表
現
し
直
し
て
い
る
の
だ
が
、の
ち

に
読
み
手
が
テ
ク
ス
ト
と
い
う
出
来
事
を
追
体
験
す
る
、と

い
っ
た
こ
と
も
述
べ
て
い
る
（
小
林
、一
九
九
六
）。つ
ま
り
テ

ク
ス
ト
に
書
か
れ
た
こ
と
を
直
接
読
み
手
が
体
験
す
る
の
で

は
な
く
、読
み
手
が
テ
ク
ス
ト
を
通
じ
て
新
た
な
体
験
を
す

る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
湯
浅
（
二
〇
〇
四
）
は
「
文
学
的
な

文
章
行
為
を
通
し
て
書
か
れ
て
い
く
出
来
事
や
経
験
は
…

〔
中
略
〕
…
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
の
の
言
語
態
と
し
て
の
在
り
よ

う
に
即
し
て
起
こ
り

0

0

0

、
独
特
な
現
実
を
な
し
、
真
実
性
を
お

び
る
よ
う
に
な
る
」（
傍
点
筆
者
）
と
も
指
摘
す
る
。
す
な
わ

ち
、書
き
手
の
文
章
が
実
際
の
出
来
事
や
経
験
を
忠
実
に
描

写
す
る
の
で
は
な
く
、書
き
手
の
言
葉
に
よ
っ
て
そ
の
出
来

事
や
経
験
が
初
め
て
現
実
と
し
て
形
成
さ
れ
る
と
い
う
。小

林
に
お
い
て
は
テ
ク
ス
ト
と
い
う
出
来
事
、な
か
で
も
到
来

不
可
能
な
、一
般
的
に
は
共
約
不
可
能
な
出
来
事
を
読
み
手

と
し
て
再
体
験
し
、「
コ
ロ
ナ
」
と
い
う
超
越
世
界
か
ら
の
応

答
を
自
身
の
文
章
表
現
で
初
め
て
示
し
た
の
だ
、と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
、「
コ
ロ
ナ
」
と
い
う
表
現
は
、
小

林
と
い
う
読
み
手
か
つ
書
き
手
で
あ
る
存
在
を
介
す
る
こ
と

が
な
け
れ
ば
あ
り
得
な
か
っ
た
独
自
の
体
験
と
も
言
え
よ

う
。
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し
か
し
先
述
の
と
お
り
、宗
教
的
な
場
面
で
の
光
の
表
現

は
多
く
、古
代
よ
り
考
察
が
加
え
ら
れ
て
は
解
釈
が
変
遷
し

て
い
る
。
小
林
が
『「
光
」
の
解
読
』
の
序
文
で
、「
光
」
は
宗

教
的
な
も
の
に
お
い
て
目
指
さ
れ
て
き
た
こ
と
だ
と
も
記
し

て
い
る
よ
う
に
、
宗
教
や
宗
教
的
な
も
の
に
お
い
て
、
光
は

特
に
形
而
上
学
的
な
意
味
合
い
を
も
っ
て
現
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。こ
の
点
を
踏
ま
え
、「
祈
り
」
に
お
い
て
目
指
さ
れ

て
い
る
も
の
は
具
体
例
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
光
の
関
連
語

句
と
し
て
言
い
表
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。す
な

わ
ち
「
コ
ロ
ナ
」
と
い
う
光
の
表
現
は
、
現
実
と
共
約
不
可

能
で
あ
る
出
来
事
を
、既
存
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
在
り
よ

う
に
即
し
て
表
現
し
、そ
の
性
質
も
と
も
に
示
唆
的
に
言
い

表
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
「
太
陽
と
死
は
直
視
で
き
な
い
」
と
い
う
ロ
シ
ュ
フ
コ
ー

の
箴
言
（La Rochefoucauld, 1678

）
を
引
用
す
る
よ
う
に
、

小
林
の
表
す
「
コ
ロ
ナ
」
は
太
陽
に
基
づ
く
。
す
ぐ
さ
ま
小

林
が
「
世
界
と
死
と
は
直
視
で
き
な
い
」
と
読
み
替
え
る
よ

う
に
、
こ
こ
で
の
太
陽
は
自
然
的
世
界
を
も
示
す
。
自
然
的

世
界
は
、そ
の
全
体
を
直
接
に
見
渡
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。こ
こ
で
見
出
さ
れ
る
光
は
、自
然
的
世
界
に
お
け
る
我
々

に
と
っ
て
不
可
能
な
も
の

0

0

0

0

0

0

を
直
視
し
、我
々
を
超
え
た
も
の

を
「
信
じ
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
見
え
る
よ
う
に
な
る
と
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。し
か
し
こ
こ
で
は
現
れ
が
保
証
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
た
だ
そ
の
「
祈
り
」
と
い
う
行
為
の
う

ち
に
眼
差
し
を
向
け
続
け
る
対
象
を
コ
ロ
ナ
と
呼
ぶ
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
も
は
や
見
る
対
象
で
は
な
く
、
転
じ
て
、
見
る

行
為
そ
の
も
の
が
光
と
化
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
「
コ
ロ
ナ
」
の
表
現
的
意
義
に
つ
い
て
の
検
討

を
行
っ
た
。「
コ
ロ
ナ
」
と
は
、祈
り
に
対
す
る
超
越
世
界
か

ら
の
応
答
を
言
い
表
し
た
も
の
で
あ
る
。さ
ら
に
「
コ
ロ
ナ
」

と
い
う
表
現
は
、
直
接
に
は
言
語
化
し
え
な
い
体
験
を
、
既

存
の
テ
ク
ス
ト
の
在
り
よ
う
に
よ
っ
て
表
し
た
独
自
の
表
し

方
で
あ
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。

　

ⅱ　

暁
光
に
つ
い
て

　

小
林
は
、大
江
（
一
九
九
五
）
の
講
演
の
一
部
を
取
り
上
げ

る
。
大
江
は
北
軽
井
沢
の
森
を
歩
い
て
い
た
と
き
、
息
子
の

言
葉
を
初
め
て
耳
に
し
た
、と
言
う
。大
江
の
語
り
を
受
け
、

小
林
は
こ
こ
で
「
脳
に
障
害
を
持
っ
て
生
ま
れ
た
息
子
が
人0

間
の
言
葉
を
話
す

0

0

0

0

0

0

0

の
か
ど
う
か
、突
然
に
差
し
込
ん
だ
暁
光

の
よ
う
な
そ
の
可
能
性
に
対
し
て
、そ
れ
が
幻
聴

0

0

で
は
な
く
、

現
実

0

0

で
あ
っ
て
欲
し
い
と
無
信
仰

0

0

0

で
あ
る
作
家
が
、
祈
る
」

（
三
〇
頁
、傍
点
筆
者
）
と
言
い
表
す
。

　

こ
の
「
暁
光
」
と
い
う
表
現
は
、
祈
り
の
後
に
見
出
さ
れ

た
「
コ
ロ
ナ
」
と
は
異
な
る
。も
ち
ろ
ん
、大
江
の
体
験
を
叙

述
す
る
た
め
の
「
コ
ロ
ナ
」
と
同
様
の
特
徴
を
も
っ
た
表
現

だ
と
の
み
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
実
際
に
本
論
考
で
も
、

「
暁
光
」
と
い
う
表
現
は
大
江
の
体
験
を
表
象
す
る
の
に
用

い
る
の
み
で
、
取
り
立
て
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
し

か
し
祈
り
の
契
機
と
し
て
見
出
さ
れ
た
「
暁
光
」
は
、
超
越

世
界
か
ら
の
応
答
で
あ
る
「
コ
ロ
ナ
」
同
様
に
宗
教
性
や
祈

り
と
関
連
す
る
重
要
な
体
験
を
表
す
も
の
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
こ
で
「
暁
光
」
の
宗
教
的
文
脈

に
お
け
る
体
験
を
検
討
す
る
た
め
、聖
書
の
ヨ
ハ
ネ
文
書
に

お
け
る
「
光
」
に
つ
い
て
の
大
貫
の
論
考
（
二
〇
〇
〇
）、
そ

し
て
ユ
ン
グ
の
「
自
伝
」（Jung, 1963

）
に
お
け
る
太
陽
信
仰

に
関
す
る
記
述
を
参
照
す
る
。

　

ⅱ
―

ⅰ　

世
界
創
造
に
お
け
る
光

　

ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
で
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
に

起
き
た
一
連
の
歴
史
的
事
件
を
信
徒
に
と
っ
て
の
「
救
い
の

出
来
事
」
と
し
て
語
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
の
象
徴
言
語
を
駆

使
し
て
い
る
。
大
貫
（
二
〇
〇
〇
）
は
、
ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
が

独
自
の
解
釈
に
基
づ
い
て
個
々
の
事
件
や
イ
エ
ス
の
発
言
を

読
み
直
し
、
編
成
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
ら
の

出
来
事
を
言
い
表
す
た
め
、「
光
と
闇
」「
昼
と
夜
」
の
対
句

な
ど
に
よ
る
光
言
語

0

0

0

が
本
文
書
を
読
み
、聞
く
瞬
間
の
一
つ

一
つ
す
で
に
「
最
後
の
審
判
」
と
な
る
よ
う
な
実
存
論
的
解

釈
と
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
点
に
言
及
し
て
い
る
。ヨ
ハ
ネ

の
福
音
書
の
冒
頭
部
分
で
も
世
界
創
造
が
描
写
さ
れ
る
と
と

も
に
初
め
て
の
光
の
現
れ
と
も
呼
ぶ
べ
き
出
来
事
が
描
か
れ

て
い
る
。以
下
に
引
用
す
る
。

　

は
じ
め
に
、
こ
と
ば
が
あ
っ
た
。
こ
と
ば
は
、
神
と
と

も
に
あ
っ
た
。
こ
と
ば
は
神
で
あ
っ
た
。
こ
の
方
は
、
は

じ
め
に
神
の
も
と
に
い
た
。す
べ
て
の
こ
と
は
彼
を
介
し

て
生
じ
た
。彼
を
さ
し
お
い
て
は
な
に
一
つ
生
じ
な
か
っ

た
。
彼
に
お
い
て
生
じ
た
こ
と
は
、
命
で
あ
り
、
そ
の
命

は
人
々
の
光
で
あ
っ
た
。そ
の
光
は
闇
の
中
に
あ
っ
て
輝

い
て
い
る
。
闇
は
こ
の
光
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
（
ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
一
章
一

─

五
）

　

本
節
は
一
般
に
世
界
創
造
を
示
す
も
の
と
し
て
知
ら
れ
る

が
、
大
貫
（
二
〇
〇
〇
）
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
救
い
の
出

来
事
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
と
指
摘
す
る
。「
こ
の
方
」、
す
な

わ
ち
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
か
ら
生
じ
た
「
命
」
は
救
い
の
出

来
事
で
あ
り
、ま
た
「
そ
の
命
は
人
々
の
光
で
あ
っ
た
」。光

は
、救
い
の
出
来
事
が
信
徒
に
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
の
比
喩

と
し
て
も
理
解
さ
れ
る
。ま
た
こ
こ
で
は
、「
光
」
の
到
来
と

い
う
救
い
の
出
来
事
に
伴
っ
て
「
闇
」
と
い
う
現
実
も
描
き

出
さ
れ
る
。「
闇
」
と
は
「
光
」
以
前
の
出
来
事
、
す
な
わ
ち

イ
エ
ス
の
救
い
の
出
来
事
以
前
の
現
実
を
指
し
示
す
も
の
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

　
「
昼
と
夜
」
の
対
句
表
現
も
、本
文
書
の
重
要
な
構
成
要
素

と
な
る
。昼
は
「
暁
光
」
と
異
な
っ
た
表
現
で
は
あ
る
が
、こ

こ
で
示
さ
れ
て
い
る
光
の
あ
り
方
を
考
え
る
こ
と
で
、聖
書

に
お
け
る
「
は
じ
め
」
の
光
に
つ
い
て
示
唆
が
得
ら
れ
る
と
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考
え
る
。以
下
に
そ
の
一
例
を
引
用
す
る
。

　

イ
エ
ス
は
答
え
た
、「
昼
は
十
二
時
間
あ
る
で
は
な
い

か
。
人
が
昼
間
歩
む
な
ら
、
躓
く
こ
と
は
な
い
。
こ
の
世

の
光
を
見
て
い
る
か
ら
だ
。し
か
し
、夜
歩
け
ば
、躓
く
。

自
ら
の
う
ち
に
光
が
な
い
か
ら
で
あ
る
」（
ヨ
ハ
ネ
の
福
音

書
一
一
章
九

─

一
〇
）

　

人
々
の
光
と
し
て
表
現
さ
れ
た
イ
エ
ス
の
救
い
の
出
来
事

は
、「
昼
と
夜
」
と
い
う
対
句
表
現
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
太
陽

の
運
行
に
も
た
と
え
ら
れ
る
。「
自
ら
の
う
ち
に
光
が
な
い
」

人
々
は
、太
陽
に
照
ら
さ
れ
な
け
れ
ば
歩
む
こ
と
が
で
き
な

い
。
こ
こ
に
お
い
て
、
人
々
は
光
を
内
包
し
て
お
ら
ず
、
あ

く
ま
で
も
光
の
被
照
性
の
内
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。「
救

い
の
出
来
事
を
自
分
の
中
に
内
包
す
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

の
人
格
は
、現
存
在
と
し
て
の
人
間
の
絶
対
的
な
外
部
に
あ

り
続
け
る
」（
大
貫
、二
〇
〇
〇
）。ま
た
、「
光
の
子
と
な
る
た

め
、
光
の
あ
る
う
ち
に
、
光
を
信
じ
な
さ
い
」（
ヨ
ハ
ネ
の
福

音
書
一
一
章
三
六
）
と
あ
る
よ
う
に
、光
を
信
じ
て
受
け
入
れ

る
と
き
、人
々
は
「
光
の
子
」
つ
ま
り
「
神
の
子
」
と
な
る
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
貫
は
、
ブ
ル
ト
マ
ン
の
指
摘
を
引
用

す
る
。「
ギ
リ
シ
ア
語
の
フ
ォ
ー
ス
は
光
輝
く
現
象
、す
な
わ

ち
対
象
と
し
て
の
光
の
こ
と
で
は
な
い
。
…〔
中
略
〕
…
こ
こ

と
そ
こ
、
こ
れ
と
そ
れ
と
の
区
別
が
可
能
に
な
り
、
人
々
が

歩
い
た
り
捉
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
こ

ろ
の
、
明
る
さ
と
い
う
意
味
で
の
、
昼
の
光
な
の
で
あ
る
」

（Bultm
an, 1948

）。
こ
の
ブ
ル
ト
マ
ン
の
指
摘
に
対
し
て
大

貫
（
二
〇
〇
〇
）
が
ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
と
の
共
通
性
を
見
出

す
よ
う
に
、人
々
は
光
の
現
れ
に
よ
っ
て
も
の
を
見
、捉
え
、

動
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
言
え
る
。

　

こ
こ
ま
で
大
貫
（
同
上
）
に
基
づ
き
、ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
の

「
光
」
に
つ
い
て
概
観
し
た
。こ
こ
で
光
は
、救
い
の
出
来
事

と
同
時
に
救
い
主
そ
の
も
の
を
示
し
て
お
り
、信
仰
は
光
と

し
て
も
た
ら
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
イ
エ
ス
を
受

け
入
れ
な
い
こ
と
や
不
信
仰
は
光
の
な
い
闇
の
状
態
と
し
て

示
さ
れ
る
。ヨ
ハ
ネ
の
福
音
書
で
描
か
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
的

世
界
に
お
い
て
、光
と
は
人
々
の
住
む
世
界
を
超
越
し
た
存

在
と
し
て
表
さ
れ
、そ
れ
に
よ
っ
て
視
覚
が
開
か
れ
る
の
だ

と
も
い
え
る
。人
々
は
光
に
た
と
え
ら
れ
る
信
仰
が
あ
れ
ば

こ
そ
「
躓
く
こ
と
は
な
い
」。

　

ⅱ
―

ⅱ　

太
陽
信
仰

多
く
の
民
族
神
話
に
お
い
て
、太
陽
は
古
代
か
ら
崇
拝
の

対
象
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
ユ
ン
グ
（Jung, 1963

）
の

記
述
に
見
る
ア
フ
リ
カ
の
部
族
の
太
陽
信
仰
を
参
照
す
る
。

エ
ル
ゴ
ン
人
で
あ
る
医
術
師
の
老
人
は
ユ
ン
グ
に
、す
べ

て
の
部
族
が
太
陽
の
現
れ
る
瞬
間
を
神
と
し
て
礼
拝
す
る
こ

と
、「
こ
れ
こ
そ
万
人
に
と
っ
て
真
の
宗
教
で
は
な
い
か
」
と

語
る
。
ま
た
、
紫
色
の
西
空
に
か
か
る
新
月
の
は
じ
め
の
微

妙
な
金
色
の
鎌
形
も
神
で
あ
る
。し
か
し
そ
れ
以
外
の
と
き
、

す
な
わ
ち
す
で
に
中
空
に
あ
る
太
陽
は
彼
ら
に
と
っ
て
神
で

は
な
い
。ま
た
ユ
ン
グ
が
彼
ら
に
対
し
て
宗
教
的
な
質
問
を

す
る
と
き
、「
何
か
本
質
的
な
も
の
に
突
き
当
る
と
彼
ら
は

し
ば
し
ば
深
い
感
動
の
徴
を
見
せ
、目
を
う
る
ま
せ
る
」（
同

上
）。
彼
ら
に
と
っ
て
宗
教
と
は
理
屈
で
は
な
く
事
実
で
あ

り
、重
大
で
感
動
さ
せ
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
。ユ
ン
グ
は
、

プ
エ
ブ
ロ

―

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
生
活
が
宗
教
的
な
も
の
に
支

え
ら
れ
て
い
る
た
め
、そ
も
そ
も
彼
ら
の
言
語
に
は
「
宗
教
」

と
い
う
言
葉
が
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。太
陽
は
彼
ら
の
信

仰
対
象
で
あ
り
、そ
の
顕
現
が
彼
ら
を
深
く
感
動
さ
せ
る
要

因
と
な
っ
て
い
る
。以
下
に
そ
の
部
分
を
引
用
す
る
。

　

そ
の
話
し
合
い
の
終
わ
り
が
け
に
、あ
る
老
人
が
突
然

大
声
で
叫
ん
だ
の
で
あ
る
、「
朝
に
な
っ
て
、
太
陽
が
昇

る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
小
屋
か
ら
飛
び
出
し
て
、
手
に
唾

を
は
き
、そ
の
両
手
を
太
陽
に
向
か
っ
て
さ
し
上
げ
る
の

だ
」
と
。（
同
上.

）

　

そ
の
老
人
は
祈
り
の
儀
式
の
意
味
を
知
ら
な
い
。「
わ
れ

わ
れ
は
い
つ
も
そ
う
や
っ
て
き
た
の
だ
」（
同
上
）
と
彼
が
言

う
よ
う
に
、彼
ら
は
行
為
自
体
に
特
定
の
意
味
を
担
わ
せ
て

「
祈
る
」
の
で
は
な
く
、も
は
や
儀
式
を
儀
式
そ
の
も
の
と
し

て
行
っ
て
い
る
の
だ
と
言
え
る
。
ユ
ン
グ
は
ま
た
、
普
段
は

騒
が
し
い
狒ひ

ひ々

た
ち
が
毎
朝
身
じ
ろ
ぎ
も
せ
ず
太
陽
に
向

か
っ
て
座
る
こ
と
を
も
語
る
。彼
は
こ
の
出
来
事
を
受
け
て

述
べ
る
。「
そ
の
と
き
私
は
、人
間
の
魂
に
は
始
原
の
と
き
か

ら
光
へ
の
憧
憬
が
あ
り
、原
初
の
闇
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
い

う
抑
え
難
い
衝
動
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し

た
」（
同
上
）。

　

プ
エ
ブ
ロ
‐
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
と
っ
て
、太
陽
の
「
現
れ
」

は
何
ら
か
の
特
別
な
価
値
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
な
ぜ
太
陽
の
現
れ
と
い
う
現
象
の
み
が
重
視
さ
れ
る
の

か
。太
陽
の
現
れ
自
体
は
瞬
間
的
で
ほ
と
ん
ど
一
時
的
な
出

来
事
で
あ
り
、
そ
の
一
瞬
に
お
い
て
人
は
初
め
て
、
太
陽
の

光
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
太
陽
の
現
れ
を
目

に
す
る
こ
と
は
最
も
原
初
的
な
出
来
事
で
あ
り
、視
界
の「
開

け
」
と
い
う
最
初
の
現
象
的
体
験
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
太

陽
の
現
れ
に
よ
っ
て
、そ
れ
ま
で
深
い
闇
に
包
ま
れ
て
い
た

夜
の
世
界
が
大
き
く
そ
の
姿
を
変
え
、
朝
に
な
る
。
こ
の
体

験
は
人
が
随
意
に
操
作
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。人
は
そ
の

闇
の
中
で
た
だ
ひ
た
す
ら
光
が
来
る
の
を
待
つ
だ
け
で
あ

る
。「
祈
り
の
コ
ロ
ナ
」
に
お
い
て
、祈
り
は
交
換
的
対
話
と

し
て
成
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、祈
る
者
が
超
越
的
な
も
の

の
実
現
に
向
け
て
眼
差
し
を
向
け
続
け
る
こ
と
と
し
て
描
か

れ
て
い
た
。
こ
の
祈
り
に
対
し
、
応
答
が
「
超
越
世
界
を
通

し
た
回
帰
」
と
い
う
形
で
も
た
ら
さ
れ
る
。
毎
日
の
太
陽
の

運
行
が
エ
ル
ゴ
ン
族
に
と
っ
て
宗
教
的
な
出
来
事
と
し
て
捉
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え
ら
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
毎
日
の
「
超
越
世
界
を
通
し

た
回
帰
」
が
生
み
出
す
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

世
界
の
運
行
と
と
も
に
形
成
さ
れ
て
き
た
人
間
の
生
は
、

「
見
え
な
い
」
と
い
う
視
覚
的
な
塞
が
り
を
現
実
的
な
危
険

と
し
て
、ま
た
心
的
な
恐
れ
と
し
て
捉
え
て
き
た
。太
陽
は
、

こ
の
「
見
え
な
い
」
状
態
を
切
り
開
く
、
人
間
を
超
越
し
た

大
い
な
る
力
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
太
陽
が
現
れ
る
瞬
間
、

人
間
を
取
り
巻
く
世
界
に
は
最
た
る
変
化
が
も
た
ら
さ
れ

る
。太
陽
の
現
れ
と
い
う
人
の
力
を
超
え
た
出
来
事
が
、人
々

を
取
り
巻
く
環
境
だ
け
で
な
く
そ
の
人
々
自
身
に
大
き
く
影

響
を
与
え
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。そ
の
た
め
に
人
間

は
太
陽
に
信
仰
を
根
付
か
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

人
間
は
太
陽
の
運
行
に
伴
い
、超
越
世
界
と
の
か
か
わ
り

の
中
で
生
き
て
き
た
こ
と
が
こ
こ
で
示
さ
れ
る
。人
は
自
身

の
力
を
超
え
た
も
の
に
対
し
、そ
の
超
越
性
が
生
起
す
る
こ

と
を
願
う
。こ
の
態
度
は
、暁
光
を
願
う
エ
ル
ゴ
ン
族
の
人
々

の
行
動
や
ユ
ン
グ
の
記
述
か
ら
も
同
様
に
現
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
文
献
か
ら
は
、
光
が
そ
の
出
現
の
瞬

間
に
超
越
的
な
価
値
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、

光
の
な
い
「
闇
」
の
状
態
に
お
い
て
光
へ
向
か
お
う
と
す
る

衝
迫
を
人
間
が
持
っ
て
い
る
こ
と
も
示
唆
的
に
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

ⅱ
―

ⅲ　
「
暁
光
」
と
し
て
の
光

　

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
小
林
の
用
い
た
「
暁
光
」
の
表
現
に

目
を
向
け
て
み
る
。小
林
は
祈
り
の
行
為
論
を
展
開
す
る
際

に
、大
江
の
語
り
を
受
け
て
祈
り
の
契
機
と
呼
べ
る
よ
う
な

出
来
事
を
「
突
然
に
差
し
込
ん
だ
暁
光
の
よ
う
な
そ
の
可
能

性
」
と
表
現
し
た
。ⅱ

―

ⅰ
、ⅱ

―

ⅱ
に
お
い
て
検
討
し
た
太

陽
光
の
現
れ
と
し
て
の
暁
光
を
参
照
し
な
が
ら
、こ
こ
に
表

現
さ
れ
た「
暁
光
」の
意
義
を
、本
論
考
を
も
と
に
検
討
す
る
。

　

暁
光
と
は
、夜
か
ら
昼
へ
と
変
わ
る
と
き
に
我
々
の
世
界

へ
も
た
ら
さ
れ
る
最
初
の
太
陽
の
光
で
あ
っ
た
。そ
れ
は
視

覚
が
閉
ざ
さ
れ
た
状
態
か
ら
視
覚
に
よ
っ
て
事
物
を
捉
え
う

る
状
態
へ
と
移
行
す
る
契
機
、始
ま
り
と
な
る
。「
見
え
な
い
」

か
ら
「
見
え
る
」
へ
と
開
か
れ
る
契
機
と
は
、
人
間
の
可
能

性
を
、自
身
の
力
を
超
え
た
超
越
的
な
作
用
に
よ
っ
て
開
く

体
験
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
翻
っ
て
、
人
間
に
は
光
の

な
い
「
闇
」
と
い
う
状
態
が
本
然
的
に
隣
り
合
っ
て
お
り
、

光
の
被
照
性
の
う
ち
に
あ
る
た
め
に
、超
越
世
界
か
ら
到
来

す
る
光
へ
向
か
お
う
と
す
る
意
志
の
必
要
を
示
し
て
も
い

る
。

　

小
林
は
大
江
の
語
り
に
お
い
て
、今
ま
で
人
間
の
言
葉
を

話
す
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
息
子
の
初
め
て
の
言
葉
「
ク

イ
ナ
、で
す
」
を
耳
に
し
た
出
来
事
を
挙
げ
た
。そ
し
て
、こ

の
出
来
事
が
大
江
に
と
っ
て
自
ら
を
祈
り
へ
と
差
し
向
け
る

契
機
と
な
っ
た
。
こ
の
祈
り
は
、
他
者
が
自
分
と
同
じ
「
人

間
の
言
葉
」
を
共
有
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
他
者
と
世
界

を
分
有
す
る
こ
と
」
を
願
う
祈
り
で
あ
る
。
大
江
の
出
来
事

は
「
暁
光
」
と
言
い
表
さ
れ
る
。

　

息
子
が
言
葉
を
話
す
か
も
し
れ
な
い

0

0

0

0

0

0

と
思
う
出
来
事
は
、

昼
で
は
な
く
暁
光
と
呼
ば
れ
る
。
暁
光
は
、
い
ま
だ
昼
の
世

界
に
は
到
っ
て
は
い
な
い
。
息
子
が
言
葉
を
話
す
こ
と
は
、

息
子
の
声
を
た
だ
一
度
だ
け
耳
に
し
た
か
も
し
れ
な
い

0

0

0

0

0

0

大
江

に
と
っ
て
確
実
に
は
保
証
さ
れ
て
お
ら
ず
、信
じ
ら
れ
て
も

い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
可
能
性
は
「
突
然
に
差
し
込
ん

だ
」
と
も
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
身
の
作
為
と
は
ま
っ
た

く
別
の
方
法
で
到
来
し
た
こ
と
を
示
し
て
も
い
る
。

　

息
子
が
人
間
の
言
葉
を
話
す
か
も
し
れ
な
い

0

0

0

0

0

0

と
い
う
可
能

性
は
、
大
江
を
「
祈
り
」
へ
と
差
し
向
け
る
。
彼
自
身
は
、
こ

の
可
能
性
に
向
か
っ
て
「
こ
の
世
界
に
属
す
る
も
の
で
は
な

い
よ
う
な
ひ
と
つ
の
力
の
働
き
を
願
う
」（
三
四
頁
）
よ
う
な

祈
り
の
行
為
を
、
ひ
た
す
ら
に
捧
げ
る
。
息
子
が
本
当
に
言

葉
を
話
す
か
ど
う
か
は
、
大
江
自
身
の
能
力
で
判
断
、
操
作

し
う
る
こ
と
で
は
な
い
。
可
能
性
は
我
々
の
力
を
超
え
て
、

「
到
来
す
る
こ
と
を
や
め
な
い
」（
三
七
頁
）
し
、「
結
果
的
に

世
界
内
に
到
来
し
な
い
」（
三
七
頁
）
こ
と
も
あ
る
。
少
な
く

と
も
可
能
性
へ
と
注
意
を
注
ぎ
続
け
る
大
江
は
、す
で
に
太

陽
と
い
う
被
照
性
、す
な
わ
ち
信
仰
心
の
う
ち
に
歩
み
を
始

め
た
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。こ
の
行
為
は
ユ
ン

グ
が
示
唆
し
た
よ
う
に
、超
越
的
な
も
の
の
到
来
を
待
ち
望

む
原
初
的
な
衝
迫
と
も
呼
べ
る
よ
う
な
意
志
を
向
け
る
こ
と

に
も
近
い
。

　

以
下
に
祈
り
の
行
為
論
に
お
け
る
「
暁
光
」
と
い
う
表
現

を
ま
と
め
る
。「
暁
光
」
と
は
あ
る
一
つ
の
出
来
事
が
そ
の
人

に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
、自
身
の
能
力
を
超
え
た
場
に
お
け
る

可
能
性
が
生
起
す
る
こ
と
で
あ
る
。そ
し
て
可
能
性
の
生
起

と
し
て
の
暁
光
は
、超
越
世
界
か
ら
の
回
帰
を
祈
る
信
仰
心

に
も
似
た
道
筋
、す
な
わ
ち
宗
教
性
へ
の
開
け
を
そ
の
人
に

示
す
こ
と
と
な
る
。

　

ⅲ　

表
現
さ
れ
た
光
と
宗
教
性

　

こ
こ
ま
で
小
林
が
本
論
考
で
表
現
し
た
二
つ
の
光
の
意
義

の
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

　

本
論
考
に
お
い
て
、祈
り
と
は
他
者
と
の
世
界
の
分
有
を

願
う
行
為
と
さ
れ
る
。
他
者
は
、
世
界
の
分
有
を
願
わ
れ
る

と
同
時
に
、
祈
る
者
に
と
っ
て
の
限
界
と
し
て
も
現
れ
る
。

こ
の
他
者
の
他
者
性
は
、
限
界
へ
「
向
か
い
合
う
」
こ
と
に

よ
っ
て
現
れ
来
た
る
も
の
だ
と
言
え
る
。

　

ま
た
光
と
は
、祈
る
者
に
と
っ
て
不
可
能
な
出
来
事
が
超

越
的
な
一
つ
の
力
に
よ
っ
て
到
来
す
る
こ
と
、そ
れ
自
体
で

あ
る
。な
か
で
も
「
コ
ロ
ナ
」
と
呼
ば
れ
る
光
は
、祈
り
を
通

じ
て
我
々
が
世
界
を
分
有
し
よ
う
と
す
る
「
他
者
」
と
向
き

合
い
、
そ
の
可
能
と
不
可
能
、
自
然
的
世
界
と
超
越
世
界
の

は
ざ
ま
に
お
い
て
可
能
性
が
ふ
た
た
び
生
起
す
る
こ
と
を
信

じ
続
け
る
行
為
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
暁
光
」

と
は
、
生
起
し
た
一
つ
の
可
能
性
で
あ
り
、
自
身
の
能
力
を

超
越
し
た
可
能
性
へ
開
か
れ
る
こ
と
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
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す
な
わ
ち
、い
ま
だ
そ
れ
ま
で
の
自
然
的
世
界
の
秩
序
内
に

あ
り
な
が
ら
、そ
の
可
能
性
の
生
起
に
よ
っ
て
世
界
の
限
界

へ
と
眼
差
し
を
向
か
わ
せ
る
契
機
と
な
る
の
が
こ
の「
暁
光
」

で
あ
る
と
言
え
る
。

　

こ
の
二
つ
の
光
は
い
ず
れ
も
太
陽
光
と
し
て
示
さ
れ
て
い

る
。大
貫
（
二
〇
〇
〇
）
に
よ
る
聖
書
の
検
討
か
ら
も
示
唆
さ

れ
る
よ
う
に
、
光
と
は
、
自
然
的
世
界
の
外
部
か
ら
、
世
界

内
存
在
と
し
て
の
自
身
と
は
別
の
あ
り
方
で
到
来
す
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
光
は
、
大
江
の
語
り
を
受
け
て
別

に
言
い
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。本
来
は
直
接
に
言
語
化

で
き
な
い
出
来
事
を
表
す
た
め
の
光
の
比
喩
は
、そ
れ
自
体

が
太
陽
光
で
あ
り
な
が
ら
自
然
的
世
界
を
表
象
す
る
も
の
で

は
な
い
。本
人
に
と
っ
て
は
た
だ
言
語
を
絶
し
て
体
験
さ
れ

る
そ
の
出
来
事
は
、
自
ら
の
力
を
超
え
「
到
来
す
る
こ
と
を

や
め
な
い
」（
小
林
、二
〇
〇
〇
、三
七
頁
）
し
、「
結
果
的
に
世

界
内
に
到
来
し
な
い
」（
同
上
）
こ
と
も
あ
る
。そ
れ
ゆ
え
に
、

世
界
の
限
界
へ
と
眼
差
し
を
向
け
た
者
は
そ
の
到
来
を
「
信

じ
」
て
見
つ
め
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
聞
き
届
け
る
こ
と

が
前
提
と
し
て
必
要
に
な
る
。こ
ち
ら
か
ら
の
身
を
捧
げ
る

よ
う
な
一
方
的
な
「
信
」
に
よ
っ
て
、
超
越
性
と
し
て
現
れ

る
光
と
の
関
わ
り
は
成
立
す
る
。

　

す
な
わ
ち
本
論
考
で
示
さ
れ
た
二
つ
の
光
は
、宗
教
性
へ

と
開
か
れ
る
「
信
」
の
構
造
、「
祈
り
の
行
為
論
」
を
象
徴
的

に
示
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
と
め

　

論
考
「
祈
り
の
コ
ロ
ナ
」
で
表
現
さ
れ
た
光
は
、
既
存
の

テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
在
り
よ
う
に
即
し
て
表
現
さ
れ
、そ
の

テ
ク
ス
ト
性
と
と
も
に
示
唆
的
に
性
質
を
示
す
も
の
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
光
の
比
喩
が
小
林
の
恣

意
で
あ
っ
て
他
の
表
現
も
許
さ
れ
る
証
左
に
は
な
り
得
な

い
。そ
れ
は
古
代
か
ら
宗
教
性
と
光
が
密
接
な
関
係
に
あ
っ

た
か
ら
で
は
な
い
。
端
的
に
は
、
本
稿
に
お
い
て
光
の
比
喩

を
個
人
の
主
観
的
な
体
験
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
扱
っ
た
か

ら
で
あ
り
、
形
而
上
学
的
な
表
現
自
体
が
言
表
不
可
能
性
、

体
験
性
を
本
質
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。仮
に

恣
意
と
み
な
さ
れ
た
に
せ
よ
、や
は
り
意
味
性
と
主
観
的
な

体
験
を
分
離
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。

　

レ
ヴ
ィ
ナ
ス
は
倫
理
学
を
展
開
す
る
一
方
で
、光
に
関
し

て
は
現
象
学
に
基
づ
い
て
自
己
意
識
や
コ
ギ
ト
と
解
釈
し

た
。
彼
の
示
す
他
者
性
は
「
所
有
に
対
し
て
絶
対
的
な
抵
抗

を
示
す
」（Lévinas, 1984

）「
顔
」
に
代
表
さ
れ
、
視
覚
に
つ

い
て
は
「
顔
を
見
る
と
は
、既
に
『
汝
殺
す
勿
れ
』
に
聴
従
す

る
こ
と
で
あ
る
」（
同
上
）
と
さ
れ
る
。
光
は
信
仰
や
倫
理
に

か
か
わ
っ
て
論
じ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

小
林
も
、本
論
考
で
援
用
し
た
で
あ
ろ
う
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の

語
「
世
界
の
存
在
は
光
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
」

（Lévinas, 1978

）
を
引
用
す
る
。し
か
し
、続
け
て
「
も
は
や

世
界
内
の
対
象
を
欠
い
て
、
見
え
る
も
の
を
失
い
、
そ
れ
故

に
逆
に
、
純
粋
に
『
見
る
こ
と
』
で
あ
り
、『
見
る
こ
と
』
と

い
う
光
と
化
し
た
超
越
論
的
主
観
そ
の
も
の
で
あ
る
よ
う
な

眼
差
し
」
と
し
て
、
祈
り
の
在
り
よ
う
を
提
示
も
す
る
。
本

論
考
で
展
開
す
る「
祈
り
の
行
為
論
」は
、他
者
に
向
け
て「
見

る
こ
と
」
で
向
か
い
合
う
。「
見
る
こ
と
」
に
よ
っ
て
他
者
、

す
な
わ
ち
超
越
世
界
か
ら
の
到
来
を
見
届
け
よ
う
と
す
る
。

こ
れ
は
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
と
比
べ
、よ
り
世
界
内
的
な
態
度
を
表

そ
う
と
し
て
い
る
と
も
言
い
換
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
「
純
粋
に
『
見
る
こ
と
』」、「
見
続
け
る
こ
と
」
と
は
、「
見

え
る
」
こ
と
と
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
。「
信
」
と
結
び
つ

い
た
「
見
る
こ
と
」
は
見
え
る
も
の
を
失
い
、
そ
れ
で
も
な

お
「
見
続
け
る
こ
と
」
を
や
め
な
い
。そ
の
先
に
、光
は
は
じ

め
て
可
能
性
と
し
て
の
み
そ
の
姿
を
表
す
。
こ
こ
に
は
、
光

を
形
而
上
学
的
な
も
の
と
し
て
表
し
続
け
る
現
象
学
の
方
法

が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
自
ら
が
光
と
化
し
て
さ
え
、
光

の
到
来
を
待
ち
望
む
。そ
れ
は
詭
弁
や
倒
錯
と
も
見
な
さ
れ

よ
う
が
、自
然
的
世
界
か
ら
超
越
世
界
へ
向
か
い
続
け
る
信

仰
の
一
様
式
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、超
越
世
界
の
到
来
を
直
接
に
言
い
表
す
こ
と

が
で
き
ず
、既
存
の
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
語
彙
や
意
味
を
担

保
し
つ
つ
表
現
さ
れ
た
も
の
を
、宗
教
的
態
度
に
お
け
る
光

の
比
喩
の
特
徴
と
し
た
。
こ
の
と
き
、
宗
教
性
に
お
け
る
光

と
は
視
覚
で
は
な
く
、
む
し
ろ
世
界
の
限
界
た
る
「
他
者
」

の
到
来
と
し
て
示
さ
れ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、
こ
の
光

の
他
者
性
、そ
し
て
扱
え
な
か
っ
た
個
人
に
内
在
す
る
光
の

検
討
を
挙
げ
、本
稿
を
閉
じ
る
。

補
記

今
回
検
討
資
料
と
し
て
用
い
た「
祈
り
の
コ
ロ
ナ
」（
小
林
、二
〇
〇
〇
）

の
引
用
は
、ペ
ー
ジ
数
の
み
記
載
し
た
。

注１　
『
美
と
光
―
―
西
洋
思
想
史
に
お
け
る
光
の
考
察
』（
熊
田
陽
一

郎
、一
九
八
六
年
、国
文
社
）
で
は
、ク
レ
メ
ン
ス・ボ
イ
ム
カ
ー
が
「
光

の
形
而
上
学
」
の
語
を
創
出
し
た
こ
と
、
古
代
以
降
中
世
に
至
る
光

の
思
想
を
略
説
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

２　
（
下
降
の
方
向
の
祈
り
は
）
自
我
否
定
的
に
我
執
を
放
棄
す
る
方

向
で
あ
り
、
自
我
や
我
執
は
そ
れ
に
気
づ
く
た
び
に
放
下
さ
れ
、
自

我
の
中
枢
部
を
構
成
し
て
い
る
も
の
…〔
中
略
〕…
を
も
捨
て
る
方
向

で
す
（
棚
次
、
二
〇
〇
九
）
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は
じ
め
に

　

本
稿
は
、鎌
田
東
二
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
が
受
け
入
れ
教
員
と
な
っ
て
行
わ
れ
た
京
都
大
学

こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
の
二
〇
一
三
年
度
連
携
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
被
災
地
の
こ
こ
ろ
と
き
ず
な
の
再
生
に
芸

術
実
践
が
果
た
し
う
る
役
割
を
検
証
す
る
基
盤
研
究
Ⅱ
」
の

活
動
報
告
で
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
受
け
入
れ
教
員　

鎌
田
東
二 

教
授

研
究
代
表
者　

大
西
宏
志 

京
都
造
形
芸
術
大
学

連
携
研
究
員　

近
藤
髙
弘 

造
形
美
術

　
　
　
　
　
　

上
林
壮
一
郎 

京
都
造
形
芸
術
大
学

　
　
　
　
　
　

や
ま
だ
よ
う
こ 

立
命
館
大
学

共
同
研
究
員　

秋
丸
知
貴 

美
学･

美
術
史

　
　
　
　
　
　

原
田
憲
一 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
京
都
自
然
史
研
究
所

　
　
　
　
　
　

須
田
郡
司 

写
真･

巨
石
研
究

　
　
　
　
　
　

岡
田
修
二 

成
安
造
形
芸
術
大
学

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
〇
一
二
年
度
か
ら
継
続
し
て
行

わ
れ
て
お
り
、昨
年
度
は
震
災
直
後
か
ら
約
一
年
半
の
間
に

実
施
さ
れ
た
主
要
な
芸
術
実
践
の
調
査
と
、被
災
地
な
ど（
雄

勝
町
、
七
ケ
宿
町
、
南
相
馬
、
奈
良
県
五
條
市
）
で
行
っ
た
芸
術

実
践
が
活
動
の
中
心
と
な
っ
た
。こ
れ
ら
の
活
動
か
ら
明
ら

か
に
な
っ
た
の
は
、「
被
災
地
の
こ
こ
ろ
と
き
ず
な
の
再
生
」

を
掲
げ
る
前
に
、芸
術
家
の
こ
こ
ろ
と
被
災
地
の
こ
こ
ろ
と

の
間
に
ど
の
よ
う
な
き
ず
な
を
築
く
か
、そ
し
て
そ
れ
を
い

か
に
継
続
し
て
ゆ
く
か
が
重
要
だ
と
い
う
点
だ
っ
た1

。

　

二
〇
一
三
年
度
は
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
宮
城
県
石
巻
市

を
活
動
の
拠
点
と
し
、⑴
宮
城
県
石
巻
市
旧
雄
勝
町
の
予
備

調
査
、
⑵
予
備
調
査
を
元
に
し
た
京
都
で
の
研
究
会
（
現
地

で
の
活
動
内
容
の
検
討
）、
⑶
宮
城
県
石
巻
市
で
の
芸
術
実
践

と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、⑷
芸
術
実
践
に
よ
る
復
興
支
援
の
可
能

性
の
検
討
、⑸
芸
術
実
践
の
記
録
映
像
の
制
作
と
パ
リ
建
築

･

文
化
財
博
物
館
で
の
上
映
等
の
活
動
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
本
稿
に
は
私
以
外
の
発
言
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
は
記
録
音
声
な
ど
か
ら
私
が
抜
粋
・
編
集
し
て
文
字

に
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
の
作
業
が
遅
れ
た

た
め
に
発
言
者
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
発
言
は
必
ず
し
も
発
言
者
の

意
図
を
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
反
映
し
た
記
述
に
な
っ
て
い
な

い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。こ

の
点
を
ご
了
承
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

石
巻
市
立
図
書
館
で
雄
勝
町
史
に
関
す
る
資
料
収
集

　

五
月
一
八
日
、
石
巻
市
立
図
書
館
で
『
雄
勝
町
史
』（
雄
勝

町
史
編
纂
委
員
会
編
、
昭
和
四
一
年
）、『
市
町
村
合
併
調
査
事

業
実
施
調
査
報
告
書
』（
宮
城
県
総
務
課
、平
成
一
四
年
）
な
ど

の
郷
土
資
料
を
閲
覧
。小
学
校
社
会
科
の
副
読
本
と
し
て
作

成
さ
れ
た
『
わ
た
し
た
ち
の
雄
勝
町
』（
雄
勝
町
教
育
委
員
会
）

が
、雄
勝
町
の
歴
史
や
産
業
を
大
づ
か
み
に
把
握
す
る
の
に

適
し
た
資
料
だ
っ
た
。

　

関
西
に
住
む
私
は
、雄
勝
町
と
い
う
町
が
あ
る
も
の
だ
と

漠
然
と
思
っ
て
い
た
が
、雄
勝
町
と
い
う
行
政
区
は
す
で
に

な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
成
り
立
ち
に
は
曲
折
が

宮
城
県
石
巻
市
旧
雄
勝
町
の
予
備
調
査

（
二
〇
一
三
年
五
月
一
八
日
〜
二
〇
日
）

1

第
一
章モ

ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
会
ア
ー
ト
分
科
会
／

京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
連
携

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
二
〇
一
三
年
度
活
動
報
告

大
西
宏
志 

京
都
造
形
芸
術
大
学
芸
術
学
部
教
授
／

メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

震
災
と
モ
ノ
学
ア
ー
ト
の
試
み

第
２
部 
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あ
り
、
興
味
深
い
物
語
が
あ
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
（
平
成
一

七
）、
平
成
の
大
合
併
で
周
辺
五
町
（
桃
生
町
、
河
南
町
、
河
北

町
、北
上
町
、牡
鹿
町
）と
共
に
石
巻
市
に
合
流
し
た
。だ
か
ら
、

雄
勝
町
が
行
政
区
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
は
町
制
が
施
行

さ
れ
た
一
九
四
一
年
（
昭
和
一
六
）
か
ら
石
巻
市
に
合
流
す

る
ま
で
の
六
四
年
間
で
あ
る
。町
制
以
前
は
十
五
浜
村
と
い

う
名
前
だ
っ
た
。
な
ぜ
十
五
浜
村
か
と
い
う
と
、
一
八
八
九

年
（
明
治
二
二
）
の
町
村
制
の
施
行
で
雄
勝
地
域
の
一
二
の

浜
（
雄
勝
浜
、
明
神
浜
、
名
振
浜
、
船
越
浜
、
大
須
浜
、
熊
沢
浜
、

桑
浜
、立
浜
、大
浜
、小
島
浜
、水
浜
、分
浜
）
と
周
辺
の
三
つ
の

浜
（
河
北
町
の
釜
谷
浜
、長
面
浜
、尾
崎
浜
）
が
合
わ
さ
っ
て
一

つ
の
行
政
区
に
な
っ
た
か
ら
だ
。一
五
の
浜
が
集
ま
っ
て
十

五
浜
村
と
は
い
か
に
も
ス
ト
レ
ー
ト
な
命
名
だ
が
、地
域
の

成
り
立
ち
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
感
じ
さ
せ
る
良
い
名
前

だ
っ
た
と
思
う
。
さ
ら
に
江
戸
時
代
に
遡
る
と
、
仙
台
藩
・

桃も
の
う生

郡
・
桃
生
・
南
方
と
い
う
行
政
区
に
属
し
な
が
ら
、
一

四
の
浜
（
後
に
一
つ
の
浜
が
二
つ
に
分
離
し
て
一
五
浜
に
な
る
）

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
時
の
権
力
に

よ
っ
て
行
政
区
が
整
備
さ
れ
る
は
る
か
前
か
ら
、浜
ご
と
に

集
落
を
作
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
を
た
て
て
い
た
の
だ
ろ

う
（
表
１
）。

　

雄
勝
の
活
性
化
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、こ
の
地
域
を
ど

の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
か
（
ど
の
よ
う
な
物
語
を
紡
ぐ
か
）

が
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
雄
勝
を
、
浜

ご
と
に
独
立
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
ち
な
が
ら
緩
や

か
に
連
携
し
て
き
た
「
浜
連
合
」
と
捉
え
る
ア
イ
デ
ア
が
出

て
く
る
。
山
を
切
り
開
い
て
道
を
作
る
よ
り
も
先
に
、
船
を

使
っ
た
海
上
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
達
し
た
の
も
こ
の

地
域
が
浜
連
合
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。さ
ら
に

想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
と
、地
中
海
沿
岸
に
発
達
し
た
古

代
ギ
リ
シ
ャ
の
ポ
リ
ス
と
雄
勝
の
浜
々
が
重
な
っ
て
く
る
。

伊
達
政
宗
の
遣
欧
使
節
を
乗
せ
て
太
平
洋
を
横
断
し
た
ガ
レ

オ
ン
船
は
雄
勝
の
水
浜
地
区
で
建
造
さ
れ
た
の
で
、浜
連
合

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
も
つ
な
が
っ
て
い
た
…
…
。こ
う
し
た
想

像
力
の
暴
走
が
復
興
の
ア
イ
デ
ア
の
ひ
と
つ
と
し
て
寄
与
で

き
れ
ば
と
思
う
。

　

石
巻
市
に
な
っ
た
現
在
の
雄
勝
に
も
、
大
浜
地
区
、
大
須

地
区
と
い
っ
た
区
域
の
名
称
が
残
っ
て
い
る
が
、お
そ
ら
く

一
二
の
浜
が
お
お
よ
そ
今
の
地
区
名
に
当
た
り
、そ
れ
ぞ
れ

に
固
有
の
文
化
を
継
承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。文
化
と
い

う
と
少
し
大
げ
さ
に
聞
こ
え
る
が
、地
区
が
違
う
と
言
葉
も

少
し
異
な
る
ら
し
く
、若
い
人
は
別
の
地
区
の
お
年
寄
り
が

使
う
単
語
の
意
味
が
分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。雄

勝
の
地
区
と
浜
、そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
や
祭
り
な
ど
の
関
係
を

て
い
ね
い
に
調
べ
る
と
地
域
活
性
化
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
見
つ

か
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
え
た
。

八
月
の
芸
術
実
践
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
向
け
た
打
ち
合
わ
せ

⑴ 

雄
勝
硯
生
産
販
売
協
同
組
合
へ
硯
石
提
供
を
依
頼

　

五
月
一
九
日
、近
藤
髙
弘
研
究
員
と
合
流
し
旧
雄
勝
町
の

伊
勢
畑
地
区
に
移
動
。雄
勝
硯
生
産
販
売
協
同
組
合
の
髙
橋

頼
雄
氏
と
面
会
し
、
八
月
に
実
施
す
る
芸
術
実
践
「
ス
ト
ー

ン
サ
ー
ク
ル･

セ
レ
モ
ニ
ー
」
へ
硯
石
の
端
材
の
提
供
を
お

願
い
し
た
。
そ
の
折
、
髙
橋
氏
か
ら
工
場
の
様
子
を
う
か
が

う
機
会
を
得
た
。よ
う
や
く
小
さ
な
加
工
場
を
再
開
で
き
た

が
、そ
こ
に
は
大
き
な
原
石
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
生
産
効
率
が
悪
く
、せ
っ
か
く
の
注
文
も
お
断
り
し
て
い

る
状
態
と
の
こ
と
だ
っ
た
。学
校
教
育
か
ら
書
道
が
姿
を
消

し
硯
石
の
需
要
が
激
減
し
た
後
も
建
材
や
食
器
な
ど
新
し
い

製
品
分
野
を
開
拓
し
て
き
た
雄
勝
の
硯
石
だ
が
、需
要
を
掘

り
起
こ
す
新
製
品
の
開
発
だ
け
で
は
な
く
震
災
以
前
の
生
産

体
制
に
も
ど
す
た
め
の
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

⑵ 

石
神
社･

葉
山
神
社
宮
司
の
千
葉
秀
司
氏

　

つ
ぎ
に
大
浜
地
区
に
移
動
し
、
石

い
そ
の

神
社･

葉
山
神
社
の
千

葉
秀
司
宮
司
を
訪
ね
た
。石
神
社
は
石せ

き

峰ほ
う

山さ
ん

山
頂
に
あ
る
巨

石
を
ご
神
体
と
す
る
神
社
で
、平
安
時
代
に
延
喜
式
内
社
に

制
定
さ
れ
て
い
る
。麓
に
あ
る
葉
山
神
社
は
そ
の
里
宮
で
あ

る
（
図
１
）。
石
峰
山
は
山
岳
修
験
道
の
霊
場
で
も
あ
り
、
古

く
か
ら
山
伏
の
修
行
場
に
な
っ
て
い
る
（
図
２
）。山
伏
の
中

に
は
神
楽
師
を
兼
ね
る
者
も
あ
り
、
彼
ら
は
六
百
年
に
わ

た
っ
て
一
子
相
伝
で
神
楽
を
伝
承
し
て
き
た
。
し
か
し
、
明

治
の
神
仏
分
離
令
に
よ
っ
て
仏
教
的
な
要
素
が
否
定
さ
れ
山

伏
が
舞
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、地
域
の
神
職
が
受
け
継

い
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
石
神
社･

葉
山
神
社
の
千
葉
宮
司

家
は
そ
の
一
つ
で
あ
り
、現
在
で
も
神
楽
の
保
存
活
動
の
中

心
的
存
在
に
な
っ
て
い
る
。大
正
に
な
る
と
地
域
の
一
般
人

表 1　雄勝町の成り立ちと変遷

江戸時代
桃生郡・桃生・
南方

大森村、北境村、針岡村、福地村、
三輪田村、福田村（東福田村）、雄勝
浜、明神浜、名振浜、船越浜、大須浜、
熊沢浜、立浜、大浜、小島浜、水浜、
分浜、釜谷浜、長面浜、尾崎浜

1889 年
（明治 22）

町村制の施行で
「十五浜村」とな
る

雄勝浜、明神浜、名振浜、船越浜、
大須浜、熊沢浜、桑浜［明治一五年
に立浜から分立］、立浜、大浜、小島
浜、水浜、分浜、釜谷浜、長面浜、尾
崎浜

1941 年
（昭和 16）

町制の施行で
「雄勝町」に改名

2005 年
（平成 17）

平成の大合併で
「石巻市」に合流

雄勝町、周辺五町［桃生町、河南町、
河北町、北上町、牡鹿町］
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も
保
存
活
動
に
加
わ
る
よ
う
に
な
り
、現
在
で
は
保
存
会
が

伝
承
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
神
楽
が
「
雄
勝
法
印
神
楽
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
、平
成
八
年
に
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。現
在
の
保
存
会
会
長
は
伊
藤
博
夫

氏
で
あ
る
。東
日
本
大
震
災
で
葉
山
神
社
が
津
波
の
被
害
を

受
け
、神
楽
に
使
う
装
束
や
練
習
場
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い

た2
（
図
３
）。

　

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
中
で
、芸
術
実
践
が
果
た

し
う
る
役
割
の
ひ
と
つ
に
心
理
面
の
支
援
が
あ
る
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。特
に
震
災
か
ら
時
間
が
経
つ
に
つ
れ

て
そ
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。
そ
こ
で
、

石
神
社
・
葉
山
神
社
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
選
び
地
域
の
復
興
を

祈
願
す
る
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施
し
た
い
と
考
え
、千
葉
宮
司

に
打
診
し
た
。
は
た
し
て
、
千
葉
宮
司
か
ら
許
し
を
い
た
だ

き
、八
月
に
向
け
て
準
備
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

⑶ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
し
ら
う
め
理
事
長
・
香
積
寺
住
職
の
川
村
昭

光
氏

　

そ
の
後
、
再
び
石
巻
に
戻
り
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
し
ら
う
め
理
事
長

で
香
積
寺
住
職
の
川
村
昭
光
氏
と
、
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル･

セ
レ
モ
ニ
ー
と
合
わ
せ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
打
ち
合
わ
せ
を

行
っ
た
。川
村
住
職
は
、近
藤
髙
弘
研
究
員
の
個
人
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
命
の
ウ
ツ
ワ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
協
力
者
で
、
近
藤

研
究
員
が
宮
城
県
七
ケ
宿
で
制
作
し
た
器
を
仮
設
住
宅
に
配

布
し
て
く
れ
た
方
で
も
あ
る
。
ま
た
、
川
村
住
職
と
近
藤
研

究
員
は
、
ミ
ュ
リ
エ
ル
・
ラ
デ
ィ
ッ
ク
氏
（
サ
ン･

テ
テ
ィ･

エ
ン
ヌ
国
立
高
等
建
築
学
校
講
師
、建
築
家
）
と
共
に
「
い
き
い

き
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
て
い
た
。
こ
れ
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
し
ら
う
め
が
持
っ
て
い
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
（
厨
房
を

装
備
し
た
ト
ラ
ッ
ク
）
で
仮
設
住
宅
に
ラ
ン
チ
を
振
る
舞
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　

ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル･

セ
レ
モ
ニ
ー
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

そ
し
て
い
き
い
き
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
連
動
さ
せ

て
八
月
末
に
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

図 2　葉山神社境内にある石碑

図 3　葉山神社社殿 被災前（左）後（右）（神社 HPより）

図1　石神社・葉山神社
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被
災
地
の
こ
こ
ろ
と
き
ず
な
の
再
生
に
芸
術
実
践
が
果
た

し
う
る
役
割
を
検
証
す
る
基
盤
研
究
Ⅱ 

第
一
回
研
究
会

日　

時
：
二
〇
一
三
年
六
月
二
五
日
（
火
）
午
後
六
時
～

八
時

場　

所
：
京
都
造
形
芸
術
大
学
人
間
館
Ｎ
Ａ
四
〇
九
教
室

テ
ー
マ
：
雄
勝
調
査
の
報
告
と
夏
の
イ
ベ
ン
ト

報
告
１
：
大
西
宏
志
「
二
〇
一
二
年
度
の
取
り
組
み
と
二

〇
一
三
年
度
の
計
画
」

報
告
２
：
渡
邊
淳
司
＋
大
西
宏
志
「
感
覚
に
訴
え
る
統
計
・

V
is Life 

命
の
つ
な
が
り
の
可
視
化
」

報
告
３
：
近
藤
髙
弘
＋
大
西
宏
志
「
雄
勝
の
夏
の
イ
ベ
ン

ト
案
」

討　

議
：
夏
の
イ
ベ
ン
ト
案
に
つ
い
て

　

研
究
会
で
は
、ま
ず
昨
年
度
の
総
括
と
今
年
度
の
計
画
に

つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

　

昨
年
度
の
活
動
計
画
に
あ
げ
て
い
た
が
実
現
に
至
ら
な

か
っ
た
も
の
に
、
核
分
神
社
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。
核
分

神
社
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、津
波
の
到
達
地
点
に
お
か
れ
た

波
分
神
社
の
知
恵
に
な
ら
っ
て
、放
射
性
物
質
が
到
達
し
た

地
点
に
作
品
を
設
置
し
た
り
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。自
然
現
象
で
あ
る
津
波
と
人
為

的
な
原
発
事
故
と
を
あ
え
て
同
じ
現
象
と
し
て
扱
う
こ
と

で
、日
本
人
の
自
然
観
を
問
い
直
す
と
い
う
試
み
で
も
あ
っ

た
。し
か
し
、議
論
を
進
め
る
中
で
、被
災
地
で
は
、さ
ま
ざ

ま
な
レ
ベ
ル
で
人
々
の
こ
こ
ろ
と
き
ず
な
の
修
復
が
難
し
い

状
況
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
当
事

者
で
は
な
い
者
が
本
テ
ー
マ
を
扱
い
、被
災
地
の
こ
こ
ろ
と

き
ず
な
の
再
生
に
寄
与
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
核
分
神
社
プ
ロ
ジ
ェ

予
備
調
査
を
元
に
し
た
京
都
で
の
研
究
会

（
二
〇
一
三
年
六
月
二
五
日
）

2

ク
ト
自
体
は
い
っ
た
ん
凍
結
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、震
災
が
徐
々
に
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ

あ
る
風
潮
に
対
し
て
な
ん
ら
か
の
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
こ
と
が

大
切
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
の
想
い
も
あ
っ
た
。そ
こ
で
今

年
度
は
渡
邊
淳
司
氏
と
共
に
、放
射
性
物
質
に
こ
だ
わ
ら
ず

に
何
か
で
き
る
こ
と
が
な
い
か
検
討
を
重
ね
て
き
た
。そ
の

中
で
出
て
き
た
ア
イ
デ
ア
の
ひ
と
つ
が
「
感
覚
に
訴
え
る
統

計
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
っ
た
。こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

渡
邊
氏
が
二
〇
一
一
年
に
、藤
木
淳
氏
（
科
学
技
術
振
興
機
構

さ
き
が
け
研
究
員
）
と
製
作
し
た
作
品
『A

 day in the life

』

（
図
４
）
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。『A

 day in the 
life

』
で
は
、
朝
起
き
て
か
ら
寝
る
ま
で
、
二
〇
〇
人
分
の
生

活
行
動
の
記
録
が
時
間
と
と
も
に
変
化
す
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。
映
像
の
中
の
数
字
は
「
起

床
」「
通
勤
」「
職
場
」「
就
寝
」
な
ど
人
の
一
日
の
行
動
の
種

類
を
示
し
て
お
り
、人
の
い
る
場
所
の
違
い
で
そ
の
時
ど
ん

な
行
動
を
し
て
い
た
か
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。人
々
の
暮
ら

し
ぶ
り
や
そ
の
関
係
性
が
一
日
と
い
う
単
位
で
垣
間
見
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た3

。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
ビ
ジ
ュ
ア
ラ

イ
ズ
の
方
式
を
百
年
単
位
に
引
き
延
ば
し
、行
動
の
種
類
の

中
に
歴
史
的
な
出
来
事
や
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
も
加
え
る
こ
と

で
、世
代
を
超
え
た
人
々
の
つ
な
が
り
や
命
の
つ
な
が
り
を

数
字
の
羅
列
（
統
計
）
で
は
な
い
や
り
方
で
示
す
こ
と
が
で

き
な
い
か
と
考
え
た
。
た
だ
、
こ
れ
を
実
現
し
て
い
く
に
し

て
も
、被
災
者
の
辛
い
記
憶
を
思
い
出
さ
せ
る
可
能
性
が
あ

り
、次
年
度
に
向
け
て
さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
。

　

夏
の
イ
ベ
ン
ト
案
の
検
討
で
は
、五
月
の
予
備
調
査
の
報

告
と
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
・
セ
レ
モ
ニ
ー
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
討
議
を
行
っ
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、雄
勝
石
を
加
工
し
た
と
き
に
出
た
端

材
を
石
峰
山
山
頂
に
あ
る
石
神
社
の
ご
神
体
へ
奉
納
し
た
の

ち
、麓
に
降
り
て
葉
山
神
社
の
境
内
に
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル

を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
の
ア
イ
デ
ア

は
近
藤
研
究
員
の
発
案
で
、石
巻
（
石
を
巻
く
）
と
い
う
地
名

に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
鎌
田
東
二
教
授
、
近
藤
髙
弘
研
究

員
、
岡
田
修
二
研
究
員
、
須
田
郡
司
研
究
員
に
発
表
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
研
究
員
が
個
々
に
テ
ー
マ
を
設
け
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
こ
と
が
可
能
か
否
か
検
討
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。そ
の
他
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
し
ら
う
め
の
「
い
き
い
き
Ｙ
Ａ
Ｔ

Ａ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
の
連
携
や
、
九
月
一
日
に
復
興
商

店
街
「
お
が
つ
店た

な

こ
屋や

街
」
で
行
わ
れ
る
復
興
イ
ベ
ン
ト
に

出
演
す
る
雄
勝
法
印
神
楽
の
見
学
も
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
た
。

図 4　渡邊淳司＋藤木淳『A day in the life』の画面模写
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ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
・
セ
レ
モ
ニ
ー
の
打
ち
合
わ
せ

　

八
月
二
九
日
、宮
城
県
七
ケ
宿
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

終
え
た
近
藤
研
究
員
と
雄
勝
で
合
流
し
、
石
神
社
・
葉
山
神

社
の
千
葉
宮
司
と
芸
術
実
践
（
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
・
セ
レ
モ

ニ
ー
）
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。そ
の
際
、雄
勝
の
状
況
に

つ
い
て
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。
雄
勝
に
は
、
浜
ご
と
に

神
社
と
神
楽
と
祭
り
が
あ
っ
て
地
域
の
協
同
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
維
持
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
、震
災
で
神
社

や
神
楽
の
装
束
が
流
さ
れ
住
民
も
仮
設
住
宅
で
ば
ら
ば
ら
に

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
う
か
が
っ
た
。
ま
た
、
神
社
と
祭

り
の
復
興
が
進
み
は
じ
め
た
浜
は
活
気
が
出
て
、地
域
の
こ

こ
ろ
と
き
ず
な
の
復
興
も
進
み
始
め
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

一
方
で
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
（
経
済
的
な
理
由
や
住
民
の
高
齢
化

な
ど
）
か
ら
一
律
に
復
興
が
す
す
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い

こ
と
な
ど
も
う
か
が
っ
た
。
夜
は
、
鎌
田
教
授
、
須
田
郡
司

研
究
員
、
岡
田
修
二
研
究
員
、
上
林
壮
一
郎
研
究
員
ら
も
合

流
し
、雄
勝
町
大
須
地
区
に
あ
る
亀
山
旅
館
で
夕
食
を
と
り

な
が
ら
翌
日
の
セ
レ
モ
ニ
ー
と
翌
々
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
・
セ
レ
モ
ニ
ー

　

八
月
三
〇
日
の
早
朝
、
小
雨
が
降
る
中
、
石
峰
山
の
麓
に

あ
る
葉
山
神
社
に
集
合
。登
拝
の
メ
ン
バ
ー
は
、鎌
田
教
授
、

須
田
研
究
員
、
近
藤
研
究
員
、
岡
田
研
究
員
、
上
林
研
究
員
、

そ
し
て
近
藤
研
究
員
の
弟
子
で
陶
芸
家
の
斉
氏
、「
い
き
い

き
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
企
画
者
の
一
人
で
フ
ラ

ン
ス
か
ら
参
加
し
た
建
築
史
家
の
ミ
ュ
リ
エ
ル･

ラ
デ
ィ
ッ

ク
氏
、
そ
し
て
記
録
映
像
の
撮
影
係
で
あ
る
私
、
総
勢
八
名

宮
城
県
石
巻
市
で
の
芸
術
実
践

（
二
〇
一
三
年
八
月
三
〇
日
）

3

で
の
登
拝
と
な
っ
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
ま
ず
、葉
山
神
社
の
仮
社
殿
で
千
葉
宮
司
か

ら
御
祓
い
を
受
け
た
（
図
５
）。葉
山
神
社
の
社
殿
は
津
波
で

流
さ
れ
て
お
り
、現
在
は
仙
台
の
大
崎
八
幡
宮
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
を
仮
の
社
殿
と
し
て
お
勤
め
を
行
っ

て
い
る
（
図
６
）。
先
ご
ろ
、
日
本
財
団
の
「
地
域
伝
統
芸
能

復
興
基
金
」
か
ら
支
援
金
を
得
て
社
殿
の
再
建
が
始
ま
っ
た

が
、竣
工
は
二
〇
一
五
年
の
春
に
な
る
と
の
こ
と
。
そ
れ
ま

で
は
、
仮
の
社
殿
で
頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
日
に

お
預
け
し
て
祈
禱
を
お
願
い
し
て
い
た
硯
石
と
米
・
塩
・
酒

を
い
た
だ
い
て
葉
山
神
社
を
出
発
し
た
。

　

早
朝
に
降
り
始
め
た
雨
は
徐
々
に
強
く
な
り
、足
下
が
悪

い
な
か
一
時
間
弱
の
山
道
を
山
頂
を
目
指
し
て
登
っ
て
い
っ

た
。山
道
と
い
っ
て
も
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
よ
う
な
も

の
が
整
備
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、修
験
者
が
修
行
場

と
し
て
つ
か
っ
て
い
る
獣
道
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
登
っ
て
ゆ

く
。夏
は
ス
ズ
メ
バ
チ
が
出
る
の
で
注
意
を
す
る
よ
う
に
と

言
わ
れ
て
い
た
が
、
雨
の
せ
い
か
そ
の
心
配
は
な
さ
そ
う

だ
っ
た
。
し
か
し
、
降
水
量
が
多
い
時
は
鉄
砲
水
も
あ
る
と

の
こ
と
な
の
で
注
意
を
怠
っ
て
は
い
け
な
い
。幸
い
な
こ
と

に
、
山
の
奥
深
く
に
入
る
に
つ
れ
て
木
々
の
茂
み
が
空
を

覆
っ
て
雨
を
和
ら
げ
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
濡
れ
た
落
ち
葉

が
積
も
っ
た
斜
面
は
滑
り
や
す
く
、な
ん
ど
も
転
び
か
け
な

が
ら
山
頂
を
目
指
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、
日
ご
ろ

か
ら
東
山
修
験
道
で
鍛
え
て
い
る
鎌
田
教
授
や
巨
石
を
追
っ

て
山
を
歩
い
て
い
る
須
田
研
究
員
、学
生
時
代
に
山
歩
き
を

し
て
い
た
上
林
研
究
員
は
軽
々
と
登
っ
て
い
た
。千
葉
宮
司

は
、宮
司
の
装
束
を
身
に
つ
け
足
下
も
草
履
で
こ
の
山
を
登

図 5　千葉秀司宮司

図 6　葉山神社仮社殿
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る
と
い
う
か
ら
驚
き
で
あ
る
。

　

標
高
三
五
二
メ
ー
ト
ル
の
石
峰
山
山
頂
に
着
く
と
、視
界

が
開
け
て
垂
直
に
そ
そ
り
立
つ
巨
大
な
岩
が
目
に
飛
び
込
ん

で
く
る
。
小
さ
な
岩
（
と
言
っ
て
も
幅
は
二
メ
ー
ト
ル
は
あ
る

だ
ろ
う
）
の
上
に
高
さ
七
メ
ー
ト
ル
幅
三
メ
ー
ト
ル
の
鳥
帽

子
型
の
大
き
な
岩
が
乗
っ
て
い
る
（
図
７
）。神
道
の
儀
礼
に

則
っ
て
二
礼
二
拍
手
一
礼
し
た
の
ち
鎌
田
教
授
の
法
螺
貝
吹

奏
、さ
ら
に
般
若
心
経
を
唱
え
て
か
ら
各
自
が
麓
か
ら
運
ん

で
き
た
硯
石
を
奉
納
し
た
（
図
８
）。
ま
た
、
山
頂
の
裏
手
に

あ
る
巨
石
の
参
拝
も
行
っ
た
。巨
木
に
絡
め
取
ら
れ
て
一
体

と
な
っ
た
こ
の
岩
の
写
真
が
、『
モ
ノ
学･
感
覚
価
値
研
究
』

第
七
号
の
表
紙
に
も
な
っ
て
い
る
。撮
影
は
須
田
郡
司
研
究

員
で
あ
る
。

　

し
ば
し
休
憩
し
た
後
、来
た
道
を
下
山
し
て
麓
の
葉
山
神

社
に
も
ど
っ
た
。
そ
し
て
、
津
波
で
流
さ
れ
た
本
殿
の
跡
地

を
清
め
、
参
加
者
全
員
で
硯
石
の
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
を

作
っ
た
（
図
９
）。
こ
の
場
所
は
、
新
し
い
本
殿
が
で
き
る
こ

ろ
に
は
基
礎
の
下
に
埋
ま
る
。石
で
作
っ
た
サ
ー
ク
ル
は
土

の
中
で
地
域
と
神
社
を
見
守
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
宗

教
圏
の
智
恵
と
方
法
を
芸
術
実
践
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

本
来
の
芸
術
が
持
つ
〝
こ
こ
ろ
に
働
き
か
け
る
力
〟
を
再
生

す
る
試
み
で
も
あ
っ
た
。

　

八
月
三
一
日
、石
巻
市
を
拠
点
に
被
災
者
支
援
を
行
っ
て

い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
し
ら
う
め
」
の
理
事
長
で
曹
洞
宗
香
積
寺
の

住
職
で
も
あ
る
川
村
昭
光
氏
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
で
、石
巻

開
成
第
Ⅱ
仮
設
団
地
管
理
人
会
の
協
力
を
得
て
同
北
集
会
所

で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
（
図
10
）。シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

タ
イ
ト
ル
は
「Sym

posium
 in Ishinom

aki revive

」、川

村
住
職
に
命
名
し
て
い
た
だ
い
た
（
図
11
）。
ま
た
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
合
わ
せ
て「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
し
ら
う
め
」の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

に
出
動
し
て
も
ら
い
、
プ
チ･

フ
レ
ン
チ
昼
食
会
も
行
っ
た

（
図
12
）。昼
食
会
は
、ラ
デ
ィ
ッ
ク
氏
の
「
い
き
い
き
Ｙ
Ａ
Ｔ

Ａ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
し
ら
う
め
」
の
共
同
企

画
で
進
め
ら
れ
、宮
大
工
の
川
原
温
氏
が
移
動
式
の
テ
ー
ブ

ル
や
ベ
ン
チ
を
制
作
し
、建
築
家
で
大
阪
産
業
大
学
博
士
課

程
で
学
ぶ
エ
リ
ッ
ク
・
レ
フ
ェ
ブ
ル
氏
が
料
理
の
腕
を
ふ

宮
城
県
石
巻
市
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
二
〇
一
三
年
八
月
三
一
日
）

4

図 7　石神社ご神体

図 9　ストーンサークルと参加者（撮影：上林壮一郎）

図 8　奉納した硯石

図10　石巻開成第Ⅱ仮設団地北集会所
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る
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

プ
ロ
グ
ラ
ム

第
一
部

１　

基
調
講
演
「
こ
こ
ろ
と
き
ず
な
の
再
生
と
地
域
の
伝

統
文
化
」
鎌
田
東
二

２　

活
動
報
告
「
硯
石
を
使
っ
た
雄
勝
再
生
プ
ラ
ン
と
Ｙ

Ａ
Ｔ
Ａ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
近
藤
髙
弘

３　

活
動
報
告
「
Ｙ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ミ
ュ
リ

エ
ル
・
ラ
デ
ィ
ッ
ク

４　

活
動
報
告
「
宗
教
と
も
の
づ
く
り
と
ア
ー
ト
」
岡
田

修
二

５　

活
動
報
告
「
東
北
の
巨
石
信
仰
」
須
田
郡
司

第
二
部

１　

基
調
講
演
「
失
わ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
活
」
川

村
昭
光

２　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
モ
デ
ル
と
し
て
雄
勝

の
再
興
を
考
え
る
」

パ
ネ
リ
ス
ト
：
近
藤
髙
弘
、岡
田
修
二
、須
田
郡
司
、

千
葉
秀
司
、
大
西
宏
志
、
ミ
ュ
リ
エ

ル
・
ラ
デ
ィ
ッ
ク
、
鎌
田
東
二
（
助

言
者
）、川
村
昭
光
（
司
会
）

第
一
部
：
研
究
員
に
よ
る
活
動
報
告

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、鎌
田
教
授
が
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
演
奏
す

る
小
学
唱
歌
『
故
郷
』
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
聴
衆
の
ほ
と
ん

ど
が
仮
設
住
宅
に
住
む
高
齢
者
だ
っ
た
こ
と
に
応
じ
た
鎌
田

教
授
の
臨
機
応
変
の
対
応
だ
っ
た
。ハ
ー
モ
ニ
カ
に
合
わ
せ

て
歌
詞
を
口
ず
さ
む
方
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
た
。

　

鎌
田
教
授
は
、
雄
勝
と
の
出
会
い
や
そ
の
後
の
調
査･
交

流
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。
続
い
て
「
東
北
（
陸
奥
国
）
に

は
延
喜
式
内
社
が
百
社
ほ
ど
あ
る
が
、ほ
と
ん
ど
が
自
然
災

害
の
多
い
牡
鹿
半
島
に
あ
る
。荒
ぶ
る
神
を
鎮
め
る
た
め
に

神
社
が
建
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。神
社
は
防
災
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
で
も
あ
る
」
と
の
考
察
を
紹
介
し
、「
地
域
の
こ
こ
ろ

と
き
ず
な
の
再
生
に
は
遊
び
が
必
要
。祭
り
や
民
俗
芸
能
が

そ
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
。雄
勝
法
印
神
楽
の
再
興
が
地
域

の
再
生
に
つ
な
が
る
。伝
統
的
な
祭
り
と
現
代
ア
ー
ト
な
ど

新
し
い
催
し
と
の
交
流
に
よ
る
活
性
化
も
必
要
」と
結
ん
だ
。

　

近
藤
髙
弘
研
究
員
は
、雄
勝
硯
生
産
販
売
協
同
組
合
と
協

力
し
て
開
発
し
た
器
（
硯
石
の
粉
が
釉
薬
に
使
わ
れ
て
い
る
）

を
紹
介
し
、「
こ
れ
か
ら
も
雄
勝
の
特
産
品
開
発
や
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
協
力
し
て
ゆ
き
た
い
。そ
れ
が
若
者
の
働
く
場

を
増
や
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と
よ
い
。
ま
た
、
地
域
の
伝
統

文
化
と
景
観
を
活
か
し
た
ア
ー
ト
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て

み
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

ラ
デ
ィ
ッ
ク
氏
は
、Ｙ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨

を
説
明
し
、「
屋
台
は
移
動
可
能
な
小
さ
な
建
築
物
で
、食
べ

物
を
囲
ん
で
人
が
集
ま
る
場
所
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
を
再
創
出
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

岡
田
修
二
研
究
員
は
「
宗
教
と
も
の
づ
く
り
と
ア
ー
ト
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
自
身
の
創
作
活
動
を
報
告
し
た
。琵
琶
湖

畔
に
取
材
し
た
『
水
辺
』
と
い
う
絵
画
シ
リ
ー
ズ
は
、「
自
然

環
境
の
中
に
身
を
置
き
寂
静
と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
で
制
作
し
て

い
る
。
宗
教
と
も
の
づ
く
り
と
ア
ー
ト
は
、
命
と
環
境
と
い

う
観
点
で
つ
な
が
る
」、ま
た
「
資
本
主
義
の
延
命
の
た
め
の

エ
コ
ロ
ジ
ー
で
は
な
く
こ
こ
ろ
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
が
必
要
だ
」

と
述
べ
た
。

　

須
田
郡
司
研
究
員
は
、世
界
を
回
っ
て
撮
影
し
た
磐い

わ

座く
ら

の

写
真
を
紹
介
し
な
が
ら
取
材
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
た
。

北
上
町
の
釣
石
神
社
や
雄
勝
町
の
石
神
社
な
ど
地
元
の
巨
石

も
多
数
紹
介
し
、「
石
に
は
人
を
癒
す
力
が
あ
る
。地
域
の
こ

こ
ろ
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
る
東
北
の
巨
石
文
化
を
学

図11　シンポジウムのバナーを披露する川村住職

図12　「ＮＰＯしらうめ」のキッチンカー（撮影：ミュリエル・ラディック）
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び
発
信
し
て
ゆ
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

第
二
部
：
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
活
と
社
寺
の
復
興

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
図
13
）
で
は
、ま
ず
川
村
住

職
が
「
失
わ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
活
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
講
演
を
行
っ
た
。

　

川
村
住
職
の
香
積
寺
は
、石
巻
市
の
内
陸
部
に
あ
る
桃
生

町
に
あ
る
。３
・
11
の
際
に
は
電
気
が
と
ま
っ
て
テ
レ
ビ
を

み
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、雄
勝
を
は
じ
め
沿
岸
部
が
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
と
の
こ

と
だ
。
そ
の
よ
う
な
中
、
一
四
日
に
な
る
と
、
着
の
身
着
の

ま
ま
山
中
を
越
え
て
逃
れ
て
き
た
沿
岸
部
の
人
た
ち
が
桃
生

町
に
た
ど
り
着
く
。行
政
が
行
う
お
に
ぎ
り
の
炊
き
出
し
に

加
え
て
、香
積
寺
で
は
喉
の
通
り
が
よ
く
な
る
よ
う
に
と
味

噌
汁
や
ポ
タ
ー
ジ
ュ
を
出
し
た
そ
う
だ
。お
よ
そ
千
六
百
人

が
沿
岸
部
か
ら
桃
生
に
避
難
し
て
き
た
と
い
う
。

　

ま
た
、雄
勝
町
に
あ
る
五
カ
寺
の
う
ち
三
カ
寺
が
伽
藍
を

失
い
一
人
の
聖
職
者
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。避
難
し
て
い

る
住
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
る
と
、再
び
沿
岸
部
に
戻
っ
て

家
を
建
て
た
い
と
考
え
て
い
る
人
は
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以

下
。
地
元
を
離
れ
る
と
漁
業
権
も
失
う
が
、
避
難
先
の
町
に

お
墓
を
移
し
た
い
と
い
う
人
も
で
て
き
て
い
る
そ
う
だ
。

　

川
村
住
職
は
「
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
伝
統
文
化
、
産
業
が
守
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
お
寺
と

檀
家
、氏
神
と
氏
子
と
い
う
ユ
ニ
オ
ン
が
崩
壊
し
た
後
に
な

に
が
残
る
の
か
、し
っ
か
り
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
問
題
提
起
し
た
。さ
ら
に
、「
雄
勝
が
復
興
す
れ
ば

宮
城
や
岩
手
の
沿
岸
部
の
復
興
モ
デ
ル
に
な
る
。雄
勝
に
は

硯
石
や
豊
か
な
海
な
ど
可
能
性
と
し
て
の
ア
イ
テ
ム
が
あ
る

の
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
か
ら
価
値
を
掘
り
起
こ
し
て

ほ
し
い
。そ
し
て
雄
勝
は
ま
た
家
を
建
て
て
住
む
場
所
に
値

す
る
と
示
し
て
ほ
し
い
」
と
の
投
げ
か
け
が
あ
っ
た
。

　

つ
ぎ
に
川
村
住
職
か
ら
指
名
を
受
け
、千
葉
宮
司
が
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
復
興
へ
む
け
た
活
動
事
例
と
し
て
、雄
勝

法
印
神
楽
の
復
興
事
業
を
紹
介
し
た
。

　

千
葉
宮
司
は
、雄
勝
や
女
川
に
一
八
の
神
社
を
受
け
持
っ

て
い
る
が
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
沿
岸
部
に
あ
り
津
波
の
被
害

を
受
け
た
。
そ
の
た
め
、
地
区
会
や
お
祭
り
に
使
う
道
具
は

ほ
と
ん
ど
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
地
区
会
や
お
祭
り
（
神
楽

や
獅
子
振
り
）
は
地
域
の
人
々
が
協
力
し
て
行
っ
て
き
た
の

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
そ

こ
で
ま
ず
、お
祭
り
を
復
興
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
た
と
い
う
。

　

千
葉
宮
司
は
震
災
後
す
ぐ
、雄
勝
法
印
神
楽
保
存
会
の
伊

藤
博
夫
会
長
と
連
絡
を
取
り
、
五
月
に
は
「
雄
勝
法
印
神
楽

復
興
支
援
金
」
を
立
ち
上
げ
て
全
国
か
ら
寄
付
を
募
っ
た
。

ま
た
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
へ
も
働
き
か
け
、
日
本
テ

ト
ラ
パ
ッ
ク
（
株
）
を
紹
介
し
て
も
ら
い
支
援
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
た
。そ
の
お
か
げ
で
、震
災
の
年
の
一
〇
月
に
は
、

七
、八
演
目
の
神
楽
を
上
演
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

さ
ら
に
千
葉
宮
司
は
、神
楽
に
つ
づ
い
て
獅
子
振
り
の
復

興
に
も
取
り
組
ん
だ
。雄
勝
で
は
十
ほ
ど
の
地
区
で
正
月
の

獅
子
振
り
を
行
っ
て
き
た
。
震
災
の
翌
年
の
正
月
は
、
津
波

で
流
さ
れ
た
獅
子
頭
の
代
わ
り
を
業
者
か
ら
の
レ
ン
タ
ル
で

ま
か
な
っ
た
が
、日
本
財
団
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
獅
子
頭

を
作
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
今
年
の
四
月
に
は
同
財

団
か
ら
支
援
を
得
て
、神
楽
の
練
習
所
に
も
な
っ
て
い
た
社

務
所
や
社
殿
の
再
建
に
も
め
ど
が
立
っ
た
と
の
こ
と
だ
。

　

し
か
し
、こ
う
し
た
成
功
事
例
は
、千
葉
宮
司
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
を
駆
使
し
て
広
く
情
報
収
集
で
き
た
こ
と
が
決

め
手
と
な
っ
て
い
る
。老
齢
の
神
職
や
住
職
に
同
じ
こ
と
を

求
め
て
も
難
し
い
だ
ろ
う
。こ
う
し
た
と
こ
ろ
へ
の
支
援
は
、

や
は
り
目
に
止
ま
り
や
す
い
国
や
地
方
自
治
体
か
ら
の
支
援

が
重
要
と
な
る
。
し
か
し
、
国
や
自
治
体
の
支
援
は
ス
ピ
ー

ド
が
遅
い
の
が
難
点
で
あ
る
。
ま
た
、
政
教
分
離
の
原
則
か

ら
宗
教
法
人
へ
予
算
が
下
り
に
く
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

石
巻
市
の
沖
合
に
金
華
山
が
あ
る
。こ
こ
は
一
九
七
九
年
に

南
三
陸
金
華
山
国
定
公
園
と
な
っ
て
い
る
が
、山
全
体
が
黄

金
山
神
社
の
神
域
で
あ
る
た
め
に
公
的
な
支
援
が
滞
っ
て
い

る
と
の
こ
と
だ
。金
華
山
の
復
興
に
よ
っ
て
対
岸
の
鮎
川
や

石
巻
の
観
光
業
も
復
興
す
る
わ
け
だ
が
、制
度
に
阻
ま
れ
て

ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
て
い
る
。

図13　シンポジウムのパネリスト
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鎌
田
教
授
に
よ
る
と
、復
興
庁
の
復
興
構
想
会
議
の
な
か

で
玄
侑
宗
久
氏
ら
が
強
く
は
た
ら
き
か
け
、ま
た
新
潟
県
中

越
地
震
の
と
き
の
前
例
も
あ
っ
て
、宗
教
法
人
で
あ
っ
て
も

公
的
な
支
援
を
受
け
る
筋
道
が
で
き
て
い
る
と
の
こ
と
だ4

。

と
は
い
え
、煩
雑
な
手
続
き
や
審
査
に
か
か
る
長
い
時
間
は
、

地
域
再
生
の
勢
い
を
弱
め
る
こ
と
に
な
る
。支
援
を
得
る
ま

で
の
間
を
ど
う
持
ち
こ
た
え
る
か
と
い
う
経
済
的
な
問
題
だ

け
で
は
な
く
、川
村
住
職
の
講
演
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
時
が

経
つ
ほ
ど
地
域
か
ら
人
々
の
気
持
ち
が
離
れ
て
い
っ
て
し
ま

う
。

雄
勝
復
興
の
ア
イ
テ
ム

　

つ
ぎ
に
、
川
村
住
職
か
ら
「
雄
勝
復
興
の
ア
イ
テ
ム
と
し

て
何
が
あ
る
か
。
外
か
ら
の
目
で
提
案
し
て
ほ
し
い
」
と
の

投
げ
か
け
が
あ
っ
た
。

　

近
藤
研
究
員
は
、す
で
に
坪
文
子
氏
や
武
藤
さ
よ
み
氏
ら

「
堂
島
リ
ゾ
ー
ム
」
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
、雄
勝
の
硯
石
の
粉

を
釉
薬
に
つ
か
っ
た
コ
ッ
プ
や
茶
碗
を
開
発
し
て
い
る
。近

藤
研
究
員
は
、「
硯
石
の
粉
は
、
硯
や
プ
レ
ー
ト
（
皿
）
を
作

る
際
に
出
る
廃
棄
物
な
の
で
資
源
の
有
効
利
用
に
つ
な
が

る
。
ま
た
、
湯
飲
や
茶
碗
な
ど
背
の
高
い
器
も
作
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
食
器
セ
ッ
ト
の
開
発
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な

い
か
」
と
の
ア
イ
デ
ア
を
披
露
し
た
。さ
ら
に
、「
硯
石
の
釉

薬
は
個
人
で
も
行
え
る
が
、雄
勝
全
体
で
で
き
る
こ
と
と
し

て
、風
景
、海
山
の
幸
、自
然
の
風
土
、そ
こ
に
根
付
い
て
い

る
祭
り
や
神
楽
を
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
る
か
が
重
要
だ
」

と
述
べ
た
。ま
た
そ
の
案
と
し
て
、「
雄
勝
の
景
観
を
活
か
し

た
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
ア
ー
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

考
え
ら
れ
る
。
雄
勝
を
国
際
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
が
、
こ

れ
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
自
分
の
視
点
な
の
で
地
元
の

皆
さ
ん
が
ど
う
考
え
る
か
が
大
切
だ
ろ
う
」と
付
け
加
え
た
。

　

こ
う
し
た
景
観
や
風
土
を
活
か
し
た
雄
勝
再
生
プ
ラ
ン
に

と
っ
て
懸
念
材
料
が
あ
る
。そ
れ
は
宮
城
県
が
計
画
を
進
め

て
い
る
巨
大
防
潮
堤
の
建
設
だ
。
海
の
生
態
系
の
変
化
に

よ
っ
て
漁
業
が
受
け
る
影
響
や
、海
面
が
見
え
な
く
な
る
こ

と
で
逆
に
津
波
か
ら
の
避
難
が
遅
れ
る
心
配
、そ
し
て
景
観

が
損
な
わ
れ
る
こ
と
か
ら
く
る
観
光
へ
の
影
響
。先
の
再
生

プ
ラ
ン
に
と
っ
て
よ
い
こ
と
は
ひ
と
つ
も
な
い
。し
か
し
地

元
で
は
、高
台
移
転
の
計
画
と
も
相
ま
っ
て
意
見
が
割
れ
て

い
る
ら
し
い
。頑
丈
な
防
潮
堤
を
造
り
も
と
の
場
所
に
家
を

建
て
て
住
み
た
い
と
い
う
意
見
、防
潮
堤
は
不
要
で
最
低
限

の
防
波
堤
と
高
台
の
避
難
所
、そ
し
て
避
難
所
ま
で
の
広
い

道
路
が
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
も
あ
る
と
の
こ
と
だ
。

　

そ
う
し
た
当
事
者
の
事
情
を
あ
え
て
括
弧
に
入
れ
、完
全

に
部
外
者
の
視
点
で
雄
勝
の
未
来
像
を
描
い
た
場
合
、ど
の

よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
る
か
考
え
て
み
る
。
ま
ず
、
防
波
堤

は
最
小
限
の
も
の
に
し
て
湾
の
景
観
と
生
態
系
を
守
り
、湾

岸
部
に
は
硯
石
の
工
場
や
漁
業
施
設
そ
し
て
文
化
施
設
な
ど

を
お
き
、居
住
地
区
は
高
台
に
移
転
さ
せ
景
観
に
配
慮
し
た

風
光
明
媚
な
住
宅
街
を
作
る
の
が
い
い
だ
ろ
う
。合
わ
せ
て

社
寺
と
祭
り
を
復
興
さ
せ
て
、産
業
と
文
化
と
観
光
を
結
び

つ
け
る
事
業
、
た
と
え
ば
ア
ー
ト･

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
な

新
事
業
を
起
こ
す
こ
と
が
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
外
か
ら
の
移
住
者
や
観
光
客

を
呼
び
込
む
こ
と
も
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
。

雄
勝
は
ど
こ
を
目
指
し
て
人
を
集
め
る
の
か

　

川
村
住
職
に
よ
る
と
、雄
勝
中
学
校
に
伊
達
の
黒
船
太
鼓

の
チ
ー
ム
が
あ
り
ド
イ
ツ
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
公
演
を

行
っ
た
が
、震
災
以
降
メ
ン
バ
ー
が
減
り
続
け
て
い
る
と
い

う
。
こ
れ
は
一
例
だ
が
、
住
民
の
流
出
を
止
め
る
の
に
加
え

て
新
た
な
住
民
を
増
や
す
策
は
な
い
だ
ろ
う
か
。パ
ネ
リ
ス

ト
と
会
場
か
ら
意
見
を
聞
い
た
。

岡
田　

雄
勝
が
特
別
な
場
所
に
な
る
特
徴
づ
け
が
で
き
な
い

か
考
え
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。自
然
と
景
観
と
伝
統
文
化

を
活
か
せ
ば
特
別
な
場
所
に
な
る
と
思
う
。文
科
省
が
、「
地

（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
」
と
い
う
も
の
を
実
施
し
て
い
る
。

大
学
を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
的
存
在
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。雄
勝
も
地
元
の
大
学
と
組
ん
で
応
募
し

て
は
ど
う
か
。

須
田　

雄
勝
は
何
度
も
訪
れ
た
が
海
岸
線
が
美
し
い
。い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
で
石
神
社
の
磐
の
話
を
さ
せ
て
も
ら
う
が
、

み
な
興
味
を
も
っ
て
聞
い
て
く
れ
る
。石
の
聖
地
と
い
う
か

磐
を
お
参
り
し
に
人
が
来
て
く
れ
る
と
思
う
。

鎌
田　

島
根
県
海
士
町
の
山
内
道
雄
町
長
は
、
変
わ
り
者
・

馬
鹿
者
・
若
者
・
よ
そ
者
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
や
る
と
街

お
こ
し
が
で
き
る
と
唱
え
、島
全
体
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
サ
ザ

エ
カ
レ
ー
や
岩
の
り
な
ど
を
全
国
展
開
し
て
い
る
。こ
う
し

た
動
き
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
Ｕ
タ
ー
ン
Ｉ
タ
ー
ン
が
定
着
し

て
い
る
。雄
勝
は
海
士
町
に
負
け
な
い
伝
統
文
化
や
地
場
産

業
が
あ
る
。
日
本
全
国
が
少
子
化
に
向
か
っ
て
ゆ
く
中
、
小

さ
く
て
も
機
能
す
る
集
落
を
つ
く
る
こ
と
が
未
来
の
社
会
モ

デ
ル
に
な
る
。

ラ
デ
ィ
ッ
ク　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
大
切
。ま
ず
は
雄
勝
で
の

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
し
た
い5

。

大
西　

す
ぐ
に
移
住
者
を
増
や
す
こ
と
は
難
し
い
が
、雄
勝

を
訪
問
す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。つ
ぎ
は

学
生
を
連
れ
て
訪
問
し
た
い
。

近
藤　

益
子
焼
を
育
て
た
益
子
町
が
モ
デ
ル
に
な
る
。益
子

焼
は
濱
田
庄
司
と
い
う
陶
芸
家
が
入
っ
て
か
ら
発
展
し
た

が
、若
い
陶
芸
家
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
彼
ら
の
作
品
を
町
の
雑
貨
店
が
買
い
あ
げ
て
店
で
販

売
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
。最
低
限
の
暮
ら
し
が
成
り

立
つ
仕
組
み
を
つ
く
れ
ば
、も
の
作
り
を
し
た
い
若
者
が
集

ま
っ
て
き
て
産
業
が
発
展
す
る
。
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伊
藤
博
夫　

石
巻
市
と
合
併
し
て
行
政
区
が
大
き
く
な
っ
た

た
め
雄
勝
だ
け
特
別
扱
い
し
て
も
ら
う
の
は
難
し
い
。牡
鹿

も
女
川
も
大
変
だ
。
だ
か
ら
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
を

や
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
法
印
神
楽
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

解
説
書
を
民
間
の
支
援
を
得
て
作
っ
て
い
る
。法
印
神
楽
を

観
る
た
め
に
全
国
か
ら
人
が
来
て
く
れ
る
。そ
う
し
た
人
た

ち
に
も
っ
と
神
楽
を
理
解
し
て
も
ら
っ
て
口
コ
ミ
で
全
国･

全
世
界
に
広
め
て
も
ら
い
た
い
（
図
14
）。

及
川
一
成
（
ケ
ー
プ
レ
ッ
ク
ス
代
表
取
締
役
）　

若
者
を
呼
び

込
む
だ
け
で
は
な
く
年
寄
り
が
入
っ
て
き
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
。
旭
川
の
近
く
の
過
疎
の
町
で
、
廃
校
に
な
っ
た
小

学
校
を
利
用
し
て
最
後
ま
で
治
療
を
あ
き
ら
め
な
い
ケ
ア
施

設
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
。そ
う
し
た
核
と
な
る
施
設
を

つ
く
る
と
、
他
の
産
業
が
あ
つ
ま
っ
て
く
る
。
雄
勝
で
も
同

様
の
取
り
組
み
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
と
め

　

鎌
田
教
授
は
、
こ
の
四
月
か
ら
内
閣
が
主
催
す
る
「
ふ
る

さ
と
づ
く
り
有
識
者
会
議
」
の
委
員
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

会
議
で
は
、
全
国
の
街
お
こ
し
の
成
功
事
例
を
集
め
て
、
一

一
月
に
事
例
集
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ6

。鎌
田

教
授
に
よ
る
と
、ふ
る
さ
と
づ
く
り
で
成
功
し
て
い
る
の
は
、

伝
統
文
化
が
う
ま
く
機
能
し
て
お
り
、そ
れ
に
加
え
て
新
し

い
も
の
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
い
う
。な
か
で
も

短
期
的
に
効
果
が
上
が
る
の
が
「
食
」。食
べ
物
が
き
っ
か
け

と
な
っ
て
人
が
来
て
、そ
の
土
地
の
伝
統
文
化
に
触
れ
て
リ

ピ
ー
タ
ー
に
な
る
。や
が
て
移
住
や
老
後
を
そ
こ
で
過
ご
そ

う
と
考
え
る
人
が
で
て
き
て
、地
域
の
経
済
が
活
性
化
す
る

と
い
う
シ
ナ
リ
オ
が
描
け
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は
行
政
の
課
題
が
あ
る
と
の
こ
と
。

防
潮
堤
の
建
設
を
や
め
さ
せ
て
景
観
を
守
り
、未
来
に
つ
な

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調
し
た
。

　

川
村
住
職
は
、行
政
に
期
待
す
る
よ
り
も
皆
が
そ
れ
ぞ
れ

で
き
る
こ
と
を
や
る
こ
と
が
重
要
だ
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、

今
回
の
よ
う
な
集
ま
り
を
今
後
も
継
続
し
て
ゆ
く
こ
と
が
大

切
で
、
で
き
れ
ば
年
に
何
回
か
開
催
し
た
い
と
の
抱
負
を

語
っ
た
。

地
元
で
活
動
す
る
団
体

　

今
後
の
継
続
的
な
関
わ
り
方
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
、

地
元
で
活
動
し
て
い
る
団
体
、特
に
若
い
人
た
ち
の
話
を
聞

く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
、
千
葉
宮
司
に
「
雄
勝
ま
ち
づ
く
り

協
会
（
代
表
：
及
川
拓
磨
氏
）」
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。今
回

は
、協
会
の
畑
山
泰
賢
氏
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
雄
勝
に

入
っ
て
い
る
一
般
社
団
法
人
ト
モ
ノ
テ
の
中
川
千
鶴
代
表
か

ら
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。雄
勝
ま
ち
づ
く
り
協
会
で
は
、

復
興
商
店
街
「
お
が
つ
店
こ
屋
街
」
に
隣
接
す
る
「Café 

芸
術
実
践
に
よ
る
復
興
支
援
の
可
能
性

の
検
討
（
二
〇
一
三
年
九
月
一
日
）

5

En･

縁
」（
図
15
）
を
拠
点
に
、
地
域
住
民
が
気
軽
に
集
ま
れ

る
場
所
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
公
共
施
設
を
失
い
、
町
内

の
人
口
も
激
減
す
る
中
、新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
と
の
こ
と
だ7

。

　

ま
た
、
ト
モ
ノ
テ
の
中
川
代
表
か
ら
、「
公
益
社
団
法
人

sw
eet treat 311

（
代
表
理
事
：
立
花
貴
氏
）」
を
紹
介
し
て

も
ら
っ
た
。
こ
の
団
体
は
、
廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
を
再
生

し
学
び
の
場
を
創
造
し
な
が
ら
町
の
再
生
を
図
っ
て
い
る
。

旧
桑
浜
小
学
校
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ク
ラ
ウ
ド･

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
方
法
を
つ
か
っ
て
全
国
か
ら
改
修

資
金
を
集
め
る
な
ど
、今
日
的
な
ア
イ
デ
ア
と
ス
キ
ル
を
兼

ね
そ
な
え
た
団
体
で
あ
る8

。

　

今
回
、直
接
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

が
、
硯
石
の
復
興
に
力
を
注
ぐ
「
雄
勝
石
を
復
興
支
援
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」も
活
発
に
活
動
し
て
い
る
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、雄
勝
石
の
伝
統
と
文
化
を
再
生
保
存
す
る
こ
と
で

図14　鎌田教授と伊藤法印神楽保存会会長

図15　Café En･縁
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雄
勝
の
復
興
や
雇
用
に
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。東
京
駅

に
硯
石
を
使
っ
た
石
絵
を
展
示
し
た
り
、
全
国
で
硯
石
を

使
っ
た
石
絵
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
ほ
か
、
硯
石
を

使
っ
た
製
品
の
展
示
会
な
ど
も
開
催
し
て
い
る9

。

　

ま
た
、
雄
勝
法
印
神
楽
保
存
会
で
は
、
神
楽
の
内
容
を
よ

り
分
か
り
や
す
く
、よ
り
広
く
発
信
し
て
ゆ
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
や
公
演
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
る
。地
元
で
の
公
演
だ
け
で
は
な
く
積
極
的
に
外
に

出
て
行
き
、
二
〇
一
三
年
二
月
二
日
に
は
国
立
劇
場
で
、
一

一
月
二
三
日
に
は
国
立
民
族
学
博
物
館
で
の
公
演
も
実
施
し

た11

。
白
銀
岬
に
建
つ
白
銀
神
社
と
旧
・
ホ
テ
ル
雀
島

　

三
一
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
話
題
に
の
ぼ
っ
た
白
銀
神
社

と
、そ
の
近
く
に
あ
る
旧
・
ホ
テ
ル
雀
島
を
訪
ね
た
。

　

白
銀
神
社
へ
至
る
参
道
は
車
道
か
ら
少
し
外
れ
た
山
道
に

な
っ
て
お
り
、両
側
に
背
の
高
い
杉
の
木
が
連
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
こ
こ
が
岬
で
あ
り
、参
道
の
す
ぐ
横
が
海
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
。
し
か
し
、
社
殿
が
近
づ
く
と
視
界

が
ぱ
っ
と
開
け
て
眼
下
に
雄
勝
の
海
が
広
が
る
。潮
騒
の
音

も
聞
こ
え
て
く
る
。自
然
へ
の
畏
怖
を
い
だ
か
せ
る
大
変
よ

く
考
え
ら
れ
た
導
線
で
あ
る
。
ま
た
、
社
殿
の
形
も
大
変
ユ

ニ
ー
ク
で
、真
っ
赤
な
板
張
り
の
社
殿
は
な
ん
と
形
容
し
た

ら
よ
い
か
、
ま
る
で
『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』
に
出
て
く
る

建
物
の
よ
う
に
も
見
え
る
（
図
16
）。
調
べ
る
と
、
こ
の
神
社

の
氏
子
も
震
災
後
、苦
労
し
て
祭
り
と
神
楽
を
復
興
さ
せ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。や
は
り
伝
統
文
化
の
復
興
が
地
域
の
こ

こ
ろ
と
き
ず
な
の
再
生
に
欠
か
せ
な
い
と
再
確
認
し
た
。

　

旧
・
ホ
テ
ル
雀
島
は
こ
の
付
近
で
も
っ
と
も
眺
望
に
優
れ

た
場
所
に
建
っ
て
い
る
。昭
和
五
八
年
に
オ
ー
プ
ン
し
お
よ

そ
三
十
年
間
営
業
し
た
が
、団
体
旅
行
向
け
だ
っ
た
業
態
が

徐
々
に
時
代
の
ニ
ー
ズ
と
合
わ
な
く
な
り
六
年
前
に
一
時
閉

鎖
。業
態
を
変
え
る
準
備
を
し
て
い
た
矢
先
に
震
災
に
遭
い

そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。オ
ー
ナ
ー
は
大
西
治
郎

氏
と
い
う
。
こ
こ
の
眺
望
に
惚
れ
込
ん
だ
大
西
氏
が
、
雄
勝

町
の
過
疎
対
策
事
業
と
し
て
誘
致
を
う
け
、私
財
を
投
じ
て

観
光
ホ
テ
ル
を
建
て
た
。半
島
の
突
端
か
ら
の
眺
望
は
目
の

前
を
遮
る
も
の
が
な
く
、牡
鹿
半
島
の
先
端
や
金
華
山
ま
で

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
は
、
島
根
の
足
立
美
術
館
を
参
考

に
、
大
西
氏
が
周
囲
の
庭
を
一
人
で
造
園
し
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
の
日
本
に
な
い
何
ら
か
の
施
設
を
模
索
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
ト
モ
ノ
テ
の
中
川
代
表
か
ら
、
大
西
氏
の
ご

子
息
で
東
京
で
会
社
経
営
を
行
っ
て
い
る
一
郎
氏
を
紹
介
し

て
も
ら
っ
た
。い
ず
れ
お
会
い
し
て
復
興
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

意
見
を
う
か
が
っ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

雄
勝
法
印
神
楽

　

復
興
商
店
街
「
お
が
つ
店
こ
屋
街
」
で
行
わ
れ
る
「
お
が

つ
秋
の
芸
祭
・
鼓
舞
」
に
、
雄
勝
法
印
神
楽
も
出
演
す
る
と

い
う
の
で
見
学
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ
こ
で
の
神
楽
は
、
神

社
の
祭
礼
で
舞
わ
れ
る
宗
教
儀
礼
と
し
て
の
神
楽
と
い
う
よ

り
も
、復
興
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。法
印
神
楽
の
他
に
も
伊
達
の
黒
船
太
鼓
や
獅
子

振
り
な
ど
、地
域
の
伝
統
芸
能
の
グ
ル
ー
プ
が
多
数
参
加
す

る
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
て
い
る
。屋

台
も
出
て
皆
活
き
活
き
と
し
て
お
り
、五
月
に
訪
れ
た
時
の

閑
散
と
し
た
様
子
は
嘘
の
よ
う
だ
っ
た
。千
葉
宮
司
の
話
で

は
、雄
勝
の
若
い
衆
は
数
名
で
後
は
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
こ
と
。
地
元
の
若
者
が
少
な
い
と
見
る
か
、
外
か
ら

の
若
者
を
引
き
込
む
底
力
が
あ
る
と
見
る
か
、も
ち
ろ
ん
私

は
後
者
で
あ
る
。

　

法
印
神
楽
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
太
鼓
と
謡
い
で
あ
る
。

長
め
の
バ
チ
で
手
首
の
ス
ナ
ッ
プ
を
使
っ
て
叩
く
の
で
、安

定
し
た
美
し
い
フ
ォ
ル
ム
で
演
奏
さ
れ
る
。拍
子
も
変
拍
子

が
入
っ
て
き
て
グ
ル
ー
ブ
感
が
あ
っ
て
気
持
ち
よ
い
（
図

17
）。「
お
が
つ
店
こ
屋
街
」の
食
堂「
南
三
陸
う
ま
い
も
の
屋
」

さ
ん
の
店
主
で
、雄
勝
湾
カ
レ
ー
を
作
っ
て
く
れ
た
上
山
政

彦
氏
（
雄
勝
法
印
神
楽
保
存
会
の
幹
事
で
も
あ
る
）
や
保
存
会

会
長
の
伊
藤
氏
の
姿
も
舞
台
の
上
に
あ
っ
た
。

　

宗
教
に
根
ざ
し
た
芸
能
と
観
光
と
言
え
ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
バ
リ
島
が
思
い
出
さ
れ
る
が
、雄
勝
は
バ
リ
島
に
負
け
な

い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
る
と
確
信
し
た
。

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
可
能
性

　

す
で
に
多
く
の
支
援
活
動
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
中
、

こ
れ
ら
の
貴
重
な
先
行
事
例
を
参
考
に
し
て
本
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
自
然
の
恵
み
と
伝
統
文
化･

伝
統
産
業
を
結

び
つ
け
る
「
祭
り
の
創
造
」
を
今
後
の
目
標
に
し
た
い
と
考

え
た
。そ
の
時
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
が
浜
と
海
上
交
通
で

あ
る
。
雄
勝
周
辺
の
浜
は
、
南
三
陸
金
華
山
国
定
公
園
の
一

図16　白銀神社
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部
で
あ
り
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
リ
ア
ス
式
海
岸
が
特
徴
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
が
津
波
の
被
害
を
大
き
く
し
た
が
、
変
化
に

富
ん
だ
美
し
い
景
観
を
作
り
だ
し
て
い
る
。こ
こ
に
は
一
二

の
浜
（
周
辺
を
含
め
る
と
一
五
浜
）
が
あ
り
廃
絶
し
た
も
の
も

あ
る
が
そ
れ
ぞ
れ
神
社
と
祭
り
を
持
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
を

う
ま
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
き
れ
ば
、四
国
八
十
八
箇
所
巡
り

の
よ
う
な
聖
地
巡
礼
の
ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
。こ
の
エ
リ
ア
は

十
五
浜
村
と
呼
ば
れ
て
い
た
頃
、お
そ
ら
く
は
浜
ご
と
に
独

自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
ち
な
が
ら
緩
や
か
に
連
携
す

る
浜
連
合
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。か
つ
て
の
海
上
交
通
を
観

光
用
に
復
活
さ
せ
舟
を
使
っ
て
一
二
の
浜
の
伝
統
文
化
を
巡

る
ツ
ア
ー
を
作
る
。
こ
れ
に
ア
ー
ト･

イ
ベ
ン
ト
を
組
み
合

わ
せ
れ
ば
、
直
島
の
よ
う
な
ア
ー
ト･

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
育
て

る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

　

自
然
の
景
観
だ
け
で
は
な
く
町
並
み
も
ま
た
観
光
資
源
に

な
る
。硯
石
の
粉
末
を
塗
料
や
漆
喰
に
混
ぜ
た
壁
材
を
開
発

し
漆
黒
の
町
並
み
を
実
現
で
き
れ
ば
、こ
れ
を
目
当
て
に
観

光
客
が
や
っ
て
く
る
。奈
良
県
五
條
市
に
は
漆
喰
に
墨
を
混

ぜ
た
黒
漆
喰
で
壁
を
塗
っ
た
旧
家
が
あ
る
が
、同
様
の
町
並

み
を
雄
勝
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。震
災
以

前
は
屋
根
や
壁
に
硯
石
を
使
っ
た
美
し
い
家
が
あ
っ
た
が
今

は
残
っ
て
い
な
い
。
低
コ
ス
ト
で
扱
い
や
す
い
建
材
を
開
発

し
て
復
興
住
宅
の
壁
や
屋
根
に
使
う
こ
と
で
、町
並
み
が
観

光
資
源
に
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。さ
ら
に
、少
し
先
の
こ
と

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、Ｉ
Ｔ
技
術
を
使
っ
た
「
感
覚
に
訴

え
る
統
計
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
地
元
の
方
に
受
け
入
れ
て

も
ら
え
る
か
た
ち
に
育
て
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
こ
れ
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
、こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
具
体
化
し
て
ゆ
き
た
い
。

注１　

二
〇
一
二
年
度
の
活
動
内
容
は
『
モ
ノ
学･

感
覚
価
値
研
究
』
第

七
号
参
照
。

２　

保
存
会
で
は
全
国
か
ら
復
興
支
援
金
を
募
っ
て
失
っ
た
衣
装
や

道
具
の
復
興
を
行
っ
て
い
る
。

３　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
て
映
像
か
ら
個
人
の
特
定
は
で
き
な

い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

４　

復
興
庁
が
発
表
し
た「
福
島
復
興
再
生
基
本
方
針（
案
）」
に
対

し
て
日
本
宗
教
連
盟
や
全
日
本
仏
教
会
が
行
っ
た
質
問
に
復
興
庁
が

以
下
の
回
答
を
よ
せ
て
い
る
。

「〔
前
略
〕
地
域
の
復
興
は
、単
に
イ
ン
フ
ラ
や
産
業
の
再
生
で
実
現
さ

れ
る
も
の
で
は
な
く
、地
域
の
伝
統
や
文
化
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

等
に
よ
り
、被
災
者
の
心
の
復
興
が
な
け
れ
ば
終
わ
る
も
の
で
は
な
い

と
考
え
て
お
り
、〔
中
略
〕
地
域
の
伝
統
や
文
化
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

生
等
の
視
点
や
施
策
を
盛
り
込
ん
で
お
り
ま
す
。皆
様
の
施
設
に
つ
き

ま
し
て
も
、宗
教
施
設
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、直
ち
に
国
の
施
策
の

対
象
外
と
な
る
も
の
で
は
な
く
、た
と
え
ば
、上
記
の
地
域
の
伝
統
や

文
化
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
等
の
面
か
ら
、地
域
の
復
旧
・
復
興
施

策
の
対
象
と
な
り
得
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。ま
た
、そ
れ
は
、

施
設
の
規
模
や
観
光
客
数
で
判
断
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、地
域
の
伝

統
や
文
化
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
も
、実
質
的
に
判
断
さ
れ
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す〔
以
下
略
〕」 （
平
成
二
四
年
八
月
一
七
日
、

復
興
庁
統
括
官
）。

５　

パ
リ
建
築
・
文
化
財
博
物
館«M

inim
aouse5»

「
ミ
ニ
マ
ウ
ス

　

小
さ
く
て
大
き
な
家　

そ
の
五　

街
中
の
料
理
」
展
で
展
示
予
定
。

雄
勝
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
記
録
し
た
映
像（http:// youtu.be/

lQ
LH

w
yN

U
Gpg

）。展
示
期
間
：
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二
三
日
～
一

二
月
二
日
。

６　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
有
識
者
会
議（http:// w

w
w

.kantei.go.jp/
jp/ singi/ hurusato/

）。そ
の
後
、事
例
集
は
刊
行
さ
れ
全
国
の
都
道

府
県
庁
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。

７　

雄
勝
ま
ち
づ
く
り
協
会（http:// w

w
w

.o-link.org/

雄
勝
ま
ち

づ
く
り
協
会/

）。

８　

公
益
社
団
法
人sw

eet treat 311

（http:// sw
eettreat311.

org/

）。

９　

雄
勝
石
を
復
興
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（http:// w

w
w

.
ogatsuishi-fukkou.org/

）。

10　

雄
勝
法
印
神
楽
保
存
会
公
認
サ
イ
ト（http:// w

w
w

.
geocities.jp/ hoinkagura/

）。

参
考
文
献

『
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
』
第
七
号
、
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究

会
、
二
〇
一
三
年

山
内
道
雄
『
離
島
発 

生
き
残
る
た
め
の
一
〇
の
戦
略
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、

生
活
人
新
書
、
二
〇
〇
七
年

図17　雄勝法印神楽
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「
東
日
本
大
震
災
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

─
こ
こ
ろ
の
再
生
に
向
け
て
」

第
四
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
挨
拶
文

　

鎌
田
東
二

　

本
日
は
、
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
三
時
間
半

と
い
う
短
い
時
間
で
す
が
、実
の
あ
る
議
論
が
で
き
れ
ば
幸

い
で
す
。ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
で

推
進
し
て
い
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
東
日
本
大
震
災
関
連

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

─
こ
こ
ろ
の
再
生
に
向
け
て
」
の
第
四
回

目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
す
。最
初
に
こ
れ
ま
で
の
流

れ
と
今
回
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
ま
す
。

　

第
一
回
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
二
〇
一
一
年
七
月
二
〇
日
、

震
災
後
の
活
動
や
状
況
分
析
を
中
心
に
、第
二
回
目
は
二
〇

一
二
年
一
月
二
四
日
に
宗
教
的
世
直
し
思
想
と
仙
台
の
「
心

の
相
談
室
」
の
活
動
報
告
を
中
心
に
、
第
三
回
目
は
二
〇
一

二
年
七
月
一
一
日
に
一
年
半
後
の
状
況
分
析
と
問
題
点
の
究

明
を
中
心
に
議
論
し
ま
し
た
。そ
の
際
の
発
表
と
議
論
の
内

容
は
す
べ
て
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
：

http://kokoro.kyoto-u.ac.jp/jp/event/2012/06/

new
3_1.htm

l

と
『
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
』
第
七
号
（
二

〇
一
三
年
三
月
刊
）
と
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
会
Ｈ
Ｐ
：

http://m
ono-gaku.la.coocan.jp/

に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、ご
一
読
く
だ
さ
い
。ま
た
二
〇
一
三
年
三
月
二
日
に
は
、

鈴
木
岩
弓
氏
の
所
属
す
る
東
北
大
学
大
学
院
実
践
宗
教
学
寄

附
講
座
・
文
学
研
究
科
と
島
薗
進
氏
が
代
表
を
務
め
る
宗
教

者
災
害
支
援
連
絡
会
と
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン

タ
ー
と
の
共
催
で
、「
東
日
本
大
震
災
と
宗
教
者
・
宗
教
学
者
」

と
題
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
東
北
大
学
で
行
い
ま
し
た
。

　

本
日
は
こ
れ
ら
の
活
動
を
踏
ま
え
て
、東
日
本
大
震
災
後

二
年
半
を
経
た
状
況
の
中
で
の
「
震
災
と
語
り
」
を
テ
ー
マ

に
論
議
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。被
災
に
よ
る
さ
ま

第
二
章

第
四
回
東
日
本
大
震
災
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

─
こ
こ
ろ
の
再
生
に
向
け
て

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
震
災
と
語
り
」

鈴
木
岩
弓

東
北
大
学
教
授
／
宗
教
民
俗
学

高
橋　

原

東
北
大
学
准
教
授
／
宗
教
学

河
合
俊
雄

京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
／
臨
床
心
理
学

や
ま
だ
よ
う
こ

京
都
大
学
名
誉
教
授
／
立
命
館
大
学
特
別
招
聘
教
授
／
生
涯
発
達
心
理
学

島
薗　

進

東
京
大
学
名
誉
教
授
／
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
所
長
／
宗
教
学

井
上
ウ
ィ
マ
ラ

高
野
山
大
学
教
授
／
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
学

金
子　

昭

天
理
大
学
教
授
／
倫
理
学

稲
場
圭
信

大
阪
大
学
准
教
授
／
宗
教
社
会
学

鎌
田
東
二

京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
／
宗
教
哲
学

司
会
進
行

震
災
と
モ
ノ
学
ア
ー
ト
の
試
み

第
2
部 
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ざ
ま
な
喪
失
の
体
験
や
痛
み
や
悲
し
み
が
、
一
年
経
ち
、
二

年
経
ち
、そ
し
て
本
年
三
月
に
「
三
回
忌
」
を
経
て
、ど
の
よ

う
に
語
り
出
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、被
災
現
場
で
の
民
俗
調

査
を
継
続
し
て
き
た
鈴
木
岩
弓
東
北
大
学
教
授
や
、同
大
学

実
践
宗
教
学
講
座
の
高
橋
原
准
教
授
に
よ
り
、「
被
災
後
の

幽
霊
の
語
り
」
を
テ
ー
マ
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
喪
失
の

語
り
、
グ
リ
ー
フ
（
悲
嘆
）
ケ
ア
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の

問
題
を
論
議
し
ま
す
。

　

わ
た
し
自
身
は
、
写
真
家
の
須
田
郡
司
氏
と
と
も
に
、
二

〇
一
二
年
五
月
に
第
一
回
目
の
被
災
地
調
査
（
約
四
〇
〇
キ

ロ
）、
六
月
に
福
島
県
相
馬
市
で
の
一
〇
〇
日
慰
霊
祭
参
列
、

一
〇
月
に
ま
っ
た
く
同
じ
場
所
を
第
二
回
目
の
追
跡
調
査

（
そ
の
際
、
近
藤
髙
弘
氏
制
作
の
「
命
の
ウ
ツ
ワ
」
を
届
け
る
）、

一
一
月
に
「
命
の
ウ
ツ
ワ
」
を
福
島
県
相
馬
市
の
仮
設
寺
清

水
寺
（
本
寺
は
浪
江
町
）
に
届
け
、
そ
し
て
二
〇
一
二
年
五
月

に
は
第
三
回
目
の
追
跡
調
査
を
行
い
、被
災
地
沿
岸
部
訪
問

を
拡
大
し
て
青
森
県
八
戸
市
か
ら
福
島
県
南
相
馬
市
と
浪
江

町
と
の
立
ち
入
り
禁
止
区
域
の
境
ま
で
約
九
〇
〇
キ
ロ
を
巡

り
ま
し
た
。ま
た
同
年
八
月
に
は
宮
城
県
名
取
市
か
ら
岩
手

県
宮
古
市
・
遠
野
市
ま
で
第
四
回
目
追
跡
調
査
、
二
〇
一
三

年
三
月
に
は
宮
城
県
仙
台
市
か
ら
青
森
県
八
戸
市
ま
で
第
五

回
目
の
追
跡
調
査
を
行
い
、半
年
に
一
回
ず
つ
ほ
ぼ
同
じ
地

区
の
同
じ
施
設
を
訪
問
し
、折
々
の
状
態
を
確
認
し
て
き
ま

し
た
。そ
の
と
き
の
見
聞
の
一
端
は
、「
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値

研
究
会
」
の
Ｈ
Ｐ
：http://hom

epage2.nifty.com
/

m
ono-gaku/

の
「
研
究
問
答
」
欄
な
ど
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。六
回
目
の
追
跡
調
査
は
本
年
八
月
末
に
行
う
予
定
で
す
。

　

二
〇
一
一
年
一
〇
月
、
二
回
目
の
追
跡
調
査
の
と
き
、
次

の
よ
う
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

…
…
長
年
釜
石
港
近
く
で
営
業
し
て
い
た
ス
ナ
ッ
ク
が
二

〇
一
一
年
三
月
一
一
日
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
の
際
の

大
津
波
で
流
さ
れ
た
。そ
こ
で
内
陸
部
の
空
き
店
舗
を
探
し

て
六
月
に
営
業
再
開
し
た
。経
営
者
の
大
マ
マ
は
六
〇
代
半

ば
、
娘
の
チ
イ
マ
マ
は
三
〇
代
半
ば
で
、
チ
イ
マ
マ
に
は
震

災
時
に
小
学
校
六
年
生
の
娘
が
い
た
。

　

三
月
一
一
日
午
後
、娘
は
同
級
生
一
一
人
と
港
の
堤
防
で

釣
り
を
し
て
い
た
。
そ
の
と
き
大
地
震
が
襲
い
か
か
っ
た
。

そ
の
直
後
、町
内
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
津
波
警
報
が
流
れ
た
。

そ
こ
で
子
ど
も
た
ち
は
近
く
に
い
た
大
人
た
ち
に
促
さ
れ
、

高
台
に
避
難
し
た
。寄
せ
る
波
と
引
き
波
が
何
回
か
繰
り
返

さ
れ
る
な
か
高
台
を
駆
け
上
り
み
ん
な
が
避
難
を
終
え
た
直

後
に
、
大
き
な
真
っ
黒
な
高
波
が
襲
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は

全
員
無
事
だ
っ
た
。
が
、
そ
の
際
、
助
け
を
求
め
な
が
ら
流

さ
れ
て
い
く
何
人
も
の
人
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。そ
の
後
、

子
ど
も
た
ち
は
近
く
の
寺
に
避
難
し
た
が
、寺
に
通
じ
る
道

が
海
水
に
浸
か
っ
て
孤
立
し
た
。携
帯
電
話
も
通
じ
な
か
っ

た
た
め
に
、
学
校
で
は
こ
の
一
一
人
は
「
行
方
不
明
」
の
扱

い
と
な
っ
て
い
た
。
チ
イ
マ
マ
は
半
狂
乱
で
娘
を
探
し
た
。

四
日
後
、
チ
イ
マ
マ
と
娘
は
再
会
で
き
た
。
だ
が
、
四
月
に

中
学
一
年
に
進
学
し
た
娘
は
、半
年
以
上
経
っ
て
も
海
岸
方

面
に
は
絶
対
に
行
き
た
が
ら
な
い
。
最
近
、
釜
石
駅
前
の
電

話
ボ
ッ
ク
ス
を
見
て
、
娘
が
「
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
る
」
と

言
う
。
だ
が
、
チ
イ
マ
マ
が
見
て
も
誰
も
並
ん
で
い
な
い
。

娘
は
何
を
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
今
、
そ
の
娘
の
頭
に
五

〇
〇
円
大
の
脱
毛
跡
が
あ
る
と
い
う
。
…
…

　

こ
の
凄
絶
な
経
験
が
こ
の
少
女
に
特
別
な
「
霊
視
」
能
力

を
も
た
ら
し
、無
念
に
散
っ
て
い
っ
た
魂
が
成
仏
で
き
ず
に

「
遺
族
」
に
連
絡
を
と
り
た
く
て
電
話
ボ
ッ
ク
ス
に
並
ん
で

い
る
姿
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？　

そ
れ

と
も
、そ
れ
は
単
な
る
少
女
の「
心
の
傷
」が
も
た
ら
し
た「
幻

視
・
幻
覚
・
妄
想
」
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

こ
の
よ
う
な
話
は
た
く
さ
ん
あ
る
に
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

東
北
地
方
は
、古
来
、「
恐
山
」
の
イ
タ
コ
の
例
を
出
す
ま

で
も
な
く
、沖
縄
と
並
ん
で
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
な
民
間
信

仰
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
地
で
す
。わ
た
し
は
毎
年
七
月
に

恐
山
円
通
寺
で
行
わ
れ
る
恐
山
大
祭
の
イ
タ
コ
の
口
寄
せ
を

見
聞
し
、
岩
木
山
・
巖
鬼
山
周
辺
の
カ
ミ
サ
マ
の
祈
禱
世
界

も
垣
間
見
、早
池
峰
神
楽
や
雄
勝
法
印
神
楽
な
ど
の
山
伏
神

楽
も
見
て
き
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
息
づ
き
底
流
し
て
い
る

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
文
化
と
そ
の
折
々
の
爆
発
的
発
現
に
、わ

た
し
は
柳
田
國
男
が
『
妖
怪
談
義
』
の
序
文
で
言
う
「
原
始

の
畏
怖
」
の
形
が
生
き
て
い
る
の
を
見
る
思
い
が
し
ま
す
。

柳
田
は
、『
妖
怪
談
義
』
の
中
で
三
陸
海
岸
の
土
淵
村
の
伝
承

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
「
明
治
四
十
三
年
の
夏
七
月
頃
陸
中
上
閉
伊
郡
土
淵
村
の

小
学
校
に
一
人
の
ザ
シ
キ
ワ
ラ
シ
（
座
敷
童
）
が
現
わ
れ
、児

童
と
一
緒
に
な
っ
て
遊
び
戯
れ
た
。た
だ
し
尋
常
一
年
の
小

さ
い
子
供
ら
の
ほ
か
に
は
見
え
ず
、小
さ
い
児
が
そ
こ
に
い

る
こ
こ
に
い
る
と
い
っ
て
も
大
人
に
も
年
上
の
子
に
も
見
え

な
か
っ
た
。遠
野
町
の
小
学
校
か
ら
も
見
に
往
っ
た
が
、や
っ

ぱ
り
見
た
者
は
一
年
生
ば
か
り
で
あ
っ
た
。毎
日
の
よ
う
に

出
た
と
い
う
」

　

な
ぜ
「
尋
常
一
年
の
小
さ
い
子
供
」
だ
け
が
「
ザ
シ
キ
ワ

ラ
シ
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
？　
「
七
歳

ま
で
は
神
の
内
」と
い
う
諺
を
思
い
出
す
よ
う
な
話
で
す
が
、

わ
た
し
た
ち
は
東
北
被
災
地
を
歩
く
過
程
で
、い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
過
程
で
、

次
の
よ
う
な
こ
と
を
確
認
な
い
し
推
定
し
て
き
ま
し
た
。

　

東
北
（
陸
奥
国
）
延
喜
式
内
社
一
〇
〇
社
の
内
、石
巻
市
や

女
川
町
の
あ
る
牡
鹿
半
島
に
一
〇
社
も
密
集
し
て
い
る
こ
と

は
地
震
や
津
波
な
ど
の
自
然
災
害
の
多
発
と
関
係
が
あ
る
だ

ろ
う
。

　

東
北
被
災
地
の
津
波
浸
水
線
上
に
多
く
の
神
社
が
あ
り
、

避
難
所
に
な
っ
て
い
る
事
実
と
そ
の
安
心
・
安
全
装
置
と
し

て
の
意
味
を
確
認
し
た
。

　

そ
れ
に
関
連
し
て
、伊
豆
国
に
九
二
座
の
延
喜
式
内
社
が
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あ
る
こ
と
の
意
味
も
地
震
や
火
山
の
噴
火
な
ど
の
自
然
災
害

と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
推
定
し
た
。

　

神
楽
や
虎
舞
・
獅
子
舞
な
ど
の
芸
能
が
ま
ち
が
い
な
く
地

域
復
興
の
活
力
や
絆
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

　

日
本
三
大
祭
り
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
祇
園
祭
の
発

生
が
貞
観
一
一
年
（
八
六
九
）
に
起
こ
っ
た
貞
観
地
震
を
直

接
的
な
契
機
と
し
て
い
る
こ
と
を
推
定
し
た
。

　

日
本
の
「
癒
し
空
間
」
の
具
体
例
と
い
え
る
延
喜
式
内
社

が
、
自
然
災
害
の
襲
来
に
対
す
る
防
災
・
安
心
・
安
全
装
置

や
拠
点
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
区
の
延
喜
式
内
社
と
の
位
置
関

係
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、主
要
古
社
が
海
岸
線
に
近
い

河
岸
段
丘
に
立
地
し
て
い
る
確
率
が
高
い
こ
と
を
突
き
止

め
、
日
本
列
島
に
生
ま
れ
た
「
聖
地
・
霊
場
」
が
自
然
の
恵

み
に
深
く
依
拠
し
、
そ
れ
に
対
す
る
敬
虔
な
る
畏
怖
・
畏
敬

の
念
を
も
っ
て
維
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
の
地
質
学
的
・
生
態

学
的
・
自
然
地
理
学
的
意
味
を
再
確
認
し
た
。

　

延
喜
式
内
社
な
ど
の
各
国
主
要
古
社
が
縄
文
遺
跡
な
ど
先

史
時
代
の
遺
跡
お
よ
び
古
代
遺
跡
と
近
接
し
、縄
文
時
代
か

ら
の
信
仰
と
切
り
離
せ
な
い
こ
と
を
推
定
し
た
。

　

本
日
の
テ
ー
マ
は
、東
北
被
災
地
の
神
社
や
仏
閣
な
ど
の

聖
地
文
化
を
め
ぐ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、し
か
し
、そ

こ
で
語
ら
れ
る
こ
と
は
神
社
や
お
寺
や
お
墓
と
も
深
く
関
係

す
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
幽
霊
の
語
り
」「
喪
失
の
語

り
」「
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
」「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
」、そ
こ
に
動

い
て
い
る
「
こ
こ
ろ
」
と
「
こ
こ
ろ
の
再
生
」
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

二
〇
一
三
年
七
月
九
日　

	

鎌
田
東
二
拝

「
こ
こ
ろ
の
再
生
に
向
け
て
」
第
四
回
東
日
本
大
震
災
関
連
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

日　
　

時
：
二
〇
一
三
年
七
月
九
日
（
火
）
一
四
時
〜
一
七

時
三
〇
分

場　
　

所
：
京
都
大
学
稲
盛
財
団
記
念
館
三
階
大
会
議
室

テ 

ー 

マ
：「
震
災
と
語
り
」

第
一
部

趣
旨
説
明
：
鎌
田
東
二
（
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授
／
宗
教
哲
学
・
民
俗
学
）
一
〇
分

基
調
報
告
１
：
鈴
木
岩
弓
（
東
北
大
学
教
授
／
宗
教
民
俗
学
）
＋

高
橋
原
（
東
北
大
学
准
教
授
／
宗
教
学
）「
震
災
後
の

幽
霊
の
語
り
と
民
俗
」
六
〇
分

シ
ョ
ー
ト
コ
メ
ン
ト　

河
合
俊
雄
（
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研

究
セ
ン
タ
ー
教
授
／
臨
床
心
理
学
）

基
調
報
告
２
：
や
ま
だ
よ
う
こ
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
立
命
館

大
学
特
別
招
聘
教
授
／
生
涯
発
達
心
理
学
・
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ

心
理
学
）「
喪
失
の
語
り
」
二
〇
分

基
調
報
告
３
：
島
薗
進
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
上
智
大
学
グ
リ
ー

フ
ケ
ア
研
究
所
所
長
／
宗
教
学
）「
震
災
と
グ
リ
ー
フ

ケ
ア
の
語
り
」
三
〇
分

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
井
上
ウ
ィ
マ
ラ
（
高
野
山
大
学
教
授
／
ス

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
学
）

第
二
部

討　
　

議
：
金
子
昭
（
天
理
大
学
教
授
／
倫
理
学
）、稲
場
圭
信
（
大

阪
大
学
准
教
授
／
宗
教
社
会
学
）＋
上
記
メ
ン
バ
ー

司　
　

会
：
鎌
田
東
二

主　
　

催
：
京
都
大
学
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
震
災

関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
こ
こ
ろ
の
再
生
に
向
け
て
」

共　
　

催
：
科
研
「
身
心
変
容
技
法
の
比
較
宗
教
学
」（
身
心

変
容
技
法
研
究
会
）
＋
聖
地
文
化
研
究
会
（「
生
態

智
の
拠
点
と
し
て
の
聖
地
文
化
」）

関
連
文
献
：

•

稲
場
圭
信
『
利
他
主
義
と
宗
教
』
弘
文
堂
、
二
〇
一
一
年

•

稲
場
圭
信
・
黒
崎
浩
行
編
『
叢
書　

宗
教
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
四　

震
災
復
興
と
宗
教
』
明
石
書
店
、
二
〇

一
三
年

•

玄
侑
宗
久
『
無
常
と
い
う
力
「
方
丈
記
」
に
学
ぶ
心
の
在

り
方
』
新
潮
社
、
二
〇
一
一
年

•

玄
侑
宗
久
『
福
島
に
生
き
る
』
双
葉
新
書
、
双
葉
社
、
二

〇
一
一
年

•

玄
侑
宗
久
『
地
蔵
の
こ
こ
ろ
、
日
本
人
の
ち
か
ら
』
佼
成

出
版
社
、
二
〇
一
二
年

•

玄
侑
宗
久
・
鎌
田
東
二
『
原
子
力
と
宗
教
』
角
川one

テ
ー

マ
新
書
、
角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
一
二
年

•

島
園
進
『
日
本
人
の
死
生
観
を
読
む

─
明
治
武
士
道
か

ら
「
お
く
り
び
と
」
へ
』
朝
日
選
書
、
朝
日
新
聞
出
版
、

二
〇
一
二
年

•

鎌
田
東
二
『
現
代
神
道
論

─
霊
性
と
生
態
智
の
探
究
』

春
秋
社
、
二
〇
一
一
年

•

鎌
田
東
二
編
著
『
日
本
の
聖
地
文
化

─
寒
川
神
社
と
相

模
国
の
古
社
』
創
元
社
、
二
〇
一
二
年

第
一
部

趣
旨
説
明	

鎌
田
東
二

（
ほ
ら
貝
吹
奏
）

　

み
な
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
三
五
度
を
超
え
る
暑
さ
の
な

か
、
大
勢
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
た
だ
い
ま
よ
り
「
震
災
と
語
り
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
東
日
本
大
震
災
関
連
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
四
回
目
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

開
催
に
先
立
ち
ま
し
て
、
み
な
さ
ま
と
と
も
に
、
二
〇
一

一
年
三
月
一
一
日
に
亡
く
な
っ
た
方
々
の
み
た
ま
に
黙
禱
を

捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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（
黙
禱
）

　

黙
禱
を
終
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
三
年
間
、こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
で
被

災
・
災
害
の
問
題
に
つ
い
て
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
半
分
は
研
究
と
し
て
、
半
分
は
も
う
少
し
実
践
的
な
関

わ
り
を
持
ち
な
が
ら
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

昨
年
六
月
に
、
関
連
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
京
都

伝
統
文
化
の
森
推
進
協
議
会
の
公
開
セ
ミ
ナ
ー
で
地
球
科
学

の
原
田
憲
一
先
生
と
と
も
に
、京
の
都
の
神
性
を
災
害
か
ら

読
み
解
く
と
い
う
、災
害
と
さ
ま
ざ
ま
な
被
災
と
の
関
係
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
昨
年
一
一
月
の
比
較
文
明
学
会
で
は
、地
球
的
危
機

を
ど
の
よ
う
に
越
え
て
平
安
文
明
を
つ
く
っ
て
い
く
の
か
と

い
う
問
題
を
、
原
田
憲
一
さ
ん
の
減
災
論
、
私
の
平
安
京
の

生
態
智
論
な
ど
の
観
点
か
ら
議
論
し
ま
し
た
。

　

ま
た
本
年
二
月
に
熊
野
の
新
宮
市
で
、「
東
北
を
巡
り
、熊

野
か
ら
紡
ぐ
」、
海
・
山
の
間
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
寺
社

と
信
仰
と
い
う
話
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
本
年
二
月
に
は
日
本
の
聖
地
文
化
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
行
い
、
そ
し
て
続
く
三
月
二
日
に
は
、
本
日
の
メ
イ
ン
ス

ピ
ー
カ
ー
の
鈴
木
岩
弓
先
生
の
属
す
る
東
北
大
学
が
主
催
し

て
、ま
た
東
京
大
学
の
島
薗
進
先
生
が
代
表
を
し
て
い
る「
宗

教
者
災
害
連
絡
会
」
と
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
が
共

催
し
、
三
者
が
合
同
で
「
東
日
本
大
震
災
と
宗
教
者
・
宗
教

学
者
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
の
基
調
講
演
者
が
山
折
哲
雄
先
生
で
し
た
。こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
非
常
に
心
に
残
る
催
し
に
な
り
ま
し
た

（
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
二
〇
一
四
年
中
に
創
元
社
よ
り
単
行

本
と
し
て
出
版
さ
れ
る
予
定
で
す
）。

　

私
の
方
は
、現
代
神
道
論
や
日
本
の
聖
地
文
化
研
究
を
踏

ま
え
つ
つ
、被
災
地
を
定
期
的
に
訪
問
し
て
き
た
こ
と
か
ら

い
ろ
い
ろ
と
支
援
の
形
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ
て
き
ま
し

た
。
加
え
て
、
二
〇
一
一
年
九
月
に
、
奈
良
県
吉
野
郡
天
川

村
の
天
河
大
辨
財
天
社
を
始
め
、近
畿
南
部
が
大
水
害
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
山
崩
れ
や
土
壌
の
深
層
崩
壊
な
ど

の
自
然
災
害
の
問
題
も
わ
た
し
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
大

い
に
関
係
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
過
程
で
、
今
回
の
「
震
災
と
語
り
」
と
い
う

テ
ー
マ
に
出
会
っ
た
体
験
を
、ま
ず
最
初
に
話
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
（
開
催
挨
拶
文
に
あ
る
話
を
紹
介
、本
誌
で
は
割
愛
）。

　

こ
の
話
を
聞
い
て
、
震
災
後
、
こ
れ
ま
で
何
度
か
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、「
震
災
後
の
語
り
」
と
い
う

こ
と
を
き
ち
ん
と
取
り
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
連
携
研
究
員
の
先
生
方

の
多
く
は
宗
教
学
者
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、本
格
的
に
宗
教

学
を
学
ん
で
き
た
者
が
中
心
に
な
っ
て
、「
震
災
後
の
語
り
」

と
い
う
も
の
を
、ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
、グ
リ
ー
フ
ケ
ア
、

心
の
ケ
ア
と
絡
ま
せ
な
が
ら
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
、
よ
う
や
く
、
今
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
た
わ

け
で
あ
り
ま
す
。

　

私
自
身
は
、
こ
の
間
、
主
に
寺
社
や
さ
ま
ざ
ま
な
新
宗
教

の
教
会
と
か
を
訪
ね
て
い
き
ま
し
た
。前
に
も
ち
ょ
っ
と
話

し
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
東
北
地
方
、
陸
奥

国
に
は
一
〇
〇
座
の
延
喜
式
内
社
が
あ
り
ま
す
。

　

今
日
は
わ
た
し
の
話
が
メ
イ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
簡

単
に
言
い
ま
す
が
、
こ
の
一
〇
〇
座
の
内
、
石
巻
に
女
川
原

子
力
発
電
所
が
あ
り
ま
す
が
、こ
の
周
辺
に
延
喜
式
内
社
が

一
〇
座
と
非
常
に
多
く
集
中
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

こ
の
よ
う
に
、延
喜
式
内
社
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
を
私

た
ち
は
理
解
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
、
石
巻
市
周

辺
、
女
川
町
周
辺
、
昔
の
牡
鹿
郡
に
延
喜
式
内
社
や
寺
社
が

集
中
し
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
、こ
こ
に
地
震
や
災
害
が
多

か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
鎮

め
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
寺
社
が
、特
に
「
ち
は
や
ぶ
る
神
」

を
祀
る
神
社
が
多
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
論
を

し
ま
し
た
。

　

実
際
に
、
今
回
、
災
害
の
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
神
社
や

お
寺
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
、特
に
古
い
神
社
に
関

し
て
、
そ
う
い
う
例
が
多
く
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
分

か
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
例
外
は
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
関
連
し
て
、伊
豆
に
九
二
座
の
延
喜
式
内
社
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
も
延
喜
式
内
社
が
異
様
に
多
い
の
で
す
。
な

ぜ
伊
豆
国
と
い
う
、
小
さ
い
伊
豆
半
島
あ
た
り
、
あ
る
い
は

島
々
に
九
二
座
も
の
延
喜
式
内
社
が
あ
る
の
か
。な
ぜ
東
北

地
方
全
体
に
匹
敵
す
る
ぐ
ら
い
多
い
数
の
延
喜
式
内
社
が
あ

る
か
と
言
う
と
、同
じ
く
こ
こ
に
も
災
害
が
多
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
。つ
ま
り
、大
地
震
や
火
山
活
動
が
多
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
所
に
芸
能
や
、
古
く
か
ら

の
神
社
が
多
く
残
っ
て
い
る
の
で
す
。昔
か
ら
人
々
は
よ
く

わ
か
っ
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
形
で
、
災
害
対
策
を

し
て
い
た
の
で
す
。

　

現
在
、
京
都
は
祇
園
祭
の
最
中
で
す
が
、
こ
の
祇
園
祭
も

貞
観
一
一
年
（
八
六
九
）
七
月
、旧
暦
の
五
月
に
起
こ
っ
た
貞

観
地
震
の
一
二
日
後
に
祇
園
祭
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
祇
園

鎌田東二氏
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御
霊
会
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、祇
園
祭
も
貞
観
大
震
災
と

関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
か
な
り
は
っ
き
り
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

こ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
が
分
か
り
、私
た
ち
も
石
巻
市
雄

勝
町
と
か
、い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
と
具
体
的
に
つ
な
が
り
な

が
ら
研
究
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
近
畿
の
水
没
で
す
。
吉
野
熊
野
の

修
験
道
の
展
開
さ
れ
て
い
る
地
域
の
山
の
深
層
崩
壊
に
関
し

て
、こ
の
奥
深
い
山
中
の
神
社
や
村
々
が
今
後
ど
う
い
う
ふ

う
に
復
興
し
て
い
く
か
見
守
り
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、東
北
被
災
地
と
近
畿
被
災
地
の
二
つ
を
つ
な

ぎ
な
が
ら
、「
震
災
と
語
り
」、あ
る
い
は
「
災
害
と
語
り
」
を

考
え
て
ま
い
り
た
く
思
い
ま
す
。
今
後
私
た
ち
は
、
災
害
に

ど
う
い
う
ふ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。こ
う
い
う
問
題

を
今
日
議
論
し
て
ま
い
り
た
く
思
い
ま
す
。

　

最
初
は
、東
北
の
被
災
地
の
民
俗
調
査
な
ど
を
長
く
手
掛

け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
東
北
大
学
の
鈴
木
岩
弓
先
生
と
高
橋
原

先
生
の
お
二
人
に
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。最
初
に
高
橋

原
先
生
、続
い
て
鈴
木
先
生
に
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

そ
の
後
す
ぐ
に
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
の
臨
床
心

理
学
者
の
河
合
俊
雄
さ
ん
に
シ
ョ
ー
ト
コ
メ
ン
ト
を
し
て
も

ら
い
、
そ
の
後
、
や
ま
だ
よ
う
こ
先
生
、
島
薗
進
先
生
に
発

表
し
て
も
ら
っ
て
、
こ
こ
で
一
回
休
憩
し
て
か
ら
、
コ
メ
ン

ト
と
第
二
部
に
進
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
お
手
元
に
資
料
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。今
日

の
ス
ピ
ー
カ
ー
、私
を
含
め
て
五
名
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
資
料

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
（
資

料
、パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
等
は
本
誌
で
は
原
則
と
し
て
割
愛
）。

　

今
日
の
み
な
さ
ん
に
お
配
り
し
て
い
る
高
橋
先
生
の
資
料

の
一
番
最
後
に
、こ
の
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
科
研
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
「
東
北
被
災
地
域
に
お
け
る
心
霊
体
験
の
語
り
と
宗

教
者
に
よ
る
対
応
に
関
す
る
宗
教
学
的
研
究
」
の
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
今
日
の
発
表
は
、
そ
の
研
究
成

果
の
一
部
な
い
し
中
間
報
告
と
な
る
か
と
思
い
ま
す
。問
題

意
識
、
問
題
点
、
背
景
に
あ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、
高
橋
原

先
生
と
鈴
木
岩
弓
先
生
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。そ
れ
で

は
高
橋
原
先
生
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

基
調
報
告
１

―

１

震
災
後
の
幽
霊
の
語
り
と
民
俗

	

高
橋　

原

　

今
日
は
朝
、
仙
台
か
ら
新
幹
線
に
乗
っ
て
き
ま
し
て
、
た

ま
に
は
こ
う
い
う
暑
さ
も
い
い
も
ん
だ
な
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。明
日
ま
た
涼
し
い
仙
台
に
戻
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

と
は
言
っ
て
も
、私
は
仙
台
に
行
っ
て
か
ら
ま
だ
一
年
ぐ

ら
い
で
、よ
う
や
く
涼
し
い
気
候
に
慣
れ
て
き
た
ば
か
り
な

ん
で
す
が
、
一
年
間
東
北
大
学
の
方
で
仕
事
を
し
て
、
そ
の

間
に
考
え
た
こ
と
を
、ち
ょ
っ
と
ま
と
ま
り
が
つ
か
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、今
日
は
発
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、東
北
大
学
で
何
を
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
の
後
に
、
被
災
支
援

の
現
場
に
宗
教
者
へ
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
ち

ま
し
て
、た
と
え
ば
弔
い
で
す
と
か
、慰
霊
、追
悼
、傾
聴
活

動
と
い
っ
た
こ
と
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
・
宗
派
の
協
力
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
、
宗

教
・
宗
派
を
越
え
て
役
割
を
果
た
す
よ
う
な
、
日
本
版
チ
ャ

プ
レ
ン
と
で
も
言
う
べ
き
「
臨
床
宗
教
師
」
と
い
う
人
材
を

育
て
る
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

い
ま
映
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
と
、
そ

れ
か
ら
臨
床
宗
教
師
の
研
修
の
風
景
で
す
。こ
れ
は
閖ゆ

り

上あ
げ

地

区
と
い
う
所
で
、み
ん
な
で
追
悼
の
祈
り
を
捧
げ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。そ
れ
か
ら
、上
の
写
真
は
傾
聴
実
習
の
シ
ー
ン
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
シ
ー
ン
で
す
ね
。
こ

う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

宗
教
者
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
？
　

　

こ
の
臨
床
宗
教
師
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
き
の
ポ
イ
ン

ト
は
、宗
教
者
に
し
か
で
き
な
い
貢
献
と
い
う
の
は
何
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
自
身
は
い
ま
の
と
こ
ろ
、
宗
教
者

だ
け
が
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
そ
ん
な
に
あ
ま
り
強
く
言
わ

な
く
て
も
い
い
か
な
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。宗
教
者
で
な
く

て
も
で
き
る
こ
と
も
い
っ
ぱ
い
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、あ
ま

り
特
別
な
能
力
を
持
っ
た
人
た
ち
と
考
え
る
必
要
も
な
い
か

な
と
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
や
は
り
宗
教
者
と
い
う
の
は
、
い
ろ
ん
な
方
が

い
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
、わ
が
身
を
捨
て
て
も
人
の
た
め

に
尽
く
そ
う
と
い
う
心
意
気
を
持
っ
た
人
た
ち
だ
な
、と
感

じ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
人
た
ち
が
、世
の
中
に
せ
っ
か
く
い
っ
ぱ
い
い
る

ん
だ
か
ら
、そ
れ
を
活
か
し
て
役
立
っ
て
も
ら
い
た
い
な
と
い

う
の
が
、こ
の
臨
床
宗
教
師
の
試
み
だ
と
思
い
ま
す
。そ
う
い

う
意
味
で
、「
社
会
資
源
と
し
て
の
宗
教
者
」
を
も
っ
と
活
用

し
よ
う
と
い
う
よ
う
な
観
点
で
最
近
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
そ
の
被
災
者
の
ケ
ア
に
お
け
る
、
宗
教
者
独
自

の
貢
献
と
い
う
の
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
る
と
き
に
、仙
台
市

近
郊
で
緩
和
ケ
ア
の
医
療
を
な
さ
っ
て
い
た
岡
部
健
先
生
が

─
ご
自
分
も
が
ん
に
か
か
っ
て
昨
年
亡
く
な
り
ま
し
た

が

─
、「
宗
教
者
と
い
う
の
は
、
死
と
い
う
闇
に
下
り
て

行
く
た
め
の
道
し
る
べ
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
」
と
。

岡
部
先
生
は
緩
和
ケ
ア
の
文
脈
か
ら
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
の
で
、「
そ
う
い
う
宗
教
者
こ
そ
が
、医
療
の
現
場
に
必
要

な
ん
だ
」
と
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
、
臨
床
宗
教
師
と
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い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
考
え
て
く
だ
さ
っ
た
わ
け
で
す
。

　

で
す
か
ら
、や
は
り
宗
教
者
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と

と
い
う
の
は
、
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
か
と
か
、
死
後
の
世
界

が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
か
、死
と
い
う
も
の
に
関
し
て

物
語
を
つ
く
っ
て
く
れ
る
、そ
う
い
う
役
割
な
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

被
災
者
の
ケ
ア
に
お
い
て
は
、
死
後
の
世
界
、
あ
る
い
は

死
後
の
霊
魂
の
行
方
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
、死
者
の
ケ
ア

を
す
る
わ
け
で
す
ね
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
葬
儀
を
通
じ
て

も
行
う
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、死
者
の
ケ
ア
を
す
る
こ
と
が

生
者
の
ケ
ア
に
な
る
と
い
う
発
想
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
臨
床
宗
教
師
と
い
う
人
材
育
成
に
お
い
て
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
の
は
、信
仰
が
異
な
る
相
手
に
働
き
か
け
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
お
坊
さ
ん
が
、
自
分
の
檀
家
さ
ん
に

語
り
か
け
て
い
れ
ば
仕
事
が
済
む
と
い
う
の
で
は
な
い
。と

り
わ
け
、
仮
設
住
宅
で
は
相
手
が
ど
の
宗
派
な
の
か
、
ど
こ

の
宗
教
の
信
者
な
の
か
分
か
ら
な
い
。そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
、

お
互
い
の
信
仰
を
前
提
と
し
な
い
、
異
な
る
宗
派
の
人
、
あ

る
い
は
同
じ
宗
派
だ
か
ら
と
い
っ
て
、お
互
い
何
を
考
え
て

い
る
か
、も
う
分
か
り
合
っ
て
い
る
と
い
う
前
提
で
は
な
く

て
、
相
手
が
い
ま
何
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
を
聴

き
取
る
感
覚
が
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

そ
こ
で
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、一
つ
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
は
私
の
同
僚
の
谷
山
洋

三
さ
ん
の
図
を
借
り
て
い
ま
す
。

　

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
と
い
う
の
は
、す
な
わ
ち
相
手
の

ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
う
と
い
う
こ
と
で
す
。こ
の
図
で
言
う
と
、

援
助
す
る
側
の
世
界
観
は
い
っ
た
ん
置
い
て
お
い
て
、相
談

す
る
人
の
世
界
観
に
入
っ
て
行
く
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。そ

れ
を
基
本
と
し
て
、必
要
に
応
じ
て
宗
教
的
ケ
ア
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
宗
教
的
ケ
ア
の
場
合
は
援
助
す
る
側
、
つ

ま
り
お
坊
さ
ん
な
り
牧
師
さ
ん
な
り
の
世
界
観
、こ
れ
を
出

発
点
と
し
て
、相
談
者
を
そ
ち
ら
に
迎
え
入
れ
る
と
い
う
か

た
ち
に
な
る
わ
け
で
す
。

　

で
す
か
ら
臨
床
宗
教
師
と
い
う
の
は
、ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

ケ
ア
を
基
本
と
し
つ
つ
、
相
手
の
必
要
に
応
じ
て
、
宗
教
の

や
り
方
で
援
助
が
で
き
る
人
。そ
う
い
う
位
置
付
け
に
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
臨
床
宗
教
師
、あ
る
い
は
も
う
ち
ょ
っ
と
一

般
的
に
、
宗
教
者
が
被
災
者
に
対
し
て
何
が
で
き
る
の
か
、

あ
る
い
は
公
共
的
な
空
間
で
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
独
自
の
貢
献
が
で
き
る
の
か
と
考
え
た
と
き

に
、一
つ
や
は
り
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
く
る
の
は
「
幽
霊
」

の
悩
み
、「
幽
霊
」
の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

「
幽
霊
」
の
悩
み

　
「
幽
霊
」
と
い
う
言
葉
も
強
く
て
、ど
う
使
っ
て
い
い
か
悩

む
と
こ
ろ
も
あ
る
ん
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
幽
霊
、
お
化
け
、

心
霊
現
象
で
す
。

　

心
霊
現
象
の
悩
み
を
抱
え
た
人
が
、こ
れ
は
誰
に
相
談
し

よ
う
か
な
と
い
う
と
き
に
、な
か
な
か
適
切
な
相
談
相
手
が

い
な
い
わ
け
で
す
ね
。
誰
か
い
る
か
な
と
い
っ
た
ら
、
や
は

り
お
坊
さ
ん
、
牧
師
さ
ん
、
神
主
さ
ん
と
い
っ
た
宗
教
者
な

ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
う
い
う
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
幽
霊
の
悩
み
と
い
う
の
は
、
宗
教
者
の
独
自
の
役
割

を
考
え
る
と
き
に
、格
好
の
ト
ピ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
と
言

え
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、「
産
経
新
聞
」（
二
〇
一
二
年
一
月
一
八
日
）、そ

れ
か
ら
「
朝
日
新
聞
」（
二
〇
一
二
年
一
一
月
一
九
日
夕
刊
）
な

ど
に
、「
お
化
け
や
幽
霊
が
見
え
る
」
と
い
う
悩
み
を
抱
え
る

被
災
者
に
つ
い
て
の
記
事
が
出
て
お
り
ま
す
。

　

詳
細
は
今
回
は
省
き
ま
す
け
れ
ど
も
、こ
う
い
っ
た
新
聞

記
事
か
ら
何
を
読
み
取
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
と
、一
つ
は

幽
霊
に
悩
む
人
が
実
際
に
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
に
、

幽
霊
が
い
る
、
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
実
際
に

そ
う
い
う
ふ
う
に
悩
み
を
表
現
し
て
い
る
人
が
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
幽
霊
の
悩
み
は
相
談
し
に
く
い
。
行
政
に
も

そ
う
い
う
窓
口
が
な
い
し
、
そ
れ
か
ら
保
健
師
さ
ん
、
あ
る
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い
は
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
人
た
ち
に
も
、ま
た
お
医
者
さ

ん
に
も
、
な
か
な
か
話
し
に
く
い
。
そ
れ
で
、
こ
の
新
聞
記

事
に
よ
る
と
、宗
教
者
が
そ
の
悩
み
に
対
応
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

お
配
り
し
た
資
料
の
岡
部
健
先
生
の
言
葉
に
も
、「
い
ま
、

被
災
地
だ
と
霊
的
ケ
ア
が
で
き
る
人
は
宗
教
者
し
か
い
ま
せ

ん
。
特
に
地
域
を
よ
く
知
っ
た
宗
教
者
、
地
域
の
お
寺
さ
ん

に
幽
霊
が
来
た
と
言
っ
て
も
別
段
不
思
議
な
こ
と
で
は
な

く
、
ま
だ
そ
の
へ
ん
に
い
て
、
お
ま
え
ら
の
こ
と
が
心
配
な

ん
で
な
い
の
か
、
お
経
を
あ
げ
る
か
ら
心
配
す
る
な
、
と
言

い
切
れ
る
の
は
宗
教
者
し
か
な
い
で
す
ね
」
と
い
う
ふ
う
に

書
い
て
あ
り
ま
す
。

　

だ
か
ら
、ま
さ
に
こ
れ
こ
そ
が
宗
教
者
の
本
領
発
揮
と
い

う
よ
う
な
感
じ
な
ん
で
す
が
、
し
か
し
、
む
し
ろ
逆
に
、
こ

の
行
間
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
と
言
い
ま
す
か
、あ
る
い
は

私
が
現
地
で
お
坊
さ
ん
た
ち
と
話
を
し
て
い
る
と
き
に
も
感

じ
た
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
が
、幽
霊
の
問
題
と
い
う
の
は
宗

教
者
に
と
っ
て
も
実
は
対
応
し
に
く
く
て
、む
し
ろ
敬
遠
し

た
い
タ
イ
プ
の
問
題
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
も
言
え

る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、幽
霊
の
悩
み
と
い
う
の
は
誰
に
も
話
す
こ
と

の
で
き
な
い
、
話
し
に
く
い
、
つ
ま
り
受
け
止
め
て
も
ら
え

る
こ
と
の
な
い
悩
み
と
な
っ
て
、い
ま
だ
に
抱
え
込
ん
で
し

ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、そ
う
い
う
問
題
で
あ
る
わ
け

で
す
。

「
心
霊
現
象
」
へ
の
視
角

　

次
に
、
心
霊
現
象
、
い
わ
ゆ
る
幽
霊
、
お
化
け
な
ど
の
体

験
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
で
す
が
、大
学
に
所
属
す
る

研
究
者
と
し
て
、
幽
霊
が
存
在
す
る
と
か
し
な
い
と
か
、
そ

う
い
う
こ
と
を
言
う
立
場
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
と
え
ば
幽

霊
が
存
在
す
る
と
言
う
と
、
そ
れ
は
成
仏
で
き
な
い
、
浮
か

ば
れ
な
い
霊
が
そ
の
へ
ん
に
い
る
と
い
う
こ
と
で
、そ
れ
に

よ
っ
て
傷
つ
く
人
も
い
ま
す
し
、
ま
た
、
幽
霊
が
存
在
し
な

い
と
い
う
立
場
を
鮮
明
に
す
れ
ば
、
非
常
に
会
い
た
い
と

思
っ
て
い
る
故
人
が
自
分
を
訪
ね
て
き
て
く
れ
た
と
か
、夢

枕
に
立
っ
た
と
か
、そ
う
い
っ
た
思
い
を
否
定
す
る
よ
う
に

受
け
取
ら
れ
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、非
常
に
気
を
遣
う
問
題
で

も
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
か
ら
も
、あ
ま
り
幽
霊
が
存
在
す
る
と
か

し
な
い
と
か
い
う
こ
と
は
問
題
に
し
ま
せ
ん
。確
か
な
の
は
、

そ
れ
に
悩
ん
で
い
る
人
が
い
る
、あ
る
い
は
そ
う
い
う
問
題

を
抱
え
て
い
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

そ
れ
か
ら
、悩
み
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
問
題
な

の
で
、
も
う
少
し
オ
ー
プ
ン
な
も
の
と
し
て
、
括
弧
付
き
で

す
け
れ
ど
、「
自
然
な
」
体
験
と
し
て
心
霊
体
験
を
考
え
る
よ

う
な
余
地
は
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、キ
ュ
ー
ブ
ラ
ー
＝
ロ
ス
の「
臨
死
体
験
」と
か
、

あ
る
い
は
岡
部
先
生
が
語
っ
て
い
た
「
お
迎
え
現
象
」
─

つ
ま
り
、
末
期
が
ん
な
ど
で
亡
く
な
る
直
前
に
、
亡
く
な
っ

た
親
族
な
ど
が
部
屋
に
現
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
現
象

─
、こ
う
い
っ
た
も
の
と
セ
ッ
ト
で
、「
自
然
な
」
体
験
と

し
て
考
え
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
、い
ま

考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
臨
死
体
験
」や「
お
迎
え
現
象
」と
、広
く
心
霊
体
験
・

心
霊
現
象
と
い
う
も
の
が
、
ど
こ
が
同
じ
で
、
ど
こ
が
違
う

か
と
い
う
こ
と
を
、厳
密
に
述
べ
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し

い
ん
で
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
死
と
か
死
者
、
あ
の
世

に
関
す
る
表
象
は
、人
間
の
こ
こ
ろ
を
通
じ
て
表
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
言
え
ま
す
。

　

心
霊
現
象
と
い
う
も
の
を
、人
間
の
心
理
的
な
反
応
あ
る

い
は
体
験
と
し
て
、そ
ん
な
に
特
異
な
こ
と
で
は
な
く
特
定

の
状
況
で
は
わ
り
と
よ
く
観
察
さ
れ
る
よ
う
な
現
象
だ
か

ら
、ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
そ
れ
を
人
に
話
せ
る
よ

う
な
、そ
う
い
う
捉
え
方
を
し
て
い
く
と
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
面
白
い
の
は
、た
と
え
ば
「
臨
死
体
験
」
に
し
て
も
、

「
お
迎
え
現
象
」
に
し
て
も
、あ
た
か
も
人
間
が
死
ん
で
い
く

と
き
の
生
理
的
プ
ロ
セ
ス
に
必
然
的
に
付
随
す
る
心
理
的
反

応
で
あ
る
か
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。（
キ
ュ
ー
ブ
ラ
ー

＝
ロ
ス
や
岡
部
先
生
は
、
ど
う
も
死
後
の
世
界
が
実
在
す
る
と

思
っ
て
い
た
よ
う
な
節
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、そ
れ
は
さ
て
お

き
、）
こ
れ
ら
の
体
験
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、死
を
穏
や
か

に
受
容
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
い
う
、そ
ん
な
こ
と
も

示
唆
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
、
そ
の
よ
う
な

こ
と
も
ち
ょ
っ
と
頭
に
置
き
つ
つ
、
一
つ
の
試
み
と
し
て
、

心
霊
現
象
の
裾
野
を
広
げ
て
考
え
る
と
い
う
こ
と
を
、い
ま

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
被
災
地
の
幽
霊
を
考
え
る
と
き
に
、怪
談
話
の

か
た
ち
で
す
と
、
恐
ろ
し
い
、
忌
ま
わ
し
い
体
験
と
し
て
ば

か
り
話
題
に
上
っ
て
く
る
わ
け
で
す
が
、そ
う
で
は
な
く
て

怖
く
な
い
幽
霊
、会
い
た
い
タ
イ
プ
の
幽
霊
な
ど
も
い
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

ま
た
、
幽
霊
と
い
っ
て
も
、
も
っ
と
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
に

ま
で
幅
を
広
げ
て
考
え
て
い
く
と
、こ
う
い
う
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
風
も
な
い
の
に
仏
壇
の

花
や
線
香
の
煙
が
揺
れ
る
と
か
、隣
の
部
屋
と
か
二
階
に
何

か
気
配
を
感
じ
る
。月
命
日
に
窓
辺
に
小
鳥
が
降
り
て
き
て

「
こ
れ
は
亡
く
な
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
来
て
く
れ
た
ん
だ

ね
」
と
語
り
合
う
よ
う
な
、
そ
う
い
う
感
覚
で
す
ね
。
ほ
か

に
は
、震
災
当
日
に
ど
う
も
あ
の
人
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ

る
な
ん
て
思
っ
て
い
た
そ
の
人
が
や
は
り
、そ
の
時
刻
に
津

波
で
亡
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
と
い
う
い
わ
ゆ
る

「
虫
の
知
ら
せ
」
も
あ
り
ま
す
ね
。こ
う
い
う
の
は
通
常
、幽

霊
と
い
う
よ
う
な
名
前
で
呼
ば
れ
る
も
の
で
は
な
い
で
す
け

れ
ど
も
、
こ
う
い
う
感
覚
が
自
然
に
あ
る
よ
ね
、
と
い
う
と
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こ
ろ
ま
で
広
げ
て
、幽
霊
の
こ
と
を
考
え
て
い
く
と
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
次
は
、い
か
に
も
幽
霊
話
に
近
く
な
っ
て
き
ま
す
け

れ
ど
も
、
亡
く
な
っ
た
友
人
が
住
ん
で
い
た
家
の
跡
地
に
、

亡
く
な
っ
た
家
族
と
と
も
に
た
た
ず
ん
で
い
る
姿
が
見
え
た

と
か
、が
れ
き
置
き
場
で
子
ど
も
が
遊
ん
で
い
る
姿
が
見
え

た
と
い
う
よ
う
な
話
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
会
い
た

か
っ
た
人
と
再
会
し
た
よ
う
な
懐
か
し
さ
と
か
、し
み
じ
み

と
し
た
哀
れ
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
体
験
ま
で
視
野
に
入
れ

て
心
霊
体
験
を
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、心
霊
現
象
が
忌
む
べ

き
異
様
な
体
験
、異
常
な
体
験
と
い
う
枠
組
み
か
ら
自
由
に

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

通
俗
的
で
定
型
的
な
幽
霊
話
が
、な
ぜ
繰
り
返
し
語
ら
れ

る
の
か
と
い
う
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、幽
霊
を
語
る
こ

と
自
体
が
、
徐
々
に
死
を
受
け
入
れ
て
い
く
た
め
の
「
セ
ル

フ
・
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
い
う
一
面

も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。そ
う
い
う
物
語
を
紡
い
で
い
く
の

が
宗
教
者
の
一
つ
の
役
割
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ホ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
観
点

　

次
に
、「
ホ
ー
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
観
点
」
で
す
が
、こ
れ
は

前
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
が
健
康
と
い
う
概
念
に
ス
ピ

リ
チ
ュ
ア
ル
の
次
元
を
付
け
加
え
よ
う
と
し
た
と
か
、あ
る

い
は
ソ
ン
ダ
ー
ス
の
ト
ー
タ
ル
ペ
イ
ン
と
い
う
概
念
な
ど
、

身
体
的
・
心
理
的
・
社
会
的
・
霊
的
と
い
う
四
つ
の
次
元
か

ら
人
間
を
全
体
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

た
と
え
ば
幽
霊
が
見
え
た
と
い
う
と
き
に
、お
医
者
さ
ん

が
薬
を
処
方
す
れ
ば
幻
覚
は
消
え
る
と
思
う
ん
で
す
が
、薬

を
与
え
て
幻
覚
が
消
え
た
か
ら
問
題
が
済
む
と
い
う
わ
け
で

も
な
い
し
、あ
る
い
は
宗
教
者
が
そ
れ
を
霊
的
な
問
題
と
し

て
取
り
上
げ
て
、
宗
教
的
な
解
決
を
与
え
て
、
そ
れ
だ
け
で

問
題
が
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

実
際
は
、
こ
の
社
会
的
・
心
理
的
・
身
体
的
、
あ
る
い
は

宗
教
的
・
霊
的
な
、ど
こ
か
の
部
分
、あ
る
い
は
、そ
れ
ら
が

絡
み
合
っ
た
複
合
的
な
部
分
に
お
い
て
、何
か
問
題
が
生
じ

て
、
ゆ
が
み
が
生
じ
て
い
て
、
そ
れ
が
幽
霊
あ
る
い
は
心
霊

現
象
と
し
て
現
れ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

お
医
者
さ
ん
は
医
師
と
し
て
身
体
的
な
方
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
し
ま
す
し
、宗
教
者
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
方
か
ら
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
社
会
的
、
あ
る
い
は
心
理
的
な
方
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
す
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、い
ず
れ
に
し
て
も
、

こ
の
全
領
域
に
わ
た
っ
て
対
応
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

　

お
医
者
さ
ん
が
薬
を
出
す
か
ら
と
い
っ
て
、そ
れ
は
単
に

体
の
ケ
ア
を
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
て
、い
ろ
ん
な
相
談

に
も
自
然
に
乗
っ
て
い
ま
す
し
、い
ろ
ん
な
影
響
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
宗
教
者
も
、
も
っ
ぱ
ら
霊
の
話
だ
け
す
る
わ
け

で
は
な
く
て
、
身
体
の
こ
と
や
人
間
関
係
や
、
い
ろ
ん
な
こ

と
に
目
配
り
を
し
な
が
ら
接
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

心
霊
現
象
と
い
う
の
を
、も
っ
ぱ
ら
霊
的
な
問
題
で
は
な
く

て
、も
う
ち
ょ
っ
と
全
体
的
な
問
題
と
し
て
考
え
た
ら
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

心
霊
体
験
と
宗
教
者
の
対
応
の
諸
相

　

さ
て
、次
に
、ど
の
よ
う
な
心
霊
体
験
・
心
霊
現
象
が
あ
っ

て
、
宗
教
者
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
の
か
、
い
く
つ

か
の
例
を
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
通
俗
的
・
定
型
的
幽
霊
話
」。
細
か
い
こ
と
は
省

略
し
ま
す
け
れ
ど
、横
断
歩
道
に
幽
霊
が
見
え
る
と
言
っ
て

車
を
止
め
た
も
の
の
、ほ
か
の
人
に
は
見
え
な
か
っ
た
と
い

う
よ
う
な
話
や
、
津
波
被
害
に
遭
っ
た
あ
る
町
の
工
事
に

入
っ
た
内
装
業
者
が
、
暗
く
な
っ
て
ふ
と
気
が
付
い
た
ら
、

窓
に
さ
ま
ざ
ま
な
顔
が
見
え
た
と
い
う
よ
う
な
話
で
す
。

　

こ
れ
ら
は
も
う
、非
常
に
型
に
は
ま
っ
た
怪
談
話
の
よ
う

な
も
の
な
の
で
、実
際
に
体
験
し
た
人
と
い
う
の
は
あ
ま
り

多
く
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
む
し
ろ
、
う
わ
さ
ば
か
り
が
広

ま
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と
い
う
気
は
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
の
二
番
目
の
話
は
、
実
際
に
そ
れ
を
体
験
し
た
話

と
し
て
私
は
聞
き
ま
し
た
。

　

私
の
関
心
は
、
幽
霊
話
の
内
容
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
、

む
し
ろ
宗
教
者
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、こ
う
い
っ
た
怪
談
話
は
た
だ
の
う

わ
さ
で
あ
る
に
せ
よ
、
僧
侶
が
、
い
わ
ゆ
る
出
る
と
い
わ
れ

る
場
所
の
供
養
を
頼
ま
れ
て
、毎
日
慰
霊
に
訪
れ
る
と
い
っ

た
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
い
く
つ
か
、
実
際
に
お
坊
さ
ん
た
ち
が
幽
霊
、
心
霊

現
象
の
悩
み
に
対
し
て
ど
う
対
応
し
て
い
る
か
と
い
う
、い

く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
の
よ
う
な
も
の
を
挙
げ
て
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、き
れ
い
に
パ
タ
ー
ン
と
し
て
分
類
で
き
る
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、私
が
い
ま
考
え
て
い
ま
す
の
は
、

宗
派
の
教
え
に
基
づ
い
て
対
応
し
て
い
る
の
か
、そ
れ
と
も

臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
一
つ
。そ

れ
か
ら
、幽
霊
が
存
在
す
る
も
の
と
し
て
対
応
し
て
い
る
の

か
、
い
や
、
そ
ん
な
の
は
い
な
い
ん
だ
と
言
っ
て
対
応
す
る

高橋原氏
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の
か
、あ
る
い
は
、そ
の
判
断
は
保
留
し
て
、霊
の
存
在
を
括

弧
に
入
れ
て
対
応
す
る
の
か
。
そ
れ
か
ら
、
実
際
に
何
を
行

う
か
で
す
。
葬
儀
な
ど
の
役
割
に
徹
す
る
の
か
、
傾
聴
を
行

う
の
か
、
除
霊
な
ど
を
行
う
の
か
。
宗
教
者
の
対
応
の
仕
方

は
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
つ
め
、曹
洞
宗
の
お
坊
さ
ん
が
、「
幽
霊
に
つ
い
て
軽
々

し
く
話
題
に
し
て
ほ
し
く
な
い
。檀
家
の
人
が
亡
く
な
っ
た

ら
き
ち
ん
と
葬
儀
を
し
て
成
仏
し
て
い
た
だ
く
の
が
僧
侶
の

務
め
で
あ
る
か
ら
」
と
。
幽
霊
が
い
る
な
ん
て
言
う
と
遺
族

の
心
情
に
も
傷
が
つ
く
、そ
う
い
う
考
え
方
で
す
ね
。

　

二
つ
め
も
曹
洞
宗
の
お
坊
さ
ん
で
す
。工
事
現
場
な
ど
で

お
か
し
い
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
る
の
は
霊
の
仕
業
な
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
言
わ
れ
た
と
き
に
ど
う
す
る
か
と
い
う
と
、そ
う

い
う
と
き
は
、い
つ
も
よ
り
車
の
運
転
や
機
械
の
操
作
を
慎

重
に
気
を
付
け
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
。こ
れ
は
幽
霊
と
か
は
全
然
問
題
に
し
て
い
な
い
で
す

ね
。
た
だ
、
こ
れ
は
建
前
の
対
応
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
も

あ
る
よ
う
で
す
。

　

三
つ
め
は
、『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
僧
侶
』（
藤
丸
智
雄
著
、
同
文

館
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
と
い
う
本
か
ら
取
っ
た
例
で
す
が
、

金
縛
り
に
遭
う
か
ら
除
霊
し
て
く
れ
な
い
か
と
言
わ
れ
た
の

に
対
し
て
、「
僕
ら
は
除
霊
を
す
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
。金

縛
り
と
か
幽
霊
と
か
を
経
験
し
て
い
る
人
が
、経
験
し
た
り

見
た
り
し
て
、
ど
う
思
い
、
何
を
感
じ
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
に
注
目
し
ま
す
。ま
ず
は
不
思
議
な
こ
と
を
経
験
し
て
い

る
方
の
話
を
し
っ
か
り
と
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
応
じ

て
い
る
。
こ
れ
は
浄
土
真
宗
な
の
で
、
宗
派
と
し
て
の
考
え

方
か
ら
も
、
霊
が
存
在
す
る
と
か
、
除
霊
を
行
う
と
か
、
そ

う
い
う
選
択
肢
が
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、臨

床
宗
教
師
の
理
念
を
考
え
る
と
き
に
、あ
る
意
味
で
非
常
に

模
範
的
な
対
応
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、ど
う
し
て
そ
う
い
う
ふ
う
に
感
じ
る
ん
で
す
か

と
い
っ
た
よ
う
な
問
い
か
け
を
す
る
わ
け
で
す
ね
。そ
れ
か

ら
、「
お
釈
迦
さ
ま
だ
っ
た
ら
ど
う
答
え
た
だ
ろ
う
か
、親
鸞

さ
ま
だ
っ
た
ら
ど
ん
な
対
応
を
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
」
と
、
そ

う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。非
常
に
味
わ
い
深
い
対
応

だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
真
言
宗
の
あ
る
お
坊
さ
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ

は
隣
の
家
の
人
が
津
波
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
人
か
ら
、犬

が
鳴
き
や
ま
な
い
と
か
、
階
段
付
近
で
変
な
音
が
す
る
と

い
っ
た
よ
う
な
相
談
が
あ
っ
て
、じ
ゃ
あ
一
緒
に
先
祖
さ
ん

に
お
参
り
し
ま
し
ょ
う
と
そ
の
家
に
行
っ
て
仏
壇
に
お
経
を

あ
げ
て
、御
幣
を
つ
く
っ
て
お
酒
と
と
も
に
供
え
た
と
い
う

例
で
す
。
後
日
、
訪
問
し
た
ら
、
そ
の
問
題
は
消
え
て
い
た

そ
う
で
す
。
こ
の
方
に
よ
る
と
、
霊
の
問
題
を
訴
え
る
人
と

い
う
の
は
、概
し
て
家
族
関
係
に
何
か
問
題
が
あ
る
も
の
だ

と
い
う
ふ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
次
で
す
が
、
曹
洞
宗
の
方
で
す
。
こ
れ
は
、
仮
設
住

宅
で
傾
聴
活
動
し
て
い
る
と
き
に
ぞ
く
ぞ
く
し
て
き
た
、ど

う
も
あ
る
と
き
か
ら
霊
に
取
り
憑
か
れ
て
い
る
よ
う
だ
と
相

談
を
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ち
ゃ
ん
と
お
墓
参
り
が
で

き
て
い
な
い
人
は
い
な
い
か
、ち
ゃ
ん
と
供
養
で
き
て
い
な

い
人
は
い
な
い
か
と
名
前
を
聞
い
て
、そ
れ
を
漢
字
で
紙
に

書
き
出
し
て
い
っ
て
、順
番
に
お
経
を
唱
え
て
供
養
す
る
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
事
例
に
つ
い
て

は
、『
現
代
宗
教
二
〇
一
三
』（
国
際
宗
教
研
究
所
）
に
書
き
ま

し
た
の
で
、ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

次
も
曹
洞
宗
の
方
で
す
が
、こ
れ
は
津
波
で
死
ん
だ
人
の

霊
が
何
人
も
自
分
に
取
り
憑
い
て
苦
し
い
と
い
う
訴
え
を
す

る
女
性
に
対
し
て
、
除
霊
を
行
っ
た
と
い
う
例
で
す
。
最
初

に
座
敷
で
、
そ
の
女
性
と
話
を
し
な
が
ら
、
ど
ん
な
霊
が
憑

い
て
い
る
の
か
と
質
問
す
る
と
、目
を
細
め
る
よ
う
に
し
て
、

こ
れ
は
宮
城
県
の
何
市
に
住
ん
で
い
る
山
田
某
と
い
う
男
性

だ
と
か
、
特
定
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
教
え
く
れ
ま
す
。
そ
の

後
で
本
堂
に
場
所
を
移
し
て
、死
ん
だ
人
ひ
と
り
ひ
と
り
を

そ
の
女
性
が
自
分
に
乗
り
移
ら
せ
て
、津
波
で
溺
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
全
部
再
現
し
ま
す
。
そ
れ
は
苦
し
そ
う
で
す
。
そ
れ

に
対
し
て
お
坊
さ
ん
の
方
は
、「
お
ま
え
は
も
う
死
ん
だ
ん

だ
ぞ
。
も
う
し
よ
う
が
な
い
ん
だ
か
ら
諦
め
る
ん
だ
。
こ
れ

か
ら
光
の
世
界
へ
行
く
ぞ
」と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
、

お
経
を
唱
え
て
引
導
を
渡
し
成
仏
さ
せ
る
。そ
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
宮
城
県
北
部
の
あ
る
町
で
す
が
、
非
常
に
劇
的

な
例
で
す
。
津
波
で
犠
牲
に
な
っ
た
男
性
の
お
通
夜
で
、
故

人
の
娘
が
突
然
、
憑
依
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
親
族
が
住
職

に
、「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
葬
儀
が
で
き
な
い
か
ら
、な
ん
と
か
し

て
く
れ
」
と
言
う
の
で
行
っ
て
み
る
と
、
そ
の
娘
さ
ん
が
白

目
を
む
い
て
う
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。「
○
○
ち
ゃ
ん
、ど

う
し
た
ん
だ
い
」
と
声
を
か
け
て
も
返
事
が
な
く
、
う
わ
言

の
よ
う
に
「
悔
し
い
、悔
し
い
」
と
つ
ぶ
や
い
て
い
る
。そ
の

声
は
ま
さ
し
く
、住
職
の
よ
く
知
っ
て
い
る
生
前
の
男
性
の

声
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

住
職
は
と
っ
さ
に
数
珠
を
彼
女
の
頭
に
置
い
て
、不
動
真

言
を
唱
え
て
印
を
切
っ
た
と
こ
ろ
、
黒
目
が
戻
っ
た
。
そ
こ

で
、「
○
○
ち
ゃ
ん
」
と
声
を
か
け
る
と
意
識
が
戻
り
、「
え
、

ど
う
し
た
ん
で
す
か
」
と
い
う
返
事
が
あ
っ
て
、
以
後
は
正

気
に
戻
り
、現
在
に
至
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
は
何
が
興
味
深
い
の
か
と
言
う
と
、
葬
儀
は
七
月

だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
つ
ま
り
、
津
波
か
ら
四
カ
月
ほ
ど
過
ぎ

て
い
て
、そ
の
間
に
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
誰
が
喪
主
を
務
め
る
の
か
と
か
、
災
害
弔
慰
金
の
五

〇
〇
万
円
を
ど
の
よ
う
に
使
う
の
か
と
か
、親
族
間
で
不
本

意
な
揉
め
事
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
例
は
、
幽
霊
の
問

題
と
か
心
霊
現
象
の
問
題
と
い
う
の
は
、背
後
に
人
間
関
係

や
金
銭
的
な
問
題
が
複
雑
に
か
ら
ん
で
現
わ
れ
る
ん
だ
と
い

う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
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そ
れ
で
ま
た
面
白
い
の
は
、こ
の
お
坊
さ
ん
が
唱
え
た
不

動
真
言
は
、普
段
ま
っ
た
く
唱
え
る
こ
と
は
な
い
そ
う
で
す
。

あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
る
と
、実
は
生
前
に
託
宣
を
下
ろ
し

て
占
い
の
よ
う
な
こ
と
し
て
い
た
お
母
さ
ん
が
、い
つ
も
唱

え
て
い
た
の
が
不
動
真
言
だ
っ
た
と
い
う
ん
で
す
ね
。こ
の

住
職
の
子
ど
も
時
代
に
熱
が
出
た
と
き
に
は
、い
つ
も
そ
れ

で
治
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
地
域
で
は
、以
前
に
は
こ
う
い
う
女
性
宗
教
者
の
存

在
は
あ
ま
り
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
て
、お
寺
の
和
尚
さ
ん

に
よ
る
葬
儀
が
終
わ
っ
た
後
に
、よ
そ
か
ら
「
オ
カ
ミ
サ
ン
」

と
呼
ば
れ
る
、
多
く
は
盲
目
の
女
性
が
呼
ば
れ
て
き
て
、
死

者
の
口
寄
せ
を
す
る
こ
と
が
習
わ
し
だ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、

最
近
で
は
そ
う
い
う
女
性
宗
教
者
は
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て

い
る
と
い
う
ん
で
す
ね
（
佐
々
木
宏
幹
「
私
の
研
究
遍
歴
」『
東

北
民
俗
』
四
四
、二
〇
一
〇
年
）。

　

つ
ま
り
、
こ
の
心
霊
現
象
へ
の
対
応
は
、
曹
洞
宗
の
教
義

と
か
、
決
ま
っ
た
や
り
方
と
い
う
も
の
に
頼
ら
ず
、
臨
機
応

変
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
民
間

信
仰
・
民
俗
宗
教
の
や
り
方
の
よ
う
な
も
の
を
取
り
入
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。か
つ
て
存
在
し
て
い
た
よ
う
な
仏

教
と
民
俗
宗
教
の
役
割
分
担
み
た
い
な
も
の
が
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
な
か
で
、そ
の
両
方
の
役
割
を
お
坊
さ
ん
が
担
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
一
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、宗
教
者
の
対
応
の
仕
方
を
い
く
つ
か
の
パ

タ
ー
ン
と
し
て
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
ね
。宗
派
の
教
え
に

基
づ
い
て
い
る
の
か
ど
う
か
、幽
霊
が
存
在
す
る
と
考
え
る

か
、し
な
い
と
考
え
る
か
。そ
し
て
、除
霊
な
ど
を
行
う
の
か
、

あ
る
い
は
傾
聴
を
行
う
の
か
。い
ろ
ん
な
組
み
合
わ
せ
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、何
宗

の
お
坊
さ
ん
は
だ
い
た
い
ど
ん
な
対
応
を
し
て
い
る
の
か
と

か
、
神
社
に
は
こ
う
い
う
相
談
が
来
る
の
か
と
か
、
そ
う
い

う
こ
と
を
ま
と
め
て
調
査
し
た
い
な
と
思
っ
て
い
る
の
が
、

配
っ
た
紙
の
一
番
最
後
に
書
い
た
科
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
東

北
被
災
地
域
に
お
け
る
心
霊
体
験
の
語
り
と
宗
教
者
に
よ
る

対
応
に
関
す
る
宗
教
学
的
研
究
」（
課
題
番
号
：
二
五
五
八
〇

〇
一
二
、研
究
代
表
者
：
高
橋
原
、二
〇
一
三
〜
二
〇
一
五
年
度
）

で
す
。
い
ま
言
っ
た
よ
う
な
こ
と
の
調
査
を
目
的
と
し
て
、

展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、い
く
つ
か
の
考
察
を
述
べ
て
終
わ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
心
霊
現
象
に
対
し
て
、お
坊
さ
ん
が
お
経
を
唱
え

る
こ
と
で
成
仏
さ
せ
て
解
決
す
る
と
い
う
や
り
方
で
す
。こ

れ
は
、
あ
る
程
度
説
得
力
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
若
い
人

は
と
も
か
く
、
少
な
く
と
も
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
仏
教
儀

礼
に
よ
っ
て
死
者
が
成
仏
す
る
と
い
う
物
語
、死
者
供
養
の

シ
ス
テ
ム
が
健
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。池
上
良
正

先
生
の
言
葉
を
借
り
る
と
、「
浮
か
ば
れ
な
い
死
者
」
が
「
安

ら
か
な
死
者
」
に
転
化
さ
れ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
す
（
池

上
良
正
『
死
者
の
救
済
史
』
角
川
書
店
、二
〇
〇
三
年
、二
〇
頁
）。

　

そ
れ
か
ら
、
心
霊
現
象
に
ま
つ
わ
る
悩
み
の
背
景
に
は
、

し
ば
し
ば
霊
的
領
域
以
外
の
不
安
が
隠
れ
て
い
る
わ
け
で

す
。
だ
か
ら
、
単
に
霊
的
問
題
と
し
て
の
み
取
り
上
げ
て
も

駄
目
だ
し
、あ
る
い
は
薬
を
処
方
し
て
幻
覚
を
消
す
と
い
う

だ
け
で
は
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。こ
れ
を
い
っ
た
ん
霊
の
問
題
と
し
て
受
け
止
め
て
処
理

す
る
の
が
宗
教
者
の
一
つ
の
役
割
。死
や
あ
の
世
の
持
つ
意

味
を
地
域
文
化
の
中
で
受
け
止
め
て
、物
語
や
関
係
性
の
紡

ぎ
直
し
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、心
霊
現
象
を
悲
嘆
反
応
の
一
つ
と
し
て
考
え

る
な
ら
、そ
れ
が
誰
に
も
話
せ
な
い
悩
み
と
し
て
抱
え
込
ま

れ
、耳
を
傾
け
る
僧
侶
な
ど
の
宗
教
者
が
存
在
し
な
い
場
合
、

心
霊
現
象
と
い
う
「
症
状
」
を
手
が
か
り
と
し
た
グ
リ
ー
フ

ケ
ア
を
受
け
る
ケ
ア
が
失
わ
れ
て
い
る
と
考
え
て
も
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
幽
霊
の
話
な
ん

か
す
る
な
と
い
う
よ
う
な
態
度
は
、心
の
ケ
ア
と
い
う
観
点

か
ら
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

か
つ
て
存
在
し
て
い
た
と
さ
れ
る
よ
う
な
、「
オ
シ
ョ
ウ

サ
ン
」が
お
葬
式
で
成
仏
を
さ
せ
て
、一
方
で「
オ
カ
ミ
サ
ン
」

が
死
者
の
霊
を
口
寄
せ
し
て
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
と

い
っ
た
よ
う
な
、こ
う
い
う
分
業
体
制
が
い
ま
は
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
し
た
が
っ
て
、
か

つ
て
民
間
信
仰
・
民
俗
信
仰
が
応
え
て
い
た
よ
う
な
ニ
ー
ズ

が
、
い
ま
は
応
え
ら
れ
ず
に
、
そ
れ
が
お
坊
さ
ん
の
方
に
も

背
負
わ
さ
れ
て
い
る
。そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

な
ど
な
ど
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
今
後
、
こ
の

心
霊
の
問
題
が
宗
教
者
に
よ
っ
て
ど
う
対
応
さ
れ
て
い
る
の

か
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鎌
田　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
、
高
橋
原

先
生
の
方
か
ら
非
常
に
明
確
に
「
霊
の
現
象
や
語
り
」
の
問

題
の
全
体
概
要
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
現

在
行
わ
れ
て
い
る
曹
洞
宗
や
真
言
宗
や
、い
く
つ
か
の
宗
教

的
な
お
坊
さ
ん
の
対
話
に
つ
い
て
も
話
を
さ
れ
ま
し
た
。後

で
ま
た
議
論
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ
で
は
続
き

ま
し
て
、鈴
木
岩
弓
先
生
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
と
思
い

ま
す
。鈴
木
先
生
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

基
調
報
告
１

―

２

震
災
後
の
幽
霊
の
語
り
と
民
俗

	

鈴
木 

岩
弓

霊
肉
二
分

　

鈴
木
と
申
し
ま
す
。い
ま
発
表
さ
れ
た
高
橋
さ
ん
と
同
じ
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東
北
大
学
に
い
て
、
実
践
宗
教
学
寄
附
講
座
の
主
任
と
、
宗

教
学
講
座
の
主
任
と
、併
せ
て
務
め
て
い
ま
す
。

　

鎌
田
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
「
震
災
後
の
幽
霊
の
語
り
と

民
俗
」
と
い
う
題
に
、
私
の
で
き
る
範
囲
で
お
答
え
し
よ
う

と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
こ
の
題
名
に
あ
る
「
幽
霊
」
と
い
う

言
葉
、ち
ょ
っ
と
入
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
す
け
れ

ど
も
、
取
り
あ
え
ず
こ
こ
で
の
理
解
と
し
ま
し
て
は
、
幽
霊

と
い
う
の
は
死
者
の
霊
魂
だ
と
い
う
大
ま
か
な
理
解
を
し
て

お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
に
考
え
た
と
き
に
、こ
の
東
日
本
大
震
災
と
い

う
の
は
非
常
に
死
者
が
多
く
出
た
。ご
存
じ
の
方
も
多
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
警
察
庁
は
現
在
、
毎
月
一
〇
日
に
最
新
の

被
害
状
況
の
数
値
を
発
表
し
て
お
り
ま
す
。以
前
は
も
っ
と

頻
繁
に
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、今
で
は
そ
れ
だ
け
死
者
や

行
方
不
明
者
の
数
が
増
え
な
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
最
新
の
六
月
一
〇
日
現
在
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
死
者
は
、
一
五
、
八
八
三
人
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
以
上
の
数
値
の
う
ち
、
宮
城
県
で
は
九
、

五
三
七
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
数
は
一
県
当
た
り

で
言
う
と
目
立
っ
て
多
く
、大
量
死
者
の
出
た
宮
城
県
で
は

死
を
巡
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。そ
の

一
部
が
、
こ
れ
か
ら
扱
う
「
幽
霊
の
語
り
」
と
い
う
こ
と
に

な
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
宮
城
県
で
は
、平
常
時
の
年
間
死
亡
者
数
は
だ

い
た
い
二
万
人
程
度
だ
っ
た
の
で
す
。
平
成
二
〇
年
・
二
一

年
・
二
二
年
の
資
料
か
ら
は
、
毎
年
二
万
人
程
度
亡
く
な
る

の
が
当
た
り
前
で
、
震
災
に
際
し
て
は
九
、
五
三
七
人
も
の

死
者
が
、
と
り
わ
け
３
・
11
以
降
の
半
月
ぐ
ら
い
の
間
を
中

心
に
生
じ
た
わ
け
で
す
。こ
う
し
た
短
期
間
に
生
じ
た
大
量

死
は
、も
の
す
ご
い
ス
ト
レ
ス
を
人
々
に
及
ぼ
し
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。結
果
と
し
て
平
成
二
三
年
の
年
間
死
亡
者
は
三

万
人
を
超
え
ま
し
た
。
宮
城
県
で
は
こ
の
年
、
通
常
の
一
・

五
倍
の
死
者
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
う
い
う
状
況
の
宮
城
県
に
お
い
て
幽
霊
に
つ
い
て
考
え

る
と
き
、そ
の
根
底
に
は
霊
肉
二
分
と
い
う
考
え
方
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。わ
れ
わ
れ
生
者
は
霊
魂
と
肉
体
が
合
体
し
て

生
き
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
死
と
い
う
も
の
を
経
験
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、霊
魂
と
肉
体
と
が
分
か
れ
て
し
ま
う
。

　

分
か
れ
て
し
ま
っ
た
「
肉
体
」
は
、
目
に
見
え
る
可
視
の

ま
ま
、い
つ
の
間
に
か
消
滅
し
て
し
ま
う
。そ
れ
に
対
し
て
、

「
霊
魂
」
は
亡
く
な
っ
た
直
後
か
ら
不
可
視
の
ま
ま
で
、ど
こ

か
で
ど
う
に
か
し
て
そ
の
後
も
あ
る
程
度
残
っ
て
い
く
と
い

う
よ
う
な
か
た
ち
の
考
え
方
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
示
す
か
の
ご
と
く
に
、死
後
霊
魂
の
存
在
を
信
じ

る
か
信
じ
な
い
か
と
い
う
社
会
調
査
が
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ

や
ら
れ
て
い
ま
す
。お
示
し
し
た
の
は
、一
九
五
二
年
の
「
読

売
新
聞
」
か
ら
、
こ
の
二
〇
〇
三
年
に
私
が
科
学
研
究
費
助

成
事
業
で
や
っ
た
全
国
調
査
の
結
果
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、

ど
れ
を
見
て
も
「
信
じ
る
」
が
四
三
％
か
ら
、
少
な
く
て
三

五
％
、
多
く
て
六
〇
％
、
ま
あ
、
こ
れ
ぐ
ら
い
あ
る
の
で
す
。

私
自
身
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
見
る
と
き
は
、

死
後
霊
魂
の
存
在
を
「
信
じ
な
い
」
人
が
い
つ
も
二
〇
か
ら

三
〇
％
い
る
と
い
う
見
方
を
し
て
い
ま
す
。 

　

と
言
い
ま
す
の
は
、「
あ
な
た
は
死
後
の
霊
魂
の
存
在
を

信
じ
ま
す
か
」
と
質
問
さ
れ
た
場
合
、「
は
い
」
と
は
そ
う
簡

単
に
答
え
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
予
想
が
な
さ
れ
る
と
思
う
か

ら
で
す
。
も
し
も
「
は
い
」
と
答
え
る
と
、「
な
ん
と
教
養
が

な
い
」
と
か
、「
な
ん
と
迷
信
深
い
」
と
か
言
わ
れ
ち
ゃ
う
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
答
え
ら
れ
な
い
。
で
す
か
ら
、
こ
の

調
査
が
ど
う
い
う
質
問
状
況
で
行
わ
れ
た
か
と
い
う
点
が
大

事
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
こ
こ
で
大
事
な
の
は
、
死

後
霊
魂
の
存
在
に
つ
い
て
は
「
信
じ
な
い
」
人
が
二
割
か
ら

三
割
ぐ
ら
い
常
に
い
る
ん
だ
け
れ
ど
、
あ
と
の
人
々
は

ち
ょ
っ
と
微
妙
な
揺
れ
動
き
の
中
で
、キ
ッ
パ
リ
と
否
定
す

る
こ
と
な
く
い
る
と
い
う
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

幽
霊
と
い
う
言
葉

　

さ
て
今
回
の
被
災
地
は
非
常
に
広
い
の
で
す
が
、こ
れ
か

ら
の
お
話
は
、私
自
身
の
知
り
得
た
範
囲
の
こ
と
に
限
っ
て

お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
私
は
実
は
、
震
災
前
か
ら

宮
城
県
南
か
ら
相
馬
と
か
南
相
馬
の
方
の
調
査
を
ず
っ
と

や
っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
震
災
が
あ
っ
て
以
降
も
、

そ
の
あ
た
り
が
私
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
続
い
て
い
る
、と

い
う
よ
り
は
、以
前
か
ら
の
知
人
の
所
へ
行
っ
て
聞
い
て
き

た
話
を
も
と
に
ご
報
告
す
る
と
い
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
ま
た
、本
日
の
お
話
の
も
と
と
な
る
調
査
は
ま
だ
継

続
中
な
の
で
、結
論
が
す
っ
か
り
き
れ
い
に
言
え
な
い
と
い

う
も
ど
か
し
さ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
点
、
お
許
し
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

題
名
に
あ
り
ま
す
幽
霊
の
話
で
す
け
れ
ど
も
、私
自
身
は

ち
ょ
っ
と
そ
の
「
幽
霊
」
と
い
う
言
葉
が
使
い
に
く
く
思
っ

て
い
ま
す
。
簡
単
に
理
由
を
言
い
ま
す
と
、
わ
れ
わ
れ
が
こ

の
言
葉
で
ま
と
め
る
現
象
を
、
地
元
の
人
た
ち
が
「
幽
霊
」

と
思
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。私
の

感
触
で
す
と
た
ぶ
ん
、「
幽
霊
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
い
こ

と
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

結
局
、
現
象
を
整
理
す
る
と
き
の
研
究
者
、
あ
る
い
は
宗

教
者
、
あ
る
い
は
報
道
関
係
者
、
そ
う
い
う
現
象
の
外
縁
に

い
る
人
た
ち
が
地
元
の
人
た
ち
の
言
説
を
ま
と
め
上
げ
る
と

き
に
、「
幽
霊
」
と
い
う
言
葉
を
当
て
は
め
て
い
る
と
い
う

ケ
ー
ス
が
け
っ
こ
う
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

実
は
今
か
ら
お
見
せ
す
る
相
馬
の
話
で
は
、
一
言
も
「
幽

霊
」
と
い
う
言
い
方
は
聞
こ
え
て
こ
な
い
の
で
す
ね
。
そ
れ

を
解
釈
す
る
と
、「
幽
霊
」
に
な
る
の
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
。
で
す
か
ら
、
さ
っ
き
高
橋
さ
ん
が
カ
ッ
コ
付
き
の

幽
霊
と
し
て
い
た
の
は
、そ
う
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
の
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だ
と
思
う
の
で
す
。私
と
し
て
は「
幽
霊
」と
言
っ
て
し
ま
っ

た
時
点
で
、も
う
そ
れ
が
色
を
付
け
ち
ゃ
っ
て
、フ
ィ
ル
タ
ー

を
通
し
た
見
方
に
な
っ
て
い
る
な
と
い
う
気
が
し
て
、

ち
ょ
っ
と
踏
み
込
め
な
い
で
お
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、「
幽
霊
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、み
な
さ
ん
方

は
何
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
か
で
す
。
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
柳

田
國
男
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
が
、古
く
か
ら
幽
霊
と
い
う

語
を
定
義
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
あ
る
い
は
、
類
似
概
念
の

妖
怪
・
お
化
け
と
ど
う
違
う
か
を
論
じ
て
き
た
の
で
す
。
と

こ
ろ
が
、そ
う
し
た
類
似
概
念
は
入
り
交
じ
っ
て
い
て
線
引

き
が
難
し
い
の
で
す
ね
。
ど
う
も
私
の
見
る
限
り
、
い
ま
ま

で
の
幽
霊
・
お
化
け
・
妖
怪
な
ど
の
定
義
で
は
、
重
な
り
合

う
部
分
が
必
ず
出
て
き
ち
ゃ
う
よ
う
に
思
い
ま
す
。き
れ
い

な
定
義
が
で
き
な
い
。

　

だ
か
ら
、私
は
こ
こ
で
は
幽
霊
と
言
わ
ず
に
「
怪
異
現
象
」

と
い
う
ふ
う
に
言
い
た
い
と
思
い
ま
す
。じ
ゃ
あ
怪
異
な
ら

い
い
の
か
と
い
う
と
、
い
や
、
こ
れ
も
ち
ょ
っ
と
問
題
が
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、当
事
者
が
そ
れ
を
幽
霊

と
考
え
て
い
る
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、と
も
か
く
正
常
な

状
況
で
は
な
い
、ち
ょ
っ
と
不
可
思
議
な
状
況
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
よ
う
な
現
象
を
、こ
の
用
語
で
も
っ
て
ま
と
め

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

怪
異
現
象
一
〇
話

　

と
り
あ
え
ず
、「
怪
異
現
象
」に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
と
、

ま
ず
一
〇
話
、相
馬
で
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

最
初
の
も
の
は
、
港
近
く
に
あ
っ
た
、
津
波
で
す
べ
て
流

さ
れ
た
ス
ー
パ
ー
の
跡
地
に
行
く
と
、「
早
く
卵
を
買
わ
な

い
と
」
と
言
う
人
々
の
声
が
聞
こ
え
る
と
い
う
話
で
す
。
こ

れ
は
う
わ
さ
話
で
す
。う
わ
さ
話
を
聞
い
た
と
い
う
話
で
す
。

　

次
に
、
津
波
被
害
の
大
き
か
っ
た
Ａ
地
区
。
相
馬
に
は
地

区
の
建
物
が
ほ
ぼ
流
さ
れ
て
壊
滅
し
た
地
区
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
地
区
で
写
真
を
撮
ろ
う
と
し
た
ら
、別
の
地
区
で

は
何
の
問
題
も
な
か
っ
た
新
品
の
カ
メ
ラ
が
突
然
動
か
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
で
す
。そ
の
後
ま
た
違
う
地
区

へ
行
っ
た
ら
問
題
な
く
撮
れ
た
と
い
う
体
験
談
を
当
事
者
か

ら
聞
い
た
ケ
ー
ス
で
す
。つ
ま
り
身
近
に
い
る
実
際
に
経
験

し
た
人
か
ら
直
接
話
を
聞
い
た
と
い
う
の
が
二
番
め
で
す
。

　

三
番
め
。
こ
れ
は
壊
滅
的
被
害
の
Ｂ
地
区
の
話
で
す
、
こ

こ
も
見
渡
す
限
り
家
の
土
台
し
か
な
い
地
区
な
の
で
す
け
れ

ど
、
そ
こ
に
あ
っ
た
自
宅
電
話
か
ら
、
生
き
残
っ
た
自
分
の

携
帯
に
電
話
が
あ
っ
て
、着
信
記
録
が
残
っ
て
い
る
と
い
う

話
で
す
。
こ
れ
は
幽
霊
や
お
化
け
と
い
う
よ
り
も
、
ま
さ
に

怪
異
現
象
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
も
う
わ
さ
で
聞
か
れ
る
話
で
す
。

　

四
番
め
。
朝
の
三
時
ご
ろ
新
聞
配
達
を
し
て
い
て
、
被
災

地
で
立
ち
話
を
す
る
人
々
や
探
し
物
を
し
て
い
る
人
を
見
る

と
い
う
話
で
す
。こ
れ
も
う
わ
さ
話
と
し
て
よ
く
あ
り
ま
す
。

た
だ
そ
う
し
た
人
々
は
、た
い
て
い
ち
ょ
っ
と
目
を
話
し
た

ス
キ
に
消
え
ち
ゃ
う
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
の
よ
う
で
す
。

　

五
番
め
。
こ
れ
は
さ
っ
き
も
出
た
タ
ク
シ
ー
の
話
で
す
。

津
波
で
壊
滅
し
た
Ｂ
地
区
へ
行
っ
て
、「
こ
こ
ら
へ
ん
で
い

い
で
す
ね
」
と
運
転
手
さ
ん
が
念
を
押
す
た
め
後
ろ
を
向
い

た
ら
、
誰
も
い
な
か
っ
た
と
い
う
話
で
す
。
こ
れ
も
そ
う
い

う
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
う
わ
さ
話
で
す
。

　

次
に
、車
を
運
転
中
人
を
は
ね
た
の
で
急
停
車
し
た
け
れ

ど
、被
害
者
は
も
ち
ろ
ん
車
体
に
も
事
故
の
痕
跡
は
な
か
っ

た
と
い
う
話
で
す
。私
は
石
巻
で
も
こ
う
い
っ
た
話
を
聞
い

て
い
ま
す
。加
害
者
に
な
っ
た
と
思
っ
た
人
は
大
慌
て
で
警

察
に
電
話
を
か
け
る
わ
け
で
す
。「
す
み
ま
せ
ん
。
私
、
人
を

は
ね
ま
し
た
」
と
。続
け
て
、「
と
こ
ろ
が
遺
体
は
も
ち
ろ
ん
、

け
が
人
も
い
な
い
ん
で
す
」
と
言
う
と
、
石
巻
の
警
察
署
で

は
、「
う
ー
ん
、そ
う
し
た
話
は
今
晩
あ
な
た
で
五
人
め
で
す

ね
」
と
言
わ
れ
る
と
い
う
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
話
を
相
馬
で
し
た
ら
、「
う
ー
ん
、
今
晩

あ
な
た
で
七
人
め
で
す
ね
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
。つ
ま
り
、

話
の
パ
タ
ー
ン
が
一
つ
あ
っ
て
、ち
ょ
っ
と
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。こ
れ
も
う
わ
さ
話
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、霊
感
の
強
い
人
は
そ
う
い
う
Ａ
地
区
や
Ｂ
地

区
に
行
く
と
気
分
が
悪
く
な
る
か
ら
極
力
行
か
な
い
、と
い

う
話
も
よ
く
聞
き
ま
す
。こ
れ
は
う
わ
さ
で
も
あ
り
ま
す
し
、

私
自
身
、そ
う
し
た
人
か
ら
直
接
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

車
で
そ
う
し
た
地
区
を
通
っ
て
そ
の
先
の
地
域
に
行
こ
う
と

し
た
ら
、運
転
し
て
い
た
人
が
、「
そ
の
地
区
を
通
る
道
で
は

な
く
、
別
の
道
を
通
っ
て
行
き
た
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
地
区
に
は
極
力
行
き
た
く
な
い
、時
に
は
津
波
の
あ
っ

た
海
辺
の
方
に
は
行
き
た
く
な
い
と
い
う
理
由
で
す
ね
。

　

そ
れ
か
ら
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
地
区
で
、
運
よ
く

流
さ
れ
な
か
っ
た
家
に
住
ん
で
い
る
人
の
経
験
と
し
て
、家

の
玄
関
の
ベ
ル
が
鳴
る
ん
だ
け
れ
ど
、出
て
み
る
と
誰
も
い

な
い
と
い
う
こ
と
が
た
び
た
び
あ
る
と
い
い
ま
す
。こ
れ
も

た
ぶ
ん
、う
わ
さ
話
で
す
。

　

ま
た
そ
う
し
た
地
区
だ
と
、「
喉
が
か
わ
い
た
の
で
水
を

く
だ
さ
い
」
と
い
う
ふ
う
に
外
か
ら
声
が
聞
こ
え
る
の
で
、

出
て
み
る
と
誰
も
い
な
い
。
一
応
、
水
を
入
れ
た
コ
ッ
プ
を

鈴木岩弓氏
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玄
関
に
置
い
て
お
く
と
、後
で
見
る
と
水
が
な
く
な
っ
て
い

た
と
い
う
、こ
う
い
う
話
も
う
わ
さ
話
で
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

最
後
は
経
験
し
た
人
か
ら
聞
い
た
話
で
す
。こ
の
人
は
市

の
職
員
で
す
。だ
だ
っ
広
く
見
通
し
の
い
い
水
田
地
帯
で
被

災
状
況
を
調
査
し
て
い
た
と
き
、一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
先
に
赤

い
服
を
着
た
人
が
い
た
の
だ
そ
う
で
す
。車
も
何
も
な
く
た

だ
人
が
立
っ
て
、田
圃
の
様
子
を
見
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
と
。

し
か
し
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し
て
も
う
一
回
見
た
ら
誰
も
い
な

く
て
、そ
の
ま
ま
人
の
い
た
は
ず
の
場
所
を
車
で
通
っ
た
け

れ
ど
、
誰
も
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
こ
れ
は
、
そ
れ

を
見
た
と
言
っ
て
い
る
本
人
か
ら
聞
い
た
も
の
で
す
。

　

い
ま
お
話
し
し
た
相
馬
で
聞
こ
え
て
き
た
話
は
一
〇
話
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
は
自
身
の
経
験
と
し
て
語
る
も
の
と
、

知
人
の
経
験
と
し
て
語
る
も
の
と
、知
人
の
知
人
の
経
験
で

語
る
も
の
と
、大
別
す
る
と
三
種
類
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　

知
人
の
知
人
の
経
験
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
の
ニ
ャ
ン
バ
ー
ガ
ー
」
で
、「
友
達
の
友
達
が
ね

…
…
」
と
い
う
話
は
、
い
か
に
も
信
憑
性
が
あ
り
そ
う
な
ん

だ
け
れ
ど
、よ
く
よ
く
考
え
れ
ば
友
達
の
友
達
な
ん
だ
か
ら

誰
だ
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
、そ
の
よ
う
な
言
い
方
で
す
よ

ね
。知
人
の
知
人
の
経
験
、こ
れ
が
一
番
多
い
よ
う
で
す
。

　

怪
異
現
象
と
い
う
の
は
、そ
う
し
た
現
場
で
語
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。経
験
内
容
に
つ
い
て
は
見
た
と
か
聞

い
た
と
か
、
感
じ
た
と
い
う
の
も
け
っ
こ
う
多
い
で
す
ね
。

感
じ
る
、
理
由
は
な
ん
だ
か
分
か
ら
な
い
、
な
ん
と
も
言
え

な
い
け
れ
ど
感
じ
た
ん
だ
と
い
う
、そ
う
い
う
言
い
方
を
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

怪
異
の
“
場
”

─
遺
体
安
置
場
所

　

次
に
怪
異
の
“
場
”
の
こ
と
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
こ
れ
が

ち
ょ
っ
と
気
に
な
り
ま
す
。ど
こ
で
起
こ
る
の
か
と
い
う
こ

と
で
す
。そ
の
“
場
”
に
何
か
理
由
付
け
が
な
さ
れ
て
お
り
、

怪
異
の
現
場
は
ど
こ
で
も
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
さ
そ
う

な
ん
で
す
。突
拍
子
も
な
い
所
に
は
出
て
い
な
い
の
で
す
よ

ね
。
怪
異
を
構
成
す
る
人
に
と
っ
て
の
生
活
圏
、
旧
生
活
圏

と
言
い
ま
す
か
、
そ
の
“
場
”
に
出
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ

と
で
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

よ
く
あ
る
の
は
死
亡
場
所
で
あ
り
、遺
体
安
置
場
所
な
の

で
す
。
今
日
お
話
し
し
た
い
の
は
、
遺
体
安
置
場
所
に
つ
い

て
で
す
。
病
院
で
考
え
る
と
、
死
亡
場
所
は
ど
こ
か
と
言
っ

た
ら
、
手
術
室
も
で
す
が
、
病
室
が
一
番
多
い
よ
う
で
す
。

そ
う
な
る
と
病
室
に
は
怪
異
現
象
が
起
こ
る
の
か
ど
う
な
の

か
、
ま
た
霊
安
室
は
ど
う
な
の
か
。
そ
う
し
た
問
題
は
関
連

す
る
課
題
と
し
て
置
い
て
お
い
て
、
こ
こ
で
は
、
遺
体
安
置

場
所
の
こ
と
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

近
頃
話
題
の
、
首
相
公
邸
の
怪
異
現
象
の
話
。
あ
れ
は
、

何
か
よ
く
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
遺
体
安
置
場
所
と
言
う
の
が

い
い
の
か
、死
亡
場
所
の
方
が
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
け
れ

ど
、
首
相
が
公
邸
に
住
ま
な
い
理
由
を
い
う
と
き
に
、
結
局

二
・
二
六
事
件
の
話
を
持
ち
出
し
た
り
す
る
わ
け
で
す
ね
。

で
も
、当
時
と
違
う
場
所
に
建
っ
て
い
る
し
建
物
も
違
う
し
、

な
ん
で
そ
こ
に
出
る
の
か
説
明
で
き
な
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
話
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、資
料
で
お
配
り
し
ま
し
た
今
年
の
五
月
一
一

日
の
「
朝
日
新
聞
」
に
、「
国
技
館
に
都
市
伝
説
」
と
い
う
見

出
し
が
出
て
お
り
ま
し
た
。
記
者
さ
ん
ご
自
身
が
、
夜
に
記

者
席
か
ら
東
の
花
道
を
来
る
と
、何
か
ボ
ー
ル
の
よ
う
な
も

の
で
ぽ
お
ん
と
吹
っ
飛
ば
さ
れ
た
と
い
う
経
験
を
し
て
、「
お

い
、
冗
談
は
よ
せ
」
と
後
ろ
を
向
い
た
ら
、
誰
も
い
な
か
っ

た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
国
技
館
で
は
そ
う
い
う
こ
と
が
よ

く
あ
る
ん
だ
と
い
う
話
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
不
可
思
議
な
現
象
の
理
由
が
最
終
的
に
、ご
存

じ
か
と
は
思
い
ま
す
が
、国
技
館
は
回
向
院
の
す
ぐ
そ
ば
に

あ
る
の
で
す
ね
。回
向
院
は
江
戸
の
大
火
の
後
の
死
者
供
養

の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
お
寺
で
す
。
要
は
、
こ
の
新
聞
記
事

を
そ
の
と
お
り
に
読
み
ま
す
と
、「
江
戸
城
も
含
め
、江
戸
の

市
街
地
の
大
半
が
消
失
し
一
〇
万
人
が
亡
く
な
っ
た
と
も
い

わ
れ
る
。
い
ま
の
国
技
館
の
周
辺
は
、
身
元
の
分
か
ら
な
い

遺
体
を
安
置
す
る
場
所
の
一
つ
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
い
わ
く
付
き
の

場
所
だ
か
ら
、
怪
異
現
象
も
起
こ
る
の
だ
と
言
っ
た
オ
ブ

ラ
ー
ト
に
包
ま
れ
た
解
釈
が
見
え
て
く
る
わ
け
で
す
。

　

遺
体
安
置
場
所
に
霊
が
出
る
と
い
う
の
は
、私
も
か
つ
て

宗
教
学
会
が
あ
っ
て
沖
縄
に
行
っ
た
と
き
、タ
ク
シ
ー
の
運

転
手
さ
ん
か
ら
聞
き
ま
し
た
。タ
ク
シ
ー
を
借
り
上
げ
て
一

日
回
っ
て
い
た
と
き
、わ
れ
わ
れ
が
ま
っ
た
く
観
光
地
で
は

な
く
、
慰
霊
に
関
係
の
あ
る
場
所
、
さ
ま
ざ
ま
な
様
式
の
墓

ば
か
り
回
る
の
で
、な
ん
だ
こ
い
つ
ら
と
思
っ
た
の
で
し
ょ

う
、
運
転
手
さ
ん
が
「
こ
こ
は
面
白
い
所
で
す
よ
」
と
わ
ざ

わ
ざ
教
え
て
く
れ
た
の
が
自
衛
隊
の
建
物
で
し
た
。概
観
は

立
派
な
ア
パ
ー
ト
な
の
で
す
が
、現
在
誰
も
住
ん
で
い
な
い

宿
舎
な
の
だ
そ
う
で
す
。な
ぜ
な
ら
、「
出
る
ん
で
す
よ
」
と

い
う
理
由
だ
っ
た
の
で
す
。屈
強
な
自
衛
隊
員
を
も
っ
て
し

て
も
誰
も
住
み
た
く
な
く
て
、
実
際
、
住
ん
で
い
な
い
所
だ

そ
う
で
す
。「
出
て
く
る
」
理
由
は
、そ
こ
が
戦
争
末
期
の
遺

体
安
置
所
だ
っ
た
か
ら
だ
と
言
う
の
で
す
。

「
グ
ラ
ン
デ
ィ
・
21
」

　

被
災
地
に
も
そ
う
し
た
う
わ
さ
の
あ
る
場
所
が
何
カ
所
か

確
認
さ
れ
る
の
で
す
が
、こ
こ
で
具
体
的
に
私
が
気
に
し
た

の
が
宮
城
県
「
グ
ラ
ン
デ
ィ
・
21
」
に
な
り
ま
す
。
グ
ラ
ン

デ
ィ
・
21
に
つ
い
て
、あ
ま
り
ご
存
じ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

宮
城
県
で
は
一
番
大
き
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
な
ん
で
す
。

利
府
町
と
い
う
仙
台
市
の
隣
接
地
に
あ
る
の
で
す
け
れ
ど

も
、そ
こ
に
い
ま
命
名
権
を
も
ら
っ
て
、セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
・
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ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
と
い
う
立
派
な
ア
リ
ー
ナ
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
の
内
部
に
も
い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
あ
っ
て
、
収
容

人
数
は
七
、
〇
六
三
人
。
こ
ん
な
に
入
る
施
設
は
宮
城
県
に

は
な
い
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
も
の
す
ご
く
立
派
な
、
宮

城
県
に
と
っ
て
は
大
事
な
施
設
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、そ
れ

が
震
災
直
後
か
ら
、遺
体
安
置
所
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　

３
・
11
で
震
災
が
あ
っ
た
と
き
に
、
当
然
で
す
け
れ
ど
も

そ
こ
は
被
災
者
が
来
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
そ
の
３
・
11
の
夜

の
時
点
で
、宮
城
県
警
か
ら
遺
体
安
置
所
と
し
て
使
用
し
た

い
と
い
う
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
で
結
局
ど
う
な
っ
た
か
と
言
う
と
、
３
・
12
、
震
災

の
翌
日
か
ら
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
と
言
っ
て
も
の
す
ご
く
広
い

所
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を
や
る
場
所
で
す
よ
ね
、
そ
こ

が
遺
体
安
置
所
に
な
り
ま
し
た
。こ
こ
は
宮
城
県
で
一
番
多

く
の
遺
体
が
集
ま
っ
た
所
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、こ
こ
は
支
援
の
た
め
の
拠
点
に
も
な
り
ま

し
た
。
各
国
の
救
助
隊
が
来
た
と
い
い
ま
す
。
つ
ま
り
グ
ラ

ン
デ
ィ
・
21
は
、
今
回
の
震
災
復
興
の
た
め
の
宮
城
県
の
一

つ
の
拠
点
と
な
っ
た
場
所
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

　

こ
こ
の
と
こ
ろ
の
話
を
配
付
資
料
で
、ち
ょ
っ
と
見
て
い

た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。
実
は
グ
ラ
ン
デ
ィ
・
21
が
遺
体
安

置
所
に
な
っ
て
以
降
、具
体
的
に
は
震
災
の
あ
っ
た
年
の
五

月
頃
、そ
の
す
ぐ
そ
ば
の
新
興
住
宅
地
に
住
ん
で
い
る
友
人

か
ら
、
グ
ラ
ン
デ
ィ
・
21
の
周
り
で
夜
中
に
呻
き
声
が
聞
こ

え
る
と
い
う
話
が
あ
る
と
聞
い
た
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

あ
そ
こ
が
遺
体
安
置
所
だ
か
ら
だ
と
。そ
の
よ
う
な
こ
と
を

聞
い
て
、
ち
ょ
っ
と
そ
う
し
た
怪
異
現
象
が
気
に
な
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
と
情
報
を
集
め
て
み
ま
し
た
。

　

お
示
し
し
ま
し
た
の
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
集
め
た
、

当
時
の
グ
ラ
ン
デ
ィ
・
21
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
す
。

簡
単
に
言
い
ま
す
と
、
１
・
２
・
３
が
だ
い
た
い
つ
な
が
り

に
な
る
の
で
す
が
、震
災
か
ら
一
月
ほ
ど
後
の
四
月
一
六
日

の
時
点
で
、次
の
よ
う
な
メ
ー
ル
が
交
わ
さ
れ
ま
す
。

　
「
そ
の
ご
遺
体
っ
て
グ
ラ
ン
デ
ィ
と
か
に
収
容
さ
れ
て
い

る
ん
だ
ろ
」。「
グ
ラ
ン
デ
ィ
も
ヤ
バ
く
な
る
の
か
な
」。

　

こ
れ
は
世
代
的
に
若
い
人
が
や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
の
よ
う
な
口
調
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
。「
グ
ラ
ン

デ
ィ
ち
ょ
っ
と
や
ば
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、遺
体
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
」
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

４
・
５
・
６
の
と
こ
ろ
は
、
す
ぐ
に
レ
ス
ポ
ン
ス
が
入
っ

て
い
る
の
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。「
利
府
に
行
っ
て
き
た

ん
だ
け
れ
ど
頭
痛
が
ひ
ど
い
。利
府
に
は
津
波
も
来
て
い
な

い
し
、何
な
ん
だ
ろ
う
」と
書
き
込
む
と
、「
利
府
グ
ラ
ン
デ
ィ

は
仙
台
最
大
の
遺
体
安
置
所
」
と
い
う
答
え
が
誰
か
か
ら
即

座
に
来
る
わ
け
で
す
。そ
れ
に
対
し
、「
グ
ラ
ン
デ
ィ
ま
で
は

行
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
頭
が
痛
く
て
し
よ
う
が
な
い
」
と
ま

た
レ
ス
ポ
ン
ス
が
あ
る
、そ
う
い
う
話
で
す
ね
。

　

そ
れ
か
ら
７
・
８
の
と
こ
ろ
は
、「
グ
ラ
ン
デ
ィ
の
近
く

ま
で
行
っ
た
ら
す
ご
い
雷
雨
の
な
か
で
全
身
び
し
ょ
濡
れ
の

集
団
が
い
た
ん
だ
け
れ
ど
」
と
。
こ
れ
は
な
ん
だ
か
分
か
ら

な
い
ま
ま
に
書
い
て
あ
る
と
、
そ
の
８
の
方
は
「
機
動
隊
の

よ
う
な
服
を
着
た
人
た
ち
」。
現
実
な
の
か
幻
な
の
か
分
か

ら
な
い
よ
う
な
情
報
が
流
れ
る
わ
け
で
す
。

　

そ
の
後
、９
か
ら
15
ま
で
が
、「
実
は
こ
こ
の
ア
リ
ー
ナ
が

九
月
に
な
る
と
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に
な
る
」
と
い
う
う
わ
さ

が
七
月
に
出
て
き
ま
す
。七
月
に
前
売
り
券
を
売
り
出
し
た

か
ら
で
す
。
具
体
的
に
言
い
ま
す
と
、
グ
ラ
ン
デ
ィ
で
は
九

月
三
日
に
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
オ
ン
・
ア
イ
ス
を
や
っ
た
ん
で
す

ね
。そ
の
次
が
九
月
一
〇
日
に
桑
田
佳
祐
の
ラ
イ
ブ
を
や
っ

た
ん
で
す
。
こ
う
し
た
予
定
が
、
七
月
ご
ろ
か
ら
人
々
の
耳

に
入
っ
て
、チ
ケ
ッ
ト
と
共
に
さ
ま
ざ
ま
な
評
価
が
交
わ
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

な
ん
だ
、あ
そ
こ
は
遺
体
を
安
置
し
た
場
所
じ
ゃ
な
い
か
、

そ
こ
で
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
と
。そ
う
し
た
マ
イ
ナ
ス

評
価
、不
謹
慎
だ
と
か
何
と
か
い
っ
ぱ
い
書
い
て
あ
る
の
が
、

９
か
ら
15
ま
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
の
な
か
に
は
、
あ
ん
な
所

に
は
も
う
行
け
な
い
。自
分
は
サ
ザ
ン
（
・
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
）

が
、桑
田
佳
祐
が
好
き
だ
。桑
田
佳
祐
を
聴
き
た
い
け
れ
ど
、

あ
の
場
所
に
は
行
き
た
く
な
い
、と
か
で
す
ね
。

　

九
月
三
日
に
震
災
以
来
最
初
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
デ
ィ

ズ
ニ
ー
・
オ
ン
・
ア
イ
ス
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
も
七

月
の
頭
に
は
、メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
は
も
う
遺
体
安
置
所
じ
ゃ

な
く
な
っ
て
、残
っ
て
い
た
ご
遺
体
は
プ
ー
ル
の
方
に
移
さ

れ
て
、
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
の
改
修
が
始
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

強
力
な
消
毒
を
何
度
も
し
た
り
、徹
底
的
な
消
臭
を
し
た
り

し
て
、急
ピ
ッ
チ
で
や
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
で
、八
月
終
わ
り
に
は
ほ
ぼ
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、

九
月
の
頭
か
ら
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
オ
ン
・
ア
イ
ス
を
二
日
間
や

り
、
そ
の
後
、
桑
田
佳
祐
が
バ
ン
ド
で
や
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。そ
の
へ
ん
が
資
料
の
16
・
17
の
と
こ
ろ
で
、「
気

持
ち
悪
い
で
す
ね
」
な
ど
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

桑
田
佳
祐
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
関
し
ま
し
て
は
、こ
の
と
き

の
模
様
が
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
販
売
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
入
手
し

ま
し
た
。初
版
限
定
で
写
真
集
も
つ
い
て
い
ま
し
た
の
で
、コ

ン
サ
ー
ト
前
後
の
様
子
も
あ
る
程
度
知
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。遺
体
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
は
椅
子

が
並
べ
ら
れ
、コ
ン
サ
ー
ト
は
最
初
に
、「
青
葉
城
恋
唄
」
で

ス
タ
ー
ト
し
、そ
の
後
す
ぐ
に
黙
祷
し
ま
し
た
。た
だ
そ
の
際

に
は
、一
言
も
、こ
こ
が
遺
体
安
置
所
だ
と
か
何
と
か
は
言
い

ま
せ
ん
で
し
た
。そ
う
い
う
か
た
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。つ
ま
り
、ア
リ
ー
ナ
に
座
っ
て
い
る
観
客
た
ち
が
座
っ
て

い
る
所
に
、数
カ
月
前
ま
で
は
ご
遺
体
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た

わ
け
で
す
。そ
の
空
間
が
、桑
田
佳
祐
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
場
と

し
て
喧
噪
に
包
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、最
後
は
み
ん
な
で
風

船
を
二
万
個
だ
か
室
内
に
飛
ば
し
た
と
い
う
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
気
に
し
つ
つ
写
真
集
を
見
て
い
る
と
、
ち
ゃ
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ん
と
お
は
ら
い
を
や
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。こ
れ
に
つ
い
て

は
ま
だ
私
は
調
査
し
切
れ
て
い
な
い
ん
で
す
が
、い
つ
も
桑

田
佳
祐
が
こ
れ
を
や
っ
て
い
る
の
か
、こ
の
と
き
だ
け
な
の

か
、
そ
れ
が
ち
ょ
っ
と
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
た
ぶ
ん
、

や
っ
て
い
な
い
で
す
ね
。

　

こ
こ
が
遺
体
安
置
所
で
あ
っ
て
、ま
た
桑
田
佳
祐
自
身
も

が
ん
の
手
術
か
ら
立
ち
直
っ
た
最
初
の
コ
ン
サ
ー
ト
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
や
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。も
っ
と
言
う
と
、

グ
ラ
ン
デ
ィ
・
21
は
彼
が
こ
れ
ま
で
何
回
も
コ
ン
サ
ー
ト
を

や
っ
て
い
る
場
所
な
ん
で
す
ね
。
思
い
出
の
場
所
仙
台
、
東

北
を
助
け
た
い
と
い
う
こ
と
で
こ
こ
に
来
た
と
い
う
意
味
は

す
ご
く
分
か
り
ま
す
。
た
だ
、
や
っ
ぱ
り
気
持
ち
悪
く
な
い

の
か
な
と
い
う
こ
と
を
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
考
え
ま
す
と
、
遺
体
安
置

所
だ
っ
た
グ
ラ
ン
デ
ィ
・
21
は
、
一
種
の
怪
異
の
空
間
だ
っ

た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
桑
田

佳
祐
が
こ
こ
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、同
じ

グ
ラ
ン
デ
ィ
・
21
が
祝
祭
空
間
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

桑
田
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
祝
祭
空
間
が
作
ら
れ
て
以
降
、

ネ
ッ
ト
を
引
い
て
も
、こ
こ
が
気
持
ち
悪
い
と
か
お
化
け
が

出
て
い
る
と
い
う
話
を
、ほ
と
ん
ど
私
は
見
つ
け
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
る
前
は
、

気
持
ち
悪
い
と
か
、こ
こ
に
何
か
変
な
も
の
が
あ
る
と
い
う

言
い
方
が
強
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
が
な
く
な
っ
て
、
ひ

と
た
び
祝
祭
空
間
を
経
験
し
た
後
は
、以
後
も
毎
月
少
な
く

と
も
二
、
三
回
、
場
合
に
よ
る
と
毎
週
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
る

の
で
す
。
有
名
な
人
が
い
っ
ぱ
い
来
て
い
ま
す
。
こ
こ
ら
へ

ん
で
怪
異
性
が
希
薄
化
し
た
の
か
、
消
滅
し
た
の
か
。
こ
う

し
た
変
遷
は
、非
常
に
興
味
深
い
こ
と
と
思
い
ま
す

　

つ
ま
り
、
こ
こ
で
、
幽
霊
話
と
は
ち
ょ
っ
と
言
い
切
れ
な

い
と
思
う
ん
で
す
が
、
こ
う
い
う
怪
異
現
象
の
“
場
”
に
関

す
る
話
が
ど
こ
か
で
転
換
す
る
、も
っ
と
言
う
と
そ
の
空
間

が
祝
祭
空
間
に
な
る
と
い
う
の
は
、も
の
す
ご
い
転
換
な
の

か
な
と
い
う
気
は
す
る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
が
結
局
、
こ
の
コ

ン
サ
ー
ト
が
き
っ
か
け
だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
、そ
れ
ま

で
は
、
こ
こ
は
お
は
ら
い
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
か
、
も
っ

と
言
う
と
、壊
さ
な
き
ゃ
駄
目
だ
と
言
っ
て
い
る
人
が
い
っ

ぱ
い
い
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
壊
す
こ
と
な
く
、
み
ん
な
が

使
う
場
所
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
、場
合
に
よ
っ
て
は
み
な
さ
ま
方
の
方
が
詳
し
い

と
思
う
ん
で
す
が
、私
は
関
西
人
じ
ゃ
な
い
の
で
分
か
ら
な

い
ん
で
す
け
れ
ど
、千
日
前
の
話
を
ご
存
じ
の
方
は
多
い
と

思
い
ま
す
。
千
日
前
と
い
う
の
は
大
昔
は
墓
地
だ
っ
た
し
、

刑
場
が
あ
っ
た
し
、焼
き
場
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
よ

ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
言
う
と
、
怪
異
の
空
間
で
あ
っ
た
場

所
で
あ
る
ん
だ
け
れ
ど
、そ
こ
が
あ
る
意
味
で
は
現
在
の
歓

楽
街
へ
変
わ
っ
て
い
っ
た
わ
け
で
す
。祝
祭
空
間
か
ど
う
か

は
知
ら
な
い
け
れ
ど
、
歓
楽
街
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
歓
楽

街
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
も
、千
日
デ
パ
ー
ト
の

火
災
だ
と
か
、何
か
ち
ょ
っ
と
わ
け
の
分
か
ら
な
い
と
き
が
、

時
々
歴
史
の
な
か
に
頭
を
も
た
げ
て
い
る
の
で
す
よ
ね
。こ

れ
と
同
様
の
こ
と
が
、こ
の
グ
ラ
ン
デ
ィ
に
ま
た
起
こ
っ
て

く
る
の
か
ど
う
な
の
か
と
い
う
の
が
、今
後
見
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
こ
ろ
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
面
白
い
の
は
、
怪
異
の
空
間
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
を
上
回
る
パ
ワ
ー
、
あ
の
桑
田
佳
祐
の
パ
ワ
ー
が
、
あ

る
意
味
で
は
祝
祭
空
間
を
つ
く
っ
た
こ
と
が
、そ
の
後
の
そ

う
い
う
人
々
の
気
持
ち
を
黙
ら
せ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
。実

際
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
知
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、黙
ら
せ
て

し
ま
っ
た
よ
う
な
結
果
が
読
み
取
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。

一
人
称
の
怪
異
経
験

　

最
後
に
、
私
自
身
の
、
今
度
は
一
人
称
の
怪
異
経
験
を
お

話
し
い
た
し
ま
す
と
、こ
れ
は
昨
年
、東
京
自
由
大
学
の
方
々

と
被
災
地
を
廻
っ
た
帰
り
の
話
で
す
。

　

去
年
の
八
月
、鎌
田
さ
ん
か
ら
ち
ょ
っ
と
手
伝
え
と
言
わ

れ
て
、
東
京
自
由
大
学
の
企
画
で
、
被
災
地
を
歩
く
こ
と
を

し
ま
し
て
、
石
巻
市
の
雄
勝
と
い
う
海
よ
り
の
被
災
地
に

行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、私
は
翌
日
の
予
定
が
あ
っ
て
夜
の

九
時
に
出
て
仙
台
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。車
で
南
下
し
た
の

で
す
が
、
左
側
が
海
に
な
り
ま
す
。
そ
の
と
き
私
は
早
く
帰

ろ
う
と
し
て
、
ナ
ビ
で
高
速
利
用
を
選
択
し
た
の
で
す
ね
。

と
こ
ろ
が
、出
発
し
て
間
も
な
く
右
に
曲
が
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
か
っ
た
は
ず
な
の
に
、ナ
ビ
の
指
示
通
り
に
走
っ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、高
速
に
出
る
道
を
通
り
過
ぎ
て
ず
っ

と
浜
沿
い
の
道
を
進
ん
で
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
の
で

す
。
す
ぐ
に
右
に
行
く
は
ず
だ
っ
た
の
に
、
ナ
ビ
は
真
っ
す

ぐ
を
指
し
て
い
た
ん
で
す
ね
。真
っ
す
ぐ
を
指
す
と
い
う
こ

と
は
海
沿
い
に
ず
っ
と
行
く
わ
け
で
す
。「
え
っ
」
と
途
中
で

気
が
つ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
海
沿
い
で
、
右
に
曲

が
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
か
っ
た
の
に
、な
ん
で
ナ
ビ
通
り
に

来
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
真
っ
す
ぐ
来
た
ん
だ
ろ
う
と
。

　

そ
の
瞬
間
、
私
は
何
を
思
っ
た
か
と
言
う
と
、
こ
れ
が
私

な
り
の
“
文
化
”
だ
と
思
う
の
だ
け
れ
ど
、「
あ
、
誰
か
呼
ん

で
い
る
な
」と
思
い
ま
し
た
、本
当
に
。誰
か
な
と
。そ
れ
で
、

私
の
知
り
合
い
で
亡
く
な
っ
た
人
、陸
前
高
田
と
か
閖
上
と

か
で
は
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、石
巻
市
周
辺
に
は
い
な
い

ん
で
す
よ
ね
。誰
が
呼
ん
で
い
る
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、時
々

う
し
ろ
を
見
な
が
ら
運
転
を
続
け
て
い
き
ま
し
た
。道
の
舗

装
が
壊
れ
て
い
ま
し
て
、所
々
に
片
側
通
行
の
場
所
が
あ
り
、

無
人
の
信
号
機
が
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
何
カ
所
か
あ
り
ま

し
た
。
対
向
車
な
ど
ま
っ
た
く
な
く
、
も
し
対
向
車
が
来
た

な
ら
ラ
イ
ト
で
わ
か
り
そ
う
な
所
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、信

号
が
つ
い
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
私
は
真
面
目
に
止
ま
る
わ

け
で
す
。止
ま
る
と
、道
の
す
ぐ
脇
に
あ
る
崩
れ
か
け
た
家
、
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真
っ
暗
な
家
の
影
だ
け
が
見
え
る
ん
で
す
が
、ま
っ
た
く
電

気
が
つ
い
て
い
な
い
わ
け
で
す
。
で
も
、
そ
こ
で
二
分
ぐ
ら

い
止
ま
っ
て
い
な
く
て
は
い
け
な
い
ん
で
す
よ
ね
。す
ご
く

怖
い
ん
で
す
け
れ
ど
。

　

そ
れ
で
約
一
時
間
か
け
て
リ
ア
ス
式
の
ク
ネ
ク
ネ
道
の
浜

を
全
部
走
っ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
、
そ
の
間
、
一
台
も
車
と

す
れ
違
わ
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
結
局
、
誰
に
呼
ば
れ
て
い

た
か
は
わ
か
ら
ず
じ
ま
い
で
あ
っ
た
の
で
す
が
。

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
、こ
れ
は
ス
ズ
キ
ヒ
カ
ル
さ
ん
と
い
う
、

ご
存
じ
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
、

知
人
の
経
験
で
す
。
彼
女
は
ア
メ
リ
カ
国
籍
の
日
本
人
で
、

シ
ド
ニ
ー
大
学
の
文
化
人
類
学
の
先
生
を
し
て
い
ま
す
。日

本
の
葬
儀
社
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
て
ハ
ー
バ
ー
ド
で

博
士
号
を
と
ら
れ
、T

he Price of D
eath

を
刊
行
さ
れ
て

い
ま
す
。
彼
女
は
去
年
の
暮
れ
ぐ
ら
い
か
ら
、
仙
台
に
住
ん

で
被
災
地
を
廻
っ
て
い
ま
し
た
。

　

石
巻
の
、非
常
に
多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
た
橋
で
の
彼
女

の
体
験
談
で
す
。彼
女
は
慰
霊
の
た
め
に
仙
台
か
ら
お
花
を

持
っ
て
行
き
、
お
花
を
橋
か
ら
下
に
投
げ
な
が
ら
、
祈
っ
て

歩
い
た
ん
だ
そ
う
で
す
。あ
と
最
後
の
一
束
を
投
げ
れ
ば
と

い
う
と
き
に
、「
チ
リ
ー
ン
、チ
リ
ー
ン
」
と
い
う
鈴
の
音
が

聞
こ
え
て
き
た
と
い
う
ん
で
す
ね
。
そ
の
音
は
、
自
分
の
す

ぐ
そ
ば
ま
で
近
づ
い
て
来
た
。
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
ち
ょ

う
ど
女
の
子
が
ラ
ン
ド
セ
ル
に
付
け
て
い
る
鈴
が
鳴
っ
て
い

る
よ
う
だ
っ
た
と
言
う
ん
で
す
。

　

そ
の
直
後
、彼
女
の
腕
に
ふ
わ
っ
と
女
の
子
の
髪
の
毛
が

触
れ
た
ん
だ
そ
う
で
す
。そ
れ
で
、「
え
っ
」
と
言
っ
て
、「
お

ば
ち
ゃ
ん
は
ね
、間
も
な
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
帰
る
ん
だ

か
ら
、
つ
い
て
来
ら
れ
て
も
し
よ
う
が
な
い
の
よ
」
と
言
っ

て
、「
ご
め
ん
な
さ
い
ね
、家
族
の
方
に
戻
っ
て
」
と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
言
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、
鈴
の
音
は

「
チ
リ
ー
ン
、チ
リ
ー
ン
」
と
遠
ざ
か
っ
て
い
き
、消
え
て
し

ま
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
ヒ
カ
ル
さ
ん
は
、
ふ
っ
と
我
に
返

り
、最
後
の
お
花
を
落
と
し
て
帰
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
経
験
を
し
た
彼
女
自
身
は
、人
類
学
者
と
し
て

こ
の
体
験
を
ど
う
言
説
化
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
か
、と
い

う
こ
と
で
、す
ご
く
悩
ん
で
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

他
者
の
話
、他
者
の
経
験
を
聞
い
て
分
析
す
る
と
い
う
の

が
学
的
研
究
の
常
識
的
な
あ
り
方
で
あ
る
わ
け
で
す
が
、人

類
学
者
自
身
が
経
験
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。学

者
自
身
が
怪
異
現
象
を
体
験
し
た
と
い
う
こ
と
を
い
か
に
整

理
す
る
か
、と
い
う
こ
と
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
科
学
と
は
直
接
的
に
相
容
れ
な
い
よ
う
な
、こ
う

し
た
超
常
現
象
み
た
い
な
こ
と
を
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
と

こ
ろ
で
、科
学
の
領
域
を
ど
こ
ま
で
逸
脱
し
な
い
で
研
究
と

す
る
か
。こ
の
あ
た
り
が
す
ご
く
難
し
い
と
こ
ろ
か
と
思
い

ま
す
。

鎌
田　

鈴
木
先
生
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
最
後
の
話
は
印
象
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
シ
ョ
ー
ト
コ
メ
ン
ト
と
し
て
、
こ
こ
ろ

の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
の
臨
床
心
理
学
者
、河
合
俊
雄
先
生

に
コ
メ
ン
ト
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
コ
メ
ン
ト	

河
合
俊
雄

臨
床
宗
教
師
は
心
理
療
法
に
通
じ
る

　

こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン
タ
ー
の
河
合
俊
雄
で
す
。

　

私
は
こ
の
震
災
に
関
し
て
は
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
と
い
う
こ
と

で
関
わ
っ
て
い
て
、特
に
ケ
ア
す
る
人
の
ケ
ア
と
い
う
こ
と

で
活
動
し
て
い
ま
す
。石
巻
に
二
カ
月
に
一
度
ぐ
ら
い
赴
い

て
い
て
、来
週
ま
た
石
巻
に
行
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
二
人
は
ト
ー
ン
も
違
い
ま
す
し
、ど
う
い
う
ふ
う
に
反

応
し
た
ら
い
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

臨
床
宗
教
師
と
い
う
の
は
、と
て
も
面
白
い
な
と
思
い
ま

し
た
。
臨
床
心
理
士
と
言
う
か
、
心
理
療
法
に
通
じ
る
と
こ

ろ
が
あ
る
な
と
思
い
ま
す
。自
分
の
宗
派
と
か
を
押
し
出
す

の
で
は
な
く
て
、ま
ず
相
手
に
寄
り
添
う
と
い
う
と
こ
ろ
は
、

と
て
も
心
理
療
法
に
近
い
の
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
し

た
。そ
し
て
、幽
霊
か
死
者
の
霊
か
知
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

そ
れ
に
対
し
て
、
信
じ
る
、
信
じ
な
い
で
は
な
い
の
だ
と
い

う
と
こ
ろ
も
、わ
れ
わ
れ
と
と
て
も
近
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
立
場
は
ユ
ン
グ
心
理
学
で
す
が
、ユ
ン
グ
と
い
う
の

は
存
在
論
的
問
い
を
立
て
な
い
わ
け
な
ん
で
す
。魂
が
存
在

す
る
か
存
在
し
な
い
か
と
か
、死
後
の
世
界
が
存
在
す
る
か

存
在
し
な
い
か
と
い
う
の
は
、そ
れ
を
形
而
上
学
的
に
問
う

こ
と
は
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
こ
と
が
起
こ
っ

て
く
る
と
き
に
、
そ
れ
が
そ
の
人
に
と
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
に

と
っ
て
、ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
か
な
と
い
う
と
こ
ろ
を

と
て
も
問
題
に
す
る
の
で
す
。そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
と
て
も

近
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

た
だ
、心
理
療
法
と
い
う
の
は
も
っ
と
し
ょ
ぼ
い
も
の
で

す
。
つ
ま
り
、
そ
う
い
う
生
き
る
か
死
ぬ
か
と
か
、
死
者
の

霊
と
か
じ
ゃ
な
く
て
、も
っ
と
も
っ
と
小
さ
な
物
語
が
大
事

に
な
っ
て
き
ま
す
。
だ
か
ら
、
相
談
に
来
ら
れ
て
も
、
い
ま

の
家
族
関
係
で
あ
っ
た
り
と
か
、友
人
関
係
で
あ
っ
た
り
と

か
、実
際
ど
う
生
き
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
と
て
も
前
面

に
出
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
死
者

の
話
と
か
と
い
う
の
は
そ
ん
な
に
話
題
に
な
ら
な
い
。

　

も
し
頻
繁
に
出
て
く
る
人
が
い
た
ら
、そ
れ
は
よ
っ
ぽ
ど

重
い
人
で
す
。
た
と
え
ば
、
ず
っ
と
幽
霊
の
話
を
語
り
続
け

る
と
い
う
人
が
い
た
ら
、そ
れ
は
よ
っ
ぽ
ど
重
い
人
で
あ
る

場
合
が
多
い
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
は
、
区
切
り
と
し
て
そ

う
い
う
話
が
出
て
く
る
こ
と
は
多
い
と
は
思
い
ま
す
。亡
く

な
っ
た
人
の
話
と
か
、「
実
は
」
と
い
う
感
じ
で
出
て
く
る
と
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き
と
い
う
の
は
、
か
な
り
、
区
切
り
の
話
と
し
て
出
て
く
る

こ
と
が
多
い
な
と
思
い
ま
す
。つ
ま
り
心
理
療
法
が
大
き
く

展
開
す
る
と
か
、
終
結
す
る
と
か
い
う
と
き
で
す
。
そ
の
へ

ん
が
と
て
も
違
う
の
じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

亡
く
な
っ
た
方
と
の
関
係
を
考
え
る
と
、わ
れ
わ
れ
と
し

て
は
そ
れ
と
ど
う
つ
な
が
り
、そ
れ
と
ど
う
別
れ
を
告
げ
る

か
と
言
う
か
、そ
の
両
方
が
と
て
も
大
事
な
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。ず
っ
と
そ
れ
が
切
れ
な
い
で
い
る
と
、

な
か
な
か
生
き
て
い
く
の
は
大
変
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。だ

け
ど
、
そ
こ
と
切
れ
て
生
き
て
い
く
と
、
わ
れ
わ
れ
の
生
は

な
か
な
か
貧
し
い
も
の
に
な
る
し
、う
ま
く
い
か
な
い
と
い

う
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
関
係
が
ど
う
な
る
の

か
な
と
い
う
と
こ
ろ
が
、と
て
も
大
き
い
の
じ
ゃ
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ
の
区
切
り
の
こ
と
と
い
う

の
は
、心
理
療
法
で
も
よ
く
出
て
く
る
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
今
日
の
お
二
人
の
お
話
も
、非
常
に
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
が
広
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

高
橋
さ
ん
の
最
後
の
霊
な
ん
か
は
、サ
イ
コ
ロ
ジ
カ
ル
に

分
か
り
や
す
い
例
で
す
よ
ね
。
つ
ま
り
、
あ
る
種
の
解
離
現

象
が
起
こ
っ
て
い
る
ん
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
む
し
ろ
自

分
の
な
か
の
こ
こ
ろ
の
葛
藤
が
、死
者
の
霊
と
い
う
か
た
ち

で
出
て
い
る
だ
け
の
こ
と
だ
と
い
う
ふ
う
に
、あ
る
種
簡
単

に
解
釈
で
き
て
し
ま
い
ま
す
。け
れ
ど
も
そ
う
で
は
な
い
場

合
も
ま
た
出
て
き
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
鈴
木
先
生
の
場
合
も
そ
う
な
の
で
す
が
、
一

次
的
・
二
次
的
と
い
う
の
は
か
な
り
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
な

と
思
い
ま
す
。本
当
に
そ
の
人
が
体
験
し
た
こ
と
も
あ
れ
ば
、

そ
れ
が
ま
た
物
語
の
面
白
い
と
こ
ろ
な
の
だ
け
ど
、二
次
使

用
と
い
う
こ
と
が
出
て
く
る
。
で
は
、
二
次
使
用
が
偽
物
か

と
言
う
と
、そ
う
と
は
簡
単
に
言
え
な
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
、

な
か
な
か
面
白
い
な
と
思
い
ま
し
た
。わ
れ
わ
れ
の
知
っ
て

い
る
昔
話
や
神
話
は
す
べ
て
二
次
使
用
で
す
か
ら
。

　

そ
れ
で
、や
は
り
絆
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
た
の
で
す
け

れ
ど
も
、
こ
の
震
災
に
関
し
て
は
、
絆
と
言
う
と
き
に
、
単

に
友
達
で
あ
る
と
か
、
家
族
で
あ
る
と
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
あ
る
と
か
、そ
こ
だ
け
で
考
え
て
い
て
は
貧
し
い
の
じ
ゃ

な
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
私
は
思
っ
て
い
ま
す
し
、実
際
そ

う
だ
と
思
う
の
で
す
。
そ
れ
は
、
自
然
な
ど
に
つ
な
が
る
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
、亡
く
な
っ
た
方
に
ま
で
つ
な
が
る
と
こ
ろ

ま
で
い
か
な
い
と
、
何
か
本
当
の
、
あ
ま
り
は
や
り
過
ぎ
て

使
い
た
く
な
い
言
葉
で
す
け
れ
ど
、
癒
や
し
と
か
、
変
容
と

い
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
か
な
い
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
亡
く
な
っ
た
人
の
霊
と
い
う
こ

と
は
、絆
と
い
う
こ
と
を
も
っ
と
広
い
視
野
で
考
え
て
い
く

た
め
に
大
事
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
個
人
と
し
て
、自
分
の
近
親
者
で
あ
る
と
い
う
こ

と
も
大
き
い
の
で
す
け
れ
ど
、
日
本
人
と
し
て
と
か
、
東
北

地
方
と
し
て
、
町
と
し
て
、
そ
も
そ
も
人
間
と
し
て
と
い
う

視
点
も
と
て
も
大
事
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。つ
ま
り

死
者
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

死
者
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
か

　

私
は
ユ
ン
グ
心
理
学
の
立
場
か
ら
心
理
療
法
を
や
っ
て
い

ま
す
。
ユ
ン
グ
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
直
前
に
、
す
ご
い
精

神
的
危
機
に
陥
っ
て
『
赤
の
書
』
を
書
い
た
の
で
す
け
れ
ど

も
、
ユ
ン
グ
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
わ
り
ご
ろ
に
、
あ
る

種
の
超
常
現
象
を
体
験
し
た
の
で
す
。

　

日
曜
日
に
彼
の
家
の
ド
ア
の
ベ
ル
が
止
ま
ら
な
く
な
っ

て
、
死
者
た
ち
が
帰
っ
て
き
た
と
い
う
体
験
を
し
ま
す
。
死

者
た
ち
は
救
い
を
求
め
て
エ
ル
サ
レ
ム
ま
で
行
っ
た
け
れ
ど

も
、
救
い
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
。
本
当
に

キ
リ
ス
ト
教
で
は
あ
り
得
な
い
話
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、家

中
が
死
者
の
霊
で
満
ち
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
ユ
ン
グ
は
、『
死
者
へ
の
七
つ
の
語
ら
い
』

と
い
う
の
を
書
き
ま
す
。
残
っ
て
い
る
形
で
は
、
こ
こ
は
預

言
者
が
死
者
た
ち
に
語
っ
て
い
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ

け
れ
ど
、
元
々
の
日
記
に
よ
る
と
、
本
当
は
ユ
ン
グ
が
語
っ

た
。「
聞
け
。無
は
充
満
と
等
し
い
」
と
い
う
言
葉
で
始
ま
る

『
死
者
へ
の
七
つ
の
語
ら
い
』
を
ユ
ン
グ
は
書
き
ま
す
。

　

だ
か
ら
ユ
ン
グ
の
場
合
で
も
、第
一
次
世
界
大
戦
で
あ
れ

だ
け
未
曾
有
の
人
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
ど
う
す
る

の
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
、と
て
も
大
き
な
課
題
だ
っ
た
と
思

う
の
で
す
。

　

だ
か
ら
、
自
分
の
父
親
が
亡
く
な
っ
た
と
か
、
母
親
が
亡

く
な
っ
た
と
か
、
子
ど
も
を
亡
く
し
た
と
か
、
そ
う
い
う
近

親
者
と
の
関
係
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、人
類
と
し
て
と
言
う
か
、

あ
れ
だ
け
の
人
が
亡
く
な
っ
た
喪
と
い
う
こ
と
、そ
れ
を
ど

う
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
へ
の
ユ
ン
グ
な
り
の

答
え
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
対
し
て
も
、
と
て

も
家
族
関
係
で
分
か
る
よ
う
な
死
者
の
霊
の
話
も
も
ち
ろ
ん

出
て
く
る
し
、そ
れ
は
現
実
の
わ
れ
わ
れ
の
葛
藤
を
映
し
て

い
る
だ
け
に
す
ぎ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。そ
う
言
っ
た
ら

言
い
過
ぎ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、そ
う
い
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、

わ
れ
わ
れ
が
死
者
と
つ
な
が
っ
て
、死
者
の
こ
と
を
ど
う
生

河合俊雄氏
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き
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
ま
で
考
え
た
も
の
が
宗
教
の
立
場

か
ら
は
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。と
て
も
い
い
コ
メ
ン
ト

を
寄
せ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。そ
れ
で
は
や
ま
だ
よ
う
こ

先
生
の
「
喪
失
の
語
り
」
に
入
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

や
ま
だ
先
生
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

基
調
報
告
２

喪
失
の
語
り

	

や
ま
だ
よ
う
こ

　

い
ま
立
命
館
大
学
に
お
り
ま
す
、や
ま
だ
よ
う
こ
と
申
し

ま
す
。「
喪
失
の
語
り
」
と
い
う
こ
と
で
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
私
は
心
理
学
、
特
に
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
心
理
学
、
語
り

の
心
理
学
を
専
門
に
し
て
い
ま
す
。今
日
は
、「
喪
失
の
語
り
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
喪
失
や
負
の
体
験
か
ら
、
ど
う
や
っ
て

立
ち
直
る
か
と
い
う
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
に
つ
い
て
お
話
し
で
き
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
働
き

　

最
初
に
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
、語
り
と
か
物
語
と
訳
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
働
き
に
つ
い
て
、
ご
く
簡
単
に
お
話

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
定
義
は
、
い
ろ
い

ろ
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
私
は
、Bruner

の
定
義
で
経

験
の
組
織
化
と
か
、
意
味
づ
け
る
行
為
と
言
っ
て
い
ま
す
。

経
験
の
組
織
化
と
は
、経
験
し
た
こ
と
を
ど
う
オ
ー
ガ
ナ
イ

ズ
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。組
織
化
と
い
う
言
葉
に
は
有

機
化
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
か
ら
、有
機
的
に
関
係
づ
け

る
、意
味
づ
け
る
行
為
を
さ
し
ま
す
。別
の
言
葉
で
言
え
ば
、

経
験
を
私
た
ち
は
ど
う
編
集
す
る
か
、
編
集
作
業
が
ナ
ラ

テ
ィ
ヴ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
中
で
今
日
は
、負
を
転
換
す
る
語
り
と
い
う
こ
と
で

お
話
し
し
た
い
の
で
す
が
、
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
のM

c 
A

dam
s

はredem
ptive narrative

と
言
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
宗
教
的
な
こ
と
ば
が
元
に
あ
り
、贖

い
と
い
う
か
、
原
罪
を
背
負
っ
て
き
た
人
間
が
、
一
度
、
奈

落
に
落
と
さ
れ
て
、
も
う
一
度
、
這
い
上
が
る
と
い
う
よ
う

な
ス
ト
ー
リ
ー
を
さ
し
ま
す
。
現
在
は
、
あ
ま
り
宗
教
的
な

意
味
も
な
く
、彼
は
、ア
メ
リ
カ
ン
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
に
は
、

自
伝
な
ど
を
研
究
す
る
と
、必
ず
こ
う
い
っ
た
ス
ト
ー
リ
ー

の
原
型
が
あ
る
ん
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、redem

ptive narrative

な
ど
を
含
め
て
、
人
は

マ
イ
ナ
ス
の
経
験
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
、ナ
ラ
テ
ィ
ヴ

に
よ
っ
て
、い
く
ら
か
プ
ラ
ス
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
か
と
い
う
研
究
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

人
生
に
お
い
て
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
マ
イ
ナ
ス
の
出
来

事
、
病
気
や
、
事
故
や
、
災
害
や
、
失
業
や
、
死
や
、
喪
失
と

い
う
も
の
は
非
常
に
た
く
さ
ん
あ
る
わ
け
で
す
。今
回
の
大

震
災
の
よ
う
な
も
の
が
誰
に
で
も
起
こ
る
と
は
言
え
な
い
け

れ
ど
も
、大
き
な
も
の
か
ら
小
さ
な
も
の
ま
で
を
含
め
る
と
、

多
か
れ
少
な
か
れ
、
誰
に
も
起
こ
る
。
そ
う
い
っ
た
負
の
出

来
事
自
体
は
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、物
語
は

語
り
直
し
た
り
、変
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
い
う
の

が
私
た
ち
の
立
場
で
す
。

　

典
型
的
な
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
と
し
て
私
た
ち
は
文
化
の
物
語
と

い
う
も
の
を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
、文
化
の
物
語
が
ど
う
活

用
さ
れ
て
い
る
か
に
も
大
変
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

短
い
時
間
で
す
の
で
、
東
日
本
大
震
災
３
・
11
の
語
り
か

ら
三
つ
ぐ
ら
い
の
「
な
い
」
で
も
「
あ
る
」
構
文
と
い
う
も
の

と
、
自
分
と
他
者
を
重
ね
合
わ
せ
る
「
あ
な
た
が
す
る
か
ら

私
も
」
と
、「
不
幸
を
感
謝
に
変
え
る
語
り
」
の
、
ご
く
簡
単

な
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
な
い
」
で
も
「
あ
る
」
構
文

　

こ
れ
は
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
『T

H
E 

IN
D

EPEN
D

EN
T

』
紙
が
日
曜
版
の
全
面
に
、
震
災
の
二

日
後
の
三
月
一
三
日
に
「
が
ん
ば
れ
、日
本
。が
ん
ば
れ
、東

北
。」
と
い
う
紙
面
を
つ
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
世
界

中
に
波
及
し
て
、非
常
に
世
界
中
に
影
響
を
持
っ
た
も
の
で

す
。

　

こ
の
編
集
長
の
マ
リ
ン
さ
ん
は
（
お
笑
い
コ
ン
ビ
の
）
サ
ン

ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン
の
伊
達
み
き
お
さ
ん
の
「
全
て
の
お
店
は

閉
ま
っ
て
い
ま
す
、信
号
も
あ
り
ま
せ
ん
。で
も
ね
、」
と
い

う
語
り
を
英
訳
し
て
も
ら
っ
て
読
ん
で
、非
常
に
共
感
し
て
、

紙
面
を
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
編
集
部
で
は
、
も
の
す
ご

い
激
論
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

多
く
の
新
聞
は
、
ま
だ
二
日
後
で
す
か
ら
、
悲
惨
な
あ
の

東
日
本
大
震
災
の
津
波
の
報
道
を
前
面
に
出
し
ま
し
た
。新

聞
記
事
に
し
た
い
よ
う
な
、す
ご
く
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
映

像
は
、
た
く
さ
ん
あ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。
そ
う
い
っ
た
映
像

を
載
せ
る
か
、
そ
れ
と
も
、
こ
う
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
載
せ

る
か
と
い
う
こ
と
で
大
激
論
を
し
て
、最
後
は
編
集
長
の
マ

リ
ン
さ
ん
が
決
断
を
し
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
紙
面
、
こ
れ

は
、
あ
る
種
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
（
物
語
）
で
す
け
れ
ど
、「
が
ん

ば
れ
日
本
。
が
ん
ば
れ
東
北
」
と
い
う
文
面
を
、
し
か
も
日

本
語
で
出
し
た
。
そ
う
い
っ
た
物
語
を
つ
く
る
と
い
う
か
、

物
語
る
、narrate

す
る
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
言
す
る
こ
と

も
新
聞
の
役
割
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ
の
報
道
の
仕
方

は
、世
界
中
に
大
変
な
反
響
を
生
み
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
マ
ン
の
伊
達
さ
ん
の
ブ
ロ

グ
、そ
こ
に
使
わ
れ
て
い
る
構
文
に
着
目
し
た
い
と
思
い
ま

す
。ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
内
容
の
一
つ
一
つ
を
て
い
ね
い
に
見
る

こ
と
も
大
事
で
す
け
れ
ど
、
そ
こ
に
は
、
ど
う
い
っ
た
共
通



078 ●第 2 部　震災とモノ学アートの試み

の
ル
ー
ル
が
あ
る
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
注
目
す
る
こ
と

も
重
要
で
す
。
私
は
、「
な
い
」
で
も
「
あ
る
」
構
文
と
呼
ん

で
い
る
の
で
す
が
、こ
う
い
う
ふ
う
に
で
き
て
い
ま
す
。

　
「
全
て
の
お
店
は
閉
ま
っ
て
い
ま
す
、
信
号
も
あ
り
ま
せ

ん
」。
ま
あ
、
も
っ
と
、
た
く
さ
ん
、
な
い
も
の
は
い
っ
ぱ
い

あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
。そ
れ
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
状
況
で
す
よ

ね
。「
で
も
ね
、ち
ゃ
ん
と
お
互
い
助
け
合
っ
て
順
番
を
譲
っ

て
あ
げ
た
り
し
て
い
ま
す
。だ
か
ら
変
な
事
故
と
か
争
い
が

あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
ス
ゴ
イ
で
す
!!
」
と
い
う
よ
う
な
言

葉
な
ん
で
す
。
こ
れ
も
な
い
、
あ
れ
も
な
い
、
こ
れ
も
な
い
。

な
い
な
い
づ
く
し
の
状
況
の
と
き
で
す
ね
、震
災
直
後
で
す

か
ら
。し
か
し
、み
ん
な
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
ま
す（
あ
り
ま
す
）

と
い
う
肯
定
形
が
つ
づ
く
構
文
で
で
き
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
言
葉
だ
け
で
は
な
く
て
、
東
北
の
人
た

ち
が
被
災
後
に
み
ん
な
取
り
乱
さ
な
い
で
、一
個
し
か
な
い

お
に
ぎ
り
を
分
け
合
っ
て
い
る
と
か
、み
ん
な
が
争
わ
な
い

で
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
い
う
映
像
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

そ
れ
が
世
界
中
の
人
た
ち
を
感
動
さ
せ
た
の
で
す
が
。

　

た
く
さ
ん
語
り
を
集
め
ま
す
と
、な
い
も
の
は
い
っ
ぱ
い

あ
っ
て
、
な
い
か
ら
欲
し
い
と
い
う
構
文
は
、
実
は
数
と
し

て
は
一
番
多
い
ん
で
す
。
こ
ん
な
に
、
い
ま
私
た
ち
は
困
っ

て
い
ま
す
、
あ
れ
も
、
こ
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
、
だ
か
ら
物
資

を
早
く
送
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
語
り
は
、
当
時
、
も
っ
と

も
よ
く
み
ら
れ
た
語
り
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
中
で
、

ほ
ん
の
わ
ず
か
だ
け
れ
ど
ポ
ジ
な
も
の
を
見
つ
け
て
い
く
と

い
う
よ
う
な
、「
な
い
」
で
も
「
あ
る
」
と
い
う
タ
イ
プ
の
語

り
が
現
在
を
転
換
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
語
り
と
し
て
注

目
さ
れ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
例
を
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ご
存

じ
の
よ
う
に
石
巻
市
立
の
大
川
小
学
校
で
す
ね
。児
童
一
〇

八
人
の
う
ち
七
四
人
が
津
波
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
大
変
悲

惨
な
小
学
校
で
す
。

　

そ
こ
で
生
き
残
っ
た
小
学
生
の
女
の
子
の
う
み
ち
ゃ
ん

が
、
震
災
か
ら
一
カ
月
後
に
、
何
と
か
し
て
子
ど
も
た
ち
の

手
掛
か
り
、
あ
る
い
は
、
子
ど
も
た
ち
を
少
し
で
も
見
つ
け

た
い
と
、
み
ん
な
必
死
に
な
っ
て
捜
索
し
て
い
た
と
き
に
、

個
人
的
に
手
渡
し
た
手
紙
で
す
ね
。

　
「
じ
え
い
た
い
さ
ん
へ
。元
気
で
す
か
。つ
な
み
の
せ
い
で
、

大
川
小
学
校
の
私
の
お
友
達
が
み
ん
な
し
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
で
も
、
じ
え
い
た
い
さ
ん
が
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
い
る

の
で
、
わ
た
し
も
が
ん
ば
り
ま
す
。
日
本
を
た
す
け
て
く
だ

さ
い
。い
つ
も
お
う
え
ん
し
て
い
ま
す
。じ
え
い
た
い
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
。う
み
よ
り
」。ま
だ
平
仮
名
が
よ
う
や
く
書
け

る
と
い
う
小
学
校
低
学
年
の
子
だ
け
れ
ど
、見
事
に
「
な
い
」

で
も
「
あ
る
」
構
文
で
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
つ
な
み
の
せ
い

で
、大
川
小
学
校
の
私
の
お
友
達
が
み
ん
な
し
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
」、亡
く
な
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。な
い
、で
も
、あ
る
。

自
衛
隊
さ
ん
は
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
、伊
達
さ
ん
の
よ
り
、さ
ら
に
す
ご
い
の
は
、「
じ

え
い
た
い
さ
ん
が
が
ん
ば
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
、わ
た
し

も
が
ん
ば
り
ま
す
」。
あ
な
た
が
し
て
い
る
か
ら
私
も
し
ま

す
と
い
う
、
自
分
と
他
者
を
重
ね
合
わ
せ
る
構
文
で
す
ね
。

最
後
は
「
あ
り
が
と
う
」
で
結
ば
れ
て
い
ま
し
て
、
不
幸
を

感
謝
に
変
え
る
「
あ
り
が
と
う
」。

　

こ
れ
が
喪
失
の
語
り
を
た
く
さ
ん
研
究
し
て
き
て
非
常
に

特
徴
的
に
見
ら
れ
る
構
文
で
す
が
、
そ
れ
が
す
べ
て
、
こ
の

短
い
手
紙
の
中
に
入
っ
て
い
る
の
で
、大
変
感
動
し
て
い
ま

す
。

　

い
ま
時
間
が
少
な
い
の
で
、語
り
の
働
き
だ
け
を
簡
単
に

紹
介
す
る
た
め
に
、ち
ょ
っ
と
急
い
で
い
く
つ
か
を
お
話
し

し
て
み
ま
す
。

語
り
直
し

　

も
う
一
つ
、私
が
大
事
に
し
て
い
る
の
は
語
り
直
し
と
い

う
作
業
で
す
。経
験
そ
の
も
の
を
ど
う
意
味
づ
け
て
い
く
の

か
が
語
り
の
機
能
で
す
が
、
そ
こ
で
、retelling

と
呼
ん
で

い
る
の
で
す
が
、語
り
直
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
非
常
に

大
事
な
働
き
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
「
お
も
か
げ
復
元
師
」
と
ご
自
分
で
名
付
け
て
お

ら
れ
る
笹
原
（
留
似
子
）
さ
ん
が
、
震
災
後
、
遺
体
を
き
れ
い

に
修
復
し
て
、
お
化
粧
な
ど
を
し
て
、
少
し
で
も
生
前
の
面

影
に
近
づ
け
て
あ
げ
た
い
と
い
う
こ
と
を
さ
れ
て
お
ら
れ

て
、そ
の
絵
日
記
が
後
で
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
そ
の
笹
原
さ
ん
が
聞
き
取
っ
た
言
葉
で
す
が
、

「『
一
瞬
で
お
父
さ
ん
は
波
に
飲
ま
れ
た
。〈
お
父
さ
ん
〉
て

言
っ
た
ら
、〈
来
る
な
〉
っ
て
お
父
さ
ん
、波
の
中
に
消
え
て

い
っ
た
の
』。娘
さ
ん
の
涙
は
止
ま
ら
な
い
」
と
笹
原
さ
ん
は

聞
き
取
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
状
況
で
す
よ
ね
。
お
父
さ
ん
と
一
緒
に
い
て
、
お
父

さ
ん
が
波
に
飲
ま
れ
て
、
ど
う
し
て
お
父
さ
ん
を
、
あ
の
と

き
私
は
助
け
ら
れ
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
か
、ど
う
し
て
手

を
離
し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
か
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
は
胸

の
中
に
も
、
い
っ
ぱ
い
去
来
す
る
と
思
う
の
で
す
が
、
最
後

に
叫
ん
だ
「
来
る
な
」
と
い
う
叫
び
。
こ
う
い
っ
た
大
変
な

やまだようこ氏
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出
来
事
が
あ
っ
て
、
こ
れ
を
ど
う
意
味
づ
け
て
い
く
の
か
、

ど
う
い
う
物
語
に
し
て
い
く
の
か
が
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
機
能
な

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

次
も
非
常
に
よ
く
似
た
状
況
の
も
の
で
す
が
、こ
こ
で
語

り
直
し
と
い
う
も
の
が
、す
ご
く
大
事
に
な
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
福
島
の
詩
人
の
和
合
（
亮

一
）
さ
ん
が
、
当
時
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
つ
ぶ
や
い
た
も
の
の
一

部
で
す
。
余
震
が
ま
だ
、
ず
っ
と
続
い
て
い
る
五
月
の
段
階

で
、彼
は
こ
う
い
う
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
阪
神
大
震
災
の
時
。
家
の
下
敷
き
に
な
っ
て
出
ら
れ
な

い
男
の
人
が
居
る
の
を
、何
人
か
の
子
ど
も
た
ち
が
見
か
け

た
そ
う
だ
。家
の
中
の
男
の
人
は
『
危
な
い
か
ら
、遠
く
へ
』

と
言
っ
て
ば
か
り
…
…
」。

　

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
の
で
短
い
ん
で
す
け
れ
ど
、「
男
性
は
子

ど
も
た
ち
に
大
声
で
叫
ん
だ
。『
大
丈
夫
だ
よ
、
行
き
な
さ

い
』。
子
ど
も
た
ち
は
声
に
気
お
さ
れ
て
、
家
か
ら
離
れ
た
。

家
は
悲
し
く
も
、間
も
な
く
音
を
立
て
て
崩
れ
た
…
…
」。

　
「
大
丈
夫
だ
よ
…
…
。
子
ど
も
た
ち
は
、
最
後
の
言
葉
を
、

ず
っ
と
覚
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
た
っ
た
一
言
が
、
子
ど
も
た

ち
の
生
き
方
を
決
定
し
て
い
く
だ
ろ
う
。作
曲
家
の
Ｕ
さ
ん

は
、静
か
に
語
り
な
が
ら
、ゆ
っ
く
り
と
教
え
て
く
れ
た
」。

　

こ
れ
は
和
合
さ
ん
が
福
島
に
い
て
非
常
に
複
雑
な
状
況
と

い
う
か
、語
り
直
し
と
い
う
も
の
が
よ
く
出
て
い
る
と
こ
ろ

だ
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
、福
島
に
い
て
余
震
に
震
え
な
が

ら
、阪
神
大
震
災
の
と
き
の
経
験
談
を
聞
い
た
と
き
の
こ
と

を
思
い
出
し
な
が
ら
、い
ま
語
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

そ
の
阪
神
大
震
災
の
と
き
の
下
敷
き
に
な
っ
て
出
ら
れ
な

い
人
。助
け
よ
う
と
思
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
、「
大
丈
夫
だ
よ
、

行
け
」
と
言
っ
て
亡
く
な
っ
て
い
っ
た
男
性
。
こ
の
、
最
後

に
「
大
丈
夫
だ
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
語
り
を
作
曲
家
か
ら

聞
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
ま
た
、
さ
ら
に
ツ
イ
ッ
タ
ー
で

自
分
が
語
り
直
し
て
い
る
。自
分
の
い
ま
の
体
験
と
重
ね
な

が
ら
語
り
直
し
て
い
く
。こ
う
い
っ
た
物
語
化
と
語
り
直
し

の
機
能
が
、と
て
も
大
事
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。　

　

不
幸
な
出
来
事
と
い
う
経
験
を
ど
う
意
味
づ
け
て
い
く
の

か
、
ど
う
や
っ
て
、
そ
の
経
験
を
人
に
伝
え
て
い
く
の
か
、

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
津
波
の
と
き
に
、
い
か
に
早
く
、
ど

の
よ
う
に
逃
げ
た
ら
い
い
か
と
い
う
、そ
う
い
う
実
用
的
な

語
り
と
は
、
ま
た
違
っ
た
性
質
の
も
の
で
す
。
人
間
が
死
に

直
面
し
な
が
ら
生
き
ぬ
い
て
い
く
知
恵
に
な
る
よ
う
な
、人

生
の
意
味
を
語
る
作
業
と
い
っ
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
ま
で
あ
げ
た
事
例
は
、
最
後
の
最
後
で
、
ど
う
し
て
助

け
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
悔
恨
と
い
う
か
、悔
や

み
と
い
う
か
、
自
責
の
念
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、
ど
う
し

て
も
人
は
持
つ
わ
け
で
す
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
と
き
に
、
私

た
ち
は
、そ
う
い
っ
た
も
の
を
ど
う
意
味
づ
け
て
物
語
っ
て

い
っ
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
、た
く
さ
ん
の
教
訓
を
く
れ
る

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

「
喪
失
の
受
容
と
回
復
の
物
語
」
の
問
題
点

　

四
つ
め
の
、
本
来
の
今
日
の
テ
ー
マ
で
す
が
、
喪
失
の
ナ

ラ
テ
ィ
ヴ
の
中
で
、い
く
つ
か
大
事
な
と
こ
ろ
だ
け
を
お
話

し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
心
理
学
者
で
す
が
、心
理
学
の
中
で
喪
失
と
い
う
も

の
は
、
ず
い
ぶ
ん
長
く
扱
わ
れ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

最
初
は
フ
ロ
イ
ト
か
ら
来
て
い
る
の
で
す
が
、ご
存
じ
の
よ

う
に
ボ
ウ
ル
ビ
ー
は
『A

ttachm
ent and Loss

』
と
い
う

本
を
書
き
ま
し
て
、愛
着
対
象
の
喪
失
か
ら
回
復
す
る
プ
ロ

セ
ス
を
い
く
つ
か
の
段
階
に
し
ま
し
た
。失
わ
れ
た
対
象
を

取
り
戻
し
た
い
と
い
う
欲
求
に
駆
ら
れ
る
時
期
、無
秩
序
と

絶
望
の
時
期
、
再
編
成
す
る
時
期
と
、
ま
と
め
る
と
こ
う
な

り
ま
す
。

　

そ
の
ボ
ウ
ル
ビ
ー
の
段
階
説
を
踏
ん
で
、た
く
さ
ん
の
学

者
が
、
い
ろ
い
ろ
な
段
階
説
を
出
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
す
が
、
た
と
え
ば
、
キ
ュ
ー
ブ
ラ
ー
＝
ロ
ス
の
五
段

階
説
で
す
ね
。シ
ョ
ッ
ク
か
ら
始
ま
っ
て
、否
認
、怒
り
、取

引
と
か
、抑
う
つ
と
か
、受
容
と
か
。

　

ま
た
、そ
う
い
う
段
階
説
が
た
く
さ
ん
流
布
し
ま
し
て
非

常
に
一
般
的
に
な
っ
た
の
で
す
が
、死
の
受
容
に
は
い
く
つ

か
の
段
階
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
い
ま
の
ナ
ラ

テ
ィ
ヴ
心
理
学
者
は
私
も
含
め
て
、少
し
考
え
直
す
余
地
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

学
者
に
よ
っ
て
、段
階
説
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
け
れ

ど
、
だ
い
た
い
共
通
パ
タ
ー
ン
を
取
り
出
し
て
み
ま
す
と
、

そ
れ
は
「
喪
失
の
受
容
と
回
復
の
物
語
」
と
名
づ
け
ら
れ
る

の
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
の
第
一
段
階
は
否
認
で
す
。愛
す
る
者
と
死
別
し
た

人
は
衝
撃
を
受
け
て
死
の
現
実
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。死

者
を
思
い
出
す
光
景
に
敏
感
に
な
り
探
し
求
め
る
。感
覚
や

感
情
が
ま
ひ
し
、
現
実
生
活
か
ら
退
避
し
、
現
実
を
否
認
す

る
と
い
う
最
初
の
段
階
が
あ
り
ま
す
。

　

第
二
段
階
と
し
て
は
悲
嘆
。
グ
リ
ー
フ
で
す
ね
。
悲
嘆
の

段
階
が
あ
っ
て
、
悲
哀
や
、
不
安
や
、
絶
望
や
怒
り
に
と
ら

わ
れ
る
。
孤
独
感
や
無
力
感
、
罪
悪
感
を
持
ち
、
意
欲
が
減

退
し
、疲
労
感
も
強
い
。死
者
を
理
想
化
す
る
傾
向
も
あ
る
。

　

死
の
受
容
と
回
復
が
第
三
段
階
に
な
り
ま
す
。感
情
の
激

し
さ
が
消
え
、
情
緒
の
バ
ラ
ン
ス
を
回
復
し
、
社
会
や
現
実

と
の
関
係
を
回
復
す
る
。
死
者
に
と
ら
わ
れ
な
く
な
り
、
死

者
と
の
絆
を
緩
め
て
新
し
い
関
係
を
つ
く
り
、現
実
生
活
の

中
で
新
し
い
役
割
を
引
き
受
け
る
。

　

確
か
に
、こ
う
い
う
ふ
う
に
回
復
し
て
い
く
と
い
う
プ
ロ

セ
ス
が
あ
る
。
こ
の
段
階
説
と
、
も
う
一
つ
、
そ
の
段
階
説

と
非
常
に
リ
ン
ク
し
て
い
る
の
が
、マ
イ
ナ
ス
の
現
実
と
直

面
し
な
く
て
は
い
け
な
い
、受
け
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
の
と
、
対
決
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
、
そ
う

い
う
物
語
で
す
ね
。
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こ
れ
は
、
そ
の
一
つ
で
す
け
れ
ど
、「
情
緒
の
痛
み
は

─
他
の
痛
み
と
同
じ
よ
う
に

─
早
期
に
取
り
除
き
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
征
服
す

べ
き
で
あ
る
。こ
れ
が
早
期
の
優
先
事
項
で
あ
り
目
標
で
あ

る
」。

　
「
喪
失
の
体
験
と
同
時
に
私
た
ち
は
新
し
い
現
実
に
直
面

す
る
。
…
…
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
新
し
い
現
実
に
向
き
合

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

　
「
喪
失
の
深
い
悲
し
み
と
痛
手
を
体
験
し
て
し
ま
っ
た
人

は
、
自
分
の
体
験
を
反
映
し
、
そ
れ
を
持
続
さ
せ
、
再
び
心

に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
よ
う
な
行
動
を
と
り
は
じ
め
る
。私

た
ち
は
、
そ
の
行
動
を
途
中
で
さ
え
ぎ
り
、
立
ち
向
か
う
行

動
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
」。

　

要
す
る
に
、
い
つ
ま
で
も
、
じ
く
じ
く
と
持
続
さ
せ
て
は

い
け
な
い
よ
、
否
認
し
て
は
い
け
な
い
よ
、
そ
れ
に
対
し
て

直
面
し
て
向
き
合
っ
て
、
対
決
し
て
、
乗
り
越
え
な
い
と
い

け
な
い
。そ
れ
が
回
復
な
ん
だ
よ
と
い
う
よ
う
な
物
語
で
す

ね
。そ
う
い
っ
た
物
語
が
一
般
的
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

い
ま
ま
で
心
理
学
者
も
、こ
う
い
う
物
語
に
沿
っ
て
き
ま

し
た
し
、
今
度
の
東
日
本
大
震
災
の
と
き
に
も
、
非
常
に
善

意
の
精
神
科
の
お
医
者
さ
ん
な
ど
が
現
地
に
出
掛
け
て
い
っ

て
、
子
ど
も
た
ち
に
、
と
に
か
く
現
実
に
直
面
さ
せ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
か
ら
震
災
の
体
験
を
絵
に
描
か
せ
て
み
る
と

か
、と
に
か
く
一
刻
も
早
く
現
実
に
向
き
合
う
よ
う
に
す
る

こ
と
が
、こ
こ
ろ
の
ケ
ア
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
メ
デ
ィ

ア
で
も
、ず
い
ぶ
ん
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
そ
れ
は
非
常
に
危
な
い
と
い
う
か
、
非
常
に

心
配
し
て
い
ま
す
。
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
、
語
り
研
究
者
は
、
特
に

何
か
マ
イ
ナ
ス
の
体
験
に
も
向
き
合
っ
て
、そ
れ
を
語
る
こ

と
こ
そ
、
い
い
こ
と
だ
と
い
う
よ
う
な
、
善
意
で
あ
る
け
れ

ど
も
少
し
一
般
化
さ
れ
た
、そ
う
い
う
語
り
に
対
す
る
見
方

に
対
し
て
、少
し
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
投
げ
掛
け
て
い
る
わ
け

で
す
ね
。
物
語
は
す
ご
く
大
事
な
ん
だ
け
れ
ど
、
語
り
た
く

な
い
も
の
は
語
ら
な
く
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う

な
考
え
方
で
す
。

　

ど
こ
に
問
題
が
あ
る
か
と
い
い
ま
す
と
、段
階
説
は
わ
か

り
や
す
い
の
で
す
が
、「
直
面
す
る
」「
受
容
す
る
」「
対
決
す

る
」「
回
復
す
る
」
と
い
う
物
語
に
収
斂
さ
れ
す
ぎ
る
と
こ
ろ

で
す
。
受
容
と
対
決
と
回
復
の
物
語
は
、
あ
る
種
、
西
洋
文

化
に
根
強
く
あ
る
物
語
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。悲
嘆
の
プ
ロ
セ

ス
は
個
人
差
が
非
常
に
大
き
く
て
多
様
な
ん
で
す
ね
。そ
の

多
様
性
を
見
て
い
か
な
い
と
、支
援
や
ケ
ア
に
具
体
的
な
指

針
を
示
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

ど
う
し
て
段
階
説
が
問
題
か
と
い
う
と
、直
接
的
な
段
階

を
踏
ん
で
死
を
受
容
し
、
回
復
す
る
と
い
う
モ
デ
ル
を
、
ど

う
し
て
も
短
絡
的
に
目
標
と
し
て
求
め
て
し
ま
う
か
ら
で
す

ね
。
次
の
段
階
は
こ
れ
だ
か
ら
、
一
刻
も
早
く
そ
こ
へ
行
か

ね
ば
み
た
い
に
、
ど
う
し
て
も
、
そ
れ
を
目
標
に
し
て
し
ま

う
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
そ
れ
が
で
き
な
い
当
事
者
の

無
力
感
を
よ
り
強
化
し
て
、か
え
っ
て
支
援
や
ケ
ア
が
で
き

な
く
な
る
。非
常
に
時
間
が
か
か
る
も
の
を
次
の
段
階
と
し

て
見
て
し
ま
う
こ
と
の
問
題
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、直
面
し
て
、対
決
し
て
、克
服
し
て
、回
復

す
る
と
い
う
定
型
的
な
物
語
が
、や
っ
ぱ
り
西
洋
近
代
の
物

語
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。西

欧
文
化
の
大
き
な
物
語
の
中
の
一
部
と
し
て
受
容
、対
決
と

い
う
物
語
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
。

　

も
う
一
つ
は
、死
や
喪
失
か
ら
の
回
復
や
、克
服
物
語
は
、

主
に
ケ
ア
し
、支
援
す
る
専
門
家
の
側
か
ら
語
ら
れ
て
き
た

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
専
門
家
が
、
こ
う
い
う
お
話
を
語
っ

て
き
た
。
最
近
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
研
究
で
は
、
当
事
者
か
ら
み

た
ら
、
ど
う
な
の
か
、
同
じ
出
来
事
を
当
の
本
人
た
ち
は
、

ど
う
語
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
、よ
り
耳
を
傾
け
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
が
、そ
う
す
る
と
違
う
物
語
も

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

死
者
と
共
に
生
き
る
物
語

　

喪
失
を
抱
え
な
が
ら
生
き
る
物
語
と
い
う
も
の
で
す
が
、

大
切
な
人
を
失
っ
た
当
事
者
の
語
り
に
注
意
深
く
耳
を
傾
け

ま
す
。Finkbeiner

は
大
学
生
の
息
子
と
駅
で
キ
ス
し
て

別
れ
た
二
〇
分
後
に
、
貨
物
列
車
が
突
っ
込
ん
で
、
そ
の
自

慢
の
息
子
を
亡
く
し
ま
し
た
。

　

彼
女
は
、自
分
の
体
験
か
ら
回
復
は
あ
り
得
る
の
だ
ろ
う

か
と
か
、痛
み
が
な
く
な
る
こ
と
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
心
理
学
者
の
、
い
ま
ま
で
の
段
階
説
に
非
常

に
疑
問
を
持
っ
て
、子
ど
も
を
失
っ
た
親
の
語
り
を
た
く
さ

ん
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
と
き
に
、時
間
の
問
題
で
あ
ま
り
細
か
く
言
い

ま
せ
ん
け
れ
ど
、立
ち
直
る
、リ
カ
バ
リ
ー
す
る
と
か
、取
り

戻
せ
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
本
当
に
で
き
る
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
疑
問
を
持
つ
、た
く
さ
ん
の
親
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

　

自
分
の
状
態
は
だ
い
ぶ
よ
く
な
っ
て
日
常
生
活
は
で
き
る

の
だ
け
れ
ど
も
、
痛
み
が
な
く
な
る
と
か
、
穴
が
消
え
る
と

か
、
空
洞
が
埋
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
う
二
度
と
あ
り
ま

せ
ん
。一
四
年
か
か
っ
て
も
、ま
だ
穴
は
消
え
ま
せ
ん
。

　

六
年
半
に
な
っ
て
も
、こ
こ
ろ
が
死
に
絶
え
た
よ
う
な
こ

と
と
は
、
ち
ょ
っ
と
違
う
け
れ
ど
、
ず
っ
と
重
し
を
つ
け
ら

れ
た
よ
う
な
、
こ
こ
ろ
の
奥
底
に
、
そ
れ
は
、
ず
っ
と
抱
き

続
け
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
、
そ
う
い
っ
た
、
た
く
さ
ん
の

語
り
で
す
ね
。物
語
は
一
つ
で
は
な
い
の
で
。

　

子
ど
も
を
亡
く
し
た
親
の
人
生
は
、だ
い
た
い
二
面
性
を

持
つ
よ
う
に
な
る
。
一
つ
は
、
や
っ
ぱ
り
日
常
生
活
を
何
と

か
送
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
部
分
で
、い
ま
ま
で
は
、こ
っ

ち
だ
け
を
見
て
い
た
の
で
す
が
、
も
う
一
つ
は
、
こ
こ
ろ
の

中
で
死
ん
だ
子
ど
も
を
抱
え
な
が
ら
生
き
て
い
る
と
い
う
よ

う
な
面
で
す
ね
。
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死
ん
だ
子
ど
も
が
、生
き
て
い
た
ら
い
ま
は
何
歳
に
な
る

か
と
い
う
の
は
、た
い
が
い
の
親
は
す
ぐ
に
答
え
ら
れ
る
の

で
す
が
、
だ
か
ら
、
親
で
あ
る
こ
と
を
乗
り
越
え
る
と
か
、

回
復
す
る
と
か
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、死
ん
だ
子
を
抱
え

な
が
ら
生
き
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
、そ
う
い
っ
た
物
語
も

大
事
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

私
自
身
は
日
本
文
化
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、死
者
と
共
に
生

き
る
物
語
と
い
う
も
の
を
提
案
し
て
い
る
の
で
す
が
、も
ち

ろ
ん
物
語
は
一
つ
だ
け
で
は
な
い
の
で
、い
ろ
い
ろ
な
物
語

が
あ
り
得
ま
す
。
喪
失
の
語
り
の
中
で
亡
く
な
っ
た
人
と
、

ど
う
や
っ
て
私
た
ち
は
関
係
を
結
び
な
が
ら
、死
者
を
抱
え

な
が
ら
、
長
い
人
生
を
生
き
て
い
く
か
と
い
う
、
そ
う
い
っ

た
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、そ
の
一
つ
の
例
で
す
。「
幼
い
と
き
の
あ
な
た
と

お
母
さ
ん
の
関
係
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
絵
に
描
い
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
。
こ
れ
は
七
〇
歳
の
老
人
が
描
い
て
い
る
の
で

す
が
、
幼
い
と
き
、
お
ね
し
ょ
を
し
て
、「
か
あ
ち
ゃ
ん
、
ご

め
ん
な
さ
い
」
と
い
う
絵
で
す
。
現
在
の
絵
で
は
、
お
母
さ

ん
は
当
然
ず
い
ぶ
ん
前
に
亡
く
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

い
ま
で
も
、ま
だ
天
国
か
ら
助
け
に
き
て
く
れ
ま
す
。

　

亡
く
な
っ
た
人
と
の
関
係
も
ち
ゃ
ん
と
絵
に
描
け
る
ん
で

す
ね
。
こ
れ
は
日
本
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
亡
く
な
っ

た
人
と
の
関
係
も
や
っ
ぱ
り
あ
っ
て
、
亡
く
な
っ
た
か
ら
、

い
ま
、
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。
天
国
か
ら
お

母
さ
ん
が
現
れ
て
、「
危
な
い
、
気
を
つ
け
な
さ
い
」
と
、
い

ま
で
も
自
分
を
助
け
て
く
れ
る
と
い
う
絵
で
す
。

　

お
母
さ
ん
は
亡
く
な
っ
た
と
き
よ
り
も
、
ず
っ
と
年
を

取
っ
て
い
る
、
い
ま
の
自
分
と
、
ち
ょ
っ
と
つ
り
合
う
よ
う

な
か
た
ち
で
お
母
さ
ん
も
年
を
取
ら
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
と
思
い
ま
す
。自
分
と
一
緒
に
お
母
さ
ん
も
年
を
取
る
ん

で
す
ね
。

　

左
は
未
来
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
け
れ
ど
、な
く
な
っ
た
人
の

未
来
も
ち
ゃ
ん
と
描
け
て
、未
来
は
お
母
さ
ん
を
お
ん
ぶ
し

て
、さ
ら
に
お
母
さ
ん
は
年
を
取
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、「
お

母
さ
ん
、
天
国
は
き
れ
い
で
す
ね
」
と
親
孝
行
す
る
と
い
う

よ
う
な
絵
で
す
。

語
り
直
し

─
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
変
え
る

　

最
後
に
、
そ
う
い
っ
た
喪
失
と
い
う
よ
う
な
も
の
、
あ
る

い
は
非
常
に
マ
イ
ナ
ス
の
体
験
と
い
う
も
の
を
、ど
う
や
っ

て
私
た
ち
は
語
り
直
し
、あ
る
い
は
、「
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
変
え

る
」な
ど
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
、ど
う
や
っ
て
バ
ー

ジ
ョ
ン
を
変
え
て
い
く
か
と
い
う
と
き
の
考
え
方
で
す
。

　

た
と
え
ば
、喪
失
が
、電
球
が
消
え
た
こ
と
だ
と
し
ま
す
。

こ
れ
は
虐
待
の
リ
ゾ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
法
を
元
に
し
て
、い

ま
、
つ
く
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
虐
待
体
験
も
そ
う
で
す
け

れ
ど
、
多
く
は
否
認
し
て
い
て
、
振
り
返
り
た
く
な
い
、
語

り
た
く
な
い
体
験
で
す
。

　

語
り
た
く
な
い
体
験
を
、
無
理
に
原
因
を
追
求
し
た
り
、

語
ら
な
く
て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、い
ま
の
考

え
方
で
す
ね
。電
球
が
切
れ
た
の
が
喪
失
体
験
だ
と
し
ま
す

と
、
こ
こ
に
は
触
れ
な
い
で
よ
く
て
、
逆
に
全
体
の
意
味
付

け
を
変
え
れ
ば
い
い
と
考
え
る
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
、

も
う
バ
ー
ジ
ョ
ン
は
変
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

消
え
た
電
球
が
、
な
ぜ
切
れ
た
か
と
か
、
ど
う
し
た
ら
い

い
か
と
か
い
う
こ
と
を
考
え
る
、い
ま
ま
で
の
回
復
は
切
れ

た
も
の
を
何
と
か
光
ら
せ
よ
う
、
そ
の
た
め
に
は
、
こ
の
切

れ
た
電
球
を
ち
ゃ
ん
と
見
な
さ
い
、な
ぜ
切
れ
た
の
か
考
え

な
さ
い
み
た
い
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
う
で
は
な
く
て
、も
う
、こ
れ
は
こ
れ
で
放
置
し
て
い
い
。

電
球
は
切
れ
た
ま
ま
で
い
い
。
そ
の
代
わ
り
、
別
の
意
味
づ

け
も
す
る
。

　

た
と
え
ば
、電
球
は
切
れ
た
け
れ
ど
、蛍
光
灯
は
あ
る
じ
ゃ

な
い
か
と
か
、
星
も
光
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
、
暗
闇
も
悪

70 歳男性 Aさんが描いた「母と私のイメージ」。右から「幼いとき」「現在」「未来」

やまだようこ『喪失の語り』（新曜社，2007 年）より
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く
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、
月
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
、
ホ
タ
ル
も

あ
る
じ
ゃ
な
い
か
、ろ
う
そ
く
も
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
、ま
だ
、

あ
る
じ
ゃ
な
い
か
と
。

　

そ
う
す
る
と
全
体
と
し
て
の
照
明
シ
ス
テ
ム
が
変
わ
る
の

で
、
こ
れ
自
体
は
変
わ
ら
な
い
け
れ
ど
、
全
体
と
し
て
の
意

味
づ
け
が
変
わ
る
。物
語
が
変
わ
る
と
い
う
の
は
こ
う
い
う

こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
う
い
う
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
レ
ッ
ス
ン
と
い

う
か
、教
育
方
法
を
、い
ま
考
え
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
は
「
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
」
と
呼
ん
で
い
る
の

で
す
が
、イ
メ
ー
ジ
画
を
使
っ
て
い
る
の
で
、ビ
ジ
ュ
ア
ル
・

ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
。そ
う
い
っ
た
も
の
は
世
代
や
文
化
を
超
え
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
に
な
り
ま
し
て
、
無
意
識

の
内
面
を
探
ろ
う
と
す
る
、あ
る
い
は
ト
ラ
ウ
マ
の
回
復
を

し
よ
う
と
い
う
よ
り
も
、
あ
る
い
は
原
因
を
追
求
す
る
、
あ

る
い
は
回
復
を
目
指
す
と
い
う
よ
り
も
、よ
り
安
全
性
が
高

い
も
の
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
物
語
、
あ
る

い
は
、
多
様
な
物
語
つ
く
り
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
、
ナ

ラ
テ
ィ
ヴ
で
意
味
転
換
す
る
知
恵
を
は
ぐ
く
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
、こ
う
い
う
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な
イ
メ
ー
ジ
画
や
漫
画
は

外
在
化
で
き
る
こ
と
と
、
可
視
化
で
き
る
こ
と
と
、
自
分
自

身
と
距
離
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、自
分
の
内
面
を
見

つ
め
直
す
よ
り
、
は
る
か
に
安
全
だ
し
、
ユ
ー
モ
ア
を
持
っ

て
新
し
い
物
語
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

負
の
体
験
か
ら
立
ち
直
る
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
ま
と
め
で
す
。

人
生
に
お
い
て
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
マ
イ
ナ
ス
の
出
来
事

を
変
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、物
語
は
語
り
直
し
た
り
、

変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

負
の
出
来
事
に
出
会
っ
た
と
き
、そ
こ
で
何
が
起
こ
っ
た

か
と
か
、
原
因
追
求
を
し
た
り
、
そ
れ
を
調
べ
て
伝
達
す
る

だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
て
、そ
の
出
来
事
を
ど
う
意
味
づ

け
、未
来
に
向
か
っ
て
ラ
イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
む
い
で
い

く
か
と
い
う
方
法
論
が
重
要
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

語
り
の
力
は
生
き
る
力
を
生
み
出
す
こ
と
で
す
の
で
、東

日
本
大
震
災
の
喪
失
体
験
に
お
い
て
も
、
こ
う
い
う
ナ
ラ

テ
ィ
ヴ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

以
上
で
す
。ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鎌
田　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。大
変
重
要
な

問
題
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
早
速
、次
の
島
薗
進
先
生
に
移
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。島
薗
先
生
、お
願
い
し
ま
す
。

基
調
報
告
３

震
災
と
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
語
り

	

島
薗　

進

福
島
に
と
っ
て
の
回
復
、
復
興

　

今
朝
、
上
智
大
学
に
ず
っ
と
お
り
ま
し
た
。
授
業
が
朝
あ

り
ま
し
て
、こ
こ
に
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
早
く
切
り

上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

死
生
観
に
つ
い
て
の
授
業
を
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、ど

う
い
う
わ
け
か
、今
朝
う
ち
を
出
る
こ
ろ
か
ら
鼻
水
が
止
ま

ら
な
く
な
り
ま
し
て
、
風
邪
を
ひ
い
た
か
な
、
し
よ
う
が
な

い
と
思
っ
て
研
究
室
か
ら
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
箱
ご
と
持
っ
て
き

て
、こ
の
ぐ
ら
い
使
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ぐ
ら
い
鼻
が

出
始
め
た
ん
で
す
ね
。

　

こ
こ
へ
来
て
も
何
度
か
、そ
こ
で
く
し
ゃ
み
な
ど
を
し
て

い
た
の
で
す
が
、み
な
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
い
て
、最
初
は
、

こ
れ
は
も
し
か
し
て
東
北
の
霊
が
つ
い
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
気
が
い
た
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
み
な
さ
ん
の
話
を

聴
い
て
い
る
う
ち
に
止
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
や
は
り
み

な
さ
ん
の
お
話
の
中
に
癒
や
し
の
力
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
鼻
水
が
出
て
き
た
理
由
を
申
し
ま
す
と
、
昨

日
は
原
子
力
市
民
委
員
会
と
い
う
も
の
に
出
て
お
り
ま
し

て
、
そ
こ
で
富
岡
町
の
方
の
お
話
を
伺
っ
て
お
り
ま
し
た
。

富
岡
町
の
方
は
、
原
子
力
の
す
ぐ
近
く
、
福
島
第
一
発
電
所

と
第
二
発
電
所
の
間
に
あ
る
町
で
す
か
ら
、二
〇
一
一
年
三

月
一
一
日
か
ら
、
も
う
二
、
三
日
の
う
ち
に
わ
け
も
分
か
ら

ず
逃
げ
て
、ど
ん
ど
ん
遠
く
へ
逃
げ
て
い
っ
た
。そ
こ
か
ら
、

い
ま
は
遠
く
で
住
ん
で
い
る
。

　

い
ま
福
島
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
、帰
っ
て
こ
い
と
い

う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。危
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
と

こ
ろ
に
、だ
い
た
い
安
全
に
な
っ
て
き
た
か
ら
帰
っ
て
こ
い

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

回
復
、復
興
の
か
け
声
は
素
晴
ら
し
い
わ
け
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
し
て
宮
城
、
岩
手
で
は
、
あ
ま
り
違
和
感
が
な
い
か

も
し
れ
な
い
の
で
す
が
、
福
島
に
と
っ
て
は
回
復
、
復
興
を

唱
え
ら
れ
る
こ
と
は
非
常
に
つ
ら
い
。復
興
を
唱
え
る
こ
と

が
、ま
た
大
変
な
分
裂
や
痛
み
を
生
ん
で
い
る
よ
う
な
状
況

だ
と
思
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、震
災
の
語
り
の
中
に
原
発
災
害
も
入
れ
る
と

す
れ
ば
、
そ
の
中
に
は
死
者
の
悲
し
み
と
共
に
、
土
地
を
失

い
、
共
同
性
を
失
い
、
自
分
の
未
来
を
失
っ
て
い
る
人
た
ち

が
た
く
さ
ん
い
て
、
そ
の
喪
失
に
と
っ
て
は
、
回
復
の
語
り

そ
の
も
の
が
、つ
ら
く
抑
圧
す
る
も
の
に
な
る
と
い
う
状
況

が
あ
る
。
福
島
の
中
に
は
、
何
と
か
復
興
の
方
へ
、
そ
し
て
、

も
う
そ
ん
な
こ
と
は
忘
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
人
は
、た
く
さ

ん
い
る
わ
け
で
す
が
、そ
れ
で
い
い
の
か
な
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

い
ま
の
、
や
ま
だ
先
生
の
お
話
の
中
に
も
、
河
合
先
生
の

お
話
の
中
に
も
、そ
れ
に
つ
な
が
る
も
の
が
あ
っ
た
と
思
い
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ま
す
し
、
高
橋
さ
ん
や
、
鈴
木
先
生
の
お
話
の
中
に
も
、
そ

れ
に
通
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。一
三
日
に
は
私

は
ま
た
福
島
へ
行
っ
て
、
や
や
対
決
し
な
が
ら
、
そ
う
い
う

お
話
を
す
る
と
思
い
ま
す
。

　

福
島
大
学
の
方
た
ち
と
お
話
を
し
ま
す
。福
島
大
学
の
学

長
さ
ん
も
お
い
で
に
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
初
め
か
ら
、

こ
の
被
害
は
あ
ま
り
な
い
、
放
射
能
と
い
っ
て
も
、
そ
ん
な

に
危
な
く
な
い
か
ら
、学
校
も
早
く
始
め
ら
れ
る
と
い
う
立

場
を
取
っ
て
こ
ら
れ
た
方
と
、
そ
れ
に
反
対
し
て
、
子
ど
も

を
守
る
た
め
に
叫
ん
で
き
た
方
た
ち
が
、い
ま
だ
に
い
る
わ

け
で
す
。そ
の
方
た
ち
の
悩
み
が
入
っ
て
鼻
水
が
出
て
き
た

の
だ
と
い
う
よ
う
な
面
も
、私
の
中
に
は
あ
る
わ
け
で
す
。

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所

　

原
発
災
害
の
話
は
少
し
置
い
て
お
き
ま
し
て
、レ
ジ
ュ
メ

の
方
で
す
が
、今
日
の
お
話
は
、と
て
も
私
に
役
立
つ
の
は
、

死
生
学
と
い
う
も
の
を
や
り
な
が
ら
、
こ
の
四
月
か
ら
グ

リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
に
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
、
こ
の
チ
ラ
シ
も
お
持
ち
か
と
思
い
ま
す
が
、

日
本
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
学
会
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
先
ほ
ど
、
東
北
大
学
の
臨
床
宗
教
師
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
臨
床
宗
教
師
の
資
格
は
、
日
本
全
体
と
し

て
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
の
共
通
の
資
格
で
す

ね
。そ
れ
と
対
応
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

上
智
大
学
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
も
、こ
の
グ
リ
ー
フ

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
の
資
格
を
出
そ
う
と
し
て
い
て
、そ
れ
が
臨

床
宗
教
師
と
か
、い
ま
東
京
で
進
ん
で
い
る
臨
床
仏
教
師
と

か
、
い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
で
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
資

格
の
養
成
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
共
通
の
場

を
つ
く
っ
て
い
る
の
が
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
学
会
だ
と
理

解
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
学
会
の
事
務
局
が
上
智
大
学
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究

所
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
住
所
が
実
は
大
阪
で
す
。
と
い
う

の
は
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
は
、
も
と
も
と
聖
ト
マ
ス
大

学
と
い
う
と
こ
ろ
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
の
へ
ん
の
経
緯

を
そ
こ
に
書
い
て
お
り
ま
す
。

　

高
木
慶
子
先
生
と
い
う
方
が
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。『
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
』
と
い
う
紀
要
の
創
刊
号

が
出
た
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
が
、そ
こ
に
経
緯
を
説
明
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
書
き
抜
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

一
九
八
四
年
か
一
九
八
五
年
に
、東
京
の
上
智
大
学
で
ア

ル
フ
ォ
ン
ス
・
デ
ー
ケ
ン
先
生
が
講
演
会
を
や
っ
て
、
そ
こ

か
ら
、「
生
と
死
を
考
え
る
会
」
は
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。聴

衆
の
人
た
ち
が
自
ら
集
ま
り
を
つ
く
り
始
め
た
。多
く
の
人

は
グ
リ
ー
フ
、悲
し
み
を
抱
え
て
い
る
方
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
だ
そ
う
で
、
こ
れ
が
全
国
へ
広
が
っ
て
、
数
千
人
の
集
ま

り
が
数
年
で
出
来
上
が
っ
て
、現
在
も
続
い
て
い
る
の
で
す
。

高
木
先
生
は
一
九
八
七
年
に
聖
ト
マ
ス
大
学
に
移
ら
れ
て
、

「
兵
庫
・
生
と
死
を
考
え
る
会
」
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
中
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が

あ
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
は
、
い
ま
東
日

本
で
は
、
や
や
新
奇
な
感
じ
が
し
て
い
る
の
で
す
が
、
関
西

で
は
少
し
な
じ
み
が
あ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
後
の
い
く
つ
か
の
事
件
・
事
故
で
、

少
年
Ａ
の
事
件
（
酒
鬼
薔
薇
聖
斗
事
件
）、
あ
る
い
は
池
田
小

学
校
の
無
差
別
殺
傷
事
件
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
福
知
山
線
の
事

故
が
起
こ
り
ま
し
た
。
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
は
、
こ
の
Ｊ

Ｒ
西
日
本
の
寄
付
で
立
ち
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
が
あ

り
ま
す
。

　

で
す
の
で
、東
日
本
大
震
災
か
ら
生
じ
て
い
る
悲
し
み
に

つ
い
て
の
語
り
は
、そ
う
い
う
、も
う
一
つ
の
長
い
文
脈
で
、

一
九
八
〇
年
代
か
ら
グ
リ
ー
フ
と
い
う
も
の
に
心
理
学
、あ

る
い
は
宗
教
者
が
向
き
合
う
。
同
時
に
、
遺
族
会
の
よ
う
な

も
の
が
出
て
き
て
、
そ
の
中
に
は
事
故
の
遺
族
、
自
死
者
の

遺
族
、
最
近
は
リ
レ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ラ
イ
フ
と
い
う
よ
う
な

が
ん
の
死
者
の
関
係
者
た
ち
、そ
う
い
う
方
た
ち
が
集
ま
る
。

そ
う
い
う
こ
と
が
重
な
っ
て
き
て
い
る
。似
た
よ
う
な
悲
し

み
を
持
つ
人
同
士
が
分
か
ち
合
う
場
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

宗
教
者
が
、そ
こ
へ
関
わ
っ
て
い
く
と
い
う
動
き
も
目
立

つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、仏
教
者
は
自
死
者
の
集
い
に
関
わ

る
、
あ
る
い
は
、
自
死
関
連
遺
族
た
ち
、
も
ち
ろ
ん
自
死
念

慮
者
の
人
た
ち
に
も
関
わ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
増
え
て

き
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
東
京
で
も
行
う
と
い
う
こ
と
で
、上
智
大
学
で
は
、

い
ま
関
西
で
行
わ
れ
て
い
る
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
専
門
家
の
養

成
講
座
を
東
京
で
も
開
く
と
い
う
こ
と
で
準
備
を
し
て
お
り

ま
す
。
私
は
所
長
な
の
で
す
が
駆
け
出
し
で
す
。
や
ま
だ
先

生
の
お
話
な
ど
を
伺
っ
て
、
あ
あ
、
こ
う
い
う
こ
と
を
勉
強

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
と
い
う
こ
と
を
い
ま
、つ
く
づ
く

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
で
す
か
ら
、
私
は
グ
リ
ー
フ
ケ

ア
研
究
所
の
所
長
で
す
が
、「
平
の
所
長
」
だ
と
言
っ
て
い
ま

す
。
と
い
う
の
は
、
高
木
先
生
が
特
任
所
長
で
私
の
上
に
い

て
、さ
ら
に
そ
の
上
に
名
誉
所
長
が
あ
っ
て
日
野
原
重
明
先

生
な
ん
で
す
。私
よ
り
三
七
歳
年
上
の
方
が
大
所
長
な
の
で
、

私
は
駆
け
出
し
だ
け
れ
ど
も
、何
と
か
役
割
を
務
め
よ
う
と

思
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
と
宗
教

　

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
に
関
わ
っ
て
よ
か
っ
た
な
と
思
う

こ
と
の
一
つ
は
、上
智
大
学
に
は
哲
学
の
強
い
伝
統
が
あ
る

の
で
す
が
、
そ
こ
の
方
々
が
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
熱
心
に
関

わ
っ
て
い
て
、そ
こ
に
挙
げ
ま
し
た
崎
川
修
さ
ん
と
い
う
方

の
文
章
を
拝
見
し
て
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
悲
し
み
、
あ
る
い

は
死
別
に
つ
い
て
受
け
止
め
る
や
り
方
が
あ
る
の
だ
な
と
い

う
こ
と
を
印
象
深
く
読
み
ま
し
た
。
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宗
教
学
的
な
語
り
が
あ
り
、心
理
学
的
な
語
り
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
哲
学
的
と
い
う
か
、
現
象
学
的
な
語

り
と
言
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
が
、悲
し
み
と
は
何
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
。
つ
ま
り
、
先
ほ
ど
ユ
ン
グ
の
話
が
出
ま
し

た
が
、
大
き
な
悲
し
み
を
社
会
が
経
験
し
て
い
る
。
自
分
た

ち
の
近
い
方
た
ち
、
自
分
た
ち
の
周
り
に
い
る
日
本
人
の
、

東
北
の
方
々
、
か
な
り
の
方
々
が
痛
ん
で
い
る
、
そ
の
気
持

ち
に
、
お
の
ず
か
ら
引
き
込
ま
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
れ

に
何
か
答
え
を
与
え
た
り
、や
ま
だ
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

よ
う
な
、負
の
語
り
に
何
か
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
を
見
い
だ

し
て
い
き
た
い
、そ
う
い
う
気
持
ち
を
表
現
す
る
。

　

そ
う
い
う
こ
と
を
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
な
る
も
の
、あ
る
い
は

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
な
る
も
の
は
、や
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。そ
の
中
に
は
、心
理
学
的
な
言
説
も
あ
る
し
、

宗
教
学
的
な
言
説
も
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、さ
ま
ざ
ま
な

か
た
ち
で
、い
わ
ば
思
想
的
と
い
う
か
、哲
学
的
と
い
う
か
、

そ
う
い
う
要
素
が
、そ
れ
ぞ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、そ
れ
は
宗
教
を
根
本
的
に
捉
え
た
い
、悲
し
み
や
、

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
と
い
う
も
の
を
通
し
て
、宗
教
と
は
何
だ
っ

た
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
捉
え
返
す
と
い
う
こ
と
も

入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
崎
川
さ
ん
の
文
で
す
が
、
た
と
え
ば
、
こ
う
い
う
言

い
方
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
二
ペ
ー
ジ
目
の
と
こ
ろ
、
一
〇

行
目
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
で
す
。

　

先
ほ
ど
、「
な
い
」、
で
も
、「
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
や

ま
だ
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、

こ
う
な
っ
て
い
ま
す
。「
し
か
し
、な
ぜ
当
事
者
は
そ
の
事
実

を
」
─
人
が
死
ん
だ
、大
事
な
人
が
い
な
い
と
い
う
事
実

で
す
ね

─
「
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。な
ぜ『
い

た
』
ひ
と
が
『
い
な
い
』
こ
と
は
こ
れ
ほ
ど
途
方
も
な
い
こ

と
と
感
じ
ら
れ
て
し
ま
う
の
か
。そ
の
事
に
対
す
る
答
え
は
、

お
そ
ら
く
こ
う
で
あ
る
だ
ろ
う
」、「
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
ひ
と

は
、〈
い
な
い
の
に
、い
る
〉
か
ら
だ
」。

　
「
私
た
ち
が
〈
ひ
と
〉
に
出
会
う
こ
と
と
は
、そ
こ
に
現
前

す
る
身
体
に
出
会
う
こ
と
で
は
な
く
、む
し
ろ
そ
こ
に
未
知

と
い
う『
な
い
も
の
』を
見
出
す
こ
と
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
」。

　
「
そ
れ
ゆ
え
死
者
は
生
者
に
何
ご
と
か
を
語
り
か
け
る〈
ひ

と
〉
で
あ
り
続
け
て
い
る
。だ
が
、そ
の
『
生
き
生
き
と
』
語

り
か
け
る
そ
の
実
在
は
、
身
体
と
し
て
生
き
る
『
い
の
ち
』

と
し
て
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。こ
の
矛
盾
を
私
た
ち

は
す
ぐ
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

誰
も
が
い
の
ち
あ
る
か
ぎ
り
、
死
す
べ
き
運
命
に
あ
り
、

そ
の
死
が
訪
れ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
は
理
解
で
き
て
も
、そ

の
〈
ひ
と
〉
と
い
う
、
私
の
世
界
の
中
に
現
れ
た
意
味
の
結

節
点
が
消
滅
し
た
、と
い
う
こ
と
は
『
理
解
で
き
な
い
』。つ

ま
り
そ
れ
は
容
易
に
は『
消
滅
』な
ど
し
え
な
い
の
で
あ
る
」。

　
「
こ
の
矛
盾
を
前
に
、私
た
ち
は
『
悲
し
み
』
と
い
う
感
情

の
力
を
通
じ
て
、
そ
れ
を
『
喪
失
』
と
し
て
受
け
入
れ
よ
う

と
す
る
だ
ろ
う
。し
か
し
喪
失
の
受
容
は
、決
し
て
涙
に
よ
っ

て
だ
け
な
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、〈
ひ
と
の
死
〉

を
前
に
し
て
立
ち
す
く
む
者
の
『
感
情
』
に
お
い
て
の
み
遂

行
さ
れ
る
仕
事
で
は
な
い
。む
し
ろ
そ
れ
は
ま
ず
、亡
く
な
っ

た
そ
の
〈
ひ
と
〉
と
の
「
あ
い
だ
」
で
、
そ
の
〈
ひ
と
〉
に
対

し
て
遂
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
、こ
こ
に
あ
る『
矛
盾
』は
当
事
者
の『
心
の
中
』

に
お
い
て
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
ひ
と
の
心
と
、

現
実
の
世
界
に
お
け
る
他
者
の
『
不
在
』
と
い
う
事
実
と
の

『
あ
い
だ
』
に
こ
そ
生
じ
て
い
る
の
だ
か
ら
」。

　
「
こ
の
『
あ
い
だ
』
に
お
け
る
矛
盾
を
受
け
入
れ
て
行
く
た

め
に
、
私
た
ち
は
死
者
を
葬
り
、
弔
う
と
い
う
独
特
の
儀
礼

と
習
慣
を
引
き
継
い
で
来
た
」。

　

こ
う
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
れ
は
、
哲
学
的
だ
か
ら

難
し
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
が
、
で
も
、
分
か
り
や
す
く

悲
し
み
と
い
う
こ
と
、
あ
る
い
は
死
別
と
い
う
こ
と
、
あ
る

い
は
弔
い
、喪
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
し
た
。
後
で
ま
た
、
宮
沢
賢
治
の
言
葉
を
通
じ

て
、そ
こ
に
帰
っ
て
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
後
で
し
ょ
う
か
、

そ
れ
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、心
の

ケ
ア
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
取
り
組
ま
れ
て
き
て
お
り
ま

す
。言
い
方
が
少
し
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
聞
こ
え
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、つ
ま
り
、こ
れ
は
「
社
会
の
心
理
学
化
」
と
言
え
る

と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
も
、
そ
れ
に
取
り

組
む
わ
け
で
す
。高
木
先
生
は
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研

究
所
が
、ど
う
変
わ
っ
て
き
た
か
を
ま
と
め
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
講
座

　

も
う
一
つ
、『Com

passion

』
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

の
こ
と
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
は
鈴
木
剛
子
さ
ん
と

い
う
方
が
始
め
て
い
る
グ
リ
ー
フ
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
方
は
外
資
系
の
企
業
に
勤
め
て
い
て
、
突
然
、
配
偶

者
を
亡
く
し
て
、
そ
こ
で
、
ど
う
に
も
、
こ
こ
ろ
の
空
白
を

島薗進氏
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埋
め
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、仕
事
を
辞
め
て
北
米
に
渡
っ
て
、

大
学
院
に
入
っ
て
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
講
座
を
受
け
た
。そ
し

て
、い
ま
小
さ
な
集
ま
り
を
東
京
の
神
保
町
で
開
い
て
お
ら

れ
る
方
で
、こ
の
方
た
ち
が
出
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

が
『Com

passion
』
で
す
。

　

こ
れ
は
、い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
で
悲
し
み
を
抱
え
た
方
た

ち
が
、
グ
リ
ー
フ
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
と

い
う
も
の
を
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
私
た

ち
も
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
が
、上
智
大
学

で
そ
う
い
う
講
座
を
開
き
ま
す
と
、そ
う
い
う
仕
事
が
職
種

と
し
て
成
り
立
つ
の
か
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
問
題
で
す
。

　

高
野
山
大
学
で
も
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
学
科
を
設
け
た

け
れ
ど
も
、
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由

は
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
は
、

あ
る
程
度
、
成
り
立
つ
け
れ
ど
も
、
な
か
な
か
職
業
に
は
な

ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

し
か
し
、今
後
、医
療
機
関
や
災
害
救
援
と
い
う
場
面
で
、

お
そ
ら
く
、ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
と
い

う
気
配
は
あ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
受
け
止
め
て
、
グ
リ
ー

フ
ケ
ア
の
講
座
が
開
か
れ
、学
び
た
い
と
い
う
人
が
次
々
に

現
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

　

こ
の
鈴
木
先
生
た
ち
の
お
考
え
は
、災
害
が
起
こ
っ
た
の

で
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
学
ぶ
よ
い
機
会
で
も
あ
る
、
あ
る
い

は
、
そ
も
そ
も
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
集
い
と
い
う
も
の
が
、

自
分
た
ち
の
悲
し
み
に
向
き
合
う
中
か
ら
、他
者
の
悲
し
み

に
向
き
合
う
こ
と
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
の
悲
し
み
を
、
さ

ら
に
学
び
直
し
て
い
く
と
い
う
か
、そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
。

　

あ
る
い
は
立
ち
直
る
こ
と
、回
復
と
い
う
言
葉
を
使
う
と

す
れ
ば
、
回
復
し
切
れ
な
い
自
分
の
こ
こ
ろ
を
も
う
一
度
、

受
け
止
め
直
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
く
。

そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。そ
こ
ら
へ
ん

は
省
略
い
た
し
ま
す
。

　

鈴
木
さ
ん
た
ち
の
集
い
で
は
、陸
前
高
田
で
の
介
護
老
人

施
設
で
ケ
ア
の
仕
事
を
し
て
い
る
方
た
ち
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

を
す
る
。
そ
う
い
う
方
た
ち
は
、
い
ま
ま
で
い
な
か
っ
た
の

で
大
い
に
歓
迎
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

結
局
、多
く
の
悲
し
み
が
あ
る
中
で
平
常
の
業
務
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
れ
も
ケ
ア
の
業
務
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。先
ほ
ど
河
合
先
生
も
そ
う
い
う
ケ

ア
を
し
て
い
る
人
の
ケ
ア
を
な
さ
っ
て
い
る
と
い
う
お
話
が

あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、そ
う
い
う
こ
と
を
こ
の
方
た
ち
は

な
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
に
は
、
ト
ラ
ウ
マ
と
か
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
か
、

ト
ラ
ウ
マ
・
サ
バ
イ
バ
ー
と
か
、
そ
う
い
う
心
理
学
的
な
用

語
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
。あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ク

ル
と
か
、
先
ほ
ど
の
キ
ュ
ー
ブ
ラ
ー
＝
ロ
ス
と
か
、
そ
う
い

う
方
た
ち
の
悲
し
み
や
死
に
向
き
合
う
心
理
学
の
思
想
と
い

う
も
の
を
受
け
止
め
な
が
ら
、現
代
の
わ
れ
わ
れ
の
直
面
し

て
い
る
、
こ
の
状
況
に
向
き
合
う
言
葉
を
探
し
て
い
る
、
そ

う
い
う
こ
と
が
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

「
悲
し
み
か
ら
生
ま
れ
る
力
」

　

最
後
に
、私
な
り
に
や
っ
て
き
た
こ
と
を
見
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
、
や
ま
だ
先
生
が
言
い
ま
し
た
「
負
を

転
換
す
る
語
り
」
で
す
が
、
二
〇
一
一
年
三
月
以
降
、
悲
し

み
と
力
を
結
び
付
け
る
言
葉
が
た
く
さ
ん
出
て
き
た
と
思
い

ま
す
。

　

中
下
大
樹
さ
ん
と
い
う
、
長
年
、
路
上
生
活
者
の
お
世
話

を
し
、路
上
生
活
者
を
し
て
死
ん
で
い
く
方
た
ち
の
供
養
を

し
て
き
た
方
で
、
こ
の
若
手
の
浄
土
真
宗
の
方
は
、
震
災
被

災
地
に
も
行
き
な
が
ら
、『
悲
し
む
力
』
と
い
う
本
を
早
く
に

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

あ
る
い
は
、石
井
光
太
さ
ん
は
『
遺
体
』
と
い
う
、こ
れ
は

釜
石
市
で
し
た
か
、遺
体
安
置
所
で
起
こ
っ
た
事
柄
を
克
明

に
描
き
な
が
ら
、
こ
れ
は
映
画
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
ま
さ

に
悲
し
み
の
ど
ん
底
で
、い
か
に
し
て
人
間
性
が
力
に
な
り

得
る
か
を
表
し
た
素
晴
ら
し
い
作
品
だ
と
思
う
の
で
す
が
、

こ
う
い
う
も
の
を
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
は
私
も
「
悲
し
み
か
ら
生
ま
れ
る
力
」
と
い
う
文
章
を

書
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
に
移

る
と
い
う
よ
う
な
意
識
も
な
か
っ
た
し
、あ
る
い
は
地
震
が
、

こ
ん
な
大
変
な
も
の
が
起
こ
る
と
い
う
意
識
も
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
や
は
り
、
こ
の
日
本
の
社
会
の
中
で
悲
し
み
を
受

け
止
め
る
新
し
い
言
葉
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
私
な

り
に
察
知
し
て
、『
浅
草
寺
』
と
い
う
東
京
の
浅
草
の
浅
草
寺

の
出
し
て
い
る
雑
誌
に
連
載
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
は
日
本
の
宗
教
史
の
中
で
の
悲
し
み
の
言
葉
を

拾
っ
て
い
た
の
で
す
が
、そ
こ
に
、地
震
が
起
こ
り
ま
し
て
、

こ
れ
は
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た
い
話
題
と
も
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
『CA

N
D

A
N

A

』
と
い
う
立
正
佼
成
会
の
中
央
学

術
研
究
所
と
い
う
と
こ
ろ
で
出
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

に
書
い
た
文
章
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
悲
し
み
を
力
に

変
え
る
働
き
と
い
う
こ
と
で
、
先
ほ
ど
、
や
ま
だ
先
生
が
お

話
に
な
っ
て
い
た
こ
と
と
、ど
こ
か
対
応
す
る
と
こ
ろ
が
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

悲
し
み
を
力
に
変
え
る
、悲
し
み
が
終
わ
っ
て
元
へ
戻
る
、

回
復
で
あ
り
、
復
興
で
あ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
が
あ
ま
り

強
く
目
標
と
な
る
と
何
か
お
か
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。そ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

悲
し
み
そ
の
も
の
が
力
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
、
死
者

と
共
に
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
ず
に
あ
り
続
け
る
。死
者
は
生

き
生
き
と
い
る
の
に
、
い
な
い
と
い
う
事
態
は
、
ず
っ
と
続

い
て
い
る
。そ
う
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
そ
う
い
う
こ
と
を
、そ
こ
で
書
い
た
つ
も
り
で
す
が
、

そ
の
中
に
は
『
千
の
風
に
な
っ
て
』、こ
れ
は
二
〇
〇
六
年
の

「
紅
白
歌
合
戦
」で
歌
わ
れ
て
広
ま
り
ま
し
た
が
、欧
米
で
は
、
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も
っ
と
前
か
ら
広
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
も
死
生
学
的
な
活
動
を
す
る
中
で
前
か
ら
知
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
歌
の
大
事
な
と
こ
ろ
は
、
い
な
い
人

が
語
り
掛
け
る
と
い
う
こ
と
で
、ま
さ
に
幽
霊
現
象
が
歌
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
八
年
に
は
『
お
く
り
び
と
』
が
大
ヒ
ッ
ト
し
ま
し

た
。こ
れ
は
母
の
い
な
い
家
に
帰
っ
て
く
る
息
子
の
話
で
す

ね
。
そ
こ
に
父
も
い
な
い
。
父
は
ど
こ
へ
行
っ
た
か
分
か
ら

な
い
。そ
し
て
、そ
の
父
が
死
ぬ
ま
で
の
話
で
あ
り
ま
し
た
。

最
後
は
和
解
に
な
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
間
に
、
そ

の
死
を
ど
う
受
け
止
め
る
か
と
い
う
話
が
出
て
ま
い
り
ま

す
。生
き
て
い
る
こ
と
と
死
ぬ
こ
と
の
結
び
付
き
を
印
象
的

に
語
っ
て
い
る
物
語
で
あ
り
ま
し
た
。

　

五
ペ
ー
ジ
の
真
ん
中
辺
で
、「『
千
の
風
に
な
っ
て
』
と
『
お

く
り
び
と
』
に
は
共
通
の
テ
ー
マ
が
あ
る
。
い
と
お
し
い
人

と
の
切
な
い
別
れ
で
あ
り
、亡
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
か

ん
た
ん
に
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
深
い
絆
だ
。涙
が
涸

れ
る
ほ
ど
の
悲
し
い
別
れ
だ
が
、死
者
へ
の
追
悼
の
行
為
を

通
し
て
、何
と
か
悲
し
み
を
生
き
る
力
へ
と
変
え
よ
う
と
す

る
人
た
ち
が
い
る
。死
者
に
励
ま
さ
れ
て
生
き
る
人
た
ち
だ
。

だ
が
、そ
こ
に
宗
教
が
見
え
な
い
。宗
教
と
い
う
形
に
は
ま
っ

て
い
な
い
の
で
、か
え
っ
て
接
し
や
す
い
と
感
じ
た
人
が
多

か
っ
た
よ
う
だ
」。

　
「
し
か
し
、
本
来
、
こ
れ
は
宗
教
が
関
わ
る
領
域
だ
。
宗
教

は
何
の
た
め
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。も
ち
ろ
ん
か
ん
た
ん
に

答
え
ら
れ
る
問
い
で
は
な
い
。
だ
が
、
一
つ
の
答
え
方
と
し

て
、人
が
悲
し
み
か
ら
力
を
生
み
出
す
働
き
を
引
き
出
す
た

め
に
あ
る
、
と
も
答
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
宗
教
は
人

が
悲
し
み
を
力
に
変
え
る
働
き
を
触
発
す
る
の
だ
」。

　
「
大
事
な
人
や
も
の
を
失
う
こ
と
に
よ
る
悲
し
み
は
重
い
。

愛
や
絆
が
も
ど
っ
て
来
な
い
と
い
う
こ
と
は
た
え
が
た
く
感

じ
ら
れ
る
。だ
か
ら
、悲
し
み
に
沈
め
ば
元
気
が
な
く
な
る
。

は
た
目
に
も
痛
々
し
い
方
も
い
る
。悲
し
み
は
人
か
ら
力
を

奪
う
。
と
こ
ろ
が
よ
く
悲
し
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ず
か
ら

力
が
も
ど
り
、さ
ら
に
ま
し
て
く
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
そ
の
時
に
よ
み
が
え
る
力
は
、
悲

し
み
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
段
と
奥
深
い
も
の
に
な
っ
て

い
る
。宗
教
の
働
き
の
重
要
な
一
面
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」。

　
「
悲
し
み
か
ら
生
ま
れ
る
力
は
柔
ら
か
く
粘
り
強
く
奥
深

い
も
の
だ
。
身
近
な
他
者
を
喪
う
と
い
う
こ
と
ほ
ど
、
世
の

無
常
を
痛
感
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
。無
常
を
重
ん
じ
る
仏
教

は
こ
ん
な
経
験
と
関
わ
り
が
深
い
。
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
が

私
た
ち
の
親
し
み
深
い
模
範
で
あ
る
一
つ
の
理
由
は
こ
こ
に

あ
る
」。

　

ブ
ッ
ダ
は
生
ま
れ
た
と
き
に
お
母
さ
ま
が
亡
く
な
ら
れ

た
。そ
の
こ
と
が
無
常
と
い
う
こ
と
と
つ
な
が
っ
て
い
る
よ

う
に
私
に
は
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

宗
教
は
悲
し
み
を
入
れ
る
器

　

二
段
め
で
す
。「
多
く
の
詩
歌
と
童
話
を
残
し
、そ
の
文
学

的
才
能
を
讚
歎
す
る
人
々
が
多
い（
宮
沢
）賢
治
だ
が
、生
前
、

華
や
か
な
舞
台
に
立
っ
た
り
、親
密
な
交
わ
り
に
憩
う
よ
う

な
こ
と
は
な
く
、
三
七
歳
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
独
身
主

義
を
貫
き
、ま
た
そ
の
能
力
に
ふ
さ
わ
し
い
社
会
的
地
位
に

つ
く
こ
と
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
そ
の
生
涯
は
、常
識
的
な

意
味
で
も
寂
し
い
も
の
で
悲
し
み
に
蔽
わ
れ
て
い
た
」。

　
「
浄
土
真
宗
の
熱
心
な
信
徒
で
あ
っ
た
父
と
の
思
想
的
な

不
一
致
も
あ
っ
て
商
家
の
跡
を
継
ぐ
こ
と
を
拒
み
、
他
方
、

個
性
を
花
開
か
せ
る
べ
く
故
郷
を
去
る
こ
と
も
で
き
ず
、結

核
に
苦
し
み
つ
つ
若
く
し
て
世
を
去
っ
た
こ
と
、最
愛
の
妹

で
あ
り
求
道
の
同
志
と
し
て
信
頼
し
あ
っ
て
き
た
二
歳
違
い

の
ト
シ
が
結
核
で
二
五
歳
で
世
を
去
っ
た
こ
と
。こ
れ
ら
は

賢
治
の
悲
し
み
の
由
来
を
あ
る
程
度
、説
明
し
て
く
れ
る
も

の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
賢
治
の
悲
し
み
は
こ
れ
ら
ふ
つ
う
の

意
味
で
の
喪
失
体
験
に
よ
っ
て
は
説
明
し
き
れ
な
い
よ
う
な

深
さ
と
強
さ
を
も
っ
て
い
る
」。

　
「
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
詩
集
『
春
と
修
羅
』
に
は
ト

シ
と
の
哀
切
な
死
別
の
経
験
が
詩
句
に
結
晶
さ
せ
ら
れ
て
い

る
。
だ
が
、
ト
シ
と
の
死
別
を
歌
っ
た
悲
歌
の
中
に
は
、
ト

シ
と
の
別
れ
の
前
か
ら
賢
治
の
心
の
中
に
わ
だ
か
ま
っ
て
い

た
悲
し
み
の
響
き
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。『
わ
た
く
し
の
か

な
し
そ
う
な
眼
を
し
て
い
る
の
は
／
わ
た
く
し
の
ふ
た
つ
の

こ
こ
ろ
を
み
つ
め
て
ゐ
る
た
め
だ
／
あ
あ
そ
ん
な
に
／
悲
し

く
眼
を
そ
ら
し
て
は
い
け
な
い
』。賢
治
は
自
ら
の
『
ふ
た
つ

の
こ
こ
ろ
を
み
つ
め
て
』
い
る
た
め
に
悲
し
い
の
だ
と
い
う

こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ト
シ
自
身
も
そ
う
だ
っ
た
が
、

賢
治
は
自
ら
の
内
側
に
悲
し
み
の
源
泉
を
宿
し
て
い
て
、そ

こ
か
ら
悲
し
み
が
あ
ふ
れ
出
て
き
て
し
ま
う
よ
う
な
人
間

だ
っ
た
」。

　
「
そ
れ
は
、賢
治
が
自
分
を
『
修
羅
』
と
見
な
し
て
い
た
こ

と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
賢
治
に
と
っ
て
修
羅
と
は
、
い
つ
も

他
者
と
の
葛
藤
に
苦
し
ん
で
心
晴
れ
ず
、ふ
つ
う
の
人
間
の

交
わ
り
か
ら
は
ず
れ
て
薄
暗
い
水
中
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い

る
と
意
識
し
て
い
る
よ
う
な
存
在
だ
」。

　
『
春
と
修
羅
』
の
詩
句
を
そ
こ
に
引
い
て
お
り
ま
す
。

　
「
宮
沢
賢
治
の
悲
し
み
は
近
親
と
の
死
別
に
よ
る
喪
失
や
、

自
分
の
理
想
を
実
現
で
き
な
い
挫
折
の
悲
し
み
を
も
含
み
込

ん
で
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
個
別
的
な
原
因
だ
け
で
は

説
明
で
き
な
い
よ
う
な
何
か
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。だ
か
ら
こ

そ
」、私
は
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
が
、「『
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
悲

し
み
』
と
言
い
た
く
な
る
よ
う
な
、
説
明
が
つ
か
な
い
深
い

悲
し
み
と
感
じ
ら
れ
る
の
だ
。賢
治
に
と
っ
て
の
仏
教
は
何

よ
り
も
こ
の
悲
し
み
の
入
れ
物
だ
っ
た
」。

　
『
ひ
か
り
の
素
足
』
と
い
う
作
品
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
ト

シ
と
の
別
れ
と
も
、も
の
す
ご
く
照
応
し
て
い
る
の
で
す
が
、

実
は
、そ
の
ト
シ
と
の
別
れ
の
前
に
書
か
れ
た
も
の
の
よ
う
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で
す
。

　

兄
の
一
郎
が
弟
の
楢
夫
と
共
に
炭
焼
小
屋
か
ら
降
り
て
く

る
途
中
に
、
吹
雪
で
倒
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
か
ら
臨
死
体
験

に
入
っ
て
ま
い
り
ま
す
。そ
の
夢
の
よ
う
な
世
界
で
一
郎
は

楢
夫
に
出
会
う
ん
で
す
ね
。
そ
れ
で
駆
け
寄
る
の
で
す
が
、

楢
夫
は
「
死
ん
だ
ん
だ
」
と
言
っ
て
泣
き
じ
ゃ
く
る
。

　
「
ふ
た
り
は
一
歩
一
歩
が
と
が
っ
た
ガ
ラ
ス
の
上
を
歩
く

よ
う
な
苦
し
み
の
場
所
を
進
ん
で
行
く
。
一
郎
は
鬼
に
向

か
っ
て
『
楢
夫
は
許
し
て
下
さ
い
』
と
叫
ぶ
。
そ
こ
へ
仏
の

よ
う
な
存
在
が
出
て
、苦
の
世
界
か
ら
楽
の
世
界
へ
の
転
換

が
起
こ
る
。
一
郎
は
確
か
に
楢
夫
を
守
っ
た
。
し
か
し
そ
れ

で
も
楢
夫
は
助
か
ら
な
か
っ
た
。や
む
を
え
な
か
っ
た
の
だ
、

と
辛
う
じ
て
納
得
し
た
か
の
よ
う
だ
。こ
れ
は
東
日
本
大
震

災
の
津
波
災
害
の
悲
し
み
を
彷
彿
と
さ
せ
る
物
語
だ
」。

　
「
こ
う
し
た
物
語
に
は
災
害
に
は
苦
し
み
、
暴
力
に
傷
つ

け
ら
れ
る
悲
し
み
と
と
も
に
、大
事
な
他
者
を
自
ら
傷
つ
け

て
い
な
い
か
と
い
う
自
分
を
責
め
る
意
識
に
耐
え
ら
れ
な

い
、
そ
ん
な
繊
細
な
感
受
性
が
見
え
て
来
る
。
生
き
て
い
る

こ
と
の
条
件
と
し
て
の
こ
う
し
た
悲
し
み
を
賢
治
は
描
き
続

け
た
。そ
の
よ
う
な
悲
し
み
へ
の
鋭
敏
さ
が
読
者
の
心
を
打

つ
」。

　
「
悲
し
み
の
原
因
は
自
分
一
人
だ
け
の
胸
に
し
ま
っ
て
お

く
し
か
な
い
よ
う
な
事
柄
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
宮
沢

賢
治
の
童
話
作
品
は
そ
の
悲
し
み
が
、い
わ
ば
人
類
の
悲
し

み
に
通
じ
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
く
。悲
し
み
は
皆
が

分
か
ち
合
い
、と
も
に
耐
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
そ
う
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

い
か
に
重
い
悲
し
み
も
克
服
で
き
る
と
感
じ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。小
さ
な
悲
し
み
は
大
い
な
る
悲
し
み
に
通

じ
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
悲
し
み
は
大
い
な
る
恵
み

に
も
通
じ
る
の
だ
」。

　
「
私
な
り
の
勝
手
な
理
解
だ
が
、
宗
教
は
悲
し
み
を
入
れ

る
器
で
あ
り
、悲
し
み
を
力
に
変
え
る
装
置
だ
」。私
の
理
解

は
宮
沢
賢
治
の
童
話
作
品
は
、『
法
華
経
』
や
仏
教
を
入
れ
替

え
た
も
の
、同
じ
よ
う
な
機
能
を
持
つ
も
の
を
自
分
な
り
に

つ
く
っ
て
み
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
な
と
思

う
ん
で
す
。

　
「
こ
の
変
換
は
一
人
一
人
の
心
の
中
で
ゆ
っ
く
り
と
進
ん

で
い
き
、悲
し
み
の
働
き
が
自
ず
か
ら
癒
し
の
働
き
に
展
開

し
て
い
く
。個
々
人
の
心
で
起
こ
る
こ
う
し
た
変
換
を
宗
教

は
触
発
す
る
。
そ
の
と
き
宗
教
は
力
を
も
つ
。
小
さ
な
心
の

中
で
大
い
な
る
悲
し
み
が
大
い
な
る
恵
み
に
転
ず
る
の
だ
」。

　

大
変
拙
い
文
章
な
の
で
す
が
、
悲
し
み
は
、
災
害
の
悲
し

み
で
あ
る
と
同
時
に
、
す
べ
て
の
人
間
の
悲
し
み
で
あ
り
、

そ
の
こ
と
は
宗
教
が
受
け
止
め
よ
う
と
し
て
き
た
も
の
で
あ

る
。そ
う
い
う
か
た
ち
で
私
な
り
に
災
害
の
語
り
を
構
築
し

よ
う
と
し
て
い
た
ん
だ
な
と
、
い
ま
振
り
返
っ
て
い
る
。
拙

い
な
が
ら
、そ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
き
た
と
い
う
報
告
に

な
り
ま
す
。ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
四
名
の
先
生
方
に
、
今
日
の
テ
ー
マ
の
「
震
災

と
語
り
」、
震
災
を
契
機
に
し
て
起
こ
っ
て
き
た
心
の
傷
と

い
う
の
か
、
痛
み
と
い
う
の
か
、
悲
し
み
と
い
う
の
か
、
抱

え
き
れ
な
い
、
説
明
し
難
い
、
表
現
し
難
い
何
も
の
か
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
表
出
、
表
現
が
あ
る
の
か
。
そ
の
悲
し

み
を
ど
う
い
う
物
語
や
表
現
に
転
化
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
の
か
。
そ
こ
に
お
い
て
宗
教
と
は
、
ど
の
よ
う
な
力
や
役

割
や
機
能
を
す
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
お
話

し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
一
〇
分
間
休
憩
し
て
、

こ
の
後
、井
上
ウ
ィ
マ
ラ
先
生
に
コ
メ
ン
ト
を
し
て
い
た
だ

き
、最
後
の
議
論
と
質
問
等
を
取
り
入
れ
る
時
間
も
取
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

第
二
部

鎌
田　

そ
れ
で
は
第
二
部
を
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
ず

冒
頭
四
人
の
先
生
方
の
発
表
に
対
し
て
、高
野
山
大
学
文
学

部
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
専
攻
の
井
上
ウ
ィ
マ
ラ
教
授
に
コ

メ
ン
ト
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

コ
メ
ン
ト	

井
上
ウ
ィ
マ
ラ

　

井
上
ウ
ィ
マ
ラ
で
す
。短
い
時
間
で
多
く
の
こ
と
を
伝
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
ご
紹
介
し
た
い
本
が
あ
り
ま
す
。
復
興
関
連
の

語
り
と
い
う
こ
と
で
、先
生
方
が
お
薦
め
し
て
く
だ
さ
っ
た

本
も
あ
り
ま
す
が
、
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
を
中
心
に
。

最
初
は
『
海
の
見
え
る
病
院
』。辰
濃
哲
郎
さ
ん
と
い
う
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
方
で
す
。雄
勝
町
で
津
波
に
巻
き
込

ま
れ
た
病
院
で
働
い
て
い
た
人
た
ち
か
ら
の
聞
き
書
き
で

す
。病
院
や
福
祉
関
連
の
施
設
で
働
い
て
お
ら
れ
た
人
々
は
、

職
業
柄
悲
し
み
が
複
雑
に
な
り
が
ち
な
の
で
、そ
の
と
き
の

こ
と
を
な
か
な
か
語
れ
ま
せ
ん
。そ
れ
を
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
作
家
の
方
が
て
い
ね
い
に
掘
り
起
こ
し
て
く
だ
さ
っ
た
一

冊
で
す
。

　

次
は
行
方
不
明
の
方
の
ご
家
族
に
関
す
る
一
冊
。最
近
は

am
biguous loss

（
曖
昧
な
喪
失
）
と
い
う
概
念
が
出
て
き

て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
こ
と
も
含
め
て
、
行
方
不

明
者
の
ご
家
族
の
方
々
は
ど
う
い
う
苦
し
み
を
体
験
さ
れ
て

い
る
の
か
を
追
っ
た
『
３
・
11
行
方
不
明
』。石
村
博
子
さ
ん

と
い
う
、
グ
リ
ー
フ
・
ケ
ア
に
関
す
る
取
材
活
動
を
続
け
て

お
ら
れ
る
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
方
で
す
。
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『
遺
体
』
と
い
う
本
は
先
ほ
ど
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
け

れ
ど
、『
遺
体
』
で
は
伝
え
き
れ
な
か
っ
た
石
井
光
太
さ
ん
の

現
場
体
験
を
綴
っ
た
『
津
波
の
墓
標
』
と
い
う
作
品
が
出
版

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
本
の
中
に
、
高
橋
先
生
や
鈴
木
先
生
も

お
話
に
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
幽
霊
の
話
が
出
て
き
ま
す
。
ご

遺
族
に
と
っ
て
は
、
幽
霊
で
も
会
い
た
い
の
で
す
。
だ
か
ら

「
幽
霊
が
出
た
」
と
い
う
噂
を
聞
く
と
、亡
く
し
た
家
族
に
会

う
た
め
に
そ
こ
に
捜
し
に
行
っ
て
み
た
と
い
う
方
の
お
話
が

あ
り
ま
し
た
。
幽
霊
談
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
捉
え
方
が
あ
る
の

で
す
。
語
り
と
聴
き
取
り
と
い
う
意
味
で
、
こ
う
し
た
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
み
な
さ
ん
の
作
品
も
読
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス

　

さ
て
、
コ
メ
ン
ト
で
す
が
、
ま
ず
い
く
つ
か
理
論
的
な
視

点
か
ら
の
確
認
を
し
た
上
で
、演
者
の
先
生
方
へ
の
具
体
的

な
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
震
災
以
降
、
私
も
個
人
的
に
、
い
ろ
い
ろ
動
い
て

活
動
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、そ
の
中
で
、あ
ら
た
め
て
「
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
」
と
い
う
言
葉
に
出
会
っ
て
、そ
れ
を
宗
教
的
、

あ
る
い
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
世
界
で
、ど
う
位
置
付

け
て
い
く
の
か
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
自
然
災
害
が
起
こ
り
ま
す
と
、そ
の
復
興
過
程

で
は
自
然
治
癒
力
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
だ
と
い

う
の
が
学
者
た
ち
の
通
説
で
す
ね
。
で
は
、
そ
の
自
然
治
癒

力
は
、
ど
う
し
た
ら
最
大
限
に
生
か
せ
る
の
か
。
そ
の
た
め

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
価
値
観
の
組
み
換
え
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

異
常
気
象
や
テ
ロ
を
含
め
て
予
測
不
可
能
な
出
来
事
が
繰

り
返
さ
れ
る
中
で
、
そ
れ
に
ど
う
や
っ
て
立
ち
向
か
っ
て

い
っ
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
西
洋
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
中

で
、自
然
治
癒
力
を
現
代
の
先
端
理
論
に
合
わ
せ
て
考
え
直

し
て
い
く
と
き
に
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ

れ
た
と
思
い
ま
す
。や
ま
だ
先
生
の
お
話
に
も
出
て
き
ま
し

た
が
、こ
れ
は
リ
カ
バ
リ
ー
（
回
復
）
と
は
違
い
ま
す
。

　

統
計
的
な
調
査
に
よ
る
と
、自
然
災
害
の
よ
う
な
大
規
模

事
件
が
あ
っ
て
も
、三
分
の
一
は
複
雑
性
悲
嘆
な
ど
の
専
門
的

ケ
ア
を
必
要
と
す
る
悲
し
み
を
体
験
し
ま
す
が
、三
分
の
二

近
く
は
そ
う
い
う
専
門
的
な
ケ
ア
を
受
け
な
く
て
も
何
と
か

頑
張
り
と
お
し
て
い
く
よ
う
で
す
。そ
こ
で
、そ
の
生
き
る
力

は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
わ
け
で
す
。

　

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
、
工
学
と
か
、
海
洋
生
態
学
と
か
、
経

済
学
や
社
会
学
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
使
わ
れ
る
概
念

で
、そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
若
干
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
違
い
ま
す
が
、

今
回
は
個
人
の
心
理
学
的
な
側
面
か
ら
の
研
究
に
焦
点
を
当

て
、
二
〇
〇
四
年
のBonanno
さ
ん
の
論
文
を
中
心
に
、
い

く
つ
か
の
視
点
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
重
要
な
構
成
因
子
と
し
て
は
、ま
ず
自

尊
心
、そ
し
て
楽
観
的
に
あ
り
の
ま
ま
を
見
つ
め
ら
れ
る
力

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
信
仰
心
。
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
が
働

き
出
す
た
め
に
は
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
が
大
切
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
外
的
因
子
と
し
て
、寄
り
添
っ
て
く
れ
る

他
者
の
存
在
が
必
要
で
す
。
や
ま
だ
先
生
の
絵
の
中
で
、
お

ね
し
ょ
を
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
あ
の
絵
が
、す
ご
く
い
い

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
研
究
の
背
景
に
は
フ
ロ
イ
ト
の
対
象
喪
失
理
論

が
あ
り
ま
す
が
、構
成
主
義
の
方
や
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
系
の
理
論

を
拝
見
し
て
い
ま
す
と
フ
ロ
イ
ト
を
非
常
に
過
小
評
価
し
て

お
り
、本
当
に
一
次
資
料
を
読
ん
だ
の
か
と
い
う
気
持
ち
が

し
て
い
ま
す
。『
悲
哀
と
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
』
と
い
う
一
九
一
七

年
の
論
文
を
き
っ
ち
り
と
読
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
冒
頭
で
フ
ロ
イ
ト
が
明
言
し
て
い
る
こ
と
は
、一
般

的
な
悲
し
み
と
病
的
な
う
つ
病
の
分
岐
点
は
何
か
と
い
う
こ

と
で
す
。そ
れ
を
フ
ロ
イ
ト
は
、「
妄
想
的
に
処
罰
を
期
待
す

る
ほ
ど
に
な
る
自
我
感
情
の
低
下
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
患
者
さ
ん
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
に
傾
聴
す
る
中
で

フ
ロ
イ
ト
が
見
つ
け
出
し
た
こ
と
は
、患
者
さ
ん
は
本
当
は

死
ん
だ
相
手
を
責
め
た
い
の
だ
け
れ
ど
、そ
ん
な
こ
と
を
す

る
と
祟
ら
れ
る
の
が
怖
い
の
で
、自
分
を
責
め
て
し
ま
う
と

い
う
攻
撃
の
逆
転
が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
の
発
見
は
後
に
死
の
本
能
へ
の
洞
察
と
し
て
展
開
し
て
ゆ

き
ま
す
。

　

こ
の
攻
撃
の
逆
転
、
サ
バ
イ
バ
ー
ズ
・
ギ
ル
ト
が
典
型
的

で
す
け
れ
ど
も
、そ
れ
に
い
か
に
寄
り
添
っ
て
、傾
聴
し
て
、

受
容
し
て
、そ
の
人
の
中
で
優
し
さ
や
新
し
い
価
値
観
が
生

ま
れ
て
く
る
の
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
が
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
ポ

イ
ン
ト
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

意
味
に
関
し
て
も
、フ
ロ
イ
ト
は
こ
の
論
文
の
中
で
、「
自

我
感
情
が
低
下
し
て
い
る
と
、外
的
に
誰
を
失
っ
た
の
か
は

分
か
っ
て
も
、
内
的
に
誰
を
失
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。こ
こ
ろ
の
中
の
空
虚
さ

で
す
。
こ
の
自
我
感
情
の
低
下
が
癒
え
れ
ば
、
内
的
な
空
虚

さ
が
埋
ま
っ
て
い
く
。そ
の
人
が
自
分
に
と
っ
て
ど
ん
な
人

だ
っ
た
の
か
と
い
う
意
味
が
見
い
だ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す

井上ウィマラ氏
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ね
。
で
す
か
ら
、
グ
リ
ー
フ
関
係
の
方
々
に
は
フ
ロ
イ
ト
の

『
悲
哀
と
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
』
を
き
っ
ち
り
と
読
み
直
し
て
ほ

し
い
な
と
思
い
ま
す
。

複
雑
性
悲
嘆

　

小
此
木
啓
吾
さ
ん
は
『
対
象
喪
失
』
の
中
で
、
フ
ロ
イ
ト

自
身
が
お
父
さ
ん
を
失
っ
た
悲
し
み
を
ど
う
癒
や
し
た
か
を

二
つ
の
プ
ロ
セ
ス
に
分
け
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
「
転
移
の
中
の
悲
哀
の
仕
事
」
で
、
信
頼
で
き
る

誰
か
に
そ
の
悲
し
み
の
辛
さ
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

フ
ロ
イ
ト
の
場
合
は
フ
リ
ー
ス
で
し
た
。

　

そ
し
て
あ
る
程
度
癒
え
て
き
た
ら
、今
度
は
誰
か
の
話
を

聞
か
せ
て
も
ら
う
。傾
聴
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

相
手
が
ど
う
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
癒
さ
れ
て
い
く
の
か
を

見
守
り
な
が
ら
、そ
れ
に
自
分
を
重
ね
合
わ
せ
て
理
解
が
深

ま
る
の
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

最
新
の
悲
嘆
研
究
で
は
、「
統
合
さ
れ
た
悲
し
み
」
と
い
う

こ
と
が
言
わ
れ
ま
す
。何
ら
か
の
理
由
で
統
合
さ
れ
た
状
態

に
行
き
着
け
な
い
の
で
、悲
し
み
が
こ
ん
が
ら
が
っ
て
長
引

い
て
し
ま
う
の
で
す
。統
合
さ
れ
た
悲
し
み
を
一
言
で
い
う

と
、意
味
が
分
か
っ
て
泣
き
笑
い
で
き
る
状
態
で
す
。

　

亡
く
な
っ
た
人
が
自
分
に
と
っ
て
ど
ん
な
内
的
意
味
を

持
っ
て
い
た
の
か
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。こ
れ

は
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
の
視
点
で
す
。そ
の
た
め
に
は
愛
着
に
不
可

避
な
愛
憎
の
問
題
に
向
か
い
合
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。親
密

な
関
係
は
「
好
き
」
だ
け
で
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
憎
し
み

が
入
り
交
じ
っ
た
複
雑
な
思
い
を
泣
き
笑
い
し
な
が
ら
言
葉

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
行
く
こ
と
が
必
要
で

す
。こ
れ
は
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ス
を
抱
え
る
と
い
う
視
点
で
す
。

　

そ
う
す
る
と
、そ
の
人
の
中
に
亡
く
し
た
人
の
新
た
な
居

場
所
が
で
き
ま
す
。悲
し
み
は
消
え
な
い
、波
の
よ
う
に
行
っ

た
り
来
た
り
す
る
け
れ
ど
も
、そ
の
痛
み
を
抱
き
と
め
て
生

き
て
い
く
力
が
湧
い
て
き
ま
す
。そ
の
人
の
い
な
い
新
し
い

人
生
を
生
み
出
す
勇
気
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
た
グ
リ
ー
フ
の
先
端
理
論
の
背
景
に
は
、喪
失
を

理
解
す
る
た
め
に
は
愛
着
を
し
っ
か
り
理
解
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
共
通
理
解
が
あ
り
ま
す
。
ボ
ウ
ル
ビ
ィ
は
、

『
母
子
関
係
の
理
論　

Ｉ
愛
着
行
動
』
の
中
で
、最
後
に
こ
う

い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。

　
「
あ
る
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
、
ど
の
よ
う
に
構
造

化
さ
れ
て
い
る
か
は
、
の
ち
の
逆
境
的
な
状
況
、
と
り
わ
け

拒
絶
、
離
別
、
喪
失
の
状
況
に
お
け
る
反
応
の
仕
方
を
規
定

す
る
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
」。

　

喪
失
の
悲
し
み
に
直
面
し
た
と
き
に
ど
う
対
応
で
き
る

か
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
育
て
ら
れ
方
、

親
子
の
問
題
、
つ
ま
り
親
密
さ
、
継
続
性
、
互
恵
性
に
よ
る

ケ
ア
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
、子
育
て
（
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ケ
ア
）、看
取
り
（
タ
ー
ミ

ナ
ル
・
ケ
ア
）、悲
し
み
の
仕
事
へ
の
寄
り
添
い
（
グ
リ
ー
フ
ケ

ア
）
が
ひ
と
つ
な
が
り
に
な
っ
て
循
環
す
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
再
構
築
し
て
ゆ
く
こ
と
が
新
し
い
時
代
を
切
り
開

く
た
め
に
必
要
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

複
雑
性
悲
嘆
と
い
う
概
念
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
言
葉
に
出
せ
な
い
悲
し
み
は
緊
張
を
生
み
、
身
体
化
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
不
定
愁
訴
を
つ
く
り
だ
す
と
い
う
こ
と
で
し

た
。こ
う
し
た
症
状
は
う
つ
病
と
か
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
も
重
な
り

合
っ
て
出
て
き
ま
す
。

　

複
雑
性
悲
嘆
の
癒
や
し
に
は
言
葉
だ
け
の
セ
ラ
ピ
ー
は
あ

ま
り
効
か
な
い
よ
う
で
す
。
声
を
出
す
と
か
、
歌
う
、
踊
る

と
か
、
ヨ
ガ
、
気
功
や
太
極
拳
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
身
体

的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
効
の
よ
う
で
す
。そ
れ
ら
に
加
え
て「
エ

ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
（
暴
露
法
）」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
、
思
い

出
す
作
業
が
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

被
災
地
を
歩
い
て
い
て
気
づ
い
た
こ
と
は
、神
楽
と
か
太

鼓
な
ど
の
伝
統
芸
能
や
祭
り
を
通
し
て
成
さ
れ
る
癒
し
が

あ
っ
て
、私
た
ち
日
本
人
が
過
去
の
文
化
の
中
で
祭
り
や
伝

統
芸
能
に
よ
っ
て
ト
ラ
ウ
マ
を
集
団
的
に
ど
う
癒
や
し
て
き

た
の
か
を
あ
ら
た
め
て
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

そ
う
し
た
伝
統
の
再
構
築
の
中
に
い
か
に
「
気
づ
き
（
マ

イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
）」
の
種
ま
き
を
し
て
ゆ
く
か
が
問
わ
れ
ま

す
。Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
の
治
療
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
今
こ
こ
の
身
体

に
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
重
要
で
す
。「
自
分
の
体

で
感
じ
て
も
大
丈
夫
だ
。
ど
ん
な
に
つ
ら
く
て
も
、
苦
し
く

て
も
、
そ
れ
は
変
わ
っ
て
い
く
。
い
つ
ま
で
も
、
こ
の
状
態

の
ま
ま
で
は
な
い
」
と
思
え
る
こ
と
で
時
間
が
流
れ
出
し
ま

す
。
最
新
の
脳
科
学
的
研
究
で
は
、「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
」

と
呼
ば
れ
る
瞑
想
が
、そ
う
し
た
回
復
過
程
で
重
要
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

幽
霊
の
話
に
関
連
す
る
こ
と
で
す
が
、認
知
症
の
ケ
ア
に

お
い
て
も
せ
ん
妄
と
い
う
か
、幻
想
に
ど
う
対
応
す
る
か
は

大
き
な
問
題
で
す
。『
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン

─
認
知
症
の
人

と
の
超
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
法
』
と
い
う
ナ
オ
ミ
・
フ
ェ
イ

ル
さ
ん
の
本
が
日
本
に
も
紹
介
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
常
識
的
な
考
え
を
脇
に
置
い
て
、
患
者
さ
ん
の
言
葉
す

な
わ
ち
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
っ
て
バ
リ
デ
ー
ト

（
そ
の
真
価
を
認
め
て
）
い
く
と
、患
者
の
不
安
が
和
ら
い
で
異

次
元
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
展
開
し
て
ゆ
き
ま
す
。

　

幻
想
や
せ
ん
妄
な
ど
に
託
さ
れ
た
象
徴
的
な
意
味
を
読
み

取
っ
て
、
間
主
観
的
な
存
在
性
の
根
底
に
あ
る
、
ユ
ン
グ
の

言
葉
で
は
「
集
合
的
無
意
識
」
や
「
元
型
」
に
あ
た
る
と
思
う

の
で
す
け
れ
ど
も
、そ
う
し
た
象
徴
性
に
託
さ
れ
た
感
情
的

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
ゆ
く
こ
と
を
心
が
け
る
大
切
さ
で
す
。

バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
幽
霊
の
話
に
も
通
じ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
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グ
リ
ー
フ
ケ
ア
か
ら
の
学
び
で
す
が
、自
分
を
大
切
に
で

き
る
以
上
に
他
者
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
と
燃
え
尽
き
や

す
く
な
り
ま
す
。こ
れ
は
対
人
援
助
一
般
に
通
じ
る
こ
と
で
、

何
も
被
災
地
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。自
分
を
大
切
に
し
な

が
ら
悲
し
む
こ
と
が
で
き
る
力
が
、命
を
思
い
や
り
育
む
力

と
な
り
ま
す
。こ
れ
は
島
薗
先
生
の
お
話
に
通
じ
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
フ
ロ
イ
ト
が
指
摘
し
た
自
我
感
情
の
低
下
、

自
分
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
の
意
味
で
す
ね
。

　

攻
撃
性
の
建
設
的
な
使
い
方
を
学
ぶ
こ
と
も
必
要
で
す
。

人
に
向
け
れ
ば
い
い
も
の
を
、私
た
ち
は
自
分
に
向
け
て
罪

悪
感
を
抱
き
、
高
じ
る
と
自
殺
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
ま
す
。

そ
の
罪
悪
感
を
思
い
や
り
に
変
え
て
い
く
に
は
、ど
う
し
た

ら
い
い
か
と
い
う
テ
ー
マ
は
子
育
て
に
も
通
じ
て
い
く
話
で

す
。
原
発
事
故
の
よ
う
な
人
災
に
際
し
て
は
、
攻
撃
性
の
問

題
は
さ
ら
に
厳
し
く
難
し
く
な
り
ま
す
。有
意
義
な
社
会
変

革
に
向
け
て
導
か
れ
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ス
の
テ
ー
マ
は
、「
好
き
な
気
持
ち
と
嫌

い
な
気
持
ち
の
両
方
あ
っ
て
い
い
ん
だ
よ
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
上
手
に
伝
え
て
ゆ
く
こ
と
で
す
。行
方
不
明
の
よ

う
な
曖
昧
な
喪
失
に
対
す
る
ケ
ア
の
中
で
は
特
に
大
切
に
な

り
ま
す
。好
き
で
も
あ
る
し
嫌
い
で
も
あ
る
。「
な
い
」
け
れ

ど
も
「
あ
る
」。そ
う
し
た
新
し
い
文
法
を
自
分
の
中
に
作
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
自
分
を
知
る
こ
と
が
自
他
を
大
切
に
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
よ
う
な
自
己
覚
知
を
養
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。以
上
が
、理
論
的
な
ま
と
め
で
す
。

演
者
の
み
な
さ
ん
へ
の
質
問

　

次
に
、
こ
う
し
た
理
論
的
な
背
景
に
基
づ
い
て
、
演
者
の

み
な
さ
ん
に
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

高
橋
先
生
。お
話
し
し
て
く
だ
さ
っ
た
臨
床
宗
教
師
養
成

の
よ
う
な
営
み
の
中
で
、医
療
と
の
接
点
は
具
体
的
に
ど
う

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

た
と
え
ば
、『
サ
イ
コ
ロ

ジ
カ
ル
・
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
』
の
第
二
章
に
は
信
仰
や
宗

教
的
儀
礼
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。ア
メ
リ
カ
で
は
、

チ
ャ
プ
レ
ン
が
病
院
や
災
害
ケ
ア
に
お
い
て
し
っ
か
り
と
し

た
役
割
を
果
た
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、そ
れ
を
日
本
的
に

ど
う
構
築
し
よ
う
と
考
え
て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

鈴
木
先
生
。私
も
サ
ザ
ン
の
桑
田
さ
ん
が
好
き
な
の
で
す

が
、
遺
体
安
置
所
が
祝
祭
空
間
に
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
、

こ
れ
は
悲
し
み
が
癒
え
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で
泣
き
笑
い
で
き

る
こ
と
の
大
切
さ
を
端
的
に
表
現
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。統
合
さ
れ
た
悲
し
み
へ
の
移
行
に

お
け
る
重
要
な
通
過
点
で
す
。
そ
う
し
た
祝
祭
的
な
空
間
、

あ
る
い
は
体
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、よ
い
思
い
出
が
語
り

出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。そ
う
で
な
い
と
、「
よ

い
思
い
に
浸
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、死
ん
だ
人
に
申
し
わ
け
な

い
」
み
た
い
な
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
新
し

い
祝
祭
空
間
を
ど
う
構
築
し
て
い
く
か
、い
ま
の
宗
教
者
に

課
さ
れ
た
テ
ー
マ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
う
い
う
視
点
か
ら

も
う
少
し
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

や
ま
だ
先
生
。
負
を
転
換
す
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ナ
ラ
テ
ィ

ヴ
の
と
こ
ろ
で
、虐
待
の
リ
ゾ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
法
か
ら
引

か
れ
て
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
な
ぜ
喪
失
と
虐
待
が
つ
な

が
っ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

つ
ま
り
、心
理
的
な
発
達

の
問
題
と
、
依
存
、
あ
る
い
は
虐
待
パ
タ
ー
ン
と
の
関
係
を

ち
ょ
っ
と
説
明
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。そ
れ
は
、

お
そ
ら
く
ウ
ィ
ニ
コ
ッ
ト
の
言
う
よ
う
な
「
思
い
や
り
の
起

源
」
と
か
、ク
ラ
イ
ン
の
言
う
「
抑
う
つ
態
勢
」
に
も
通
じ
る

も
の
、攻
撃
性
の
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
な
と
い
う

気
も
し
ま
す
。な
ぜ
喪
失
と
虐
待
か
ら
の
リ
カ
バ
リ
ー
が
つ

な
が
る
の
か
を
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

島
薗
先
生
。
質
問
と
い
う
よ
り
は
、
お
願
い
で
す
。
悲
嘆

研
究
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
の
構
成
主
義
や
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
研
究

者
ら
は
、
ど
う
し
て
も
私
か
ら
見
る
と
、
フ
ロ
イ
ト
の
最
初

の
研
究
論
文
を
し
っ
か
り
読
ま
ず
に
フ
ロ
イ
ト
叩
き
を
し

て
、
自
分
た
ち
の
優
位
性
を
主
張
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

き
ち
ん
と
読
め
ば
、
意
味
に
し
て
も
、
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
に
し
て

も
、フ
ロ
イ
ト
は
し
っ
か
り
と
最
初
の
言
及
を
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。そ
こ
ら
へ
ん
を
し
っ
か
り
と
読
み
込
み
、グ
リ
ー

フ
の
基
礎
理
論
に
組
み
込
め
る
よ
う
な
研
究
者
を
育
て
て
く

だ
さ
い
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

討
議	

鎌
田　

い
ま
、井
上
ウ
ィ
マ
ラ
さ
ん
か
ら
非
常
に
的
確
に
一

人
一
人
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
し
て
も
ら
い
、最
後
に
質
問

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
次
に
、
金
子
さ
ん
、
稲
場
さ
ん
の

順
番
で
、
そ
れ
ぞ
れ
倫
理
学
、
宗
教
社
会
学
の
立
場
か
ら
コ

メ
ン
ト
し
て
も
ら
っ
て
、
そ
の
後
、
高
橋
さ
ん
、
鈴
木
さ
ん
、

や
ま
だ
さ
ん
、
島
薗
さ
ん
の
順
番
で
、
質
問
に
対
し
て
も
答

え
て
も
ら
お
う
と
思
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

コ
メ
ン
ト	

金
子　

昭

死
者
と
共
に
生
き
る

　

天
理
大
学
の
金
子
と
申
し
ま
す
。私
の
専
門
の
倫
理
学
は

基
本
的
に
生
き
て
い
る
人
を
対
象
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

今
回
こ
の
幽
霊
の
語
り
と
い
う
テ
ー
マ
は
手
ご
わ
く
て
、先

生
方
の
ご
発
表
を
聞
き
な
が
ら
も
、何
が
自
分
に
い
え
る
の

だ
ろ
う
か
と
、ず
っ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

じ
つ
は
、
先
ほ
ど
の
休
憩
時
間
の
際
、
天
理
大
学
に
以
前
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勤
務
さ
れ
て
い
た
私
の
先
輩
の
先
生
（
臨
床
心
理
学
の
森
岡
正

芳
先
生
）
に
ば
っ
た
り
お
会
い
し
、「
先
生
、
ど
う
し
た
も
の

で
し
ょ
う
か
ね
」
と
、
ち
ょ
っ
と
相
談
申
し
上
げ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
、先
生
い
わ
く
、「
も
う
す
で
に
幽
霊
が
出
た
ん

だ
か
ら
、
も
う
何
が
出
て
も
大
丈
夫
で
す
よ
。
安
心
し
て
、

何
で
も
い
い
か
ら
し
ゃ
べ
っ
て
み
た
ら
」
と
励
ま
さ
れ
ま
し

た
。
そ
う
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
で
す
が
、
私
は
討
論
者
と

し
て
、
問
題
提
起
の
意
味
も
込
め
て
、
好
き
な
こ
と
を
言
わ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

和
辻
哲
郎
に
『
人
間
の
学
と
し
て
の
倫
理
学
』
と
い
う
有

名
な
著
書
が
あ
り
ま
す
が
、
正
確
に
言
う
と
、
こ
の
標
題
の

「
人
間
」
と
い
う
言
葉
は
「
に
ん
げ
ん
」
で
な
く
「
じ
ん
か
ん
」

と
言
っ
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
人
と
人
と
の

間
（
じ
ん
か
ん
）
で
の
関
わ
り
を
扱
う
の
が
倫
理
学
だ
と
い

う
わ
け
で
す
。

　

そ
の
意
味
で
、倫
理
学
は
こ
の
世
に
生
き
て
い
る
人
を
扱

う
、
も
は
や
こ
の
世
に
い
な
い
、
死
ん
で
い
る
人
は
扱
わ
な

い
。
こ
の
倫
理
学
の
立
場
に
対
抗
す
る
か
の
よ
う
に
、
あ
る

仏
教
研
究
者
の
有
名
な
先
生
（
末
木
文
美
士
先
生
）
が
『
反
・

仏
教
学—

—

仏
教
VS.
倫
理
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）
で
挑
戦
的

な
見
解
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。仏
教
（
宗
教
）
は
倫
理
を
超

え
た
と
こ
ろ
の
他
者
を
扱
う
、そ
の
他
者
こ
そ
死
者
な
の
だ

と
。で
も
、そ
の
一
方
で
、面
白
い
も
の
で
、宗
教
倫
理
学
と

い
う
分
野
も
あ
る
ん
で
す
ね
。
私
も
、
そ
の
宗
教
倫
理
学
会

の
会
員
で
す
が
、
宗
教
倫
理
学
、
こ
れ
は
当
然
、
宗
教
の
倫

理
学
で
す
か
ら
、こ
の
世
に
も
は
や
い
な
い
死
者
を
も
対
象

に
し
ま
す
。

　

で
は
、
ど
う
対
象
に
す
る
の
か
と
い
う
の
で
す
が
、
こ
れ

に
は
い
ろ
い
ろ
な
や
り
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。生
き
て
は

い
な
い
け
れ
ど
も
、亡
く
な
っ
た
方
に
は
人
格
と
し
て
の
尊

厳
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、私
た
ち
は
お
葬
式
の
と
き
は
故

人
に
頭
を
下
げ
る
わ
け
で
す
。そ
う
い
う
自
然
な
敬
意
と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
実
は
、死
者
と
共
に
生
き
る
と
い
う
形
で
の

宗
教
倫
理
学
も
始
ま
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
わ
け
で
す
。

　

た
だ
し
、宗
教
倫
理
学
が
死
者
を
救
済
す
る
方
法
を
考
え

る
と
か
、そ
う
い
う
、お
こ
が
ま
し
い
こ
と
は
、と
て
も
言
え

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
い
ま
だ
こ
の
世
に
あ
っ
て
生
き
て
い
る

私
た
ち
と
共
に
あ
る
存
在
と
し
て
の
死
者
が
い
て
こ
そ
、私

た
ち
こ
こ
に
い
る
人
は
み
な
、
生
き
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の

よ
う
な
死
者
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
か
ら
、ま
た
考
え
る
こ

と
を
通
じ
て
、生
き
て
い
る
私
た
ち
が
生
き
て
い
る
者
の
生

き
方
の
問
題
と
し
て
、そ
れ
を
自
ら
へ
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
て
考
え
て
い
く
。こ
う
い
う
か
た
ち
を
取
る
か
と
思
い
ま

す
。つ
ま
り
、死
者
と
共
に
生
き
る
こ
と
は
、生
き
て
い
る
私

た
ち
の
生
き
方
の
問
題
に
立
ち
戻
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

　

死
者
の
問
題
は
、な
か
な
か
倫
理
学
や
哲
学
の
言
葉
で
語

り
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
そ
れ
を
語
る
こ
と

が
で
き
る
と
し
た
ら
、私
は
文
学
の
言
葉
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
島
薗
先
生
が
宮
沢
賢
治
を
引
用
し

た
の
も
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　

あ
る
い
は
、鈴
木
先
生
や
高
橋
先
生
が
幽
霊
の
語
り
の
お

話
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
は
い
ま
、
そ
う
い
う
形
で
の
語
り

が
被
災
地
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
、松
谷

み
よ
子
と
い
う
民
話
学
者
の
収
集
さ
れ
た
『
日
本
の
民
話
』

に
出
て
く
る
幽
霊
の
語
り
と
パ
タ
ー
ン
が
と
て
も
似
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
幽
霊
の
語

り
も
、も
し
か
し
た
ら
同
じ
よ
う
な
か
た
ち
で
民
話
と
し
て

定
着
し
て
い
く
よ
う
な
お
話
な
の
か
な
と
い
う
ふ
う
に
聞
か

せ
て
も
ら
っ
た
わ
け
で
す
。

　

幽
霊
が
実
在
す
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
と
し
ま
し
て
、

と
に
か
く
、
こ
の
世
の
も
の
で
は
な
い
何
か
が
、
こ
の
世
に

現
れ
て
、私
た
ち
生
き
て
い
る
人
の
こ
こ
ろ
を
か
き
乱
し
て

し
ま
う
現
象
が
起
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。で
す
か
ら
、

そ
う
し
た
存
在
は
然
る
べ
き
人
（
宗
教
者
）
に
よ
っ
て
収
ま

る
と
こ
ろ
に
収
ま
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
、井
上
先
生
の
お
話
な
ど
を
聞
い
て

思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
収
ま
る
と
こ
ろ
に
収
ま
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
い

え
ば
、あ
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
者
が
、こ
ん
な
こ
と
を
言
っ

て
い
た
の
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
も
、小
さ
い
子
ど
も
や
親
し
い
人
が
亡

く
な
っ
た
と
き
に
、残
さ
れ
た
人
は
と
て
も
悲
し
く
て
、つ
ら

い
思
い
を
し
て
い
る
。そ
う
い
う
と
き
に
ど
う
慰
め
る
か
と

い
う
と
、そ
う
い
う
子
ど
も
た
ち
や
親
し
い
人
た
ち
は
、じ
つ

は
妖
精
が
向
こ
う
の
世
界
に
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
て
、向
こ

う
の
世
界
で
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
る
と
言
う
わ
け
で
す
。

　

そ
れ
を
聞
い
て
、子
ど
も
や
親
し
い
人
に
先
立
た
れ
た
人

は
安
心
す
る
。そ
の
た
め
に
は
妖
精
と
い
う
存
在
を
信
じ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
に
な
る
わ
け
で
す
け
ど
も
、も
し

か
し
た
ら
宗
教
者
の
役
割
も
、そ
こ
に
あ
る
よ
う
な
気
が
致

し
て
お
り
ま
す
。必
ず
し
も
職
業
と
し
て
宗
教
を
や
っ
て
い

な
く
て
も
、そ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
感
性
の
あ
る
人
な
ら

ば
、こ
の
よ
う
な
一
種
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
慰
め
方
は
誰
で

も
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
う
の
で
す
。

　

鈴
木
先
生
の
ご
発
表
の
中
で
「
怪
異
の
空
間
」
と
い
う
言

金子昭氏
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葉
が
出
て
き
ま
し
た
。こ
の
空
間
が
意
味
を
変
え
る
。桑
田
佳

祐
の
強
烈
な
パ
ワ
ー
に
よ
っ
て
、怪
異
の
空
間
が
祝
祭
空
間

に
変
わ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。宗
教
の
力
で
も
、そ
の
よ
う

な
意
味
の
転
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

私
の
祖
父
母
は
長
崎
市
で
、新
宗
教
（
天
理
教
）
の
信
者
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
彼
ら
が
帰
依
し
た
教
会
が
、
じ
つ

は
キ
リ
シ
タ
ン
や
犯
罪
人
の
獄
門
場
所
の
跡
に
建
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
は
も
と
も
と
は
海
に
面
し
た
崖
に
な
っ
て
い
て
、

こ
の
崖
か
ら
海
に
突
き
落
と
し
た
り
、十
字
架
に
架
け
て
火

あ
ぶ
り
に
し
た
り
し
た
と
い
う
、大
変
お
ぞ
ま
し
い
場
所
で
、

も
う
誰
も
近
寄
ら
な
い
し
、土
地
と
し
て
も
ま
っ
た
く
売
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
、そ
の
教
会
を
つ
く
っ

た
人
は
わ
ざ
わ
ざ
買
っ
た
わ
け
で
す
。

　

そ
の
教
会
は
今
も
同
じ
そ
の
場
所
に
天
理
教
肥
長
大
教
会

と
し
て
現
存
し
て
い
ま
す
。
宗
教
は
、
そ
う
い
う
負
を
正
に

意
味
転
換
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
。し
か
し
あ
え
て
私
は
言

う
の
で
す
が
、
じ
つ
は
同
時
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
何
か
大
事

な
も
の
を
失
わ
せ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。そ
う
い

う
逆
説
的
な
思
い
も
一
方
で
す
る
ん
で
す
ね
。

　

宗
教
者
の
言
葉
や
言
説
、あ
る
い
は
行
動
と
い
う
も
の
も
、

実
は
宗
教
者
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
非
常
に
力
が
あ
る
け
れ

ど
、そ
の
場
を
間
違
え
て
は
い
け
な
い
。場
を
間
違
え
る
と
、

「（
宗
教
者
に
よ
る
）
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
は
要
り
ま
せ
ん
」
と
い
う

よ
う
な
事
態
に
な
る
の
が
、そ
の
典
型
的
な
こ
と
で
す
。

　

私
は
倫
理
学
、哲
学
的
人
間
学
と
い
う
も
の
を
勉
強
し
て

い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
立
場
か
ら
、
も
う
少
し
逆
説
的
な

こ
と
を
三
点
ば
か
り
言
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
第
一
点
で
す
。や
ま
だ
よ
う
こ
先
生
の
お
話
の
中
で

気
が
つ
い
た
こ
と
で
す
が
、自
然
災
害
か
ら
の
ゆ
る
や
か
な

立
ち
直
り
と
い
う
物
語
自
体
が
な
に
か
日
本
人
の
メ
ン
タ
リ

テ
ィ
ー
と
し
て
受
容
し
や
す
い
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
も
し
、
こ
れ
が
人
為
的
な
悪
質
事
故
と
か
、

悪
意
あ
る
事
件
だ
っ
た
ら
、
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
か
と
。
よ
く

聞
か
れ
る
言
葉
に
、「
も
う
故
人
は
戻
っ
て
こ
な
い
け
ど
も
、

加
害
者
が
一
つ
で
も
謝
罪
の
言
葉
を
言
っ
て
く
れ
れ
ば
癒
や

さ
れ
る
の
に
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
関
連
し
て
、や
ま
だ
先
生
は「
な
い
」け
れ
ど
も「
あ

る
」
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
私
も
、

非
常
に
こ
こ
ろ
を
打
つ
お
話
と
し
て
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
の

で
す
が
、
で
も
待
て
よ
、
宗
教
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
特
に

仏
教
の
無
常
観
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、「
あ
る
」
け
れ
ど

も
「
な
い
」
と
見
る
の
が
本
来
の
見
か
た
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。「
あ
る
」
け
れ
ど
も
「
な
い
」
と
い
う
生
き
方
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
い
っ
た
い
、「
な
い
」
け
れ
ど
も
「
あ
る
」

と
い
う
生
き
方
に
対
し
て
、
何
を
ど
う
言
え
る
の
か
。
や
ま

だ
先
生
に
は
、
こ
れ
を
整
理
し
て
説
明
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

語
り
と
は
何
な
の
だ
ろ
う

　

第
二
点
で
す
。
や
ま
だ
先
生
の
お
話
の
中
で
「
語
る
」
と

い
う
こ
と
が
出
て
き
ま
し
た
。語
る
こ
と
は
大
事
だ
け
れ
ど

も
、
無
理
や
り
語
ら
せ
る
と
か
、
告
白
さ
せ
る
と
い
う
こ
と

は
問
題
だ
と
。私
も
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

　

忘
れ
な
い
け
れ
ど
も
、そ
の
後
の
人
生
の
中
で
意
味
が
組

み
換
え
ら
れ
て
昇
華
さ
れ
て
い
く
。そ
こ
で
の
「
思
い
出
す
」

と
か
、「
忘
れ
る
」
と
か
、「
語
る
」
と
か
、「
語
ら
な
い
」
と
い

う
の
は
、そ
の
人
に
と
っ
て
固
有
な
自
然
な
こ
こ
ろ
の
動
き

だ
と
思
い
ま
す
。そ
れ
を
ど
こ
ま
で
心
理
療
法
と
し
て
尊
重

で
き
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。忘
れ
た
い
と
思
え
ば
思
う
ほ
ど
、

忘
れ
ら
れ
な
い
の
が
人
間
で
す
。忘
れ
た
く
な
い
と
思
っ
て

も
、お
の
ず
と
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
わ
け
で
す
。

　

風
化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
を
よ
く
聞
き
ま

す
。で
も
、私
の
よ
う
に
関
西
に
住
ん
で
い
て
、阪
神
大
震
災

の
記
憶
が
ず
っ
と
心
に
残
っ
て
離
れ
な
い
者
に
と
っ
て
は
、

３
・
11
の
東
日
本
大
震
災
を
強
調
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
逆
に

相
対
的
に
阪
神
大
震
災
の
こ
と
が
語
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
に
あ
る
種
の
苛
立
た
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
は
、年
配
の
方
に
と
っ
て
は
八
月
一
五
日

の
終
戦
記
念
日
と
か
、原
爆
忌
の
こ
と
と
か
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

別
な
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
。こ

こ
の
と
こ
ろ
で
、い
っ
た
い
語
り
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
と
い

う
疑
問
が
起
こ
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

　

私
は
、
そ
う
い
う
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
考
え
て
み
る
と
、
人

間
に
は
覚
え
て
忘
れ
な
い
こ
と
も
大
事
だ
け
れ
ど
、人
間
に

は
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
出
し
た
り
忘
れ
た
り
す
る
権
利
も
あ
る

し
、
思
い
出
さ
れ
た
り
忘
れ
ら
れ
た
り
す
る
権
利
も
、
も
し

か
し
た
ら
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。権
利
と
い

う
言
葉
は
、
こ
こ
で
は
な
じ
ま
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
も
、ふ
と
脳
裏
に
よ
ぎ
り
ま
し
た
。

「
あ
る
」
け
れ
ど
も
「
な
い
」
と
言
う
宗
教
者

　

三
点
目
で
す
。
最
後
に
島
薗
先
生
の
お
話
で
、
震
災
の
語

り
の
中
に
、こ
こ
で
は
特
に
問
題
に
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、

原
発
被
害
の
語
り
を
入
れ
た
ら
ど
う
な
る
か
と
い
う
問
題
提

起
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
と
て
も
大
き
な
問
題
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　
「
語
り
」
で
あ
る
以
上
、
私
は
そ
れ
は
「
説
明
」
で
は
な
い

と
思
う
ん
で
す
ね
。だ
け
ど
も
、宗
教
学
、民
俗
学
、心
理
学
、

私
が
や
っ
て
い
る
哲
学
や
倫
理
学
も
、「
語
り
」
の
ま
ま
を
語

れ
な
い
と
い
う
悔
し
さ
が
あ
り
ま
す
。だ
れ
に
で
も
分
か
る

よ
う
に
普
遍
的
に
通
じ
る
言
葉
で
説
明
し
な
い
と
い
け
な
い

わ
け
で
す
。も
し
「
学
」
と
い
う
言
葉
が
付
く
も
の
で
、そ
の

よ
う
な
「
語
り
」
の
ま
ま
を
語
れ
る
と
し
た
ら
、
文
学
で
は

な
か
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
島
薗
先
生
が
宮

沢
賢
治
の
言
葉
を
引
か
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、
最
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後
の
逆
説
で
す
け
ど
も
、
こ
こ
で
い
う
宗
教
者
と
は
、
ど
う

も
皆
か
ら
好
か
れ
て
歓
迎
さ
れ
て
尊
敬
さ
れ
る
宗
教
者
が
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
な
い
」
け
れ
ど
も
「
あ
る
」
と
思
っ
て
い
る
方

に
対
し
て
、「
あ
る
」
け
れ
ど
も
「
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
言

う
よ
う
な
宗
教
者
は
、
き
っ
と
嫌
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
嫌
が

ら
れ
軽
蔑
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
歓
迎
さ
れ

る
耳
あ
た
り
の
よ
い
言
説
を
語
る
こ
と
ば
か
り
が
宗
教
者
の

役
割
で
は
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

寄
り
添
う
と
か
、
支
援
と
か
、
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
と
か
、
こ

れ
ら
は
と
て
も
大
事
な
こ
と
で
、私
も
自
分
な
り
の
仕
方
で

や
ろ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、し

か
し
、「
あ
る
」
と
ば
か
り
言
っ
て
い
る
人
た
ち
、あ
る
い
は
、

「
な
い
」の
に「
あ
る
」と
言
っ
て
い
る
人
た
ち
に
対
し
て
、「
あ

る
」
け
れ
ど
も
「
な
い
」
の
だ
と
人
々
を
叱
る
こ
と
も
あ
っ

て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
言
え
る
宗

教
者
と
は
、い
っ
た
い
ど
う
い
う
存
在
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
当
の
宗
教
者
は
、じ
つ
は
普
通
の
人
か
ら
は
嫌
わ
れ
迫

害
さ
れ
て
、死
ん
で
何
年
、何
十
年
、何
百
年
も
た
っ
て
か
ら
、

よ
う
や
く
真
価
が
発
見
さ
れ
認
め
ら
れ
て
尊
敬
さ
れ
る
、そ

う
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。そ
れ
が
「
教
祖
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
宗
教
者
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
り
も
し
ま
す
。

　

少
し
憎
ま
れ
口
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
に
な
っ
て
し
ま
い
、

誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
私
自
身
は
、
も
っ
と
素
直
な
人

間
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
…
…
。そ
れ
で
最
後
に
一
言
。

　
「
３
・
11
」と
い
う
出
来
事
は
被
災
者
に
と
っ
て
、亡
く
な
っ

た
方
の
遺
族
に
と
っ
て
だ
け
の
大
き
な
喪
失
体
験
で
は
な
く

て
、こ
れ
は
会
場
に
も
お
見
え
に
な
っ
て
い
る
関
西
大
学
の

宗
教
学
研
究
者
の
宮
本
要
太
郎
先
生
が
言
わ
れ
た
こ
と
で
す

け
れ
ど
も
、「
３
・
11
の
と
き
に
日
本
人
が
全
員
、
皆
、
遺
族

に
な
っ
た
の
だ
」と
い
う
こ
と
が
言
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

あ
の
「
３
・
11
」
の
時
、皆
そ
れ
ぞ
れ
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
仕
方

で
な
に
か
決
定
的
な
喪
失
体
験
を
し
た
の
で
は
な
い
か
。そ

こ
か
ら
の
語
り
を
、「
３
・
11
」
か
ら
三
年
目
を
迎
え
て
い
く

中
で
、ど
う
語
り
直
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。今
回
は
、

そ
う
い
う
内
容
の
非
常
に
意
義
深
い
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
だ
っ
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
長
く
な
り
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
以
上
で

す
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。で
は
、稲
場
さ
ん
。

コ
メ
ン
ト	

稲
場
圭
信

一
人
一
人
の
状
況
に
応
じ
る
グ
リ
ー
フ
ケ
ア

　

大
阪
大
学
の
稲
場
と
申
し
ま
す
。も
と
も
と
一
〇
分
と
い

う
こ
と
で
し
た
が
、時
間
が
押
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
ポ
イ

ン
ト
だ
け
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
最
初
の
高
橋
先
生
。
心
霊
現
象
へ
の
宗
教
者
の
対

応
の
中
で
私
の
こ
こ
ろ
に
響
い
た
の
は
、霊
が
あ
る
か
ど
う

か
は
、当
然
な
が
ら
学
問
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
、
取
り
あ
え
ず
、
そ
う
い
う
現
象
を
い
っ
た
ん
受
け
止
め

て
い
る
、
そ
れ
が
大
事
だ
と
。
そ
う
い
う
宗
教
者
が
い
る
と

い
う
お
話
で
し
た
。あ
る
か
な
い
か
は
問
わ
ず
に
受
け
止
め

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

次
の
鈴
木
岩
弓
先
生
の
、怪
異
空
間
か
ら
祝
祭
空
間
へ
の

転
換
は
、
個
人
の
思
い
は
一
人
だ
け
で
は
、
や
は
り
変
え
て

い
く
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。そ
こ
に
場
を
巻
き
込
ん

で
変
え
て
い
く
。
逆
に
言
え
ば
、
一
人
で
、
こ
こ
ろ
を
立
て

替
え
て
い
く
の
も
、な
か
な
か
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　

次
に
、
や
ま
だ
よ
う
こ
先
生
。
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
、
負
を
転
換

す
る
語
り
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
ご
指
摘

さ
れ
た
の
が
、欧
米
型
の
受
容
、対
決
、解
決
、回
復
と
い
う

モ
デ
ル
で
す
ね
。こ
う
い
う
段
階
論
を
万
人
に
当
て
は
め
て

し
ま
う
、
短
絡
的
に
そ
れ
を
元
に
対
応
し
て
し
ま
う
の
は
、

ど
う
な
の
か
、一
人
一
人
が
違
う
と
問
題
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
も
被
災
地
に
何
度
も
行
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、い
ろ
い

ろ
宗
教
者
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
、寄
り
添
い
を
見
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
中
で
感
じ
た
の
は
、
や
は
り
一

人
一
人
違
っ
て
当
た
り
前
の
中
に
対
応
し
て
い
る
と
。応
病

与
薬
と
い
う
言
葉
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
状

況
、相
手
に
応
じ
て
寄
り
添
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
と
か
、そ
う
い
っ
た
こ
こ
ろ
の
傷
に
寄
り
添
う

と
い
う
災
害
時
の
取
り
組
み
は
当
然
い
ま
に
始
ま
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
前
年
に
、確
か
ア
メ
リ
カ
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
す
か
ね
、
大
地
震
が
あ
り
、
日
本
に

も
「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
」
と
い
う
言
葉
が
入
っ
て
き
て
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
言
わ
れ
た
。
宗
教
者
の

方
々
の
中
に
は
、い
ま
で
も
一
八
年
間
ず
っ
と
寄
り
添
い
支

援
を
続
け
て
い
る
方
が
い
る
。
つ
ま
り
、
簡
単
に
「
こ
う
い

う
プ
ロ
セ
ス
で
、
こ
う
い
う
段
階
だ
か
ら
、
は
い
、
終
わ
り
」

で
は
な
く
、一
人
一
人
の
状
況
に
応
じ
て
い
る
と
い
う
の
が
、

宗
教
者
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
で
は
な
い
か
。

　

島
薗
先
生
の
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
語
り
で
す
け
れ
ど
も
、こ

こ
に
、
宗
教
に
は
悲
し
み
を
力
に
変
え
て
い
く
、
宗
教
は
悲

し
み
を
入
れ
る
器
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、い
ろ
い
ろ
な
か

た
ち
で
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
こ
れ
が
宗
教
の
本
質

と
い
う
感
じ
も
し
ま
す
。こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
が
道
徳
を
超

え
て
人
の
こ
こ
ろ
を
変
え
て
い
く
、
立
て
替
え
さ
せ
、
人
間

観
、世
界
観
が
変
わ
り
、生
き
方
も
変
わ
っ
て
い
く
ん
だ
と
。

で
は
、
そ
の
転
換
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
起
き
る
の
か
。
一

人
で
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、
や
は
り
、

こ
こ
で
も
問
わ
れ
て
く
る
。

　

そ
う
い
っ
た
中
で
、先
ほ
ど
井
上
先
生
か
ら
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
と
い
う
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
や
は
り
寄
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り
添
っ
て
く
れ
る
他
者
の
重
要
性
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

丸
ご
と
の
ケ
ア

　

こ
こ
で
一
つ
、
最
後
に
私
が
言
い
た
い
の
は
、
震
災
後
に

私
は
「
丸
ご
と
の
ケ
ア
」
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
は
メ
デ
ィ
ア
で
も
使
わ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、

や
は
り
、こ
こ
ろ
だ
け
を
切
り
取
っ
た
ケ
ア
は
成
り
立
た
な

い
と
。
ま
た
、
段
階
モ
デ
ル
で
の
ケ
ア
も
危
険
が
あ
る
と
い

う
よ
う
な
、
や
ま
だ
先
生
の
ご
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
中
で
、や
は
り
寄
り
添
う
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

こ
れ
は
「
伴
走
者
」
と
い
う
言
葉
も
私
は
使
っ
て
き
ま
し

た
。
伴
走
者
と
い
う
と
、
目
の
不
自
由
な
伴
走
マ
ラ
ソ
ン
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。本
当
に
相
手
の
こ
と
を
思
っ
て
考

え
て
一
緒
に
走
る
こ
と
な
ん
で
す
ね
。

　

た
と
え
ば
、コ
ー
ス
の
誘
導
の
と
き
に
危
険
な
と
こ
ろ
が

あ
る
と
思
っ
た
ら
、
事
前
に
、
そ
こ
を
知
ら
せ
る
。
し
か
も

伴
走
の
ラ
ン
ナ
ー
は
視
覚
障
害
者
よ
り
も
前
に
出
て
引
っ

張
っ
て
は
い
け
な
い
ん
で
す
ね
。
横
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
控
え

め
に
い
な
が
ら
、で
も
タ
オ
ル
な
ど
で
つ
な
ぎ
な
が
ら
一
緒

に
走
っ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
ね
。
こ
れ
は
本

当
に
、一
人
一
人
の
状
況
を
見
な
が
ら
ケ
ア
を
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す
。時
間
を
か
け
て
や
っ
て
い
く
。

　

被
災
地
で
、そ
う
い
っ
た
宗
教
者
の
方
々
を
私
は
よ
く
見

て
き
ま
し
た
。
あ
る
方
は
避
難
し
た
先
で
、
あ
る
宗
教
者
の

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
出
会
っ
た
。そ
の
ご
婦
人
は
津
波
で
だ
ん

な
さ
ん
を
亡
く
し
て
い
る
ん
で
す
ね
。
ご
主
人
が
、
ち
ょ
っ

と
体
が
大
き
く
て
逃
げ
ら
れ
な
い
。「
お
ま
え
だ
け
逃
げ
ろ
」

と
。
そ
れ
で
、
そ
の
家
は
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
う

い
っ
た
中
で
、
そ
の
ご
婦
人
は
サ
バ
イ
バ
ー
ズ
・
ギ
ル
ト
、

自
分
だ
け
が
助
か
っ
て
い
い
の
か
と
三
週
間
、口
が
き
け
な

か
っ
た
の
で
す
が
、宗
教
者
が
、お
坊
さ
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

寄
り
添
っ
て
、
少
し
ず
つ
回
復
し
て
い
っ
た
。
こ
こ
ろ
の
ケ

ア
、グ
リ
ー
フ
ケ
ア
と
は
そ
の
よ
う
な
実
践
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。以
上
で
す
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。井
上
ウ
ィ
マ
ラ
さ
ん
の

質
問
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、四
人
の
発
表
者
の
方
々
に
三
分

ぐ
ら
い
を
目
安
に
お
答
え
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。で
は
高
橋
さ
ん
か
ら
。

臨
床
宗
教
師
と
医
療
の
連
携

高
橋　

臨
床
宗
教
師
と
医
療
の
連
携
の
こ
と
を
質
問
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
よ
く
鈴
木
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す

け
れ
ど
も
、日
本
中
の
す
べ
て
の
病
院
や
施
設
に
一
人
ず
つ

臨
床
宗
教
師
が
常
駐
し
て
い
る
よ
う
な
社
会
に
す
る
の
が
究

極
的
な
目
標
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
前
段
階
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
病
院
で
、
も
う
す
ぐ

亡
く
な
る
と
い
う
方
が
い
た
と
き
に
、
お
医
者
さ
ん
が
「
誰

か
話
に
来
て
く
れ
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
」
と
言
っ
て
問
い
合

わ
せ
を
よ
こ
し
た
ら
、臨
床
宗
教
師
の
研
修
を
受
け
た
誰
か

が
派
遣
さ
れ
て
い
く
と
か
、そ
う
い
う
よ
う
な
段
階
が
考
え

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、や
は
り
、こ
う
い
う
研
修
を
受
け
た
り
、

勉
強
な
さ
っ
た
方
々
が
、自
分
の
お
寺
や
教
会
に
戻
っ
て
普

段
の
活
動
を
し
て
い
く
中
で
、「
あ
そ
こ
の
方
な
ら
、こ
う
い

う
と
き
に
話
を
聞
い
て
く
れ
る
」
と
い
う
よ
う
な
連
携
体
制

の
よ
う
な
も
の
が
病
院
と
の
間
で
築
か
れ
て
い
く
と
か
、こ

こ
ろ
の
問
題
へ
の
そ
う
い
う
答
え
方
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が

徐
々
に
日
本
の
社
会
に
共
有
さ
れ
て
い
く
と
か
、実
績
が
蓄

積
さ
れ
て
い
く
と
い
う
中
で
、そ
う
い
う
雰
囲
気
が
で
き
て

い
け
ば
い
い
の
で
は
な
い
か
と
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

宗
教
者
が
、
そ
こ
で
何
を
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
今

日
の
発
表
で
は
、む
し
ろ
霊
の
問
題
は
霊
だ
け
の
問
題
で
は

な
い
と
い
う
面
を
強
調
し
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し

ま
す
が
、逆
に
も
言
え
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

つ
ま
り
、
経
済
的
な
問
題
、
社
会
的
な
問
題
、
身
体
的
な

問
題
が
原
因
で
あ
る
と
し
て
も
、そ
れ
を
霊
の
問
題
と
し
て

表
現
す
る
人
が
い
た
と
き
に
、そ
れ
を
霊
の
問
題
と
し
て
受

け
止
め
る
の
が
宗
教
者
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

東
北
な
ら
東
北
の
宗
教
文
化
と
い
う
も
の
に
非
常
に
依
存

し
て
い
る
わ
け
な
の
で
、表
現
さ
れ
て
い
る
文
化
的
な
語
彙

や
イ
メ
ー
ジ
を
、そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
受
け
止
め
ら
れ
る

宗
教
者
が
必
要
、
あ
る
い
は
、
す
ご
く
有
意
義
な
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
け
ば
、

医
療
や
福
祉
の
現
場
な
ど
で
も
、心
の
ケ
ア
に
お
け
る
宗
教

者
の
存
在
意
義
が
だ
ん
だ
ん
認
め
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。取
り
あ
え
ず
以
上
で
す
。

鎌
田　

で
は
、鈴
木
さ
ん
、お
願
い
し
ま
す
。

宗
教
や
芸
能
が
も
つ
社
会
統
合
機
能

鈴
木　

ウ
ィ
マ
ラ
さ
ん
か
ら
の
質
問
は
、祝
祭
空
間
に
よ
い

思
い
出
を
残
し
て
い
く
と
い
う
と
き
に
、
宗
教
者
に
、
い
か

に
そ
う
い
う
も
の
が
託
せ
ら
れ
て
い
く
か
と
い
う
お
話
だ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
ウ
ィ
マ
ラ
さ
ん
ご
自
身
も
少
し
言
わ
れ
た
、伝
統

芸
能
の
活
用
と
い
う
と
こ
ろ
が
一
番
分
か
り
や
す
い
の
で
は

稲場圭信氏
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な
い
か
な
と
思
う
ん
で
す
。
つ
ま
り
、
先
ほ
ど
私
が
自
分
自

身
の
経
験
と
し
て
、
ナ
ビ
を
付
け
た
の
に
何
か
違
う
道
を

行
っ
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
け
れ
ど
、あ
の
と
き

の
雄
勝
の
民
俗
芸
能
、
雄
勝
法
印
神
楽
な
ん
て
い
う
の
は
、

ま
さ
に
そ
の
例
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

法
印
と
は
山
伏
と
い
う
意
味
な
ん
で
す
ね
。山
伏
の
人
た

ち
の
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
、そ
う
い
う
伝
統
的
な
芸
能
と

し
て
の
雄
勝
法
印
神
楽
が
雄
勝
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
す

が
、
当
時
の
代
表
の
方
は
津
波
で
流
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
、
お

面
と
か
楽
器
な
ど
、い
ろ
い
ろ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。

　

そ
う
し
た
神
楽
が
復
興
し
た
き
っ
か
け
は
、雄
勝
の
復
興

市
と
い
う
市
場
へ
の
出
演
で
あ
っ
た
の
で
す
。地
域
の
人
た

ち
か
ら
、市
場
を
開
催
す
る
と
き
に
、ぜ
ひ
法
印
神
楽
を
や
っ

て
く
れ
と
言
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
私
は

伺
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、地
域
の
人
に
と
っ
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
根

拠
が
お
神
楽
の
リ
ズ
ム
で
あ
り
、
音
で
あ
り
、
舞
で
あ
っ
た

の
で
す
。お
神
楽
を
見
て
、「
お
ら
ほ
の（
自
分
た
ち
の
）文
化
」

を
音
か
ら
、
動
き
か
ら
、
し
っ
か
り
体
の
中
に
入
れ
て
い
く

こ
と
が
、自
分
た
ち
が
新
た
に
生
き
て
い
く
た
め
の
大
き
な

き
っ
か
け
に
な
る
と
言
わ
れ
、
た
ま
た
ま
一
回
や
っ
た
。
そ

の
経
験
か
ら
、
そ
れ
以
降
ず
っ
と
、
こ
れ
は
や
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
感
じ
で
、
や
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

伺
っ
て
い
る
ん
で
す
。

　

神
楽
の
社
中
の
構
成
員
は
、す
べ
て
の
人
が
宗
教
者
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
。そ
う
い
う
意
味
で
言
う
と
、「
宗
教
者
が
」

と
い
う
と
こ
ろ
の
先
ほ
ど
の
ウ
ィ
マ
ラ
さ
ん
の
言
い
方
と
、

す
っ
か
り
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
け
れ

ど
、
あ
る
意
味
で
は
宗
教
的
な
伝
統
芸
能
、
そ
こ
ま
で
広
く

持
て
ば
、宗
教
が
人
々
を
引
っ
張
っ
て
い
く
大
き
な
き
っ
か

け
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

　

一
言
お
ま
け
に
言
っ
て
お
く
と
、桑
田
佳
祐
を
褒
め
る
わ

け
で
は
な
い
で
す
け
れ
ど
、彼
が
あ
の
と
き
に
や
ろ
う
と
し

た
こ
と
、
す
ご
く
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。
彼
自

身
が
言
っ
て
い
る
の
は
、こ
の
地
域
の
人
た
ち
に
対
す
る
一

つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
」
を
設
定
し
た
ん
だ

そ
う
で
す
ね
。
や
っ
ぱ
り
故
郷
に
対
す
る
思
い
、
ふ
る
さ
と

と
い
う
こ
と
で
、あ
の
企
画
を
つ
く
れ
な
い
か
と
い
う
こ
と

を
や
っ
た
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、『Let

’s T
ry A

gain

』
と
い
う
曲
を
歌
っ
た

ん
で
す
が
、
こ
れ
を
、
最
後
の
最
後
に
は
大
団
円
に
な
る
よ

う
な
か
た
ち
で
、
み
ん
な
が
歌
う
だ
け
で
は
な
く
て
、
観
客

も
全
部
歌
っ
て
、最
後
に
は
風
船
を
飛
ば
す
シ
ー
ン
が
あ
り

ま
す
。二
万
個
の
風
船
ま
で
飛
ば
す
よ
う
な
か
た
ち
に
し
て
、

ア
リ
ー
ナ
を
一
つ
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

そ
れ
で
、
す
ご
く
思
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
、
人
が
集
ま
る
と

い
う
こ
と
は
力
が
出
る
な
、
楽
し
い
な
と
思
う
と
同
時
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
確
認
が
で
き
て
、一
丸
と
な
る
と
い
う

こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
書
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
や
っ
ぱ
り
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
も
、
宗
教
や
芸
能

が
も
つ
社
会
統
合
機
能
と
い
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。以
上
で
す
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
で
は
、
や
ま
だ
さ
ん
、

お
願
い
し
ま
す
。

文
脈
か
ら
切
り
離
さ
な
い
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
ア
プ
ロ
ー
チ

や
ま
だ　

は
い
。最
初
に
井
上
先
生
か
ら
、喪
失
と
虐
待
が
、

な
ぜ
つ
な
が
る
か
と
い
う
お
話
で
し
た
。

　

精
神
分
析
学
、フ
ロ
イ
ト
の
対
象
喪
失
論
、『
悲
哀
と
メ
ラ

ン
コ
リ
ー
』
も
、ボ
ウ
ル
ビ
ィ
の
『
愛
着
と
喪
失
』
も
、
私
は

愛
読
書
で
し
て
、
大
変
す
ご
い
本
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

や
っ
ぱ
り
精
神
分
析
学
と
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
根

本
的
に
違
う
と
こ
ろ
は
あ
っ
て
、無
意
識
の
世
界
で
抑
圧
さ

れ
た
も
の
に
直
面
し
て
表
に
出
す
、
な
る
べ
く
、
そ
れ
を
言

語
化
し
て
い
く
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
精
神
分
析
学
は
取
っ

て
い
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

そ
れ
か
ら
、
マ
イ
ナ
ス
の
体
験
、
抑
圧
さ
れ
た
も
の
、
語

れ
な
い
も
の
、そ
う
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の
も
の
に
直
面
し
て
、

そ
の
マ
イ
ナ
ス
の
も
の
に
と
り
つ
か
れ
な
い
で
、で
き
る
だ

け
そ
れ
を
浮
き
上
が
ら
せ
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
に
な
る

か
と
思
う
ん
で
す
。

　

た
ぶ
ん
喪
失
も
虐
待
も
、ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
体
験
に
対
す
る

ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
と
こ
ろ
で
共
通
点
が

あ
っ
て
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
対
し
て
、
直
面
し
て
、
そ

れ
を
切
り
離
す
と
か
、
そ
れ
と
直
面
し
て
、
対
決
し
て
、
克

服
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
そ
れ
を
抱
え
な
が
ら
、
む
し
ろ
意

味
づ
け
を
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、バ
ー
ジ
ョ
ン

を
変
え
る
、あ
る
い
は
物
語
を
変
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

物
語
を
変
え
る
と
き
に
、黒
が
白
に
な
る
と
い
う
よ
う
な

変
え
方
で
は
な
く
て
、
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
も
っ

と
ほ
か
の
も
の
を
、い
ろ
い
ろ
な
変
え
方
が
あ
る
わ
け
で
す

け
れ
ど
も
、
物
語
を
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
変
え
る
だ
け
で
、
現

在
が
少
し
好
転
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に

な
り
ま
す
。た
だ
過
去
の
も
の
を
必
ず
し
も
す
べ
て
現
在
の

中
に
取
り
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
よ
り
は
、む
し

ろ
現
在
か
ら
未
来
指
向
を
考
え
る
こ
と
が
、ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
ア

プ
ロ
ー
チ
の
特
徴
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
自
然
災
害
だ
か
ら
い
い
の
だ
け
れ
ど
、
人
為

的
な
事
件
な
ら
ど
う
か
と
い
う
よ
う
な
お
話
で
す
け
れ
ど
、

そ
れ
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
言
え
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
人
為
的
な
事
件
の
場
合
で
も
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ

な
も
の
だ
っ
た
ら
ポ
ジ
に
、
暗
闇
で
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い

世
界
の
中
か
ら
、ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
だ
け
で
も
光
を
つ
か
む

こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
よ
う
な
、そ
う
い
っ
た
問
い
の
中

で
は
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
「
な
い
」け
れ
ど
も「
あ
る
」と
い
う
お
話
を
し
た
の
で
、「
あ
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る
」
け
れ
ど
「
な
い
」
の
が
仏
教
の
無
常
観
の
教
え
で
は
な

い
か
、ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
と
い
う
問
い
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
で
私
が
お
話
し
し
た
の

は
一
つ
の
例
な
ん
で
す
ね
。
先
ほ
ど
の
よ
う
に
、
も
う
何
も

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
い
う
と
こ

ろ
で
、何
か
、ほ
ん
の
一
筋
で
も
「
あ
る
」
も
の
を
見
つ
け
た

と
き
、
そ
の
人
が
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
だ
け
好
転
し
て
い
く

と
い
う
お
話
の
中
の
一
例
な
わ
け
で
す
。

　

た
ぶ
ん
、
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
宗
教
学
で
基
本

的
に
違
う
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
と
い
う
と
、い
ま
気
づ
い
た
の

で
す
け
れ
ど
、「
な
い
」
け
れ
ど
「
あ
る
」
な
の
か
、「
あ
る
」

け
れ
ど
「
な
い
」
な
の
か
、ど
っ
ち
な
ん
だ
と
抽
象
化
し
て
、

文
脈
か
ら
切
り
離
し
て
普
遍
的
な
問
い
に
し
て
い
か
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

普
遍
性
は
科
学
、学
問
が
求
め
て
き
た
こ
と
で
す
け
れ
ど
、

そ
う
い
っ
た
、
あ
る
種
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
テ
ィ
ー
と
か
、
絶

対
的
な
真
理
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
一
回
変
え
て
、カ
ッ
コ

に
入
れ
て
み
よ
う
と
い
う
の
が
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
ア
プ
ロ
ー
チ

な
の
で
、む
し
ろ
、ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
と
か
、文
脈
と
か
、当
事

者
性
と
か
、い
く
つ
も
の
物
語
が
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

出
発
す
る
わ
け
で
す
。

　
「
な
い
」
け
れ
ど
「
あ
る
」
も
、「
あ
る
」
け
れ
ど
「
な
い
」

も
ど
ち
ら
も
大
切
、
真
実
は
一
つ
で
は
な
く
、
多
様
な
物
語

が
あ
る
と
い
う
の
が
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
論
の
立
場
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
問
い
の
立
て
方
が
違
う
と
い
う
か
、
文
脈
か
ら
過

度
に
一
般
化
、抽
象
化
し
て
普
遍
的
な
真
理
や
絶
対
的
な
真

理
を
求
め
よ
う
と
し
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
、大
き
な
ク
エ

ス
チ
ョ
ン
を
出
し
て
い
る
の
が
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
ア
プ
ロ
ー
チ

の
特
徴
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。そ
こ
は
宗
教
学
の
問
い
の
立

て
方
と
違
う
と
こ
ろ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
の
で
す
け
れ
ど
、
も
う
一
つ
、
丸

ご
と
の
ケ
ア
で
す
ね
。
こ
こ
ろ
だ
け
の
ケ
ア
で
は
な
く
と

お
っ
し
ゃ
っ
た
と
こ
ろ
、あ
る
い
は
伴
走
者
、寄
り
添
い
支
援

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
こ
ろ
は
、ま
さ
に
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。

　

非
常
に
長
い
時
間
を
か
け
て
、い
ま
す
ぐ
リ
カ
バ
リ
ー
す

る
と
か
、
こ
う
し
た
ら
、
よ
く
な
る
と
い
う
よ
う
な
処
方
箋

を
出
す
よ
り
は
、
あ
る
い
は
、
こ
こ
ろ
だ
け
を
い
じ
れ
ば
い

い
と
い
う
ふ
う
に
、こ
こ
ろ
と
は
何
か
分
か
ら
な
い
の
で
す

け
れ
ど
、
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
こ
こ
ろ
と
い
う

も
の
に
対
し
て
も
大
変
、
疑
っ
て
い
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
、

そ
の
す
べ
て
を
治
そ
う
と
か
考
え
な
い
。

　

要
す
る
に
、
文
脈
と
言
っ
た
の
は
、
あ
る
種
、
そ
う
い
っ

た
丸
ご
と
の
ケ
ア
の
一
つ
の
要
因
で
す
け
れ
ど
、語
り
と
い

う
も
の
に
は
必
ず
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
あ
っ
て
、コ
ン
テ
ク
ス

ト
抜
き
で
、
あ
る
も
の
だ
け
を
取
り
出
さ
な
い
、
コ
ン
テ
ク

ス
ト
を
含
め
て
理
解
し
て
い
く
こ
と
が
、丸
ご
と
の
ケ
ア
の

ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
的
な
翻
訳
の
一
つ
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。で
は
、島
薗
さ
ん
。

宗
教
が
持
っ
て
い
た
大
き
な
も
の

島
薗　

三
月
二
日
で
し
た
か
、鈴
木
先
生
に
お
世
話
を
い
た

だ
い
て
、
仙
台
の
中
に
も
山
の
方
に
折
立
、
か
な
り
激
し
い

地
す
べ
り
の
よ
う
な
か
た
ち
の
被
害
地
も
あ
る
ん
で
す
ね
。

そ
こ
か
ら
始
め
て
、海
岸
の
閖
上
は
大
変
な
被
害
が
あ
っ
た

と
こ
ろ
で
す
が
、そ
れ
か
ら
相
馬
市
ぐ
ら
い
ま
で
行
き
ま
し

た
ね
。そ
こ
の
学
校
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
思

う
た
め
の
出
来
た
て
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
二
〇
人
、三
〇
人
ぐ
ら
い
で
す
か
ね
。

鈴
木　

バ
ス
で
ご
一
緒
し
た
の
は
三
〇
人
ほ
ど
で
、
亡
く

な
っ
た
子
ど
も
は
一
二
人
で
す
。
た
だ
、
慰
霊
碑
に
名
前
が

書
か
れ
て
い
る
の
は
一
一
人
。

島
薗　

亡
く
な
っ
た
人
は
一
二
人
で
、行
っ
た
の
は
三
〇
人

ぐ
ら
い
で
す
ね
。記
憶
が
ど
う
あ
い
ま
い
で
…
…
。

　

そ
こ
で
、や
っ
ぱ
り
私
は
鎌
田
さ
ん
と
友
達
で
よ
か
っ
た

な
と
思
う
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す
が
、
イ
ン
ド
に

行
っ
た
と
き
も
ガ
ン
ジ
ー
の
お
墓
の
前
で
『
般
若
心
経
』
を

上
げ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、今
回
も
み
ん
な
で

や
っ
ぱ
り
『
般
若
心
経
』
を
あ
げ
た
。

　

私
は
『
般
若
心
経
』
を
唱
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
三
〇
人
ぐ

ら
い
、い
ろ
い
ろ
な
宗
教
の
方
が
い
る
と
半
分
以
上
の
方
が

唱
え
ら
れ
る
の
で
、
共
に
祈
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
ん
な
に

大
事
な
こ
と
か
と
思
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

　

宗
教
は
悲
し
み
の
入
れ
物
だ
と
い
う
感
覚
。そ
の
言
葉
の

中
に
、
そ
う
い
う
こ
と
が
入
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、

そ
れ
は
、
体
や
感
覚
、
全
体
が
、
そ
こ
へ
入
っ
て
い
く
よ
う

な
こ
と
と
し
て
、
悲
し
み
が
あ
り
、
祈
る
と
い
う
こ
と
が
あ

る
と
思
う
ん
で
す
。

　

宗
教
者
災
害
支
援
連
絡
会
は
、だ
い
た
い
鎌
田
さ
ん
が
京

都
か
ら
来
て
く
だ
さ
っ
て
、
東
京
で
、
も
う
十
何
回
か
会
合

を
開
い
て
お
り
ま
す
が
、最
後
に
は
や
は
り
ほ
ら
貝
が
あ
り

ま
し
て
、ほ
ら
貝
を
聞
く
と
、こ
こ
ろ
が
引
き
締
ま
り
ま
す
。

さ
っ
き
鼻
が
止
ま
っ
た
の
は
、
も
し
か
し
た
ら
、
ほ
ら
貝
の

せ
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

鎌
田　

そ
の
と
お
り
で
す
。

島
薗　

そ
う
い
う
力
が
あ
り
ま
す
。
宗
教
の
中
に
は
、
そ
う

い
う
全
感
覚
的
な
も
の
が
あ
る
。
芸
術
、
文
化
も
、
先
ほ
ど

の
物
語
も
あ
る
し
、音
楽
も
あ
る
し
、そ
う
い
う
も
の
が
入
っ

て
い
た
と
思
い
ま
す
。
い
ま
、
わ
れ
わ
れ
が
尊
ん
で
い
る
芸

術
は
、歴
史
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
く
と
宗
教
的
な
も
の
と
重

な
っ
て
い
る
も
の
が
非
常
に
多
い
で
す
ね
。そ
う
い
う
要
素

が
い
か
に
重
要
か
を
今
回
、す
ご
く
考
え
た
と
思
い
ま
す
。

　

い
ま
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
は
理
論
が
大
切
で
、い
ろ
い
ろ
な
訓

練
を
し
ま
す
。先
ほ
ど
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
ゲ
ー
ム
の
お
話
が
出

て
い
ま
し
た
。
あ
る
い
は
、
実
習
を
や
る
と
き
に
は
そ
れ
な

り
に
理
論
が
必
要
で
、「
複
雑
性
悲
嘆
」
と
い
う
言
葉
も

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
言
わ
れ
る
わ
け
で
す
ね
。悲
し
み
の
中
で
こ
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じ
れ
て
し
ま
う
悲
し
み
。
そ
の
、
こ
じ
れ
た
悲
し
み
を
ど
う

解
決
し
て
い
く
か
が
目
標
と
合
体
す
る
わ
け
で
す
。

　

あ
る
い
は
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
か
、
何
か
特
殊
な
一
種
の

専
門
用
語
が
出
て
く
る
。そ
れ
は
大
事
だ
よ
と
井
上
ウ
ィ
マ

ラ
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
私
は
確
か
に
そ
う
思
い
ま
す
。

フ
ロ
イ
ト
、
し
っ
か
り
読
み
た
い
し
、
小
此
木
先
生
の
本
に

は
多
く
の
教
え
が
入
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、そ
れ
を
、か
つ
て
宗
教
が
持
っ
て
い
た
よ
う
な
、

そ
う
い
う
大
き
な
入
れ
物
に
つ
な
げ
る
よ
う
な
力
も
必
要
な

の
で
あ
ろ
う
と
。
一
人
一
人
の
ケ
ア
に
当
た
る
人
が
、
あ
る

い
は
災
害
に
つ
い
て
語
る
語
り
手
、そ
れ
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
も
い
る
し
、学
者
も
い
る
わ
け
で
す
が
、そ
れ
が
、そ
う
い

う
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
、目
標
と

し
て
は
そ
う
い
う
大
き
な
、桑
田
佳
祐
が
や
っ
た
よ
う
な
祝

祭
も
一
つ
の
そ
れ
で
す
が
、何
か
そ
う
い
う
大
き
な
も
の
に

統
合
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
こ
と
を
、ど
こ
か
に
次
元
（
ビ
ジ
ョ

ン
？
）
と
し
て
持
っ
て
い
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
。

　

つ
ま
り
、
一
つ
一
つ
の
こ
と
を
解
決
す
る
と
同
時
に
、
何

か
そ
う
い
う
形
而
上
学
的
と
い
う
の
か
、
か
つ
て
宗
教
が

持
っ
て
い
た
よ
う
な
大
き
な
も
の
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
う
ん
で
す
ね
。

　

い
ま
福
島
で
は
、
ま
さ
に
こ
じ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ

じ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
私
も
一
部
、戦
っ
た
り
し
て
お

り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
は
必
要
で
す
が
、
こ
じ
れ
て
い
る

中
で
宗
教
が
最
後
に
目
指
す
と
こ
ろ
は
和
解
だ
と
思
う
ん
で

す
。
和
解
、
回
復
は
何
か
ビ
ジ
ョ
ン
に
な
る
ん
だ
と
思
う
ん

で
す
ね
。そ
う
い
う
も
の
を
ど
こ
か
に
持
っ
て
い
る
の
が
宗

教
だ
と
思
う
の
で
す
。そ
う
い
う
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
悲
し
い
こ
と
は
悲
し
い

こ
と
の
ま
ま
で
あ
る
し
、忘
れ
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
泣
き
笑

い
に
な
る
よ
う
な
こ
と
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
ね
。そ
う
い
う

こ
と
を
目
指
し
な
が
ら
、
し
か
し
、
大
き
な
、
対
立
し
て
い

る
も
の
を
超
え
た
次
元
と
い
う
も
の
を
ど
こ
か
に
考
え
ら
れ

る
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
置
く
。
語
り
の
中
に
も
、
そ
う
い

う
も
の
が
表
れ
る
こ
と
を
願
う
と
い
う
か
、非
常
に
漠
然
と

し
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
が
私
の
中
に
あ
る
「
宗
教

的
な
も
の
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
金
子
さ
ん
が
言
わ
れ
た
「
歓
迎
さ
れ
る
言
葉

だ
け
が
重
要
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、
ま
さ
に
、
そ
の

と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
痛
み
や
、
こ
じ
れ
た
も
の
の
中

に
入
っ
て
い
っ
て
、そ
の
中
で
一
緒
に
痛
む
よ
う
な
経
験
を

通
し
て
、
寄
り
添
う
と
か
、
伴
走
と
い
う
こ
と
の
中
に
は
、

そ
う
い
う
こ
と
も
入
っ
て
く
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

稲
場
さ
ん
の
言
わ
れ
た
「
丸
ご
と
の
ケ
ア
」
は
、
か
な
り

早
い
時
期
に
稲
場
さ
ん
に
、
い
や
、
丸
ご
と
の
ケ
ア
は
で
き

な
い
よ
と
言
っ
た
ん
で
す
ね
。い
ま
で
も
そ
れ
と
同
じ
よ
う

な
こ
と
で
、丸
ご
と
の
ケ
ア
っ
て
で
き
る
か
し
ら
と
。

　

つ
ま
り
、「
何
で
も
」
の
ケ
ア
は
い
い
け
れ
ど
「
丸
ご
と
」

は
無
理
じ
ゃ
な
い
の
、そ
こ
ま
で
関
わ
る
こ
と
は
と
て
も
で

き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
言
い
ま
し
た
。理
念
と
し
て
は
す

ご
く
分
か
る
の
だ
け
れ
ど
、丸
ご
と
と
い
う
の
は
少
し
野
心

的
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
逆
に
言
う
と
、
ケ
ア
と
は
、
ど
こ
か
で
失
敗
の
可

能
性
と
い
う
か
、傷
つ
け
る
こ
と
を
は
ら
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
を
常
に
意
識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
し
、実

際
は
こ
ち
ら
が
ケ
ア
さ
れ
て
い
る
、そ
う
い
う
こ
と
で
も
あ

る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
含
め
た
よ
う
な
表
現
が
で
き
る
と

い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
疑
応
答	

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。時
間
は
過
ぎ
て
い
る
の

で
す
が
、少
し
時
間
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
震
災
の
語
り
の
問
題
は
、何
時
間
や
っ
て
も
語
り
尽

く
せ
な
い
、語
り
残
し
て
し
ま
う
も
の
の
方
が
多
い
く
ら
い

に
、い
ろ
い
ろ
な
問
題
を
含
ん
で
複
雑
で
あ
る
と
思
い
ま
す

し
、
そ
の
思
い
は
無
尽
と
い
う
か
、
多
様
で
、
深
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
は
、
残
念

な
が
ら
区
切
り
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
よ
ろ
し
け
れ
ば
最
後
に
、司
会
者
と
し
て
の
一
存
で

す
が
、
男
性
の
方
、
女
性
の
方
の
質
問
な
い
し
ご
意
見
を
受

け
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
き
た
ら
女
性
の
方
か
ら
先
に
、
続

い
て
男
性
の
方
と
い
う
ふ
う
に
し
て
、最
後
に
私
が
結
び
の

言
葉
を
言
っ
て
締
め
た
い
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。女
性
の
方
で
、質
問
、感
想
で
も
い
い
の
で
す
が
、ご
ざ

い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
答
え
に
く
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

で
は
男
性
の
方
で
、
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
二
名
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
が
、
い
つ
も
語
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、

今
回
は
パ
ス
し
て
も
ら
っ
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。で
は

後
ろ
の
方
に
。
時
間
も
押
し
て
い
る
の
で
、
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
が
一
名
と
い
う
こ
と
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

し
っ
か
り
と
悲
し
む

会
場
１　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。関
西
大
学
の
宮
本
要

太
郎
と
申
し
ま
す
。今
日
は
非
常
に
大
き
な
課
題
を
与
え
ら

れ
た
よ
う
な
気
が
し
て
お
り
ま
す
。

　

先
生
方
に
、た
く
さ
ん
質
問
し
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す

け
れ
ど
も
、
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
感
想
と
い
う
こ
と

で
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

特
に
島
薗
先
生
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
こ
と
の
最
後
の
方

で
、
悲
し
み
が
力
に
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
か
、
そ
の
力
と

は
ど
う
い
う
力
か
を
考
え
た
と
き
に
、
井
上
先
生
が
、
悲
し

む
こ
と
が
で
き
る
力
が
命
を
思
い
や
り
、育
む
力
を
育
て
る

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。



098 ●第 2 部　震災とモノ学アートの試み

　

こ
う
い
う
、非
常
に
大
切
な
も
の
を
喪
失
し
た
と
い
う
こ

と
か
ら
生
ま
れ
る
悲
し
み
は
、お
そ
ら
く
決
し
て
な
く
な
る

も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
や
ま
だ
先
生
も
、

そ
う
い
う
悲
し
み
の
体
験
が
物
語
を
生
み
出
す
と
い
う
こ
と

を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
、
大
切
な
も
の
を
失
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
大

切
だ
っ
た
人
に
と
っ
て
は
大
変
な
痛
み
で
あ
り
、苦
し
み
で

あ
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、そ
の
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
し
っ
か
り
と
確
認
し
て
、し
っ
か
り
と
悲
し
む
と
い
う
こ

と
が
、
ま
ず
大
切
で
は
な
い
か
。
し
っ
か
り
と
悲
し
む
と
い

う
こ
と
は
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
大
切
で
あ
っ
た
も
の
、

失
わ
れ
た
も
の
と
自
分
と
の
関
係
を
も
う
一
度
、き
ち
ん
と

物
語
と
し
て
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う

ん
で
す
。
し
っ
か
り
と
悲
し
む
こ
と
が
で
き
て
初
め
て
、
悲

し
む
こ
と
が
力
に
転
換
し
て
い
く
。そ
れ
も
単
に
生
き
て
い

く
力
で
は
な
く
て
、よ
り
よ
く
生
き
て
い
く
と
い
う
力
に
転

換
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。や
ま
だ
先
生
の
ご
著
書
の
中

で
、
そ
う
い
う
喪
失
の
体
験
が
自
己
物
語
を
生
み
出
し
て
、

そ
れ
は
必
ず
倫
理
的
な
も
の
に
な
る
の
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
が
、そ
の
こ
と
と
関
係
し
て
く
る
ん
だ
と
思
い
ま

す
。で
す
か
ら
、そ
う
い
う
悲
し
み
を
内
に
秘
め
る
こ
と
で
、

稲
場
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
な
利
他
的
な
生
き
方
と
い
う

も
の
も
自
然
に
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
、そ
れ
を
活

性
化
す
る
働
き
が
宗
教
に
内
在
化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。本
当
に
本
日
は
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

み
ん
な
が
地
球
遺
族
に
な
っ
た

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。い
ま
感
想
を
述
べ
て
く

れ
ま
し
た
宮
本
要
太
郎
さ
ん
は
関
西
大
学
の
宗
教
学
の
教
授

を
さ
れ
て
い
て
、
聖
者
伝
、
あ
る
い
は
宗
教
的
な
物
語
を
研

究
テ
ー
マ
に
展
開
さ
れ
て
き
た
の
で
、
今
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の

発
表
者
が
話
さ
れ
た
こ
と
は
宮
本
さ
ん
に
と
っ
て
も
非
常
に

示
唆
す
る
と
こ
ろ
や
、考
え
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
い
ろ
い
ろ
と

あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。私
も
発
言
し
た
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
っ
た
の
で
す
が
、今
日
は
司
会
者
で
す
の
で
控
え
に

控
え
、こ
の
最
後
の
最
後
で
本
当
は
一
時
間
ぐ
ら
い
話
し
た

い
と
こ
ろ
で
す
け
ど
、そ
れ
を
二
分
ぐ
ら
い
で
話
し
ま
す
。

　

一
つ
は
、あ
の
３
・
11
後
、み
ん
な
が
遺
族
に
な
っ
た
、日

本
人
全
体
が
遺
族
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で

す
。二
〇
一
一
年
四
月
二
三
日
、「
３
・
11
」の
ほ
ぼ
一
カ
月
後
、

私
た
ち
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
自
由
大
学
の
催
し
と
し
て
東
京
中

野
の
ゼ
ロ
ホ
ー
ル
で
、「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
未
来
」
と
題
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
に
鶴
岡
真
弓
さ
ん
と
い
う
、立
命
館
大
学
の
教

授
か
ら
多
摩
美
術
大
学
の
教
授
に
な
っ
て
、い
ま
芸
術
人
類

学
研
究
所
の
所
長
を
さ
れ
て
い
る
ケ
ル
ト
図
像
の
第
一
人
者

の
研
究
者
が
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
と
し
て
参
加
さ
れ
ま
し

た
。彼
女
は
ご
自
身
の
だ
ん
な
さ
ん
を
亡
く
し
て
い
た
よ
う

な
の
で
す
が
、
茨
城
県
の
土
浦
と
い
う
、
あ
の
あ
た
り
も
地

震
で
被
害
も
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。震
災
に

よ
る
被
災
と
パ
ー
ト
ナ
ー
の
死
と
両
方
が
重
な
っ
て
い
た
ん

で
す
ね
。自
分
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
病
気
で
亡
く
し
た
こ
と
と
、

そ
の
後
、
茨
城
県
で
被
災
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
非

常
に
憔
悴
し
た
状
況
の
中
で
彼
女
は
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
こ
の
３
・
11
後
、私
た
ち
は
地
球
遺
族
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
」
と
。つ
ま
り
、原
発
の
事
故
が
あ
っ
た
。そ
れ
が
非
常
に

深
刻
な
状
況
下
に
あ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、そ
れ
を
踏
ま
え

て
、
鶴
岡
真
弓
さ
ん
は
、
も
う
私
た
ち
、
み
ん
な
が
地
球
遺

族
に
な
っ
て
い
る
と
言
っ
た
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
そ
の
場
に
い
た
私
た
ち
に
と
っ
て
、
非
常
に
切

実
に
響
き
ま
し
た
。あ
あ
、そ
う
だ
、も
う
、そ
う
い
う
時
代

に
確
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
だ
と
か
、
中

国
だ
と
か
、
エ
ジ
プ
ト
だ
と
か
、
パ
ー
シ
ャ
ル
な
地
域
性
だ

け
で
は
な
く
、先
ほ
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
に
対
す
る
批
判
的
な

観
点
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、
同
時
に
、
も
っ
と
深
い
グ
ロ
ー

バ
ル
性
に
私
た
ち
は
、
い
ま
行
き
着
い
て
き
て
い
る
。
こ
う

い
う
こ
と
を
、特
に
原
発
事
故
は
私
た
ち
に
突
き
刺
し
て
き

た
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。そ
れ
が
一
点
で
す
。

芸
術
や
芸
能
が
果
た
す
役
割

　

そ
れ
か
ら
、
い
ま
、
ち
ょ
う
ど
祇
園
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
祇
園
祭
は
貞
観
大
地
震
の
一
二
日
後
に
、
祇
園
御
霊

会
と
し
て
貞
観
一
一
年
に
始
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。そ
し
て
、

こ
れ
は
京
都
の
町
衆
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
つ
く
り
上
げ
て

き
た
日
本
最
大
の
祭
り
と
も
、日
本
最
大
の
観
光
資
源
と
も

言
え
る
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。

　

そ
の
祭
り
が
痛
み
や
悲
し
み
や
、そ
う
い
う
も
の
を
乗
り

越
え
る
、
い
ま
は
も
う
本
当
に
観
光
資
源
で
、
祝
祭
的
な
部

分
が
非
常
に
濃
厚
で
す
が
、本
当
は
病
気
で
あ
る
と
か
苦
悩

で
あ
る
と
か
、そ
う
い
う
も
の
を
ど
う
や
っ
て
御
霊
を
鎮
め

祓
っ
て
回
復
し
て
い
く
の
か
と
い
う
希
求
に
満
ち
た
祭
り
で

あ
り
ま
し
た
。そ
れ
が
一
二
〇
〇
年
か
か
っ
て
こ
の
よ
う
な

日
本
を
代
表
す
る
祭
り
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
祭
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
は
素ス

サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト

戔
嗚
尊
、牛
頭

天
王
で
す
。八
坂
神
社
に
祭
ら
れ
て
い
る
神
様
は
牛
頭
天
王
、

素
戔
嗚
尊
で
す
。そ
の
素
戔
嗚
尊
が
日
本
に
お
け
る
グ
リ
ー

フ
ケ
ア
の
始
ま
り
を
告
げ
る
神
様
で
す
。

　

私
は
「
神
道
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
」
と
し
て
笑
わ
れ
な
が
ら

歌
っ
て
い
ま
す
が
、こ
の
神
道
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
親
分
は

ス
サ
ノ
ヲ
な
ん
で
す
ね
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
ま

ず
、こ
の
ス
サ
ノ
ヲ
こ
そ
が
い
ろ
い
ろ
な
災
い
や
災
害
を
引

き
起
こ
し
て
地
球
を
危
機
に
陥
れ
た
張
本
人
で
し
た
。つ
ま

り
、太
陽
の
神
で
あ
る
天
照
大
神
を
天
岩
戸
に
引
き
籠
ら
せ

て
、あ
ら
ゆ
る
生
命
を
奪
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
状
態
に
ま
で

追
い
込
ん
で
い
っ
た
張
本
人
が
こ
の
ス
サ
ノ
ヲ
だ
っ
た
の
で
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す
か
ら
、地
球
最
大
の
危
機
を
も
た
ら
し
た
の
は
ス
サ
ノ
ヲ

と
い
え
ま
す
。
そ
の
危
機
を
脱
し
た
後
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
追
放

さ
れ
て
、
出
雲
の
地
を
放
浪
し
ま
す
。
そ
の
出
雲
の
出
雲
大

社
は
今
年
六
〇
年
に
一
度
の
式
年
遷
宮
で
す
が
、出
雲
の
地

で
八
頭
八
尾
の
八
岐
大
蛇
を
退
治
し
て
、尾
っ
ぽ
か
ら
草
薙

の
剣
と
い
う
剣
を
見
い
だ
し
、
自
ら
は
「
我
が
心
す
が
す
が

し
」、
私
の
こ
こ
ろ
は
す
が
す
が
し
い
と
言
っ
て
、「
愛
の
言

霊
」
を
歌
っ
た
桑
田
佳
祐
の
よ
う
に
、「
八
雲
立
つ
出
雲
八
重

垣
妻
籠
み
に
八
重
垣
作
る
そ
の
八
重
垣
を
」
と
わ
が
国
最
初

の
歌
を
歌
っ
て
、そ
れ
が
出
雲
の
神
楽
の
一
番
の
大
き
い
も

と
と
な
っ
た
。
石
見
神
楽
と
か
、
神
楽
は
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
な

八
岐
大
蛇
退
治
の
場
面
を
最
も
売
り
物
、ア
ピ
ー
ル
点
に
し

て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

　

そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
芸
術
と
い
う
か
歌
は
、
和
歌
も

含
め
て
、
歌
う
こ
と
、
祈
る
こ
と
が
一
体
に
な
っ
て
、
私
た

ち
に
回
復
し
て
い
く
力
と
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
て
く
れ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
悲
し
み
を
受
け
止
め
な
が
ら
も
、
生
き
て
い

く
力
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
一
つ
は
、間
違
い
な
く
、芸
能
、

芸
術
、
歌
、
文
学
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
宗
教
と
密

接
に
結
び
つ
き
な
が
ら
も
、
宗
教
か
ら
自
由
で
あ
る
。
独
立

し
て
も
い
る
。
鑑
賞
し
得
る
も
の
だ
。
そ
う
い
う
意
味
で
、

芸
術
や
芸
能
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
、高
橋
さ
ん
や
鈴
木
さ
ん
や
島
薗
さ
ん
も
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
チ
ラ
シ
の
中
に
国
際
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
学

会
の
学
術
大
会
が
九
月
に
行
わ
れ
る
と
い
う
案
内
が
あ
り
ま

し
た
。こ
の
中
で
私
は
「
典
礼
長
」
と
い
う
名
誉
あ
る
、要
す

る
に
祭
り
係
を
指
名
さ
れ
ま
し
た
。祭
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

の
よ
う
な
こ
と
を
や
れ
と
言
わ
れ
て
、石
巻
市
雄
勝
町
の
雄

勝
法
印
神
楽
衆
を
お
招
き
し
て
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
の
パ
ー
テ
ィ
の
と
き
に
雄
勝
法
印
神
楽
の
方
々
一
〇

名
余
り
に
法
印
神
楽
を
舞
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
、

最
後
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
の
と
き
、

同
じ
く
宮
城
県
で
、直
接
的
に
被
害
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
け

れ
ど
も
、
白
石
市
と
い
う
と
こ
ろ
に
住
ん
で
い
る
「
幻
創
」

と
い
う
、男
性
と
女
性
の
二
人
組
の
太
鼓
の
奏
者
が
い
ま
す

の
で
、
地
元
宮
城
県
か
ら
そ
の
「
幻
創
」
グ
ル
ー
プ
に
来
て

い
た
だ
い
て
、
そ
の
二
人
で
、
男
女
相
和
す
太
鼓
で
締
め
て

結
び
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
関
心
が
あ
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
九
月
の
国
際
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ

ア
学
会
に
も
来
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。こ
れ
も
ま

た
、
芸
能
、
と
く
に
民
俗
芸
能
の
力
で
悲
し
み
を
乗
り
越
え

て
い
こ
う
と
す
る
一
つ
の
試
み
か
と
考
え
て
い
ま
す
。今
日

は
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、と
て
も
内
容
の

濃
い
問
題
提
起
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

会
場
２　

最
後
に
突
然
す
み
ま
せ
ん
。天
理
の
養
徳
社
と
い

う
出
版
社
か
ら
来
ま
し
た
山
形
と
い
い
ま
す
。被
災
地
で
宮

城
、
福
島
、
い
わ
き
、
こ
の
た
び
六
回
目
に
入
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
日
、
こ
う
い
う
素
晴
ら
し
い
場
に
ご
縁
を
い
た

だ
き
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、最
後
に
思
い
ま
す
こ
と
は
、

や
は
り
、
こ
れ
だ
け
の
人
数
の
人
が
、
こ
こ
で
時
間
を
共
に

過
ご
し
た
わ
け
で
す
。時
間
と
い
う
の
は
命
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
再
生
を
ね
ら
っ
た
集
ま
り
で
す
の
で
、や
は
り
最

後
に
、
亡
く
な
っ
た
御
霊
、
霊
の
方
々
に
黙
禱
を
さ
さ
げ
さ

せ
て
い
た
だ
く
の
が
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
今
後
に
も
み
な
さ
ま
の
胸
の
中
で
、
こ
の
会

が
生
き
て
い
っ
て
、そ
こ
か
ら
ま
た
何
か
の
活
動
が
起
こ
る

の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。突
然
の
提
案
で
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

鎌
田　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。冒
頭
で
黙
禱
を
捧
げ
ま

し
た
が
、最
後
は
私
も
法
螺
貝
を
吹
い
て
結
び
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
。そ
れ
で
は
、最
後
に
法
螺
貝
を
吹
い
た
後
に
、

心
を
込
め
て
黙
禱
を
捧
げ
て
結
び
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
（
ほ
ら
貝
吹
奏
。
黙
禱
）

　

黙
禱
、
終
わ
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
今
日
の
震
災
と
語
り

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
こ
れ
で
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

発
表
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
先
生
方
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。最
後
ま
で
熱
心
に
お
聴
き
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま

方
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
ま
た
、
次

の
会
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
で
終
了

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
え
て「
こ

こ
ろ
の
再
生
に
向
け
て　

震
災

と
語
り
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告	

　

一
昨
日
、
東
日
本
大
震
災
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
こ
こ
ろ

の
再
生
に
向
け
て
」
＋
科
研
「
身
心
変
容
技
法
の
比
較
宗
教

学
」
他
共
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
震
災
と
語
り
」
の
案
内
を

し
ま
し
た
が
、昨
日
、七
月
九
日
、無
事
終
了
し
ま
し
た
の
で
、

簡
単
に
報
告
し
ま
す
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
発
表
者
を
含
め
一
四
二
名
の
参
加
を
得
、

た
い
へ
ん
有
意
義
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
橋
原
氏
（
東
北
大
学
准
教
授
／
宗
教
学
）
の
発
表
「
震
災

後
の
幽
霊
の
語
り
と
民
俗

─
『
心
霊
現
象
』
へ
の
宗
教
者

の
対
応
」
は
、

１	

宗
教
者
に
し
か
で
き
な
い
こ
と

２	「
幽
霊
」
の
悩
み

３	「
心
霊
現
象
」
の
視
角

４	

心
霊
体
験
と
宗
教
者
の
対
応
の
諸
相

５	

考
察

の
順
に
進
み
、「
宗
教
者
に
し
か
で
き
な
い
死
者
供
養
や
除

霊
な
ど
の
宗
教
的
ケ
ア
」
と
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
」
と

の
違
い
や
重
な
り
に
話
が
及
び
、こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
本

格
的
な
問
題
提
起
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。高
橋
氏
は
現
在
、
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科
研
「
東
北
被
災
地
域
に
お
け
る
心
霊
体
験
の
語
り
と
宗
教

者
に
よ
る
対
応
に
関
す
る
宗
教
学
」
の
研
究
代
表
者
を
し
て

い
ま
す
が
、こ
の
問
題
を
い
っ
そ
う
具
体
的
か
つ
広
く
検
証

し
、理
論
的
に
も
考
察
を
深
め
て
い
っ
て
く
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

鈴
木
岩
弓
氏
が
事
務
局
長
を
務
め
る
「
心
の
相
談
室
」
室

長
で
あ
り
緩
和
ケ
ア
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
、
昨
年
亡
く

な
っ
た
医
師
の
岡
部
健
氏
の
〈
宗
教
者
は
「
死
と
い
う
闇
に

降
り
て
い
く
た
め
の
道
し
る
べ
」（『
あ
け
ぼ
の
』
二
〇
一
二
年

一
一
月
）
を
示
す
役
割
が
あ
る
〉
と
い
う
言
葉
を
引
き
つ
つ
、

「
宗
教
的
ケ
ア
」
の
あ
り
よ
う
を
問
い
か
け
る
意
義
深
い
も

の
で
し
た
。

　

続
く
鈴
木
岩
弓
氏
（
東
北
大
学
教
授
／
宗
教
民
俗
学
）
の
発

表
「
震
災
後
の
幽
霊
の
語
り
と
民
俗
」
は
、

１	

霊
肉
二
元
論
と
死
後
霊
魂
の
存
在
の
ア
ン
ケ
ー
ト

２	

相
馬
市
で
聞
か
れ
る
「
怪
異
現
象
」

３	

遺
体
安
置
所
だ
っ
た「
グ
ラ
ン
デ
ィ
・
21
」で
行
わ
れ

た
九
月
一
〇
日
の
桑
田
圭
祐
「
宮
城
ラ
イ
ブ

─
明

日
へ
の
マ
ー
チ
!!
」

４	

私
の
怪
異
経
験
と
Ｄ
ｒ
．Ｈ
ｉ
ｋ
ａ
ｒ
ｕ
の
怪
異
経
験

の
順
に
進
み
、
色
の
つ
い
た
「
幽
霊
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ

ず
に
、「
怪
異
現
象
」
と
い
う
フ
レ
ー
ム
で
考
察
を
進
め
、遺

体
安
置
所
で
行
わ
れ
た
桑
田
圭
祐
の
ラ
イ
ブ
の
祝
祭
空
間
が

も
た
ら
し
た
力
と
機
能
と
意
味
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
、興
味

深
い
内
容
で
し
た
。

　

続
く
、
や
ま
だ
よ
う
こ
氏
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
・
立
命
館

大
学
特
別
招
聘
教
授
／
発
達
心
理
学
）
の
「
喪
失
の
語
り

─

負
の
体
験
か
ら
立
ち
直
る
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
」
と
島
薗
進
氏
（
東

京
大
学
名
誉
教
授
・
上
智
大
学
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
研
究
所
所
長
／
宗

教
学
）
の
「
震
災
と
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の
語
り

─
『
悲
嘆
』
に

寄
り
添
い
生
き
る
力
を
引
き
出
す
」
は
、「
負
の
体
験
か
ら
立

ち
直
り
、
負
の
体
験
を
転
換
す
る
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
」
の
あ
り
よ

う
と
、
日
本
に
お
け
る
「
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
」
研
究
の
歩
み
と

そ
こ
で
の
「
宗
教
」
の
役
割
と
意
味
（「
宗
教
は
悲
し
み
を
入
れ

る
器
で
あ
り
、
悲
し
み
を
力
に
変
え
る
装
置
」）
が
問
わ
れ
、
深

く
大
き
な
問
題
を
最
新
の
研
究
状
況
か
ら
発
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

上
記
の
四
発
表
を
踏
ま
え
て
、
井
上
ウ
ィ
マ
ラ
氏
（
高
野

山
大
学
教
授
／
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
学
）、
金
子
昭
氏
（
天
理

大
学
教
授
／
倫
理
学
）、
稲
場
圭
信
氏
（
大
阪
大
学
准
教
授
／
宗

教
社
会
学
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
と
観
点
か
ら
コ
メ
ン
ト
さ

れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
テ
ー
プ
起
こ
し
を
し
て
、議
論
の
全
容
を
公
開
し

ま
す
の
で
、
そ
の
要
点
を
紹
介
す
る
の
は
省
略
し
ま
す
が
、

「
震
災
と
語
り
」
に
つ
い
て
、東
日
本
大
震
災
後
の
「
幽
霊
の

語
り
」「
心
霊
現
象
」「
怪
異
現
象
」「
喪
失
の
語
り
」「
グ
リ
ー

フ
ケ
ア
」「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
」「
心
の
ケ
ア
」に
つ
い
て
、

宗
教
学
・
心
理
学
・
倫
理
学
・
哲
学
の
各
領
域
か
ら
本
格
的

に
迫
っ
た
最
初
の
試
み
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
、こ
れ
ま
で
の
三
回
の
こ
こ
ろ
の
未
来
研
究
セ
ン

タ
ー
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
、本
年
三
月
二
日
開
催
の
東
北

大
学
で
の
「
東
日
本
大
震
災
と
宗
教
者
・
宗
教
学
者
」
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
、
島
薗
進
氏
が
代
表
の
「
宗
教
者
災
害
支
援

連
絡
会
・
情
報
連
絡
会
」
な
ど
の
地
道
な
活
動
が
あ
っ
た
か

ら
で
き
た
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
六
月
に
民
俗
学
者
の
赤
坂
憲
雄
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話

で
は
、
被
災
地
の
「
幽
霊
現
象
」
は
、「
幽
霊
だ
か
ら
怖
い
と

か
怖
れ
る
」
と
い
う
受
け
止
め
で
は
な
く
、「
幽
霊
で
あ
っ
て

も
逢
い
た
い
、
死
者
と
語
ら
い
た
い
」
と
い
う
、
死
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
和
解
の
プ
ロ
セ
ス
だ
と
い
う
こ
と

で
し
た
が
、わ
た
し
も
そ
う
し
た
面
が
強
く
あ
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

東
北
大
学
は
国
立
大
学
法
人
と
し
て
唯
一
、堀
一
郎
氏
以

来
の
「
民
俗
学
」
を
入
れ
た
「
宗
教
学
」
の
伝
統
が
あ
り
、そ

こ
に
東
日
本
大
震
災
後
に
「
実
践
宗
教
学
講
座
」
が
寄
附
講

座
と
し
て
始
ま
り
、「
臨
床
宗
教
師
」
の
研
修
が
始
ま
る
と
い

う
画
期
的
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
動
向
を
応
援

し
つ
つ
、
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
東
北
大
学
の
役
割
は

大
き
く
、重
要
な
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

懇
親
会
の
席
上
で
隣
に
座
っ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
『
中

外
日
報
』
編
集
局
長
で
『
苦
縁

─
東
日
本
大
震
災　

寄
り

添
う
宗
教
者
』（
徳
間
書
店
、二
〇
一
三
年
三
月
）
の
著
者
北
村

敏
泰
氏
（
京
大
出
身
）
か
ら
、「
語
り
」
の
問
題
を
考
え
る
と
き

に
避
け
て
通
れ
な
い
の
は
「
聞
く
・
聴
く
」
こ
と
の
問
題
で

は
な
い
か
、
そ
れ
を
み
な
さ
ん
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、

と
訊
か
れ
ま
し
た
。

　

深
い
「
語
り
」
が
成
立
す
る
場
と
は
、よ
き
「
聴
き
手
」
が

い
る
場
と
時
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、北
村
さ
ん
が
指
摘
し
て
く
だ
さ
っ
た
点
は
と
て
も
重
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
次
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、「
聴
く
こ
と
」
を
め
ぐ
る
問
題
も
取
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
最
後
は
、
例
年
ど
お
り
、「
く
れ
な
い
」
で
の
懇
親

会
で
し
た
が
、
こ
こ
で
も
「
よ
き
語
り
部
と
聴
き
部
」
が
二

〇
名
ほ
ど
も
い
た
た
め
に
、
大
変
よ
き
場
と
時
間
と
な
り
、

と
て
も
い
い
感
じ
に
盛
り
上
が
り
、議
論
の
第
二
ラ
ウ
ン
ド

に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

仙
台
か
ら
来
ら
れ
た
鈴
木
岩
弓
さ
ん
と
高
橋
原
さ
ん
を
宿

所
の
清
風
会
館
ま
で
、京
都
の
暑
い
暑
い
夜
の
底
を
案
内
す

る
の
は
、何
か
「
冥
界
遍
歴
」
し
て
い
る
よ
う
な
、不
思
議
な

心
持
ち
で
し
た
。残
念
な
が
ら
、「
幽
霊
」
に
出
会
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、お
盆
や
祇
園
祭
の
時
節
で
も
あ
り
、

死
者
と
の
語
ら
い
が
身
に
迫
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

　

取
り
急
ぎ
、ご
報
告
ま
で
。　

　
　
　

二
〇
一
三
年
七
月
一
〇
日	

鎌
田
東
二
拝
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平
成
二
五
年
夏
に
鎌
田
東
二
先
生
か
ら
日
本
語
の
「
こ
こ

ろ
」
と
い
う
語
を
世
界
の
言
葉
に
翻
訳
す
る
と
ど
う
な
る
か

と
い
う
質
問
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、多

様
な
言
語
の
専
門
家
と
協
同
で
さ
さ
や
か
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。「
こ
こ
ろ
」
に
関
す
る
表
現
を
ま
と
め

て
分
析
し
て
み
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。「
こ

こ
ろ
」
はheart

で
あ
り
、m

ind

で
あ
り
、sprit

で
あ
り
、

soul

で
も
あ
る
。「
こ
こ
ろ
」の
翻
訳
は
非
常
に
む
ず
か
し
い
。

そ
の
理
由
は
、「
こ
こ
ろ
」
と
い
う
語
彙
自
体
が
も
つ
意
味
が

多
義
的
で
あ
り
、か
つ
対
応
す
る
他
（
多
）
言
語
に
お
け
る
語

彙
も
多
義
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る1

。こ
の
壮
大
な
多
言
語
に

お
け
る
意
味
の
網
の
目
を
記
述
す
る
こ
と
で
、は
じ
め
て「
こ

こ
ろ
」
の
多
言
語
比
較
が
可
能
と
な
る
。
本
稿
は
そ
の
た
め

の
さ
さ
や
か
な
論
考
で
あ
る
。

　

多
義
性
と
は
、一
つ
の
語
が
複
数
の
意
味
を
担
う
性
質
の

こ
と
で
あ
る
が
、複
数
の
意
味
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ど
の

よ
う
に
解
釈
し
、
説
明
す
る
か
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
論

的
立
場
が
生
ま
れ
る
。大
野
晋
は
「
こ
こ
ろ
」
に
関
し
て
「
は

「
こ
こ
ろ
」
の
多
義
性

1

じ
め
は
心
臓
と
そ
の
鼓
動
を
意
味
し
、
そ
こ
か
ら
、
肉
体
に

一
つ
の
場
所
を
占
め
る
、
あ
ら
ゆ
る
精
神
活
動
の
主
体
と
、

そ
の
精
神
活
動
そ
の
も
の
を
表
す
。」（
大
野
晋
編
、二
〇
一
一
）

と
説
明
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
こ
こ
ろ
」
の
も
と
も
と
の
意

味
は
具
体
的
な
ド
キ
ド
キ
と
鼓
動
す
る
内
臓
で
あ
っ
て
、そ

こ
か
ら
精
神
活
動
と
い
う
抽
象
的
な
産
物
を
表
す
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
説
明
で
あ
る
。「
こ
こ
ろ
」
は
、人
間
に
関
し

て
は
、思
慮
・
分
別
、情
趣
、予
期
、感
情
、思
い
や
り
、意
志
、

望
み
な
ど
の
知
情
意
、物
事
に
関
し
て
は
、本
質
、内
情
、内

容
、
風
情
な
ど
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
て
「
こ

こ
ろ
」
の
複
雑
な
意
味
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、内
臓
・
人
間
（
知

情
意
）・
事
物
（
内
容
）
の
関
係
で
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

記
述
の
立
場
は
、現
代
言
語
学
の
主
流
で
あ
る
認
知
言
語
学

の
立
場
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
認
知
言
語
学
で
は
、
人
間
が

一
般
に
有
す
る
認
知
能
力2

お
よ
び
言
語
能
力3

が
基
盤
と
な

り
、
人
間
は
も
と
も
と
の
意
味
を
拡
張
し
て
い
く
、
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。も
と
も
と
の
意
味
は
具
体
的
で
知
覚
可
能
な

対
象
を
指
し
、次
第
に
メ
タ
フ
ァ
ー
や
メ
ト
ニ
ミ
ー
と
い
う

認
識
装
置
に
よ
り
、
抽
象
的
な
意
味
を
表
す
よ
う
に
な
り
、

文
法
化
が
起
こ
る
と
説
明
さ
れ
る
。

　
「
こ
こ
ろ
」
の
多
義
性
を
理
解
す
る
上
で
問
題
に
な
る
の

は
、
起
源
的
な
意
味
で
あ
る
。
大
野
の
い
う
「
は
じ
め
は
心

臓
と
そ
の
鼓
動
を
意
味
し
」
と
い
う
と
き
の
「
は
じ
め
」
と

は
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。日
本
語
で

は
少
な
く
と
も
文
献
学
的
に
は
心
臓
の
鼓
動
を
表
す
「
こ
こ

ろ
」
の
用
例
が
み
あ
た
ら
な
い
。
記
紀
・
万
葉
集
を
通
じ
て

古
代
に
見
ら
れ
る
の
は
、「
肝
向
か
ふ
こ
こ
ろ
」「
む
ら
き
も

の
こ
こ
ろ
（
群
肝
の
心
）」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。

⑴	

大
猪
子
が
原
。

	

大
猪
子
が
腹
に
あ
る
、

	

肝
向
か
ふ　

心
を
だ
に
か

	

相
思
は
ず
あ
ら
む
（
記
紀
歌
謡
六
〇
）

⑵	

つ
の
さ
は
ふ　

石
見
の
海
の　

言
さ
へ
く　

唐
の
崎

な
る　

海
石
に
ぞ　

深
海
松
生
ふ
る　

荒
礒
に
ぞ　

玉
藻
は
生
ふ
る　

玉
藻
な
す　

靡
き
寝
し
子
を　

深

海
松
の　

深
め
て
思
へ
ど　

さ
寝
し
夜
は　

幾
だ
も

あ
ら
ず　

延
ふ
蔦
の　

別
れ
し
来
れ
ば　

肝
向
ふ　

心
を
痛
み　

思
ひ
つ
つ
（
万
葉
集
一
三
五
）

⑶	

霞
立
つ　

長
き
春
日
の　

暮
れ
に
け
る　

わ
づ
き
も

知
ら
ず　

む
ら
き
も
の　

心
を
痛
み　

ぬ
え
こ
鳥　

う
ら
泣
け
居
れ
ば
（
…
…
）（
万
葉
集
五
）
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⑷	

む
ら
き
も
の
心
砕
け
て
か
く
ば
か
り
我
が
恋
ふ
ら
く

を
知
ら
ず
か
あ
る
ら
む
（
万
葉
集
七
二
〇
）

　
「
こ
こ
ろ
」
は
「
き
も
」
と
向
か
い
あ
う
内
臓
で
あ
り
、
ま

た
「
き
も
」
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
内
臓
で
あ
る
。「
き

も
」は
現
代
語
で
も「
き
も
を
つ
ぶ
す
」「
き
も
に
銘
じ
る
」「
き

も
が
す
わ
る
」な
ど
の
慣
用
表
現
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
、

お
よ
そ
生
命
の
根
元
的
な
情
動
を
湛
え
る
内
臓
で
あ
る
。琉

球
語
で
は
「
き
も
」
に
あ
た
る
の
が
「
ち
む
」
で
実
に
多
く
の

情
動
表
現
を
形
成
す
る
そ
う
で
あ
る
。「
ち
む
ぐ
り
さ
ん
」（
き

も
・
く
る
し
い
）、「
ち
む
い
ち
ゃ
さ
ん
」（
き
も
・
痛
い
）、「
ち

む
ぢ
ゅ
ら
さ
ん
」（
き
も
・
美
し
い
）、「
ち
む
に
か
か
て
ぃ
」（
き

も
・
か
か
る4

）
等
々
。
琉
球
語
の
「
ち
む
」
は
今
も
生
き
生
き

と
使
わ
れ
、情
動
と
内
臓
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
「
ち
む
」（「
き
も
」）
自
体
が
情

動
な
の
で
あ
っ
て
、
情
動
は
「
ち
む
」
な
し
に
は
あ
り
得
な

い
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
語
の
「
こ

こ
ろ
」
の
用
例
に
は
「
き
も
」
ほ
ど
の
「
内
臓
性
」
は
見
ら
れ

な
い
。『
古
事
記
』
に
初
め
て
現
れ
る
の
は
、「
我
が
な
せ
の

命
の
上
り
来
る
由
は
、
必
ず
う
る
わ
し
き
心
な
ら
じ
。
我
が

国
を
奪
は
む
と
欲
ふ
に
こ
そ
あ
れ
」
と
い
う
「
こ
こ
ろ
」
で

あ
る
。こ
れ
は
根
の
国
よ
り
高
天
原
に
上
る
須
佐
之
男
命
に

対
し
て
、
発
せ
ら
れ
る
天
照
大
神
の
言
葉
で
あ
る
が
、
こ
の

言
葉
の
現
れ
る
文
脈
に
注
意
し
た
い
。こ
の
言
葉
が
現
れ
る

の
は
須
佐
之
男
命
が
荒
々
し
い
勢
い
で
高
天
原
に
昇
天
す
る

と
い
う
場
面
で
あ
る
。
そ
の
勢
い
は
「
山
川
悉
に
動
み
、
国

土
皆
震
り
き
」
と
い
う
す
さ
ま
じ
さ
で
あ
る
。
そ
れ
を
聞
い

た
天
照
大
神
は
、
そ
の
行
為
を
須
佐
之
男
命
に
は
「
う
る
わ

し
き
心
が
な
い
」、す
な
わ
ち
「
邪き

た

な
い
心
」
だ
か
ら
だ
と
考

え
る
。「
邪
な
い
心
」
と
は
「
我
が
国
を
奪
は
む
と
欲
ふ
」
と

い
う
思
い
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
文
脈
で
は
、
須
佐
之
男
命

の
行
為
を
国
を
奪
お
う
と
い
う
邪
な
い
心
の
現
れ
と
見
て
い

る
と
言
え
る
。つ
ま
り「
こ
こ
ろ
」は「
思
い
」と
そ
の「
現
れ
」

に
よ
っ
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
。い

わ
ば
「
こ
こ
ろ
」
は
「
思
い
」
と
い
う
種
か
ら
成
っ
た
「
身
」

で
あ
っ
て
、「
身
」
と
は
人
の
か
ら
だ
全
体
で
受
け
と
め
ら
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。特
定
の
内
臓
に
求
め
ら
れ
る
も
の

で
は
な
く
、ま
た
「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
を
二
分
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。「
こ
こ
ろ
」
は
ま
さ
に
さ
ま
ざ
ま
な
「
身
振

り
」
と
な
っ
て
現
れ
る
。日
本
語
の
「
こ
こ
ろ
」
は
内
臓
的
で

は
な
い
が
、き
わ
め
て
身
体
的
で
あ
る
。

　
『
古
事
記
』
の
よ
う
な
神
話
で
は
、「
山
川
悉
に
動
み
、
国

土
皆
震
り
き
」
と
い
う
現
象
さ
え
、
須
佐
之
男
命
と
い
う
神

格
の
「
身
振
り
」
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。「
汝
の
心
の
清
く

明
き
は
何
し
て
知
ら
む
」
と
い
う
天
照
大
神
の
問
い
に
対
し

て
、「
各
う
け
ひ
て
子
生
ま
む
」
と
い
っ
て
物
ざ
ね
（
剣
と
勾

玉
）
を
互
い
に
交
換
し
、
五
男
三
女
の
神
々
を
生
む
こ
と
に

な
る
。こ
れ
が
須
佐
之
男
命
の
「
清
く
明
き
心
」
で
あ
る
。

　
「
こ
こ
ろ
」
と
い
う
日
本
語
は
多
義
的
で
あ
る
が
、し
か
し

「
こ
こ
ろ
」
が
「（
内
な
る
）
思
い
」
と
「（
外
へ
の
）
現
れ
」
を

結
ぶ
「
身
」
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
関
係
論
的
に
捉
え
る
な

ら
ば
、「
こ
こ
ろ
」
の
図
式
は
現
代
に
い
た
る
ま
で
ほ
ぼ
変
わ

ら
ず
、
む
し
ろ
「
思
い
」
の
変
化
と
多
重
性
、「
現
れ
」
の
さ

ま
と
方
法
の
多
様
性
が
「
こ
こ
ろ
」
の
多
義
性
を
生
み
出
し

て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

他
の
言
語
に
目
を
む
け
て
「
こ
こ
ろ
」
を
見
て
み
よ
う
。

上
で
も
見
た
よ
う
に
英
語
で
はm

ind

、heart
で
あ
る
。フ

ラ
ン
ス
語
で
はheart 

はcoeur

に
相
当
す
る
が
、m

ind

に
対
応
す
る
語
は
、
な
い
。
あ
え
て
い
え
ばesprit
（sprit
）

で
あ
る
。日
本
語
の
「
こ
こ
ろ
」
は
語
源
が
不
明
で
あ
り
、言

語
系
統
論
的
に
は
、他
の
言
語
と
の
関
係
が
明
確
で
は
な
い

「
こ
こ
ろ
」
の
多
様
性

2

の
で
、「
こ
こ
ろ
」を
他
言
語
と
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
比
較
言
語
学
に
よ
っ
て
、
印
欧
語
族
で
は

印
欧
祖
語
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
、派
生
関
係
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

た
と
え
ば
、ラ
テ
ン
語
の
「
こ
こ
ろ
」
はm

ens

とcor

で

あ
る
。m

ens

は
英
語
のm

ind

に
相
当
し
、cor

はheart

に
相
当
す
る
。mens

は
印
欧
祖
語
の*m

en-（
考
え
）に
遡
る
。

m
en-

は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
、
ラ
テ
ン
語
、

ゲ
ル
マ
ン
諸
語
、ロ
マ
ン
ス
諸
語
の
語
の
中
に
語
根
と
し
て

見
い
だ
さ
れ
、実
に
巨
大
な
意
味
的
世
界
を
構
築
す
る
。

　

古
典
ギ
リ
シ
ア
語
で
はm

n

を
語
根
に
も
つ
語
を
派
生
さ

せ
る
。ギ
リ
シ
ア
語
のm

nêm
ê

（
記
憶
、思
い
出
）
は
、英
語

のam
nesia

（
仏am

nésie

）（
記
憶
喪
失
）、hyperm

nesie

（
記

憶
増
進
）な
ど
を
派
生
さ
せ
る
。m

ania

（
偏
執
、狂
）か
ら
は
、

kleptom
ane

（
窃
盗
狂
）、m

egalom
ania

（
誇
大
妄
想
狂
）、

m
ythom

ania

（
虚
言
症
）
な
ど
が
派
生
す
る
。m

antis

（
占

い
、予
言
）
か
ら
はnecrom

ancy

（
交
霊
術
）、cartom

ancy

（
ト
ラ
ン
プ
占
い
）
な
ど
が
派
生
す
る
。

　

ラ
テ
ン
語
のm

ens

か
ら
は
、m

ental

（
精
神
的
）、

m
ention

（
思
い
出
さ
せ
る
こ
と
、言
及
）、prem

onition

（
予
感
、

前
兆
）、monition

（
注
意
、警
告
）、com

m
ent

（com
-

〈
強
調
〉、

m
ent

〈
心
に
は
た
ら
き
か
け
る
こ
と
〉
→
注
解
、解
説
、評
言
）
な

ど
が
英
語
の
語
彙
を
形
成
す
る
。ま
たm

ens-

は
フ
ラ
ン
ス

語
のm

entir

（
信
条
に
背
く
→
偽
る
、
う
そ
を
つ
く
）
を
派
生

さ
せ
、ま
た
ロ
マ
ン
ス
語
諸
語
の
副
詞
形
態
素
で
あ
る-m

ent

を
派
生
さ
せ
る
（heureuse+m

ent

→heureusem
ent

幸
い

に
、な
ど
）。

　

印
欧
祖
語
の*m

en-

は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
はm

anas

と
な
る
。
英
語
のm

ind

と
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
のm

anas

は
語
源
を
共
有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

heart

に
移
ろ
う
。
こ
の
語
は
心
臓
を
指
す
の
で
、m

ind

に
比
べ
て
、
内
臓
的
で
あ
る
。
こ
の
語
は
印
欧
祖
語
の
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*kerd-

（
心
臓
）
に
遡
る
。*kerd-

は
ギ
リ
シ
ア
語
で
は

kardia

、
ラ
テ
ン
語
で
はcor

、
フ
ラ
ン
ス
語
で
はcoeur

、

ド
イ
ツ
語
で
はH

erz

、
ロ
シ
ア
語
で
はserdtse

、
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
語
で
はhrdaya

（
フ
リ
ダ
ヤ
）
と
な
る
。
ど
の
語

も
「
心
臓
」・「
情
動
・
心
情
の
座
」・「
事
物
の
中
心
・
中
核
」

と
い
う
三
つ
の
意
味
を
も
つ
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。た
と

え
ば
、in the heart of the city

、au  coeur de la ville

（
町

の
真
ん
中
で
）
と
い
っ
た
表
現
に
お
け
るheart

はcentre

と
は
意
味
が
異
な
る
。場
所
的
に
真
ん
中
に
あ
る
だ
け
で
は

な
く
、
町
の
も
っ
と
も
賑
や
か
な
、
重
要
性
の
あ
る
場
所
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
命
の
最
も
重
要
な
中
心
（
心
臓
）、

人
間
の
精
神
活
動
の
最
も
重
要
な
場
（
心
情
の
座
）、
そ
し
て

事
物
の
最
も
重
要
な
、
本
質
的
な
部
分
がheart
な
の
で
あ

る
。

　

heart

す
な
わ
ちcor

に
関
し
て
、
バ
ー
バ
ラ
・
ウ
ォ
ー

カ
ー
（
一
九
八
八
）
は
神
話
的
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

新
石
器
時
代
の
ア
ジ
ア
に
は
、カ
リ
ア
人
の
祖
神
に
あ
た

る
ケ
ル
あ
る
い
は
カ
ル
と
い
う
名
の
神
秘
的
な
女
神
が

い
た
。
ガ
リ
ポ
リ
半
島
に
あ
っ
た
こ
の
女
神
の
都
市
は
、

「
女
神
カ
ル
」
の
意
の
カ
ル
デ
ィ
アCardia

だ
っ
た
。

kardia

は
「
心
臓
」
の
意
の
ギ
リ
シ
ア
語
に
な
り
、cor

は「
心
臓
」を
さ
す
ラ
テ
ン
語
に
な
っ
た
。両
語
と
も
、「
世

界
の
心
臓
」
に
相
当
す
る
女
神
か
ら
派
生
し
て
い
た
。
母

系
の
血
族
関
係
を
表
す
言
葉
に
も
、同
じ
よ
う
な
音
節
が

見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ゲ
ー
ル
語
のcairdean

は
「
親

族
」
を
さ
し
、ト
ル
コ
語
のkardes

は
「
同
じ
母
親
を
持

つ
兄
弟
姉
妹
」の
意
味
だ
っ
た
。と
も
あ
れ
、女
神
コ
レ
ー

は
、「
世
界
の
心
臓
」K

ardia ton kosm
os

に
な
っ
た
。

　
　
　
　
（
コ
レ
ー
（K

ovrh

）
の
項
よ
り
引
用
）

神
話
的
説
明
で
は
、女
神
コ
レ
ー
は
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
地
母

神
デ
ー
メ
テ
ー
ル
の
「
内
な
る
霊
魂
」
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
神

話
の
コ
レ
ー
（Core

）
あ
る
い
は
ケ
ー
レ
ス
（Ceres

）
はce-

reals

（
穀
物
）
を
も
た
ら
す
。
母
な
る
大
地
の
心
臓
か
ら
豊

穣
が
も
た
ら
さ
れ
る
、
と
い
うCor

とCeres

を
交
差
さ
せ

た
説
明
は
非
科
学
的
・
非
合
理
的
と
し
て
退
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
だ
ろ
う
。

　

以
上
「
こ
こ
ろ
」
の
多
義
性
と
多
様
性
に
つ
い
て
若
干
の

考
察
を
し
た
。「
こ
こ
ろ
」
もheart

もm
ind

も
実
に
古
い

こ
と
ば
で
あ
る
。あ
る
意
味
で
使
い
古
し
た
こ
と
ば
で
あ
る
。

し
か
し
今
後
も
継
承
し
、新
た
に
使
っ
て
い
く
べ
き
未
来
遺

産
で
あ
る
と
も
い
え
る
。『
小
学
館
国
語
大
辞
典
』
を
調
べ
て

み
る
と
、「
こ
こ
ろ　

あ
く
が
る
」、「
心　

浅
し
」、「
心　

急

ぐ
」、「
心　

至
る
」、「
心　

痛
し
」、「
心　

浮
く
」、「
心　

動

く
」
等
々
、
一
〇
〇
以
上
の
表
現
の
あ
る
こ
と
を
知
る
。
現

代
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
こ
こ
ろ
」
の
意
味
や
、使
い
方
、表

現
のproductivity

（
生
産
性
）
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。『
古
事
記
』の
時
代
か
ら
心
を
使
っ
て
、ず
っ

と
表
現
し
て
き
た
も
の
に
対
し
て
、現
代
語
が
持
っ
て
い
る

表
現
の
力
を
高
め
る
方
策
を
工
夫
す
る
努
力
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

最
後
に
、
こ
こ
ろ
の
問
題
は
、
現
代
に
お
い
て
は
、
内
臓

と
脳
と
心
の
関
係
を
ど
う
考
え
て
い
く
か
に
取
り
組
む
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。臓
器
移
植
と

心
的
ケ
ア
、脳
と
身
体
の
関
係
な
ど
、新
た
な
「
こ
こ
ろ
観
」

が
必
要
で
あ
る
。

注１　

参
考
ま
で
に
夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』
の
翻
訳
タ
イ
ト
ル
を
調
べ
て

み
る
と
、
英
語
訳
、
ド
イ
ツ
語
訳
、
ス
ペ
イ
ン
語
訳
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

語
訳
、
ラ
ト
ビ
ア
語
訳
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
訳
はK

okoro

を
そ
の
ま
ま
タ
イ

「
こ
こ
ろ
」
と
「
こ
と
ば
」

3

ト
ル
に
用
い
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
イ
タ
リ
ア
語
で
は
、Il cuore 

delle cose

、
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
、Le Pauvre coeur des hom

m
es

、

ア
ラ
ビ
ア
語
で
はQ

ulub al nas m
uathaba

、
セ
ル
ビ
ア
語
で
は

D
usa

、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
はRahasia hati

、
ル
ー
マ
ニ
ア
語
で
は

Zbucium
ul inim

ii

、
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
で
はSertse

、
ロ
シ
ア
語
で
は

Serdtse

、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で
はSedno rzeczy

な
ど
と
訳
さ
れ
て
い

る
。

２　

複
数
の
対
象
を
比
較
考
量
す
る
能
力
、
個
別
を
一
般
化
す
る
範

疇
化
能
力
、
同
一
の
対
象
を
異
な
る
観
点
か
ら
捉
え
る
差
異
化
能
力

等
を
指
す
。

３　

対
象
を
言
語
に
よ
っ
て
象
徴
化
し
、
表
現
す
る
能
力
を
指
す
。

４　

り
ん
け
ん
バ
ン
ド
の「
肝（
ち
む
）に
か
か
て
ぃ
」は
鎌
田
東
二
氏

の
ご
教
示
に
よ
る
。

参
考
文
献

大
野
晋
編
（
二
〇
一
一
）『
古
典
基
礎
語
辞
典
』
角
川
学
芸
出
版

ウ
ォ
ー
カ
ー
、バ
ー
バ
ラ
（
一
九
八
八
）『
神
話
・
伝
承
事
典
―
―
失
わ

れ
た
女
神
た
ち
の
復
権
』
山
下
主
一
郎
他
共
訳
、
大
修
館
書
店
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ヘ
ブ
ラ
イ
語
は
時
代
差
や
地
域
差
が
大
き
い
が
、本
稿
は

聖
書
ヘ
ブ
ラ
イ
語
（
い
わ
ゆ
る
『
旧
約
聖
書
』
の
言
語
）
に
お
け

る
「
こ
こ
ろ
」
の
使
用
例
を
中
心
と
し
て
、
古
代
イ
ス
ラ
エ

ル
に
お
け
る
人
間
観
や
宗
教
的
な
身
体
感
覚
に
つ
い
て
考
察

す
る
。そ
こ
に
は
現
代
の
医
療
知
識
や
日
本
の
常
識
と
は
異

な
る
点
が
多
々
見
ら
れ
る
が
、同
時
に
共
通
点
も
少
な
く
な

い
。

　

ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
一
般
に
「
こ
こ
ろ
」
と
訳
さ
れ
る
語
は

も
し
く
は

で
あ
り
、解
剖
学
的
に
は「
心
臓
」を
指
す
。

と

の
ど
ち
ら
も
男
性
名
詞
で
、複
数
形
は
そ
れ
ぞ

れ

、

で
あ
る
。
現
代
で
は

は
古
風
な

表
現
と
さ
れ
る
も
の
の
、両
者
の
意
味
の
差
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
こ
の
二
つ
の
語
を
ひ
と
ま
と
め

に
扱
う
。 は

じ
め
に

1

　
「
こ
こ
ろ
」
と
訳
さ
れ
る

/

は
「
心
臓
」
に
由
来

す
る
。そ
れ
ゆ
え
、最
初
に
『
旧
約
聖
書
』
に
お
け
る
臓
器
の

役
割
と
、

/

の
位
置
づ
け
を
簡
単
に
見
て
お
き
た

い
。2

─

1

　
「
心
臓
」を
意
味
し
、ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
属
す
る
セ
ム
語
族
に
共

通
す
る
語
で
あ
る（
セ
ム
祖
語 *

、ア
ッ
カ
ド
語

ア

ラ
ビ
ア
語

ゲ
エ
ズ
語

）。古
代
オ
リ
エ
ン
ト
世
界

で
は
最
も
重
要
な
臓
器
と
さ
れ
、
精
神
活
動
全
般
を
司
る
。

こ
の
意
味
で
は
現
代
的
な
「
脳
」
に
近
い
機
能
を
持
つ
と
言

え
よ
う
。

/

は
『
旧
約
聖
書
』
の
中
で
合
計
八
五

八
例
使
わ
れ
て
い
る
が
、う
ち
八
一
四
例
は
人
間
の
も
の
と

し
て
現
れ
、動
物
に
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
い1

。

2

─

2

　
「
肝
臓
」を
意
味
し
、
セ
ム
語
族
に
共
通
す
る
語
根

『
旧
約
聖
書
』
に
お
け
る
臓
器

2

「
重
い
、
重
要
な
」
に
由
来
す
る
（
セ
ム
祖
語

、
ア
ッ

カ
ド
語

、ア
ラ
ビ
ア
語

、ゲ
エ
ズ
語

）。

肝
臓
に
は

（
胆
汁
）
を
出
す

（
胆
嚢
）
が
あ

る
が
、こ
れ
ら
は
語
根

「
苦
い
」
に
由
来
す
る
。

　

古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
は
神
意
を
問
う
た
め
に
肝
臓
占
い

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
シ
ュ
メ
ル
物
語
の

ル
ガ
ル
バ
ン
ダ
王
子
は
ヤ
ギ
の
肝
臓
に
よ
っ
て
神
託
を
受

け
、
窮
地
を
脱
す
る2

。
と
こ
ろ
が
、
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で

の
重
要
性
と
は
裏
腹
に
、ヘ
ブ
ラ
イ
語
の

 

（
肝
臓
）
は

『
旧
約
聖
書
』
に
お
い
て
一
四
例
し
か
現
れ
な
い
。
H
・
W
・

ヴ
ォ
ル
フ
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、ア
ッ
シ
リ
ア
や
バ
ビ
ロ
ニ

ア
な
ど
諸
外
国
の
習
慣
を
イ
ス
ラ
エ
ル
に
持
ち
込
ま
せ
な
い

た
め
の
意
図
的
な
選
択
だ
と
推
測
す
る
（
ヴ
ォ
ル
フ
、一
九
八

三
、
一
四
四
頁
）。『
旧
約
聖
書
』
で
は
肝
臓
よ
り
も
、
次
に
挙

げ
る
腎
臓
が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
。

2

―

3

　
「
腎
臓
」を
意
味
し
、セ
ム
語
族
に
共
通
す
る
語
で
あ
る（
セ

ム
祖
語

、
ア
ッ
カ
ド
語

、
ア
ラ
ビ
ア
語

 

ゲ
エ
ズ
語

）。
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
で
の
使

第
二
章ヘ

ブ
ラ
イ
語
の

（
こ
こ
ろ
）を
め
ぐ
っ
て
髙
橋
洋
成 

筑
波
大
学
人
文
社
会
系
研
究
員
／
セ
ム
語
、
ア
フ
ロ
・
ア
ジ

ア
諸
語
研
究

モ
ノ
学
と
コ
ト
バ
学

第
３
部 
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用
例
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、『
旧
約
聖
書
』
で
は
三
一
例
現

れ
る
（
う
ち
動
物
犠
牲
の
文
脈
が
一
八
例
）。よ
く

と
対
句

を
な
し
、「
こ
こ
ろ
」
に
対
す
る
「
お
も
い
」
と
訳
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
。

　

沈
黙
の
臓
器
と
言
わ
れ
る

 

（
肝
臓
）
と
は
逆
に
、

（
腎
臓
）
は
結
石
に
よ
る
強
烈
な
痛
み
を
伴
う
が
、そ

れ
は
人
を
正
し
い
道
に
戻
す
た
め
の
神
の
懲
ら
し
め
と
さ
れ

る
（cf.

『
ヨ
ブ
記
』
一
六
章
一
三
節
、『
詩
篇
』
七
三
篇
二
一
節
）。

こ
の
点
で
饒
舌
な
臓
器
と
も
言
え
よ
う
。

2

─

4

 

と

　

は
「
体
腔
」
す
な
わ
ち
肋
骨
の
間
の
空
洞
を
指
す
。

転
じ
て
、
そ
の
空
間
に
納
ま
っ
て
い
る
も
の
、
つ
ま
り
「
は

ら
わ
た
」
お
よ
び
「
胴
体
」
を
意
味
し
、
さ
ら
に
「
こ
こ
ろ
」

と
同
じ
よ
う
に
「
内
面
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

は
総
称
と
し
て
の
「
は
ら
わ
た
」
で
あ
る
。『
旧
約

聖
書
』
に
お
い
て
、肺
、胃
、腸
も
し
く
は
脳
に
対
す
る
固
有

の
名
称
は
見
当
た
ら
な
い
。
す
べ
て
の
臓
器
は

も

し
く
は 

 

と
呼
ば
れ
う
る
。

　

以
上
、『
旧
約
聖
書
』に
お
け
る
臓
器
に
つ
い
て
概
観
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
臓
器
は
何
ら
か
の
精
神
活
動
に
関
与
し
て
い
る

と
言
え
る
が
、
と
り
わ
け

の
使
用
回
数
は
突
出
し
て
い

る
。

　

前
節
で
は
、
臓
器
と
し
て
の

/

が
、
現
代
的
な

「
脳
」
の
よ
う
に
精
神
活
動
に
大
い
に
関
与
す
る
こ
と
に
触

れ
た
。
そ
の
よ
う
な

/

の
具
体
例
を
挙
げ
る
前

に
、人
間
の
精
神
活
動
に
関
わ
る
語
に
つ
い
て
説
明
し
て
お

き
た
い
。

　
『
旧
約
聖
書
』
の
生
命
観
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
が
、

『
旧
約
聖
書
』
の
生
命
観

3

『
創
世
記
』
は
人
間
の
創
造
を
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。

　

神
な
る
主
は
土
（
ア
ダ
マ
）
の
塵
な
る
人
（
ア
ダ
ム
）
を

形
作
り
、
そ
の
鼻
に
生
け
る

（
い
き
）
を
吹
き
込

ん
だ
。
す
る
と
人
（
ア
ダ
ム
）
は
生
け
る

（
の
ど
）

に
な
っ
た
。（『
創
世
記
』
二
章
七
節
）

　

こ
こ
か
ら
二
つ
の
語
を
取
り
上
げ
た
い
。

3

─

1

　

セ
ム
語
族
に
共
通
す
る
語
で
あ
る
（
セ
ム
祖
語

、

ア
ッ
カ
ド
語

、ア
ラ
ビ
ア
語

、ゲ
エ
ズ
語

）。

通
常
「
た
ま
し
い
、い
の
ち
」
と
訳
さ
れ
る
が
、お
そ
ら
く
語

源
は
「
の
ど
」
あ
る
い
は
「
呼
吸
」
で
あ
り
、「
プ
シ
ュ
ー
」
と

い
う
擬
音
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。そ
こ
か
ら
派
生
し

て
「
食
欲
、
い
の
ち
、
た
ま
し
い
、
い
き
も
の
」
さ
ら
に
「
人

の
存
在
、そ
の
人
自
身
」
と
い
う
意
味
に
発
展
し
て
い
く
。

3

─

2

　

前
述
し
た『
創
世
記
』の
記
述
で
は

「
息
」
が
使
わ

れ
て
い
る
が
、

 
も
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。

 

は
ア
ッ
カ
ド
語
を
除
く
西
セ
ム
語
派
に
共
通
す
る
も

の
で
あ
り（
ア
ラ
ビ
ア
語

/

、ゲ
エ
ズ
語 

、cf.

ア
ッ

カ
ド
語

）、
も
と
も
と
の
意
味
は
「
風
」
で
あ
る
。
そ
こ

か
ら
「
い
き
、呼
吸
」、転
じ
て
「
霊
」
と
訳
さ
れ
る
。

3

─

3

と

の
違
い

　

と 
 

は
ど
ち
ら
も
呼
吸
に
関
わ
る
語
で
あ
る

が
、そ
の
違
い
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
の
ど
」が
語
源
と
思
わ
れ
る

は
、よ
く 

「
血
」

や

「
肉
」
と
結
び
つ
い
て
使
わ
れ
る
。い
わ
ば
「
い
の

ち
」
を
肉
体
的
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
本
来
「
風
」
を
意
味
す
る

は
人
知
を
超
え
た

神
の
力
で
あ
り
、
人
の
目
に
見
え
ず
、
嵐
と
な
っ
て
災
厄
に

な
る
こ
と
も
あ
る
。そ
の
よ
う
な
驚
異
的
な
力
で
あ
る

が
人
の
鼻
に
入
り
、

（
の
ど
）
に

（
い
き
）
が
循

環
す
る
こ
と
で
、人
は
「
生
き
た

」
と
な
り
、「
も
の
」

か
ら
「
い
き
も
の
」
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
い
き

も
の
」
の
死
は

が
取
り
去
ら
れ
て
神
の
も
と
に
帰
る

こ
と
で
あ
り
、「
い
き
」を
失
っ
た
肉
体
は
土
の
塵
に
帰
る（cf.

『
詩
篇
』
一
四
六
篇
四
節
）。
と
こ
ろ
が
、

は
死
ん
で
も

な
お
存
在
し
続
け
、

「
冥
界
」
へ
下
っ
て
休
む
。こ
の
場

合
の

は
、も
は
や
語
源
と
し
て
の「
の
ど
」で
は
な
く
、

人
の
存
在
そ
の
も
の
を
表
し
て
い
る
。

　

以
上
が
『
旧
約
聖
書
』
に
見
ら
れ
る
死
生
観
・
生
命
観
の

概
略
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
次
節
で
は 

/

の
具
体
的
な
使
用
例
を
見
て
い
く
。

4

─

1

臓
器
と
し
て
の

と
身
体
機
能

　
「
心
臓
」
と
訳
さ
れ
る

で
あ
る
が
、『
旧
約
聖
書
』
に
お

け
る

は
、
現
代
的
な
生
命
維
持
器
官
と
し
て
の
「
心
臓
」

と
は
異
な
っ
て
い
る
。そ
の
こ
と
を
示
す
好
例
が
次
の
箇
所

で
あ
る
。

彼
の

は
彼
の

（
体
腔
）
の
中
で
死
に
、
彼
は
石

に
な
っ
た
。
十
日
ほ
ど
経
ち
、
主
が
ナ
バ
ル
を
打
っ
た
の

で
、
彼
は
死
ん
だ
。（『
サ
ム
エ
ル
記
上
』
二
五
章
、
三
七

─

三

八
節
）

　

こ
こ
で
は
ナ
バ
ル
と
い
う
男
の

が
死
に
、
体
が
動
か

な
く
な
っ
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
が
「
い

『
旧
約
聖
書
』
に
お
け
る

の
使
用
例

4
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き
も
の
」
と
し
て
死
ん
だ
（
呼
吸
を
止
め
た
）
の
は

の
死

か
ら
十
日
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
旧
約
聖
書
』
に
お
け
る

は
必
ず
し
も

呼
吸
の
有
無
と
は
関
係
な
く
、肉
体
的
な
生
命
を
維
持
す
る

も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
次
の
例
が
示
す
よ
う
に
、

は

人
の
動
き
や
感
情
に
関
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

起
き
て
パ
ン
を
食
べ
、あ
な
た
の

 

を
直
し
な
さ
い
。

（『
列
王
記
上
』
二
一
章
七
節
）

　
「

 

を
直
す
、強
め
る
」
と
い
う
表
現
は
「
機
嫌
を
直
す
、

元
気
づ
け
る
」
と
い
う
意
味
で
よ
く
使
わ
れ
る
。
飲
み
食
い

や
精
神
的
な
安
ら
ぎ
に
よ
っ
て

の
状
態
が
良
く
な
る

と
、
人
は
自
由
に
動
け
る
よ
う
に
な
り
、
適
切
な
判
断
を
下

せ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
「

 

が
広
が
る
」

と
も
表
現
さ
れ
る
（cf.

『
詩
篇
』
一
一
九
篇
三
二
節
）。

　

逆
に
、精
神
的
な
衝
撃
を
受
け
て
「

 

が
狭
ま
る
、冷
た

く
な
る
」、
あ
る
い
は
気
が
動
転
し
て
「

 

が
激
し
く
鼓
動

す
る
」
と
き
、人
は
行
動
や
判
断
の
自
由
を
失
う
（cf.

『
エ
レ

ミ
ヤ
書
』
四
章
一
九
節
）。

　

次
に
挙
げ
る
箇
所
は
、死
ん
だ
と
思
っ
て
い
た
息
子
ヨ
セ

フ
が
生
き
て
お
り
、し
か
も
エ
ジ
プ
ト
の
宰
相
に
な
っ
て
い

る
と
聞
か
さ
れ
た
と
き
の
父
ヤ
コ
ブ
の
動
転
す
る
態
と
、安

堵
す
る
様
子
を
生
き
生
き
と
描
い
て
い
る
。

　

彼
ら
は
告
げ
て
言
っ
た
。「
ヨ
セ
フ
が
ま
だ
生
き
て
お

り
、
し
か
も
エ
ジ
プ
ト
全
土
の
司
で
す
！
」
彼
（
ヤ
コ
ブ
）

の

 

は
冷
た
く
な
っ
た
。
彼
ら
を
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
…
…
ヨ
セ
フ
が
彼
を
乗
せ
る
た
め
に
寄

こ
し
た
車
両
を
見
た
の
で
、
彼
ら
の
父
ヤ
コ
ブ
の

（
い
き
、霊
）
が
生
き
返
っ
た
。（『
創
世
記
』
四
五
章
、二
六

─

二
七
節
）

4

─

2
「
知
る
」
を
司
る
器
官
と
し
て
の 

　

前
項
で
見
た
よ
う
に
、

は
身
体
機
能
に
関
与
し
、
精

神
的
な
影
響
を
強
く
受
け
る
も
の
で
あ
る
。

に
関
わ
る

精
神
活
動
に
つ
い
て
は
次
に
挙
げ
る
例
が
興
味
深
い
。こ
こ

で
は「
見
る
」を
司
る
器
官
が
目
、「
聞
く
」を
司
る
器
官
が
耳
、

そ
し
て
「
知
る
」
を
司
る
器
官
が 

 

だ
と
見
な
さ
れ
て
い

る
。

　

知
る

、見
る
両
目
、聞
く
両
耳
を
、主
は
彼
ら
に
与

え
な
か
っ
た
。今
日
も
そ
う
で
あ
る
。（『
申
命
記
』
二
九
章

三
節
）

　
「
知
る
」
と
い
う
の
は

に
知
識
を
蓄
え
る
こ
と
で
あ

り
、賢
者
は
蓄
え
ら
れ
た
知
識
を
自
由
に
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
る
。

悟
り
の

 

は
知
識
を
得
、知
恵
の
耳
は
知
識
を
求
め
る
。

（『
箴
言
』
一
八
章
一
五
節
）

彼
ら
は
自
分
の

か
ら
格
言
を
引
き
出
す
。（『
ヨ
ブ
記
』

八
章
一
〇
節
）

　

一
方
、

 

に
知
識
が
蓄
え
ら
れ
て
い
な
い
愚
者
は
思
慮

に
欠
け
る
。
次
の
例
は
、
愚
者
が
子
ど
も
を
し
つ
け
よ
う
と

す
る
と
き
、
子
ど
も
に
言
い
聞
か
せ
る
よ
り
も
、
体
罰
に
走

り
が
ち
だ
と
警
告
す
る
。

悟
り
の
唇
に
知
識
は
あ
る
。
背
中
へ
の
杖
は

の
不

足
。（『
箴
言
』
一
〇
章
一
三
節
）

4

─

3

知
的
活
動
と
し
て
の

　
「
知
る
」
器
官

に
蓄
え
ら
れ
た
知
識
は
、次
の
よ
う
に

応
用
さ
れ
る
。

の
上
に
置
く
（cf.

『
イ
ザ
ヤ
書
』
四
二
章
二
五
節
）

　

察
知
す
る
こ
と
、気
付
く
こ
と
。

に
刻
む
（cf.

『
箴
言
』
七
章
三
節
）

　

記
憶
し
、悟
る
こ
と
。

の
中
に
あ
る
も
の
を
す
べ
て
行
え
（cf.

『
サ
ム
エ
ル
記

上
』
一
四
章
七
節
a
）

　

計
画
や
意
図
。

 

を
見
出
す
（cf.

『
サ
ム
エ
ル
記
下
』
七
章
二
七
節
）

　

決
断
す
る
こ
と
。

二千年以上受け継がれたヘブライ語の『旧約聖書』（創世記 45 章 23-27 節）。26 節２行目に
ヘブライ語の「こころ」（ ）、27 節３行目に「いき、霊」（ ）が見える。
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こ
れ
ら
の
例
で
は

が
己
の
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

が
、
次
に
挙
げ
る
の
は

が
己
の
外
に
向
け
ら
れ
る
場
合

で
あ
る
。を

彼
ら
の
上
に
置
く
（cf.

『
サ
ム
エ
ル
記
上
』
九
章
二

〇
節
）

　

相
手
に
注
意
や
意
識
を
向
け
る
こ
と
。

と
は
い
え
、

 

が
完
全
に
己
の
外
に
出
て
い
く
と
不
利
益

が
も
た
ら
さ
れ
る
。

 

が
出
て
い
く
（cf.

『
創
世
記
』
四
二
章
二
八
節
）

　

勇
気
が
な
く
な
り
怖
じ
気
づ
く
こ
と
。

 

を
失
う
（cf.

『
ホ
セ
ア
書
』
七
章
二
節
）

　

方
向
感
覚
や
理
解
力
を
失
う
こ
と
。

 

を
盗
む
（cf.

『
創
世
記
』
三
一
章
二
〇
節
）

　

相
手
の
洞
察
力
を
奪
い
、騙
す
こ
と
。

　

こ
の
よ
う
に

 

が
己
の
内
外
を
行
き
来
す
る
こ
と
で
、

次
第
に

は
己
を
制
御
す
る
良
心
や
本
心
、
い
わ
ば
「
も

う
一
人
の
自
分
」
を
形
成
し
て
い
く
。た
と
え
ば
、『
エ
レ
ミ

ヤ
書
』
三
章
一
〇
節
は
「
全

の
悔
悛
」
と
「
噓
の
悔
悛
」

を
対
比
さ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
の

は
「
噓
」
と

は
反
対
の
「
本
心
」
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
「
本
心
」
は
次
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
。

ダ
ビ
デ
の

が
自
身
を
打
っ
た
（cf.

『
サ
ム
エ
ル
記
上
』

二
四
章
六
節
）

　

良
心
が
己
を
責
め
る
こ
と
。

彼
ら
は
自
分
の

の
幻
を
語
る
（cf.

『
エ
レ
ミ
ヤ
書
』
二

三
章
一
六
節
）

己
の
願
望
、
欲
望
（
幻
で
は
あ
る
が
、
本
心
か
ら
の
願
い

で
は
あ
る
）。

神
は
自
分
の

に
言
っ
た
（cf.

『
創
世
記
』
八
章
二
一
節
）

　

神
の
本
心
、意
図
、決
意
。神
自
身
。

　

こ
の
よ
う
に

 

が
「
も
う
一
人
の
自
分
」
を
形
成
し
つ

つ
知
的
活
動
の
全
般
に
深
く
関
わ
る
が
ゆ
え
に
、

に
は

柔
軟
さ
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　

私
は
彼
ら
に
一
つ
の

 

を
与
え
、彼
ら
の

（
体

腔
）
の
中
に
新
た
な

（
い
き
、
霊
）
を
与
え
る
。
石
の

を
彼
ら
の
肉
か
ら
取
り
除
き
、
彼
ら
に
肉
の

を

与
え
る
。（『
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
』
一
一
章
一
九
節
）

　

肉
の

は
「
し
な
や
か
な

」
と
も
呼
ば
れ
（cf.

『
歴
代

誌
下
』
三
四
章
二
七
節
）、洞
察
と

（
霊
、賜
物3
）
に
満
ち
、

新
た
な
行
動
を
起
こ
す
原
動
力
と
な
る
。反
対
に
、石
の

あ
る
い
は
「
か
た
く
な
な

」（cf.

『
出
エ
ジ
プ
ト
記
』
四
章

二
一
節
）
は
鈍
感
で
人
の
言
葉
を
受
け
入
れ
な
い
様
子
、
精

神
的
に
死
ん
で
お
り
行
動
を
起
こ
せ
な
い
態
を
表
す
。

4

─

4

は
ど
こ
に
あ
る
か

　

次
に
挙
げ
る
例
の
よ
う
に
、
解
剖
学
的
な
意
味
で
の

は
胸
の
中
に
あ
る
。

　

イ
ェ
フ
は
手
で
弓
を
引
き
絞
り
、イ
ェ
ホ
ラ
ム
の
両
腕

の
間
を
射
た
の
で
、矢
は 

か
ら
半
分
突
き
出
た
。（『
列

王
記
下
』
九
章
二
四
節
）

　

こ
こ
で
は

 

が
「
両
腕
の
間
」、つ
ま
り
胸
の
位
置
に
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。「

 

を
叩
い
て
泣
く
」
と
い
う
例
も
あ

る
が
（cf.

『
ナ
ホ
ム
書
』
二
章
八
節
）、こ
の 

は
「
胸
」
と
訳

し
て
良
い
だ
ろ
う
。

　

が
胸
の
位
置
に
あ
る
こ
と
か
ら
発
展
し
、
抽
象
的
な

位
置
を
表
す
の
に
使
わ
れ
る
。

大
洋
の

に
深
く
投
げ
込
む
（cf.

『
ヨ
ナ
書
』
二
章
四
節
）

　

大
海
原
の
ど
真
ん
中
。測
り
知
れ
な
い
深
淵
。

山
は
炎
で
燃
え
、
天
の

ま
で
（
達
し
て
い
た
）（『
申
命

記
』
四
章
一
一
節
）

人
に
は
達
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
高
さ
。近
寄
り
難
い

も
の
。

彼
は
ま
だ
テ
レ
ビ
ン
の
木
の

で
生
き
て
い
た
（『
サ
ム

エ
ル
記
下
』
一
八
章
一
四
節
）

光
の
届
か
な
い
奥
の
枝
、木
の
芯
。人
の
手
の
届
か
な

い
場
所
。

　

こ
う
し
て
「
奥
に
あ
る
場
所
」
を
示
す
定
型
表
現

〜
（
〜
の
中
に
、
中
心
に
）
が
生
ま
れ
る
。
こ
の
定
型
表
現
は

セ
ム
語
族
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、た
と
え
ば
ア
ッ
カ
ド

語
で
も

〜
（
〜
の
中
に
）
と
言
う
。

　

さ
ら
に
、

は
人
の
目
に
見
え
な
い
本
質
を
表
す
よ
う

に
な
る
。
次
に
挙
げ
る
箇
所
は
、
成
長
し
優
れ
た
身
体
を
持

つ
兄
た
ち
で
は
な
く
、年
若
い
ダ
ビ
デ
を
王
に
せ
よ
と
神
が

命
じ
る
場
面
で
あ
る
。

　

人
は
目
に
見
え
る
も
の
を
見
る
が
、主
は

を
見

る
。（『
サ
ム
エ
ル
記
上
』
一
六
章
七
節
）

　

は
人
の
内
奥
に
隠
れ
た
本
質
で
あ
る
。ゆ
え
に
、相
手

の

に
寄
り
添
う
こ
と
は
、
相
手
の
本
質
や
秘
密
を
共
有

す
る
ほ
ど
の
深
い
交
遊
関
係
を
表
す
。

　

ど
う
し
て
「
私
は
お
前
を
愛
し
て
い
る
」
と
言
え
る
の
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で
し
ょ
う
。
あ
な
た
の

が
私
と
共
に
い
な
い
の
に
。

（『
士
師
記
』
一
六
章
一
五
節
）

　

見
よ
、
私
は
あ
な
た
と
共
に
い
る
。
あ
な
た
の

の

よ
う
に
。（『
サ
ム
エ
ル
記
上
』
一
四
章
七
節
b
）

　

本
稿
に
お
け
る
聖
書
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の 

（
心
臓
、こ
こ
ろ
）

に
つ
い
て
の
考
察
を
ま
と
め
る
。

　

第
一
に
、

は
生
命
活
動
よ
り
も
、人
の
身
体
活
動
と
精

神
活
動
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
。
病
、
疲
れ
、
感
情
な
ど

に
よ
っ
て

の
状
態
が
悪
く
な
る
と
、
体
全
体
が
動
か
な

く
な
る
。

　

第
二
に
、

は
「
知
る
」
を
司
る
器
官
で
あ
り
、
そ
こ
に

は
知
識
が
蓄
え
ら
れ
る
。
人
は

に
蓄
え
ら
れ
た
知
識
に

よ
っ
て
判
断
を
下
す
。
そ
れ
ゆ
え
、

が
柔
軟
さ
を
失
っ

た
り
、

自
体
を
失
う
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
人
は
判

断
を
誤
る
。

　

第
三
に
、

は
胸
の
中
に
あ
る
が
、
そ
こ
は
自
分
で
す

ら
手
の
届
か
な
い
体
腔
の
内
奥
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、 　
　

 

は
中
心
や
奥
義
と
い
っ
た
意
味
を
生
み
出
す
。

　

第
四
に
、

 

は
良
心
や
本
心
と
い
っ
た
、い
わ
ば
「
自
分

で
す
ら
手
の
届
か
な
い
場
所
に
い
る
、
内
な
る
自
分
」
を
形

成
す
る
。『
旧
約
聖
書
』に
よ
れ
ば
、神
は
外
見
で
は
な
く「
内

な
る
人
」
を
見
て
、そ
の
人
の
本
質
を
は
か
る
。そ
れ
ゆ
え
、

人
は
石
の

で
は
な
く
肉
の

を
持
ち
、
正
し
い
知
識

を
蓄
え
て
正
し
い
判
断
を
下
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

　
『
旧
約
聖
書
』
に
お
け
る

の
使
用
回
数
が
他
の
臓
器

に
比
べ
突
出
し
て
お
り
、し
か
も
使
用
例
の
大
多
数
が
人
間

の
も
の
を
指
し
て
い
る
理
由
は
、

が
人
間
の
知
的
活
動

お
わ
り
に

5

に
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、と
り
わ
け
神
と
の
関
係
に
お

い
て
重
要
な
器
官
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

注１　

正
確
に
は
、

 

は
五
九
九
例（
う
ち
ア
ラ
ム
語
一
例
）、

 

は

二
五
九
例
（
う
ち
ア
ラ
ム
語
七
例
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、

動
物
の 

/
 

を
意
味
す
る
の
は
五
例
に
す
ぎ
な
い
。ま
た
、「
神

の 

」は
二
六
例
、「
海
の 

」は
一
一
例
、「
天
の 

」は
一
例
、「
木

の 

」
は
一
例
。
し
た
が
っ
て
、「
人
の 

」
は
八
一
四
例
で
あ
る
。

２　

“Lugalbanda in the m
ountain cave ” 

（Black et al. 
2006, 11

―21, esp. 20

）.

３　

は
神
か
ら
与
え
ら
れ
る
「
い
き
」
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
神

か
ら
特
別
な
人
間
（
預
言
者
、
指
導
者
な
ど
）
に
与
え
ら
れ
た
知
識
や

知
恵
と
い
う
意
味
も
あ
る
。
た
と
え
ば
『
民
数
記
』
一
一
章
二
五
節
に

は
「
モ
ー
セ
に
与
え
た
霊
」
の
一
部
を
七
十
人
の
長
老
に
分
け
与
え
る

場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
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イ
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revive」( 撮影：上林壮一郎氏）
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　His heart is full of joy which is drenched by the dance of peacock. The ātma cannot be in pain or joy but the heart is 

sympathetic with the outer world. The heart can be in pain with grief though experience. The anguish grows if someone 

loses his or her beloved one. Heart could touch, melt, bleed, burn, weaken and so on. What the human can go physically 

heart can also do empathically.

　Through experience human is demystifying the vagueness of ātman and Brahmā. The search for certainty and peace 

seem dichotomous. Baul, the spiritual sect of Bengal looks world-rejecting asceticism and sacrifices establishment. Modern 

Bengali satisfies physical and emotional needs by redefining spirit, mind and heart. This redefinition is a delicate balance 

between empiricism and metaphysics. They are inheritably contradictory, nevertheless, important to understand Bengali 

mind.

Endnote:
1　Upanishads are not only oldest Hindu text but it is also oldest religious text among the major religions. For more Introduction of Muller, 
Max. Translates. 1965. The Upanishads. Delhi: Motilal Banarsidass.   
2　Baul is synergetic religious cult in Bengal who searches for a spiritual journey to God by refusing existing religions. Boul religion is way 
of life and its philosophy passes though oral tradition from leader to disciples. For more please see Haq, Muhammad Enamul. 1975. A 
history of Sufism in Bangla. Asiatic Society: Dhaka.
3　Omar Khayyam is dated a Persian scientist and poet of a millennium go. In modern time he is known as poet than a scientist. Mevlana 
Rumi is thirteen century poet of Persian language. The concept of unity is so strong in Rumi's philosophy that he included every diverged 
religious identity.
4　According to Hindu text Lord Krishna came to this world as avatar with different form. In Greek mythology love affair with God and 
Goddess with human being is common. In Indian mythology Radha-Krishna is one of the rare love story between God and human being.   
5　 Rabindranath Tagore is the major poet both in India and Bangladesh. Tagore wrote national anthems for both India and Bangladesh. His 
family helped to establish Brahmo Samaj in Bengal. 

Bibliography:
Chittick, William C. 1983. The Sufi Path of Love: The Spiritual Teachings of Rumi. Albany: State University of New York Press. 
Fitzgerald, Edward. 1909. Rubaiyat of Omar Khayyam. London : Adam and Charles Black.
Khan, Shamsuzzaman. 1987．Folklore of Bangladesh V-1. Dhaka: Bangla Academy. p. 257.
Muller, Max. Translates. 1965. The Upanishads. Delhi: Motilal Banarsidass.
Nurbakhsh, Javad. 1999. The Key Feature of Sufism in the Early Islamic Period. In: Leonard Lewisohn. Ed. The Heritage of Sufism. Volume 
1. Oxford: Oneworld Publications.
Shah, Lalon. 1991. Songs of Lalon Shah. Translated by Abu Rushd.  Dhaka : Bangla Academy.
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for Lord Krishna at the bank of Yamuna for rendezvous. Vhaisnava sect pays as Radha to get blessing from Lord Krishna. 

All devoted human being are Radha who wish to get the blessing from God. In 16th century Sri Chaitanya Mahaprabhu 

propagated Vhaisnava school of thought where God is seen as more loving way. If we compare with Upanishads and later 

part of Hinduism such as Vhaisnava sect, we would find that Upanishads teaches more about formless God and emphasis 

on the unity of Brahmā and ātma. On the other hand, Vhaisnava sect, relatively a new sect, entertains idol worship. The 

reformist movement in Bengal renaissance during the first half of nineteen century helped to create monotheistic religion 

Brahmo Samaj which professes the teaching of Upanishads. The relation between Brahmā and ātma reinvigorates in 

Bengal to modernize the spiritual identity but it often refers Upanishads. In Bangladesh ātman is perceived as the purest 

form of self which is related with the peace. For example, the ātman of John is in peace by the news the success of his 

exam. The ātman can be in peace by the worldly success. The self-development can be expressed as ātman-vikāsa. The 

ātman concept is being used more in visualized success than the spiritual connection in the modern time.

Remembering of Mind: A Worldly Approach of Experience 

Mind （Sanskrit, manas → Bengali, mon）  

（Synonyms: Desire, sense, reflection, affection, thought, remembering, conscience, invention, intellect, inclination, 

intention, mood, perception, opinion, spirit or spiritual principle, breath or living soul which escapes）

　In Bengali mind is not related with the etiquette like, ‘please don't mind' rather is commonly refer to remembering 

something. Of course there are other synonyms of the word manas in Sanskrit with different implications. I will discuss the 

dominant uses of mind in Bengali.

　From the synonyms I will select two words such as remembering and mood to discuss the modern common use of the 

word mind. First, to refer to remembering something the word mon. For example, can you remember （mon） where his 

home is? This means someone had an experience of visiting the home and s/he tries to remember it again. The second 

selection of mind is mood. For example, John feels distressed today. This is about the psychological state or wellbeing of a 

person. Majority of expression of mind is related with the psychosocial choices of individuals.

Responsive Heart: A Non-physical Entity of Human being

Heart （Sanskrit, hr�daya  → Bengali, hr�daya）
（Synonyms: Soul, center of anything, best of anything, dearest or most secret part of anything, true or divine knowledge, 

belonging or corresponding to the interior）

　In the daily uses in Bengali heart （hr�daya） is the most sophisticated expression which is the essence of best. The spirit 

（ātman） is related to the metaphysical concept but heart （hr�daya） does not refer God. Hr�dayaa belongs to human being 

and responsive to the gain and loss of the material world. As Rabindranath Tagore, Bengali poet and first Noble laureate in 

literature in Asia said in his song5. 

‘My heart （hrdaya） is dancing with the dance of peacock.’ 
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traditions. The following is poem is about love affair between ātma and Brahmā.

I [ātma] didn’t see him [Brahmā] even for a day

Close to my place is the mirror-city

Where lives this neighbor [Brahmā] of mine [ātma].

………………………………….

He [Brahmā] and Lalon [ātma] are close neighbors

But between them [Brahmā and ātma] lies a wide gulf. 

　　　（Lalon 1991. p. 78）

　Lalon Shah （1774-1890） is a baul 2 poet in Bengal and he is the most prominent practitioner of Boul Tradition（Khan 

1987）． This poem is about an impalpable relation between God and human being. Lalon and his God lives in a same 

neighborhood, nevertheless, they don't see each other. Lalon longs to see him. This love affair between human and God 

resembles to the ordinary relationship between man and women. Nevertheless, it is full of respect and affection with divine 

love. This liberal view of Baul on God is different than the major religions of Bengal such as Hinduism and Islam which 

are based on reward and punishment after death. Rather Baul finds human being as lover and God as beloved one and ātma 

is looking for rendezvous with God. This love affair is between human being and God has both Persian and Indian origins.

　The Persian way of divine love has a folk connection and some scholar believes that Sufism is pre-Islamic tradition in 

Persia now in modern Iran （Nurbakhsh 1999）．The divine love can achieved without any intermediary. This personal 

relation with God of Sufi continues so deep that the Sufis shows little interest to the invitation of Islam. Omar Khayyam 

and Mevlana Rumi are most celebrated Persian poets and they are poets of uncertainty3. Some believes that Khayyaam is 

agnostic and even though he practices mysticism （Fitzgerald 1909）． This mysticism depends on Godness rather than 

God. On the other hand Rumi practices a ‘practical and visionary approach to the unity of being’ （Nurbakhsh 1999）． In 

the following line Rumi says how love unites each and everything together.

God's wisdom in His destiny and decree has 

made us lovers of one another

That foreordainment has paired all parts of the 

world and set them in love with their mates

Each part of the world desires its mate, just like 

amber and straw.

Heaven says to the earth, “Hallo! Thou drawest 

me like iron to a magnet!”

　　（Chittick 1983:198）

　Rumi professes the ‘unity of among diversity’ and suggest a pluralistic world through a personal experience. As a Sufi 

he surrenders himself in ‘nothingness’ and connect with God to reclaim his existence. The ‘nothingness’ is related to the 

Indian concept of śūnya which is translated as zero or void. It is hard to assess how much Indian has influence Persian 

civilization, nevertheless, the convergence of these civilizations has created a space for common approach of divine love.   

　In India, the divine love is symbolized through love affair of Radha, a worldly women and Lord Krishna4. Radha waits 
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　The aim of this write-up is to analyze the concept of spirit, mind and heart in the context of Bengali language, which is 

originated from Sanskrit. This analysis has two strands. Firstly, this essay will show what are the common synonyms of 

spirit, mind and heart in Bengali with English translation and secondly, etymology of these words in ancient and modern 

times. With this discussion we could get some idea about the South Asian interpretation of these words. The reason of 

choosing Bengali language to analysis these words is straightforward. First, Bengali is the second largest language （193 

million speakers） after Hindi （260 million speakers） in the South Asia and it is the seventh largest language in the world.

Sprit of Spirituality: The Union of Indian and Persian Civilizations

Spirit （Sanskrit, ātman 　　　  → Bengali, ātma）
　（Synonyms: Self, soul, alive, auto, breath, nature, character, granting breath or life）

　There are two major ways to understand ātman in Sanskrit text. According to the oldest Hindu text Upanishad1, there are 

two existences, Inner self and its relation with God. Self or ātman is the individual existence and God is the super-self or 

Paramātmā. In this earliest text （Upanishads）， there is no difference between self and God. In that sense ātman can be 

translated as self which is the key to understand the knowledge in the metaphysical way.

　Ātman is inseparable from God （Brahmā  　　　 ） Ātman is inner self and Brahmā is the Supreme Self. “Ātman is 

Brahmā and Brahmā is ātman” （Muller 1965）．The highest knowledge can be transcended through a relationship be-

tween Brahmā and ātman.

　In modern time, Bengali people are divided into two major religious camps, Hindus and Muslims. The ancient way of 

understanding of Sanskrit language goes well with the Hindu tradition and on the other hand Muslims are looking for the 

new vocabulary with Arabic and Persian languages. In Bangladesh, the blend with Hindu and Muslim traditions has made 

the Bengali language more diverse than ever.

　In Arabic and Persian language ruah （ātma） is world for immortal being which has transcendental quality like ātma. 

Both ātma and ruah look for the inner peace of human being. In Sufism, a Persian way of mysticism, ruhu or ātma is the 

lover and she is in search of beloved one （God）． Ātman concept has been blended in Bengali through Hindu and Persian 
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◆
「
３
・
11
」
後
、
わ
た
し
の
中
で
崩
れ
た
モ
ノ
は
、
祈
り
の
言
葉
だ
っ
た
。
自
分
に

と
っ
て
も
っ
と
も
「
聖
な
る
モ
ノ
」
が
崩
れ
た
。
そ
の
深
層
崩
壊
か
ら
立
ち
直
れ
て
い

る
か
？　

拙
著『
歌
と
宗
教

─
歌
う
こ
と
。
そ
し
て
祈
る
こ
と
』（
ポ
プ
ラ
新
書
）は
、

そ
の
リ
ハ
ビ
リ
過
程
の
報
告
で
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
リ
ハ
ビ
リ
中
。	

（
鎌
田
東
二
）

◆
昨
年
秋
、
葉
山
神
社
の
千
葉
秀
司
宮
司
に
お
会
い
し
、
雄
勝
法
印
神
楽
を
見
学
し
た
。

葉
山
神
社
の
社
殿
は
海
抜
一
五
メ
ー
ト
ル
の
高
台
に
あ
っ
た
が
、
天
井
ま
で
届
く
大
津

波
で
全
壊
。
社
務
所
は
流
さ
れ
、
二
キ
ロ
先
の
対
岸
で
屋
根
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
。

そ
ん
な
中
、
千
葉
宮
司
は
い
ち
早
く
神
楽
の
復
興
に
尽
力
し
た
。
何
度
も
同
じ
よ
う
な

困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
に
違
い
な
い
雄
勝
法
印
神
楽
に
は
畏
怖
さ
え
感
じ
さ
せ
る
力

が
漲
っ
て
い
た
。	

（
原　

章
）
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本誌の一部または全部を無断で複写、転載することを禁じます。
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「
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
会
」
は
、
二
〇
〇
六
年
四
月
二
一
日
付
け
で
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学

研
究
費
補
助
金
交
付
に
採
択
さ
れ
た
「
モ
ノ
学
の
構
築
―
も
の
の
あ
は
れ
か
ら
貫
流
す
る
日
本
文
明

の
モ
ノ
的
創
造
力
と
感
覚
価
値
を
検
証
す
る
」
を
研
究
し
、「
モ
ノ
」
と
「
感
覚
価
値
」
を
あ
ら
ゆ
る

角
度
と
発
想
か
ら
考
察
し
、
表
現
し
て
ゆ
く
“
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
な
研
究
会
”
で
す
。

　

こ
の
研
究
会
で
は
、

１
．
日
本
人
が
「
モ
ノ
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、「
モ
ノ
」
と
心
と
体
と
命
及
び
自
然
と
の
関
係
を
ど

う
見
て
き
た
か
を
検
証
す
る
と
同
時
に
、「
カ
ワ
イ
イ
・
カ
ッ
コ
イ
イ
・
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
・
こ

わ
い
・
す
て
き
・
お
も
し
ろ
い
・
た
の
し
い
」
な
ど
の
快
美
を
表
わ
す
感
覚
価
値
形
成
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
分
析
し
ま
す
。

２
．「
モ
ノ
」
が
単
な
る
「
物
」
で
は
な
く
、
あ
る
霊
性
を
帯
び
た
「
い
の
ち
」
を
持
っ
た
存
在
で
あ
る

と
い
う
「
モ
ノ
」
の
見
方
の
中
に
、「
モ
ノ
」
と
人
間
、
自
然
と
人
間
、
道
具
や
文
明
と
人
間
と
の
新
し

い
関
係
の
構
築
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

３
．
二
一
世
紀
文
明
の
創
造
に
は
新
し
い
人
間
認
識
と
身
体
論
と
感
覚
論
が
必
要
で
あ
り
、
感
覚
基

盤
の
深
化
と
再
編
集
な
し
に
創
造
力
の
賦
活
と
拡
充
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、「
モ
ノ
」
の
再

布
置
化
と
人
間
の
感
覚
能
力
の
可
能
性
と
再
編
成
を
探
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
な
二
一
世
紀
的
課
題

と
な
る
は
ず
で
す
。

４
．
人
間
の
幸
福
と
平
和
に
結
び
つ
く
「
モ
ノ
」
認
識
と
「
感
覚
価
値
」
の
あ
り
よ
う
を
探
り
な
が
ら
、

認
識
に
お
け
る
「
世
直
し
」
と
「
心
直
し
」
を
し
て
い
く
の
が
本
研
究
の
大
き
な
目
的
と
な
り
ま
す
。

５
．
ま
た
、「
モ
ノ
」
と
「
感
覚
価
値
」
を
新
し
い
表
現
に
結
び
つ
け
、
大
胆
な
表
現
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
会
の
中
に
「
ア
ー
ト
分
科
会
」（
世
話
人
：
近
藤
髙
弘
・
大
西
宏
志
）
が

あ
り
、
現
在
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
モ
ノ
学
・
感
覚
価
値
研
究
会
」
の
Ｈ
Ｐ: http://m

ono-gaku.la.coocan.jp/

を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。


